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はじめに

オンライン ヘルプ
HP Systems Insight Managerには、その管理機能を詳しく説明するオンライン ヘルプ システム
があります。このオンライン ヘルプ システムでは、HP Systems Insight Managerの使用法と管
理方法に関する一般情報が提供されます。

● ヘルプの表示  任意のページでヘルプ アイコンをクリックします。[ヘルプ]ページが独立
したウィンドウとして開きます。このウィンドウは移動やサイズ変更が可能です。ほとん
どのトピックには関連プロシージャと関連トピックへのリンクがあります。

● 追加情報の閲覧  目次、インデックス、検索機能からトピックを選択できます。閲覧した
いヘルプ トピックを表示するには、トップ メニュー フレームでヘルプアイコンをクリック
します。別のトピックを開くには、フレームの左側の目次から、そのトピックを選択しま
す。

HP Systems Insight Managerヘルプ カテゴリ
HP Systems Insight Managerヘルプ システムでは、次のカテゴリが取り扱われています。

● 製品概要。  HP Systems Insight Managerの新機能について概説します。詳細については、
「製品概要」を参照してください。

● お使いになる前に。  HP Systems Insight Managerの使用と管理を始めるための手順を示し
ます。詳細については、「お使いになる前に」を参照してください。

● 検出と識別。  識別、hostsファイルの管理、検出テンプレートの管理などの検出タスクを
作成し、管理する手順を示します。詳細については、「検出と識別」を参照してください。

● ユーザと認証。  ユーザ、ユーザ グループ、ツールボックス、および認証を作成し、管理
する手順を示します。詳細については、「ユーザと認証」を参照してください。

● ネットワークとセキュリティ。  信頼関係の設定など、ネットワークとセキュリティに関
する情報を提供します。詳細については、「ネットワークとセキュリティ」を参照してく
ださい。

● システム、イベント、クラスタの監視。  システムとイベントの監視を始めるための手順
を示します。詳細については、「システム、クラスタ、イベントの監視」を参照してくだ
さい。

● ストレージ統合。  SNMPおよびSMI-Sストレージ デバイスを検出し、それらの情報を表
示する手順を示します。詳細については、「SNMPを使用したストレージ統合」および
「SMI-Sを使用したストレージ統合」を参照してください。

● タスクによる管理。  タスクをスケジュールして実行し、システムとイベントを管理する
手順を示します。詳細については、「タスクの使用法」を参照してください。

● 管理を拡張するツール  HP Systems Insight Managerデフォルト ツールを使用する手順を
示します。詳細については、「デフォルト ツールの使用法」を参照してください。

33



● パートナー アプリケーション  すべてのパートナー アプリケーションのリストとそれら
の概要を提供します。詳細については、「パートナー アプリケーション」を参照してくだ
さい。

● レポート機能。  カスタム レポートの作成と生成に関する手順を示します。詳細について
は、「レポート機能」を参照してください。

● システムとイベントの管理。  HP Systems Insight Managerの管理と保守に関する情報を示
します。このセクションの情報は、完全な設定権があるユーザ専用です。詳細については、
「システムとイベントの管理」を参照してください。

● トラブルシューティング。  HP Systems Insight Managerの問題解決に関する情報とヒント
を示します。詳細については、「トラブルシューティング」を参照してください。

● リファレンス。  データベース テーブル、Windows NTエラー ログ メッセージ、MSA
ツール、およびサービス/サポートに関する情報を提供します。詳細については、「リファ
レンス情報」を参照してください。
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製品概要
HP Systems Insight Managerは、Insightマネージャ7、HP Toptools、HP Servicecontrolマネージャ
の長所を組み合わせることにより、Microsoft® Windows®、Linux、HP-UXを実行しているHP
ProLiantシステム、Integrityシステム、HP 9000システムを管理する、統一されたツールとして
お使いいただけます。HP Systems Insight Managerソフトウェアの中核部分では、すべてのHP
製サーバ プラットフォームの管理に不可欠な機能が提供されます。

HP Systems Insight Managerを拡張して、システム管理用に、HPクライアント、ストレージ、
電源、およびプリンタ製品のプラグインを提供することができます。ユーザは、迅速なマシン
の展開、パフォーマンス管理、パーティション管理、負荷管理のプラグイン アプリケーション
により、ハードウェア資産の完全なライフサイクルの管理機能の提供に必要な付加価値ソフト
ウェアを選択できます。

その他のリソース
その他のリソースについては、HP Systems Insight ManagerのWebサイト
http://www.hp.com/jp/hpsimを参照してください。

関連トピック
● 機能
● 新機能
● 製品アーキテクチャ
● 支援
● 法的な注意事項

機能
HP Systems Insight Managerでは、次の機能を利用できます。

● 簡単で迅速なインストール。  HP-UX、Windows、またはLinuxを実行しているサーバ プ
ラットフォーム、またはWindowsデスクトップやワークステーションにインストールでき
ます。

● ファーストタイム ウィザード。  HP Systems Insight Managerの初期設定の実行手順を順
番に示すオンライン ガイダンスを提供します。このウィザードは、中央管理サーバ（CMS）
でHP Systems Insight Managerを設定する際に役立ちます。

● 自動検出と自動識別。  ネットワークに接続されているシステムを自動的に検出および識
別します。検出フィルタを使用することにより、不必要なシステム タイプの検出を避ける
ことができます。検出フィルタにより、特定のネットワーク セグメントやIPアドレスの範
囲に検出を限定できます。

● 障害管理とイベント処理。   実際のコンポーネント障害警告、または発生しようとしてい
るコンポーネント障害警告の、障害予測通知が提供されます。自動イベント処理では、
Email、ポケベルまたはShort Message Service（SMS）ゲートウェイを通じて、適切なユー
ザに障害を通知するためのアクションを設定したり、スクリプトの自動実行や、HP OpenView
Network Node ManagerまたはHP OpenView Operationsなどのエンタープライズ プラット
フォームへのイベント自動転送が可能です。
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注記:

WindowsベースのCMSにのみポケベルのサポートがあります。

注記:

日本国内では、ポケベル機能はサポートされていません。

● 一貫性のあるマルチシステム管理。  CMS上でコマンドを1回実行するだけで、複数のシ
ステムまたはノード上でタスクを起動できます。この機能によって、各システムでそれぞ
れ操作する煩わしさがなくなります。

● 安全なリモート管理。  ユーザ認証のオペレーティング システム セキュリティ機能、SSL
（Secure Sockets Layer）、SSH（Secure Shell）が活用され、管理通信が暗号化されます。

● 役割ベースのセキュリティ。  どのユーザが、どのシステムで、どの管理操作を実行でき
るかを、システム管理者が細かく制御できるので、管理責任を効果的に委任できます。

● ツール定義。  単純なXML文書を使ってツールを定義することにより、既成ツールとユー
ザ定義ツールを統合できます。ツールには、コマンド ライン ツール、Webベースのアプリ
ケーション、スクリプトなどがあります。統合されたツールへのアクセスは、役割ベース
のセキュリティで制御されます。

● データ収集とインベントリ レポート。  総合的なシステム データ収集が実行され、ユー
ザが管理対象システムの詳細インベントリ レポートを迅速に作成できるようになります。
レポートは、HTML、XML、またはCSVフォーマットで生成できます。

● スナップショット比較。  4つまでの異なるサーバの設定スナップショットを比較したり、
1つのサーバの設定スナップショットを時間の経過に沿って比較したりすることができま
す。この機能により、IT担当者は、システムの不安定な動作の原因になる可能性がある設定
上の問題点を正確に見つけることができます。また、スナップショットの比較により、標
準設定の画像を保存して他のシステムと比較することもできます。

● HPバージョン コントロール。  WindowsおよびLinuxを実行するHP ProLiantサーバについ
て、最新のBIOS、ドライバ、およびエージェントのアップデート データを自動的にダウン
ロードし、古いシステム ソフトウェアを実行しているシステムが識別され、サーバ グルー
プ全体でシステム ソフトウェアを更新できるようにします。HP-UXシステムの場合は、
Software DistributorがHP Systems Insight Managerに統合されています。

● 2つのユーザ インタフェース。  Webブラウザのグラフィカル ユーザ インタフェース
（GUI）とコマンド ライン インタフェース（CLI）によって、HP Systems Insight Managerを
既存の管理プロセスに組み込みやすくなります。

● 管理対象システムでのシステム プロパティの編集。  [システム ページ]の[システム プ
ロパティの編集]リンクでは、完全な設定権があるユーザが、1つのシステムのシステム プ
ロパティを再設定できます。複数のシステムのシステム プロパティを設定するには、[オプ
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ション]->[システム プロパティ]->[システム プロパティの設定]を選択します。これは、HP
Systems Insight Managerによってレポートされるシステム プロパティに影響しますが、ター
ゲット システムのプロパティは変更されません。

● システムの監視の停止と回復。   監視の中断時間を設定できます。これにより、HP Systems
Insight Managerのステータス ポーリング、識別、データ収集、および自動イベント処理か
らシステムを除外できます。[システム ページ]の[ツール&リンク]タブの下にある[監視の停
止/回復]リンクにより、システム監視の停止または回復時間を設定できます。複数のシステ
ムのシステム監視を停止または回復するには、[オプション]->[システム プロパティ]->[監視
の停止または回復]を選択します。中断時間の長さは、事前設定により、5分、15分、1時
間、および1日単位で設定できます。停止機能は、無期限に設定することもできます。

● OpenSSHツールのインストール。  CMSから実行し、対象となるWindowsシステムに
OpenSSHサービスをインストールしてから、mxagentconfigコマンドを実行して設定を
完了します。

注記:

Windows CMSでのみ使用できる機能です。

● 初期ProLiant Support PackインストールによるOpenSSHのインストール（オプショ
ン）。  HP Systems Insight Managerでは、[初期ProLiant Support Packインストール]
ページで[SSH（セキュア シェル）のインストールと初期化を行います]を選択することに
よって、初期ProLiant Support Packインストール プロセスを通じてOpenSSHをインストー
ルできます。

注記:

Windows CMSでのみ使用できる機能です。

● HP-UX Serviceguardクラスタのサポート。  HP Systems Insight Managerは、HP-UX
Serviceguardクラスタを認識し、UIに表示します。検索リストのServiceguardクラスタをク
リックすることにより、HP Serviceguard Managerを起動し、クラスタに関する情報を参照
することができます。

● HP-UX、Linux、およびSMI-Sデバイスに対するWBEMイベントの操作。  HP Systems
Insight Managerでは、GUIを介して、WBEMイベントの予約と予約解除ができます。また、
CLIからも、WBEMイベントの予約と予約解除ができます。HP-UXでは、この機能は、11i v2
update 2上でのみ使用できます。

● HPインスタント サポート エンタープライズ エディション（ISEE）。  HPインスタント
サポート エンタープライズ エディション（ISEE）は、HPサポートの提供する機能の1つで、
システムおよびデバイスの管理を容易にする事前予防リモート監視/診断ツールです。ISEE
は、データセンタ全体の監視を、簡単で統一された方法で行えるようにします。お客様は、
多様なシステムで構成されるIT環境を、プラットフォーム別の技術を使用するのではなく、
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単一のソリューションで監視および管理できます。ISEEは、HP-UX、Microsoft Windows、
Linux、OpenVMS、Tru64 UNIX、NonStop、およびSun Solarisサーバ、接続されている周辺
装置、ならびにストレージおよびネットワーク デバイスをお客様が予防的に管理およびサ
ポートできるようにします。ISEEは、ミッションクリティカルなシステム/デバイスとそれ
以外のシステム/デバイスの両方をサポートすることによりコストを削減し、複雑さを解消
します。ISEEは、ハードウェア イベントの連続的な監視と自動通知を提供することにより、
重大な問題を識別しその発生を防止します。また、リモート診断スクリプトやシステムに
ついて収集される重要なシステム コンフィギュレーション情報を利用して、システムの早
期回復を可能にします。システムにISEEをインストールして、リスクを軽減し重大な問題の
発生を防止してください。

● HP System Management Homepage。  System Management Homepageは、集中し
た表示であり、HP Webベース システム マネジメント ソフトウェアとユーティリティで生
成された管理情報と設定データを提供します。HP Webベース エージェントおよび管理ユー
ティリティからデータを集約することにより、System Management Homepageは、個々の
サーバのハードウェアの障害やスタータスの監視、パフォーマンス データ、システム ス
レッショルド、診断およびソフトウェアのバージョン コントロールを行うための使いやす
い共通インタフェースを提供します。

● Performance Management Pack（PMP）アクセス。  HP ProLiantサーバおよびModular
Shared Array（MSA）共有ストレージのハードウェア障害の検出、分析、説明を行うソフト
ウェア ソリューション。HP Systems Insight Managerで使用可能なPMPツールには、オンラ
イン分析、オフライン分析、CSVファイル生成レポート、システム概要レポート、静的分析
レポート、設定、ライセンス契約、および手動ログ パージがあります。PMPは、通常のイ
ンストールによってデフォルトで、または、Management CDからのHP Systems Insight
Managerのカスタム インストールによってオプションで、インストールされ、使用可能に
なります。ライセンスは、サーバとネットワーク ストレージ エンクロージャに適用されま
す。PMPによって監視されるサーバまたはネットワーク ストレージ エンクロージャごとに
1つずつライセンスが必要です。評価のために、すべての機能を使用できる30日間試用ライ
センスがPMPに5つ付属しています。インストール、ライセンス付与、およびセットアップ
の詳細については、Management CDに収録されている『HP ProLiant Essentials Performance
Management Packセットアップ/インストレーション ガイド』を参照してください。

● HP ProLiant Essentials Vulnerability and Patch Management Pack（VPM）への
アクセス。  VPMは、セキュリティの脆弱性を識別し、解決するためのアドバイスを提供
します。また、取得の自動化、配備の最適化、セキュリティ パッチの強化の継続によって、
高度なパッチ管理を提供します。VPMは、Management CDから手動でインストールする必
要があります。また、管理するターゲット システムごとに1つずつライセンスが必要です。
VPMには、評価の目的でサーバまたはデスクトップ上で使用でき、すべての機能を利用で
きる無期限のライセンスが5つ付属しています。インストールおよびセットアップの詳細に
ついては、Management CDに収録されている『HP ProLiant Essentials Vulnerability and Patch
Management Pack Quick Setup Poster』および『HP ProLiant Essentials Vulnerability and Patch
Management Pack User Guide』を参照してください。VPMの詳細については、HPのWebサ
イトhttp://www.hp.com/servers/proliantessentials/vpm（英語）を参照してください。

注記:

現在Vulnerability and Patch Management Packは、日本語OSへのインストー
ルはサポートされていません。
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● HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack（VMM）へのアクセ
ス。  VMMは、HP Systems Insight Managerに、VMWareおよびMicrosoft Virtual Server仮
想マシンをインストール、複製、監視、および制御する機能を提供します。VMMにアクセ
スするには、[ツール]->[Virtual Machine Management Pack]を選択します。Windows
エージェントのインストールとライセンスのオプションが表示されます。VMMは、HP
Systems Insight Managerのカスタム インストールによってオプションで、または、HP ProLiant
Essentials Virtual Machine Management Packの下にあるインストールをクリックすることに
よって個別に、インストールすることができます。評価のために、すべての機能を使用で
きる30日間試用ライセンスがVMMに5つ付属しています。これらのライセンスは、VMMを
インストールすると使用可能になり、VMM Wizardからシステムに適用できます。追加ラ
イセンスの購入については、HPのWebサイト
http://www.hp.com/servers/proliantessentials/vmm（英語）を参照してください。詳細につ
いては、『HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack User Guide』を参照し
てください。

注記:

このソフトウェアは、英語版のみ提供されています。

● HP ProLiant Essentials Server Migration Pack（SMP）。  VMMの機能を拡張し
て、統合P2V（Physical-to-Virtual）およびV2V（Virtual-to-Virtual）移行機能を提供します。
Server Migration Packを使用すると、サーバ統合プロセスを簡素化できるので、優先順位の
高い他の作業に集中することができるようになります。すべての機能を使用できる30日間
試用ライセンスがSMPに5つ付属しています。追加ライセンスの購入については、HPのWeb
サイトhttp://www.hp.com/servers/proliantessentials/smp（英語）を参照してください。

注記:

このソフトウェアは、英語版のみ提供されています。また、日本語OSへの
インストールはサポートされていません。

● HP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem Integrated Manager  HP
Systems Insight Managerは、ブレードの設置、設定、および監視ツールへのアクセスを統合
するために設計されたブレード環境を提供します。ピクチャー ビューは、ラックおよびエ
ンクロージャを対象に使用できます。HP BladeSystem Integrated Managerは、HP Systems
Insight Managerとともに自動インストールされるため、ライセンス キーは不要です。HP
BladeSystem Integrated Managerにアクセスするには、[ツール]->[内蔵コンソール]->[HP
BladeSystem]を選択します。 詳細については、HPのWebサイト
http://h18004.www1.hp.com/products/servers/management/bsme/index.html（英語）を
参照してください。

● HPエージェントの設定および修復。  エージェントの設定および修復機能は、HP Systems
Insight ManagerによってサポートされているWindows、Linux、およびHP-UXシステムにお
いて、SNMP設定の認証情報、System Management HomepageまたはマネジメントHTTPサー
バとの信頼関係を修正できるHP Systems Insight Managerの機能です。
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http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『エージェントの設定および修復』
ユーザ ガイドを参照してください。

● HP ProLiant Essentials Rapid Deployment Pack（RDP） - Windows
Edition。  RDPは、マルチサーバ配備ツールです。このツールを使用すると、IT管理者
は、無人化された自動の方法で大量のサーバを簡単に配備できます。RDPは、HP Systems
Insight Managerとは別にインストールされ、管理されるサーバごとに1つずつライセンスが
必要です。RDPは、独自のCDからインストールされます。ネットワーク環境のセットアッ
プ、サーバ配備の要件、およびインストール手順の詳細については、HPのWebサイト
http://www.hp.com/jp/servers/rdpを参照してください。インストールが完了したら、製品
の登録番号を登録してライセンス ファイルを受け取る必要があります。RDPによって管理
されるサーバごとに1つずつライセンスが必要です。

● Superdomeやその他の複合体のデータ収集およびインベントリ レポート機
能。  Superdomeシステムおよびその他のセルラー複合体用にデータ収集およびレポート
機能が追加されました。収集可能なデータのタイプには、シャーシ、キャビネット、セル、
メモリ、およびハード パーティション（nPars）に関する情報が含まれます。実際に収集さ
れるデータのタイプは、選択されるフィルタによって異なります。

● HP Storage Essentials。  HPは、データ センタにおける管理の経済性を向上させつづ
けています。HP Storage Essentialsは、HPの統一サーバ/ストレージ管理プラットフォーム
であるHP Systems Insight Managerに統合されるように設計された最初のオープンな標準ベー
ス ストレージ製品スイートです。HP Storage Essentialsの詳細については、HPのWebサイト
http://h18006.www1.hp.com/products/storage/software/esuite/index.html（英語）を参照
してください。

● SSHキーの管理。  [SSHキー]機能により、known_hostsファイルに保存されるパブリッ
クSSHキーを中央管理サーバから表示および管理することができます。SSHキーによって、
中央管理サーバと管理対象システムは、安全な接続を認証できます。

関連トピック

● 新機能
● 製品アーキテクチャ
● 支援
● 法的な注意事項
● お使いになる前に

新機能
HP Systems Insight Managerは、クロスプラットフォーム互換性を持つ非常に堅牢な機能セット
を備えています。より使いやすくするために、この製品の上部にあるメニュー項目（[ツール]、
[展開]など）は、環境で検出されたシステムに応じて動的に変化します。たとえば、HP-UXシス
テムが検出されなかった場合は、[最適化]->[Process Resource Manager]などのHP-UX固有
のコマンドは表示されません。

HP Systems Insight Manager 5.0の新機能
● グラフィカル ユーザ インタフェース（GUI）の新しい外観。他のHP製品と外観や操作性が
似ています。

● HP Systems Insight Managerでは、JREをクライアント システムにインストールする必要がな
くなりました。
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● インストールされるSMI-Sプロバイダを介して、ストレージ システムを検出。サポートされ
ているデバイスおよびSMI-Sプロバイダについては、HPのWebサイト
http://www.hp.com/go/hpsim/providers（英語）を参照してください。

● クラスタ モニタは、MSCSクラスタのみを監視します。

● レポートをXMLフォーマットで利用できるようになります。

● 新しいデフォルト レポートとともに提供される新しいレポート エンジン

詳細については、「レポート ビュー」を参照してください。

● すべてのサーバおよびストレージ イベントの統合リストを単一のイベント ビューアに表示
します。また、自動アクションを設定して実行することができます。

● 未割り当て領域、RAIDオーバーヘッド、ポートに割り当てられた使用可能バイト、ポート
に未割り当ての使用可能バイトなど、ストレージ アレイの容量に関する詳細情報を表示し
ます。

● 柔軟な役割ベースのセキュリティにより、サーバやストレージの詳細情報にアクセスでき
る管理者を決定できます。

● 単一のシステム ビューアからサーバとストレージのエレメント マネージャを起動できま
す。

● リストとフォルダが収集と呼ばれるようになりました。

● 個々のユーザを作成しなくても、オペレーティング システムのユーザ グループに対応する
ユーザ グループを作成して、HP Systems Insight Managerへのアクセス権をそれらのユーザ
グループに付与することができるようになりました。

詳細については、「新規ユーザ グループの作成」を参照してください。

● [自動]、[手動]、および[Hostsファイル]設定用のタブを持つ[検出]ページを含む[検出]オプ
ションへのアクセスが改善されました。

詳細については、「検出と識別」を参照してください。

● mxreport、mxcert、mxglobalprotocolsettings、mxglobalsettings、mxcollections、mxgethostname
などの新しいコマンド ライン インタフェース（CLI）コマンドが追加されました。

詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してくださ
い。

● 複数のシステムのシステム プロパティを同時に設定できます。

詳細については、「 複数システムのシステム プロパティの編集」を参照してください。

● 複数のシステムの監視を同時に停止または回復できます。

詳細については、「複数システムのシステム監視の停止と回復」を参照してください。

● システムおよびクラスタ収集用に新しいツリー ビューを利用できるようになりました。

詳細については、「ツリー ビューのナビゲート」を参照してください。

● 検出タスクを作成、編集、および削除できます。
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詳細については、「検出と識別」を参照してください。

● HP-UXおよびLinuxシステム上で、ファイルをコピーしたり、ツールを削除したり、コマンド
ライン、Web起動、およびX Windowツールを作成したりするための新しいコマンド ライ
ン ツールを作成できます。

詳細については、「コマンド ライン ツール」を参照してください。

● Windows、HP-UX、およびLinuxで、Oracleデータベース（ローカルまたはリモート）の使
用をサポートしています。

詳細については、『HP Systems Insight Managerインストール/ユーザ ガイド』を参照して
ください。

● Linux、HP-UX、およびWindowsオペレーティング システムを含む、管理対象システム構成
のサポートが追加されています。

詳細については、http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『エージェントの
設定および修復オンライン ヘルプ』を参照してください。

● ファーストタイム ウィザードは、HP Systems Insight Managerの初期設定の実行手順を順番
に示すオンライン ガイダンスを提供します。また、中央管理サーバ（CMS）上でのHP
Systems Insight Managerの設定を容易にします。

詳細については、「ファーストタイム ウィザード」を参照してください。

● HP Systems Insight Manager 4.xのHP Systems Insight Manager 5.0へのアップグレードをサ
ポートします。

詳細については、『HP Systems Insight Managerインストール/ユーザ ガイド』を参照して
ください。

● HPのサービス分析ツール、Web-Based Enterprise Services（WEBES）およびOpen Service
Event Manager（OSEM）は、保守の必要なイベントがあると判断すると、特定のSNMPト
ラップを使用して、HP Systems Insight Managerに対するサービス通知を生成します。イン
スタント サポート エンタープライズ エディション（ISEE）をインストールすると、WEBES
およびOSEMのサービス通知は、リモートで発生したサポートの必要な事項についてのス
テータス情報も提供します。

関連トピック

● 機能
● 製品アーキテクチャ
● 支援
● 法的な注意事項
● お使いになる前に

製品アーキテクチャ
HP Systems Insight Managerでは、3タイプのシステム（中央管理サーバ（CMS）、管理対象シ
ステム、ネットワーク クライアント）に分類される分散型アーキテクチャが採用されていま
す。

CMSと管理対象システムとを合わせて、HP Systems Insight Manager管理ドメインと呼びます。
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中央管理サーバ

それぞれの管理ドメインには、CMSが1つずつあります。CMSは、HP Systems Insight Manager
ソフトウェアを実行する管理ドメインのシステムで、ドメイン内のすべての集中操作が開始さ
れます。CMSでは、HP Systems Insight Managerソフトウェアに加え、永続的なオブジェクト用
のストレージとなるデータベースが保守管理されます。データベースは、別のシステムにイン
ストールすることもできます。マルチシステム対応（MSA）ツールを実行するアプリケーショ
ンも、通常、CMSに常駐します。これらのアプリケーションはCMS上に常駐させる必要はあり
ません。ネットワーク上の任意の場所で使用することができます。

CMSは管理環境内のシステムであるため、ドメインの一部としてシステム自身を管理します。
別のCMSを使って管理する場合、他の管理ドメインに管理対象システムとしてCMSを追加でき
ます。

管理対象システム

管理ドメインを構成するシステムは、管理対象システムと呼ばれます。システムは、サーバ、
デスクトップ、ラップトップ、プリンタ、ワークステーション、ハブ、ストレージ システム、
SAN、ルータなど、HP Systems Insight Managerとやり取りできるネットワーク上のすべてのデ
バイスを指します。ほとんどの場合、これらのデバイスには、関連するIPアドレスかIPXアドレ
スがあります。管理対象システムは、必要に応じ、複数のCMSによって管理できます。

管理対象となるシステムには、1つ以上のマネジメント エージェントがインストールされてい
なければなりません。SNMPに基づくProLiantマネジメント エージェント、Windowsシステム
で見られるWMI、HP-UX用のシステム障害管理プロバイダなどのWBEMプロバイダなど、さま
ざまなエージェントがあります。それらのエージェントは、CMSに管理情報と警告（指示）を
提供します。これに対応して、SSHエージェント（サービス）は、HP Systems Insight Manager
CMSが管理対象システムにログインしてスクリプトを介して管理コマンドを実行できるように
します。

注記:

IPXシステムは、Windows CMS以外からは検出および管理できません。

システム収集

システム収集は、HP Systems Insight Managerデータベースでシステムをグループ化する方法を
提供します。収集は、オペレーティング システム タイプやハードウェア タイプなどの共通の
属性を備えるシステムをフィルタするために使用できます。システム収集は、任意のシステム
の集合体と見ることもできます。システムは、1つ以上のシステム収集に属することができま
す。デフォルトの共有システム収集が数多く提供されており、また、ユーザが自分の共有収集
とプライベート収集を作成することもできます。システム収集にある各システムのタスクは1
つの手順で実行できるため、システム収集での作業によって作業効率を増すことができます。
すべての共有システム収集の詳細リストについては、「共有システム収集」を参照してくださ
い。
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ネットワーク クライアント
HP Systems Insight Managerは、どのネットワーク クライアントからもアクセスできます。ネッ
トワーク クライアントは、管理ドメインの一部にすることができます。グラフィカル ユーザ
インタフェース（GUI）かSecure Shell（SSH）クライアント アプリケーションにアクセスする
ことによって、コマンド ライン インタフェース（CLI）に安全にアクセスするには、互換性の
あるブラウザをネットワーク クライアントで実行する必要があります。

注記:

CMSでのWebサーバへのアクセスは、特定のユーザに対し、IPアドレス範囲を指
定して、制限することができます。

関連トピック

● 機能
● 新機能
● 支援
● 法的な注意事項
● お使いになる前に

支援

その他のリソース

その他のリソースを参照するには、次を参照してください。

● HP Systems Insight ManagerのWebサイトhttp://www.hp.com/jp/hpsim/。一般製品情報と、
ソフトウェア ダウンロード、マニュアル、およびトラブルシューティング情報へのリンク
を掲載しています。

● HP Systems Insight ManagerのWebサイトhttp://www.hp.com/jp/hpsim/。HP Systems Insight
Managerのマニュアルおよびリリース ノートにアクセスできます。

● HP Systems Insight ManagerのWebサイトhttp://www.hp.com/jp/hpsim/。HP Systems Insight
Managerソフトウェア ダウンロードにアクセスできます。

● HPビジネス サポート センタのWebサイトhttp://www.hp.com/bizsupport/（英語）。HP
Systems Insight Managerとその他の個人ユーザ向けHP製品のサポート情報が掲載されていま
す。

● HPのWebサイトhttp://www.hp.com/jp/support。HP Systems Insight Managerとその他の企
業ユーザ向けHP製品のサポート情報が掲載されています。

● HP Systems Insight Manager SMI-SプロバイダのWebページ
http://www.hp.com/go/hpsim/providers（英語）。デバイス サポートとSMI-Sプロバイダ
についての情報が掲載されています。
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テクニカル サポート
該当するサポート契約を結んでいるお客様は、HP World-Wide Response Centerを通して、通常
営業時間中にテクニカル サポートを利用できます。

関連トピック

● リソース ライブラリ
● 機能
● 新機能
● 製品アーキテクチャ
● 法的な注意事項
● お使いになる前に
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お使いになる前に
HP Systems Insight Managerを初めて使用する場合は、ソフトウェアの使い方に慣れ、ご自身の
環境に合わせて設定する必要があります。まず、「製品概要」セクションにある情報を参照し
て、製品についての知識を修得してください。次に、権限レベルに対応した「お使いになる前
に」の推奨手順を完了してください。

● グラフィカル ユーザ インタフェース（GUI）にサイン インします。詳細については、「ロ
グイン」を参照してください。

● HP Systems Insight Managerホーム ページについて調べます。詳細については、「ホーム
ページのナビゲート」を参照してください。

● 新規インストールの場合は、初期設定を実行します。新規でない場合は、初期設定と関連
した手順を参照して、基本の管理タスクを参照してください。詳細については、「初期設
定の実行」を参照してください。完全な設定権があるユーザのみが、この機能を使用でき
ます。

● タスクの実行およびスケジュールの方法について調べます。詳細については、「タスクの
使用法」を参照してください。

● HP Systems Insight Managerレポートの機能について調べます。詳細については、「レポー
ト機能」を参照してください。

● コマンド ライン インタフェース（CLI）を使用する場合は、HP Systems Insight Manager コ
マンドを参照してください。詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンド
の使用」を参照してください。完全な設定権があるユーザのみが、この機能を使用できま
す。

● ホーム ページおよびシステム ステータスパネルをカスタマイズします。詳細については、
「ホーム ページのカスタマイズ」および「システム ステータス パネルのカスタマイズ」を
参照してください。

関連プロシージャ
● ログイン
● サイン アウト
● ホーム ページのナビゲート
● 初期設定の実行
● コマンド ライン インタフェース コマンドの使用
● ホーム ページのカスタマイズ
● システム ステータス パネルのカスタマイズ

関連トピック
● 製品概要
● システム、クラスタ、イベントの監視
● タスクの使用法
● システムとイベントの管理

46



ログイン
Webブラウザを使用してグラフィカル ユーザ インタフェース（GUI）にアクセスするか、ま
たはSecure Shell（SSH）クライアントを使用して、コマンド ライン インタフェース（CLI）に
アクセスします。

初めてHP Systems Insight Managerにサイン インする際には、ファーストタイム ウィザードポッ
プアップ ウィンドウが表示されます。ファーストタイム ウィザードには、HP Systems Insight
Managerの使用を開始するための情報と手順が表示されます。終了をクリックしてウィンドウ
を閉じます。HP Systems Insight Managerにサイン インするたびにこのウィンドウを表示させ
たくない場合は、[今後自動的にこのウィザードを表示しない。]を選択してから終了をクリッ
クしてください。詳細については、「ファーストタイム ウィザード」を参照してください。

注記：日本語OS上にHP Systems Insight Managerをインストールする場合、ProLiant Essentials
Vulnerability and Patch Management Packはインストールされません。そのため、上記のポップ
アップ ウィンドウは表示されません。

GUIへのサイン イン
Webブラウザを使用して任意のネットワーク クライアントからHP Systems Insight Managerの
GUIにアクセスします。サポートされているブラウザについては、『HP Systems Insight Manager
インストール/ユーザ ガイド』を参照してください。

注記:

HP Systems Insight Managerへのアクセス後、ブラウザの同じプロセスで任意の
ウィンドウを開いて直前に使用したものと同じHP Systems Insight Manager URL
に移動する場合は、再サイン インすることなくHP Systems Insight Managerが開
きます。新しいインスタンスでブラウザ プロセスを開始してHP Systems Insight
Managerに移動する場合は、サイン インが必要です。

HP Systems Insight Managerにサイン インしてから別のサイトに完全に移動する
場合、HP Systems Insight Managerのセッションはタイムアウトになります。20
分以内にブラウザの同じプロセスを使用してHP Systems Insight Managerに戻る
場合は、再びサイン インする必要はありません。それ以外の場合は再サイン イ
ンが必要です。

注記:

Windows 2003システムから中央管理サーバ（CMS）にアクセスする際に、アク
セスに問題がある場合は、ブラウザがCMSを信頼するように設定しなければなら
ない場合があります。これは次のように実行します。

1. CMSにアクセスするシステム上で、[スタート]->[設定]->[コントロール パネ
ル]->[インターネット オプション]->[セキュリティ] ->[信頼済みサイト]を選
択し、サイトをクリックします。

2. [次のWebサイトをゾーンに追加する]で、CMSを入力するか、追加をクリッ
クします。システムは、https://<中央管理サーバ名>:50000として追加
します。
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3. OKをクリックして、CMSを追加します。

GUIへのサイン イン

1. ネットワーク クライアント上でサポートされているWebブラウザを開き、
http://hostname:280/に移動して、サイン イン ページのアドレスを入力します。
hostnameには中央管理サーバのホスト名を指定します。

注記：Windows CMSに直接サイン インする場合は、HP Systems Insight Managerデ
スクトップ アイコンを使用してサイン イン ページにアクセスするか、[スタート]->[プロ
グラム]->[HP Systems Insight Manager]->[HP Systems Insight Manager]を選択し
てください。

2. 必要に応じて、[ユーザ名]、[パスワード]、[ドメイン]、および[タイム ゾーン]を入力しま
す。

注記：ブラウザでタイムゾーンが確定している場合は、[タイム ゾーン]選択フィールドは
表示されません。

3. サイン インをクリックします。

SSLを使用したサイン イン
HP Systems Insight ManagerシステムのSecure Sockets Layer（SSL）システム証明書でブラウザ
を設定していない場合は、SSLでHP Systems Insight Managerに初めてアクセスしたとき、出所
が信頼できない証明書に関するセキュリティ警告が表示されます。セキュリティ警告が表示さ
れた場合は、次の手順のうちの1つを実行します。

● ブラウザを使用して、ブラウザに証明書をインポートします。[ロック]アイコンをダブルク
リックして証明書を表示し、証明書をインストールします。詳細については、「サーバ証
明書のインポート」を参照してください。

● HP Systems Insight Managerシステムのローカル ブラウザから最初にアクセスして、HP
Systems Insight Managerシステム証明書をファイルにエクスポートします。次に、リモート
ブラウザに手動でインポートします。詳細については、「サーバ証明書のエクスポート」
を参照してください。

● 今回は信頼証明書なしでHP Systems Insight Managerシステムにサイン インし、将来、証明
書をインポートすることにします。データは暗号化されます。

注意:

アクセスしているHP Systems Insight Managerシステムが、実際に信頼できるHP
Systems Insight Managerシステムであることが不明な場合は、最後の2つのSSLオ
プションのいずれかは選択しないでください。HP Systems Insight Managerシス
テムに扮装している詐称されたシステムにサイン イン証明書を与えることにな
るか、HP Systems Insight Managerシステムに扮装している詐称されたシステム
から証明書をインポートし、また、サイン イン証明書を与えることになります。

HP Systems Insight ManagerとのSSLセッションが確立すると、ブラウザとHP Systems Insight
Manager間のすべての通信がSSLを使用して保護されます。
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CLIへのログイン
HP Systems Insight ManagerのCLIにはCMS上で直接アクセスするか、またはSSHクライアント
ソフトウェアを使用してネットワーク クライアントからアクセスします。

注記:

Windows CMSでは、ユーザがローカルのAdministratorsグループのメンバでない
と、使用できないコマンドがあります。該当するコマンドは、次のとおりです。

● mxagentconfig

● mxauth

● mxcert

● mxcollection

● mxexec

● mxglobalprotocolsettings

● mxglobalsettings

● mxlog

● mxmib

● mxngroup

● mxnode

● mxquery

● mxreport

● mxstm

● mxtask

● mxtool

● mxtoolbox

● mxuser

● mxwbemsub

CMSでの直接ログイン
CMSから直接CLIにログインする方法

1. 有効なユーザ名とパスワードを使用してCMSにログインします。
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オペレーティング システムでのユーザログインに基づきHP Systems Insight Managerによっ
て認証が与えられます。

2. 端末ウィンドウかコマンド プロンプト ウィンドウを開いて、HP Systems Insight Manager
コマンドを実行します。

SSHクライアントを使用したリモートでのログイン

注記:

リモートからログインする有効な方法は、SSHクライアントを使用することで
す。Telnetやrloginでもログインはできますが、どちらも安全に接続することがで
きません。

SSHクライアントを使用してCLIにリモートでログインする方法

1. 任意のネットワーク クライアント上でSSHクライアント アプリケーションを開きます。

2. 有効なユーザ名とパスワードを使用しSSHクライアントソフトウェアを介してCMSにログ
インします。

オペレーティング システムでのユーザ ログインに基づきHP Systems Insight Managerによっ
て認証が与えられます。

関連トピック

● お使いになる前に
● サイン アウト
● コマンド ライン インタフェース コマンドの使用
● ネットワークとセキュリティ

サイン アウト
システムから離れる場合は、HP Systems Insight Managerからサイン アウトし、他人がアクティ
ブ セッションにアクセスできないようにしてください。

HP Systems Insight Managerの監視中は、ブラウザを閉じたり別のサイトに移動しない限り、
セッションは実行され、定期的に更新されます。この場合、20分が経過するとHP Systems Insight
Managerによりユーザはサイン アウトされます。HP Systems Insight Managerで作業している
限り、セッションは実行中のままになります。ただし20分間何の操作も行わなかった場合は、
HP Systems Insight Managerではセッションが強制終了になり、ユーザはサイン アウト状態に
なります。セッションを実行中の状態に保つための手順については、『HP Systems Insight
Managerインストール/ユーザ ガイド』の第14章の『GUIのタイムアウト ポリシー』を参照し
てください。

グラフィカル ユーザ インタフェース（GUI）からのサイン
アウト

GUIからサイン アウトするには、次のように操作します。

50

お使いになる前に



1. HP Systems Insight Managerバナーの[サイン アウト]をクリックします。

2. Webブラウザを閉じます。

コマンド ライン インタフェース（CLI）からのサイン アウト
CLIからサイン アウトするには、CMSまたはSecure Shell（SSH）クライアント アプリケーショ
ンからログオフします。

関連トピック

● お使いになる前に
● ログイン

ファーストタイム ウィザード
ファーストタイム ウィザードは、ユーザがHP Systems Insight Managerの初期設定を正しく行
えるように、オンラインで手順を順番に説明していきます。ウィザードを使用すると、中央管
理サーバ（CMS）上で、HP Systems Insight Managerに関する以下の設定を行うことができま
す。

● WBEMプロトコル

● SNMPプロトコル

● 自動検出

● ユーザ設定

● Email設定

● 自動イベント処理

注記:

自動検出が選択されていると、ファーストタイム ウィザードの終了時に検出が
実行されます。自動検出が選択されていない（デフォルトでは選択されていませ
ん）場合、検出を実行するには、デフォルトの[システム自動検出]タスクを有効
にする必要があります。[オプション]->[検出]を選択し、[システム自動検出]タス
クを選択してください。有効をクリックするとこのタスクが有効になります。
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ウィザードは、完全な設定権があるユーザがHP Systems Insight Managerに最初にログインする
際に、起動します。ウィザードが完了する前にキャンセルすると、完全な設定権があるユーザ
が次にサイン インする際に再び起動します。[今後自動的にこのウィザードを表示しない。]
チェックボックスを選択すると、ウィザードは取り消され、以後、自動起動しなくなります。
[オプション]->[ファーストタイム ウィザード]を選択すると、ウィザードを手動で起動できま
す。ウィザードが起動すると、[ファーストタイム ウィザード イントロダクション]ページが表
示されます。

[概要]で選択項目を確認し、終了をクリックして、設定を保存します。自動検出がただちに開
始され、HP Systems Insight Managerデータベースにデータが格納されます。

注記:

ファーストタイム ウィザードは、HP Systems Insight Managerの基本設定のみを
行います。詳細については、関連プロシージャおよび関連トピックを参照してく
ださい。

関連プロシージャ

● グローバル プロトコル設定
● 検出一般設定の指定
● 自動検出の設定
● 新規検出タスクの作成
● ユーザおよびユーザ グループ
● 新規ユーザの作成
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの削除
● Email設定の指定
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成

関連トピック

● システムとイベントの管理
● プロトコル
● WBEMイベント
● データ収集
● 検出と識別
● イベント
● イベント管理について
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初期設定の実行
初期設定には、管理対象システムのセットアップ、検出の設定、イベント処理の設定、ユーザ
の追加、認証の定義などがあります。この時点で、中央管理サーバ（CMS）のインストールが
完了済みであることが前提になります。ファーストタイム ウィザードを省略またはキャンセル
した場合、以下の手順を実行することにより、ご使用の環境をHP Systems Insight Manager実行
用にセットアップできます。

既存の管理ドメインの管理を新たに担当する場合は、CMSが初期設定を終了していたとして
も、以下の手順について知っておくことは後々役に立ちます。このプロセスの手順は、HP
Systems Insight Managerの管理者が定期的に実行するタスクとして一般的なものです。

初期設定のプロセス

HP Systems Insight Managerを初めて起動すると、紹介ページには、[インストールを完了する
ために以下をすぐに実行してください]というセクションが表示されます。HP Systems Insight
Managerを初めて使用するには、次のように操作します。

1. 管理対象システムを設定します。  具体的な作業は、必須のマネジメント エージェント
のインストールとHP Systems Insight Managerソフトウェアの設定です。詳細については、
「管理対象システム」を参照してください。

2. プロトコル設定。  プロトコル設定を設定することにより、次のステップで検出を使用
しHP Systems Insight Managerに追加するシステムを定義します。詳細については、「グ
ローバル プロトコル設定」を参照してください。

ファーストタイム ウィザードを実行している場合は、この手順は既に完了している可能性
があります。

3. 検出の設定：自動または手動。  検出とはHP Systems Insight Managerがネットワークの
システムを検出および識別し、得られた情報をデータベースに登録するプロセスです。
データの収集およびシステム ヘルス ステータスの追跡を行うには、最初にシステムを検
出する必要があります。新しいシステムを検出するには、次の2つの方法があります。

● 自動検出 自動検出では、特定のプロトコルを実行しているシステムをネットワーク上
で検索します。自動検出は24時間ごとに自動的に実行されますが、任意の時刻に手動
で実行することもほかの時刻に実行するようにスケジュールすることもできます。

ファーストタイム ウィザードを実行している場合は、この手順は既に完了している可
能性があります。

● 手動検出 hostsファイルを使用して、単体のシステムやシステムのグループを追加しま
す。

自動検出の詳細については「自動検出の設定」、手動検出の詳細については「システムの
手動追加」を参照してください。

4. 新規ユーザを追加します。  有効なネットワーク ログインのあるユーザはHP Systems
Insight Managerに追加されます。詳細については、「ユーザおよびユーザ グループ」を参
照してください。

ファーストタイム ウィザードを実行している場合は、この手順は既に完了している可能性
があります。

53

お使いになる前に



5. Emailの設定。  Email設定を指定することによって、ユーザは特定のイベントのEmail通
知を受信できます。Email設定の詳細については、「Email設定の指定」を参照してくださ
い。

6. ポケベル設定。  ポケベル設定により、ユーザは特定のイベントのあるユーザに通知す
るページを受信できます。ポケベル設定の詳細については、「モデム設定の指定」を参照
してください。

7. 自動およびイベント処理の設定。  自動イベント処理の設定では、イベントが受信され
るときにHP Systems Insight Managerが実行するアクションを定義できます。自動イベント
処理では、前のセクションで指定されたEmailおよびポケベルの設定を使用するよう設定で
きます。 詳細については、「これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イ
ベント処理タスクの作成」および「既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの
作成」を参照してください。

関連トピック

● ログイン
● サイン アウト
● ホーム ページのナビゲート

ホーム ページのナビゲート
グラフィカル ユーザ インタフェースの機能

このセクションでは、グラフィカル ユーザ インタフェース（GUI）の機能について説明しま
す。次の図は、GUIのスクリーン ショットのサンプルです。

GUIには次の5種類の領域があります。

1. バナー。  バナーには、ホーム ページへのリンクと、HP Systems Insight Managerのサイ
ン アウトへのリンクがあり、現在ログイン中のユーザを示します。

2. システム ステータス パネル。  このパネルは、未確認のイベント ステータスおよびシ
ステム ヘルス ステータス情報を提供し、特定のイベントまたはステータスについては警
告して知らせます。[システム ステータス]パネルは、環境に応じてカスタマイズすること
ができます。このパネルを常に表示しておく必要がない場合は、パネルの右上のマイナス
記号をクリックして折り畳むことができます。パネルを展開するには、もう一度プラス記
号をクリックします。[システム ステータス]パネルを折り畳んでいても、警告を受け取る
と、パネルが展開され、警告が表示されます。

3. 検索パネル。   検索の機能により、システム名や共通のシステム属性を基に検索できま
す。条件で選択して一致した内容について、さらに高度な検索を実行することもできま
す。このパネルを常に表示しておく必要がない場合は、パネルの右上のマイナス記号をク
リックして折り畳むことができます。パネルを展開するには、もう一度プラス記号をク
リックします。詳細については、「基本検索と高度な検索」を参照してください。

4. システムおよびイベント収集。   システム収集とイベント収集により、ある特定のサブ
セットにおける既知のシステムとイベントをすべて表示できます。収集は、プライベート
（作成者だけが表示可能）または共有（すべてのユーザが表示可能）に設定できます。HP
Systems Insight Manager は、デフォルトの共有収集のみが定義された状態で出荷されま
す。 新しい収集のカスタマイズおよび作成については、「システム、クラスタ、イベント
の監視」を参照してください。 HP Systems Insight Managerに付属のデフォルト共有コレ
クションの詳細については、「デフォルト パブリック収集」を参照してください。
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5. メニュー。   HP Systems Insight Managerのメニューを使用して、ツール、ログ、ソフト
ウェア オプション、およびオンライン ヘルプにアクセスできます。[オプション]メニュー
は、HP Systems Insight Managerソフトウェアを管理しているユーザを主にターゲットとし
ています。これらのツールを使用する権限がない場合は、このメニューにアクセスできな
い可能性があります。

6. 作業領域。   作業領域は最新のリクエスト結果を表示します。ここには収集、ツール、
レポートを表示できます。ツールの中には、作業領域内に表示するのではなく、別のブラ
ウザ ウィンドウやX Window端末を起動するものもあります。この領域には、ユーザがHP
Systems Insight Managerにサイン インしたときに表示されるホーム ページが含まれます。
デフォルトでは、ホーム ページが紹介ページとして表示されます。

デフォルトのホーム ページ機能
HP Systems Insight Managerの紹介ページは、GUIのデフォルトのホーム ページです。紹介ペー
ジには、HP Systems Insight Managerに関する情報とヒント、および頻繁に使用する機能へのリ
ンクが表示されます。別のページをホーム ページとして表示するようにHP Systems Insight
Managerをカスタマイズすることができます。 別の紹介ページを選択する詳細については、
「ホーム ページのカスタマイズ」を参照してください。次の図は、紹介ページのスクリーン
ショットのサンプルです。

紹介ページには、次の4つのデフォルトのセクションがあります。

1. インストールを完了するために以下をすぐに実行してください。  このセクションは、
次の条件を満たす場合にのみ表示されます。

● ユーザに、完全な設定権がある。
● ユーザが[ホーム ページの設定]ページでこのセクションを無効にしていない。
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2. 監視。  このセクションには、システムおよびイベントの確認と追跡などの共通の監視
タスクへのリンクがあります。すべての監視タスクは、システムおよびイベント収集領域
にある機能とツールを使用して実行できます。

3. 管理。  このセクションには、上記の作業領域のメニューにある、頻繁に使用されるツー
ルや機能へのリンクがあります。これらのリンクを使用して、インベントリ レポート、ソ
フトウェアとファームウェアのデプロイメント、検出、イベント処理、統合カスタム コマ
ンド、および認証にアクセスできます。

4. 参照情報。  このセクションには、HP製品、サービス内容、およびソフトウェアについ
て調べる際に役立つヒントとショートカットが表示されます。

このセクションは、ユーザが[ホーム ページの設定]ページでこのセクションを無効にして
いない場合にのみ表示されます。

関連トピック

● ホーム ページのカスタマイズ
● システム ステータス パネルのカスタマイズ

ホーム ページのカスタマイズ
ホーム ページをカスタマイズすることにより、表示するページを選択したり、デフォルトの
ホーム ページと紹介ページの領域をカスタマイズしたりできます。

ホーム ページをカスタマイズするには、次のように操作します。

1. バナーのホームをクリックして、作業領域にホーム ページを表示します。
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2. 紹介ページの右上にあるカスタマイズをクリックします。

注記：デフォルトの紹介ページ以外にホーム ページを設定した場合は、[オプション]->[ホー
ム ページ設定]を選択して、[ホーム ページ設定]ページにアクセスできます。

3. 次から、ホーム ページとして使用するページを指定します。

● 紹介ページ（デフォルト）
● [ステータス概要]ページ
● 特定のシステム、クラスタ、またはイベント収集

注記：デフォルトの紹介ページは、ホーム ページとして設定されている場合のみ使用でき
ます。このページをホーム ページとして設定していない場合に表示させるには、ホーム
ページとして再選択してください。

4. (省略可能) 紹介ページがホーム ページとして選択されている場合は、次のいずれかを選択
または選択解除して、ページ上の内容をカスタマイズします。

● [インストールを完了するために以下をすぐに実行してください]フレームを表示がチェッ
クされていると、このセクションがホーム ページに表示されます。

● [参照情報イメージを表示]がチェックされていると、ホーム ページの底部右隅にイメー
ジが表示されます。

関連トピック

● ホーム ページのナビゲート
● システム ステータス パネルのカスタマイズ

システム ステータス パネルのカスタマイズ
[システム ステータス]パネルをカスタマイズして、次のステータス情報を表示します。

● 未確認イベント ステータス。  特定のシステム収集における、クリティカル、メジャー、
マイナー、正常といった、未確認イベント ステータスの数を示します。番号は、具体的な
ステータスの状態にあるイベントの詳細なリストへのハイパーリンクです。番号をクリッ
クすると、イベント収集が具体的なイベントおよび対応するシステムとともに表示されま
す。

● ヘルス ステータス。  指定されたシステム収集における、クリティカル、メジャー、マ
イナー、正常といった、システム ヘルス ステータスがあるシステムの数を示します。番号
は、具体的なステータスの状態にあるシステムの詳細なリストへのハイパーリンクです。
番号をクリックすると、具体的なシステムを含むシステム収集が表示されます。デフォル
トではヘルス ステータスは表示されませんが、表示されるように設定することもできます。

● 警告。  警告は、指定されたシステム収集が特定の条件を満たす場合に表示させるように
カスタマイズすることができます。警告では、収集内の1つ以上のシステムが特定の条件を
満たしていることがユーザに通知されます。ステータス パネルは頻繁に更新されるので、
イベントをクリアするか、収集からシステムを削除するか、警告のカスタマイズを変更し
て非表示にするまで、警告は表示されます。[システム ステータス]パネルを折り畳んでい
ても、警告が発生すると、警告を確認できるようにパネルが自動的に開きます。パネルは、
閉じることができますが、警告が有効である間は開きつづけます。パネルを折り畳んだま
まにするには、警告の原因となっているイベントまたはシステム ステータスをクリアする
か、警告が表示されないようにステータス表示を設定しなおす必要があります。
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● ステータス アイコンの凡例。  ステータス アイコンのリストを表示するには、[システム
ステータス]パネルの[汎用]をクリックします。凡例情報はポップアップ ウィンドウで表示
され、閉じるまで開いたままになります。デフォルト ユーザ テンプレートの詳細について
は、「システム ステータス タイプ」を参照してください。

注記:

ステータスを表示しないように[システム ステータス]パネルをカスタマイズする
と、タイムスタンプは表示されません。

[システム ステータス]パネルをカスタマイズするには、次のように操作します。

1. [システム ステータス]パネルの右上にある[カスタマイズ]をクリックします。[システム ス
テータスのカスタマイズ]ページが表示されます。

2. 最初の[概要の表示]を選択し、[未確認イベント ステータス]または[ヘルス ステータス]を
選択します。

a. システム収集[すべてのシステム]を選択するか、ドロップダウン リストから別のシス
テム収集を選択します。

b. 必要であれば、[ラベル]を編集します。

3. 2番目の[概要の表示]を選択し、[未確認イベント ステータス]または[ヘルス ステータス]を
選択します。

a. システム収集[すべてのシステム]を選択するか、ドロップダウン リストから別のシス
テム収集を選択します。

b. 必要であれば、[ラベル]を編集します。

4. [システムが次の条件に適合したら、アラートを表示します]を選択します。

a. [条件]を選択します。

b. システム収集[すべてのシステム]を選択するか、ドロップダウン リストから別のシス
テム収集を選択します。

c. 必要であれば、[ラベル]を編集します。

5. 変更内容を保存するには、OKをクリックします。

注記：デフォルトの復元は、カスタマイズ画面をデフォルトの状態に戻します。デフォル
トでは、未確認イベント ステータスだけがバナーに表示されます。ヘルス ステータスお
よび警告は表示されません。すべての個人用情報は削除されます。

関連トピック

● ホーム ページのナビゲート
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● ホーム ページのカスタマイズ
● システム ステータス タイプ

言語ロケールの設定

はじめに

オペレーティング システム、コマンド シェル、またはWebブラウザで使用する言語またはロ
ケールを英語と日本語のいずれかに設定してHP Systems Insight Managerを実行できます。中央
管理サーバ（CMS）管理対象システムの両方でインストールされた指定の言語をすべてサポー
トする必要があります。HP Systems Insight Managerで使用するラベル、メニュー、ステータ
ス、およびエラー メッセージのすべてが要求された言語で表示されます。ブラウザのグラフィ
カル ユーザ インタフェース（GUI）は、Webブラウザで選択されている言語で表示されます。
また、CMSを通じて対話形式で実行されるツールおよびタスクには、ターゲット システムでコ
マンド ラインを使用してツールを実行する言語と同じ言語が使用されます。これにより、希望
した言語を使用してWebブラウザがツールを実行したり、スケジュールされたタスクを作成し
たり、スケジュールされたタスクを手動で実行したりできます。同様に、コマンド シェルの言
語設定が、mxexecおよびmxtaskのコマンド ライン コマンドを通じて転送され、ターゲッ
ト システムでコマンド ラインを使用してツールを実行する場合に、ツールの実行、タスクの
手動実行、スケジュールされたタスクの作成で使用する言語が設定されます。

また、CMSはどのユーザ セッションからも独立した別のロケールを備えています（「HP Systems
Insight Managerの設定」を参照）。これは、CMSロケールと呼ばれます。ファイルのログや自
動イベント処理によって送信されるEmailメッセージなど、どのセッションからも中立な一部の
機能では、このロケールが継承されます。

Webブラウザの言語またはロケールの設定
Webブラウザを設定して希望の言語を選択する場合に、HP Systems Insight Manager GUIでも
その言語が使用できるように設定されます。選択可能な言語は英語と日本語だけです。ブラウ
ザのロケールも言語の設定およびツールのコマンドを実行するSecure Shell（SSH）コマンド
シェルのエンコーディングに使用できます。ブラウザのロケールは、スケジュールされたタス
クの作成時にタスク内に保存され、単一システム対応（SSA）ツールの場合はターゲット シス
テム、マルチシステム対応（MSA）ツールの場合は実行システム上で、言語の設定やエンコー
ディングに使用されます。タスクを手動で実行する場合は、今回のタスクの手動実行（SSAツー
ルとMSAツール）については、現在のブラウザのロケールが、スケジュールされたタスクに設
定してあるロケールを上書きします。

Internet Explorerで使用する言語の設定
Internet Explorerで使用する優先言語に日本語を設定する手順は次のとおりです。

1. [ツール] ->[インターネット オプション]->[言語]を選択します。[言語の優先順位]ウィンド
ウが表示されます。

2. 追加をクリックします。[言語の追加]ウィンドウが表示されます。

3. リストから日本語[ja]を選択します。

4. OKをクリックすると、言語の優先順位リストに日本語が追加されます。

5. 言語の優先順位リストで[日本語]を選択し、上へをクリックしてリストの一番上に移動し
ます。または、リストに表示されている他の言語を選択して削除します。
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6. OKをクリックします。すべてのウィンドウが閉じるまでOKをクリックします。

Mozillaで使用する言語の設定
Mozillaで使用する優先言語に日本語を設定する手順は次のとおりです。

1. [編集]->[設定]を選択します。[設定]ウィンドウが表示されます。

2. 左側の[カテゴリ]リストで、[Navigator]ドロップダウン リストを選択して開き、[言語]
を選択します。[言語]ビューが右側に表示されます。

3. 追加をクリックします。[言語を追加]ウィンドウが表示されます。

4. リストから日本語[ja]を選択します。

5. OKをクリックすると、言語の優先順位リストに日本語が追加されます。

6. 言語の優先順位リストで[日本語]を選択し、上に移動をクリックしてリストの一番上に移
動します。または、リストに表示されている他の言語を選択して削除します。

7. OKをクリックして、設定を保存し、ウィンドウを閉じます。

Windowsで使用する言語またはロケールの設定
HP Systems Insight Managerをインストールして日本語モードで実行するには、現在のユーザの
ロケールを[日本語]に設定する必要があります。詳細については、「Windows XPの言語設定」
か「Windows 2000のロケール設定」を参照してください。これらのステップ終了後にHP
Systems Insight Managerをインストールすると、日本語の言語モードで起動します。HP Systems
Insight Managerのインストールの詳細については、『HP Systems Insight Managerインストー
ル/ユーザ ガイド』を参照してください。

Windows XPの言語設定
1. [スタート]->[コントロール パネル]->[地域と言語のオプション]->[詳細設定]をクリックし

ます。

2. [Unicode対応でないプログラムの言語]の下で、[日本語]を選択します。

3. 変更内容を適用するには、適用をクリックします。

4. システムを再起動します。

システムが再起動したら、コマンド プロンプト ウィンドウを開いて、chcp 932（日本語）お
よびchcp 437（英語）を実行して、2つの言語を切り替えます。HP Systems Insight Manager
のCLIコマンドはCodeページを使用してどのロケールかを判定して、dirなどのコマンド プロン
プト コマンド実行のための出力をエンコーディングします。

Windows 2000のロケール設定
1. [スタート]->[設定]->[コントロール パネル]->[地域のオプション]->[全般]をクリックしま

す。

2. 既定値に設定をクリックします。[システム ロケールの選択]ウィンドウが表示されます。

3. ドロップダウン リストから、[日本語]を選択します。
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4. OKをクリックします。

5. 適用をクリックします。

6. 変更内容を適用するには、適用をクリックします。

7. システムを再起動します。

システムが再起動したら、コマンド プロンプト ウィンドウを開いて、chcp 932（日本語）お
よびchcp 437（英語）を実行して、2つの言語を切り替えます。HP Systems Insight Manager
のCLIコマンドはCodeページを使用してどのロケールかを判定して、dirなどのコマンド プロン
プト コマンド実行のための出力をエンコーディングします。

HP-UXおよびLinuxの言語設定
希望する言語と文字マップのエンコーディングのサポートが管理対象システム（SSAツール用）
と実行システム（MSAツール用、通常はCMS）にインストールされていることを確認します。
確認するには、次のように実行します。

locale -a

必要な言語と文字マップのエンコーディングがリストされているかを確認します。これ以外
に、X-Windowタイプのコマンド ツールを実行する場合は、X-Windowアプリケーションの表示
用に選択したX Displayの設定が、このアプリケーションと、要求された言語で必要なフォント
リストを使用するようになっていることを確認する必要があります。Motif X Windowアプリ
ケーション（Xクライアント）の場合は、表示を希望する言語にCDE Desktopを設定をするだけ
で準備できる場合があります。X11 MotifまたはGnome widget用のX11リソース ファイルのプ
ロパティを、使用する言語とエンコーディング（例：日本語およびSJIS）をサポートするフォ
ントで設定されているフォント リストにセットするか、XクライアントのXリソース ファイル
の設定を、各アプリケーションで使用する特定のフォント リストにセットする必要がありま
す。これは一般に、xlsfontsを実行して、どのフォントがインストールされているかを検索
し、Xアプリケーションでどの言語がサポートされているかを調べ、アプリケーションが自身
のapp-defaultsファイルにフォントをどのように設定しているかを確認した後で、Xクライアン
トのX Resourceファイル プロパティを編集してアプリケーションのフォント リスト プロパティ
を設定することを意味します。

HP Systems Insight Managerの設定
HP Systems Insight Managerは、次のロケールを制御するロケール設定を変更するために修正す
ることができる設定ファイルを備えています。

● CMSのロケール。  CMSのログおよび自動イベント処理タスクによって送信されるEmail
で使用される言語に影響する、CMSのロケールです。

● ターゲット ロケール。  SSHによってリモート システムでコマンドを実行する際に使用
されるロケール、文字マップ エンコーディング、Code Page、およびLANG変数です。

この設定ファイルは、globalsettings.propsという名前で、次の場所にあります。

● Windowsの場合。  C:\Program Files\HP\Systems Insight
Manager\config\globalsettings.propsにあります。

● HP-UXおよびLinuxの場合。  /etc/opt/mx/config/globalsettings.propsにあります。
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CMSロケール
デフォルトでは、CMSロケールは、環境によって決定されます。HP-UX CMSでは、"LANG="
in "/etc/rc.config.d/LANG"を検索して、その設定を使用します。Linux CMSでは、"LANG=" in
"/etc/sysconfig/i18n" and "/etc/sysconfig/language"を検索して、その設定を使用します。
Windows CMSでは、Java仮想マシンのデフォルトのロケール設定が使用されます。これは、
HP Systems Insight Managerのインストールに使用されたユーザ アカウントのロケール設定に
基づいています。

CMSによって使用されるロケールが希望するロケールと異なる場合は、globalsettings.propsを
手動で編集し、希望するロケールの行（CMSLocale=en_USなど）を追加して、CMSロケールを
変更することができます。

ターゲット ロケール
HP Systems Insight Managerでは、ロケールの文字マップのエンコーディングは、オペレーティ
ング システムおよび言語の種類によって異なる場合があります。HP Systems Insight Manager
で各ターゲット システム(SSAツールを実行)または各実行システム(MSAツール、通常はCMS)
で使用するエンコーディングを選択可能にするために、globalsettings.propsファイルに追加可
能ないくつかのプロパティのフォーマットが定義されています。これらのプロパティで提供す
る文字マップ エンコーディングは、オペレーティング システムごとに特定の言語を使用でき
るようにしたり、Windowsターゲットおよび実行システムでそれぞれの言語を使用するための
Code Pageコードを指定します。また、LinuxまたはHP-UXシステムで、LANG環境変数のエン
コーディングを定義するストリングも提供されます。また、各オペレーティング システムでサ
ポートされない言語に使用する内容を定義するためのプロパティもあります。このようなプロ
パティ名のフォーマットは次のようになります。

"TargetCharacterMapEncoding_" + language + "_" + os_name + "=" + encoding
“TargetCodePage_” + language or encoding + “_” + os_name + ”=” + code page number
"TargetLangEncoding” + encoding + “_” + os_name + “=” + encoding string

languageには、言語の2つの文字コードを指定し、os_nameには、サポートされているオペレー
ティングシステム（LINUX、HPUX、WINNTなど）の大文字のキーワードを入れます。また、
encodingには、オペレーティング システムの言語の文字マップ エンコーディングの正式名称
を指定します。サポートされている名前は、Webページ
http://java.sun.com/j2se/1.4.2/docs/guide/intl/encoding.doc.html の2列目に記載されていま
す。

次のように入力します。

TargetCharacterMapEncoding_ja_LINUX=EUC_JP

TargetCharacterMapEncoding_??_LINUX=ISO8859_1-

TargetCharacterMapEncoding_ja_HPUX=SJIS

TargetCharacterMapEncoding_??_HPUX=ISO8859_1

TargetCharacterMapEncoding_ja_WINNT=SJIS

TargetCharacterMapEncoding_??_WINNT=ISO8859_1

TargetCodePage_ja_WINNT=932

TargetCodePage_??_WINNT=437
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Windowsターゲット システムおよび実行システムについては、これらのプロパティを使用し
て、SSHコマンド プロンプト シェルでchcpコマンドを実行するように選択し、Windowsコマ
ンド ライン コマンドを実行するための言語とエンコーディングを強制設定します。次に例を
示します。

chcp 932（言語を日本語Shift-JISに強制設定）

chcp 437 （言語を米国の英語にし、最低でもISO-8859-1サポートを適用するように強制設
定）

LinuxとHP-UXのターゲット システムおよび実行システムの場合は、エンコーディングをロケー
ルと共に使用して、ターゲット システムと実行システムのSSHシェル環境に定義されるLANG
環境変数を定義します。これらのオペレーティング システムでlocale -aコマンドを実行する
と、使用されている値の例を見つけることができます。次に例を示します。

LANG=en_US.iso88591

（米国の英語およびHP-UXのISO-8859-1エンコーディング）

LANG=ja_JP.SJIS

（日本語、HP-UXのShift-JISエンコーディング）

LANG=ja_JP.eucjp

（日本語、LinuxのEUC-JPエンコーディング）

LANG=en_US.utf8

（米国の英語、LinuxのUTF-8エンコーディング）

コマンド ライン インタフェース コマンドの使用
HP Systems Insight Managerには、グラフィカル ユーザ インタフェース（GUI）以外にコマン
ド ライン インタフェース（CLI）を備えています。GUIで実行可能な機能の多くが、CLIを介し
ても使用できます。ここでは、利用可能なHP Systems Insight Manager コマンドの一覧と関連
マンページへのリンクを記載し、各コマンドの機能について説明します。

HP Systems Insight Managerコマンド
HP Systems Insight Managerコマンドは、CMS上の次の場所にインストールされています。

● HP-UXおよびLinux：

/opt/mx/bin/

● Windows：

C:\Program Files\HP\Systems Insight Manager\bin\
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注記:

HP Systems Insight Managerがデフォルトの場所にインストールされていなかっ
た場合、Windowsパスは上記とは異なります。

HP-UX、またはLinuxシステム上にあるコマンド ラインからマンページを表示するには、次のマ
ンページ セクションを使用します。

● HP-UX：

❍ コマンドのマンページは、セクション1Mにあります。
❍ XML ファイルを使用するコマンドの、マンページはセクション4にあります。

● Linux：

❍ XMLファイルを使用するコマンドの、マンページはセクション4にあります。

● Windows：

❍ Windowsシステムでは、マンページは次のフォルダにあります。

HP\Systems Insight Manager\hpwebadmin\webapps\mxhelp\mxportal\en\manpages

次の表には、HP Systems Insight Managerコマンドの完全なリストがあります。これらのコマン
ドの詳細については、マンページ リンクをクリックして、関連マンページを表示してくださ
い。このページに戻るには、ブラウザの[戻る]矢印を使用します。

表示可能なマンページ機能コマンド

mcompile(1M)
[man/mcompile.1m.html]

mxmibコマンドを使用してHP
Systems Insight Managerにイン
ポートするために、Simple
Network Management Protocol
（SNMP）管理情報ベース
（MIB）ファイルを中間フォー
マット（.CFG）ファイルにコ
ンパイルします。

mcompile

mxagentconfig(1M)
[man/mxagentconfig.1m.html]

中央管理サーバ（CMS）と連
携するエージェントを設定し
ます。

mxagentconfig

mxauth(1M)
[man/mxauth.1m.html]

mxauth(4) [man/mxauth.4.html]

ツールボックスに基づく権限
の追加、削除、またはリスト
を行います。また、既存のユー
ザから別のユーザに権限をコ
ピーします。

mxauth
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表示可能なマンページ機能コマンド

mxcert(1M)
[man/mxcert.1m.html]

新しい証明書を作成し、署名
済みおよび信頼済み証明書を
インポートし、証明書を削除
し、証明書をリストし、証明
書署名要求を生成し、必要な
信頼済み証明書を示し、HP
Systems Insight Manager 4.xか
ら証明書をアップグレードし、
パブリック証明書を[System
Management Homepage]の共
有ディレクトリと同期化させ
ます。

mxcert

mxcollection(1M)
[man/mxcollection.1m.html]

収集の追加、修正、削除およ
びリストを行います。

注記：mxcollection XMLファ
イルのコンポーネントとタグ
では、大文字と小文字が区別
されます。

mxcollection

mxdomainmgr(1M)
[man/mxdomainmgr.1m.html]

データベースと分散タスク
ファシリティ（DTF）と連携す
るオブジェクト マネージャが
含まれます。

mxdomainmgr

mxdtf(1M) [man/mxdtf.1m.html]Secure Shell（SSH）がインス
トールされている管理対象シ
ステムで、リモートからコマ
ンドを実行するために使用す
るDTFが含まれます。

mxdtf

mxexec(1M)
[man/mxexec.1m.html]

関連引数による特定のHP
Systems Insight Manager管理対
象システムでのHP Systems
Insight Managerツールの実
行、実行中のツールのステー
タスに関する確認、および完
全な設定権を持つユーザによ
る実行中のタスクの停止やキャ
ンセルを行います。

mxexec

mxgethostname(1M)
[man/mxgethostname.1m.html]

HP Systems Insight Manager内
のローカル ホストの名前を出
力します。

mxgethostname

mxglobalprotocolsettings(1M)
[man/mxglobalprotocolsettings.1m.html]

グローバル プロトコル設定の
管理に使用され、XMLからグ
ローバル プロトコル設定を設
定し、グローバル プロトコル
設定を詳細フォーマットまた
はXMLフォーマットでリストし
ます。

mxglobalprotocolsettings
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表示可能なマンページ機能コマンド

mxglobalsettings(1M)
[man/mxglobalsettings.1m.html]

globalsettings.propsファイルの
グローバル設定の管理に使用
されます。

mxglobalsettings

mxinitconfig(1M)
[man/mxinitconfig.1m.html]

mxinitconfig(4)
[man/mxinitconfig.4.html]

CMSの初期設定を実行しま
す。

mxinitconfig

mxlog(1M) [man/mxlog.1m.html]ログ ファイルまたは標準出力
にエントリを記録します。

mxlog

mxmib(1M)
[man/mxmib.1m.html]

HP Systems Insight Managerの
MIBのリストに関する追加、削
除、および処理を行い、登録
されたMIBと特定の登録された
MIBのトラップをリストしま
す。

mxmib

mxngroup(1M)
[man/mxngroup.1m.html]

mxngroup(4)
[man/mxngroup.4.html]

HP Systems Insight Managerか
らのシステム グループの追
加、修正、削除、またはリス
トを行い、システム リストか
らシステムを追加および削除
し、1つのシステム グループ
から別のシステム グループに
システムをコピーします。

mxngroup

mxnode(1M)
[man/mxnode.1m.html]

mxnode(4) [man/mxnode.4.html]

HP Systems Insight Manager管
理ドメインにおけるシステム
の追加、修正、識別、削除、
またはリストを行います。

mxnode

mxnodesecurity(1M)
[man/mxnodesecurity.1m.html]

SNMPプロトコルとWebベー
ス エンタープライズ管理
（WBEM）プロトコルのセ
キュリティ証明書の追加、修
正、または削除を行います。

mxnodesecurity

mxpassword(1M)
[man/mxpassword.1m.html]

HP Systems Insight Managerに
保存されているパスワードの
追加、リスト、修正、または
削除を行います。

mxpassword

mxquery(1M)
[man/mxquery.1m.html]

mxquery(4)
[man/mxquery.4.html]

HP Systems Insight Managerの
リストにおける追加、リスト、
修正、または削除を行います。

mxquery

mxreport(1M)
[man/mxreport.1m.html]

レポート タイプとカテゴリを
リストし、デフォルト レポー
トと一般的なレポートを生成
します。

mxreport
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表示可能なマンページ機能コマンド

mxrepositoryrestore(1M)
[man/mxrepositoryrestore.1m.html]

以前作成したバックアップか
らHP Systems Insight Manager
データベースを復元します。

mxrepositoryrestore（HP-UXお
よびLinuxのみ）

mxrepositorysave(1M)
[man/mxrepositorysave.1m.html]

HP Systems Insight Manager
データベースをバックアップ
します。

mxrepositorysave（HP-UXおよ
びLinuxのみ）

mxstart(1M)
[man/mxstart.1m.html]

CMSが使用するデーモンやプ
ロセスを起動します。

mxstart

mxstm(1M) [man/mxstm.1m.html]システム タイプ管理ルール
の、追加、削除、およびリス
トを行います。

mxstm

mxstop(1M)
[man/mxstop.1m.html]

CMSが使用するデーモンやプ
ロセスを停止します。

mxstop

mxtask(1M)
[man/mxtask.1m.html]

mxtask(4) [man/mxtask.4.html]

HP Systems Insight Managerが
スケジュールしたタスクのリ
スト、実行、削除、作成、お
よび所有権の変更を行います。

mxtask

mxtool(1M)
[man/mxtool.1m.html]

mxtool(4) [man/mxtool.4.html]

HP Systems Insight Managerか
らツールの追加、修正、およ
び削除を行います。

mxtool

mxtoolbox(1M)
[man/mxtoolbox.1m.html]

mxtoolbox(4)
[man/mxtoolbox.4.html]

HP Systems Insight Managerシ
ステムからツールボックスの
追加、修正、または削除を行
います。

mxtoolbox

mxuser(1M)
[man/mxuser.1m.html]

mxuser(4) [man/mxuser.4.html]

HP Systems Insight Managerに
おけるユーザの追加、修正、
削除、またはリストを行いま
す。

mxuser

mxwbemsub(1M)
[man/mxwbemsub.1m.html]

WBEM指定のサブスクリプ
ション機能を一連のシステム
に対して実行します。この機
能により各システムに引数と
して渡されたサブスクリプショ
ンの追加、削除、リスト、ま
たは移動などが行われます。

mxwbemsub

関連トピック

● ログイン

リソース ライブラリ
このセクションでは、タスクの実行、問題のトラブルシューティング、さまざまな機能の学習
などに役立つ、HP Systems Insight Managerの資料へのリンクを提供します。

● HP環境でのソフトウェア メンテナンスの自動化
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http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP環境におけるソフトウェアの
メンテナンスの自動化』を参照してください。

● HP Systems Insight Managerシステム名の変更

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP Systems Insight Managerのシ
ステム名の変更』を参照してください。

● HP Systems Insight ManagerによるSNMP MIBのコンパイルおよびカスタマイズ

http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html（英語）
にある『Compiling and customizing SNMP MIBs with HP Systems Insight Manager white
paper』を参照してください。

● エージェントの設定および修復

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『エージェントの設定および修復オ
ンライン ヘルプ』を参照してください。

● MSCSクラスタへのHP Systems Insight Managerのインストール

http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html（英語）
にある『Deploying HP Systems Insight Manager on MSCS Clusters white paper』を参照して
ください。

● System Management Homepageの（HP Systems Insight Managerを使用しない）
個別インストール

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP System Management Homepage
インストール ガイド』を参照してください。

● バージョン コントロールの（HP Systems Insight Managerを使用しない）個別インス
トール

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HPバージョン コントロール イン
ストール ガイド』を参照してください。

● HP ProLiant Essentials Performance Management Packデータ マイグレーション
ツールのインストールおよび使用

http://www.hp.com/products/pmpにある『HP ProLiant Essentials Performance Management
Packデータ マイグレーション ツール インストール/ユーザ ガイド』を参照してください。

● HP Systems Insight Managerのインストール

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP Systems Insight Managerイン
ストール/ユーザ ガイド』を参照してください。

● ProLiantまたはIntegrity Support Packに関するさらなる学習

❍ ProLiant Support Packの詳細については、http://h18013.www1.hp.com/manage/psp.html
（英語）を参照してください。

❍ ProLiant Support Packのダウンロード方法については、
http://www.hp.com/support/itaniumservers（英語）を参照してください。
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❍ Integrity Support Packのダウンロード方法については、
http://www.hp.com/support/itaniumservers（英語）を参照してください。

● ProLiantリモート デプロイメント ユーティリティに関するさらなる学習

ProLiantリモート デプロイメント ユーティリティの詳細については、
http://h18013.www1.hp.com/manage/rdu.html（英語）を参照してください。

● HP Systems Insight ManagerによるHP-UXシステム用のWBEMイベント予約の管理

http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html（英語）
にある『WBEM Subscriptions in HP Systems Insight Manager white paper』を参照してくだ
さい。

● HP Systems Insight Managerによるファイアウォール経由でのHPサーバの管理

http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html（英語）
にある『Managing HP servers through firewalls with HP System Insight Manager white paper』
を参照してください。

● HP Systems Insight Managerへの手動での移行

http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html（英語）
にある『Manually Migrating to HP Systems Insight Manager white paper』を参照してくださ
い。

● 新しいシステムへのHP Systems Insight Managerの移動

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP Systems Insight Managerの新
しいシステムへの移行』を参照してください。

● HPドライバ、サポート、およびセキュリティ警告と、HP製品用にカスタマイズされたソフ
トウェア アップデートの受け取り

http://www.hp.com/go/subscribe-gate1（英語）を参照してください。

● 管理対象システムのセットアップ

「管理対象システム」を参照してください。

● HP Systems Insight Managerへの移行

http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html（英語）
にある『Transitioning to HP Systems Insight Manager white paper』を参照してください。

● HP Systems Insight Managerセキュリティに関する理解

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP Systems Insight Managerのセ
キュリティについて』を参照してください。

● HP ProLiant Essentials Server Migration Packの使用

http://www.hp.com/products/pmp（英語）にある『HP ProLiant Essentials Server Migration
Pack User Guide』を参照してください。

● HP Systems Insight ManagerでのSecure Shell（SSH）の使用
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http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html（英語）
にある『Secure Shell (SSH) in HP Systems Insight Manager white paper』を参照してくださ
い。

● HP OpenViewの使用

http://h18000.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html（英語）
にある『HP Systems Insight Manager and HP OpenView white paper』を参照してください。

● HP StorageWorks Management SoftwareによるHP Systems Insight Managerの
使用

http://h200001.www2.hp.com/bc/docs/support/SupportManual/c00057439/c00057439.pdf
（英語）にある『Using HP Systems Insight Manager with HP StorageWorks Management
Software white paper』を参照してください。

● PDF形式でのHP Systems Insight Managerのオンライン ヘルプ全体の表示

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP Systems Insight Managerテク
ニカル リファレンス ガイド』を参照してください。

● オンラインでのHP Systems Insight ManagerのRead Meファイルの表示

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP Systems Insight Manager用Read
Me』を参照してください。

● PDF形式でのSystem Management Homepageのオンライン ヘルプ全体の表示

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP System Management Homepage
製品概要』を参照してください。

● PDF形式でのHPバージョン コントロール エージェントのオンライン ヘルプ全体の表示

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HPバージョン コントロール エー
ジェント製品概要』を参照してください。

● PDF形式でのHPバージョン コントロール レポジトリ マネージャのオンライン ヘルプ全体
の表示

http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HPバージョン コントロール レポ
ジトリ マネージャ』を参照してください。

関連トピック

● トラブルシューティング
● お使いになる前に
● パートナー アプリケーション
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検出と識別
完全な設定権がある場合に限って、すべてのタイプの検出を実行できます。

検出には、次の2種類があります。

● 自動検出。  ネットワーク上のシステムを検出および識別し、その情報をデータベースに
入力するため、HP Systems Insight Managerが使用するプロセス。データの収集およびシス
テム ヘルス ステータスの追跡を行うには、そのシステムを事前に検出しておく必要があり
ます。

● 手動検出。  全自動検出を実行せずに、1台以上のシステムをデータベースに追加したり、
HP Systems Insight Managerデータベースhostsファイルや一般hostsファイルの作成やイン
ポートを実行できます。

自動検出
データの収集およびシステム ステータスの追跡を行うには、そのシステムを検出しておく必要
があります。[システムからイベントを受け取ると、自動的にそのシステムを検出します]機能
は、デフォルトで無効になっていますが、[一般設定]セクションで選択して有効にすることが
できます。[システムからイベントを受け取ると、自動的にそのシステムを検出します]では、
IPXベースのSNMPトラップがサポートされていません。検出を実行するには、デフォルトの[シ
ステム自動検出]プロセスを有効にする必要があります。[オプション]->[検出]を選択し、デフォ
ルト タスクを選択して、有効をクリックしてください。タスクを編集し、IP範囲が正しいこと
を確認することをおすすめします。

[一般設定]セクションにアクセスするには、[オプション]->[検出]を選択し、[自動]タブを選択
し、[一般設定]をクリックするか、紹介ページの[インストールを完了するために以下をすぐに
実行してください]セクションにある[自動]をクリックするか、または[ホーム]ページの[管理]セ
クションにある[検出]をクリックします。

HP Systems Insight Managerは、インターネット プロトコル（IP）とInternetwork Packet Exchange
（IPX）プロトコル（Windowsのみ）を使用して自動検出を実行します。

注記:

検出を実行するには、デフォルトの[システム自動検出]タスクを有効にする必要
があります。[オプション]->[検出]を選択し、[システム自動検出]タスクを選択し
てください。有効をクリックするとこのタスクが有効になります。タスクを編集
し、IP範囲が正しいことを確認することをおすすめします。

IPプロトコル
HP Systems Insight Managerは、リストされたアドレス範囲でシステムをpingした際、IPプロト
コルを実行しているシステムを検出します。デフォルトは、ローカル サブネットであり、その
範囲はHP Systems Insight Managerが動作するシステムに割り当てられたIPアドレスに対応しま
す。ネットワークのその他のシステムやセグメントをHP Systems Insight Managerに検出させる
には、アドレス リストを変更します。
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[グローバル プロトコル設定]ページの[デフォルトHTTP設定]セクションでHTTPを有効にしない
と、Webエージェントは検出されません。HTTPを有効にするには、「グローバル プロトコル
設定」を参照してください。自動検出でクラスタが検出されるようにするには、[設定]セクショ
ンで[IP範囲のping]を選択し、クラスタIPアドレスとすべてのノード アドレスを[Ping包括範
囲、テンプレートおよび/またはhostsファイル]にリストする必要があります。[設定]セクショ
ンにアクセスするには、[自動]タブを選択し、新しい検出タスクについては新規、既存の検出
タスクを編集する場合は編集をクリックします。

HP Systems Insight Managerは、システムのグローバル ユニーク識別子を使用して、複数のIPア
ドレスを含むHPシステムを識別します。

IPXプロトコル
HP Systems Insight Managerは、IPXシステムが生成するService Advertising Protocol（SAP）ブ
ロードキャストを受信して、IPXプロトコルを実行するシステムを検出します。Novell NetWare
3.xサーバは、自動的にSAPブロードキャストを生成します。Novell NetWare 4.x以上のサーバ
は、SAPブロードキャストを生成するように設定できます。

注記:

IPXは、Windowsベースの（CMS）システムのみでサポートされます。

以下は、IPXプロトコルに固有の条件です。

● IPX検出では、1台のマシンに1つのネットワーク インタフェース カード（NIC）のみが検出
されます。

● IPXシステムでは、NetWareサーバのみが検出されます。

イベント ベースの自動検出
イベント ベースの自動検出は、デフォルトで無効になっています。この機能を有効にするに
は、[システムからイベントを受け取ると、自動的にそのシステムを検出します。]を選択しま
す。これを選択すると、SNMPトラップ、WBEM表示、その他のイベントを送信するシステム
のうち、データベースでIPアドレスが一致しないものが、イベント ベースの自動検出によって
HP Systems Insight Managerに追加されます。[ping除外範囲、テンプレートもしくはhostsファ
イル]オプションを使用すると、イベント ベース自動検出から除外するIPアドレスを入力できま
す。[オプション]->[プロトコル設定]->[グローバル プロトコル設定]の[グローバル プロトコル
設定]ページでSNMPが無効にされていると、SNMPトラップは無視されます。WBEMが無効に
されていると、WBEM表示も無視されます。

注記:

SNMP認証エラー トラップにより、自動検出が実行されることはありません。そ
の他すべてのトラップでは、自動検出が実行されます。
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自動検出はデフォルトで無効に設定されていますが、[検出]ページから検出を有効にできます。
[自動]タブを選択し、テーブルで[システム自動検出]タスクを選択し、有効をクリックしてくだ
さい。また、編集をクリックすることもできます。[スケジュール]セクションで、[毎回、自動
的に検出を実行]を選択して、検出時間を設定してください。自動検出を無効にした場合、[検
出]ページで選択して有効にするまで、新しい自動検出が実行されることはありません。また、
いつでも手動検出を実行できます。自動検出のスケジュール設定の詳細については、「自動検
出の設定」を参照してください。

検出テンプレート

検出テンプレートは、自動検出によって使用されるファイルであり、[Ping包括範囲、テンプ
レートおよび/またはhostsファイル]フィールドや[ping除外範囲、テンプレートもしくはhosts
ファイル]フィールドにアドレスを直接入力する代わりとなります。これにより、自動検出のス
コープを迅速に変更できるようになります。検出テンプレート セクションにアクセスするに
は、[検出]ページから[自動]タブを選択し、[テンプレートの管理]をクリックします。

たとえば、広範囲のアドレスに対してpingを実行する場合、あまり検出されない、広範囲のア
ドレスを持つ検出テンプレートを設定できます。必要な場合は、[検出の編集]セクションの
[Ping包括範囲、テンプレートおよび/またはhostsファイル]フィールドで、テンプレートを入
力として使用できます。このセクションにアクセスするには、[オプション]->[検出]を選択し、
[自動]タブを選び、編集をクリックします。また、テンプレートを使用すると、アドレスを切
り取って貼り付けたり、手動で範囲を入力したりする手間をかけず、迅速に検出スコープを変
更できます。

検出テンプレートの作成後、自動検出でそのテンプレートを参照するには、[Ping包括範囲、
テンプレートおよび/またはhostsファイル]フィールドか[ping除外範囲、テンプレートもしく
はhostsファイル]フィールドで @template_name を使用します。詳細については、「IP範囲」
を参照してください。

注記:

検出は、複数のスケジュールおよび設定（範囲）をサポートするようになりまし
た。このため、テンプレートの必要性は、大幅に減少しています。検出テンプ
レートを使用する代わりに、いくつかの異なる検出スケジュールおよび設定を活
用することをおすすめします。

注記:

1つの検出テンプレートに包括範囲と除外範囲の両方を入れることはできません。
自動検出の各フィールドに使用するテンプレートは、個別に作成する必要があり
ます。テンプレート ファイルをネストすることはできません。つまり、
@template_nameの参照で、あるテンプレート ファイルに別のテンプレート ファ
イル名を含めることはできません。

検出テンプレートのフォーマットは、自動検出を設定するとき、[Ping包括範囲、テンプレー
トおよび/またはhostsファイル]フィールドと[ping除外範囲、テンプレートもしくはhosts
ファイル]フィールドで使用するフォーマットと同じです。
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検出テンプレートにアクセスするには、[検出]ページの[すべての自動検出に対して]セクション
の下にある[テンプレートの管理]をクリックします。検出テンプレート ファイルの作成方法に
ついては、「検出テンプレートの管理」を参照してください。

hostsファイル
既存のhostsファイル、HP Systems Insight Managerデータベースから作成したファイル、または
HP Systems Insight Managerのエクスポート済みhostsファイルを、システム追加のベースとして
使用します。一般的に、このファイルはシステム名、そのIPアドレス、およびシステムで使用
される任意のエイリアス名のリストです。

hostsファイルをインポートすることによって、ただちに検出を行う必要がなくなります。たと
えば、深刻なシステム障害の場合は、管理環境を再設定するベースとしてバックアップした
hostsファイルをインポートし、データベースを自動的に再作成します。hostsファイル ユーティ
リティを使用してシステムを追加しても、データベースのシステムは置き換わりません。たと
えば、hostsファイルにリストされているシステムのIPアドレスが、既存のシステムと同じIPア
ドレスである場合、この重複は無視されます。データベースにすでに存在しているシステムは
変更されません。

hostsファイルは、次のソースからインポートできます。

● システム データをインポートしたり、hostsファイルを作成したり、選択に従ってデータ タ
イプを並べ替えたりするHP Systems Insight Managerデータベース。

● 既存hostsファイルを含む、別のシステム。

hostsファイルの作成や管理には、[検出]ページの[hostsファイル]タブを選択してください。

初回検出
検出は、次のような方法で開始できます。

● [検出]->[自動]ページで、検出タスクを選択し、編集をクリックして環境に合わせて検出タ
スクを設定してから、すぐに実行をクリックして、検出をただちに実行します。ただちに
プロセスが開始されます。システムが検出され、検出プロセスが終了するまで、検出の進
行状況が更新されます。

● 十分な時間をかけて完全な検出と識別を実行します。これにかかる時間は、ネットワーク、
帯域幅、および検出設定値によって異なります。ほとんどの場合、検出プロセスはネット
ワークに対してpingを実行し、すべてのシステムを検出します。

後続検出
[検出]->[自動]ページからは、いつでも検出を実行できます。初回以後の検出では、照会するサ
ブネットやシステム、使用するプロトコル、および検出スケジュールを指定できます。ネット
ワークにNovell社製システムが存在する場合は、検出プロトコルとしてIPXを選択してくださ
い。

最も包括的な検出と識別を行うには、[オプション]->[プロトコル設定]->[グローバル プロトコ
ル設定]ページで、SNMP、DMI、WBEM、HTTPのすべてをプロトコルとして選択します。[グ
ローバル プロトコル設定]ページでは、デフォルトのコミュニティ名とWBEMパスワードを設
定します。詳細については、「グローバル プロトコル」を参照してください。
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ステータス表示では、検出の実行中、[最後に実行]列に[実行]と表示され、処理の進行状況が表
示されます。また、ping試行の回数と処理済みシステムの数も表示されます。処理済みシステ
ムとは、識別が完了したIPアドレスまたは応答しないことが判明したIPアドレスを持つシステム
のことです。処理済みシステムは、データベースに追加されているとはかぎりません。

手動検出
手動検出では、完全な検出を実行せずに、次のタスクを実行できます。

● 1つのシステムをHP Systems Insight Managerデータベースに追加。

● 複数のシステムをhostsファイルで追加。

● HP Systems Insight Managerのhostsファイルの作成とインポート。

● Insightマネージャ（WIN32）で作成したかエクスポートされたhostsファイルのインポート
（hostsファイルは、システムの追加またはシステム情報の復元プロセスを自動化します）。

● システムの追加またはシステム情報の復元プロセスを自動化するための汎用hostsファイル
の作成またはインポート。

● 物理的にネットワークに接続する前にシステムを設定。

IPアドレスをシステム名として、システムはデータベースに追加されます。ネットワーク上
でシステムがアップして識別が実行された後で、システム名は、IPアドレスではなく、シス
テムの名前で更新されます。

手動検出ページには、次のようにアクセスできます。

● [オプション]->[検出]をクリックし、[手動]タブを選択します。

● 紹介ページの[インストールを完了するために以下をすぐに実行してください]セクションで
[手動]をクリックします。

● [ホーム]ページの[管理]セクションで、[検出]をクリックします。

1つのシステムを追加するオプション
● システムのIPアドレスかホスト名を調べます。いずれかを認識していれば、HP Systems Insight

ManagerはネットワークのDNS（ドメイン ネーム サービス）で情報を検証することによっ
て、もう一方を検出することができます。

● クラスタとそのノードを追加するには、それぞれのIPアドレスを個別に入力します。

● システム タイプ、システム サブタイプ、またはWBEM証明書と、製品モデルを設定するか
どうかを決めます。

● [システム プロトコル設定]ページでシステムの[WBEM設定]を指定します。[use custom
settings]を選択し、適切なユーザ名とパスワードを入力することによって、デフォルトのユー
ザ名とパスワードを上書きすることができます。

● このシステムのSNMP設定が一意であるか、またはグローバル検出設定に一致するかどうか
を指定します。現在のシステムのデフォルト設定が表示されます。デフォルト設定を上書
きして異なる値を指定する場合、そのコミュニティ名は、システムでサポートされている
必要があります。そのコミュニティ名がサポートされていない場合、いずれかのデフォル
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ト設定がサポートされていれば、HP Systems Insight Managerはデフォルト値に戻ります。
修正できる設定は次のとおりです。

HP Systems Insight Managerがシステムに要求
を送信したときにSNMP応答を待機する時間。
デフォルトのタイムアウト値が表示される。時
間内に応答を受信しなかった場合、HP Systems
Insight Managerは、そのシステムがSNMPをサ
ポートしていないと判断する場合があります。
この値を小さくすると試行回数が増加するた
め、ネットワーク トラフィックが増えること
があります。この値は慎重に変更すること。通
常、LANの場合は、この値を3秒にすることが
有効ですが、システムがWAN経由で接続され
ている場合は、より大きな値（10秒など）で
試してください。

タイムアウト

システムとの通信を最初に試行した後、試行を
やめるまでの追加試行回数。

再試行回数

コミュニティ名はシステムとコンソール間のや
り取りを許可したり禁止したりする認証を設
定。コンソールのコミュニティ名は、システム
のコミュニティ名と対応する必要がある。読み
取り専用コミュニティ名を使用し、変数を読み
取る。書き込みコミュニティ名を使用し、変数
を修正する。1回の通信の試行に有効なコミュ
ニティは1つのみだが、1つのシステムは複数
のコミュニティに属することができる。ただ
し、HP Systems Insight Managerは、システム
と通信する際に1つのコミュニティ名しか使用
しない。

コミュニティ名

注記:

IPアドレスを使用した場合、適切に名前に解決されないと、名前はGUIに表示さ
れません。

1つのシステムをデータベースに追加する手順については、「システムの手動追加」を参照し
てください。

関連プロシージャ
● 自動検出の設定
● 検出一般設定の指定
● 新規検出タスクの作成
● 検出タスクの編集
● 検出タスクの無効化または有効化
● 検出タスクの削除
● 検出タスクの実行
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● 新規検出テンプレート ファイルの作成
● 検出テンプレートの編集
● 検出テンプレートの削除
● システムの手動追加
● 新規hostsファイルの作成
● hostsファイルの編集
● hostsファイルの削除
● データベースへのhostsファイルのシステムの追加

関連トピック
● hostsファイルの管理
● 検出テンプレートの管理
● 識別
● 検出フィルタ
● データ収集
● ステータス ポーリング
● プロトコル
● 検出と識別

自動検出の設定
[検出]ページの[自動]タブにアクセスすると、テーブルが表示され、使用できるすべての検出タ
スクの一覧が表示されます。検出の複数のインスタンスを、各インスタンスに独自のスケジュー
ルと包括範囲を指定して、設定できます。検出タスクを実行すると、[最後に実行]列が更新さ
れ、処理の完了率などの進行状況が表示されます。

注記:

一度に複数の検出タスクを実行することはできません。複数の検出タスクを選択
した場合、現在実行されているタスクが完了するまでは、[最後に実行]列の進行
状況は0%のままで変わりません。

[すべての自動検出に対して]セクションの下には、3つのオプションがあります。

● 一般設定  すべての検出タスクに適用される設定に使用します。詳細については、「検出
一般設定の指定」を参照してください。

● テンプレートの管理  検出テンプレートの管理に使用します。詳細については、「検出テ
ンプレートの管理」を参照してください。

● グローバル プロトコル設定の指定  グローバル プロトコル設定の指定に使用します。詳
細については、「グローバル プロトコル設定」を参照してください。

注記：クラスタを正しく検出するには、HP Systems Insight Managerで正しいセキュリティ
設定でSNMP（Simple Network Management Protocol）を有効にしてターゲット システムで
実行する必要があります。

注記：DMI識別は、WindowsベースおよびHP-UXベースの中央管理サーバ（CMS）のインス
トールでのみサポートされています。また、同種のオペレーティング システムしか識別で
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きません。たとえば、WindowsベースのCMSはWindowsベースのDMIシステムだけを、
HP-UXベースのCMSはHP-UXベースのDMIシステムだけを、それぞれ識別できます。

[自動]タブからも、以下の操作を実行できます。

● 新しい検出タスクの作成。  新規をクリックすると、[新規検出]セクションが表示されま
す。詳細については、「新規検出タスクの作成」を参照してください。

● 既存検出タスクの編集。  テーブルからタスクを選択し、編集をクリックします。[検出
の編集]セクションが表示されます。詳細については、「検出タスクの編集」を参照してく
ださい。

● 検出タスクの有効化または無効化。  タスクを選択し、無効をクリックして、有効になっ
ているタスクのスケジュールを無効にします。タスクが無効な場合は、ボタンが有効に変
わります。タスクの自動実行を再開するには、有効をクリックします。詳細については、
「検出タスクの無効化または有効化」を参照してください。

● 既存検出タスクの削除。  テーブルからタスクを選択し、削除をクリックします。詳細に
ついては、「検出タスクの削除」を参照してください。

● 検出タスクの実行。  実行するタスクを選択して、すぐに実行をクリックします。タスク
が実行されている場合は、すぐに実行ボタンが停止ボタンに変わります。詳細については、
「検出タスクの実行」を参照してください。

注記:

2つのタスクをまったく同時に実行することはできません。このため、最
初のタスクが完了するまでは、2つ目のタスクは0%と表示されます。

● 実行中の検出タスクを停止する。  実行中のタスクを選択し、停止をクリックします。詳
細については、「検出タスクの実行」を参照してください。

● HP Storage Essentials検出ステータスの表示。  HP Storage Essentialsがインストール
されている場合は、検出ステータスが、HP Storage Essentials検出ログへのリンクとともに
表示されます。

● HP Storage Essentialsグローバル アプリケーション設定の指定。  HP Storage Essentials
がインストールされている場合は、[自動]タブにHP Storage Essentialsグローバル アプリケー
ション設定コンフィギュレーション ページへのリンクが表示されます。

関連プロシージャ

● 検出一般設定の指定
● 新規検出タスクの作成
● 検出タスクの編集
● 検出タスクの無効化または有効化
● 検出タスクの削除
● 検出タスクの実行
● 新規検出テンプレート ファイルの作成
● 検出テンプレートの編集
● 検出テンプレートの削除
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● グローバル プロトコル設定

関連トピック

● 検出と識別
● 検出テンプレートの管理
● IP範囲

新規検出タスクの作成

この手順により、新しい検出タスクを作成できます。

1. [オプション]->[検出]を選択します。[自動]タブが選択された状態で、[検出]ページが表示
されます。

2. 新しい検出タスクを作成するには、新規をクリックします。[新規検出]セクションが表示
されます。

3. [名前]フィールドに、タスクの名前を入力します。これは必須フィールドです。

4. [スケジュール]セクションで[毎回、自動的に検出を実行]を選択し、タスクの日程を入力し
ます。デフォルトは、1日1回です。[毎回、自動的に検出を実行]チェックボックスの選択
を解除すると、タスクは作成後無効になります。

5. [設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [IP範囲のping]

● [IPX SAP]（WindowsCMSのみ）
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6. [Ping包括範囲、テンプレートおよび/またはhostsファイル]フィールドで、pingの対象範
囲に含めるIPアドレスを指定します。IPアドレス範囲の入力について詳しくは、「IP範囲」
を参照してください。

7. タスクを保存するには、OKをクリックします。[新規検出]セクションを閉じ、設定を保存
しない場合は、キャンセルをクリックします。

注記：多数のシステムを選択していると、「自動検出タスクは多数のアドレスで設定され
ています[アドレス数]」というメッセージが表示されます。このまま先に進むには、OKを
クリックします。IPアドレス範囲を変更するには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● 検出一般設定の指定
● 検出タスクの編集
● 検出タスクの無効化または有効化
● 検出タスクの削除
● 検出タスクの実行

関連トピック

● 検出と識別
● IP範囲

検出タスクの編集

既存の検出タスクを編集する際、すべてのフィールドに既存の情報が表示されます。編集対象
のフィールドだけを、編集してください。

既存検出タスクを編集するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択します。[自動]タブが選択された状態で、[検出]ページが表示
されます。

2. 編集するタスクを選択し、編集をクリックします。[検出の編集]セクションが表示されま
す。

3. [名前]フィールドに、タスクの名前を入力します。これは必須フィールドです。

4. [スケジュール]セクションで[毎回、自動的に検出を実行]を選択し、タスクの日程を入力し
ます。デフォルトは、1日1回です。[毎回、自動的に検出を実行]チェックボックスの選択
を解除すると、タスクは作成後無効になります。

5. [設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [IP範囲のping]

● [IPX SAP]（Windowsのみ）

6. [Ping包括範囲、テンプレートおよび/またはhostsファイル]フィールドで、pingの対象範
囲に含めるIPアドレスを指定します。IPアドレス範囲の入力について詳しくは、「IP範囲」
を参照してください。
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7. タスクを保存するには、OKをクリックします。[新規検出]セクションを閉じ、設定を保存
しない場合は、キャンセルをクリックします。

注記：多数のシステムを選択していると、「自動検出タスクは多数のアドレスで設定され
ています[アドレス数]」というメッセージが表示されます。このまま先に進むには、OKを
クリックします。IPアドレス範囲を変更するには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● 検出一般設定の指定
● 新規検出タスクの作成
● 検出タスクの無効化または有効化
● 検出タスクの削除
● 検出タスクの実行

関連トピック

● 検出と識別
● IP範囲

検出タスクの無効化または有効化

既存の検出タスクを有効または無効にすることができます。タスクを無効にすると、スケジュー
ル列にタスクが無効になったことを説明するメッセージが表示されます。タスクを有効にする
と、スケジュール列にそのタスクのスケジュールが表示されます。

注記:

無効になっているタスクを、そのタスクを選択してすぐに実行をクリックして手
動で実行しても、将来の検出用にそのタスクが有効になることはありません。

検出タスクを有効にする場合や、無効にする場合は、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択します。[自動]タブが選択された状態で、[検出]ページが表示
されます。

2. 無効か有効に設定するタスクを選択します。

3. 無効をクリックして、タスクを無効にします。あるいは、タスクが既に無効の場合は、有
効をクリックしてタスクの自動実行を再開します。

関連プロシージャ

● 検出一般設定の指定
● 新規検出タスクの作成
● 検出タスクの編集
● 検出タスクの削除
● 検出タスクの実行
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関連トピック

● 検出と識別

検出タスクの削除

不要になった検出タスクは削除できます。ただし、[システム自動検出]タスクは削除できませ
ん。[システム自動検出]タスクを選択すると、削除ボタンが無効になります。

検出タスクを削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択します。[自動]タブが選択された状態で、[検出]ページが表示
されます。

2. 削除するタスクを選択し、削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。

3. タスクを削除するには、OKをクリックします。削除プロセスをキャンセルするには、キャ
ンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● 検出一般設定の指定
● 新規検出タスクの作成
● 検出タスクの編集
● 検出タスクの無効化または有効化
● 検出タスクの実行

関連トピック

● 検出と識別
● IP範囲

検出タスクの実行

既存の検出タスクは、いつでも、手動で選択して実行できます。実行中のタスクを停止するこ
ともできます。

検出タスクを実行または停止する場合は、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択します。[自動]タブが選択された状態で、[検出]ページが表示
されます。

2. 実行する検出タスクを選択して、すぐに実行をクリックします。タスクはすぐに実行され
ます。

注記:

タスクの実行中、すぐに実行ボタンは停止ボタンに変わります。タスクを停止す
るには、タスクを選択し、停止をクリックします。
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関連プロシージャ

● 検出一般設定の指定
● 新規検出タスクの作成
● 検出タスクの編集
● 検出タスクの無効化または有効化
● 検出タスクの削除

関連トピック

● 検出と識別
● IP範囲

システム タイプ
HP Systems Insight Managerには、多くの異なるシステム タイプがあります。クラスタ、複合
体、ラック、およびエンクロージャ以外はすべて、[検出フィルタ]ページで使用可能です。

● アプリケーション。 

● クラスタ。  仮想コンピュータは通常、特別なソフトウェアとともにクラスタ化された
サーバを数台で構成したものです。クラスタ構成は一般的に、フォールト トレラントです。
システムをクラスタ化しているつもりでも、クラスタとして認識されていない場合、クラ
スタ ノード上にエージェントが適切に設定されていて、クラスタ環境がサポートされてい
ることを確認してください。

● 複合体。  複数のハードウェア パーティションがサポートされているコンピュータ シス
テムは、複合体と呼ばれています。たとえば、HP Integrity Superdomeクラス システムで
は、単一複合体内で、複数のハードウェア パーティションがサポートされます。

● デスクトップ。  小さなコンピュータ システムは、通常、ユーザの机の上に置かれていま
す。

● エンクロージャ。  サーバ ブレードやその他のタイプのブレードをインストールできる
シャーシ。多くの場合、エンクロージャはネットワークに接続されませんが、インストー
ルされているブレードに電力や冷却機能を供給できます。

● 環境モニタ。  システムやラックなどの周辺にある環境を監視するデバイス。温度、煙、
およびセキュリティをチェックできます。

● ハンドヘルド。  手の中に収まるサイズのPDA（Personal Digital Assistant）や小さなコン
ピュータ。

● ハブ。  リピータとも呼ばれ、ネットワーク上で使用可能なポート数を増やす場合に使用
されるシンプルなデバイス。

● KVMスイッチ。  1台のキーボード、1台のビデオ モニタ、1つのマウスを、複数のシス
テムで共有する場合に使用される、キーボード、ビデオ、またはマウス。これは、ネット
ワーク化できます。

● 管理プロセッサ。  通常、サーバや、エンクロージャなどのその他のサーバ関連ハード
ウェアに組み込まれる、ファームウェア ベースの小規模システム。これらのシステムの機
能は通常、限定されています。例としては、内蔵Lights-Out（iLO）カードがあります。

● ノートブック。  ポータブル コンピュータ。
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● パーティション。  ある特定のシステムやオペレーティング環境は、パーティション内に
柔軟に設定でき、各パーティションでは、オペレーティング システムのインスタンスを個
別に実行できます。パーティションには、あるパーティションにおけるソフトウェア エラー
が、他のパーティションに影響を与えないように保護する機能があります。ハードウェア
パーティションが利用可能なサーバ システムでは、ハードウェア エラーが他のパーティ
ションに影響を与えないよう、保護できます。

● 配電ユニット（PDU）。  ラック内の複数のシステムに電力を供給します。システムへの
電力供給を行うかどうかは、リモートで制御できます。

● 電源装置。  ネットワーク上にあるサーバに電力を供給する装置。

● プリンタ。  用紙への印刷に使用されるデバイス。通常は、ネットワークに接続されま
す。

● ラック。  サーバ、エンクロージャ、またはネットワーク機器のマウントに使用するハー
ドウェアで、アドレスの割り当てはできません。

● リソース パーティション。 

● リモート アクセス デバイス。  リモート ユーザが、電話回線かイントラネットのLANを
介して接続できるデバイス。

● ルータ。  ネットワーク パケットの転送に使用するネットワーク デバイス。

● サーバ。  ある特定の目的専用に使用される、ネットワーク上のコンピュータ。たとえ
ば、ファイル サーバ、プリンタ サーバ、データベース サーバなどです。

● 共有リソース ドメイン。 

● ストレージ デバイス。  ディスク ドライブ アレイ。

● スイッチ。  ルータに類似したネットワーク デバイスで、パケットを高速で通過させる
ハードウェア ベースのスイッチング技術が使用されます。

● テープ ライブラリ。  テープ ライブラリ。

● Thinクライアント。  ターミナル サーバに接続するリモート システム。ディスクやロー
カル ストレージがないコンピュータで、ターミナル サーバ パッケージを介して、中央サー
バやリモート デスクトップへの接続を可能にします。

● UPS（無停電電源装置）。  サーバや他のコンピュータのバッテリ バックアップ。

● 不明。  HP Systems Insight Managerで、組み込まれているタスクや、システム タイプ管
理（STM）ベースのタスクを、システムで認識できないことを表す状態です。ただし、シス
テムにおいて検出された管理プロトコルがあります。サーバは、次の理由により「不明」
としてリストされます。

❍ HP Systems Insight Managerが動作しているサーバからシステムをpingすることができま
す。これはコマンドまたは端末ウィンドウで実行できます。あるいは、HP Systems Insight
Managerから不明サーバを選択してプルダウン メニューの[診断→Ping]を選択し、示さ
れた手順に従います。

❍ HP Systems Insight Managerでのコミュニティ名は、リモート デバイスで使われている
コミュニティ名と一致しなければなりません。HP Systems Insight Managerとシステムが
同じコミュニティ名を使用していることを確認してください。コミュニティ名は大文字
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と小文字が区別されることに注意してください。変更を行うには、HP Systems Insight
Managerから、[オプション]->[プロトコル設定]を選択し、[グローバル プロトコルの設
定]または[システム プロトコル設定]を選択します。

❍ Windows NTおよびWindows 2000では、システム上の1つのコミュニティ名をRead
Createに設定する必要があります。HP Systems Insight Managerでこのコミュニティ名を
使用する必要がないことに注意してください（必要なことは、コミュニティ名をReadに
設定することだけです）。マネジメント エージェントはSNMPを使用して接続され、1
つのコミュニティ名がRead Createに設定されることを要求します。

❍ HP Systems Insight Managerシステムが管理対象システムに対してSNMP要求を行えるよ
うにする必要があります。SNMPのセキュリティ設定がこれを妨げることがないように
してください。Windows NTとWindows 2000では、[すべてのホストからSNMPパケッ
トを受け付ける]を選択するか、HP Systems Insight Managerサーバのアドレスが許容可
能ホストのリストに含まれている必要があります。

❍ IP固有のセキュリティを使用している場合は、localhost（127.0.0.1）もホストにSNMP
要求を行えるようにしなければなりません。localhostエントリにより、SNMPを使用し
てマネジメント エージェントを接続できるようになります。

❍ 管理しようとしているProLiantサーバ上にProLiantマネジメント エージェントを正しくイ
ンストールして実行しておく必要があります。Windowsシステムの場合、イベント ログ
が必ず動作していることを確認してください（いくつかのAgents startedのメッセージが
示されてエラーがないことを確認します）。

❍ ネットワーク内のルータとスイッチは、ポート161、162、および7にSNMPトラフィッ
クを渡せる必要があります。

● 非管理対象。  IPアドレスとともに検出されたが、管理プロトコルが検出されなかったシ
ステムを表すためのシステムのタイプ。予測されたタイプと異なる場合は、WBEMユーザ
名とパスワードやSNMPコミュニティ名が正しいかどうか確認してください。可能であれ
ば、エージェントをインストールします（たとえば、Windowsの場合は、初期ProLiant
Support Packをインストールします）。初期ProLiant Support Packのインストールについて
は、「初期ProLiant Support Packのインストール」を参照してください。

● ワークステーション。  ハイエンドなパーソナル コンピュータ システムで、グラフィッ
クやその他の設計作業に使用することがあります。

検出一般設定の指定
環境に合わせて検出プロセスをカスタマイズするには、自動検出を設定します。

注記:

すべてのステップはオプションです。

自動検出の一般設定を行うには、次のように操作します。
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1. [オプション]->[検出]を選択します。[自動]タブが選択された状態で、[検出]ページが表示
されます。

2. [すべての自動検出に対して]セクションで、[一般設定]を選択します。[一般設定]セクショ
ンが表示されます。

3. [システムからイベントを受信した場合、自動的にそのシステムを検出]を選択します。HP
Systems Insight Managerが、トラップやその他のサポートされているイベントを受信した
とき、システムを検出できます。検出フィルタとIPアドレス除外範囲が使用され、このイ
ベントがさらにフィルタ処理されます。

4. [内蔵Lights-Out管理プロセッサを検出すると、自動的にサーバ ブレードを検出]を選択し
ます。管理プロセッサを通じて間接的に検出されたサーバが追加されます。これらのサー
バが検出されると、システム テーブル ビュー ページ上に無効にされた状態でリストされ
ます。表示される情報は、「システム シリアル番号」および「iLOとエンクロージャとの
関係」だけです。

5. [ping除外範囲、テンプレートもしくはhostsファイル]フィールドで、自動検出プロセス
から除くIPアドレス、テンプレート、またはIPアドレスを含むhostsファイルを指定します。
この指定は、ping範囲とイベント ベースの自動検出の両方に適用されます。詳細について
は、「IP範囲」を参照してください。

重要：クラスタを検出する場合は、ping包括範囲にクラスタとクラスタ メンバのIPアドレ
スが含まれている必要があります。

6. [検出フィルタを有効化]チェックボックスを選択します。

7. [次のシステムタイプを検出]セクションで、検出するシステムのタイプを選択します。リ
ストされる各システム タイプの詳細については、「システム タイプ」を参照してくださ
い。

重要：クラスタを検出する場合は、クラスタ メンバが除外されないように、サーバ シス
テム タイプを組み込む必要があります。

注記：これは、[検出フィルタを有効化]チェックボックスを選択した場合のみ、利用でき
ます。

8. [次の基準を満たすシステムに検出を限定します]セクションで、以下から選択します。

● [上記のフィルタに適合するシステム]

● [すべての管理可能システム]（WBEM、SNMP、DMI、WMI、またはHTTPのサポー
ト）

● [HPエージェントにより管理可能なシステムのみ]

注記：これは、[検出フィルタを有効化]チェックボックスを選択した場合のみ、利用でき
ます。

9. 設定を保存するには、OKをクリックします。設定を保存しないで[一般設定]セクションを
閉じる場合は、キャンセルをクリックします。

検出フィルタを有効にしているがシステム タイプを選択していない場合にOKをクリック
すると、次のエラー メッセージが表示されます。
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フィルタを有効にするには、少なくとも１つのデバイス タイプを選択する必要がありま
す。

[検出]ページの[一般設定]セクションは、複数のユーザによる同時アクセスから保護されていま
せん。最後に保存したユーザの設定が有効になります。検出の進行中に別のユーザまたは同じ
ユーザが設定を適用すると、処理が残っているシステムに設定が適用されます。

関連トピック

● 検出と識別
● IP範囲
● 検出フィルタ
● システム タイプ
● グローバル プロトコル

検出フィルタ

検出フィルタは、特定のシステム タイプが、自動検出を通じてデータベースに追加されること
を防止または許可するメカニズムです。特定のタイプのシステムを検出したい場合、フィルタ
を使用すると、各個別システムのIPアドレスを指定するよりも大幅に簡素化されます。検出フィ
ルタは、手動で追加するシステムには適用されません。

検出フィルタには、次の3つの方法でアクセスできます。

● [オプション]->[検出]を選択して、[検出]ページにアクセスします。[自動]タブで、[一般設
定]をクリックし、[検出フィルタを有効化]を選択します。

● [ホーム]ページの[管理]セクションで、[検出]をクリックします。[検出]ページが表示されま
す。[自動]タブで、[一般設定]をクリックし、[検出フィルタを有効化]を選択します。

● 紹介ページの[インストールを完了するために以下をすぐに実行してください]セクションで
[自動]をクリックします。[検出]ページが表示されます。[自動]タブで、[一般設定]をクリッ
クし、[検出フィルタを有効化]を選択します。

フィルタを無効にするには、[検出フィルタを有効化]チェックボックスの選択を解除します。
フィルタを有効にするには、[検出フィルタを有効化]チェックボックスを選択し、検出するシ
ステム タイプを選択します。

検出フィルタにアクセスおよびフィルタを修正するには、完全な設定権が必要です。検出フィ
ルタを有効にすると、選択したタイプのシステムのみが、自動検出でデータベースに追加され
ます。すべてのタスクがデータベースに存在するシステムに対してのみ動作するので、システ
ムがフィルタに適合し、データベースに追加されないと、そのシステムに対してはタスクが実
行されません。フィルタは、すでに検出されているシステムに影響しません。これは、現在の
フィルタに適合しないタイプに変化した場合も同様です。検出フィルタが無効な場合、自動検
出は、[一般設定]セクション（[検出]ページの[自動]タブ）の設定に従ってシステムを検出しま
す。検出フィルタの設定について詳しくは、「検出一般設定の指定」を参照してください。

検索されるはずのHP製システムが検出されない場合は、ターゲット システムにHP Insightマネ
ジメント エージェントがインストールされ、正常に動作していることを確認してください。ま
た、HP Systems Insight Managerと、検出されていないシステムのエージェントで、SNMPコ
ミュニティ名、およびWBEMユーザ名とパスワードが正しく設定されているかどうかを確認し
てください。詳細については、「グローバル プロトコル設定」を参照してください。
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関連プロシージャ

● 検出一般設定の指定

関連トピック

● 検出と識別

検出テンプレートの管理
検出テンプレートは、自動検出によって使用されるファイルであり、[Ping包括範囲、テンプ
レートおよび/またはhostsファイル]フィールドや[ping除外範囲、テンプレートもしくはhosts
ファイル]フィールドにアドレスを直接入力する代わりとなります。これにより、自動検出のス
コープを迅速に変更できるようになります。

注記:

保存された検出テンプレート ファイルは、<インストール ディレクトリ
>\config\discovery\templatesディレクトリにあります。

[テンプレートの管理]セクションでは、以下を実行できます。

● 新しい検出テンプレート ファイルの作成。  新規をクリックして、[新規テンプレートの
作成]セクションを表示します。詳細については、「新規検出テンプレート ファイルの作
成」を参照してください。

● 既存の検出テンプレート ファイルの編集。  編集する検出テンプレート ファイルを選択
して、編集をクリックします。[テンプレートの編集]セクションが表示されます。詳細につ
いては、「検出テンプレートの編集」を参照してください。

● 既存の検出テンプレート ファイルの削除。  削除する検出テンプレート ファイルを選択
して、削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。詳細については、「検出テ
ンプレートの削除」を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規検出テンプレート ファイルの作成
● 検出テンプレートの編集
● 検出テンプレートの削除

関連トピック

● 検出と識別
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新規検出テンプレート ファイルの作成
新しい検出テンプレート ファイルを作成して、[Ping包括範囲、テンプレートおよび/または
hostsファイル]フィールドや[ping除外範囲、テンプレートもしくはhostsファイル]フィール
ドにアドレスを直接入力する代わりに使うことができます。

新しい検出テンプレート ファイルを作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択します。[自動]タブが選択された状態で、[検出]ページが表示
されます。

2. [すべての自動検出に対して]セクションで、[テンプレートの管理]を選択します。[テンプ
レートの管理]セクションが表示されます。

3. 新規をクリックします。[新規テンプレートの作成]セクションが表示されます。

4. [検出テンプレート名]フィールドに、新しいテンプレートの名前を入力します。これは必
須フィールドです。

5. 参照をクリックして、ローカル クライアント（参照元のシステム）にある、既存の検出テ
ンプレート ファイルを選択し、インポートをクリックするか、

または

[内容]領域に検出範囲情報を入力します。

注記：テンプレート ファイルはネストできないので、1つの範囲のみが許可されます。

6. 検出テンプレート ファイルを保存するには、OKをクリックします。変更内容を保存せず
に終了するには、キャンセルをクリックします。

検出テンプレートの作成後、自動検出でそのテンプレートを参照するには、[Ping包括範囲、
テンプレートおよび/またはhostsファイル]フィールドか[ping除外範囲、テンプレートもしく
はhostsファイル]フィールドで @template_name を使用します。詳細については、「IP範囲」
を参照してください。

関連プロシージャ

● 検出テンプレートの編集
● 検出テンプレートの削除

関連トピック

● 検出と識別
● 検出テンプレートの管理

検出テンプレートの編集

既存の検出テンプレート ファイルを編集できます。[検出テンプレート名]フィールドを除いて
すべてのフィールドがオプションです。変更するフィールドのみを編集してください。

検出テンプレート ファイルを編集するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択します。[自動]タブが選択された状態で、[検出]ページが表示
されます。
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2. [すべての自動検出に対して]セクションで、[テンプレートの管理]を選択します。[テンプ
レートの管理]セクションが表示されます。

3. 編集する検出テンプレートを選択し、編集をクリックします。[テンプレートの編集]セク
ションが表示されます。

4. [検出テンプレート名]フィールドで、テンプレートの名前を変更します。このフィールド
は必須フィールドですが、テンプレートに新しい名前を付ける必要はありません。既存の
名前を使用できます。

5. 参照をクリックして、ローカル クライアント（参照元のシステム）にある、既存の検出テ
ンプレート ファイルを選択し、インポートをクリックするか、

または

[内容]領域に検出範囲情報を入力します。

注記：テンプレート ファイルはネストできないので、1つの範囲のみが許可されます。

6. 検出テンプレート ファイルを保存するには、OKをクリックします。変更内容を保存せず
に終了するには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● 新規検出テンプレート ファイルの作成
● 検出テンプレートの削除

関連トピック

● 検出と識別
● 検出テンプレートの管理

検出テンプレートの削除

既存の検出テンプレート ファイルを削除できます。検出テンプレート ファイルを削除すると、
ファイルは永久に削除され、回復できません。テンプレートが必要なくなった場合、または、
新しい検出テンプレート ファイルを作成する場合に限って、検出テンプレート ファイルを削
除してください。

注記:

削除するテンプレートが、現在使用されていないことを確認してください。次の
ような場合、テンプレートは使用されていません。

● 一般設定セクションの[ping除外範囲、テンプレートもしくはhostsファイル]
フィールドに、そのhostsファイルについての参照がない。

および

● 既存のすべての検出タスクの[Ping包括範囲、テンプレートおよび/または
hostsファイル]フィールドに、そのhostsファイルについての参照がない。
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検出テンプレート ファイルを削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択します。[自動]タブが選択された状態で、[検出]ページが表示
されます。

2. [すべての自動検出に対して]セクションで、[テンプレートの管理]を選択します。[テンプ
レートの管理]セクションが表示されます。

3. 削除する検出テンプレート ファイルを選択します。

4. 削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。

5. 検出テンプレート ファイルを削除するには、OKをクリックします。削除プロセスをキャ
ンセルするには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● 新規検出テンプレート ファイルの作成
● 検出テンプレートの編集

関連トピック

● 検出と識別
● 検出テンプレートの管理

システムの手動追加
スケジュールされた検出間でHP Systems Insight Managerデータベースにシステムを追加する
には、手動検出を使用します。

手動検出を使用してシステムを追加するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択し、[手動]タブを選択します。[システム情報]セクションが表
示されます。

2. [システム名]ラジオ ボタンを選択してシステム名を入力します。

または

[IPアドレス]ラジオ ボタンを選択してIPアドレスを入力します。

3. システムをデータベースに追加するには、システムの追加をクリックします。追加情報を
入力するには、詳細設定をクリックします。
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● [このシステム上で識別が失敗した場合にのみ使用される追加のシステム プロパティを
指定してください。]これには以下が含まれます。

❍ [システム タイプ]

❍ [システム サブタイプ]

[システム サブタイプ]には、8つのフィールドがあります。これらのフィールドは、
後で、[システム プロパティの編集]ページで変更できます。1つのシステムのシス
テム サブタイプの編集について詳しくは、「単一システムのシステム プロパティ
の編集」を参照してください。複数のシステムのシステム サブタイプの編集につい
て詳しくは、「 複数システムのシステム プロパティの編集」を参照してください。
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❍ [製品モデル]

● [WBEM設定]。次を含みます。

❍ [ユーザ名]

❍ [パスワード]

● [SNMP設定]。次を含みます。

❍ [タイムアウト（秒）]

❍ [再試行数]

❍ [読み込み専用コミュニティ名]

❍ [書き込みコミュニティ名]

4. 詳細設定をクリックしたら、システムの追加をクリックしてシステムをすぐに追加した
り、簡易設定をクリックして前の簡潔な表示に戻ります。簡易設定をクリックした場合、
システムの追加をクリックしてデータベースにシステムを追加します。

hostsファイルは、複数のシステムをHP Systems Insight Managerデータベースに手動で追加する
ために使用できます。詳細については、「hostsファイルの管理」を参照してください。

コマンド ライン インタフェース
このタスクをコマンド ライン インタフェース（CLI）から実行するには、mxnodeコマンドを
使用します。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxnodeと入力し、
HP-UXまたはLinuxのマンページを参照してください。コマンドとマンページのリンクの詳細に
ついては、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規hostsファイルの作成

関連トピック

● 検出と識別
● IP範囲

hostsファイルの管理
hostsファイルは、複数のシステムをHP Systems Insight Managerデータベースに手動で追加する
ために使用できます。

hostsファイルを使用して自動検出するシステムを指定するには、[検出]ページの[自動]タブの
[一般設定]の[Ping包括範囲、テンプレートおよび/またはhostsファイル]セクションにhosts
ファイル名を追加します。次の文を使用してください。$Hosts_filename
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1つのシステムをデータベースに追加する手順については、「システムの手動追加」を参照し
てください。

[hostsファイル]セクションでは、以下を実行できます。

● 新しいhostsファイルの作成。  新規をクリックすると、[新規hostsファイル]セクショ
ンが表示されます。詳細については、「新規hostsファイルの作成」を参照してください。

● hostsファイルの編集。  hostsファイルを選択して、編集をクリックすると、[hostsファ
イルの編集]セクションが表示されます。詳細については、「hostsファイルの編集」を参照
してください。

● hostsファイルの削除。  削除するhostsファイルを選択して削除をクリックします。確認
ボックスが表示されます。詳細については、「hostsファイルの削除」を参照してください。

● 1つのhostsファイルをHP Systems Insight Managerデータベースに追加。  追加す
るhostsファイルを選択して、システムをすぐに追加をクリックします。詳細については、
「データベースへのhostsファイルのシステムの追加」を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規hostsファイルの作成
● hostsファイルの編集
● hostsファイルの削除
● データベースへのhostsファイルのシステムの追加
● HP Systems Insight Manager統合タスク用のhostsファイル インポート タスクの作成

関連トピック

● 検出と識別

新規hostsファイルの作成
この手順により、HP Systems Insight Managerで使用する新しいhostsファイルを作成できます。

注記:

"Management Processor"のように、2語以上をキーワードに使用する場合には、
二重引用符でキーワード全体を囲みます。"server"のような1語のキーワードで
は、引用符はオプションです。

注記:

クラスタについては、クラスタとそのメンバがhostsファイルで定義されているこ
とを確認してください。

hostsファイルを作成するには、次のように操作します。

94

検出と識別



1. [オプション]->[検出]を選択し、[hostsファイル]タブを選択します。

2. 新しいhostsファイルを作成するには、新規をクリックします。[新規hostsファイル]セク
ションが表示されます。

3. [hostsファイル名]フィールドに新しいhostsファイルの名前を入力します。これは必須
フィールドです。

4. [次の内容で初期化]の下で、次のいずれかを選択します。

● [空ファイル]。[内容]ウィンドウに内容を再設定します。

● [中央管理サーバからロードされたシステム、次を元に並び替え]。[IPアドレス]、[シス
テム名]、[システム タイプおよび次にIPアドレス別]、[システム タイプおよび次にシ
ステム名別]のうちいずれかを選択。このオプションにより、HP Systems Insight Manager
によって管理されているシステムが[内容]ウィンドウにロードされます。

● [hostsファイルからロードされたシステム]。ファイル名とファイルの場所（c:\doc.txt
など）を入力するか、参照をクリックしてhostsファイルの場所を探します。このオプ
ションにより、指定されたファイルの内容が読み込まれて、[内容]ウィンドウに表示さ
れます。

5. [空ファイル]を選択しなかった場合は、すぐに初期化をクリックしてhostsファイルをロー
ドします。その他の場合は、hostsファイルの内容を[内容]セクションに入力します。

6. 変更内容を保存するには、OKをクリックします。変更をキャンセルするには、キャンセ
ルをクリックします。

関連プロシージャ

● hostsファイルの編集
● hostsファイルの削除
● データベースへのhostsファイルのシステムの追加
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関連トピック

● 検出と識別
● hostsファイルの管理

hostsファイルの編集
既存のhostsファイルを編集するには、次のように操作します。必要なフィールドだけを編集し
てください。

既存hostsファイルを編集するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択し、[hostsファイル]タブを選択します。

2. 既存のhostsファイルを選択し、編集をクリックします。[hostsファイルの編集]セクショ
ンが表示されます。

3. [すぐに交換]セクションで、いずれかのラジオ ボタンを選択してすぐに交換をクリックす
るか、[内容]セクションに変更内容を入力します。ラジオ ボタンの詳細については、「新
規hostsファイルの作成」の手順5を参照してください。

4. 変更内容を保存するには、OKをクリックします。変更内容を保存しない場合は、キャン
セルをクリックします。

HP Systems Insight Managerは、hostsファイルを読み取ってシステムを追加します。

関連プロシージャ

● 新規hostsファイルの作成
● hostsファイルの削除
● データベースへのhostsファイルのシステムの追加

関連トピック

● 検出と識別
● hostsファイルの管理

hostsファイルの削除
このhostsファイルが、現在使用されていないことを確認してください。次のような場合には、
hostsファイルは使用されていません。

● 一般設定ページの[ping除外範囲、テンプレートもしくはhostsファイル]セクションに、そ
のhostsファイルについての参照がない。

● 既存のすべての検出タスクの[Ping包括範囲、テンプレートおよび/またはhostsファイル]
セクションに、そのhostsファイルについての参照がない。
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注記:

hostsファイルの削除は、必要でなくなった場合、または新しいhostsファイルを
作成する場合に限って実行してください。

hostsファイルを削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択し、[hostsファイル]タブを選択します。

2. 削除するhostsファイルを選択し、削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。

3. hostsファイルを削除するには、OKをクリックします。削除プロセスをキャンセルするに
は、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● 新規hostsファイルの作成
● hostsファイルの編集
● データベースへのhostsファイルのシステムの追加

関連トピック

● 検出と識別
● hostsファイルの管理

データベースへのhostsファイルのシステムの追加
hostsファイルをHP Systems Insight Managerデータベースに追加するには、次のように操作しま
す。

hostsファイルをデータベースに追加するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[検出]を選択し、[hostsファイル]タブを選択します。

2. 既存のhostsファイルを選択します。

3. システムをすぐに追加をクリックします。

HP Systems Insight Managerは、hostsファイルを読み取ってシステムを追加します。

関連プロシージャ

● 新規hostsファイルの作成
● hostsファイルの編集
● hostsファイルの削除

関連トピック

● 検出と識別
● hostsファイルの管理
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HP Systems Insight Manager統合タスク用のhostsファ
イル インポート タスクの作成

完全な設定権があるユーザは、HP Systems Insight Managerと付属のWindows管理アプリケー
ションのInsightマネージャ（WIN32）の両方を使用すると、Insightマネージャ（WIN32）シス
テムのデータベース ファイルをインポートすることができ、Windowsクライアント サーバ環
境からWebベースの環境に簡単に移行できます。

Insightマネージャ（WIN32）によって、システム データベース ファイルが作成されます。こ
れは、検出したシステムの名前とIPアドレスをcim_ip.datという名前のファイルに格納します。
このファイルは、HP Systems Insight Managerが認識できるhostsファイルなどの形式にフォー
マットされます。このファイルは、Insightマネージャ（WIN32）でのシステムの検出時または
削除時に、連動して更新されます。ファイルはInsightマネージャ（WIN32）がインストールさ
れるディレクトリに格納されます。

Insightマネージャ（WIN32）では、空白を含むシステム名をサポートします。cim_ip.datでは、
システム名に含まれる空白はアスタリスク（*）に置き換えられます。HP Systems Insight Manager
では、空白を含むシステム名は無効です。

.datファイルのインポート

注記:

hostsファイルにクラスタ名またはアドレスが含まれている場合は、インポートさ
れたhostsファイルにクラスタ メンバが含まれていないことがあるので、HP Systems
Insight Managerの検出IP範囲をクラスタ メンバが含まれるように変更する必要が
あります。IP範囲の変更については、「新規検出タスクの作成」を参照してくだ
さい。

1. [オプション]->[検出]を選択し、[手動検出]タブを選択して、ページ上部の[Hostsファイル]
をクリックします。[手動検出 - Hostsファイル]ページが表示されます。

2. 新規をクリックします。[新規hostsファイル]セクションが表示されます。

3. [hostsファイル名]フィールドに、cim_ip.datなど、ファイルの名前を入力します。

4. [hostsファイルからロードされたシステム]を選択してファイルのフル パス名を入力する
か、参照をクリックしてcim_ip.datファイルを見つけます。ファイルが見つかったら、開
くをクリックして、[hostsファイルからロードされたシステム]フィールドにファイル名を
入力します。

5. すぐに初期化をクリックしてファイルを初期化し、[内容]の領域にファイルの内容を表示
します。

6. OKをクリックして、後で参照できるようにhostsファイルとしてファイルを保存します。

7. [手動検出 - Hostsファイル]ページで、追加したファイルが選択されているか確認し、シ
ステムをすぐに追加をクリックしてこのシステムをデータベースに挿入します。
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システムの表示

hostsファイルを介して挿入されたシステムは、短時間でデータベースに追加されます。次に検
出や識別のタスクが実行された時点で、このシステムにはすべてのシステム情報が追加されま
す。

[システムおよびイベント]パネルで[すべてのシステム]を選択します。システム テーブル ビュー
ページが表示されます。さらに、検出された他のすべてのシステムに加えて、追加されたシス
テムが表示されるはずです。

Insightマネージャ（WIN32）ファイルのエクスポート
Insightマネージャ（WIN32）からInsight Manager（WIN32）.DATファイルをエクスポートす
るには、次の2とおりの方法があります。

● Insightマネージャ（WIN32）のエクスポート機能を使う方法

● cim_ip.datファイルを使う方法。このファイルには、最初の方法より簡略化されたシステム
情報が含まれます。

Insight Manager (WIN32) .datファイルをエクスポートする方法の詳細については、
http://h50146.www5.hp.com/products/servers/proliant/whitepaper/compaq/whitepaper180.pdf
を参照してください。

関連プロシージャ

● hostsファイルの管理

hostsファイル拡張子
hostsファイルには、一般的に、IPアドレス、システム名、システム名のエイリアス、ユーザ コ
メントが含まれます。作成したhostsファイルにはシステムについての追加情報を含めることが
できます。この情報は、システムのhostsファイル エントリの前に、1つ以上のコメントとして
表示されます。値が指定されなかった場合は、デフォルト値が使われます。以下のパラメータ
については、デフォルト値が設定されています。

キーワードパラメータ

TYPEシステム タイプ

SNMP_TIMSNMPタイムアウト

SNMP_RETSNMP再試行回数

SNMP_MONSNMP読み込みコミュニティ

SNMP_CONSNMP書き込みコミュニティ

hostsファイルを修正して、あるエントリのデフォルト値を置き換えたり、すべての後続エント
リのデフォルトを変更したりできます。hostsファイルで1つのシステム エントリの値を変更す
るには、次の例で示すように、hostsファイルでホストのエントリの前の行にコメントとして文
を追加します。この文は、最初に見つかったシステムのみに適用されます。次の例では、デ
フォルトのTYPEが、システムEngProliantのサーバに変更されます。

hostsファイル エントリキーワード文

#$IMXE: TYPE=server#$IMXE:< Keyword=value >
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hostsファイル エントリキーワード文

16.26.176.92 EngProliant.compaq.com
EngProliant #ユーザのコメント

次に例を示します。#$IMXE: TYPE=server

デフォルトをグローバルに変更し、次のファイル エントリとすべての後続エントリも変更する
には、以下の例のような文を使用します。次のエントリのデフォルト値は「router」に変更さ
れます。次の#$IMXE_DEFAULT文が値を変更するまで、「router」がすべてのエントリのデフォ
ルト値となります。TYPEの単一インスタンスを#$IMXE文で変更すると、デフォルトは次のエ
ントリのみで使用されずに「router」に戻ります。

hostsファイル エントリキーワード文

#$IMXE_DEFAULT: TYPE=router#$IMXE_DEFAULT: < Keyword=value>

16.26.176.92 BldRtr6.compaq.com BldRtr6
#ユーザのコメント

次に例を示します。#$IMXE_DEFAULT:
TYPE=router

注記:

コメント付きエントリでキーワード パラメータを省略すると、現在のデフォル
ト値が使用されます。#$IMXE_DEFAULT文で新しいデフォルト値が設定されない
限り、現在のデフォルトが常に標準のデフォルト値になります。"Management
Processor"のように、2語以上をキーワードに使用する場合には、二重引用符で
キーワード全体を囲みます。"server"のような1語のキーワードでは、引用符はオ
プションです。

次のファイルは、いくつかの文について説明しているhostsからの抜粋です。シャープ記号（#）
で始まる説明は、hostsファイルに表示されません。

# Title:Systems in database
# Sorted by:IP address
# Date:28-Mar-00 2:29:31 PM 
# Author:administrator

システムEngProliantは、すべての現在のデフォルト値を使用します。追加のコメントは
ありません。

16.26.176.92 EngProliant.compaq.com EngProliant #ユーザのコメント
 
次の例のシステムtestServerのデフォルトは、TYPEです。
SNMPタイムアウトと 再試行のデフォルトがこのシステム用に復元されますが、testServer
にのみ適用されます。SNMP書き込みコミュニティ名のデフォルト値が変更され、testServer
にのみ適用されます。 

#$IMXE:TYPE=Server 
#$IMXE:SNMP_TIM=0 SNMP_RET=0 SNMP_MON=public SNMP_CON=private 
16.26.160.20 testServer.compaq.com testServer

次の例におけるシステムBldRtr1のデフォルトはすべて、testServerと同じです。
ただし、この値はグローバルなデフォルトではないので、指定する必要があります。
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これらの変更はBldRtr1にのみ適用されます。

#$IMXE:TYPE=Router 
#$IMXE:SNMP_TIM=0 SNMP_RET=0 SNMP_MON=public SNMP_CON=private 
16.26.160.23 BldRtr1.compaq.com BldRtr1

システムBldRtr5では、検出で使用されるTYPEとプロトコルは現在のデフォルトから変更され
ました。残りのキーワードのエントリは存在しないので、SNMPタイムアウト、再試行回数、
およびコミュニティ名には標準のデフォルトが適用されます。

#$IMXE:TYPE=Router 16.26.160.24 BldRtr5.compaq.com BldRtr5

システムAcctServerでは、TYPEのみが現在のデフォルトから変更されました。

#$IMXE:TYPE=Server 
16.26.176.36 AcctServer.compaq.com AcctServer #ユーザのコメント

TYPEのグローバル デフォルトが「Unknown」から「Router」に変更されました。
TYPE文を使用して他のタイプを指定するか、またはデフォルトに戻すまで、
その後のすべてのエントリは「Router」として識別されます。

#$IMXE_DEFAULT:TYPE=Router 
16.25.176.38 FloorRtr2a.compaq.com FloorRtr2a #ユーザのコメント

次のホスト エントリのデフォルト値は管理プロセッサに変更されました。
これは引用符で囲まれています。
#$IMXE:TYPE="Management Processor" AcctSvriLo.compaq.com 
16.25.176.37 AcctSvriLo #ユーザのコメント

...

デフォルト値

hostsファイルでパラメータが欠落している場合は、デフォルトが適用されます。
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説明値キーワード

不明（デフォルト）アプリケーション、クラスタ、
複合体、デスクトップ、エン
クロージャ、環境モニタ、ハ
ンドヘルド、ハブ、KVMス
イッチ、管理プロセッサ、ノー
トブック、パーティション、
配電ユニット（PDU）、電源装
置、プリンタ、ラック、リソー
ス パーティション、リモート
アクセス デバイス、ルータ、
サーバ、共有リソース ドメイ
ン、ストレージ デバイス、ス
イッチ、テープ ライブラリ、
Thinクライアント、UPS、不
明、非管理対象、>ワークス
テーション

各システム タイプの詳細につ
いては、「システム タイプ」
を参照してください。

TYPE

無効（デフォルト）

有効

0

1

DMI

無効（デフォルト）

有効

0

1

SNMP

無効（デフォルト）

有効

0

1

HTTP

システム デフォルト（デフォル
ト）

0

0より大きい値

SNMP_TIM

システム デフォルト（デフォル
ト）

0

0より大きい値

SNMP_RET

読み取り専用（デフォルト）Public

<コミュニティ名>

SNMP_MON

デフォルトなし<コミュニティ名>SNMP_CON

関連プロシージャ

● hostsファイルの管理

関連トピック

● 検出と識別
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IP範囲
IPアドレスは、検出用に個別に、または範囲の一部として含めたり除外したりできます。IPアド
レス範囲のエントリは、クラスタの検出にも影響します。IP範囲には、クラスタのアドレスと
そのノードのアドレスを含める必要があります。1行につき1つのシステムまたは範囲を入力し
てください。次のガイドラインを使用してください。

入力する範囲IP範囲
172.25.76.1-172.25.76.2541から254のローカル サブネットIP範囲、デフォ

ルトの[包括範囲をPing]
172.25.76.114-172.25.76.114または
172.25.76.114

[包括範囲をPing]または[除外範囲]フィールド
の範囲としての単一システム

172.25.76.38-172.25.76.48[包括範囲をPing]または[除外範囲]フィールド
サブネット内のノードのグループ

@DiscoveryTemplate_filename検出テンプレート ファイルに含まれるシステ
ム

$filenamehostsファイルに含まれるシステム

172.25.76.255:NOBROADCASTこのサブネットの非ブロードキャスト ノード

172.25.76.0-172.25.76.255:255.255.255.0
または172.25.76.114:255.255.255.0

サブネット マスクで判断されるブロードキャ
スト ノード

検出では、一般的にゼロ ノードであるサブネット ネットワークID、または一般的にノード255
であるサブネット ブロードキャスト アドレスをpingしないことが想定されます。これは、ネッ
トワーク リソースが不必要に消費されることを防ぐためです。システム255がネットワーク上
のブロードキャスト アドレスでない場合、表に示すようにこれを[包括範囲をPing]セクション
で表示するか、[除外範囲]セクションで特定のシステムを除外できます。HP Systems Insight
Managerでは、サブネット マスクが使用され、ブロードキャスト システムが判断されます。
マスクを指定しない場合、HP Systems Insight Managerは、ネットワーク クラス用のデフォル
ト マスクを使用します。サブネット マスクがそのクラスのデフォルトでない場合、ブロード
キャスト システムが含まれて、ネットワーク トラフィックが必要以上に増加する場合があり
ます。

関連プロシージャ

● 自動検出の設定

関連トピック

● 検出と識別

識別
識別は、システムの自動または手動検出の後で実行されます。識別では、検出されたシステム
についての次の情報が判断されます。

● システムで使用する管理プロトコル（Simple Network Management Protocol（SNMP）、デ
スクトップ管理インタフェース（DMI）、Webベース エンタープライズ管理（WBEM）、
HTTP、Secure Shell（SSH）など）
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● システムのタイプ（サーバ、クライアント、管理プロセッサ、ストレージ、スイッチ、ルー
タ、クラスタなど）

● システムの製品名

● オペレーティング システムの名前、タイプ、バージョン

● サーバ内のiLOなどの関係

注記:

識別中は、すべてのエンクロージャから1つのサーバが検出されて識別されるま
で、リモート エンクロージャに、一般的な名前（フォーマット：
Encl_SerialNumber）が割り当てられます。以後、このエンクロージャには、エ
ンクロージャに割り当てた名前が含まれます。

新しく自動検出されたシステムの場合、システムがデータベースに追加される前に、設定済み
検出フィルタが適用されます。システムが検出フィルタと一致しない場合、システムはデータ
ベースに追加されず、システムに追加タスクや追加要求は送信されません。システムがフィル
タに適合すると、システムはデータベースに追加されます。この時点で、ポーリング タスク、
リスト、その他の操作にシステムを使用できるようになります。

注記:

検出フィルタは、手動で検出したシステムには適用されません。

HP Systems Insight Managerでは、新しく追加されたシステムで、ハードウェアとソフトウェア
の初期ステータス ポーリングおよび初期データ収集が実行されます。各タスクの詳細について
は、「ハードウェア ステータス ポーリング」、「ソフトウェア ステータス ポーリング」、お
よび「データ収集」を参照してください。システムに関する情報はデータベースに格納されま
す。

検出と識別のサイクルを完了するのにかかる時間は、ネットワーク サイズとリソースによって
異なります。必要なすべてのタスクは、HP Systems Insight Managerで事前に定義されていま
す。定義済みタスクをシステムから削除することはできませんが、必要な場合は無効にするこ
とができます。また、新規の識別タスクを作成して、変更された識別情報を取得するときに実
行するようスケジュールすることもできます。

デフォルトでは、HP Systems Insight Managerは、1日に1回、および新しいシステムが検出さ
れたときに、システムの識別を実行します。ほとんどのユーザは1日に2回以上実行するよう識
別タスクをスケジュールする必要はありません。

初期識別

システムが新たに検出されたり再検出されたりすると、HP Systems Insight Managerはそのシス
テムを識別しようとします。検出タスクは、すべての検出されたシステム、またはすべての再
検出されたシステムを識別するまで、完了しません。
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注記:

Insightマネージャ7からHP Systems Insight Managerにアップグレードする場合は、
すべてのネットワーク デバイス、ラック、およびエンクロージャを[ステータス
概要]ページに表示するように識別する必要があります。

システムの識別

次の検出が行われるまでにシステムを識別するには、[オプション]->[システムの識別]を選択し
ます。 [システムの識別]ページが表示されます。このページから、追加するターゲット システ
ムを選択します。ターゲット選択の詳細については、「タスクの作成」を参照してください。

関連プロシージャ

● システムの手動追加

関連トピック

● 検出と識別

システム タイプの管理
システム タイプ管理（STM）は、識別のデフォルト動作を変更するユーティリティです。STM
では、ネットワーク上のシステムからSNMPとDMI（Windowsのみ）リストに対する応答に基
づいて、ルールを使用してネットワーク上のシステムのタイプと製品名をカスタマイズできま
す。

重要:

ほとんどのHP製システムでは、システム タイプと製品名を修正することはでき
ません。それ以外では、SNMPシステム オブジェクト識別子（OID）に基づいて

!
識別をカスタマイズできます。SNMP対応製品には、各メーカにより、他と重複
しないシステム オブジェクト識別子が割り当てられています。STMでは、選択
した製品カテゴリと製品名にシステム オブジェクト識別子をマップするルール
を作成し、識別をカスタマイズできます。STMを使用するには、完全な設定権が
必要です。

[システム タイプの管理]ページにアクセスするには、[オプション]->[システム タイプの管理]
を選択します。このページでは以下を実行できます。

● 新しいルールの作成。  新規をクリックします。

● 既存ルールの編集。  編集をクリックします。

● 既存ルールの削除。  削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。ルールを削
除するには、OKをクリックします。削除をキャンセルして[システム タイプの管理]ページ
に戻るには、キャンセルをクリックします。
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関連プロシージャ

● 新規STMルールの作成
● STMルールの編集
● STMルールの削除

関連トピック

● システム タイプの管理ページのナビゲート
● 新規STMルールのリファレンス
● システム タイプ管理について

システム タイプの管理ページのナビゲート
[システム タイプの管理]ページには、HP Systems Insight Managerで現在定義されているルール
がリスト表示されます。このページの詳細については、以下を参照してください。

1. システム タイプ
2. カラム
3. 合計
4. 使用可能ボタン

[システム タイプの管理]ページにアクセスするには、[オプション]->[検出]->[システム タイプ
の管理]を選択します。
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システム タイプ
[システム タイプ]ドロップダウン リストからタイプを選択して、システム タイプでリストを
フィルタ処理できます。下向き矢印をクリックし、リストをフィルタ処理するシステム タイプ
を選択してください。

カラム

[システム タイプの管理]ページには、次のカラムが表示されます。

● [製品モデル]

● [製品タイプ]

● [サブ タイプ]

● [プロトコル]

● [優先順位]

● [システム オブジェクト識別子]

昇順か降順で列を並び替えるには、カラム見出しをクリックします。

合計

[合計]には、[システム タイプ]ドロップダウン リストで選択されたシステム タイプに合うシス
テムの総数が表示されます。

使用可能ボタン

● 新規。新しいルールの作成に使用します。

● 編集。既存ルールの編集に使用します。編集するルールを選択し、編集をクリックします。

● 削除。既存のSNMPまたはDMIルールの削除に使用します。ルールを選択して削除をクリッ
クしてください。確認ボックスでOKをクリックすると、ルールが削除されます。ルールを
削除せずに[システム タイプの管理]ページに戻るには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● 新規STMルールの作成
● STMルールの編集
● STMルールの削除

関連トピック

● システム タイプの管理
● システム タイプ管理について

システム タイプ管理について
SNMP対応製品には、各メーカにより、他と重複しないシステム オブジェクト識別子が割り当
てられています。システム タイプ管理（STM）では、選択した製品カテゴリと製品名にシステ
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ム オブジェクト識別子をマップするルールを作成し、識別をカスタマイズできます。HP Systems
Insight Manager では、指定したルールに不明システムが一致する場合、ルールから情報を検出
して適用します。ルールには、システム オブジェクト識別子が含まれており、ターゲット シ
ステムからの応答と比較する、別のオブジェクト識別子もオプションで含まれます。ルールが
比較仕様に当てはまると、ルールの情報でシステムが識別されます。

注記:

SNMPルールは、HP Systems Insight Manager内の[システム タイプの管理]ページ
から、またはCLIからmxstmを使用して作成できます。Windowsシステムでは、
CLI mxstmコマンドを使用して、DMIプロトコルに基づいてルールを作成できま
す。CLIオプションの詳細については、以下の手順を参照してください。

注記:

SNMPルールには、システム オブジェクト識別子と製品名が必要です。比較ルー
ル（一致または先頭文字列）、値と比較ルールを含むMIB OID、製品タイプ、サ
ブ タイプ、カスタム管理ページ、および優先順位も、オプションで指定できま
す。DMIルールを指定するには、応答値と比較ルールとともに、製品名および、
最低1つ最大3つのDMI要素を指定します。

システム識別を追加または変更する理由

● HP Systems Insight Managerデータベースに含まれておらず、場所や用途に基づいて一意の
製品名で識別するサードパーティ製システムがネットワーク上にある場合があります。

● 既知のタイプのシステムを別の方法で識別する場合があります。たとえば、複数のラップ
トップ コンピュータを持っていて、それを別の基準で分類する場合などです。

システム タイプ管理ルールを作成するオプション
システムは特定のルールで識別、分類され、対応するシステム タイプと製品名が割り当てられ
ます。

SNMPシステムの場合、STMでは、システム オブジェクト識別子が使用され、MIB変数OIDとそ
の値、およびデータ タイプもオプションで使用されます。識別は、識別するシステムから返さ
れたシステム オブジェクト識別子に基づいて実行されます。システム オブジェクト識別子に
一致するルールが存在する場合は、応答値がルールの基準に一致するかどうかに基づいて、識
別が進行します。

DMIシステムの場合、STMは1つから3つのDMI要素から成る要求を使用します。要素は属性と
値の組です。適用するルールでは、返された応答値が、対応する比較ルールで定義された方法
でルールの値と一致する必要があります。

カスタム管理ページは、[ツール&リンク]タブの[システム ページ]上のリンクです。一意であ
れば、他のシステム リンクを持つリンクが表示されます。HTMLページが開くURLアドレスを指
定できます。たとえば、以下を入力します。
http://support.networkingcompany.com/model123 .
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検出が完全に実行されて、作成したルールと一致するシステムが識別された後で、新しいシス
テム タイプがシステム収集に表示されます。

ネットワークにあるシステムが変更された場合は、ルールを変更、削除できます。

関連プロシージャ

● 新規STMルールの作成
● STMルールの編集
● STMルールの削除

関連トピック

● システム タイプの管理
● システム タイプの管理ページのナビゲート

新規STMルールの作成
新しいSNMPルールをシステム タイプ管理（STM）で作成するには、この手順を実行します。

システム タイプ管理（STM）は、識別のデフォルト動作を変更するためのユーティリティで
す。STMでは、ネットワーク上のシステムから、SNMPとDMI（Windowsのみ）収集に対する
応答に基づいて、ルールを使用してシステムのタイプと製品名をカスタマイズできます。

注記:

DMIルールは、コマンド ラインからのみ作成できます。

注記:

必要なフィールドは次のとおりです。

● [比較ルール]を含む[システム オブジェクト識別子]

● システム タイプ

● 製品名
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新しいSNMPルールを作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[システム タイプの管理]を選択します。[システム タイプの管理]ページが
表示されます。

2. 新規をクリックします。[新規ルール]セクションが表示されます。

3. [システム オブジェクト識別子]の情報を入力します。システム オブジェクト識別子は、シ
ステムから取得をクリックして、ネットワーク上の対象システムから取得します。[システ
ムから取得]セクションが表示されます。これは必須フィールドです。

a. [オブジェクト識別子]フィールドに、オブジェクト識別子を入力します。

b. コミュニティ名がデフォルトのpublic以外である場合は、[コミュニティ名]フィールド
にコミュニティ名を入力します。データを取得するには、ターゲット システムとHP
Systems Insight Managerサーバのコミュニティ名を一致させる必要があります。

c. 検索するシステムのIPアドレスを[ターゲット ホスト名またはIPアドレス]フィールド
に入力します。

d. [応答SNMPデータ値]と[応答値]を表示するには、応答を取得をクリックします。

e. [システムから取得]セクションを閉じて、[システム オブジェクト識別子]フィールド
か、[オブジェクト値]フィールドの一方か両方に応答値を設定するには、OKをクリッ
クします。
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4. [システム オブジェクト識別子の比較ルール]を入力します。下向き矢印をクリックし、適
切なルールを選択します。ほとんどの場合は[一致]にします。システムのクラスのシステ
ム オブジェクト識別子が、入力した値で始まることがわかっている場合は、[次の文字で
始まる]に設定します。

5. （省略可能）MIBから取得をクリックし、[MIB変数オブジェクト識別子]を指定します。
[MIBから取得]セクションが表示されます。

これを実行する必要があるのは、同じシステム オブジェクト識別子を返す複数のシステム
を、クラスごとに異なる値を返すSNMP変数に基づいて、異なる製品として分類する場合
です。たとえば、異なるベンダのWindows NTサーバがあり、同じWindows NTシステム
オブジェクト識別子が返される場合は、Windows NTシステム オブジェクト識別子をシス
テム オブジェクト識別子として使用してルールを指定し、ベンダ固有のMIB変数と値の組
み合わせを使用して、ベンダごとに別のルールを作成してください。

a. [MIB定義ファイル名]ボックスで下向き矢印をクリックし、MIB定義ファイルを選択し
ます。

b. [MIB変数名]ボックスで下向き矢印をクリックし、MIB変数名を選択します。

c. [MIBから取得]セクションを閉じて、[MIB変数オブジェクト識別子]情報をフィールド
に設定するには、OKをクリックします。

6. システムから取得をクリックして[オブジェクト値]を選択します。[システムから取得]セク
ションが表示されます。

a. [オブジェクト識別子]、コミュニティ名、および[ターゲット ホスト名またはIPアドレ
ス]を入力します。

b. [応答SNMPデータ値]と[応答値]を表示するには、応答を取得をクリックします。

c. [システムから取得]セクションを閉じて、[オブジェクト値]フィールドに情報を設定す
るには、OKをクリックします。

7. 下向き矢印をクリックし、[オブジェクト値]の[データ型]を選択します。

8. 下向き矢印をクリックし、[オブジェクト値]の[比較ルール]を選択します。

9. [優先順位]を入力します（同一システム オブジェクト識別子の複数のルールが存在する場
合に適用されます）。

10. [システム タイプ]フィールドで下向き矢印をクリックし、システム タイプを選択します。

11. [サブタイプ]フィールドで下向き矢印をクリックし、システム サブタイプを選択します。
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12. [製品名]フィールドに、新しいルールの製品名を入力します。

13. [カスタム管理ページ]フィールドにURLを入力します。このURLでは、このルールで識別さ
れたシステムの[システム ページ]上のシステム リンクとして、このWebページが表示さ
れます。URLの任意の場所に、特別なキーワード$ipaddressおよび$hostnameを入力しま
す。このキーワードは、リンクが[システム ページ]に配置されている場合、システムの実
際のIPアドレスかホスト名で置き換わります。

14. URLにアクセスできることを確認するには、起動をクリックします。

15. 新しいルールを保存するには、OKをクリックします。すべての変更内容をキャンセルし
て[新規ルール]セクションに戻るには、キャンセルをクリックします。

コマンド ライン インタフェース
SNMPルールとDMI（Windowsのみ）ルールの追加をコマンド ラインから行うには、mxstm
コマンドを使用します。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxstmと
入力してHP-UXまたはLinuxのマンページを参照してください。コマンドとマンページの利用方
法の詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してくださ
い。

関連プロシージャ

● STMルールの編集
● STMルールの削除

関連トピック

● システム タイプの管理
● システム タイプ管理について
● システム タイプの管理ページのナビゲート

STMルールの編集
優先順位、システム タイプ、サブタイプ、またはカスタム管理ページを変更するには、システ
ム タイプ管理（STM）を使用して、既存のSNMPルールを編集します。

注記:

このページで優先順位を変更すると、システム オブジェクト識別子が同一であ
るその他すべてのルールの優先順位が変更されます。変更後は、システム オブ
ジェクト識別子が同一であるすべてのルールに対して、1から始まって同じシス
テム オブジェクト識別子を含むルールの数までの間で一意となる優先順位が与
えられます。
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注記:

すべてのステップはオプションです。

SNMPルールを編集するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[システム タイプの管理]を選択します。[システム タイプの管理]ページが
表示されます。

2. 編集をクリックします。[ルールの編集]セクションが表示されます。

3. [優先順位]フィールドで、優先順位を変更します。

4. [システム タイプ]フィールドで下向き矢印をクリックし、システム タイプを変更します。

5. [サブタイプ]フィールドで下向き矢印をクリックし、サブタイプを変更します。

6. [カスタム管理ページ]フィールドでURLを変更します。URL起動ページにアクセスできるこ
とを確認するには、起動をクリックします。

7. 変更内容を保存して[システム タイプの管理]ページに戻るには、OKをクリックします。
変更内容を保存せずに[システム タイプの管理]ページに戻るには、キャンセルをクリック
します。

コマンド ライン インタフェース
SNMPルールとDMI（Windowsのみ）ルールの編集をコマンド ラインから行うには、mxstm
コマンドを使用します。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxstmと
入力してHP-UXまたはLinuxのマンページを参照してください。コマンドとマンページの利用方
法の詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してくださ
い。

関連プロシージャ

● 新規STMルールの作成
● STMルールの削除

関連トピック

● システム タイプの管理
● システム タイプ管理について
● システム タイプの管理ページのナビゲート

STMルールの削除
システム タイプ管理（STM）を削除するには、次のように操作します。

STMルールを削除するには、次のように操作します。
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1. [オプション]->[システム タイプの管理]を選択します。[システム タイプの管理]ページが
表示されます。

2. 削除するルールを選択します。

3. 削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。

4. ルールを削除するには、OKをクリックします。削除プロセスをキャンセルするには、キャ
ンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● 新規STMルールの作成
● STMルールの編集

関連トピック

● システム タイプの管理
● システム タイプ管理について
● システム タイプの管理ページのナビゲート

新規STMルールのリファレンス
SNMP対応製品には、各メーカにより、他と重複しないシステム オブジェクト識別子が割り当
てられています。また、システムは、管理情報ベース（MIB）というファイルに記述されてい
る変数で自分自身に関する情報を提供します。この値は、業界標準の構造で記述されます。MIB
はベンダによってシステムに提供されるもので、システム タイプ管理（STM）からアクセスお
よび使用できるようにHP Systems Insight Managerに登録する必要があります。すべてのHP MIB
とサード パーティのMIBの多くは、HPによってあらかじめ登録されています。ネットワーク上
に関連システムがある場合は、MIBコンパイラを使用して残りのMIBを登録することができま
す。MIBの登録については、「MIBの登録」を参照してください。MIBを調べると、変数のモ
ジュールまたはグループがあるのがわかります。変数のなかには、複数の値を持つものがあり
ます。このような値の場合は、各自がオブジェクト識別子も持っています。このオブジェクト
識別子を使用すると、このオブジェクト識別子を問い合わせて、含まれるシステム、および現
在の動作を判断できます。

新しいDMIルールの追加（Windows CMSのみから）
コマンド ライン ユーティリティ（mxstm）を使用して、新しいDMIベース ルールを作成でき
ます。DMIシステム情報はMIF（管理情報フォーマット）ファイルから作成されます。MIFファ
イルには属性と対応する値の要素が含まれます。mxstmマンページへのアクセスの詳細につ
いては、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

SNMPルールの新規追加
コマンド ライン ユーティリティ（mxstm）を使用するか、[オプション]->[システム タイプの
管理]を選択してHP Systems Insight Managerユーザ インタフェースから、新しいSNMPベース
ルールを作成できます。SNMPフレームワーク内で、管理可能なネットワーク システム（ルー
タ、ブリッジ、サーバなど）には、マネジメント エージェントと呼ばれるソフトウェア コン
ポーネントが含まれます。このエージェントは、ネットワーク要素のさまざまなサブシステム
を監視し、この情報をMIBに格納します。このエージェントにより、システムはトラップを生
成でき、HP Systems Insight Managerを実行している、トラップ宛先サーバに送信するように設
定できます。

114

検出と識別



DMI識別について知っておくべきこと
DMIの識別は、DMIの要求にシステムがどのように応答するかがベースになっています。シス
テムは、MIFと呼ばれるファイルで定義される、デバイスについての情報を提供します。MIFは
ベンダに固有です。ターゲット システム上にMIFファイルだけがある場合は、DMI識別は保証
されません。HP Systems Insight ManagerでMIBを登録するのと同じ方法では、MIFは登録でき
ません。一般的なWin32sl.MIFなどのMIFを調べる場合は、属性グループを見つけます。MIF属
性の要求に対する応答で返される値を使用すると、含まれるシステムと現在の動作を判断でき
ます。

一例として、次の抜粋はWin32sl.MIFの一部です。NameがComponent IDになっているグルー
プでは、Manufacturer、Product、Version、Serial NumberのようなDMIシステムの１つの状況を
識別する、いくつかの属性が続くことに注意してください。その他のMIFでは異なるグループ
を持つことがあり、システムのその他の状況を指定します。MIFの情報は、ルールを作成する
ときSTMに提供する情報になります。STMは、特定属性用の特定のターゲットから値を要求で
きます。

注記:

DMI識別は、WindowsベースおよびHP-UXベースの中央管理サーバ（CMS）のイ
ンストールでのみサポートされています。また、同種のオペレーティング シス
テムしか識別できません。たとえば、WindowsベースのCMSはWindowsベース
のDMIシステムだけを、HP-UXベースのCMSはHP-UXベースのDMIシステムだけ
を、それぞれ識別できます。

Start Group 
Name = "ComponentID" 
ID = 1 Class = "DMTF|ComponentID|001" 
Description = "This group defines the attributes common to 
all components. This group is required."

Start Attribute Name = "Manufacturer" 
ID = 1 
Description = "Manufacturer of this system." 
Access = Read-Only 
Storage = Common 
Type = String(64) 
Value = "Intel Corporation" 
End Attribute

Start Attribute 
Name = "Product" 
ID = 2 
Access = Read-Only 
Storage = Common 
Type = String(64) 
Value = "Win32 DMI Service Layer" 
End Attribute
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Start Attribute 
Name = "Version" 
ID = 3 
Description = "Version number of this component." 
Access = Read-Only 
Storage = Common 
Type = String(64) 
Value = "2.32" 
End Attribute

Start Attribute 
Name = "Serial Number" 
ID = 4 
Access = Read-Only 
Storage = Common 
Type = String(64) 
Value = "unsupported" 
End Attribute 
...

関連プロシージャ

● 新規STMルールの作成
● STMルールの編集
● STMルールの削除

関連トピック

● システム タイプの管理
● システム タイプ管理について
● システム タイプの管理ページのナビゲート
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ユーザと認証

注記:

中央管理サーバ（CMS）に追加されたユーザは、認証がそのユーザに対して設定
されるまでは、システムの表示や管理を実行できません。

注記:

lsやdfなど、HP-UXとLinuxで提供されるコマンド ライン ツールは、デフォルト
ではrootユーザの権限で実行されます。セキュリティを確保するために、特定ユー
ザとしてコマンド ライン ツールを実行させ、意図していない機能をユーザに許
可することを防止しなければならないことがあります。

HP Systems Insight Managerでは、特定のユーザかユーザ グループの認証を設定することがで
きます。認証により、ユーザは、システムを表示および管理するためのアクセスが可能になり
ます。各認証は、ユーザまたはユーザ グループ、ツールボックス、およびシステムまたはシス
テム グループを指定します。システムに対して実行可能なツールの個別のセットは、割り当て
られているツールボックスで指定されます。

それぞれのユーザがどのシステムを管理するか、およびユーザが管理対象システムに対して実
行する権限があるツールのセットはどれかを、慎重に計画することが重要です。システムに対
してツールボックス認証を持たないユーザは、そのシステムを表示または管理することができ
ません。

認証は、追加式です。ユーザがシステムのツールボックス1について認証されている場合、同
じシステムのツールボックス2についても認証されると、そのユーザは、そのシステムのツー
ルボックス1とツールボックス2の両方ですべてのツールを使用することができます。同様に、
[すべてのツール]ツールボックスには、通常、すべてのツールが含まれているので、[すべての
ツール]ツールボックスについて認証されているユーザには、そのシステムの他のツールボック
ス認証は不要です。

ユーザ名と認証を設定する場合は、次のセクションの手順をガイドラインとして参照してくだ
さい。

1. 「自動検出の設定」

2. 「新規ユーザの作成」

3. 「新規ユーザ グループの作成」

4. 「新規ツールボックスの作成」

5. 「新規認証の作成」
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ユーザ設定権
HP Systems Insight Managerには、次の設定権があります。

● フル。 データベースを完全に制御することをユーザに許可します。ユーザは、「システム
の検出とデータ収集の実行」、「ユーザと認証の定義」、「クラスタ監視設定の指定」、
「ライセンス設定とプロトコル設定の指定」、「レポート、スナップショット比較、ツー
ル、カスタム コマンド、イベント、自動タスクなどの作成、変更、削除、実行」を行うこ
とができます。

● 制限。ユーザは、レポート（事前定義レポートを含む）の作成、編集、削除を行うことが
できます。

● なし。ユーザは、表示を許可されたシステムのみで、定義済みレポートの表示と実行がで
きます。設定権がないユーザは、システムデータベースに影響するアクションを実行でき
ません。

[ユーザおよび認証]タブ
[ユーザおよび認証]タブには、次のオプションがあります。

● ユーザおよびユーザ グループの追加、編集、削除、ならびにユーザ レポートの表示と印
刷。 [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユーザ]を選択します。

● ツールボックスの追加、編集、削除、およびツールボックス レポートの表示と印刷。 [オ
プション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ツールボックス]を選択します。

● 認証の追加と削除、および認証レポートの表示と印刷。 [オプション]->[セキュリティ]->[ユー
ザおよび認証]->[認証]を選択します。

関連プロシージャ
● 新規ユーザの作成
● 新規ユーザ グループの作成
● 新規ツールボックスの作成
● 新規認証の作成
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの編集
● ツールボックスの編集
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの削除
● ツールボックスの削除
● 認証の削除
● ユーザおよびユーザ グループ レポート
● ツールボックス レポート
● 認証レポート

関連トピック
● ユーザおよびユーザ グループ
● ツールボックス
● 認証
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ユーザおよびユーザ グループ
ユーザの管理には、追加、編集、削除、レポートが含まれます。ユーザまたはユーザ グループ
を追加したら、[認証]タブで定義済み認証をユーザに割り当てることができます。

割り当てるユーザおよびユーザ グループは、オペレーティング システムのユーザまたはユー
ザ グループでなければなりません。Windowsの場合、ユーザ グループには、Active Directory
が含まれます。HP Systems Insight Managerでユーザ グループを設定すると、オペレーティン
グ システムのそのユーザ グループのメンバは、HP Systems Insight Managerにサイン インでき
ます。つまり、HP Systems Insight Managerでユーザとして設定する必要はありません。以降、
ユーザは、HP Systems Insight Managerで設定されたユーザ グループの認証と設定権に基づき、
タスクを作成したり、ツールを実行したりすることができます。

[ユーザ]タブには、次の情報を含むテーブルが表示されます。

● ユーザまたはユーザ グループ。  ユーザとユーザ グループがすべて表示されます。ユー
ザ グループは、ボールド体で表示され、グループ ベースのユーザ アカウント（設定済みの
ユーザ グループのメンバ）は、イタリック体で示されます。

● 設定権限。  ユーザが所有する設定権限の種類（フル、制限付き、なし）が表示されま
す。

● ポケベル設定。  ユーザがポケベル設定されているかどうかが示されます。ユーザ グルー
プについてはこの列は空白です。

● IPログイン制約。  ユーザまたはユーザ グループに割り当てられたIP制限があるかどうか
が示されます。

● フルネーム。  ユーザやユーザ グループの作成時にフルネームが設定された場合、ここに
表示されます。

[ユーザ]タブには、次のオプションがあります。

● 新しいユーザの作成。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユーザ]を
選択し、新規をクリックします。[新規ユーザ]セクションが表示されます。

● 新しいユーザ グループの作成。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユー
ザ]を選択し、新規グループをクリックします。[新規ユーザ グループ]セクションが表示さ
れます。

● 既存のユーザまたはユーザ グループの編集。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザお
よび認証]->[ユーザ]を選択し、ユーザまたはユーザ グループを選択します。編集をクリッ
クします。[ユーザの編集]セクションまた[ユーザ グループの編集]セクションが表示されま
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す。グループ ベース（イタリック体）のユーザを編集して、個別設定のユーザに変更でき
ます。

● ユーザまたはユーザ グループの削除。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認
証]->[ユーザ]を選択し、ユーザまたはユーザ グループを選択します。削除をクリックしま
す。確認ボックスが表示されます。ユーザまたはユーザ グループを削除するには、OKをク
リックします。削除をキャンセルするには、キャンセルをクリックします。

● ユーザ レポートの表示と印刷。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユー
ザ]を選択し、レポートをクリックします。[ユーザ レポート]ポップアップ ウィンドウが表
示されます。レポートを印刷する場合は、[ファイル]->[印刷]を選択します。

注記:

昇順か降順で情報を並べ替えるには、適切な列の見出しをクリックします。矢印
が含まれている列見出しは、リストの並べ替え基準になっている列です。矢印が
上を向いている場合、リストは昇順で並べ替えられています。矢印が下を向いて
いる場合、リストは降順で並べ替えられています。

関連プロシージャ

● 新規ユーザの作成
● 新規ユーザ グループの作成
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの編集
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの削除
● ユーザおよびユーザ グループ レポート

関連トピック

● ユーザと認証
● ツールボックス
● 認証
● デフォルト ユーザ テンプレート

新規ユーザの作成

HP Systems Insight Managerにサイン インするには、新しいユーザ アカウントを作成します。
アカウントは、中央管理サーバ（CMS）のオペレーティング システム（WindowsのActive
Directoryを含む）に対して有効であり、CMSによって認証される必要があります。追加する
ユーザのオペレーティング システムユーザ アカウント名が必要ですが、パスワードは必要あ
りません。

新しいユーザを作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユーザ]を選択し、新規をクリックし
ます。[新規ユーザ]セクションが表示されます。

2. HP Systems Insight Managerへのサイン インに使用するオペレーティング システム ログイ
ン アカウント名を、[ログイン名]（中央管理サーバ上）フィールドに入力します。これは
必須フィールドです。
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注記：アカウントが有効なログインでない場合、ユーザはHP Systems Insight Managerにサ
イン インできません。ユーザがHP Systems Insight Managerにサイン インしようとするま
で、アカウントは有効になりません。

3. CMSがWindowsオペレーティング システムを実行している場合は、ログイン名のWindows
ドメイン名を[ドメイン]（ログイン名のWindowsドメイン）フィールドに入力します。
空白のままにすると、CMSのシステム名がドメインとして使用されます。

4. [フルネーム]フィールドに、ユーザのフルネームを入力します。

5. [電話番号]フィールドに、ユーザの電話番号を入力します。

6. [Emailアドレス]フィールドに、ユーザのEmailアドレスを入力します。

7. 作成しているログイン アカウントに割り当てる、定義済み権限を含むテンプレートかログ
インを、[このユーザに設定された認証を使用するか次の[テンプレート]からコピーする]
フィールドから選択します。デフォルト ユーザ テンプレートの詳細については、「デフォ
ルト ユーザ テンプレート」を参照してください。

8. [中央管理サーバの設定権]セクションで、新しいユーザに割り当てる認証のレベルを次の
オプションから選択します。

● フルの場合、すべての中央管理サーバ設定の変更が可能です。 データベースを完全に
制御することをユーザに許可します。ユーザは、「システムの検出とデータ収集の実
行」、「ユーザと認証の定義」、「クラスタ監視設定の指定」、「ライセンス設定と
プロトコル設定の指定」、「レポート、スナップショット比較、ツール、カスタム コ
マンド、イベント、自動タスクなどの作成、変更、削除、実行」を行うことができま
す。

● 制限付き権限の場合、すべてのレポートとそのユーザのツールの作成、変更、および
削除が可能です。ユーザは、新しいレポートの作成、レポートの編集、レポートの削
除（事前定義レポートを含む）を行うことができます。

● 設定権なしの場合、中央管理サーバの設定は行えません。ユーザは、CMSとすべての
管理対象システムに関する定義済みレポートの表示と実行ができます。ただし、ユー
ザには、CMSや管理対象システムに関する設定権がありません。

9. [ログインIPアドレスの制限]セクションの[包括範囲]フィールドに、このユーザがこのCMS
にアクセスするクライアントとして使用できるシステムのIPアドレスを入力します。複数
のIPアドレスをリストする場合は、セミコロン（;）で区切ります。それぞれの範囲は、単
一のIPアドレス、またはダッシュ（-）で区切った、2つのIPアドレスにします。IPアドレス
は、15.1.54.133のように標準的なドット形式で入力する必要があります。セミコロンや
ダッシュの前後にある空白は無視されます。ドット形式の単一IPアドレスに空白を含める
ことはできません。ユーザがリモート システムからログインすることを禁止するには、
0.0.0.0と入力します。

重要：中央管理サーバからアクセスする場合は、CMSのすべてのIPアドレスが正しく含ま
れていることを確認してください。localhostにアクセスする場合は、ループバック アド
レス127.0.0.1も含まれていることを確認してください。

10. このCMSにアクセスするクライアントとして、このユーザが使用できないようにする場合
は、システムのIPアドレスを[除外範囲]フィールドに入力します。前の[包括範囲]の手順 と
同じフォーマットを使用してください。

注記：包括範囲と除外範囲が重ならないことを確認してください。
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注記：手順11から15は、WindowsベースのCMSでのみ実行してください。

11. Windowsオペレーティング システムを使用している場合は、[ポケベル情報]セクションの
[電話番号]フィールドに、このユーザ アカウントに関連するユーザのポケベルの電話番号
を入力します。[電話番号]フィールドが空白の場合、ポケベル情報は保存されません。

12. [PIN番号]フィールドに、ポケベル電話番号に関連するPIN番号を入力します。

13. [メッセージ長]フィールドで、ポケベル メッセージで受信可能な文字数をドロップダウン
リストから選択します。

14. [ボーレート]フィールドで、ポケベルに適切なボーレートをドロップダウン リストから選
択します。

15. [データ フォーマット]フィールドで、ポケベルに適切なデータ フォーマットをドロップダ
ウン リストから選択します。

16. 新しいユーザを保存して[新規ユーザ]セクションを閉じるには、OKをクリックします。
[新規ユーザ]セクションを開いたまま保存する場合は適用をクリックします。また、この
ユーザの作成をキャンセルする場合はキャンセルをクリックします。

新しいユーザ アカウントが作成されます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxuserコマンドを使用してコマンド ライン インタフェース
（CLI）からユーザを作成できます。

制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの編集
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの削除
● ユーザおよびユーザ グループ レポート

関連トピック

● ユーザと認証
● ユーザおよびユーザ グループ
● デフォルト ユーザ テンプレート

新規ユーザ グループの作成
オペレーティング システムには、ユーザ グループがあるはずです。Windowsの場合、ユーザ
グループには、Active Directoryが含まれます。オペレーティング システムのユーザ グループの
メンバは、HP Systems Insight Managerにサイン インすることができ、グループの認証だけで
なく、設定権やログインIPアドレス制限に関するグループの属性も継承します。グループの設
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定権、ログインIPアドレス制限、または認証が変更されると、この変更は、即座にグループの
現在のすべてのメンバに反映されます。

複数のユーザ グループのメンバになっているユーザは、各グループから属性と認証を継承しま
す。設定権については、ユーザは、最も高い設定を継承します。ログインIPアドレス制限につ
いては、ユーザは、すべてのエントリを継承します。認証については、ユーザは、すべての認
証を継承します。

注記:

ユーザのグループ メンバシップは、サイン イン時に決定されます。 ユーザのグ
ループ メンバシップがオペレーティング システムで変更されても、ユーザが次
にHP Systems Insight Managerにサイン インするまでは、変更がHP Systems Insight
Managerに反映されません。

新しいユーザ グループを作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユーザ]を選択し、新規グループをク
リックします。[新規ユーザ グループ]セクションが表示されます。

2. HP Systems Insight Managerへのログインに使用するオペレーティング システム グループ
名を、[グループ名]（中央管理サーバ上）フィールドに入力します。これは必須フィール
ドです。

3. 中央管理サーバ（CMS）がWindowsオペレーティング システムを実行している場合は、
グループのWindowsドメイン名を[ドメイン]（ログイン名のWindowsドメイン）フィー
ルドに入力します。

4. [フルネーム]フィールドにグループのフルネームを入力します。このフィールドは、[ユー
ザ]タブのテーブルに表示されます。

5. 作成しているグループに割り当てる、定義済み認証を含むテンプレートかログインを、[こ
のユーザに設定された認証を使用するか次の[テンプレート]からコピーする]ドロップダウ
ン リストから選択します。デフォルト ユーザ テンプレートの詳細については、「デフォ
ルト ユーザ テンプレート」を参照してください。

6. [中央管理サーバの設定権]セクションで、新しいユーザ グループに割り当てる認証のレベ
ルを次のオプションから選択します。このグループのメンバとしてHP Systems Insight
Managerにログインするユーザは、これらの設定権を継承します。

● フルの場合、すべての中央管理サーバ設定の変更が可能です。 データベースを完全に
制御することをユーザに許可します。ユーザは、「システムの検出とデータ収集の実
行」、「ユーザと認証の定義」、「クラスタ監視設定の指定」、「ライセンス設定と
プロトコル設定の指定」、「レポート、スナップショット比較、ツール、カスタム コ
マンド、イベント、自動タスクなどの作成、変更、削除、実行」を行うことができま
す。

● 制限付き権限の場合、すべてのレポートとそのユーザのツールの作成、変更、および
削除が可能です。ユーザは、新しいレポートの作成、レポートの編集、レポートの削
除（事前定義レポートを含む）を行うことができます。
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● 設定権なしの場合、中央管理サーバの設定は行えません。ユーザは、CMSとすべての
管理対象システムに関する定義済みレポートの表示と実行ができます。ただし、ユー
ザには、CMSや管理対象システムに関する設定権がありません。

7. [ログインIPアドレスの制限]セクションの[包括範囲]フィールドに、このユーザ グループ
のメンバがこのCMSにアクセスするクライアントとして使用できるシステムのIPアドレス
を入力します。複数のIPアドレスをリストする場合は、セミコロン（;）で区切ります。そ
れぞれの範囲は、単一のIPアドレス、またはダッシュ（-）で区切った、2つのIPアドレスに
します。IPアドレスは、15.1.54.133のように標準的なドット形式で入力する必要があり
ます。セミコロンやダッシュの前後にある空白は無視されます。ドット形式の単一IPアド
レスに空白を含めることはできません。ユーザがリモート システムからログインすること
を禁止するには、0.0.0.0と入力します。

重要：中央管理サーバからアクセスする場合は、CMSのすべてのIPアドレスが正しく含ま
れていることを確認してください。localhostにアクセスする場合は、ループバック アド
レス127.0.0.1も含まれていることを確認してください。

8. このCMSにアクセスするクライアントとして、このユーザ グループのメンバが使用できな
いようにする場合は、システムのIPアドレスを[除外範囲]フィールドに入力します。前の
[包括範囲]の手順 と同じフォーマットを使用してください。

注記：包括範囲と除外範囲が重ならないことを確認してください。

9. 新しいユーザを保存して[新規ユーザ グループ]セクションを閉じるには、OKをクリック
します。適用をクリックして、保存後、[新規ユーザ グループ]セクションを開いたままに
しておくこともできます。また、キャンセルをクリックして、新しいグループを保存せず
に[新規ユーザ グループ]セクションを閉じることもできます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxuserコマンドを使用してコマンド ライン インタフェース
（CLI）からユーザ グループを作成できます。

制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの編集
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの削除
● ユーザおよびユーザ グループ レポート

関連トピック

● ユーザと認証
● ユーザおよびユーザ グループ
● デフォルト ユーザ テンプレート

124

ユーザと認証



ユーザ アカウントおよびユーザ グループの編集
ユーザ アカウントやユーザ グループを修正する必要がある場合は、[ユーザおよび認証]ページ
の[ユーザ]タブから編集できます。

注記:

グループの設定権またはログインIPアドレス制限が変更されると、この変更は、
即座にグループの現在のすべてのメンバに反映されます。グループ名を編集して
も、新しいグループ名が取得されるだけで、その現在のメンバへの影響はありま
せん。

注記:

グループ ベースのユーザ アカウントは、編集して個々のユーザに変換すること
はできますが、元に戻すことはできません。

ユーザ アカウントまたはユーザ グループを編集するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユーザ]を選択します。

2. 編集するユーザまたはユーザ グループを選択して、編集をクリックします。[ユーザの編
集]セクションまた[ユーザ グループの編集]セクションが表示されます。

3. 適切な設定を変更します。

注記：ユーザ グループについては、ステップd～eおよびi～mは利用できません。

a. ユーザまたはユーザ グループのオペレーティング システム名を、[ログイン名]（中央
管理サーバ上）フィールドで編集します。これは必須フィールドです。

b. 中央管理サーバ（CMS）がWindowsを実行している場合は、ユーザまたはユーザ グ
ループ名のWindowsドメイン名を[ドメイン]（ログイン名のWindowsドメイン）
フィールドで編集します。

注記：Insightマネージャ7から移行したユーザ アカウントの場合は、ドメイン（ログ
イン名のWindows®ドメイン）フィールドには、そのユーザに関連づけられたダミー
のドメイン名が入力されています。ポケベル通知を受信するユーザの場合は、この
フィールドにネットワーク上で有効なドメイン名を指定してください。

c. [フルネーム]フィールドで、ユーザまたはグループのフルネームを編集します。この
編集は、ユーザ グループには適用されません。

d. [電話番号]フィールドで、ユーザの電話番号を編集します。この編集は、ユーザ グ
ループには適用されません。

e. [Emailアドレス]フィールドでユーザのEmailアドレスを編集します。
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f. [中央管理サーバの設定権]セクションで、ユーザまたはユーザ グループに割り当てる
認証のレベルを次のオプションから選択します。

● フルの場合、すべてのCMS設定の変更が可能です。データベースを完全に制御す
ることをユーザに許可します。ユーザは、「システムの検出とデータ収集の実
行」、「ユーザと認証の定義」、「クラスタ監視設定の指定」、「ライセンス設
定とプロトコル設定の指定」、「レポート、スナップショット比較、ツール、カ
スタム コマンド、イベント、自動タスクなどの作成、変更、削除、実行」を行う
ことができます。

● 制限付き権限の場合、すべてのレポートとそのユーザのツールの作成、変更、お
よび 削除が可能です。ユーザは、新しいレポートの作成、レポートの編集、レポー
トの削除（事前定義レポートを含む）を行うことができます。

● 設定権なしの場合、CMSの設定は行えません。ユーザは、CMSとすべての管理対
象システムに関する定義済みレポートの表示と実行ができます。ただし、ユーザ
には、CMSや管理対象システムに関する設定権がありません。

注意：ユーザの設定権が完全な設定権から変更された場合、ユーザ認証を変更し
たい場合があります。ユーザ認証を変更しないと、[すべての管理対象システム]の
[すべてのツール]ツールボックスやCMSの[すべてのツール]ツールボックスなどに
ついての不適切なツール認証をユーザが引き続き持つことになる場合があります。

それぞれの認証レベルの詳細については、「新規ユーザの作成」を参照してくださ
い。

g. [ログインIPアドレスの制限]セクションの下の[包括範囲]フィールドで、このユーザま
たはユーザ グループによる管理に含めるシステムのIPアドレスを編集します。複数の
IPアドレスをリストする場合は、セミコロン（;）で区切ります。それぞれの範囲は、
単一のIPアドレス、またはダッシュ（-）で区切った、2つのIPアドレスにします。IPア
ドレスは、15.1.54.133のように標準的なドット形式で入力する必要があります。セ
ミコロンやダッシュの前後にある空白は無視されます。ドット形式の単一IPアドレス
に空白を含めることはできません。

重要：中央管理サーバからアクセスする場合は、CMSのすべてのIPアドレスが正しく
含まれていることを確認してください。localhostにアクセスする場合は、ループバッ
ク アドレス127.0.0.1も含まれていることを確認してください。

h. このユーザまたはユーザ グループの管理対象外にするシステムについては、そのシス
テムのIPアドレスを[除外範囲]フィールドで編集します。前の[包括範囲]の手順 と同じ
フォーマットを使用してください。ユーザがリモート システムからログインすること
を禁止するには、0.0.0.0と入力します。

注記：包括範囲と除外範囲が重ならないことを確認してください。

注記：次の5ステップはWindowsシステムのみで実行します。また、これらのステッ
プは、ユーザ グループについては実行しません。

i. Windowsオペレーティング システムを使用している場合は、[ポケベル情報]セクショ
ンの[電話番号]フィールドで、このユーザ アカウントに関連するユーザのポケベルの
電話番号を編集します。[電話番号]フィールドが空白の場合、ポケベル情報は保存さ
れません。

j. [PIN番号]フィールドで、ポケベル電話番号に関連するPIN番号を編集します。
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k. [メッセージ長]フィールドで、ポケベル メッセージで受信可能な文字数をドロップダ
ウン リストから選択します。

l. [ボーレート]フィールドで、ポケベルに適切なボーレートをドロップダウン リストか
ら選択します。

m. [データ フォーマット]フィールドで、ポケベルに適切なデータ フォーマットをドロッ
プダウン リストから選択します。

4. 新しいユーザを保存して[新規ユーザ]セクションを閉じるには、OKをクリックします。
[ユーザの編集]セクションを開いたまま保存する場合は、適用をクリックします。また、
ユーザの変更操作をキャンセルする場合は、キャンセルをクリックします。

ユーザまたはグループの変更内容が保存されます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxuserコマンドを使用して、コマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からユーザまたはユーザ グループを修正できます。

制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● ユーザと認証
● 新規ユーザの作成
● 新規ユーザ グループの作成
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの削除
● ユーザおよびユーザ グループ レポート

関連トピック

● ユーザと認証
● ユーザおよびユーザ グループ

ユーザ アカウントおよびユーザ グループの削除
HP Systems Insight Manager ユーザ アカウントまたはユーザ グループをオペレーティング シ
ス テムから削除するか、ユーザ アカウントやユーザ グループの無効化またはロックを行って
も、そのユーザ アカウントですでにHP Systems Insight Managerにログインしているユーザは、
影響を受けません。このため、ログインしているユーザをHP Systems Insight Managerから削除
するには、ユーザ アカウントをHP Systems Insight Manager内部から削除する必要があります。
これを実行すると、HP Systems Insight Managerにすでにログインしていても、そのユーザ ア
カウントは強制的にログアウトされます。

ユーザ グループを削除すると、そのグループのすべてのメンバが、そのグループでのメンバ
シップを失います。これにより、それらのユーザの認証、設定権、およびログインIPアドレス
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制限が、新しいグループ メンバシップに基づいて更新されます。どのユーザ グループのメン
バでもなくなったユーザは、HP Systems Insight Managerから削除されます。

注意:

ユーザまたはユーザ グループを削除すると、ログインできなくなるだけでなく、
関連するすべての認証と、影響を受けるユーザによって所有されるタスクも削除
されます。

注記:

完全な設定権がある、最後のユーザ アカウントを削除することはできません。

ユーザ アカウントまたはユーザ グループを削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユーザ]を選択します。

2. 削除するユーザやグループを選択します。

3. 削除をクリックします。

4. 確認ボックスが表示されます。選択したユーザおよびユーザ グループを削除するには、
OKをクリックします。削除プロセスをキャンセルして[ユーザ]セクションに戻るには、
キャンセルをクリックします。ユーザ グループの削除によってグループのいずれかのメン
バも削除される場合は、削除されるユーザを示す2つ目の確認ボックスが表示されます。
確認ボックスに示されているユーザをそのまま削除するには、OKをクリックします。削
除プロセスをキャンセルして[ユーザ]セクションに戻るには、キャンセルをクリックしま
す。

ユーザ、ユーザ グループ、関連する認証、およびタスクが永久に削除されます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxuserコマンドを使用して、コマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からユーザおよびユーザ グループを修正できます。

制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規ユーザの作成
● 新規ユーザ グループの作成
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの編集
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● ユーザおよびユーザ グループ レポート

関連トピック

● ユーザと認証
● ユーザおよびユーザ グループ

ユーザおよびユーザ グループ レポート
ユーザおよびユーザ グループの詳細については、レポートの生成と印刷を行っ て調べること
ができます。

注記:

昇順か降順で情報を並べ替えるには、適切な列の見出しをクリックします。矢印
が含まれている列見出しは、レポートの並べ替え基準になっている列です。矢印
が上を向いている場合、レポートは昇順で並べ替えられています。矢印が下を向
いている場合、レポートは降順で並べ替えられています。

[ユーザ レポート]ウィンドウには、すべてのユーザに関する次の一覧情報、およびレポート日
時が表示されます。

● ユーザまたはユーザ グループ

● 設定権限

● ポケベル設定済み

● IPログイン制約

● フル ネーム

ユーザ アカウントまたはユーザ グループ レポートの生成と印刷を行うには、次のように操作
します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユーザ]を選択します。

2. レポートをクリックします。

[ユーザ レポート]ウィンドウが表示されます。

3. レポートを印刷するには、[ファイル]->[印刷]を選択します。

ユーザ レポートが印刷されます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxuserコマンドを使用してコマンド ライン インタフェース
（CLI）からユーザおよびユーザ グループ レポートの作成できます。

制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。
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マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規ユーザの作成
● 新規ユーザ グループの作成
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの編集
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの削除

関連トピック

● ユーザと認証
● ユーザおよびユーザ グループ

デフォルト ユーザ テンプレート
デフォルトのテンプレートでは、ユーザが作成する新しいログイン アカウントに割り当てられ
る認証が事前に定義されています。この認証は、ユーザによるシステムへのアクセスを可能に
し、ツールボックスと検出されたシステムの間の関係を構築します。各アクセス レベル用に個
別のツールが用意されているため、ユーザは[監視ツール]ツールボックスに含まれるこれらの
user-accessツールに対する認証を受けることができますが、administrative-accessツールは[すべ
てのツール]ツールボックスに割り当てられています。

HP Systems Insight Managerでは、次の3つのデフォルト ユーザ テンプレートが用意されてい
ます。

● アドミニストレータ テンプレート。  このテンプレートは、中央管理サーバ（CMS）に
対する完全な設定権をユーザに自動的に付与するとともに、CMSと[すべての管理対象シス
テム]用の[すべてのツール]ツールボックスを備えています。

● オペレータ テンプレート。  このテンプレートは、CMSに対する制限付き設定権をユー
ザに付与するとともに、CMSの[監視ツール]ツールボックスの認証と、[すべての管理対象
システム]の[すべてのツール]ツールボックスを備えています。

● ユーザ テンプレート。  このテンプレートは、CMSに対する設定権をユーザに付与しま
せんが、CMSと[すべての管理対象システム]用の[すべてのツール]ツールボックスの認証を
備えています。

関連トピック

● 新規ユーザの作成
● 新規ユーザ グループの作成
● ツールボックス

ツールボックス
[ツールボックス]セクションでは、ツールのグループを設定できます。[すべてのツール]ツール
ボックスと[監視ツール]ツールボックスは、インストール プロセス中に作成されます。

● [すべてのツール]ツールボックスには、中央管理サーバ（CMS）のすべてのツールが含まれ
ます。
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● [監視ツール]ツールボックスには、管理対象システムの状態を表示するツールが含まれます
が、管理対象システムの状態を変更するツールは含まれません。たとえば、[監視ツール]
ツールボックスでは、インストールされているソフトウェアを表示できますが、ソフトウェ
アはインストールできません。

● HP Storage Essentialsがインストールされていると、Storage Essentialsツールのツールボッ
クスがこのページに追加されます。詳細については、HP Storage Essentialsのマニュアルを
参照してください。

[ツールボックス]タブには、次のオプションがあります。

● 新しいツールボックスの作成。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ツー
ルボックス]を選択し、新規をクリックします。[新規ツールボックス]セクションが表示さ
れます。

● 既存ツールボックスの編集。  編集するツールボックスを選択し、[オプション]->[セキュ
リティ]->[ユーザおよび認証]->[ツールボックス]を選択します。次に編集をクリックします。
[ツールボックスの編集]セクションが表示されます。

● ツールボックスの削除。  削除するツールボックスを選択します。[オプション]->[セキュ
リティ]->[ユーザおよび認証]->[ツールボックス]を選択します。確認ボックスが表示されま
す。ツールボックスを削除するには、OKをクリックします。削除をキャンセルするには、
キャンセルをクリックします。

● ツールボックス レポートの表示と印刷。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび
認証]->[ツールボックス]を選択し、レポートをクリックします。[ツールボックス レポート]
が表示されます。レポートを印刷するには、[ファイル]->[印刷]を選択します。

注記:

昇順か降順で情報を並べ替えるには、適切な列の見出しをクリックします。矢印
が含まれている列見出しは、リストの並べ替え基準になっている列です。矢印が
上を向いている場合、リストは昇順で並べ替えられています。矢印が下を向いて
いる場合、リストは降順で並べ替えられています。

関連プロシージャ

● 新規ツールボックスの作成
● ツールボックスの編集
● ツールボックスの削除
● ツールボックス レポート

関連トピック

● ユーザおよびユーザ グループ
● 認証
● デフォルト ユーザ テンプレート
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新規ツールボックスの作成

ユーザにアクセス権があるツールのグループを設定するには、ツールボックスを作成します。

注記:

ツールボックス名は、アルファベットで始める必要があり、英数字、埋め込み空
白、下線（_）、ダッシュ（-）を続けることができます。ツールボックス名は16
文字以内にしてください。

ツールボックスを追加するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ツールボックス]を選択し、新規をク
リックします。[新規ツールボックス]セクションが表示されます。

2. [名前]フィールドに、新しいツールボックスの名前を入力します。これは必須フィールド
です。

3. [説明]フィールドに、ツールボックスの説明を入力します。

4. ツールボックスと、このツールボックスで作成されたすべての認証を有効にする場合は、
[ツールボックスは有効です]を選択します。

5. [カテゴリのツールを表示]フィールドから、使用可能ツール リストでツールのリストを表
示するカテゴリを選択します。このツールボックスに割り当てるツールを使用可能ツール
リストから選択し、>>をクリックします。

選択したツールが、[ツールボックスの内容]リストに表示されます。[ツールボックスの内
容]リストに表示されているツールを選択して、<<をクリックすると、そのツールを割り
当て済みツール リストから削除できます。

6. OKをクリックして、新しいツールボックスを保存して[新規ツールボックス]セクションを
閉じます。[新規ツールボックス]セクションを閉じずに設定を保存する場合は適用をクリッ
クします。また、新しいツールボックスの作成をキャンセルして[ツールボックス]セクショ
ンに戻る場合はキャンセルをクリックします。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxtoolboxコマンドを使用してコマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からツールボックスを追加できます。

完全な設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用して、CLIから1つまたは複数のシステ
ムでコマンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照
してください。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● ツールボックスの編集
● ツールボックスの削除
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● ツールボックス レポート

関連トピック

● ユーザと認証
● ツールボックス

ツールボックスの編集

ツールボックスを変更すると、ツールボックスの内容と名前や説明を修正できます。

注記:

[すべてのツール]ツールボックスは編集できません。[監視ツール]ツールボック
スは編集できますが、ツールボックスに含まれているツールのセットのみを編集
できます。

ツールボックスを修正するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ツールボックス]を選択します。

2. 編集するツールボックスを選択し、編集をクリックします。[ツールボックスの編集]セク
ションが表示されます。

3. 適切な設定を変更します。それぞれのフィールドの詳細については、「新規ツールボック
スの作成」を参照してください。

注記:

新しいカスタム コマンド ツールには、[ツール]->[カスタム コマンド]->[ア
プリケーション起動ツール]を選択することによってアクセスできます。

4. 変更内容を保存するには、OKをクリックします。変更をキャンセルするには、キャンセ
ルをクリックします。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxtoolboxコマンドを使用してコマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からツールボックスを修正できます。

制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。
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関連プロシージャ

● 新規ツールボックスの作成
● ツールボックスの削除
● ツールボックス レポート

関連トピック

● ユーザと認証
● ツールボックス

ツールボックスの削除

注意:

ツールボックスを削除すると、関連するすべての認証も削除されます。

注記:

[すべてのツール]ツールボックスと[監視ツール]ツールボックスは削除できませ
ん。

ツールボックスを削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ツールボックス]を選択します。

2. 削除するツールボックスを選択します。

3. 削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。

4. ツールボックスを削除するには、OKをクリックします。削除プロセスをキャンセルする
には、キャンセルをクリックします。

ツールボックス、および関連するすべての認証が永久に削除されます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxtoolboxコマンドを使用してコマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からツールボックスを削除できます。

制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。
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関連プロシージャ

● 新規ツールボックスの作成
● ツールボックスの編集
● ツールボックス レポート

関連トピック

● ユーザと認証
● ツールボックス

ツールボックス レポート
ツールボックスの詳細については、ツールボックス レポートの生成と印刷を行っ て調べるこ
とができます。

注記:

昇順か降順でレポート情報を並べ替えるには、適切な列の見出しをクリックしま
す。矢印が含まれている列見出しは、レポートの並べ替え基準になっている列で
す。矢印が上を向いている場合、レポートは昇順で並べ替えられています。矢印
が下を向いている場合、レポートは降順で並べ替えられています。

[ツールボックス レポート]ウィンドウには、すべてのツールボックスに関する次の情報、およ
びレポート日時が表示されます。

● ツールボックス

● 有効

● ツール

● 説明

ツールボックス レポートを印刷するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ツールボックス]を選択します。

2. レポートをクリックします。

[ツールボックス レポート]ウィンドウが表示されます。

3. レポートを印刷するには、[ファイル]->[印刷]を選択します。

ツールボックスのレポートが印刷されます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxtoolboxコマンドを使用してコマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からレポートの生成と実行ができます。
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制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規ツールボックスの作成
● ツールボックスの編集
● ツールボックスの削除

関連トピック

● ユーザと認証
● ツールボックス

認証
認証により、ユーザは、システムを表示および管理するためのアクセスが可能になります。認
証は、ユーザ、ツールボックス、および検出済みシステムで構成されます。[認証]タブに初め
てアクセスすると、すべての認証を示すテーブルが表示されます。このテーブルには、次の情
報が含まれます。

● ユーザまたはユーザ グループ。  有効なユーザとユーザ グループがすべて表示されます。
ユーザ グループは、ボールド体で示されます。グループ ベースのユーザは、このテーブル
には表示されません。ただし、グループ ベースのユーザは、[認証ユーザ]テーブルにはイ
タリック体で表示されます。

● ツールボックス。  認証ごとに、ユーザおよびユーザ グループに割り当てられたツール
ボックスが表示されます。

● システム。  ユーザやユーザ グループが認証を受けているシステムが表示されます。シス
テム グループは、ボールド体で表示されます。
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システム グループは、システム収集に基づくシステムのグループであり、認証に使用されま
す。システム グループは、システム グループが作成された時点での収集の内容の静的なスナッ
プショットです。[システム]列でシステム グループ リンクをクリックすると、システム グルー
プに現在含まれているシステムがウィンドウに表示されます。このウィンドウを閉じるには、
OKをクリックします。システム グループの内容をソース収集に基づいて更新するには、認証
を更新する必要があります。

すべての認証を表示することも、ユーザ、ユーザ グループ、ツールボックス、システム グルー
プ、および個々のシステムについてフィルタ処理された認証を表示することもできます。[認
証]ボックスでオプションを選択してください。次に、[名前の選択]ボックスで名前を選択しま
す。

[認証]タブには、次のオプションがあります。

● 新しい認証の作成。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[認証]を選択
し、新規をクリックします。[新規認証]セクションが表示されます。グループ ベースのユー
ザについて、このオプションを使用することはできません。代わりに、グループ ベースの
ユーザのユーザ グループについて認証を作成してください。

● 認証の削除。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[認証]を選択し、削
除する認証を選択して削除をクリックします。ダイアログ ボックスが表示されます。認証
を削除するには、OKをクリックします。削除をキャンセルするには、キャンセルをクリッ
クします。グループ ベースのユーザについて、このオプションを使用することはできませ
ん。代わりに、グループ ベースのユーザのユーザ グループについて認証を削除してくださ
い。

● 認証レポートの表示と印刷。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[認
証]を選択し、レポートをクリックします。[認証レポート]ポップアップ ウィンドウが表示
されます。レポートを印刷する場合は、[ファイル]->[印刷]を選択します。

● 認証の更新。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[認証]を選択し、収
集に基づくシステム グループを使用して認証を選択して、更新をクリックします。[認証の
更新]セクションが表示されます。

注記:

昇順か降順で情報を並べ替えるには、適切な列の見出しをクリックします。矢印
が含まれている列見出しは、リストの並べ替え基準になっている列です。矢印が
上を向いている場合、リストは昇順で並べ替えられています。矢印が下を向いて
いる場合、リストは降順で並べ替えられています。

関連プロシージャ

● 新規認証の作成
● 認証の削除
● 認証の更新
● 認証レポート

関連トピック

● ユーザと認証
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● ユーザおよびユーザ グループ
● ツールボックス
● デフォルト ユーザ テンプレート

新規認証の作成

注記:

それぞれのシステムで認証を作成するには、システムが検出されてデータベース
内でアクセスできることを確認します。

注記:

グループ ベースのユーザに対して、新しい認証を直接作成することはできませ
ん。

新しい認証を追加するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[認証]を選択し、新規をクリックしま
す。[新規認証]セクションが表示されます。

2. [選択]ドロップダウン ボックスで、[ユーザ]または[ユーザ グループ]を選択して、ボック
スでユーザまたはグループを選択します。これは必須フィールドです。

3. [選択されたユーザの認証を入力してください]セクションで、次のオプションのうちのい
ずれかを選択します。

● [このユーザに設定された認証を使用するか次の[テンプレート]からコピーする]

ドロップダウン リストからユーザかテンプレートを選択します。

● [ツールボックスおよびシステム/システム グループ認証を手動で割り当てる]

a. [ツールボックスの選択]セクションで、認証を割り当てるツールボックスを選択し
ま す。

b. [システムの選択]リスト ボックスに、2つのデフォルト システム グループが表示
されます。どちらかのグループを選択するか、追加をクリックして、[システムの
追加]セクションを表示し、認証するシステムを選択します。

1. [次のリストから選択してターゲットを追加]ドロップダウン ボックスの下向
き矢印をクリックして、収集を選択します。

2. 収集全体を選択する場合は、[" <収集名> "自体を選択]チェックボックスを選
択 します。これにより、現在表示されている収集の内容に基づくシステム グ
ループが作成されます。
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3. 収集から個々のシステムをすべて選択する場合は、テーブル ビューの上部に
ある、すべてのシステムを選択するためのチェックボックスを選択します。

注記：これにより、選択されているシステムごとに別々の認証が作成されま
す。

4. 収集から個々のシステムを選択する場合は、テーブル ビューからシステムを
選択します。

注記：これにより、選択されているシステムごとに別々の認証が作成されま
す。

5. 適用をクリックしてシステム選択を保存し、[新規認証]セクションに戻るか、
キャンセルをクリックして変更点を保存せずに[新規認証]セクションに戻りま
す。

注記：システム グループは、システム収集に基づくシステムのグループであり、
認証に使用されます。システム グループは、システム グループが作成された時点
での収集の内容の静的なスナップショットです。収集に基づかない2つのデフォル
ト システム グループがあります。[すべての管理システム]システム グループに
は、中央管理サーバ（CMS）を除く、すべての管理対象システムが含まれます。
CMSが除外されているのは、CMSシステム自体を管理する認証を誤ってユーザに
割り当てないようにするためです。CMS用に明示的に作成されたCMSグルー プが
存在します。これらのデフォルト システム グループを編集、更新、または削除す
ることはできません。
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c. 収集の個々のシステムを選択した場合は、各選択内容がリスト ボックスに反映さ
れ、認証に含まれるシステムとして選択されます。収集を選択した場合、収集が
以前に認証に使用されていると、収集のシステム グループが存在しており、現在
のソース収集の内容で更新されることを示すメッセージが表示されます。この更
新では、その収集に関連付けられたすべての認証が影響を受けます。収集が初め
て使用される場合、メッセージは表示されません。収集名のあとに3つの数字（通
常は001）が付いたシステム グループが、[システムの選択]ドロップダウン リス
ト ボックスに表示され、選択されます。

d. [新規認証]セクションを閉じて新しい認証を保存する場合は、OKをクリックしま
す。また変更点を保存しない場合は、キャンセルをクリックして、作成プロセス
を取り消します。

注記:

他のバージョンのHP Systems Insight ManagerからHP Systems Insight Manager 5.0
にアップグレードする場合、ユーザが作成したシステム グループは、移行され
ますが、トップ レベル収集になります。システム グループの管理には、収集の
編集機能や認証の更新機能を使用するようになります。詳細については、「シス
テム収集またはクラスタ収集の編集」および「認証の更新」を参照してくださ
い。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxngroupコマンドを使用して、コマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からシステム グループを作成し、管理することができます。

完全な設定権があるユーザは、mxauthコマンドを使用して、CLIから認証を追加できます。

完全な設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用して、CLIからシステムでコマンド ツー
ルを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してください。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● 認証の削除
● 認証レポート
● 認証の更新

関連トピック

● ユーザと認証
● 認証

認証の更新

このオプションは、収集に基づくシステム グループを使用する認証に対してのみ使用できま
す。このオプションを使用する と、システム グループの内容を、ソース収集の現在の内容に
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更新することができます。このシステム グループ（収集）を使用するすべての認証が更新され
ます。

認証を更新するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[認証]を選択し、システム グループ
に基づく認証を選択して、更新をクリックします。[認証の更新]セクションが表示されま
す。

2. [表示]ドロップダウン ボックスで、[変更]、[現在の内容]、または[更新された内容]を選択
します。

● 変更。  更新される場合にシステム グループに加えられる具体的な変更を示します。
[追加するシステム]は、システム グループに追加される新しいシステムおよびそのシ
ステム グループに基づくすべての認証について追加される新しいシステムを示します。
[削除するシステム]は、システム グループから削除される現在のシステムおよびその
システム グループを使用するすべての認証から削除される現在のシステムを示します。
[不変のシステム]は、更新が影響しないシステムのリストを示します。これらのシステ
ムは、システム グループやシステム グループに基づくすべての認証において変更され
ません。

● 現在の内容。  システム グループの現在の内容を示します。

● 更新された内容  更新後のシステム グループの内容を示します。これは、このシステ
ム グループに基づく認証に適用されます。

3. 認証を更新するには、更新内容をクリックします。キャンセルするには、キャンセルをク
リックします。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxngroupコマンドを使用して、コマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からシステム グループを更新できます。ただし、CLIからシステム グループに対して
編集が行われても、ソース収集には影響しません。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規認証の作成
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● 認証の削除
● 認証レポート

関連トピック

● ユーザと認証
● 認証

認証の削除

注意:

すべての認証を削除すると、完全な設定権があるユーザを含むすべてのユーザ
が、システムの表示や管理を実行できなくなります。

認証を削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[認証]を選択します。

2. 削除する認証を選択します。

3. 削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。

4. 認証を削除するには、OKをクリックします。削除プロセスをキャンセルして[認証]セク
ションに戻るには、キャンセルをクリックします。

グループ ベースのユーザについては、認証を直接削除することはできません。代わりに、
グループ ベースのユーザのユーザ グループについて認証を削除してください。

注記:

[CMS]システム グループのデフォルトの[すべての管理対象システム]以外につい
ては、システム グループを使用して最後の認証を削除すると、システム グルー
プも削除されます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxngroupコマンドを使用して、コマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からシステム グループを削除できます。

完全な設定権があるユーザは、mxauthコマンドを使用して、コマンド ライン インタフェー
ス（CLI）から認証を削除できます。

制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。
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マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規認証の作成
● 認証レポート
● 認証の更新

関連トピック

● ユーザと認証
● 認証

認証レポート

認証の表示と印刷を行うには、認証レポートを生成します。[認証レポート]は、現在のフィル
タ処理されたビューに合わせて生成されます。たとえば、[認証]ボックスでユーザを選択する
と、選択したユーザのみのレポートが生成されます。[名前の選択]ドロップダウン リストで
[(none)]が選択されていると、[認証]ボックスで選択されているすべてのものについてレポー
トが生成されます。

注記:

昇順か降順でレポート情報を並べ替えるには、適切な列の見出しをクリックしま
す。矢印が含まれている列見出しは、レポートの並べ替え基準になっている列で
す。矢印が上を向いている場合、レポートは昇順で並べ替えられています。矢印
が下を向いている場合、レポートは降順で並べ替えられています。

[認証レポート]ウィンドウには、認証に関する次の情報、およびレポート日時が表示されます。

● ユーザまたはユーザ グループ

● ツールボックス

● システム

認証レポートの表示と印刷を行うには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[認証]を選択します。

2. [認証]ドロップダウン リストから認証を選択します。

3. （省略可能）[名前の選択]ドロップダウン リストから名前を選択します。

4. レポートをクリックします。

[認証レポート]が表示されます。

5. レポートを印刷するには、[ファイル]->[印刷]を選択します。

[認証レポート]が印刷されます。
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コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザは、mxngroupコマンドを使用してコマンド ライン インタフェー
ス（CLI）からシステム グループ レポートの生成と実行ができます。

完全な設定権のあるユーザは、mxauthコマンドを使用して、CLIからレポートの生成や実行を
行えます。

制限付き設定権があるユーザは、mxexecコマンドを使用し、CLIから1つ以上のシステムでコ
マンド ツールを起動できます。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照してく
ださい。

マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使
用」を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規認証の作成
● 認証の削除
● 認証の更新

関連トピック

● ユーザと認証
● 認証

システム グループ
システム グループは、認証のためだけに使用されるシステムのグループです。システム グルー
プは、コマンド ライン インタフェース（CLI）からmxngroupコマンドを使用して直接管理す
るか、CLIを使用して間接的に管理することができます。

GUIからのシステム グループの管理
システム グループは、システム収集を使用して認証が作成される際に作成されます。このシス
テム グループには、収集のあとに3つの数字（通常は001）が加えられた名前が付けられます。
たとえば、All Racks 001 のような名前になります。システム グループには、システム選択時
に表示されていたシステムが含まれ、認証が作成される際に保存されます。

注記:

システム収集に後から加えられる変更は、次のいずれかのオプションによって更
新されるまでは、システム グループに影響しません。

システム グループの内容は、次の場合に、収集の現在の内容によって更新されます。

● 収集を使用して別の認証が作成される

● システム グループを使用する認証が更新される
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● CLIからmxngroupコマンドが使用される

最初の2つの場合には、確認のために、収集の現在の内容が表示されます。

認証を削除すると、どの認証でも使用されなくなったシステム グループは、削除されます。

CLIからのmxngroupによるシステム グループの管理
システム グループは、mxngroupコマンドを使用して直接作成することができます。システ
ム グループをこの方法で作成すると、トップ レベル収集が作成され、システム収集のあとに3
つの数字（通常は001）が加えられた名前が付けられます。 収集には、システム グループが最
初に追加されるときにシステム グループに含まれているシステムだけが含まれます。その後の
変更は、収集には反映されません。

注記:

システム グループまたは収集に後から加えられる変更は、次のいずれかのオプ
ションによって更新されるか、上記のようにGUIを使用して更新されるまでは、
他のシステム グループや収集に影響しません。このため、特定の方法で更新さ
れるまでは、収集に加えられる変更は認証に影響せず、システム グループに加
えられる変更は収集ビューに影響しません。

システム グループの内容は、次のように、mxngroupの-uパラメータを使用することにより、
収集の現在の内容によって更新することができます。

mxngroup -m -g <groupname> -u

注意:

この場合、収集内のシステムは表示されません。システム グループの更新され
た内容を表示するには、mxngroup -lm -g <groupname>を使用します。

注意:

定期的なタスクを設定してシステム グループを動的に更新することは、おすす
めしません。システム属性スキャンに基づく収集は、それらの属性が安全でない
プロトコル（SNMPなど）に基づく場合や設定権を持たないユーザによって維持
管理される場合に、適切に行われずに、HP Systems Insight Managerでの認証に
悪影響を与えます。さらに、収集自体が設定権を持たないユーザによって変更さ
れ、やはり認証に悪影響を与える可能性があります。

認証を削除すると、どの認証でも使用されなくなったシステム グループは、削除されます。

関連プロシージャ

● 新規認証の作成
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● 認証の更新

関連トピック

● ユーザと認証
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ネットワークとセキュリティ
HP Systems Insight Managerには、次のセキュリティ オプションがあります。

● ユーザおよび認証。  [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]を選択します。

● サーバ証明書。  [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバ証明書]を選択します。

● 信頼証明書。  [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明書]を選択します。

● ログイン イベント設定。  [オプション]->[セキュリティ]->[ログイン イベント設定]を選
択します。

● システム リンク設定。  [オプション]->[セキュリティ]->[システム リンク設定]を選択し
ます。

SSL（Secure Sockets Layer）および証明書
SSL（Secure Sockets Layer）は、ブラウザとHP Systems Insight Managerの間で使用され、デー
タの整合性とプライバシを保証します。SSLに不可欠な部分が証明書であり、HP Systems Insight
Managerサーバを識別するための公開文書です。HP Systems Insight Managerをインストールす
ると、自己署名証明書が作成されます。ブラウザで最初にHP Systems Insight Managerへアクセ
スするとき、証明書が信頼されていないことを示すセキュリティ警告が表示される場合があり
ます。これは、証明書が自己署名入り（HP Systems Insight Managerサーバ自身が署名した）で
あり、署名者がブラウザの認証機関リストに入っていないためです。ブラウザにHP Systems
Insight Managerサーバ証明書を安全にインポートすると、ブラウザはアクセスしているHP
Systems Insight Managerサーバを認証できます。ブラウザに証明書をインポートする方法につ
いては、「サーバ証明書」を参照してください。

HP Systems Insight Managerでは、サードパーティ認証機関（CA）、独自の内部CA、PKI（パブ
リック キー インフラストラクチャ）からの証明書を使用できます。この場合、ブラウザにCA
証明書をインポートできます。詳細については、「CA-署名済み証明書のインポート」を参照
してください。

ログインおよびアカウント
HP Systems Insight Managerの機能にアクセスする前に、ユーザ名、ドメイン名（Windows
CMS）、パスワードが必要になります。HP Systems Insight Managerでは、基礎となるオペレー
ティング システム（Windows、Linux、HP-UX）のユーザ権限が使用され、オペレーティング
システムに依存してユーザが認証されます。

HP Systems Insight Managerをインストールするユーザは、システム管理者、つまりAdministrator
（Windows）またはroot（LinuxとHP-UX）である必要があります。このユーザには、HP Systems
Insight Managerへの管理者アクセス権が付与されます。

このアカウントでログインしたら、他のユーザ用のアカウントをさらに作成します。それぞれ
のアカウントは、別々の設定権と権限で設定できます。また、各アカウントがログインできる
IPアドレスを制限できます。「ユーザと認証」 を参照してください。

各種のログイン イベントとログアウト イベントの通知を記録する監査設定も設定できます。
詳細については、「ログイン イベントの設定」を参照してください。
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シングル ログイン、エージェント設定のレプリケー
ト、およびソフトウェアおよびファームウェアのイ
ンストール

シングル ログインを利用したり、エージェント設定のレプリケートタスクやソフトウェアおよ
びファームウェアのインストールタスクを管理対象システムに対して実行したりするには、HP
Systems Insight Managerと目的の管理対象システムの間で信頼関係を設定する必要があります。
信頼関係を設定すると、管理対象システムでは、どのHP Systems Insight Managerサーバがシス
テムにコマンドを実行できるかを指定できます。信頼関係が確立されていないと、これらのコ
マンドは失敗します。

管理対象システムで信頼関係を設定するには、システムにアクセスし、信頼モードを設定し
て、信頼されたシステム証明書リストにHP Systems Insight Managerを追加します。管理対象シ
ステムは、展開中に適切な証明書で設定することもできます。詳細については、「初期ProLiant
Support Packのインストール」を参照してください。HP Systems Insight Managerサーバでは、
管理対象システムのユーザ権限を指定し、システム識別タスクを実行する必要もあります。[信
頼されたシステム証明書]ページで[信頼証明書を要求する]オプションを有効にしている場合
は、HP Systems Insight ManagerかルートCA証明書に、信頼している管理対象システムの証明
書をインポートする必要があります。詳細については、「信頼証明書」および「サーバ証明
書」を参照してください。

証明書
HP Systems Insight Managerでは、権限が設定された管理を中央管理サーバ（CMS）から安全に
実行できます。管理対象システムとCMSに対するユーザの権限を設定できるので、権限がある
ユーザのみが、状態が変化する操作を実行できます。CMS、管理対象システム、およびブラウ
ザの間のやり取りは、SSLと証明書を使用して安全に実行されるので、システムを認証してユー
ザ証明書と管理データを保護するのに役立ちます。

関連プロシージャ
● システム リンクの設定
● ログイン イベントの設定

関連トピック
● サーバ証明書
● 信頼証明書
● ユーザと認証
● ログインについて
● セキュア タスク実行について
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ログインについて

シングル ログイン
シングル ログインを使用すると、HP Systems Insight Managerページ内のリンクで、シングル
ログインをサポートする管理対象システムとの認証済みブラウザ セッションを確立でき、ユー
ザがユーザ名とパスワードを再入力する必要はありません。ただし、別のシステムで動作して
いるHP Systems Insight Managerの別のインスタンスで認証済みブラウザ セッションを確立し
ようとしている場合は、ユーザ名とパスワードを再入力する必要があります。シングル ログイ
ン リンクは、別のシステムへのリンクがある場所に存在します。

注記:

HP Systems Insight Managerは、認証の初期ポイントであり、別の管理対象シス
テムへのアクセスは、HP Systems Insight Manager内から実行する必要がありま
す。

HP Systems Insight Manager内のリンク以外の方法を使用して管理対象システムにアクセスする
場合、シングル ログインはサポートされません。管理対象システムごとに、適切なユーザ名と
パスワードの入力が必要になります。HP Systems Insight Managerを信頼するように管理対象シ
ステムを設定してから、シングル ログイン コマンドを受け入れる必要があります。管理対象
システムの信頼管理サーバ リストにHP Systems Insight Managerシステム証明書をインポート
すると、システムで信頼を設定できます。詳細については、「信頼関係の設定」を参照してく
ださい。

重要:

HP Systems Insight Manager内のリンク以外の方法を使用して管理対象システム
にアクセスする場合、シングル ログインはサポートされません。管理対象シス
テムごとに、適切なユーザ名とパスワードの入力が必要になります。

!

HP Systems Insight Managerを信頼するように管理対象システムを設定してから、シングル ロ
グイン コマンドを受け入れる必要があります。管理対象システムの信頼管理システム リスト
にHP Systems Insight Managerシステム証明書をインポートすると、システムで信頼を設定でき
ます。詳細については、「信頼証明書の要求」を参照してください。

注記:

シングル ログインは、仮想クラスタ システムに対して動作しません。ただし、
クラスタを構成する物理システムに対して動作します。
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サイン イン
HP Systems Insight Managerにサイン インすると、HP Systems Insight Managerへのアクセスが
許可され、HP Systems Insight Managerでの権限が決まります。SSL（Secure Sockets Layer）を
使用してHP Systems Insight Managerにアクセスすると、ブラウザとHP Systems Insight Manager
の間で、ログイン証明書も含めたすべての情報が暗号化されます。SSLはパスワードを安全に暗
号化し、他人が有効なログイン シーケンスを取得して再実行することを防ぎます。

ログイン ページには3つのフィールドがあります。

● [ユーザ名]。ユーザの名前。

● [パスワード]。ユーザ名のパスワード。

● [ドメイン名]。ユーザのWindowsドメイン。このフィールドは、Windows環境のみで表示
されます。

注記:

Windows環境では、HP Systems Insight Managerのインストール中に、オペレー
ティング システムから管理者が選択されます。HP Systems Insight Managerにサ
イン インする場合は、表示されたフィールドに、適切なアカウント情報を入力
します。ユーザ名フィールドにはユーザ名を指定し、ドメイン名にはWindowsド
メインを指定します。Windows環境では、これが必須です。

証明書が安全にHP Systems Insight Managerによって受信されると、HP Systems Insight Manager
はアカウントを検査し、アカウントで有効なIPアドレスからアクセスしていることを確認し、
Windowsドメインに対して証明書を認証します。アカウントの詳細については、「ユーザと認
証」を参照してください。

オペレーティング システムの障害からログイン障害が発生することもあれば、HP Systems Insight
Manager内の障害からログイン障害が発生することもあります。オペレーティング システムの
ユーザ管理ツールを使用し、次のようなログイン障害に対処してください。

● ログイン証明書が正しく入力されていません。パスワードは大文字と小文字を区別します。

● 入力したアカウントの削除、無効化、またはロックアウトが行われています。

● アカウントのパスワードが失効したか、変更する必要があります。

以下に示す、HP Systems Insight Managerでのログイン失敗の原因は、[ユーザと認証]ページで
対処することができます。

● 入力したアカウントが、HP Systems Insight Managerのアカウントになっていません。

● 指定されたアカウントに有効でないIPアドレスからサイン インしようとしました。最後に、
ブラウザ システムもログイン障害の原因となる場合があります。

● ブラウザがcookieを受け入れる設定になっていません。
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注記:

詳細については、『HP Systems Insight Managerインストール/ユーザ ガイ
ド』を参照してください。

● cookieブロッカがインストールされています。

注記:

HP Systems Insight Managerは、エラー ログインや正常ログインが行われた際、
およびサイン アウトが行われた際、HP Systems Insight Managerイベント データ
ベースにイベントを記録するように設定できます。

LinuxおよびHP-UXでのログイン認証
HP Systems Insight Managerは、Pluggable Authentication Modules（PAM）を使用して、Linuxと
HP-UXのWebサーバ インタフェースにログインするユーザを認証します。

LinuxシステムにおけるPAMの設定
Linux CMSの管理者は、HP Systems Insight Managerが使用しているPAMをカスタマイズするこ
とが可能です。ファイル/etc/pam.d/mxpamauthrealmには、HP Systems Insight Manager Web
サーバ インタフェースの認証手順が含まれています。このファイルでのデフォルトは、次のと
おりです。

● #%PAM-1.0

● auth required /lib/security/pam_unix.so

● account required /lib/security/pam_unix.so

● session required /lib/security/pam_unix.so

このデフォルト手順により、PAMでは、HP Systems Insight Manager Webサーバ インタフェー
スにログインしようとするユーザを認証する際に、UNIXで標準の認証モジュールが使用されま
す。システム ライブラリからの標準呼び出しを使用して、アカウント情報にアクセスします。
通常は、/etc/passwordまたは/etc/shadowから読み込まれます。

システムの管理者は、システムのセキュリティ要件に従って、要件を調整できます。たとえ
ば、システムのセキュリティ ポリシーが時間に依存し、/etc/security/time.confが設定されてい
る場合は、mxpamauthrealmを次のとおりに調整できます。

● #%PAM-1.0

● auth required /lib/security/pam_unix.so

● account required /lib/security/pam_unix.so

● session required /lib/security/pam_unix.so
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HP-UXシステムにおけるPAMの設定
HP-UXシステムにおけるPAMセキュリティのカスタマイズ方法は、似ています。PAM設定は、
すべて/etc/pam.confに格納されています。

HP-UX 11iにおけるHP Systems Insight Managerの行は、次のとおりです。

● mxpamauthrealm auth required /usr/lib/security/libpam_unix.1

● mxpamauthrealm account required /usr/lib/security/libpam_unix.1

● mxpamauthrealm session required /usr/lib/security/libpam_unix.1

HP-UX 11i 2.0におけるHP Systems Insight Managerの行は、次のとおりです。

● mxpamauthrealm auth required /usr/lib/security/$ISA/libpam_unix.1

● mxpamauthrealm account required /usr/lib/security/$ISA/libpam_unix.1

● mxpamauthrealm session required /usr/lib/security/$ISA/libpam_unix.1

HP Systems Insight Manager Webサーバのログイン モデルを、他のログイン方法（telnet、
rlogin、sshなど）の設定と一致させる場合は、他のログイン方法で使用されているのと同じプ
ラグイン モジュールを設定する必要があります。これらは、/etc/pam.confファイルまた
は/etc/pam.d/loginファイルのloginサービス名で定義します。

関連トピック

● ネットワークとセキュリティ
● セキュア タスク実行について
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

セキュア タスク実行について
HP Systems Insight Manager 管理対象システムで状態や設定が変化するタスクでは、システム
へのコマンド発行にセキュア タスク実行（STE）が使用されます。STEにより、HP Systems
Insight Managerシステムは、管理対象システムからのタスク実行を安全に要求できます。STE
は、タスクを要求するユーザが適切なタスク実行権を持っていることを保証します。要求に
は、要求を行うHP Systems Insight Managerシステムを一意に識別するデジタル署名が入ってい
ます。次に、SSL（Secure Sockets Layer）を使用して、要求を暗号化し、データの改変や盗聴
を防止します。詳細については、「信頼関係の設定」を参照してください。

注記:

STEでは、指定したHP Systems Insight Managerシステムのみが、そのシステムで
タスクを実行できるようにするため、それぞれの管理対象システムで信頼管理
サーバ リストが必要です。
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注記:

管理対象システムでは、[証明書による信頼]のみで、指定したHP Systems Insight
Managerシステムからの要求であることが保証されます。[名前による信頼]や[す
べて信頼]のような他のオプションは、HP Systems Insight Managerシステムのデ
ジタル署名を検査しないので、要求の送信側の確認が不十分です。

注記:

エージェント設定のレプリケートやソフトウェアおよびファームウェアのインス
トールなど、STEを使用するタスクは、仮想クラスタ システムに対して実行でき
ません。ただし、これらのタスクは、クラスタ内の物理システムに対して直接実
行する場合に動作します。

関連トピック

● サーバ証明書のエクスポート
● 信頼関係の設定
● 信頼証明書の要求
● サーバ証明書の作成
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

システム リンクの設定
管理対象システムへのリンクの作成時に使用する名前フォーマットを選択するには、システム
リンクを設定します。システム リンクの設定により、HP Systems Insight Managerがリモート
システムへのブラウザ リンクを作成する方法とHP Systems Insight Managerが特定の要求につ
いてリモート システムと通信する方法が設定されます。

注記:

Secure Sockets Layer（SSL）を使用するシステムにアクセスしている場合、ブラ
ウザの警告を避けるには、システムの名前が、システム証明書内の名前に一致す
る必要があります。

システム リンクを設定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[システム リンクの設定]をクリックします。[システム リ
ンク設定]ページが表示されます。

2. 次のオプションから選択します。

● [システム名を使用]。システム名を使用するには、このオプションを選択します。
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● [システムのIPアドレスを使用]。システムIPアドレスを使用するには、このオプション
を選択します。複数のアドレスを含むシステムの場合は、複数のリンクを提供できま
す。

● [システムのDNS名（フル）を使用]。システムの完全DNS名を使用するには、このオ
プションを選択します。

注記：検出中には、完全システムDNS名が使用できる場合、これがプライマリ ルックアッ
プ キーとして使用されます。完全システムDNS名が使用できない場合は、IPアドレスが使
用されます。

注記：システムに複数のネットワーク インタフェースがある場合、[システム名を使用]を
選択すると、宛先ごとに1つのリンクのみがシステムに提供され、[システムのIPアドレス
を使用]を選択すると、複数のリンクがシステムに提供されます。

3. 変更内容を保存して適用するには、OKをクリックします。

関連トピック

● ネットワークとセキュリティ
● サーバ証明書
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

ログイン イベントの設定
ログイン アクティビティとログアウト アクティビティの対処可能なイベントを作成するには、
ログイン イベントを設定します。

注記:

HP Systems Insight Manager監査ログは影響されません。このアクティビティは、
HP Systems Insight Manager監査ログに常に記録されます。

ログイン イベントを設定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ログイン イベント設定]を選択します。[ログイン イベン
ト設定]ページが表示されます。

2. 次のオプションから選択します。

● [すべてのログインおよびログアウト作業]。すべてのログイン アクションとログアウ
ト アクションのイベントを作成するには、このオプションを選択します。

● [失敗したログイン試行のみ]。正常に動作しないログイン アクションのみのイベント
を作成するには、このオプションを選択します。

● [なし]。ログイン アクティビティとログアウト アクティビティのイベントを作成しな
い場合は、このオプションを選択します。
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3. 変更内容を保存して適用するには、OKをクリックします。

関連トピック

● ネットワークとセキュリティ
● ユーザと認証
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

タイムアウト オプションの設定
HP Systems Insight Managerでは、次のうちいずれかにブラウザ タイムアウト設定を指定でき
ます。これらの設定は、HP Systems Insight Manager GUIへのログイン中には、ブラウザ セッ
ションに影響します。

監視。  タイムアウト オプションを監視に設定すると、HP Systems Insight Managerセッショ
ンが継続し、ブラウザを閉じるか別のサイトを表示しない限り、継続して更新されます。ブラ
ウザを閉じると、セッションはすぐに終了します。別のサイトを表示すると、HP Systems Insight
Managerによって20分後にログアウトされます。このオプションがデフォルトであり、
EnableSessionKeepAlive=trueとしてglobalsettings.propsファイルに表示されます。

アクティブ。  アクティブな状態のままになるようにタイムアウト オプションを設定すると、
HP Systems Insight Managerでアクティブに作業している間、HP Systems Insight Managerセッ
ションは継続します。ただし20分間何の操作も行わなかった場合は、HP Systems Insight Manager
ではセッションが強制終了になり、ユーザはログアウト状態になります。

globalsettings.propsファイルを編集すると、タイムアウト設定を監視かアクティブに変更でき
ます。

タイムアウト設定をアクティブに設定するには、次のように操作します。

1. globalsettings.propsファイルを開きます。

● Windowsオペレーティング システムでは、install directory/configフォルダに
globalsettings.propsファイルが配置されています。

● HP-UX/Linuxオペレーティング システムでは、/etc/opt/mx/configディレクトリに
globalsettings.propsファイルが配置されています。

2. EnableSessionKeepAlive=trueをEnableSessionKeepAlive=falseに変更します。

3. [ファイル]->[保存]をクリックします。

更新内容が保存されます。

4. globalsettings.propsファイルを閉じます。

デフォルト タイムアウトを変更するには、次のように操作します。

1. HP Systems Insight Managerディレクトリか
ら、/hpwebadmin/webapps/MxSessionTimeout/WEB-INF/に移動し、web.xmlを開きま
す。

2. デフォルトの20分間から適切な時間（分単位）に編集します。
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3. globalsettings.Propsとweb.xmlファイルを保存します。

更新内容が保存されます。

4. web.xmlファイルを閉じます。

関連トピック

● ログイン
● ネットワークとセキュリティ
● ユーザと認証

サーバ証明書
[サーバ証明書]ページでは、中央管理サーバ（CMS）のSSLサーバ証明書を表示して管理できま
す。HP Systems Insight Managerでは、自己署名証明書と、認証機関（CA）署名証明書とい
う、2種類の証明書がサポートされています。自署証明書は、お客様がHP Systems Insight Manager
を閲覧できるように、インストール中にデフォルトで作成されます。インストール後に、自署
証明書と認証機関が署名した証明書を作成できます。CA署名証明書では、内部証明書サーバか
外部認証機関が、証明書に署名する必要があります。

HP Systems Insight Managerには、次のセキュリティ証明書オプションがあります。

● サーバ証明書のエクスポート。  [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明
書]を選択し、エクスポートをクリックします。

● サーバ証明書の編集。  [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明書]を選
択し、編集をクリックします。

● 新しいサーバ証明書の作成。  [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明
書]を選択し、新規をクリックします。

● サーバ証明書のインポート。  [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明
書]を選択し、インポートをクリックします。

関連プロシージャ

● サーバ証明書のエクスポート
● サーバ証明書の編集
● サーバ証明書の作成
● サーバ証明書のインポート
● 証明書の同期
● CSRの作成
● CSRの提出
● CA-署名済み証明書のインポート

関連トピック

● ネットワークとセキュリティ
● 証明書のレプリケート
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理
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サーバ証明書のエクスポート

ブラウザへの証明書の展開を容易にするには、HP Systems Insight Managerサーバ証明書をファ
イルにエクスポートします。これにより、ブラウザでHP Systems Insight Managerサーバを適切
に識別できるようになります。証明書は公開文書であるため、機密扱いにする必要はありませ
ん。証明書のアクセスを公開する場合は、改変されないように注意する必要があります。

注記:

システム証明書は、Base64符号化証明書としてエクスポートできます。エクス
ポートした証明書は、ブラウザまたは信頼管理サーバ リストにインポートでき
ます。

HP Systems Insight Managerからサーバ証明書をエクスポートするには、次のように操作しま
す。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明書]を選択し、エクスポートをク
リックします。

Internet Explorerの[ファイルのダウンロード]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. 保存をクリックします。ファイル ダウンロード操作を中止して[サーバ証明書]ページに戻
るには、キャンセルをクリックします。

ファイルがエクスポートされて保存されます。

関連プロシージャ

● サーバ証明書の作成
● サーバ証明書のインポート
● サーバ証明書の編集
● 証明書の同期

関連トピック

● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

サーバ証明書の編集

既存証明書のフィールドを変更するには、サーバ証明書を編集します。サーバ証明書の変更
は、証明書署名要求（CSR）を外部認証機関（CA）に提出する場合に必要になることがありま
す。
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注記:

このプロセスでは、ローカルSystem Management Homepage証明書とプライベー
ト キーも置き換わり、新しいサーバ証明書とプライベート キーとともにディレ
クトリを共有する証明書が更新されます。

注記:

それぞれのフィールドで有効な文字は、aからz（小文字）、AからZ（大文字）、
0から9、特殊文字「‘ ( ) + , - . / :_ ~」とスペースです。それぞれのフィールド
には、空白以外の文字を最低1つ含める必要があります。

サーバ証明書を編集するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明書]を選択し、編集をクリックしま
す。[サーバ証明書の編集]セクションが表示されます。

2. 必要に応じて次のフィールドを編集します。

注記： [共通名 （CN）]フィールドとキーペアは、すべてのSystem Management Homepage
との信頼関係を有効に保つため、変更できません。ただし、修正した証明書をインポート
し、古い証明書をブラウザから削除して、ブラウザの信頼関係を確立しなおす必要があり
ます。

a. [組織（O）]フィールドに組織名を入力します。フィールドの最大長は64文字です（日
本では都道府県名を入力します）。

b. [組織単位（OU）]フィールドに部署名を入力します。フィールドの最大長は64文字
です（日本では都道府県名を入力します）。

c. [地方（L）]フィールドに都市名を入力します。フィールドの最大長は128文字です
（日本では都道府県名を入力します）。

d. [州（S）]フィールドに州名を入力します。フィールドの最大長は128文字です（日本
では都道府県名を入力します）。

e. [国（C）]フィールドに国名を入力します。フィールドの最大長は2文字（英数字）で、
2文字の国コードを使用します。

3. OKをクリックします。証明書が修正されることを示す警告メッセージが表示されます。
修正処理を中止するには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● サーバ証明書の作成
● サーバ証明書のエクスポート
● サーバ証明書のインポート
● 証明書の同期
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関連トピック

● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

サーバ証明書の作成

完全な設定権があるユーザは、以下のような状況でHP Systems Insight Manager Secure Sockets
Layer（SSL）サーバ証明書とプライベート キーを置き換える必要がある場合、新しい自己署名
証明書を作成できます。

● HP Systems Insight Managerサーバ証明書のプライベート キーの整合性が損なわれた場合

● 既存のHP Systems Insight Managerサーバ証明書が失効した場合

この自署証明書は、作成日から10年間の有効期限が設定されています。

HP Systems Insight Manager SSLサーバ証明書とプライベート キーを置き換える必要がある場合
は、新しい自署証明書を作成します。パブリック キーは、証明書に含まれてクライアントへ送
信されます。プライベート キーは、HP Systems Insight Managerサーバ ファイル システムの
キーストア データベースに安全に保管されます。System Management Homepageのパブリック
キーとプライベート キーのペア（同じシステムに存在する）は、HP Systems Insight Manager
のパブリック キーとプライベート キーの新しいペアで上書きされます。

重要:

SSLサーバ証明書とプライベート キーを置き換えると、インポートするたびに、
別のSystem Management Homepageのブラウザや信頼管理サーバ リストなど、

! 既存のHP Systems Insight Managerサーバ証明書とSystem Management Homepage
証明書が無効になります。セキュリティ方針に従って、前のサーバ証明書を新し
いサーバ証明書で置き換え、以前と同じレベルの機能に戻す必要があります。

注記:

このプロセスでは、ローカルSystem Management Homepage証明書とプライベー
ト キーも置き換わり、新しいサーバ証明書とプライベート キーとともにディレ
クトリを共有する証明書が更新されます。

注記:

それぞれのフィールドで有効な文字は、aからz（小文字）、AからZ（大文字）、
0から9、特殊文字「‘ ( ) + , - . / :_ ~」とスペースです。それぞれのフィールド
には、空白以外の文字を最低1つ含める必要があります。

159

ネットワークとセキュリティ



新しい証明書を作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明書]を選択し、新規をクリックしま
す。[新規サーバ証明書]セクションが表示され、フィールドには、デフォルト値が自動的
に入力されます。

2. （省略可能）次のフィールドを変更します。

a. [共通名（CN）]フィールドには、ブラウザが中央管理サーバの閲覧時に名前の比較に
使用するパラメータが含まれています。このフィールドは、完全修飾名などの他の
フォーマットに変更でき、フィールドの最大長は255文字です。

b. [組織（O）]フィールドに組織名を入力します。フィールドの最大長は64文字です（日
本では都道府県名を入力します）。

c. [組織単位（OU）]フィールドに部署名を入力します。フィールドの最大長は64文字
です（日本では都道府県名を入力します）。

d. [地方（L）]フィールドに都市名を入力します。フィールドの最大長は128文字です
（日本では都道府県名を入力します）。

e. [州（S）]フィールドに州名を入力します。フィールドの最大長は128文字です（日本
では都道府県名を入力します）。

f. [国（C）]フィールドに国名を入力します。フィールドの最大長は2文字（英数字）で、
2文字の国コードを使用します。

3. 変更内容を保存するには、OKをクリックします。キャンセルをクリックすると、新しい
サーバ証明書を作成せずに[サーバの証明書]ページに戻ります。証明書とプライベート
キーの変更による影響について説明する警告が表示されます。この警告ボックスでOKを
クリックすると、新しい1,024ビット キーペアと自署証明書が生成されます。このプロセ
スの前にバックアップを手動で作成しないと、古いキーペアと証明書は取得できなくなり
ます。新しい証明書とプライベート キーは、HP Systems Insight Managerを再起動すると
有効になります。

4. ディレクトリを共有する証明書を使用しているローカルSystem Management Homepageと
アプリケーションやコンポーネントに、新しい証明書を適切に同期化するには、HP Systems
Insight Managerサーバを再起動します。新しいサーバ証明書の作成後、HP Systems Insight
Managerサーバ証明書をHTTPサーバ証明書と同期化するには、HP Systems Insight Manager
サーバを再起動します。証明書の同期をとると、HP Systems Insight ManagerサーバのHP
Insightマネジメント エージェントの閲覧時にブラウザのセキュリティ アラートが繰り返さ
れることを防止できます。

関連プロシージャ

● サーバ証明書のエクスポート
● サーバ証明書のインポート
● サーバ証明書の編集
● 証明書の同期

関連トピック

● サーバ証明書
● OpenSSHのインストール
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● SSHキーの管理

サーバ証明書のインポート

次のような状況で既存のサーバ証明書を置き換えるには、認証機関（CA）署名サーバ証明書を
インポートします。

● HP Systems Insight Managerをインストールし、第三者認証機関（CA）か独自の内部認証機
関によって作成された証明書でデフォルトの自己署名証明書を置き換える場合

● HP Systems Insight Managerサーバ証明書のプライベート キーの整合性が損なわれた場合

● 既存のHP Systems Insight Managerサーバ証明書が失効している場合

注意:

SSLサーバ証明書とプライベート キーを置き換えると、インポートするたびに、
管理対象システムのブラウザや信頼管理サーバ リストなど、既存のサーバ証明
書が無効になります。セキュリティ方針に従って、前のサーバ証明書を新しい
サーバ証明書で置き換え、以前と同じレベルの機能に戻す必要があります。

注記:

このプロセスでは、ローカルSystem Management Homepage証明書とプライベー
ト キーも置き換わり、新しいサーバ証明書とプライベート キーとともにディレ
クトリを共有する証明書が更新されます。

サーバ証明書をインポートするには、次のように操作します。

1. 証明書署名要求（CSR）を作成します。「CSRの作成」を参照してください。CSRでは、既
存の証明書からパラメータを使用します。パラメータを変更する場合は、「サーバ証明書
の編集」を参照してサーバ証明書を編集するか、「サーバ証明書の作成」を参照して新し
いサーバ証明書を作成します。

2. 認証機関にCSRを提出します。詳細については、「CSRの提出」を参照してください。CA
は、署名済み証明書を返します。

3. 返された署名済み証明書をHP Systems Insight Managerにインポートします。詳細について
は、「CA-署名済み証明書のインポート」を参照してください。

関連プロシージャ

● サーバ証明書の作成
● サーバ証明書のエクスポート
● サーバ証明書の編集
● 証明書の同期
● CSRの作成
● CA-署名済み証明書のインポート
● CSRの提出
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関連トピック

● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

CSRの作成
HP Systems Insight Manager Secure Sockets Layer（SSL）サーバ証明書とプライベート キーを置
き換えるには、証明書署名要求（CSR）を作成します。

証明書署名要求を作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明書]を選択し、インポートをクリッ
クします。[サーバ証明書のインポート]セクションが表示されます。

2. [証明書署名要求(CSR)を作成する]の横の[詳細]をクリックします。

[証明書署名要求の作成]セクションが、[サーバ証明書のインポート]セクションの下に表示
されます。

注記： 現在の証明書パラメータが表示されます。CSRの作成を選択しても、新しいキーペ
アが作成されたり、証明書パラメータが変更されることはありません。新しいキーペアを
作成する場合は、新しい証明書を作成します。証明書パラメータを変更する場合は、[サー
バ証明書]ページで、インポートではなく編集をクリックします。

3. PKCS #10署名要求を作成するには、作成をクリックします。これは、標準的なブラウザ
でダウンロードします。Internet Explorerで、[ファイルのダウンロード]ダイアログ ボック
スを使用します。Mozillaの場合は、新しいブラウザ ウィンドウのテキストをファイルに
保存します。

4. 内部認証機関（CA）か外部認証機関に証明書ファイルを送信します。

注記： 既存の自己署名証明書はまだ有効なので、署名済み証明書を認証機関から受け取る
まで、SSL Webサーバは閲覧用に動作します。

関連プロシージャ

● サーバ証明書のインポート
● CA-署名済み証明書のインポート
● CSRの提出

関連トピック

● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

CSRの提出
証明書署名要求（CSR）を作成したら、目的の認証機関（CA）にCSRを提出して署名を受ける
必要があります。
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注記:

まず、「CSRの作成」手順を完了してから、この手順を実行する必要がありま
す。詳細については、「CSRの作成」を参照してください。

認証機関（CA）に要求を提出するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明書]を選択し、インポートをクリッ
クします。[サーバ証明書のインポート]セクションが表示されます。

2. [証明書署名要求(CSR)を作成する]の横にある[詳細]をクリックします。

3. PKCS #10（CSR）データを認証機関（CA）に送信します。

認証期間からPKCS #7データが戻されたら、HP Systems Insight Managerにインポートしま
す。

関連プロシージャ

● サーバ証明書のインポート
● CSRの作成
● CA-署名済み証明書のインポート

関連トピック

● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

CA-署名済み証明書のインポート
証明書署名要求（CSR）を作成し、認証機関（CA）によって署名されたら、署名済み証明書を
インポートできます。

注記:

インポート可能な証明書のフォーマットは、PKCS #7フォーマットの証明書のみ
です。CAから受信した証明書が単一の証明書である場合には、最初に、発行元
のCAからの自己署名証明書をHP Systems Insight Managerの、信頼されたシステ
ム証明書リストにインポートする必要があります。CAルート証明書をインポー
トした後は、受信した証明書をHP Systems Insight Managerサーバ証明書として
インポートすることができます。
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注記:

このプロセスでは、ローカルSystem Management Homepage証明書とプライベー
ト キーも置き換わり、新しいサーバ証明書とプライベート キーとともにディレ
クトリを共有する証明書が更新されます。

注記:

HP Systems Insight Managerでは、パブリック キーのサイズが2046ビット以下の
証明書のみをインポートできます。

認証機関（CA）から返された署名済み証明書をインポートするには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明書]を選択し、インポートをクリッ
クします。[サーバ証明書のインポート]セクションが表示されます。

2. [CAからの署名済み証明書の返信をインポートする]の横の[詳細]をクリックします。

[署名済み証明書返信のインポート]セクションが、[サーバ証明書のインポート]セクション
の下に表示されます。

3. [証明書のファイル名]フィールドの横にある参照をクリックします。

[ファイルの選択]ダイアログ ボックスが表示されます。

a. 署名済み証明書を保存した場所までナビゲートします。

b. 正しいファイル名を選択し、開くをクリックします。

ファイル名が[証明書のファイル名]フィールドに表示されます。

4. インポートをクリックします。

署名済み証明書がインポートされます。

証明書署名要求（CSR）を作成するか、サーバ証明書をインポートしたら、HP Systems
Insight Managerサーバを再起動し、HP Systems Insight Managerサーバ証明書を、System
Management Homepage証明書とディレクトリを共有する証明書に同期させます。証明書
の同期をとると、HP Systems Insight ManagerサーバのHP Insightマネジメント エージェン
トの閲覧時にブラウザのセキュリティ警告が繰り返されることを防止できます。これによ
り、HP Systems Insight ManagerとローカルSystem Management Homepageが、Secure
Sockets Layer（SSL）サーバ証明書とプライベートキーを更新できます。

関連プロシージャ

● サーバ証明書のインポート
● CSRの作成
● CSRの提出
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関連トピック

● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

証明書の同期

HP Systems Insight Managerサーバ証明書が作成または修正されると、System Management
Homepage証明書のパブリック キーとプライベート キーのペアは、HP Systems Insight Manager
のパブリック キーとプライベート キーのペアで上書きされます。

注記:

この機能は、何らかの理由で証明書が同期化されていない場合に使用できます。

注記:

証明書共有機能をHP-UXで動作させるには、OpenSSLを/OPT/APACHE/SSL/BIN/
ディレクトリ（HP-UXインストールのデフォルト）にインストールする必要があ
ります。証明書共有機能をLinuxで動作させるには、OpenSSLを/USR/BIN/ディ
レクトリ（Linuxインストールのデフォルト）にインストールする必要がありま
す。

関連プロシージャ

● サーバ証明書の作成
● サーバ証明書のエクスポート
● サーバ証明書のインポート
● サーバ証明書の編集

関連トピック

● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● 証明書のレプリケート
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

証明書のレプリケート

HP Systems Insight Manager [信頼証明書を要求する]機能を有効にしているシステムの管理者
は、信頼証明書リストを他のHP Systems Insight Managerシステムに複製できます。2方向信頼
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ソリューションとして、HP Systems Insight Managerの[信頼証明書を要求する]機能を使用しな
い場合は、複製は不要です。

ソースCMSからターゲットCMSへの信頼システム証明書の移行
ソース中央管理サーバ（CMS）からターゲットCMSに信頼証明書を移行する方法は、2通りあ
ります。最初の方法は、ソースCMSに多数の信頼証明書がある場合に使用でき、2つ目の方法
は、ソースCMSにある信頼証明書の数が比較的少ない場合に使用できます。

ソースCMSに多数の信頼証明書がある場合の証明書移行

警告：この機能を使用すると、ターゲットCMSの既存のSSLサーバ キーおよび証明書は消去さ
れます。また、ターゲットCMSを信頼するように設定されているエージェントとの信頼関係を
再構築する必要があります。手順 13を参照してください。

1. ソースCMSシステムのHP Systems Insight Managerに管理者権限でサイン インします。

2. （HPSIMインストール フォルダ）->[Systems Insight Manager]->[config]->[certstor]の順に移
動します。

3. hp.keystoreファイルおよびkeyfile.3ファイルをコピーします。

4. ターゲットCMSシステムに管理者権限でログインします。

5. （HPSIMインストール フォルダ）->[Systems Insight Manager]->[config]->[certstor]ディレク
トリの順に移動します。

6. hp.keystoreファイルおよびkeyfile.3ファイルを、コピーしたものと入れ替えます。

7. ターゲットCMSシステムで、[スタート]->[設定]->[コントロール パネル]->[管理ツール]->[サー
ビス]を選択します。

8. HP Systems Insight Managerサービスを再起動します。

注記：証明書の名前がサイトの名前と一致しないという、ブラウザの警告が表示される場
合があります。一時的に、ソースCMSの証明書を使っているため、これは予想されること
です。ただし、ブラウザが表示する証明書を表示して、信憑性を確認してからログインす
ることができます。

9. ターゲットCMSのHP Systems Insight Managerに管理者権限でサイン インします。[オプ
ション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバ証明書]を選択します。

10. 新規をクリックして、新しいサーバ証明書を作成します。

11. ターゲットCMSシステムで、[スタート]->[設定]->[コントロール パネル]->[管理ツール]->[サー
ビス]を選択します。

12. HP Systems Insight Managerサービスを再起動します。

13. エージェント設定のレプリケート機能を使用して、新しいサーバ証明書を、必要な管理対
象システムにインストールします。詳細については、「エージェント設定のレプリケート
機能を使用した、信頼証明書および信頼モードのソースCMSから信頼済み管理対象システ
ムへの複製」を参照してください。
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ソースCMSにある信頼証明書の数が比較的少ない場合の証明書移行

1. ソースCMSシステムに管理者権限でログインします。

2. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼署名書]を選択します。

3. 証明書を選択して、エクスポートをクリックします。

4. 証明書をローカルで保存します。

5. [信頼されたシステム証明書]ページに表示されているすべての証明書について、手順2およ
び3を繰り返します。

6. エクスポート済み証明書をすべてターゲットCMSシステムにコピーします。

7. ターゲットCMSのHP Systems Insight Managerに管理者権限でサイン インします。

8. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼署名書]を選択します。

9. インポートをクリックします。

10. 参照をクリックして、証明書を選択します。

11. OKをクリックします。

12. すべての証明書について、最後の3つの手順を繰り返します。

エージェント設定のレプリケート機能を使用した、信頼証明書および信
頼モードのソースCMSから信頼済み管理対象システムへの複製

注記:

このセクションでは、エージェントが既にソースCMSを信頼するように設定され
ているものとします。

注記:

この手順では、エージェントを新しいターゲットCMSだけを信頼するように設定
します。オリジナル ソースCMSの信頼が必要な場合は、ソースCMSで手順5、
6、および13（または16）を繰り返してください。

1. ターゲットCMSのSystem Management Homepageにログインします。

2. [設定]->[セキュリティ]->[信頼モード]の順に選択します。

3. [証明書による信頼]を選択して、設定の保存をクリックします。

4. [設定]->[セキュリティ]->[信頼された管理サーバ]を選択します。
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5. サーバから証明書の追加の横のフィールドにターゲットCMSのIPアドレスを入力します。

6. サーバから証明書の追加をクリックします。

7. ソースCMSのHP Systems Insight Managerに管理者権限でサイン インします。

8. [設定]->[エージェント設定のレプリケート]を選択します。

9. [ターゲット システムの選択]ページで、ソースCMSを信頼するように設定されている管理
対象システムをすべて選択します。

10. [選択の適用]をクリックし、次へをクリックします。

11. ターゲットCMSをソースとして選択し、次へをクリックします。

注記：ソース システムに、HP Systems Insight Managerがインストールされていない場合
は、手順15に進んでください。

12. ソース構成設定を選択ページで、[System Management
Homepage]->[Settings]->[Configuration Options Properties]を選択し、[Trust
Mode]を選択します。

13. [System Management Homepage]->[Settings]->[Trusted Certificate Properties]
を選択し、ターゲットCMSの[Trusted Certificate]を選択します。

14. ソース構成設定を選択ページで、[HTTP Server]->[Configuration]->[Options Properties]
を選択し、[信頼モード]を選択します。

15. [HTTP Server]->[Trusted Certificates Properties]を選択し、ターゲットCMSの[信頼証
明書]を選択します。

16. すぐに実行をクリックします。選択した管理対象システムで、CMSの証明書が複製されま
す。

関連プロシージャ

● エージェント設定のレプリケート タスクの作成
● サーバ証明書のエクスポート
● サーバ証明書の編集
● サーバ証明書の作成
● サーバ証明書のインポート
● 証明書の同期
● CSRの作成
● CSRの提出
● CA-署名済み証明書のインポート

関連トピック

● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理
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信頼証明書
信頼証明書では、セキュリティが最高レベルになります。完全な設定権があるユーザは、別の
システムからHP Systems Insight Manager信頼証明書リストに証明書をインポートできます。

HP Systems Insight Managerの信頼システム証明書リストの目的は、HP Systems Insight Manager
キーストアで証明書のリストを維持することです。証明書には、HP Systems Insight Managerシ
ステム証明書、およびHP Systems Insight Managerシステムによって信頼されている管理対象シ
ステムの証明書が含まれます。インポートされた証明書は、キーストアに保管され、信頼され
たシステム証明書リストに表示されます。

証明書のリストは、[信頼証明書を要求する]が有効になっているときに使用されます。ただし、
このリストは、[信頼証明書を要求する]の状態に関係なく管理可能です。証明書のリストには、
証明書自体が含まれますが、使用可能な場合は署名入り証明書も含まれます。署名入り証明書
を使用すると、署名入り証明書によって署名された証明書が有効になって信頼されるので、リ
ストの管理が簡単になります。詳細については、「信頼証明書の要求」を参照してください。

HP Systems Insight Managerには、次の信頼証明書オプションがあります。

● 信頼証明書のインポート。  [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明書]->[イ
ンポート]をクリックします。

● 証明書のエクスポート。  [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明書]を選択
し、エクスポートをクリックします。

● 信頼証明書の削除。  [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明書]を選択しま
す。削除する証明書を選択し、削除をクリックします。

関連プロシージャ

● 信頼証明書のインポート
● 信頼証明書のエクスポート
● 信頼証明書の削除

関連トピック

● 信頼証明書の要求
● システムとイベントの管理
● サーバ証明書
● 信頼証明書の要求
● 信頼関係の設定
● 証明書のレプリケート
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

信頼証明書のインポート

[信頼されたシステム証明書]ページで[信頼証明書を要求する]を選択した場合は、信頼する管理
対象システムを表す証明書を信頼証明書リストにインポートする必要があります。システム単
位でシステム自体の証明書をインポートできます。また、システム グループの証明書に署名し
て発行する認証機関（CA）または中間CAの署名入り証明書もインポートできるため、このリ
ストのメンテナンスが簡単になります。
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注記:

完全な設定権があるユーザのみが、HP Systems Insight Managerの信頼されたシ
ステム証明書リストに証明書をインポートできます。

注記:

HP Systems Insight Managerでは、パブリック キーのサイズが2,048ビット以下
の証明書のみをインポートできます。

信頼されたシステム証明書リストから証明書をインポートするには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明書]を選択し、インポートをクリックし
ます。[信頼されたシステム証明書のインポート]セクションが表示されます。

2. [証明書のファイル名]フィールドの横にある参照をクリックします。

[ファイルの選択]ダイアログ ボックスが表示されます。

3. インポートする証明書の場所に移動し、ファイル名を選択します。開くをクリックしま
す。

証明書がインポートされます。

関連プロシージャ

● 信頼証明書
● 信頼証明書のエクスポート
● 信頼証明書の削除

関連トピック

● 信頼証明書
● 信頼関係の設定
● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

信頼証明書のエクスポート

ブラウザへの証明書の展開を容易にするには、HP Systems Insight Managerサーバの証明書を
ファイルにエクスポートします。これにより、ブラウザでHP Systems Insight Managerサーバを
適切に識別できるようになります。証明書は公開文書であるため、機密扱いにする必要はあり
ません。証明書のアクセスを公開する場合は、改変されないように注意する必要があります。
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完全な設定権があるHP Systems Insight Managerユーザのみが、HP Systems Insight Managerの
システム証明書をHP Systems Insight Managerからエクスポートできます。

注記:

システム証明書は、Base64符号化証明書としてエクスポートできます。エクス
ポートした証明書は、ブラウザまたはシステムの信頼管理システム リストにイ
ンポートできます。

HP Systems Insight Managerからのシステム証明書のエクスポート
Microsoft Explorerを使用して、HP Systems Insight Managerからシステム証明書をエクスポート
するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明書]を選択し、エクスポートをクリック
します。

[ファイルのダウンロード]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. 保存するファイルの場所を選択します。

3. ファイル名を入力し、保存をクリックすると、Base64符号化X.509証明書として証明書が
保存されます。このファイルは、Secure Sockets Layer（SSL）の接続中の中央管理サーバ
（CMS）の認証用に、ブラウザや管理対象システムにインポートできます。保存操作を中
止して[システム証明書]ページに戻るには、キャンセルをクリックします。

Mozillaを使用して、HP Systems Insight Managerからシステム証明書をエクスポートするには、
次のように操作します。

1. 新しいブラウザ ウィンドウに証明書を表示します。

2. 証明書を含むブラウザ ウィンドウの内容全体を選択します。

3. 選択したテキストをクリップボードにコピーします。

4. 任意のテキスト エディタにテキストを貼り付け、ファイル拡張子を.CERにしてファイルを
保存します。

ブラウザからのシステム証明書のエクスポート（Microsoft Internet
Explorerのみ）

1. 以下の方法のいずれかを使用して、HP Systems Insight Managerのシステム証明書を表示し
ます。

● Internet Explorerブラウザのメニューから[ファイル]->[プロパティ]->[証明書]を選択しま
す。

● ブラウザの右下にある[ロック]アイコンをダブルクリックし、[証明書]ダイアログ ボッ
クスを表示します。

[証明書]ダイアログ ボックスが表示されます。
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2. [証明書]ダイアログ ボックスの[詳細]タブを選択します。

[詳細]タブが表示されます。

3. ファイルにコピーをクリックします。

[証明書のエクスポートウィザード]が起動されます。

4. 次へをクリックします。

[エクスポート ファイルの形式]ダイアログ ボックスが表示されます。

5. エクスポート ファイル形式として[Base-64 encoded X.509]を選択します。次へをク
リックします。

[エクスポートするファイル]ダイアログ ボックスが表示されます。

6. ファイル名フィールドに、エクスポートするファイルを入力します。次へをクリックしま
す。

[証明書エクスポートウィザードの完了]ダイアログ ボックスが表示されます。

7. 完了をクリックします。前のページに戻るには戻るをクリックします。エクスポート操作
を中止するには、キャンセルをクリックします。

エクスポートが完了したというメッセージが表示されます。

8. OKをクリックします。

関連プロシージャ

● 信頼証明書
● 信頼証明書のインポート
● 信頼証明書の削除

関連トピック

● 信頼証明書
● 信頼関係の設定
● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

信頼証明書の削除

HP Systems Insight Managerキーストアから証明書を削除するには、信頼されたシステム証明書
リストから証明書を削除します。
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注意:

削除プロセスを取り消すことはできません。この機能は慎重に使用してくださ
い。

信頼されたシステム証明書リストから証明書を削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明書]を選択します。

2. 削除する証明書を選択します。

3. 削除をクリックします。ダイアログ ボックスが表示されます。

4. 証明書を削除するには、はいをクリックします。削除のプロセスを中止して[信頼されたシ
ステム証明書]ページに戻るには、キャンセルをクリックします。

証明書が信頼されたシステム証明書リストから削除されます。

関連プロシージャ

● 信頼証明書のインポート
● 信頼証明書のエクスポート
● 信頼証明書の要求

関連トピック

● 信頼証明書
● サーバ証明書
● ネットワークとセキュリティ
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

信頼証明書の要求

信頼されたシステム証明書は、管理対象システムを表す証明書です。[信頼されたシステム証明
書]ページの[信頼証明書を要求する]オプションを有効にすると、HP Systems Insight Managerで
のリモート管理対象システムの認証が可能になります。利便性を考慮して、このオプションは
無効になっています。これが典型的なシナリオであり、高いレベルのセキュリティが維持され
ます。セキュリティ レベルを最大化するには、このオプションを有効にする必要があります。

[信頼証明書を要求する]を有効にした場合、HP Systems Insight Managerで管理対象システムに
SSL（Secure Sockets Layer）接続しようとすると、そのシステムを表す証明書が、HP Systems
Insight Managerキーストアで必要になります。証明書がない場合、SSL接続はエラーになり、
操作もエラーになります。システムを表す証明書としては、システムのSSLシステム証明書、ま
たはシステムの証明書の署名に使用された認証機関（CA）レベルの証明書が使用可能です。シ
ステム数が多い場合、少数のCAレベル証明書を使用してすべてのシステム証明書に署名する
と、システム証明書の管理と維持が簡単になります。ただし、このオプションでは、ご使用の
環境にPKI（パブリック キー インフラストラクチャ）が必要になったり、外部のセキュリティ
会社のサービスが必要になります。
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注意:

[信頼証明書を要求する]オプションを選択すると、信頼されたシステム証明書リ
ストに証明書が記されているシステムのみで特定機能が動作することを示す警告
メッセージが表示されます。

注記:

[信頼証明書を要求する]を有効にすると、HP Systems Insight Managerの信頼され
たシステム証明書リストのみが使用されます。

注記:

[信頼証明書を要求する]オプションを変更すると、HP Systems Insight Managerの
操作に悪影響を及ぼす場合があります。以下で説明する、表示される警告をよく
読んで理解してください。

注記:

CAレベル証明書を使用する場合、CAレベル証明書によって署名された有効な証
明書は、すでに発行済みか、将来発行されるかを問わず、HP Systems Insight
Managerによって受け付けられます。

関連プロシージャ

● 信頼証明書のインポート
● 信頼証明書のエクスポート
● 信頼証明書の削除

関連トピック

● 信頼証明書
● 信頼関係の設定
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理

信頼関係の設定

HP Systems Insight Manager CMSと、ProLiantエージェントがインストールされた管理対象
Windowsサーバとの間の信頼関係を設定する方法
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管理対象のProLiantサーバを信頼するようにCMSを設定する方法
1. HP Systems Insight Managerで、[オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[サーバの証明書]

を選択し、エクスポートをクリックします。ファイルの場所を覚えておきます
（servcert.cert）。

2. （省略可能）HP Systems Insight Managerで、[オプション]->[セキュリティ]->[証明書]-> [信
頼証明書]を選択し、インポートをクリックします。手順1でエクスポートしたファイルを
探してインポートします。

注記:

HP Systems Insight Managerは、サーバ証明書と信頼証明書に対して同じ
キーストアを使用します。

3. Internet Explorerで、[ツール]->[インターネット オプション]->[コンテンツ]->[証明書]を選
択し、[信頼されたルート証明機関]タブを選択します。手順1でエクスポートしたファイル
をインポートして、[証明書の種類に基づいて、自動的に証明書ストアを選択する]を選択
します。

管理対象システムの設定

シングル ログインとセキュア タスク実行（STE）が動作するには、サポートされているエー
ジェントを管理対象システムで実行し、HP Systems Insight Managerサーバを信頼するように管
理対象システムを設定する必要があります。信頼モードは、System Management Homepageで
設定されます。

[証明書による信頼]。[証明書による信頼]モードでは、信頼証明書を備えたHP Systems Insight
Managerサーバの設定変更だけを受け入れるようSystem Management Homepageが設定
されます。このモードでは、デジタル署名と証明書による認証を提供する、提出されたサーバ
が必要です。このモードは最もセキュリティの高い方法になります。デジタル署名を確認して
からアクセスを許可するからです。HPは、このオプションをおすすめします。

注記:

HP Systems Insight Managerによるリモートでの設定変更を可能にしたくない場
合は、[証明書による信頼]を選択したままにして、信頼システムのリストを空の
ままにしておきます。

[名前による信頼]。[名前による信頼]モードでは、HP Systems Insight Managerの名前が[名前に
よる信頼]フィールドに指定されているサーバからの特定の設定変更だけを受け入れるよう
System Management Homepageが設定されます。[名前による信頼]オプションは設定が
容易で、悪意のないアクセスを防止します。たとえば、2つの別々の部門に2つの異なる管理者
グループがある安全なネットワークの場合にこのオプションを使用できます。これにより、あ
るグループが間違ったシステムにソフトウェアをインストールすることを防止できます。この
オプションは、提出されたHP Systems Insight Managerサーバ名だけを確認し、デジタル署名は
確認しません。
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[すべて信頼]。[すべて信頼]モードでは、あらゆるシステムからの設定変更を受け入れるよう
System Management Homepageが設定されます。たとえば、安全なネットワークの場合
に[すべて信頼]オプションを使用すると、そのネットワーク内のすべての人物が信頼されます。

注記:

[証明書による信頼]の場合、HP Systems Insight Managerシステムからの証明書
は、初期サポート パックの展開中にインストールできます。詳細については、
「初期ProLiant Support Packのインストール」を参照してください。

System Management Homepageを実行する管理対象サーバを設定
する方法

1. ブラウザから、IEを開いてhttps://managed-server:2381を通じて管理対象サーバに
アクセスします。System Management Homepageが表示されます。

2. System Management Homepageにログインします。

3. [設定]->[System Management Homepage]->[セキュリティ]を選択します。

4. 信頼モードをクリックします。[信頼モード]ページが表示されます。

5. [証明書による信頼]を選択して信頼証明書を要求します。

6. 信頼証明書をクリックして信頼管理サーバの証明書にアクセスします。

7. 設定の保存をクリックして信頼モードを保存するか、値のリセットをクリックしてすべて
の変更をキャンセルします。

8. ブラウザの戻るボタンをクリックします。

9. サーバから証明書の追加の横にあるテキスト ボックスに、追加する証明書が含まれたHP
Systems Insight Managerサーバの名前を入力します。

10. サーバから証明書の追加をクリックします。リストに追加される前に、確認/確定のため
の証明書の情報が表示されます。

注記：これは、HTTP経由のセキュリティ保護されていない要求なので、悪意のある者が要
求を傍受して、その要求への応答として偽の証明書を返す危険性があります。HP Systems
Insight Manager証明書を入手する、より安全な方法の詳細については、「HP Systems Insight
Manager証明書のインポート」を参照してください。

11. 証明書の情報を確認し、信頼証明書のリストに追加したければ、証明書リストに証明書を
追加をクリックします。

注記：クラスタで信頼証明書を設定する場合の詳細については、「クラスタ」を参照して
ください。

HP Systems Insight Manager証明書のインポート

1. HP Systems Insight Managerサーバ証明書をHP Systems Insight Managerサーバからファイ
ルにエクスポートします。詳細については、「サーバ証明書のエクスポート」を参照して
ください。
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2. 証明書ファイルを、管理対象システムのファイル システムにアクセス可能なファイル保存
場所に保存します。

3. 管理対象システムにアクセスし、手順1で作成したHP Systems Insight Managerサーバ証明
書を「メモ帳」で開きます。

4. Begin Certificate行とEnd Certificate行を含むファイルの内容全体を強調表示します。
強調表示した証明書ファイルの内容をクリップボードにコピーします。

5. 管理対象システムのブラウザに戻り、[HP Systems Insight Manager証明書データ]ボッ
クスを選択します。

6. 証明書ファイルの内容をこのボックスに貼り付け、ボックスの下の証明書の追加をクリッ
クします。上部に3つのリンクのある確認ウィンドウが表示されます。

7. [オプション]をクリックし、[信頼された証明書]セクションまでスクロールします。追加し
たHP Systems Insight Manager証明書の[信頼された証明書]というリストが生成されてお
り、サーバ名と、[証明書の表示]と[証明書の削除]という2つのリンクが表示されます。

HP Systems Insight Managerの設定

1. Internet Explorerで、[ツール]->[インターネット オプション]->[コンテンツ]->[証明書]を選
択し、[信頼されたルート証明機関]タブを選択します。エクスポートしたファイルをイン
ポートして、[証明書の種類に基づいて、自動的に証明書ストアを選択する]を選択します。

2. （省略可能）HP Systems Insight Managerで、[オプション]->[セキュリティ]->[証明書]-> [信
頼証明書]を選択し、インポートをクリックします。手順1でエクスポートしたファイルを
探してインポートします。

注記:

HP Systems Insight Managerは、サーバ証明書と信頼証明書に対して同じ
キーストアを使用します。

3. HP Systems Insight Managerを開いて、[オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明
書]を選択し、[信頼証明書を要求する]オプションを有効にします。

マネジメントHTTPサーバを実行する管理対象サーバを設定する方法

HP Systems Insight Manager証明書のインポート

1. HP Systems Insight Managerサーバ証明書をHP Systems Insight Managerサーバからファイ
ルにエクスポートします。詳細については、「サーバ証明書のエクスポート」を参照して
ください。

2. 証明書ファイルを、管理対象システムのファイル システムにアクセス可能なファイル保存
場所に保存します。

3. 管理対象システムにアクセスし、手順1で作成したHP Systems Insight Managerサーバ証明
書を「メモ帳」で開きます。
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4. Begin Certificate行とEnd Certificate行を含むファイルの内容全体を強調表示します。
強調表示した証明書ファイルの内容をクリップボードにコピーします。

5. 管理対象システムのブラウザに戻り、[HP Systems Insight Manager証明書データ]ボッ
クスを選択します。

6. 証明書ファイルの内容をこのボックスに貼り付け、ボックスの下の証明書の追加をクリッ
クします。上部に3つのリンクのある確認ウィンドウが表示されます。

7. [オプション]をクリックし、[信頼された証明書]セクションまでスクロールします。追加し
たHP Systems Insight Manager証明書の[信頼された証明書]というリストが生成されてお
り、サーバ名と、[証明書の表示]と[証明書の削除]という2つのリンクが表示されます。

HP Systems Insight Manager証明書の要求

適切なフィールドにHP Systems Insight Managerサーバ名を入力し、対応する証明書の取得ボタ
ンを押します。管理対象システムは、直接HP Systems Insight Managerサーバに証明書のHTTP要
求を送信します。

注記：これは、HTTP経由のセキュリティ保護されていない要求なので、悪意のある者が要求を
傍受して、その要求への応答として偽の証明書を返す危険性があります。HP Systems Insight
Manager証明書を入手する、より安全な方法の詳細については、「HP Systems Insight Manager
証明書のインポート」を参照してください。

HP Systems Insight Managerの設定

システム識別

管理対象システムがシングル ログインとセキュア タスク実行をサポートしていることをHP
Systems Insight Managerが認識するために、すべての管理対象システムに対して1回以上はシス
テム識別タスクを実行する必要があります。

信頼されたシステムの証明書

[信頼されたシステム証明書]ページ（[オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明書]の
順に選択）で[信頼証明書を要求する]を有効にしている場合は、HP Systems Insight Manager
サーバに信頼させたい管理対象システムを表す証明書を、HP Systems Insight Managerの信頼さ
れたシステム証明書リストにインポートしてください。管理対象デバイスの証明書について
は、その証明書を使用するか、該当する場合は、認証機関（CA）がシステム証明書の署名に使
用した証明書を使用することができます。

注記:

[信頼証明書を要求する]を無効にする場合は、信頼されたシステム証明書リスト
が使用されないため、この項を省略できます。

システム証明書をHP Systems Insight Managerの信頼されたシステム証明書リストにインポート
する前に、証明書を、DERまたはBase64符号化形式でファイルにエクスポートします。システ
ム証明書は、次の方法で入手できます。

● Windowsで動作するシステム用にファイル システムにアクセスしている場合は、
c:\compaq\wbem\cert.pemファイル内の証明書を、Base64符号化形式で、HP Systems Insight
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Managerがアクセス可能な場所にコピーするか、HP Systems Insight Managerがすでにその
ファイルにアクセス可能であれば、そのファイルに直接アクセスします。

● システムにアクセスしているときにシステム証明書をエクスポートします。ブラウザのメ
ニューから、[ファイル]->[プロパティ]の順に選択します。証明書をクリックします。[詳細]
タブをクリックして、ファイルにコピーをクリックします。証明書を、Base64符号化X.509
ファイルとしてエクスポートします。

CA証明書を入手する方法については、CAに問い合わせるか、証明書サーバ ソフトウェアに付
属のマニュアルを参照してください。管理対象システムの証明書をHP Systems Insight Manager
の信頼されたシステム証明書リストにインポートするには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[証明書]->[信頼証明書]を選択し、インポートをクリックし
ます。

2. [信頼されたシステム証明書のインポート]セクションが表示されます。

3. [証明書のファイル名]フィールドの横にある参照をクリックします。

[ファイルの選択]ダイアログ ボックスが表示されます。

4. インポートする証明書の場所に移動し、ファイル名を選択します。開くをクリックしま
す。

証明書がインポートされます。

注記：クラスタで信頼証明書を設定する場合の詳細 については、「クラスタ」を参照してくだ
さい。

ブラウザの警告メッセージの管理

ブラウザ上に表示されるブラウザの警告メッセージを停止するには、以下を実行します。

1. ブラウザから、Internet Explorerを開いてhttps://managed_server:2381で管理対象サー
バにアクセスします。

2. Internet Explorerの[セキュリティの警告]で、証明書の表示をクリックします。

3. 証明書を確認した後、証明書のインストールをクリックします。

4. 次へをクリックします。

5. 証明書をすべて次のストアに配置するをクリックします。

6. 参照をクリックします。

7. [信頼されたルート証明機関]を選択し、OKをクリックします。

8. 次へをクリックします。

9. 完了をクリックします。

10. OKをクリックします。
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関連プロシージャ

● CSRの作成
● CSRの提出
● CA-署名済み証明書のインポート
● サーバ証明書のエクスポート
● 管理対象システム

関連トピック

● サーバ証明書
● 信頼証明書
● ネットワークとセキュリティ
● エージェント設定のレプリケート タスクの作成
● OpenSSHのインストール
● SSHキーの管理
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システム、クラスタ、イベントの監視
[システムおよびイベント]パネル内のツールを使用して、システム、クラスタ、およびイベン
トを監視することができます。これにより、システムとイベントを細かく調べて詳細情報を特
定したり、システムを選択してからタスクを実行したりすることができます。このパネルか
ら、[システム概要]ページ、[すべてのシステム]ページ、および[すべてのイベント]ページに迅
速にアクセスすることができます。検索を[システム]または[イベント]の下のプライベート収集
に保存することもできます。詳細については、「収集の保存」を参照してください。

注記:

HP Systems Insight Manager 4.xからHP Systems Insight Manager 5.0にアップグ
レードした場合、[お気に入り]機能を使用していれば、[お気に入り]サブフォル
ダとその内容は、プライベート収集の下に移動しています。

収集について
収集は、HP Systems Insight Managerデータベース内の情報に基づいてシステムを収集にグルー
プ分けします。収集を定義すると、結果を表示したり、収集をタスクに関連付けたりすること
ができます。編集した収集や編集していない収集は、別の名前の収集として保存することがで
きます。

システム、クラスタ、またはイベントの論理収集を作成することによって、特定のイベント収
集で表示されるシステム、クラスタ、またはイベントの数が少なくなります。たとえば、組織
に5人のシステム管理者がいて、6棟の異なるビルに設置されている100台のシステムを担当す
る場合を想定します。各管理者用にそれぞれが担当するシステムだけを含む収集を作成した
り、特定のビルに設置されているシステムだけを含む収集を各ビルごとに作成したりすること
ができます。

個別の収集または多数の選択条件を含む複合収集の実行には、多くのシステム リソースが必要
です。個々のタスクのパフォーマンスの影響を最小にするためには、収集をできる限り単純に
します。

関連プロシージャ
● クラスタ テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのクラスタの削除
● クラスタ収集レポートの印刷
● イベントに関するコメントの入力
● ユーザへのイベントの割り当て
● 収集からのイベントを確認済みに変更
● イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのイベントの削除
● イベント収集レポートの印刷
● イベント収集のプロパティの設定
● イベント収集の作成
● イベントの高度な検索の実行
● イベント収集の削除
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● イベント収集の編集
● システム収集またはクラスタ収集のプロパティの設定
● システム収集またはクラスタ収集の作成
● システムの高度な検索の実行
● システム収集またはクラスタ収集の削除
● システム収集またはクラスタ収集の編集
● 基本検索の実行
● クラスタの高度な検索の実行
● 収集の保存
● システム テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのシステムの削除
● システム収集レポートの印刷
● 収集の保存

関連トピック
● システム テーブル ビュー ページ
● クラスタ テーブル ビュー ページ
● イベント テーブル ビュー ページ
● イベント収集のカスタマイズ
● システム収集またはクラスタ収集のカスタマイズ
● システムとイベントの検索
● システム概要ページの表示
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート
● リファレンス
● デフォルト パブリック収集
● サービス通知イベント

[システムおよびイベント]パネルのナビゲート
[システムおよびイベント]パネルには、次の機能が含まれています。

1. ツリー コントロールおよびカスタマイズ
2. 概要
3. システム
4. イベント
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収集を選択すると、その内容のビューが表示されます。[システムおよびイベント]パネルから、
いくつかのタイプの収集ビュー ページを起動できます。下のリストでいずれかのページを選択
して、使用可能ないくつかのタイプのビューの詳細を表示してください。

● システム テーブル ビュー ページのナビゲート
● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● クラスタ テーブル ビュー ページのナビゲート
● ピクチャー ビュー ページのナビゲート
● ツリー ビューのナビゲート

[システムおよびイベント]パネルでは、[プライベート]収集と[共有]収集がデフォルトで作成さ
れます。[共有]の収集は、すべての有効なHP Systems Insight Managerユーザが表示できます。
ただし、これらの収集とその内容を編集または削除できるのは、完全な設定権があるユーザだ
けです。[プライベート]の収集は、その収集を作成したユーザだけが、表示、編集、または削
除できます。収集は、[プライベート]または共有収集内に配置することができます。収集を[共
有]に配置するには、完全な設定権を持っている必要があります。

同じ収集が[共有]と[プライベート]の両方に配置されている場合、完全な設定権を持っているす
べてのユーザが、[共有]収集に保存されている収集を修正できます。いずれかの収集内で収集
が修正されると、その変更はもう一方の収集にも反映されます。収集を作成したユーザのユー
ザ権限が完全な設定権から制限付き設定権に低下すると、そのユーザは、[共有]収集に配置さ
れた収集を修正できなくなります。

収集とその内容は、表示されないように設定することができます。使用されない収集が[システ
ムおよびイベント]パネルに煩雑に表示されないようにしたい場合は、この設定を使用してくだ
さい。詳細については、「システム収集またはクラスタ収集のプロパティの設定」および「イ
ベント収集のプロパティの設定」を参照してください。
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ツリー コントロールおよびカスタマイズ
[システムおよびイベント]パネルパネルには、ツリーのナビゲートに使用できるコントロール
があります。

ツリーのすべてのブランチを展開します。

ツリーのすべてのブランチを第1レベルのブランチに折り畳みます。

ツリーのブランチを展開します。

ツリーのすべてのブランチを折り畳みます。

[システムおよびイベント]パネルのカスタマイズ リンクでは、必要に応じて[システムおよびイ
ベント]パネル ツリーをカスタマイズできます。すべてのユーザは、自分の[システム]収集、
[イベント]収集、および[お気に入り]収集をカスタマイズできますが、完全な設定権があるユー
ザのみが、パブリックの[システム]収集と[イベント]収集をカスタマイズできます。[収集のカ
スタマイズ]セクションを表示するには、[カスタマイズ]をクリックします。

概要

[システムおよびイベント]パネルには、次のような3つの概要収集があります。

● [システム概要]。[システム概要]ページが表示されます。詳細については、「システム概要
ページの表示」を参照してください。

❍ [ヘルス ステータス]。HP Systems Insight Managerによって検出されたすべてのシステム
のヘルス ステータスが含まれます。システムは、ステータス状態とタイプによってグ
ループ化されます。各列の番号は、この[ヘルス ステータス]収集に属するシステム ス
テータス収集のサブセットへのハイパーリンクです。

❍ [未確認イベント ステータス]。深刻度が、クリティカル、メジャー、マイナー、警告、
正常、または情報になっている未確認イベントの数が表示されます。イベントは、深刻
度とシステム タイプによって分類されます。各列の番号は、この[イベント ステータス]
リストに属するイベントの詳細なリストへのハイパーリンクです。

いずれの表示も、次のシステム カテゴリを使用して並べ替えられます。

❍ [サーバ]。HP Insightマネジメント エージェントを使用するHP製サーバ。

❍ [クラスタ]。システム（通常はサーバ）のグループ。

❍ [クライアント]。ワークステーション、ポータブル、およびデスクトップ。

❍ [ネットワーク]。ルータ、スイッチ、リピータ、またはリモート アクセス製品。

❍ [プリンタ]。

❍ [その他]。リモートInsightボード、および、サーバ、クラスタ、クライアント、ネット
ワーク製品などに分類できないサードパーティ製システム（たとえば、ラック、エンク
ロージャ、リモート管理プロセッサなど）。
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注記:

システム タイプ マネージャを使用すると、その他のサードパーティ製シ
ステムをこのシステム タイプに分類できます。詳細については、「システ
ム タイプの管理」を参照してください。

● [すべてのシステム]。[すべてのシステム]ページが表示されます。システム テーブル ビュー
ページの詳細については、「システム テーブル ビュー ページのナビゲート」を参照してく
ださい。

● [すべてのイベント]。[すべてのイベント]ページが表示されます。イベント テーブル ビュー
ページの詳細については、「イベント テーブル ビュー ページのナビゲート」を参照してく
ださい。

システム

システム収集では、HP Systems Insight Managerデータベース内の情報に基づいて、システムが
論理グループに分類されます。収集を定義すると、作業領域に結果を表示したり、収集を管理
タスクに関連付けたりすることができます。

HP Systems Insight Managerが提供している収集を使用するだけでなく、自分の収集を作成、編
集、または削除することができます。収集は、特定の命名規則に従う必要があります。収集の
命名の詳細については、「収集命名規則」を参照してください。

システムの論理グループを作成することによって、特定のシステム リストで表示されるシステ
ムの数が減ります。たとえば、組織に5人のシステム管理者がいて、6棟の異なるビルに設置さ
れている100台のシステムを担当する場合を想定します。各管理者用にそれぞれが担当するシ
ステムだけを含む収集を作成したり、特定のビルに設置されているシステムだけを含む収集を
各ビルごとに作成したりすることができます。

個別のシステム選択または多数の選択条件を含む複合収集の実行には、多くのシステム リソー
スが必要です。個々のタスクのパフォーマンスの影響を最小にするためには、収集をできる限
り単純にします。すべてのパブリック システム収集のリストについては、「デフォルト パブ
リック収集」を参照してください。

収集をグループ化して、作成した[プライベート]収集に含めることができます。ログインした
ユーザの[プライベート]収集は、HP Systems Insight Managerによって内部的に実行されてス
テータスが生成されます。ユーザは、自分が作成した[プライベート]収集だけにアクセスする
ことができ、他のユーザが作成した[プライベート]収集にはアクセスできません。

イベント

イベント収集では、HP Systems Insight Managerデータベース内の情報に基づいてイベントが論
理グループに分類されます。イベントの論理グループを作成することによって、特定のイベン
ト収集で表示されるイベントの数が少なくなります。収集を定義すると、作業領域に結果を表
示したり、収集を管理タスクに関連付けたりすることができます。

個別のシステム選択または多数の選択条件を含む複合収集の実行には、多くのシステム リソー
スが必要です。個々のタスクのパフォーマンスの影響を最小にするためには、収集をできる限
り単純にします。すべての共有イベント収集のリストについては、「デフォルト パブリック収
集」を参照してください。
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関連プロシージャ

● システム収集またはクラスタ収集のカスタマイズ
● イベント収集のカスタマイズ

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● ツリー ビューのナビゲート
● システム概要ページの表示
● システム タイプ

システム概要ページの表示
[システムおよびイベント]パネルの[ステータス概要]をクリックすると、現在のシステム ヘル
ス ステー タスと未確認イベント ステータスを表示できます。このページは自動的には更新さ
れませんが、ページ下部の[最終更新日]リンクをクリックするとデータを更新できます。

ヘルス ステータス
ヘルス ステータス テーブルには、HP Systems Insight Managerによって検出されたすべてのシ
ステムのうち、参照権限があるシステムのヘルス ステータスが含まれます。システムは、ス
テータス状態とタイプによってグループ化されます。各列の番号は、ステータス別システム収
集に属するシステム ステータス収集のサブセットへのハイパーリンクです。

未確認イベント ステータス
未確認イベントの現在のステータスも表示できます。未確認イベント ステータス テーブルに、
参照権限があるシステムでの、イベント深刻度がクリティカル、メジャー、マイナー、警告、
正常、または情報である未確認イベントの数が表示されます。イベントは、深刻度とシステム
タイプによって分類されます。各列の番号は、このイベント ステータス収集に属するイベント
の詳細なイベント収集へのハイパーリンクです。

いずれの表示も、次のシステム カテゴリを使用して並べ替えられます。

● [サーバ]。 HP Insightマネジメント エージェントがあるHP製サーバ

● [クラスタ]。システム（通常はサーバ）のグループで構成されたクラスタ

● [クライアント]。ワークステーション、ポータブル、およびデスクトップ

● [ネットワーク]。ルータ、スイッチ、リピータ、またはリモート アクセス製品

● [プリンタ]。

● [その他]。リモートInsightボード、および、サーバ、クラスタ、クライアント、プリンタ、
ネットワーク製品などに分類できないサードパーティ製システム（たとえば、ラック、エ
ンクロージャ、リモート管理プロセッサなど）
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注記:

システム タイプ管理を使用すると、その他のサードパーティ製システムをこの
システム タイプに分類できます。システム タイプ管理の詳細については、「シ
ステム タイプの管理」を参照してください。

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート
● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● システム テーブル ビュー ページのナビゲート
● イベント深刻度の種類
● システム タイプ

収集の保存
システム収集、イベント収集、またはクラスタ収集を新しい名前で保存する場合または指定し
た場所に保存する場合は、次の手順を実行します。

注記:

システム検索を行う場合、名前は70文字以内にしてください。重複する収集名
を新しい収集に割り当てることはできないので、名前は一意にする必要がありま
す。特殊文字は含めないでください。

収集を保存するには、次のように操作します。

1. [名前]フィールドに、収集の名前を入力します。

2. [保存場所]で、収集を保存する場所を選択します（いずれかの[共有]フォルダの[プライベー
ト]フォルダで）。

3. 収集を保存するには、OKをクリックします。操作をキャンセルするには、キャンセルを
クリックします。

関連プロシージャ

● システムの高度な検索の実行
● イベントの高度な検索の実行
● クラスタの高度な検索の実行
● 基本検索の実行
● システム テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのシステムの削除
● システム収集レポートの印刷
● クラスタ テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのクラスタの削除
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● クラスタ収集レポートの印刷

関連トピック

● システムとイベントの検索
● 基本検索と高度な検索
● 検索条件
● システム テーブル ビュー ページ
● クラスタ テーブル ビュー ページ

システム収集またはクラスタ収集のカスタマイズ
[システムおよびイベント]パネルには、[システム]収集が含まれます。この収集には、システ
ム、クラスタ、およびシステム機能の収集が含まれます。

収集は、プライベートまたは共有にすることができます。すべてのユーザは、共有収集を表示
できます。ユーザが作成したプライベート収集は個人的なものであり、そのユーザのみが表示
できます。HP Systems Insight Managerは、複数の共有収集が定義された状態で出荷されます。
たとえば、[ステータス別システム]は、HP Systems Insight Managerとともに出荷されるデフォ
ルト共有収集です。デフォルト共有収集の詳細については、「共有システム収集」を参照して
ください。

● システム収集には、共有とプライベートという、2つのアクセス レベルがあります。システ
ム、クラスタ、およびシステム機能のデフォルトのシステム収集は、すべて共有です。デ
フォルト共有収集の詳細については、「共有システム収集」を参照してください。

● すべての有効なユーザは、自分のプライベート収集の表示と編集ができます。

● すべての有効なユーザは、共有収集を表示できますが、完全な設定権があるユーザは、共
有収集の内容を修正できます。修正が完了したら、すべての有効なユーザは、変更内容を
表示できます。

● [システム]収集からシステムまたはクラスタ収集名をクリックすると、その収集の現在のメ
ンバが、ページの作業領域領域に表示されます。

● [システム]収集からクラスタ収集をクリックすると、選択したクラスタ収集の実行結果が、
ページの作業領域領域に表示されます。クラスタ ビュー ページの詳細については、「クラ
スタ テーブル ビュー ページのナビゲート」を参照してください。

システム収集をカスタマイズするには、[システムおよびイベント]パネルのカスタマイズをク
リックします。 [収集のカスタマイズ]ページが表示されます。[表示]ドロップダウン リスト
で、[システム]を選択します。使用できるすべての[システム]が表示されます。収集が[システ
ムおよびイベント]パネルに表示され、システム ステータスが[システムおよびイベント]パネル
に表示される場合は、収集名を含むテーブルが表示されます。 をクリックしてテーブル内

のすべてのシステムおよびクラスタ収集を展開するか、 をクリックしてテーブル内のすべ
てのシステムおよびクラスタ収集を折り畳みます。

[収集のカスタマイズ]ページでは、次のオプションを使用できます。

● 新規。新しいシステム収集またはクラスタ収集を作成します。完全な設定権がある場合は、
新しい収集を共有収集として保存できます。完全な設定権がない場合は、新しい収集をプ
ライベート収集としてのみ保存できます。システム リストの作成方法の詳細については、
「システムの高度な検索の実行」を参照してください。
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● 編集。既存システム収集または既存クラスタ収集を編集します。詳細については、「シス
テム収集またはクラスタ収集の編集」を参照してください。

● 削除。既存システム収集または既存クラスタ収集を削除します。完全な設定権がある場合
は、共有システム収集または共有クラスタ収集を削除できます。システム収集は、空の場
合のみ、削除できます。既存の収集を削除するには、収集を強調表示して削除をクリック
します。ダイアログ ボックスが表示されます。削除を続けるには、OKをクリックします。
削除をキャンセルするには、キャンセルをクリックします。詳細については、「システム
収集またはクラスタ収集の削除」を参照してください。

● プロパティの設定。ステータス表示フラグ、非表示フラグ、およびデフォルト ビューを設
定します。詳細については、「システム収集またはクラスタ収集のプロパティの設定」を
参照してください。

関連プロシージャ

● システムの高度な検索の実行
● システム収集またはクラスタ収集の編集
● システム収集またはクラスタ収集の作成
● システム収集またはクラスタ収集の削除
● システム収集またはクラスタ収集のプロパティの設定

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● デフォルト パブリック収集
● システム ステータス タイプ
● ソフトウェア ステータス タイプ

システム収集またはクラスタ収集の作成

新しいプライベート システム収集またはクラスタ収集や新しい共有システム収集またはクラス
タ収集を作成するには、次の手順を実行します。

注記:

完全な設定権があるユーザは、共有収集を作成できます。制限付き設定権がある
ユーザは、自分のプライベート収集のみを作成できます。ただし、共有収集の表
示はできます。

新しいシステム収集またはクラスタ収集を作成するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルでカスタマイズをクリックします。[収集のカスタマイズ]
ページが表示されます。

2. [表示]ドロップダウン リストで、[システム]を選択します。使用できるすべてのシステム
収集またはクラスタ収集が表示されます。

3. 新規をクリックします。[新規収集]セクションが表示されます。

4. [個別にメンバーを選択]または[条件によってメンバーを選択]を選択します。
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5. [個別にメンバーを選択]を選択した場合は、次の手順を実行します。

a. [次から選択:]ドロップダウン ボックスから、個々の収集または収集メンバを選択しま
す。

注記：ドロップダウン リストから収集を選択する場合、その収集の第1レベルのメン
バは、[有効なアイテム:]ボックスに表示されます。

b. [有効なアイテム:]ボックスから、項目を強調表示し、[>>]をクリックして、収集内の
項目を選択します。上向き矢印や下向き矢印をクリックして収集内の項目の位置を変
更したり、削除をクリックして[選択されたメンバー:]ボックスから項目を削除したり
することができます。

c. 名前を付けて保存をクリックして収集を保存します。[名前を付けて保存]セクション
が表示されます。または、キャンセルをクリックして、変更を保存せずに[新規収集]
セクションを閉じます。収集の保存の詳細については、「収集の保存」を参照してく
ださい。

6. [条件によってメンバーを選択]を選択した場合は、[新規]セクションが表示されます。

a. [検索対象]ドロップダウン ボックスから、[システム]または[クラスタ]を選択します。

b. 収集の検索条件を入力します。クラスタ検索条件の詳細については、「クラスタの高
度な検索の実行」を参照してください。

c. 表示をクリックして検索をすぐに実行するか、名前を付けて保存をクリックして収集
を保存します。名前を付けて保存セクションが表示されます。収集の保存の詳細につ
いては、「収集の保存」を参照してください。または、キャンセルをクリックして、
変更を保存せずに[新規収集]セクションを閉じます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザ完全な設定権があるユーザは、mxcollectionコマンドを使用して
コマンド ライン インタフェース（CLI）から新しい収集を作成できます。

このコマンドの詳細が記載されているマンページへのアクセスの詳細については、「コマンド
ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● システムの高度な検索の実行
● システム収集またはクラスタ収集の編集
● システム収集またはクラスタ収集の削除
● システム収集またはクラスタ収集のプロパティの設定

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● システム収集またはクラスタ収集のカスタマイズ
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート
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システム収集またはクラスタ収集の編集

システム収集またはクラスタ収集を編集するには、次の手順を実行します。

注記:

完全な設定権があるユーザは、共有収集を編集できます。制限付き設定権がある
ユーザは、自分のプライベート収集のみを編集できます。ただし、共有収集の表
示はできます。

既存のシステム収集またはクラスタ収集を編集するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルでカスタマイズをクリックします。[収集のカスタマイズ]
ページが表示されます。

2. [表示]ドロップダウン リストで、[システム]を選択します。使用できるすべてのシステム
収集またはクラスタ収集が表示されます。 をクリックしてテーブル内のすべてのシス

テムおよびクラスタ収集を展開するか、 をクリックしてテーブル内のすべてのシステ
ムおよびクラスタ収集を折り畳みます。

3. 編集するシステム収集またはクラスタ収集を選択し、編集をクリックします。[収集の編
集]セクションが表示されます。

4. システム条件またはクラスタ条件を変更します。クラスタ検索条件の詳細については、
「クラスタの高度な検索の実行」を参照してください。

5. 検索をすぐに実行するには、表示をクリックします。編集内容を保存するには、保存をク
リックします。変更内容をすべてキャンセルするには、キャンセルをクリックします。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザ完全な設定権があるユーザは、mxcollectionコマンドを使用して
コマンド ライン インタフェース（CLI）から既存の収集を編集できます。

このコマンドの詳細が記載されているマンページへのアクセスの詳細については、「コマンド
ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● システムの高度な検索の実行
● システム収集またはクラスタ収集の作成
● システム収集またはクラスタ収集の削除
● システム収集またはクラスタ収集のプロパティの設定

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● システム収集またはクラスタ収集のカスタマイズ
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート
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システム収集またはクラスタ収集の削除

システム収集またはクラスタ収集を削除するには、次の手順を実行します。

注記:

完全な設定権があるユーザは、共有収集を削除できます。制限付き設定権がある
ユーザは、自分のプライベート収集のみを削除できます。ただし、共有収集の表
示はできます。

システム収集またはクラスタ収集を削除するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルでカスタマイズをクリックします。[収集のカスタマイズ]
ページが表示されます。

2. [表示]ドロップダウン リストで、[システム]を選択します。使用できるすべてのシステム
収集またはクラスタ収集が表示されます。 をクリックしてテーブル内のすべてのシス

テムおよびクラスタ収集を展開するか、 をクリックしてテーブル内のすべてのシステ
ムおよびクラスタ収集を折り畳みます。

3. 削除する収集を選択します。

4. 削除をクリックします。ダイアログ ボックスが表示されます。削除を続けるには、OKを
クリックします。操作をキャンセルするには、キャンセルをクリックします。選択された
収集が空でないか、タスクによって使用されていると、エラー メッセージが表示されま
す。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザ完全な設定権があるユーザは、mxcollectionコマンドを使用して
コマンド ライン インタフェース（CLI）から既存の収集を削除できます。

このコマンドの詳細が記載されているマンページへのアクセスの詳細については、「コマンド
ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● システムの高度な検索の実行
● システム収集またはクラスタ収集の編集
● システム収集またはクラスタ収集の作成
● システム収集またはクラスタ収集のプロパティの設定

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● システム収集またはクラスタ収集のカスタマイズ
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート
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システム収集またはクラスタ収集のプロパティの設定

収集のプロパティを設定するには、次の手順を実行します。[システムおよびイベント]パネル
で収集を表示するかしないか、システムまたはクラスタ ステータスを表示するかしないか、お
よびデフォルト ビューを選択することができます。

システムまたはクラスタ収集のプロパティを設定するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルでカスタマイズをクリックします。[収集のカスタマイズ]
ページが表示されます。

2. [表示]ドロップダウン リストで、[システム]を選択します。使用できるすべてのシステム
収集またはクラスタ収集が表示されます。 をクリックしてテーブル内のすべてのシス

テムおよびクラスタ収集を展開するか、 をクリックしてテーブル内のすべてのシステ
ムおよびクラスタ収集を折り畳みます。

3. 収集を選択して、プロパティ設定をクリックします。[プロパティ設定]セクションが表示
されます。

4. [表示]の下で、[はい、システムおよびイベントにアイテムを表示します]または[いいえ、
システムおよびイベントにアイテムを表示しません]を選択します。使用されない収集があ
る場合は、[いいえ、システムおよびイベントにアイテムを表示しません]を選択して、そ
れらが[システムおよびイベント]パネルに煩雑に表示されないようにすることができます。

5. [ステータスの表示]の下で、システム ヘルス ステータスを表示する場合は[はい、システ
ムおよびイベントにアイテムを表示します]を選択し、パネルが煩雑にならないようにする
場合は[いいえ、システムおよびイベントにアイテムを表示しません]を選択します。

注記：このオプションは、収集が属性によって定義されている場合にのみ使用できます。

注記：収集については、そのメンバの重要なステータスのほとんどが表示されます。収集
を開くと、個々のメンバのステータスが表示されます。

注記：ステータスの表示ではシステム リソースが使用されるので、ステータスの表示は必
要な収集に限定するようにしてください。

6. [デフォルト ビュー]フィールドで、ドロップダウン リストからデフォルト ビューを選択
します。[ツリー ビュー]、[テーブル ビュー]、および[アイコン ビュー]から選択してくだ
さい。各ビューの詳細については、「[システムおよびイベント]パネルのナビゲート」を
参照してください。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザ完全な設定権があるユーザは、mxcollectionコマンドを使用して
コマンド ライン インタフェース（CLI）から収集のプロパティを設定できます。

このコマンドの詳細が記載されているマンページへのアクセスの詳細については、「コマンド
ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● システムの高度な検索の実行
● システム収集またはクラスタ収集の編集
● システム収集またはクラスタ収集の作成
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● システム収集またはクラスタ収集の削除

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● システム収集またはクラスタ収集のカスタマイズ
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート

イベント収集のカスタマイズ
[システムおよびイベント]パネルには、[イベント]収集が含まれます。この収集には、異なるタ
イプのイベントの収集が含まれます。

収集は、プライベートまたは共有にすることができます。すべてのユーザは、共有リストを表
示できます。ユーザが作成したプライベート収集は個人的なものであり、そのユーザのみが表
示できます。HP Systems Insight Manager は、複数の共有収集が定義された状態で出荷されま
す。たとえば、[深刻度別イベント]は、HP Systems Insight Managerとともに出荷されるデフォ
ルト パブリック収集です。デフォルト パブリック収集の詳細については、「共有イベント収
集」を参照してください。

● イベント収集には、共有とプライベートという、2つのアクセス レベルがあります。デフォ
ルトのイベント収集は、すべて共有です。

● すべての有効なユーザは、自分のイベント収集の表示と編集ができます。

● すべての有効なユーザは、共有収集を表示できますが、完全な設定権があるユーザのみが、
共有収集の内容を修正できます。修正が完了したら、すべての有効なユーザは、変更内容
を表示できます。

● [イベント]グループからイベント収集をクリックすると、選択したイベント収集の実行結果
が、ページの作業領域領域に表示されます。イベント ビュー ページの詳細については、
「イベント テーブル ビュー ページのナビゲート」を参照してください。

イベント収集をカスタマイズするには、[システムおよびイベント]パネルのカスタマイズをク
リックします。[収集のカスタマイズ]ページが表示されます。[表示]ドロップダウン リストで、
[イベント]を選択してください。使用できるすべての[イベント]が表示されます。 をクリッ

クしてテーブル内のすべてのイベント収集を展開するか、 をクリックしてテーブル内のす
べてのイベント収集を折り畳みます。

イベントの[収集のカスタマイズ]ページでは、次の5つのオプションを使用できます。

● 新規。新しいイベント収集を作成します。完全な設定権がある場合は、新しい収集を共有
イベント収集として保存できます。完全な設定権がない場合は、新しい収集をプライベー
ト収集としてのみ保存できます。イベント収集の作成方法の詳細については、「イベント
の高度な検索の実行」を参照してください。

● 編集。既存のイベント収集を編集します。完全な設定権がある場合は、共有イベント収集
を編集できます。詳細については、「イベント収集の編集」を参照してください。

● 削除。既存のイベント収集を削除します。完全な設定権がある場合は、共有イベント収集
を削除できます。既存の収集を削除するには、テーブル内の収集を強調表示して削除をク
リックします。ダイアログ ボックスが表示されます。削除を続けるには、OKをクリックし
ます。削除をキャンセルするには、キャンセルをクリックします。詳細については、「 イ
ベント収集の削除」を参照してください。
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● プロパティの設定。ステータス表示フラグ、非表示フラグ、およびデフォルト ビューを設
定します。詳細については、「イベント収集のプロパティの設定」を参照してください。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザ完全な設定権があるユーザは、mxcollectionコマンドを使用して
コマンド ライン インタフェース（CLI）から収集のプロパティを設定できます。

このコマンドの詳細が記載されているマンページへのアクセスの詳細については、「コマンド
ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● イベントの高度な検索の実行
● イベント収集の編集
● イベント収集の作成
● イベント収集の削除
● イベント収集のプロパティの設定

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● デフォルト パブリック収集
● サービス通知イベント

イベント収集の作成

新しいイベント収集を作成するには、次の手順を実行します。

注記:

デフォルトの場合、新たに作成したすべての収集はプライベートになります。

注記:

完全な設定権があるユーザは、新しい共有イベント収集を作成できます。制限付
き設定権があるユーザまたは設定権がないユーザは、自分の収集のみを作成でき
ます。ただし、共有収集の表示はできます。

新しいイベント収集を作成するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルでカスタマイズをクリックします。[収集のカスタマイズ]
ページが表示されます。
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2. [表示]ドロップダウン リストで、[イベント]を選択してください。使用できるすべてのイ
ベント収集が表示されます。

3. 新規をクリックします。[新規収集]セクションが表示されます。

4. [個別にメンバーを選択]または[条件によってメンバーを選択]を選択します。

5. [個別にメンバーを選択]を選択した場合は、次の手順を実行します。

a. [次から選択:]ドロップダウン ボックスから、個々の収集または収集メンバを選択しま
す。

注記：ドロップダウン リストから収集を選択する場合、その収集の第1レベルのメン
バは、[有効なアイテム:]ボックスに表示されます。

b. [有効なアイテム:]ボックスから、項目を強調表示し、[>>]をクリックして、収集内の
項目を選択します。上向き矢印や下向き矢印をクリックして収集内の項目の位置を変
更したり、削除をクリックして[選択されたメンバー:]ボックスから項目を削除したり
することができます。

c. 名前を付けて保存をクリックして収集を保存します。[名前を付けて保存]セクション
が表示されます。または、キャンセルをクリックして、変更を保存せずに[新規収集]
セクションを閉じます。収集の保存の詳細については、「収集の保存」を参照してく
ださい。

6. [条件によってメンバーを選択]を選択した場合は、[新規]セクションが表示されます。

a. [検索対象]ドロップダウン ボックスから、[システム]または[クラスタ]を選択します。

b. 収集の検索条件を入力します。イベント検索条件の詳細については、「イベントの高
度な検索の実行」を参照してください。

c. 表示をクリックして検索をすぐに実行するか、名前を付けて保存をクリックして収集
を保存します。名前を付けて保存セクションが表示されます。収集の保存の詳細につ
いては、「収集の保存」を参照してください。または、キャンセルをクリックして、
変更を保存せずに[新規収集]セクションを閉じます。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザ完全な設定権があるユーザは、mxcollectionコマンドを使用して
コマンド ライン インタフェース（CLI）から新しい収集を作成できます。

このコマンドの詳細が記載されているマンページへのアクセスの詳細については、「コマンド
ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● イベントの高度な検索の実行
● イベント収集の編集
● イベント収集の削除
● イベント収集のプロパティの設定
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関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● イベント収集のカスタマイズ
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート

イベント収集の編集

イベント収集を編集するには、次の手順を実行します。[イベント収集]セクションを使用する
と、既存の収集のメンバを追加または削除したり、メンバの順番を変更したりすることができ
ます。このセクションは、[新規収集]セクションとよく似ています。

注記:

完全な設定権があるユーザは、共有収集を編集できます。制限付き設定権がある
ユーザは、自分の収集のみを編集できます。

既存のイベント収集を編集するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルでカスタマイズをクリックします。[収集のカスタマイズ]
ページが表示されます。

2. [表示]ドロップダウン リストで、[イベント]を選択してください。使用できるすべてのイ
ベント収集が表示されます。 をクリックしてテーブル内のすべてのイベント収集を展

開するか、 をクリックしてテーブル内のすべてのイベント収集を折り畳みます。

3. 編集するイベント収集を選択し、編集をクリックします。[収集の編集]セクションが表示
されます。

4. イベント条件を変更します。イベント検索条件の詳細については、「イベントの高度な検
索の実行」を参照してください。

5. 検索をすぐに実行するには、表示をクリックします。編集内容を保存するには、保存をク
リックします。変更内容をすべてキャンセルするには、キャンセルをクリックします。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザ完全な設定権があるユーザは、mxcollectionコマンドを使用して
コマンド ライン インタフェース（CLI）から既存の収集を編集できます。

このコマンドの詳細が記載されているマンページへのアクセスの詳細については、「コマンド
ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● イベントの高度な検索の実行
● イベント収集の作成
● イベント収集の削除
● イベント収集のプロパティの設定
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関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● イベント収集のカスタマイズ
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート

イベント収集の削除

イベント収集を削除するには、次の手順を実行します。

注記:

完全な設定権があるユーザは、共有収集を削除できます。制限付き設定権がある
ユーザまたは設定権がないユーザは、自分のプライベート収集のみを削除できま
す。ただし、共有収集の表示はできます。

イベント収集を削除するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルでカスタマイズをクリックします。[収集のカスタマイズ]
ページが表示されます。

2. [表示]ドロップダウン リストで、[イベント]を選択してください。使用できるすべてのイ
ベント収集が表示されます。 をクリックしてテーブル内のすべてのイベント収集を展

開するか、 をクリックしてテーブル内のすべてのイベント収集を折り畳みます。

3. 削除する収集を選択します。

4. 削除をクリックします。ダイアログ ボックスが表示されます。削除を続けるには、OKを
クリックします。操作をキャンセルするには、キャンセルをクリックします。選択された
収集が空でないか、タスクによって使用されていると、エラー メッセージが表示されま
す。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザ完全な設定権があるユーザは、mxcollectionコマンドを使用して
コマンド ライン インタフェース（CLI）から既存の収集を削除できます。

このコマンドの詳細が記載されているマンページへのアクセスの詳細については、「コマンド
ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● イベントの高度な検索の実行
● イベント収集の編集
● イベント収集の作成
● イベント収集のプロパティの設定

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
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● イベント収集のカスタマイズ
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート

イベント収集のプロパティの設定

収集のプロパティを設定するには、次の手順を実行します。[システムおよびイベント]パネル
で収集を表示するかしないか、およびデフォルト ビューを選択することを選択することができ
ます。

イベント収集のプロパティを設定するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルでカスタマイズをクリックします。[収集のカスタマイズ]
ページが表示されます。

2. [表示]ドロップダウン リストで、[イベント]を選択してください。使用できるすべてのイ
ベント収集が表示されます。 をクリックしてテーブル内のすべてのイベント収集を展

開するか、 をクリックしてテーブル内のすべてのイベント収集を折り畳みます。

3. 収集を選択して、プロパティ設定をクリックします。[プロパティ設定]セクションが表示
されます。

4. [表示]の下で、[はい、システムおよびイベントにアイテムを表示します]または[いいえ、
システムおよびイベントにアイテムを表示しません]を選択します。使用されない収集があ
る場合は、[いいえ、システムおよびイベントにアイテムを表示しません]を選択して、そ
れらが[システムおよびイベント]パネルに煩雑に表示されないようにすることができます。

5. [デフォルト ビュー]フィールドで、ドロップダウン リストからデフォルト ビューを選択
します。[ツリー ビュー]、[テーブル ビュー]、および[アイコン ビュー]から選択してくだ
さい。各ビューの詳細については、「[システムおよびイベント]パネルのナビゲート」を
参照してください。

コマンド ライン インタフェース
完全な設定権があるユーザ完全な設定権があるユーザは、mxcollectionコマンドを使用して
コマンド ライン インタフェース（CLI）から収集のプロパティを設定できます。

このコマンドの詳細が記載されているマンページへのアクセスの詳細については、「コマンド
ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● イベントの高度な検索の実行
● イベント収集の編集
● イベント収集の作成
● イベント収集の削除

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● イベント収集のカスタマイズ
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート
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システム テーブル ビュー ページ
完全な設定権があるユーザは、すべての共有システム収集をシステム テーブル ビュー ページ
から管理できます。ユーザは、自分のプライベート収集をこのページから管理することもでき
ます。ユーザは、以下を実行できます。

● リストの保存。  詳細については、「収集の保存」を参照してください。

● データベースからのシステムの削除。  削除するシステムを選択し、削除をクリックしま
す。ダイアログ ボックスが表示されます。システムを削除するには、OKをクリックしま
す。削除をキャンセルするには、キャンセルをクリックします。

● システム収集結果の印刷。  収集結果を印刷するには、印刷をクリックします。[ファイ
ル]->[印刷]を選択してください。

● ビューのカスタマイズ。  表示する列と表示順序をカスタマイズするには、カスタマイズ
をクリックします。詳細については、「システム テーブル ビュー ページのカスタマイズ」
を参照してください。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● システム テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのシステムの削除
● システム収集レポートの印刷

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページのナビゲート
● ピクチャー ビュー ページのナビゲート
● システム ステータス タイプ
● ソフトウェア ステータス タイプ
● システム、クラスタ、イベントの監視

システム テーブル ビュー ページのナビゲート
システム テーブル ビュー ページは、共通条件を満たすシステムのリストであり、次のセクショ
ンに分割されています。

1. 結果表示
2. システム ヘルス ステータスの凡例
3. システム詳細情報
4. システム ビューの列
5. システム テーブル ビュー ページのボタン
6. ビューのカスタマイズ
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このページでは、リスト、テーブル、またはツリーでのシステムの表示、システム収集の保
存、システムの削除、システム収集の印刷ができます。

収集の結果が500メンバを超えると、最初の500項目が最初のページに表示され、その後は、
後のページに500項目ずつ表示されます。あるページで選択されたシステムは、収集の別のペー
ジにナビゲートしても選択されたままになります。並べ替えのために列を選択すると、現在表
示されているページの項目だけではなく、収集全体が並べ替えられます。

結果表示

このドロップダウン リストを使用して、結果を表形式で表示する[テーブル]、各システムの
[HW]（ハードウェア）ステータス アイコンと[システム名]のみを表示する[アイコン]、または
各システムの[HW]ステータス アイコンとシステム名をツリー形式で表示する[ツリー]を選択
します。ツリー ビューの詳細については、「ツリー ビューのナビゲート」を参照してくださ
い。アイコン ビューの詳細については、「アイコン ビューのナビゲート」を参照してくださ
い。

システム ヘルス ステータスの凡例
凡例には、ステータスがクリティカル、メジャー、マイナー、正常、無効、不明になってい
る、ビュー内のシステム数が表示されます。システムのステータス タイプの詳細については、
「システム ステータス タイプ」を参照してください。

システム詳細情報

システムのシステム ビューまたはピクチャー ビューにアクセスするには、[システム名]列のリ
ンクをクリックします。ラックはラック ピクチャー ビュー ページに、エンクロージャはエン
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クロージャ ピクチャー ビュー ページに、それぞれリンクしています。これらは、どちらもコ
ンテナ ビューのタイプです。詳細については、「システム名」を参照してください。

システム テーブル ビュー ページは、以下のようなさまざまな方法で表示できます。

● [ホーム]ページには、ユーザが設定した収集の結果が表示されます（設定した場合）。デ
フォルトでは、この収集は[すべてのサーバ]です。

● [システムおよびイベント]パネルから[システム概要]をクリックし、リンクされている数字
をクリックします。

● [システムおよびイベント]パネルから[システム]をクリックし、既存の収集をクリックしま
す。

収集を選択すると、システム名、ソフトウェア ステータス、ハードウェア ステータス、シス
テム タイプ、IPアドレス、製品モデル、および収集内で参照される条件に対応する列が表示さ
れます。たとえば、メモリ状態を含めると、システム テーブル ビュー ページには[メモリ]列
が含まれます。

システム ビューの列
列を並べ替えるには、列見出しをクリックして昇順か降順に並べ替えます。列名の上にカーソ
ルを重ねると、列の簡潔な説明が表示されます。アイコン ビューを選択していると、列は使用
できません。以下を参照してください。

● 選択
● システム名
● ヘルス ステータス
● 管理プロセッサ
● ソフトウェア ステータス
● ProLiant Essentials Performance Management Pack
● HP ProLiant Essentials Vulnerability and Patch Management Pack
● HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack
● システム タイプ
● オペレーティング システム名
● システム アドレス
● 製品名

列のカスタマイズの詳細については、「システム テーブル ビュー ページのカスタマイズ」を
参照してください。

選択

システムを選択するには、この列のチェックボックスをオンにします。複数のシステムを選択
できます。このオプションは、テーブル ビュー、ツリー ビュー、およびアイコン ビューで利
用できます。表示するシステムをすべて選択または選択解除するには、列見出しのチェック
ボックスを選択します。

システム名

この列には、検出されたすべてのシステムの実際のシステム名が含まれます。システムは、単
一システムまたはコンテナ内のシステムとして表示されます。カーソルをシステム名の上に置
くと、フル システムドメイン ネーム サービス（DNS）名が表示されます。これは、同じシス
テム名を共有する、複数のシステムを区別する場合に役立ちます。システム名リンクをクリッ
クすると、[システム ページ]が表示されます。詳細については、「システム ページ」を参照し
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てください。コンテナ(ラックまたはエンクロージャ)であるシステムをクリックすると、その
オブジェクトのピクチャー ビューが表示されます。詳細については、「ピクチャー ビュー ペー
ジのナビゲート」を参照してください。

[システム名]列には、システムと関連デバイスが表示されます。以下に、HP Systems Insight
Managerで使用できる関係を示します。

● 管理プロセッサとサーバ

● サーバとエンクロージャ

● 管理プロセッサとエンクロージャ

● エンクロージャとラック

● スイッチとエンクロージャ

● システムとクラスタ

以下のシステム タイプはコンテナです。

● ラック

● エンクロージャ

● クラスタ

ラックとエンクロージャのサーバと管理プロセッサが検出かつ識別されると、システムと、シ
ステムが設置されているラックとエンクロージャが関連付けられます。この関係は、「システ
ム タイプ」「コンテナ名」で「名前」を表示すると、システム テーブル ビュー ページの[シ
ステム名]列に表示されます。

[システム名]列でエンクロージャ名をクリックすると、そのエンクロージャ内で検出されたす
べてのシステムのリストが表示されます。ラックとエンクロージャの両方のステータスは、常
に[不明]です。

ブレード エンクロージャ内のスイッチが検出かつ識別されると、スイッチと、スイッチが設置
されているエンクロージャが関連付けられます。この関係は、エンクロージャ「enclosure_name」
で「switch_name」を表示すると、システム テーブル ビュー ページの[システム名]列に表示さ
れます。[システム タイプ]列には、システム タイプとしてスイッチが表示されます。HP Systems
Insight ManagerでHP ProLiant p-Classサーバ ブレードを正しく識別して管理するには、関連付
けが正しく動作し、イベントの相互関連が正しく動作する条件を満たすために、HP Insightマネ
ジメント エージェントのバージョン5.50以降をブレードにインストールする必要があります。

サーバ ブレードが同じラックまたはエンクロージャ内の別のシステムを通じて識別されると、
iLOと、iLOが設置されているエンクロージャが関連付けられます。この関係は、エンクロージャ
「enclosure_name」で先頭に「Server_」を追加したシステム シリアル番号を表示すると、シ
ステム テーブル ビュー ページの[システム名]列に表示されます。たとえば、エンクロージャ
「Encl4」内の「Server_C349KJP5D876」のようになります。これらのシステムについては、
システム アドレス、製品名、およびオペレーティング システムは表示されません。

HP Serviceguard Managerを起動してHP Serviceguardクラスタに含まれるサーバを管理する場
合は、以下の条件が満たされていることを確認してください。

● HP Serviceguard Managerがインストールされ、HP Systems Insight Managerに登録されてい
ること
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● 選択されたシステムがHP Serviceguardクラスタに含まれるHP-UXまたはLinuxサーバである
こと

ヘルス ステータス

ヘルス ステータス列（HSで示される）には、全体的なシステム ヘルス ステータスが表示され
ます。ステータスは、デフォルトのハードウェア ステータス ポーリング タスクによって判断
されます。この列のステータス アイコンをクリックすると、[HPマネジメント エージェント]
または[HP Instant Toptools for Servers]ページが表示されます。システムにWebエージェ
ントまたはInstant Toptoolsがインストールされていない場合は、[システム ページ]が表示され
ます。詳細については、「システム ステータス タイプ」を参照してください。

表示されるコンテナ システムのハードウェア ステータス（Serviceguardや複合体など）は、コ
ンテナ自体の実際のハードウェア ステータスです。クラスタの場合は、pingステータスです。

管理プロセッサ

管理プロセッサ列（MPで示される）には、システムに内蔵Lights-Outボード（iLO）が取り付け
られている場合に、管理プロセッサのステータス アイコンが表示されます。そうでない場合
は、情報アイコンが表示されます。ステータス アイコンをクリックすると、その管理プロセッ
サの[システム ページ]が表示されます。

ソフトウェア ステータス

ソフトウェア ステータス列（SWで示される）は、サーバ専用で、ソフトウェア更新の状況と
その深刻度が表示されます。ソフトウェアのステータス タイプの詳細については、「ソフト
ウェア ステータス タイプ」を参照してください。

ステータスが不明の場合にステータスがクリックされると、HP Systems Insight Managerには
[バージョン コントロール]ページが表示されます。

HPバージョン コントロール エージェントがシステムにインストールされている場合、そのシ
ステムのソフトウェア ステータス アイコンをクリックすると、[HPバージョン コントロール
エージェントソフトウェア インベントリ]ページが表示されます。システムにバージョン コン
トロール エージェントがインストールされていない場合、カーソルをステータス アイコンに
重ねると、「VCエージェントが設定されていません」というメッセージが表示されます。

ProLiant Essentials Performance Management Pack

ProLiant Essentials Performance Management Pack（PMP）のステータス列（PFによって示され
る）には、システムで監視されているすべてのサブシステムの全体的なパフォーマンスが表示
されます。この列のステータス アイコンをクリックすると、選択したシステムの[ProLiant
Essentials Performance Management Pack]ページが表示され、さらに詳細なパフォーマ
ンス情報が表示されます。

注記:

HP Systems Insight ManagerシステムにPMPがインストールされていない場合、シ
ステム テーブル ビュー ページにこの列は表示されません。
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PMPがサーバを監視していない場合、ステータスは不明です。ステータス リンクをクリックす
ると、PMPでは、そのシステムを監視するライセンスの購入に関する情報のページが表示され
るか、そのシステムではPMP監視がサポートされていないというメッセージが表示されます。

注記:

[PF]列では、[すべてのサーバ]リストから、すべてのシステムのステータスが表
示されます。ステータスが何らかの理由で判定できなかった場合、ステータスは
不明に設定されます。

HP ProLiant Essentials Vulnerability and Patch Management Pack

Vulnerability and Patch Management Packの脆弱性情報は、HP Systems Insight Managerコンソー
ルの[VPM]列に表示されます。最初は、この列に示されるアイコンによって、特定の行のター
ゲット システムに関するVulnerability and Patch Management Pack適格情報が表示されます。
ターゲット サーバにライセンスが付与され、脆弱性スキャンが実行されると、列には、ター
ゲット システムで最後に実行された脆弱性スキャンの統合ステータスが表示されます（パッチ
ステータスは列には表示されません）。アイコンをクリックすると、Vulnerability and Patch
Management Packに関する[システム ステータスの詳細情報が表示されます。正常、マイナー、
またはメジャー アイコンをクリックすると、最後に実行されたシステムのスキャンの結果にア
クセスできる新しい情報ページが開きます。このページからは、新しいスキャンを実行するこ
ともできます。システムの「不明」アイコンをクリックすると、Vulnerability and Patch
Management Packに関する可能性のある理由を示す説明ページが表示されます。

注記:

HP Systems Insight ManagerシステムにVulnerability and Patch Management Pack
がインストールされていない場合、システム テーブル ビュー ページの[VPM]列
に情報アイコンが表示されます。このアイコンをクリックすると、Vulnerability
and Patch Management Packのインストール方法とライセンスの購入方法に関す
る情報が表示されます。

システムにライセンスが付与されていないか、まだシステムがVulnerability and Patch Management
Packによってスキャンされていない場合は、情報アイコンが[VPM]列に表示されます。このア
イコンをクリックすると、ターゲット システムのライセンス取得の詳細情報と、HP Systems
Insight Managerライセンス マネージャへのリンクが表示されるか、または脆弱性スキャンに関
する情報と、ターゲット システムでパッチ脆弱性をスキャンするためのリンクが表示されま
す。

注記：日本語OS上では、VPMの機能は現在サポートされていません。

HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack

HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack（VMM）のステータス列（[VMステー
タス]で示される）には、すべての仮想マシン ホストおよび仮想マシン ゲストの全体的なステー
タスが表示されます。[VMステータス]列のステータス アイコンをクリックすると、選択した
システムの[HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack]ページが表示
され、仮想マシンのステータスに関する詳細情報が表示されます。
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注記:

HP Systems Insight ManagerシステムにVMMがインストールされていない場合、
[すべてのシステム]システム テーブル ビュー ページにこの列は表示されません。
同様に、HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Packがインストール
されていない場合、HP Systems Insight Managerコンソールで[VMステータス]は
更新されなくなります。

タイプがサーバであり、サブタイプが仮想マシン ホストまたは仮想マシン ゲストであるシス
テムの場合、HP Systems Insight Managerでは、[VMステータス]列に適切なステータス アイコ
ンを埋め込みます。詳細については、「VMステータスの種類」を参照してください。

システム タイプ

この列には、サーバやデスクトップなど、システム タイプが表示されます。システム タイプ
が「非管理」の場合、Simple Network Management Protocol（SNMP）、Webベース エンター
プライズ管理（WBEM）、デスクトップ管理インタフェース（DMI）、SSH（Secure Shell）な
どの管理プロトコルがHP Systems Insight Managerで検知されなかったことを意味します。シス
テム タイプが「不明」の場合、管理プロトコルは検知されたが、HP Systems Insight Manager
の識別ルールには一致しないことを意味します。さまざまなシステム タイプの詳細について
は、「システム タイプ」を参照してください。

注記:

非管理対象システムは、システムと通信するための証明書が適切に設定されてい
ないことを示す場合があります。HP Insightマネジメント エージェントがインス
トールされていることが分かっている場合は、使用されている証明書を確認して
ください。

オペレーティング システム名

オペレーティング システム列（[OS名]で示される）には、システムのオペレーティング シス
テムが表示されます。Serviceguardクラスタでは、この列には、クラスタがHP-UXタイプの場合
は[HP Serviceguard]が表示され、クラスタがLinuxタイプの場合は[HP Serviceguard for
Linux]が表示されます。仮想クラスタ システム列の[OS名]列の下の[HP Serviceguard]およ
び[HP Serviceguard for Linux]は、実際のオペレーティング システム名とタイプを表して
いません。このフィールドは、クラスタを構成しているサーバが、それぞれ、HP-UXタイプか
Linuxタイプかを示すために使用されます。

システム アドレス

この列には、HP Systems Insight Managerがシステムと通信するために使用するシステムのプラ
イマリIPアドレスが表示されます。HP Serviceguardクラスタなどを含め、すべてのシステムが
IPアドレスを持っているわけではありません。

製品名

この列には、システムの製品名が表示されます。
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システム テーブル ビュー ページのボタン
システム テーブル ビュー ページの下部には、3つのボタンがあります。完全な設定権がある
ユーザが、このボタンを使用できます。ツールの使用時に個々のターゲット システムを選択し
た場合、これらのボタンは使用できません。

● 名前を付けて選択を保存。強調表示されている1つのシステムがあり、選択内容を新しい名
前で保存する場合に、このボタンを使用します。変更内容は、ユーザごと、あるいは収集
ごとに保存されます。詳細については、「収集の保存」を参照してください。

● 削除。このボタンは、1つ以上のシステムをデータベースから削除する場合に使用します。
削除するシステムを選択し、削除をクリックします。ダイアログ ボックスが表示されます。
削除を続けるには、OKをクリックします。操作をキャンセルするには、キャンセルをク
リックします。詳細については、「データベースからのシステムの削除」を参照してくだ
さい。

注記:

VMホストが削除されてもVMMコンソールからは依然としてそのホストに
アクセスできますが、VMホストで実行できる操作は、HP Systems Insight
Managerシステムが削除されているので無効です。VMMコンソールは、
HP Systems Insight Managerのステータスを表示しつづけます。

● 印刷。レポートが表示されたら、ブラウザのメニューから[ファイル]->[印刷]をクリックし、
レポートを印刷します。

注記:

以下の機能はHP Systems Insight Managerではサポートされていません。

❍ [印刷]ダイアログ ボックスでは、[印刷の向き]を[横]に変更することが
できません（この問題の回避方法については、「トラブルシューティ
ング」の印刷の問題を参照してください）。

❍ 印刷ジョブの実行開始後に印刷をキャンセルすることはできません。
ただし、オペレーティング システムの印刷キューにアクセスし、印刷
ジョブをキャンセルすることは可能です。

❍ ファイルに印刷できません。

❍ 選択されたシステムに関する情報が印刷できず、システムのリスト全
体のみが印刷可能です。

❍ 印刷要求の発行直後にブラウザを閉じた場合、システム テーブル ビュー
ページは印刷されません。

ユーザに適切な権限がない場合、ボタンは無効になります。ただし、印刷ボタンはどのユーザ
に対しても表示されます。
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ビューのカスタマイズ

システム テーブル ビュー ページの右上には、カスタマイズ リンクがあります。表示する列と
表示順序を決めるには、このリンクをクリックします。詳細については、「システム テーブル
ビュー ページのカスタマイズ」を参照してください。

関連プロシージャ

● システム テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● 収集の保存
● データベースからのシステムの削除
● システム収集レポートの印刷

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● システム テーブル ビュー ページ
● システム ステータス タイプ
● ソフトウェア ステータス タイプ
● ピクチャー ビュー ページのナビゲート

ツリー ビューのナビゲート
[システムおよびイベント]パネルにおいて、またはシステム テーブル ビュー ページやイベン
ト テーブル ビュー ページから、収集を選択すると、作業領域にツリー ビューが表示されま
す。ツリー ビューは、最初は折り畳まれています。システムは、複数のコンテナに存在する場
合があるので、複数の位置に表示されることがあります。ユーザは、参照権限があるシステム
だけを表示できます。このため、ツリーに含まれる特定のシステムの参照権限がないと、その
ブランチは表示されません。ツリー ビュー ページでは、以下のセクションを使用できます。

1. ツリー ビューの展開
2. ツリー ビューのステータス
3. ツリー ビューのボタン
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ツリー ビューの展開
ブランチ ノードは、展開切り替えアイコンをクリックすると展開されます。ただし、システム
名は、展開コントロールではなく、ドリルダウンです。ブランチが折り畳まれている場合、ア

イコンは、 のように表示されます。クリックすると、ブランチが展開され、子システムが表

示されて、アイコンは、 に変わります。アイコンをもう一度クリックすると、ブランチが折
り畳まれて、アイコンが元に戻ります。

注記:

展開状態は、ページ セッションの間だけ維持されます。ページを再ロードした
り、ページにナビゲートしなおしたりすると、ツリーが更新されます。これによ
り、新たに検出されたすべてのシステムがビューに確実に追加されます。

注記:

ツリー ブランチの展開は、[システムおよびイベント]パネルと作業領域では異な
ります。[システムおよびイベント]パネルでは、アイコンまたはブランチ ラベル
をクリックするとブランチが展開されます。作業領域では、システム名をクリッ
クするとドリルダウン機能が起動するので、アイコンをクリックすることでしか
ブランチを展開できません。

ブランチではページング機能が提供されます。ブランチが展開している場合、最初の100シス
テムが表示されます。それ以上のシステムを表示するには、[次のページ]をクリックします。
このリンクをクリックすると、残りのシステムが、最大100システム表示されます。次のペー
ジにシステムが1つだけ残っている場合は、単に、ページに、[次]リンクの代わりに追加されま
す。

各ツリー ビューの上部には、2つの展開ボタンが表示されます。ツリーのすべてのブランチを
展開するには、 をクリックします。ツリーのすべてのブランチを第1レベルのブランチに
折り畳むには、 をクリックします。システムの数が多すぎて、すべてのブランチを展開し
たページにロードできない場合は、ツリーに含まれるシステムが多すぎるために機能を実行で
きないことを示すポップアップ メッセージが表示されます。

ツリー ビューでの選択
次のチェック アイコンを使用すると、ツリー ビューの選択コントロールが順番に4つの状態に
変化します。

●

最初の（初期）状態です。何も選択されていません。

●

2番目の状態です。コンテナと内容の両方が選択されています。内容がまだ展開されていな
い場合は、次のレベルの子項目が展開され、選択されていることが示されます。
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●

3番目の状態です。すべての内容が再帰的に選択されています。子項目が展開され（まだ展
開されていない場合）、選択されていることが示されます。次のレベルだけが展開されま
す。

●

4番目の状態です。コンテナだけが選択されています。

ツリー ビューのステータス
ツリー ビューは、各システムのステータス データを表示します。ステータス アイコンは、ツ
リー ビューの左側の、選択チェックボックスの横にあります。システムのステータスは不明の
場合は、ステータス アイコンが表示されません。システムがコンテナの場合、ステータスは、
コンテナ名の左に、コンテナに含まれるシステムの最も重要なステータスとして表示されます
（コンテナのステータスを含みます）。コンテナ自体のステータスは、システム名の右に、シ
ステム タイプ ラベルとともに表示されます。

使用可能なドリルダウン

ツリー ビューには、システム名のハイパーリンクとステータス アイコンのドリルダウンが含
まれています。システム名をクリックすると、そのシステムの[システム ページ]が表示されま
す。ステータス アイコンは、コンテナの左にあるステータス アイコンでなければ、そのシス
テムのステータスURLへのドリルダウン機能を備えています。ブランチのロールアップ ステー
タスをクリックすると、そのロールアップ ステータスに一致するそのブランチのすべてのシス
テムのテーブル ビューがロードされます。これにより、そのロールアップ ステータスの深刻
度の原因となっているすべてのシステムが示されます。

収集の選択状態

ツリー ビューでは、収集とその収集のメンバを同時に選択することはできません。収集が選択
されている場合は、メンバが表示されますが、その選択ボックスは無効になっています。収集
の選択状態は、次のとおりです。

●

初期状態です。何も選択されていません。

●

収集自体は選択されていますが、収集の内容は無効になっています。

●

収集のメンバは選択されていますが、収集自体は選択されていません。

また、ツリーの上部にあるチェックボックスを使用すると、表示されている収集を選択するこ
とができます。チェックボックスを選択すると、収集の下のすべてのチェックボックスの選択
が解除され、無効になります。チェックボックスの選択を解除すると、収集の下のチェック
ボックスが選択可能になります。
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ツリー ビューのボタン
ツリー ビュー ページの下部には、3つのボタンがあります。完全な設定権があるユーザが、こ
のボタンを使用できます。

● 名前を付けて選択を保存。選択されている1つのシステムまたはシステム グループがあり、
選択内容を新しい名前で保存する場合に、このボタンを使用します。変更内容は、ユーザ
ごとに保存されます。詳細については、「収集の保存」を参照してください。

● 削除。このボタンは、1つ以上のシステムをデータベースから削除する場合に使用します。
削除するシステムを選択し、削除をクリックします。ダイアログ ボックスが表示されます。
削除を続けるには、OKをクリックします。操作をキャンセルするには、キャンセルをク
リックします。ツリー ビューが更新されます。詳細については、「データベースからのシ
ステムの削除」を参照してください。

注記:

ツリー ビューからは、システムだけを削除できます。収集が選択されてい
ると、削除ボタンが無効になります。収集は、[収集のカスタマイズ]ペー
ジから削除してください。収集の削除の詳細については、「システム収集
またはクラスタ収集の削除」を参照してください。

注記:

VMホストが削除されてもVMMコンソールからは依然としてそのホストに
アクセスできますが、VMホストで実行できる操作は、HP Systems Insight
Managerシステムが削除されているので無効です。VMMコンソールは、
HP Systems Insight Managerのステータスを表示しつづけます。

注記:

["<収集名>"自体を選択]を選択することによって収集を選択すると、削除
ボタンが無効になります。収集を削除するには、[収集のカスタマイズ]ペー
ジにアクセスします。詳しくは、「システム収集またはクラスタ収集の削
除」か「 イベント収集の削除」を参照してください。

● 印刷。印刷可能バージョンのツリーを表示するには、印刷をクリックします。ブラウザか
らツリーを印刷する場合は、[ファイル]->[印刷]を選択します。

ユーザに適切な権限がない場合、ボタンは無効になります。ただし、印刷ボタンはどのユーザ
に対しても表示されます。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページのナビゲート
● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● ピクチャー ビュー ページのナビゲート
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アイコン ビューのナビゲート
アイコン ビューでは、検出されるすべてのシステムのシステム名が、各システムのシステム
ヘルス ステータスとともに示されます。凡例には、ステータスがクリティカル、メジャー、マ
イナー、正常、無効、不明になっている、ビュー内のシステム数が表示されます。システムを
選択するには、システム名の横のチェックボックスを選択します。複数のシステムを選択でき
ます。収集全体を選択する場合は、"<収集名>"自体を選択チェックボックスを選択します。こ
のページには、以下のセクションが含まれています。

1. 結果表示
2. システム ヘルス ステータスの凡例
3. アイコン ビューのボタン

結果表示

このドロップダウン リストを使用して、結果を表形式で表示する[テーブル]、各システムの
[HW]（ハードウェア）ステータス アイコンと[システム名]のみを表示する[アイコン]、または
各システムの[HW]ステータス アイコンとシステム名をツリー形式で表示する[ツリー]を選択
します。ツリー ビューの詳細については、「ツリー ビューのナビゲート」を参照してくださ
い。システム テーブル ビューの詳細については、「システム テーブル ビュー ページのナビ
ゲート」を参照してください。

システム ヘルス ステータスの凡例
凡例には、ステータスがクリティカル、メジャー、マイナー、正常、無効、不明になってい
る、ビュー内のシステム数が表示されます。システムのステータス タイプの詳細については、
「システム ステータス タイプ」を参照してください。

アイコン ビューのボタン
アイコン ビュー ページの下部には、3つのボタンがあります。完全な設定権があるユーザが、
このボタンを使用できます。

● 名前を付けて選択を保存。選択されている1つのシステムまたはシステム グループがあり、
選択内容を新しい名前で保存する場合に、このボタンを使用します。変更内容は、ユーザ
ごとに保存されます。詳細については、「収集の保存」を参照してください。

● 削除。このボタンは、1つ以上のシステムをデータベースから削除する場合に使用します。
削除するシステムを選択し、削除をクリックします。ダイアログ ボックスが表示されます。
削除を続けるには、OKをクリックします。操作をキャンセルするには、キャンセルをク
リックします。アイコン ビューが更新されます。詳細については、「データベースからの
システムの削除」を参照してください。
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注記:

VMホストが削除されてもVMMコンソールからは依然としてそのホストに
アクセスできますが、VMホストで実行できる操作は、HP Systems Insight
Managerシステムが削除されているので無効です。VMMコンソールは、
HP Systems Insight Managerのステータスを表示しつづけます。

注記:

["<収集名>"自体を選択]を選択することによって収集を選択すると、削除
ボタンが無効になります。収集を削除するには、[収集のカスタマイズ]ペー
ジにアクセスします。詳しくは、「システム収集またはクラスタ収集の削
除」か「 イベント収集の削除」を参照してください。

● 印刷。印刷可能バージョンのツリーを表示するには、印刷をクリックします。ブラウザか
らアイコン ビューを印刷する場合は、[ファイル]->[印刷]を選択します。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページのナビゲート
● ツリー ビューのナビゲート
● ピクチャー ビュー ページのナビゲート

ピクチャー ビュー ページのナビゲート
システム テーブル ビュー ページの[システム名]列からコンテナを選択すると、[ピクチャー
ビュー]ページが表示されます。表示されるコンテナ ビュー ページは、選択したコンテナのタ
イプによって決まります。たとえばラックを選択すると、[ラック ビュー]ページが表示されま
す。コンテナ収集ビューのタイプは、次のとおりです。

● ラック ビュー ページ
● エンクロージャ ビュー ページ

ラック ビュー ページ
ラックとエンクロージャのピクチャー ビュー ページには、ラック内またはエンクロージャ内
で検出された システム（存在する場合）の図が含まれます。ラックのピクチャー ビュー、テー
ブル ビュー、またはアイコン ビューとともに、ラック名が表示されます。HP Systems Insight
Managerにログインして、ビューに表示されるサーバの上にカーソルを重ねると、サーバ ブ
レード名、スロット番号、サーバが配置されているエンクロージャなど、そのサーバに関する
情報が表示されます。サーバ名をクリックして、サーバに関する情報を表示することもできま
す。[システム ページ]が表示されます。

エンクロージャ ビュー ページ
エンクロージャのピクチャー ビュー ページには、エンクロージャ内で検出された システム（存
在する場合）の図が含まれます。エンクロージャのピクチャー ビュー、テーブル ビュー、ま
たはアイコン ビューとともに、エンクロージャ名が表示されます。HP Systems Insight Manager
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にログインして、ビューに表示されるサーバの上にカーソルを重ねると、サーバ ブレード名、
スロット番号、サーバが配置されているエンクロージャなど、そのサーバに関する情報が表示
されます。サーバ名をクリックして、サーバに関する情報を表示することもできます。[システ
ム ページ]が表示されます。

ラックとエンクロージャのピクチャー ビューには、以下のシステムが表示されます。

● デスクトップのサーバ

● インターコネクト スイッチ

● パワー サプライ エンクロージャ

また、エンクロージャのピクチャー ビューには、サーバやデスクトップが識別されず、相互接
続スイッチが識別されていないスロットも表示されます。

ビューのカスタマイズ

ピクチャー ビュー ページの表示方法を変更できます。[表示方法]ドロップダウン ボックスの
下向き矢印をクリックし、[テーブル]、[アイコン]、[図]のうちのいずれかを選択してくださ
い。ただし、システム テーブル ビュー ページでラック名かエンクロージャ名をクリックして、
ラックかエンクロージャを調べた後でテーブル表示またはアイコン表示に戻った場合は、ピク
チャー ビューのみを使用できます。ラックまたはエンクロージャを調べると、そのラックかエ
ンクロージャに関係するもののみに、システムが制限されます。この場合、別のビュー タイプ
に切り替えたり、元に戻したりすることができます。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ
● システム テーブル ビュー ページのナビゲート

管理プロセッサについて

HP Systems Insight Managerでは、管理プロセッサの識別にHTTPとSNMPが使用されます。前
バージョンのHP Systems Insight Managerは、SNMP識別だけを使用して管理プロセッサを識別
し、そのステータスを取得していました。現在は、HTTP識別が最初に実行され、続いてSNMP
識別が実行されます。サーバに新しい管理プロセッサをインストールした場合は、サーバに
Webエージェントを再インストールする必要があります。再インストールしないと、管理プロ
セッサが正しく識別されない場合があります。サーバと管理プロセッサの両方が検出され、識
別されると、両者の関係が確立されます。管理プロセッサとサーバの関係は、サーバ「システ
ム」で「管理プロセッサ」を表示することによって、システム テーブル ビュー ページの[シス
テム名]列に表示されます。

SNMPステータス ポーリングでは、ホスト サーバのステータスが取得されます。HP Systems
Insight Managerでは、次の管理プロセッサ製品を区別できます。

● リモートInsightボードPCI

● リモートInsightボードEISA

● リモートInsightボードLights-Out Edition（RILOE）

システム テーブル ビュー ページには、管理プロセッサに関する情報が表示されます。
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● サーバ エントリの[MP]列には、[ステータス]アイコンが表示されます。アイコンのツール
ヒントには、管理プロセッサのステータスが表示されます。このアイコンをクリックする
と、[リモートInsightホーム]ページが表示されます。

● 管理プロセッサ項目には、管理プロセッサが関連するサーバの名前が、サーバ「システム」
の「管理プロセッサ」として表示されます。

● すべてのリモート管理プロセッサ項目の[システム タイプ]フィールドは[管理プロセッサ]を
示し、[製品名]フィールドは[リモートInsightボード管理]を示します。

システム テーブル ビュー ページには、[MP]列があり、管理プロセッサのステータスが表示さ
れます。7つの異なるステータス レベル（クリティカル、メジャー、マイナー、正常、警告、
無効、および不明）があります。これらのステータス レベル アイコンは、ソフトウェア ステー
タスで使用されるステータス レベル アイコンと同じです。各ステータス タイプの詳細につい
ては、「ソフトウェア ステータス タイプ」を参照してください。

管理プロセッサ ステータス アイコンは、[リモートInsightホーム]ページを表示するために使
用され、別のブラウザに表示されます。このページには、以下の情報が表示されます。

● 現在のユーザ

● サーバ名

● サーバの電源ステータス

● リモートInsightボードのIPアドレス

● リモートInsightボードの名前

● 最新のインテグレーテッド マネジメント ログ項目

● 最新のリモートInsightボード イベント ログ項目

● リモートInsightボードのマウス ケーブル

[システム名]列で管理プロセッサをクリックすると、その管理プロセッサの[システム ページ]
が表示されます。詳細については、「サーバ識別タブ」を参照してください。

サーバにリモートInsightボードが搭載されている場合、[システム ページ]には[管理プロセッサ]
ボックスが表示されます。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ
● システム テーブル ビュー ページのナビゲート
● ピクチャー ビュー ページのナビゲート
● システム ページ
● システム タイプ

ラックとエンクロージャについて

HP Systems Insight Manager は、サーバ ブレードラックとエンクロージャを検出し、識別しま
す。

ラックとエンクロージャには、以下に示す2つの固有の検索条件があります。

215

システム、クラスタ、イベントの監視



● ラック

● エンクロージャ

この条件を使用して検索すると、選択したラックかエンクロージャに含まれるシステムのリス
トが返されます。上記の2つの条件以外のすべての条件では、ラックとエンクロージャ自体が
返され、ラックやエンクロージャに含まれるシステムは返されません。たとえば、ラック
[Franklin 1]の[システム名]検索では、システム[Franklin 1]が返され、[Franklin 1]に含ま
れるシステムは返されません。

2つのデフォルト収集には、ラックとエンクロージャが関連しており、[システム タイプ]収集
の下にリストされます。

● すべてのラック

● すべてのエンクロージャ

システム テーブル ビュー ページでは、次の2つのフォーマットでラックが表示されます。

● 「ラック1」の「エンクロージャ1」

● 「ラック1」

いずれかのラック ハイパーリンクをクリックすると、[ピクチャー ビュー]ページが表示されま
す。

システム テーブル ビュー ページの[システム名]列でエンクロージャ名をクリックすると、そ
のエンクロージャ内で検出されたすべてのシステムのリストが表示されます。ラックとエンク
ロージャの両方のステータスは、常に[不明]です。

サーバがエンクロージャかラックの一部である場合は、[ピクチャー ビュー]ページが表示され
ます。このページには、エンクロージャ（および使用できる場合はラック）で検出されたシス
テムの図が表示されます。HP Systems Insight Managerにログインして、ビューに表示される
サーバの上にカーソルを重ねると、サーバ ブレード名、スロット番号、サーバが配置されてい
るエンクロージャなど、そのサーバに関する情報が表示されます。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ
● システム テーブル ビュー ページのナビゲート
● ピクチャー ビュー ページのナビゲート

システム テーブル ビュー ページのカスタマイズ
システム テーブル ビュー ページで表示する列と表示順序をカスタマイズするには、次の手順
を実行します。

システム テーブル ビュー ページをカスタマイズするには、次のように操作します。

1. システム テーブル ビュー ページでカスタマイズをクリックします。[テーブル ビューの
カスタマイズ]ページが表示されます。

2. 表示する列を[使用できる列]ボックスで選択し、>>をクリックして、[表示される列]ボッ
クスにその列を追加します。
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3. 1つ以上の列を表示から削除するには、削除する列を[表示される列]ボックスから選択し、
<<をクリックします。列が[使用できる列]ボックスに移動されます。

4. 特定の列で収集結果を並べ替えるには、[ソート]ドロップダウン リストから列を選択しま
す。

5. [昇順]または[降順]を選択します。

6. すべてのシステム収集にカスタマイズを適用する場合は、[すべてのシステム テーブル
ビューに適用]を選択します。

7. 選択内容を保存し、システム テーブル ビュー ページに戻るには、OKをクリックします。
すべての変更内容をキャンセルしてシステム テーブル ビュー ページに戻るには、キャン
セルをクリックします。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● データベースからのシステムの削除
● システム収集レポートの印刷

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ
● システム テーブル ビュー ページのナビゲート

データベースからのシステムの削除

1つ以上のシステムをHP Systems Insight Managerデータベースから削除するには、次の手順を
実行します。

注記:

データベースから多くのシステムを一度に削除する場合、パフォーマンスに遅れ
が生じることがあります。

注記:

中央管理サーバ（CMS）は削除できません。
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注記:

クラスタ メンバが含まれているクラスタは削除できません。クラスタ メンバが
含まれているクラスタを削除するには、まず、[システムおよびイベント]パネル
の[すべてのシステム]収集を選択して、システム テーブル ビュー ページにアク
セスします。次に、クラスタとそのすべてのメンバを選択して、削除をクリック
します。

システムを削除するには、次のように操作します。

1. システム テーブル ビュー ページの結果画面で、HP Systems Insight Managerデータベース
から削除する1つ以上のシステムを選択します。

2. 削除をクリックします。「このシステムを削除しますか?」と確認するダイアログ ボック
スが表示されます。

3. システムを削除するには、OKをクリックします。システムを削除せずにシステム テーブ
ル ビュー ページに戻るには、キャンセルをクリックします。

注記:

コンテナ（ラックなど）は、空の場合にのみ削除できます。ラックとそこに含ま
れるすべてのシステムを選択すると、エラーなしに動作します。

注記:

管理プロキシ（WMI Mapperプロキシ、SMI-Sプロバイダなど）を提供する一部
のシステムは、依存システムもすべて削除されるまでは削除できません。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● システム収集レポートの印刷
● システム テーブル ビュー ページのカスタマイズ

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ
● システム テーブル ビュー ページのナビゲート

システム収集レポートの印刷

システム収集結果を印刷するには、次の手順を実行します。
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システム収集結果レポートの表示と印刷を行うには、次のように操作します。

1. システム テーブル ビュー ページで印刷をクリックします。

印刷可能なウィンドウが表示されます。

2. レポートを印刷するには、印刷をクリックします。

3. レポートが表示されたら、ブラウザのメニューから[ファイル]->[印刷]をクリックし、レ
ポートを印刷します。

以下の機能はHP Systems Insight Managerではサポートされていません。

● [印刷]ダイアログ ボックスでは、[印刷の向き]を[横]に変更することができません。この問
題の回避方法については、「印刷機能」を参照してください。

● 印刷ジョブの実行開始後に印刷をキャンセルすることはできません。ただし、オペレーティ
ング システムの印刷キューにアクセスし、印刷ジョブをキャンセルすることは可能です。

● ファイルへの印刷をキャンセルすることはできません。

● 選択されたシステムに関する情報が印刷できず、システムのリスト全体が印刷可能です。

● 印刷要求の発行直後にブラウザを閉じた場合、システム テーブル ビュー ページは印刷され
ません。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● データベースからのシステムの削除
● システム テーブル ビュー ページのカスタマイズ

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ
● システム テーブル ビュー ページのナビゲート

システム ステータス タイプ
HP Systems Insight Managerでは、次のヘルス ステータス タイプのうちいずれかがシステムの
状態として表示されます。

[クリティカル]。HP Systems Insight Manager が、システムとやり取りできなくなっていま
す。このシステムは以前検出されていましたが、現在はpingできません。システムが停止して
いるか、電源が切れているか、ネットワークの問題のためにネットワーク経由でアクセスでき
ません。

[メジャー]。このシステムに、ただちに処置が必要な重度の問題があります。HP Insightマネ
ジメント エージェントを実行しているシステムの場合は、一部のコンポーネントで障害が発生
しています。システムが正常に動作しておらず、データが消失している可能性があります。
Insightマネージャ（Win32）では、このステータスは「障害」に分類されます。

[マイナー]。このシステムに、軽度の問題があります。Insightマネジメント エージェントを
実行しているシステムの場合、一部のコンポーネントが故障していますがシステムはまだ機能
しています。Insightマネージャ（Win32）では、このステータスは「劣化」に分類されます。
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[警告]。システムに潜在的な問題が存在するか、問題が発生する可能性のある状態になって
います。

[正常]。システムは正常に動作しており、アクセス可能です。

[無効]。システムは保留状態です。これにより、ステータス ポーリング、識別、データ収
集、および自動イベント処理からシステムを除外することができます。[自動検出]ページで、
オプション[内蔵Lights-Out管理プロセッサが検出されると、自動的にサーバーブレードを検
出します。] を選択した場合、内蔵Lights-Out（iLO）を通じて検出された新規サーバ（たとえ
ば、オペレーティング システムも IP アドレスも分からない）は、システムがIPアドレスまたは
オペレーティング システムとともに検出されるまで、無効と表示されます。

[不明]。中央管理サーバHP Systems Insight Managerは、SNMPまたはDMIを使用して、シス
テムに関する管理情報を取得できません。管理関連情報は取得できませんが、システムに対し
てpingを実行できます。コミュニティ名またはセキュリティの設定が間違っている可能性があ
ります。またはシステムに関連付けられていないIPアドレスの可能性もあります。

[ステータスなし]。システムの検出後、システムに対してポーリング タスクを実行していませ
ん。

[情報]。システムの状態が変化しているところか、またはエラーではない状態が発生してい
ます。

注記:

HP Insightマネジメント エージェントforサーバfor Windowsでは、「正常」、「劣
化」、「障害」、「アクセス不能」という用語を継続して使用しています。[マ
イナー]ステータスと[メジャー]ステータスだけが、これらのエージェントを実行
するシステムに関連付けられています。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ

WBEM動作ステータス タイプ
HP Systems Insight Managerは、ストレージやサーバの要素（ストレージ スイッチ ポートやメ
モリが取り付けられているメモリ スロットなど）のWBEM動作ステータスを報告します。利用
できるステータスは次のとおりです。

● [Non-recoverable error]、[Lost communication]。HP Systems Insight Managerが、
要素とやり取りできなくなっています。

❍ 「Non-recoverable」は、要素が故障しており、修復できないことを示しています。

❍ 「Lost communication」は、要素が以前検出されていたが、現在は到達できないことを示
しています。

● [PredictiveFailure]、[Error]、[Aborted]、[Supporting Entity in Error]。このシス
テムに、ただちに処置が必要な重度の問題があります。
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❍ 「Predictive Failure」は、要素が正常に動作しているが、近い将来に障害が発生する可能
性があることを示しています。

❍ 「Error」は、要素がエラー状態になっていることを示しています。

❍ 「Aborted」は、要素の機能が突然停止したことを示しています。要素の設定を更新し
なければならない可能性があります。

❍ 「Supporting Entity in Error」は、要素が正常に動作している可能性があるが、その要素
が依存している要素がエラー状態になっていることを示しています。

● [Degraded]、[Stressed]。この要素に、軽度の問題があります。

❍ 「Degraded」は、要素が最大限の性能で動作していないか、修復可能なエラーを報告し
ている可能性があることを示しています。

❍ 「Stressed」は、要素が正常に動作しているが、注意が必要であることを示しています。

● [OK]。要素は正常に動作しています。

● [In service]、[Stopped]。要素は保留状態です。

❍ 「In Service」は、要素が設定中であることを示しています。

❍ 「Stopped」は、要素が停止したことを示しています。

● [Unknown]、[No contact]。要素に関する管理情報を取得できませんでした。

❍ 「Unknown」は、要素のステータスを確認できないことを示しています。

❍ 「No Contact」は、要素は存在するがHP SIMが一度も通信できなかったことを示してい
ます。

● [Starting]、[Stopping]、[Dormant]、[Power Mode]、[Other]。このステータス
は、ポートに関する有益な情報を提供します。注意する必要はありません。

❍ 「Starting」は、要素が起動したことを示しています。

❍ 「Stopping」は、要素が停止したことを示しています。

❍ 「Dormant」は、要素が非アクティブになっていることを示しています。

❍ 「Other」は、追加の情報があるが、その情報が前に示したカテゴリに適合しないことを
示しています。

関連トピック

● テープ ライブラリ識別タブ
● ストレージ スイッチ識別タブ

221

システム、クラスタ、イベントの監視



ソフトウェア ステータス タイプ
HP Systems Insight Managerでは、次のステータス タイプのうちいずれかがシステム ソフトウェ
アに含まれます。

[メジャー]。このシステムには、重大なバグ修正を含む更新が提供されています。

[マイナー]。このシステムには、新しいハードウェア サポートやバグ修正を含む更新が提供
されています。

[正常]。システムのすべてのコンポーネントが、レポジトリと一致します。

[無効]。システムが保留になっているため、ソフトウェア ステータスは利用できません。

[情報]。中央管理サーバ（CMS）がシステムのHPバージョン コントロール エージェントに
到達できないので、このシステムのステータスは不明です。

[不明]。中央管理サーババージョン コントロール エージェントがバージョン コントロール
レポジトリ マネージャとやり取りできません。

注記:

不明ステータスは、以下の状況で、サーバ システムの場合のみに表示されます。

● HPバージョン コントロール エージェントが管理対象サーバにインストール
されていない場合。

● バージョン コントロール エージェントはサーバにインストールされている
が、サーバとHP Systems Insight Managerの信頼関係が確立していない場合。

● ターゲット サーバ上のオペレーティング システムがサポートされていない場
合。サポートされているのは、WindowsおよびLinuxオペレーティング システ
ムです。

● ターゲット システムに正しいバージョンのエージェントがない場合。

● ターゲット サーバ タイプのブランドがサポートされていない場合（サポート
されているのは、HPまたはCompaqブランドのサーバのみです）。

● ターゲット システムに、PMPによる監視のためのライセンスがない場合。
ターゲット システムには、バージョン6.20かそれ以降のInsightマネジメント
エージェントがインストールされていなければなりません。

● ProLiant Essentials Performance Management Pack（PMP）が、システムにつ
いて、不確定のステータスをレポートする場合。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ
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クラスタ テーブル ビュー ページ
クラスタ収集にアクセスするには、[システムおよびイベント]パネルパネルの[システム]をク
リックし ます。完全な設定権があるユーザは、すべての共有クラスタ収集をクラスタ収集ビュー
から管理できます。ユーザは、自分のプライベート収集をこのページから管理することもでき
ます。ユーザは、以下を実行できます。

● 収集の保存。  名前をつけて選択を保存をクラスタ テーブル ビュー ページからクリック
します。

● クラスタの削除。  削除をクラスタ テーブル ビュー ページからクリックします。確認
ボックスが表示されます。クラスタを削除するには、OKをクリックします。削除をキャン
セルするには、キャンセルをクリックします。

注記:

クラスタ メンバが含まれているクラスタは削除できません。クラスタ メ
ンバが含まれているクラスタを削除するには、まず、[システムおよびイベ
ント]パネルの[すべてのシステム]収集を選択して、システム テーブル
ビュー ページにアクセスします。次に、クラスタとそのすべてのメンバを
選択して、削除をクリックします。

● クラスタ収集結果の印刷。   収集結果を印刷するには、印刷をクリックします。

● ビューのカスタマイズ。   表示する列と表示順序をカスタマイズするには、カスタマイズ
をクリックします。詳細については、「クラスタ テーブル ビュー ページのカスタマイズ」
を参照してください。

関連プロシージャ

● クラスタ テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのクラスタの削除
● クラスタ収集レポートの印刷
● 収集の保存

関連トピック

● クラスタ監視

クラスタ テーブル ビュー ページのナビゲート
クラスタ収集では、HP Systems Insight Managerデータベース内の情報に基づいて、クラスタが
論理グループに分類されます。クラスタの論理グループを作成することによって、特定のクラ
スタ収集で表示されるクラスタの数が減ります。クラスタ監視は、クラスタ テーブル表示ペー
ジから、次の2つの方法で起動できます。

● [クラスタ名]列でクラスタの名前をクリック

● [クラスタ]列でクラスタ ステータス アイコンをクリック
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注記:

クラスタ監視は、MSCSクラスタの情報（MSCSクラスタのグループ、リソース
など）を表示するMSCS専用ツールです。その他のすべてのクラスタ（HP
Serviceguardクラスタを除く）については、[クラスタ名]列内のクラスタの名前
または[クラスタ]列内のクラスタ ステータス アイコンをクリックすると、その
クラスタの[システム ページ]が表示されます。詳細については、「クラスタ名」
および「クラスタ」を参照してください。

個別のメンバ選択または多数の検索条件を含む複合収集の実行には、多くのシステム リソース
が必要です。個々のタスクのパフォーマンスの影響を最小にするためには、収集をできる限り
単純にします。

注記:

すべてのユーザがすべてのクラスタを表示できるわけではありません。収集の結
果は、収集を開始したユーザに割り当てられたクラスタによって異なります。そ
れぞれのユーザは、完全な設定権があるユーザによって割り当てられたクラスタ
の表示のみが可能です。完全な設定権があるユーザは、ユーザ権限を使用して、
管理対象クラスタを割り当てます。

クラスタ テーブル ビュー ページは、次のセクションに分かれています。

1. 表示
2. クラスタ ステータスの凡例
3. ビューのカスタマイズ
4. クラスタ収集の列
5. ボタン

詳細については、「新規認証の作成」を参照してください。
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このページでは、新しい名前で収集を保存したり、1つ以上のクラスタを収集から削除したり、
収集をカスタマイズしたり、クラスタ収集レポートを印刷したりすることができます。マルチ
ユーザ環境では、一度にただ1人のユーザしか収集を編集できません。別のユーザが同じ収集
を編集しようとすると、[リスト編集警告]ボックスが表示されます。ユーザは、編集要求をキャ
ンセルするか、収集を編集して新しい収集として保存することができます。

表示

このドロップダウン リストを使用して、結果を表形式で表示する[テーブル]、または収集に含
まれるすべてのクラスタをツリー形式で表示する[ツリー]を選択します。ツリー ビューのナビ
ゲーションの詳細については、「ツリー ビューのナビゲート」を参照してください。

クラスタ ステータスの凡例
ステータス凡例では、ステータスがクリティカル、メジャー、マイナー、正常、無効、不明に
なっているビュー内のクラスタ数が表示され、ビュー内のクラスタ数の合計も表示されます。

ビューのカスタマイズ

クラスタ テーブル ビュー ページの右上には、カスタマイズ リンクがあります。表示する列と
表示順序を決めるには、このボタンをクリックします。詳細については、「クラスタ テーブル
ビュー ページのカスタマイズ」を参照してください。

クラスタ収集の列

列を並べ替えるには、列見出しをクリックして昇順か降順に並べ替えます。列名の上にカーソ
ルを重ねると、列の簡潔な説明が表示されます。列のカスタマイズの詳細については、「クラ
スタ テーブル ビュー ページのカスタマイズ」を参照してください。
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● 選択
● クラスタ
● クラスタ名
● クラスタ アドレス
● クラスタ タイプ
● クラスタの詳細

選択

クラスタを選択するには、この列のチェックボックスをオンにします。1つ以上のクラスタを
選択できます。このオプションは、テーブル ビューとツリー ビューの両方で利用できます。
表示されるすべてのイベントを選択するには、イベントの列見出しのチェックボックスを選択
します。

クラスタ

[クラスタ]列（クラスタ ステータスを表す）には、特定のクラスタごとのクラスタ ステータス
アイコンが含まれます。このステータスは、すべてのクラスタ メンバ、およびそのクラスタの
クラスタ監視リソース（ディスク、CPUなど）で最も重大なステータスを反映します。このス
テータスは、システム テーブル ビュー ページに表示されるハードウェア ステータスやソフト
ウェア ステータスとは異なります。HP Serviceguardクラスタでは、クラスタ ステータスは不
明に設定されます。Serviceguardクラスタ ステータスの正確な情報を表示するには、HP
Serviceguard Managerを使用する必要があります。MSCSクラスタの場合、ステータスは、ク
ラスタ監視に表示される最も重要なクラスタ ステータスです。このステータスは、HP Insight
マネジメント エージェント（利用可能な場合）によって取得されるスレッショルド（CPU、
ディスク）ステータスとクラスタ ノードのノード ステータスによって判定されます。その他
のタイプのすべてのクラスタについては、ステータスは、Insightマネジメント エージェント
（利用可能な場合）によって取得される最も重要なスレッショルド（CPU、ディスク）ステー
タスとクラスタ ノードのノード ステータスによって判定されます。

クラスタ名

[クラスタ名]列には、クラスタ名が含まれます。カーソルをクラスタ名の上に置くと、フル シ
ステムDNS名が表示されます。MSCSクラスタのクラスタ名をクリックすると、クラスタ監視
ページが表示されます。詳細については、「クラスタ監視」を参照してください。選択された
クラスタがHP Serviceguardクラスタの場合、クラスタ内のサーバを示す新しいクラスタ テー
ブル ビュー ページが表示されます。このリストから、サーバ名をクリックし、そのサーバの
[システム ページ]にアクセスします。他のタイプのクラスタの場合は、そのクラスタの[システ
ム ページ]が表示されます。詳細については、「クラスタ識別タブ」を参照してください。

クラスタ アドレス

[クラスタ アドレス]列には、クラスタのIPアドレスが含まれています。

注記:

HP Serviceguardクラスタは、IPアドレスを持っていません。このため、このタイ
プのクラスタについては、この列が空白になります。
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クラスタ タイプ

[クラスタ タイプ]列には、クラスタのタイプが表示されます。サポートされているクラスタ タ
イプには、以下のものが含まれます。

● MSCS

● OpenVMS

● UnixWare

● Novell NetWare

● Oracle RAC

● Tru64 UNIX

● HP Serviceguard

クラスタの詳細

[クラスタの詳細]列には、クラスタ タイプの説明が含まれます。HP Serviceguardクラスタに
は、[HP Serviceguardクラスタ]の説明が含まれます。

ボタン

このページの下部には、3つのボタンがあります。

● 名前を付けて選択を保存。クラスタが選択されている場合、選択内容を新しい名前で保存
できます。変更内容は、ユーザごと、あるいは収集ごとに保存されます。詳細については、
「収集の保存」を参照してください。

● 削除。このボタンは、クラスタをデータベースから削除する場合に使用します。データベー
スから削除するクラスタを選択し、削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。
クラスタを削除するには、OKをクリックします。削除をキャンセルするには、キャンセル
をクリックします。詳細については、「データベースからのクラスタの削除」を参照して
ください。

● 印刷。レポートが表示されたら、ブラウザのメニューから[ファイル]->[印刷]をクリックし、
レポートを印刷します。

注記:

以下の機能はHP Systems Insight Managerではサポートされていません。

❍ [印刷]ダイアログ ボックスでは、[印刷の向き]を[横]に変更することが
できません(この問題の回避方法については、「印刷機能」の印刷の問
題を参照してください)。

❍ 印刷ジョブの実行開始後に印刷をキャンセルすることはできません。
ただし、オペレーティング システムの印刷キューにアクセスし、印刷
ジョブをキャンセルすることは可能です。

❍ ファイルに印刷できません。
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❍ 選択されたクラスタに関する情報が印刷できず、クラスタのリスト全
体のみが印刷可能です。

❍ 印刷要求の発行直後にブラウザを閉じた場合、クラスタ テーブル ビュー
ページは印刷されません。

ユーザに適切な権限がない場合、ボタンは無効になります。ただし、印刷ボタンはどのユーザ
に対しても表示されます。

関連プロシージャ

● クラスタ テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのクラスタの削除
● 収集の保存
● クラスタ収集レポートの印刷

関連トピック

● クラスタ テーブル ビュー ページ
● クラスタ監視
● HP Serviceguard Managerの概要

クラスタ テーブル ビュー ページのカスタマイズ
クラスタ テーブル ビュー ページで、表示する列と表示順序をカスタマイズするには、次の手
順を実行します。

クラスタ テーブル ビュー ページをカスタマイズするには、次のように操作します。

1. クラスタ テーブル ビュー ページでカスタマイズをクリックします。[テーブル ビューの
カスタマイズ]ページが表示されます。

2. 表示する列を[使用できる列]ボックスから選択し、>>をクリックして、[表示される列]ボッ
クスにその列を追加します。

3. 1つ以上の列を表示から削除する場合は、削除する列を[表示される列]ボックスから選択
し、<<をクリックします。列が[使用できる列]ボックスに移動し、表示されなくなりま
す。

4. 特定の列でリストを並べ替えるには、[ソート]ドロップダウン リストから列を選択しま
す。

5. [昇順]または[降順]を選択します。

6. すべてのクラスタ収集にカスタマイズを適用する場合は、[すべてのクラスタ テーブル
ビューに適用]を選択します。

7. 選択内容を保存し、クラスタ テーブル ビュー ページに戻るには、OKをクリックします。
すべての変更内容をキャンセルしてクラスタ テーブル ビュー ページに戻るには、キャン
セルをクリックします。
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関連プロシージャ

● 収集の保存
● データベースからのクラスタの削除
● クラスタ収集レポートの印刷

関連トピック

● クラスタ テーブル ビュー ページ
● クラスタ テーブル ビュー ページのナビゲート

データベースからのクラスタの削除

1つ以上のクラスタをHP Systems Insight Managerデータベースから削除するには、次の手順を
実行します。

注記:

HP Systems Insight Managerで定義されているクラスタ メンバが含まれているク
ラスタは削除できません。クラスタ メンバが含まれているクラスタを削除する
には、まず、[システムおよびイベント]パネルの[すべてのシステム]収集を選択
して、システム テーブル ビュー ページにアクセスします。次に、クラスタとそ
のすべてのメンバを選択して、削除をクリックします。

クラスタを削除するには、次のように操作します。

1. クラスタ テーブル ビュー ページの画面で、データベースから削除する1つ以上のクラス
タをハイライトして選択します。

2. 削除をクリックします。「このシステムを削除しますか?」と確認するダイアログ ボック
スが表示されます。

3. クラスタを削除するには、OKをクリックします。クラスタを削除せずにクラスタ テーブ
ル ビュー ページに戻るには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● クラスタ収集レポートの印刷
● クラスタ テーブル ビュー ページのカスタマイズ

関連トピック

● クラスタ テーブル ビュー ページ
● クラスタ テーブル ビュー ページのナビゲート

クラスタ収集レポートの印刷

クラスタ収集レポートの表示と印刷を行うには、次の手順を実行します。

クラスタ収集結果レポートの表示と印刷を行うには、次のように操作します。
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1. クラスタ テーブル ビュー ページから、レポートに含めるクラスタを選択します。

2. レポートを印刷するには、印刷をクリックします。

3. レポートが表示されたら、ブラウザのメニューから[ファイル]->[印刷]をクリックし、レ
ポートを印刷します。

以下の機能はHP Systems Insight Managerではサポートされていません。

● [印刷]ダイアログ ボックスでは、[印刷の向き]を[横]に変更することができません(この問題
の回避方法については、「トラブルシューティング」の「印刷に関する問題」を参照して
ください)。

● 印刷ジョブの実行開始後に印刷をキャンセルすることはできません。ただし、オペレーティ
ング システムの印刷キューにアクセスし、印刷ジョブをキャンセルすることは可能です。

● ファイルに印刷できません。

● 選択されたクラスタに関する情報が印刷できず、クラスタのリスト全体のみが印刷可能で
す。

● 印刷要求の発行直後にブラウザを閉じた場合、クラスタ テーブル ビュー ページは印刷され
ません。

関連プロシージャ

● クラスタ テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのクラスタの削除
● 収集の保存
● クラスタ収集レポートの印刷

関連トピック

● クラスタ テーブル ビュー ページ
● クラスタ テーブル ビュー ページのナビゲート

イベント テーブル ビュー ページ
[イベント]にアクセスするには、[システムおよびイベント]パネルの[イベント]をクリックし ま
す。完全な設定権があるユーザは、すべての共有イベント収集をイベント テーブル ビュー ペー
ジから管理できます。ユーザが、自分のプライベート イベント収集をこのページから管理する
こともできます。ユーザは、以下を実行できます。

● イベントを確認済みに変更。  クリアする1つ以上のイベントを選択し、確認済みをクリッ
クします。

● イベントの削除。  削除する1つ以上のイベントを選択し、削除をクリックします。

● イベントの割り当て。  特定のユーザに割り当てる1つ以上のイベントを選択し、担当者
をクリックします。

● イベントへのコメントの追加。  コメントを追加する1つ以上のイベントを選択し、コメ
ントの入力をクリックします。

● イベント収集結果の印刷。  収集結果を印刷するには、印刷をクリックします。
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● ビューのカスタマイズ。  表示する列と表示順序をカスタマイズするには、カスタマイズ
をクリックします。詳細については、「イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ」
を参照してください。

関連プロシージャ

● 収集からのイベントを確認済みに変更
● データベースからのイベントの削除
● ユーザへのイベントの割り当て
● イベントに関するコメントの入力
● イベント収集レポートの印刷

関連トピック

● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● システム、クラスタ、イベントの監視
● イベント深刻度の種類
● イベント詳細セクション

イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
イベント テーブル ビュー ページは、共通条件を満たすイベントのリストです。たとえば、イ
ベント テーブル ビュー ページから[イベント タイプ]を使用してイベント収集を開くと、同じ
イベントを生成しているシステムを表示できます。

イベント テーブル ビュー ページは、次のセクションに分かれています。

1. イベント ステータスの凡例
2. イベント収集の列
3. イベント詳細
4. イベント管理のボタン
5. ビューのカスタマイズ
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このページでは、イベントのクリア、イベントの削除、イベントの割り当て、イベントに関す
るコメントの入力、印刷可能レポートの表示を行うことができます。

イベント ステータスの凡例
凡例には、ビュー内の、ステータスがクリティカル、メジャー、マイナー、正常、情報である
イベントの数が表示されます。イベントのステータス タイプの詳細については、「イベント深
刻度の種類」を参照してください。

イベント詳細

イベント収集は、以下の方法で表示できます。

● [システムおよびイベント]パネルからイベント収集をクリック

● [システム ステータス]パネルでイベント ステータス アイコンをクリック

● [システム ページ]から[イベント]リンクをクリック

● プライベート イベント収集をクリック

● [ステータス概要]ページの[未確認イベント]セクションでハイパーリンクをクリック

イベント収集は、権限に基づいてフィルタ処理されます。ユーザは、適切な権限があるシステ
ムのイベントのみを表示できます。詳細については、「ユーザと認証」を参照してください。
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HP Storage Essentialsがインストールされている場合は、このセクションのリンクから、HP
Storage Essentialsの対応するイベント詳細を表示することができます。

イベント収集の列

特定の列で収集結果を並べ替えるには、列見出しをクリックして昇順か降順に並べ替えます。
列名の上にカーソルを重ねると、列の簡潔な説明が表示されます。以下を参照してください。

● 選択
● 状態
● 深刻度
● イベント タイプ
● システム名
● イベント時刻
● 担当者
● コメント

選択

イベントを選択するには、この列のチェックボックスをオンにします。複数のイベントを選択
できます。表示されるすべてのイベントの選択または選択解除を行うには、列見出しのチェッ
クボックスを選択します。

状態

この列には、イベントが確認済み状態になっているかどうかが表示されます。イベントは、未
確認状態から始まります。確認済み状態とは、ユーザがこのイベントに関心がなくなったこと
を表します。イベント状態には[進行中]も含まれます。[進行中]は、まだログに記録されていな
いイベント データがあることを示します。[進行中]状態のイベントは、削除することもクリア
することもできません。CMSを再起動すると、保留状態のイベントが未確認になります。

深刻度

この列にはイベント ステータス アイコンが表示され、イベントによって表現される問題の深
刻度が表示されます。詳細については、「イベント深刻度の種類」を参照してください。

イベント タイプ

この列には、イベントのタイプが表示されます。イベント タイプの例としては、SNMPトラッ
プ、ログイン障害、エージェント設定のレプリケート ツールのイベント タイプを挙げること
ができます。[イベントの詳細]セクションを表示するには、リストからイベント タイプを選択
します。表示される情報は、イベントによって異なります。列のイベント タイプ全体が表示さ
れない場合は、このフィールド上にカーソルを重ねます。ポップアップ ウィンドウに、イベン
ト タイプ全体が表示されます。イベントの詳細については、「イベント詳細セクション」を参
照してください。

システム名

この列には、イベントが発生したシステム名が表示されます。この列のリンクをクリックする
と、選択されているシステムの[システム ページ]が表示されます。

ラックまたはエンクロージャ全体に影響するイベントが発生すると、そのラックまたはエンク
ロージャ内の複数のシステムが、そのイベントのトラップを生成する場合があります。これら
のコンテナ トラップは、ラックまたはエンクロージャ トラップごとにイベントが1件のみログ
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に記録されるようにフィルタリングされます。また、トラップのソースがサーバ ブレードまた
は管理プロセッサの場合でも、HP Systems Insight Managerは、記録されるイベントのイベント
ソースと関連システムを、適宜、ラックまたはエンクロージャに設定します。ラックとエンク
ロージャの詳細については、「ラックとエンクロージャについて」を参照してください。

イベント時刻

この列には、CMSがこのイベントを受信したタイム スタンプ（日時を含む）が表示されます。
クライアントがイベント時間（CMSの時間）とは異なるタイム ゾーンにある場合、イベント時
間はクライアントのタイム ゾーンに変換されます。

担当者

イベントの権限をユーザに割り当てるには、ページの下部で担当者をクリックします。[担当
者]セクションが表示されます。このセクションで、新しい担当者を選択して割り当てるか、既
存の担当者を使用します。既存の担当者を使用する場合は、1つのユーザ名のみをリストから
選択できます。ユーザ名には、システムで権限を持ったユーザやCMSにログイン可能なユーザ
の名前を指定する必要はありません。このフィールドは書式なしのテキスト フィールドです。
ユーザにイベントを割り当てる方法の詳細については、「ユーザへのイベントの割り当て」を
参照してください。

コメント

この列には、このイベントのコメントが表示されます。コメントが入力されていない場合は空
白です。列の幅より長いコメントは、切り取られます。必要な場合はイベント タイプをクリッ
クし、コメント全体を表示します。コメント フィールドの上にカーソルを重ねると、ポップ
アップ ウィンドウにコメント全体が表示されます。詳細については、「イベントに関するコメ
ントの入力」を参照してください。

イベント管理のボタン

このイベント テーブル ビュー ページの下部には、5つのボタンがあります。完全な設定権が
あるユーザのみが、このボタンを使用できます。このページをどこからアクセスしたかによっ
ては、これらのボタンが表示されない場合もあります。たとえば、タスクを作成してターゲッ
トを選択した場合、表かシステム名のみが表示され、ボタンは表示されません。

● 確認済み。このボタンは、1つまたは複数のイベントをデータベースで確認済み状態にする
ために使用します。クリアするイベントを選択し、確認済みをクリックします。詳細につ
いては、「収集からのイベントを確認済みに変更」を参照してください。

● 削除。このボタンは、1つ以上のイベントをデータベースから削除する場合に使用します。
削除するイベントを選択し、削除をクリックします。ダイアログ ボックスが表示されます。
削除を続けるには、OKをクリックします。削除をキャンセルするには、キャンセルをク
リックします。詳細については、「データベースからのイベントの削除」を参照してくだ
さい。

● 担当者。このボタンは、イベントの権限を特定のユーザに割り当てる場合に使用します。
詳細については、「ユーザへのイベントの割り当て」を参照してください。

● コメントの入力。1つ以上のイベントのコメントを入力するダイアログ ボックスが表示され
ます。詳細については、「イベントに関するコメントの入力」を参照してください。

● 印刷。レポートが表示されたら、ブラウザのメニューから[ファイル]->[印刷]をクリックし、
レポートを印刷します。
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注記:

以下の機能はHP Systems Insight Managerではサポートされていません。

❍ [印刷]ダイアログ ボックスでは、[印刷の向き]を[横]に変更することが
できません（この問題の回避方法については、「印刷機能」の印刷の
問題を参照してください）。

❍ 印刷ジョブの実行開始後に印刷をキャンセルすることはできません。
ただし、オペレーティング システムの印刷キューにアクセスし、印刷
ジョブをキャンセルすることは可能です。

❍ ファイルに印刷できません。

❍ 選択されたイベントに関する情報が印刷できず、イベントのリスト全
体のみが印刷可能です。

❍ 印刷要求の発行直後にブラウザを閉じた場合、イベント テーブル ビュー
ページは印刷されません。

ユーザに適切な権限がない場合、ボタンは無効になります。ただし、[印刷]ボタンはどのユー
ザに対しても表示されます。

ビューのカスタマイズ

イベント テーブル ビュー ページの右上には、カスタマイズ リンクがあります。表示する列と
表示順序を決めるには、このリンクをクリックします。以下のページでは、カスタマイズ リン
クは表示されません。

● [システム概要]

● [高度な検索]

● [イベント]タブの[システム ページ]

● ターゲットを選択した場合の[タスク]ページ

詳細については、「イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ」を参照してください。

関連プロシージャ

● イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● 収集からのイベントを確認済みに変更
● データベースからのイベントの削除
● ユーザへのイベントの割り当て
● イベントに関するコメントの入力
● イベント収集レポートの印刷

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● イベント深刻度の種類
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イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ
イベント テーブル ビュー ページで、表示する列と表示順序をカスタマイズするには、次の手
順を実行します。

イベント テーブル ビュー ページをカスタマイズするには、次のように操作します。

1. イベント テーブル ビュー ページでカスタマイズをクリックします。[テーブル ビューの
カスタマイズ]ページが表示されます。

2. 表示する列を[使用できる列]ボックスから選択し、>>をクリックして、[表示される列]ボッ
クスにその列を追加します。

3. 列の表示方法を再編成するには、[表示される列]ボックスで列を選択し、上に移動か下に
移動をクリックします。

4. 列を表示から削除するには、削除する列を[表示される列]ボックスから選択し、<<をク
リックします。列が[使用できる列]ボックスに移動し、表示されなくなります。

5. 特定の列で収集を並べ替えるには、[ソート]ドロップダウン リストから列を選択します。

6. [昇順]または[降順]を選択します。

7. すべてのイベント収集にカスタマイズを適用する場合は、[すべてのイベント テーブル
ビューに適用]を選択します。

8. 選択内容を保存し、イベント テーブル ビュー ページに戻るには、OKをクリックします。
すべての変更内容をキャンセルしてイベント テーブル ビュー ページに戻るには、キャン
セルをクリックします。

関連プロシージャ

● 収集からのイベントを確認済みに変更
● データベースからのイベントの削除
● ユーザへのイベントの割り当て
● イベントに関するコメントの入力
● イベント収集レポートの印刷

関連トピック

● イベント テーブル ビュー ページ
● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート

収集からのイベントを確認済みに変更

イベントをクリアするには、次の手順を実行します。完全な設定権があるユーザのみが、イベ
ントをクリアできます。

イベントをクリアするには、次のように操作します。

1. イベント テーブル ビュー ページから、クリアするイベントを選択します。

2. クリアをクリックしてください。選択されたイベントについて、[ステータス]列に表示さ
れる状態が[未確認]から[確認済み]に変わります。
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関連プロシージャ

● イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● データベースからのイベントの削除
● ユーザへのイベントの割り当て
● イベントに関するコメントの入力
● イベント収集レポートの印刷

関連トピック

● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● イベント テーブル ビュー ページ
● イベント詳細セクション

データベースからのイベントの削除

イベントを削除するには、次の手順を実行します。イベントを削除するには、完全な設定権が
必要です。

保留イベント、検出されたシステム イベント、サービス イベントは削除できません。

イベントを削除するには、次のように操作します。

1. イベント テーブル ビュー ページから、削除するイベントを選択します。

2. 削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。

3. イベントを削除するには、OKをクリックします。イベント テーブル ビュー ページに戻
るには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● 収集からのイベントを確認済みに変更
● ユーザへのイベントの割り当て
● イベントに関するコメントの入力
● イベント収集レポートの印刷

関連トピック

● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● イベント テーブル ビュー ページ
● イベント詳細セクション

ユーザへのイベントの割り当て

1つのみまたは複数のイベントを1人以上のユーザに割り当てるには、次の手順を実行します。
完全な設定権があるユーザのみが、共有収集からイベントを割り当てることができます。
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注意:

選択されたイベントがすでに割り当てられていた場合、新しく割り当てる担当者
を選択してOKをクリックすると、以前の割り当てが上書きされます。

注記:

[担当者]用に入力できる最大文字数は、50文字です。

ユーザにイベントを割り当てるには、次のように操作します。

1. イベント テーブル ビュー ページから、ユーザに割り当てるイベントを選択します。

2. 担当者をクリックします。[担当者]セクションが表示されます。

3. [新規担当者]または[現在の担当者]を選択します。[現在の担当者]を選択した場合は、下向
き矢印をクリックし、ドロップダウン リストから担当者を選択します。

4. OKをクリックすると、データベースが更新されます。またはキャンセルをクリックしま
す。

関連プロシージャ

● 収集からのイベントを確認済みに変更
● データベースからのイベントの削除
● イベントに関するコメントの入力
● イベント収集レポートの印刷
● イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ

関連トピック

● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● イベント テーブル ビュー ページ

イベントに関するコメントの入力

イベントにコメントを追加するには、次の手順を実行します。完全な設定権があるユーザのみ
が、イベントにコメントを追加できます。

注意:

コメントを追加するイベントを複数選択すると、データベース内の前のコメント
はすべて置き換わります。
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注記:

コメント用に入力できる最大文字数は、1,000文字です。

イベントにコメントを追加するには、次のように操作します。

1. イベント テーブル ビュー ページから、コメントを入力するイベントを選択します。

2. コメントの入力をクリックします。[コメントの入力]セクションが表示されます。

3. データベースを更新するには、OKをクリックします。イベント テーブル ビュー ページ
に戻るには、キャンセルをクリックします。

注記:

HP Systems Insight Managerでイベントに追加されるコメントは、HP Storage
Essentialsには転送されません。

関連プロシージャ

● イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● 収集からのイベントを確認済みに変更
● データベースからのイベントの削除
● ユーザへのイベントの割り当て
● イベント収集レポートの印刷

関連トピック

● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● イベント テーブル ビュー ページ
● イベント詳細セクション

イベント収集レポートの印刷

イベント収集レポートの表示と印刷を行うには、次の手順を実行します。

イベント収集結果レポートの表示と印刷を行うには、次のように操作します。

1. イベント ビュー ページで印刷をクリックします。

印刷可能なウィンドウが表示されます。

2. レポートを印刷するには、印刷をクリックします。

3. レポートが表示されたら、ブラウザのメニューから[ファイル]->[印刷]をクリックし、レ
ポートを印刷します。
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以下の機能はHP Systems Insight Managerではサポートされていません。

● [印刷]ダイアログ ボックスでは、[印刷の向き]を[横]に変更することができません。この問
題の回避方法については、「印刷機能」を参照してください。

● 印刷ジョブの実行開始後に印刷をキャンセルすることはできません。ただし、オペレーティ
ング システムの印刷キューにアクセスし、印刷ジョブをキャンセルすることは可能です。

● ファイルへの印刷をキャンセルすることはできません。

● 選択されたイベントに関する情報が印刷できず、イベントのリスト全体のみが印刷可能で
す。

● 印刷要求の発行直後にブラウザを閉じた場合、イベント テーブル ビュー ページは印刷され
ません。

関連プロシージャ

● イベント テーブル ビュー ページのカスタマイズ
● 収集からのイベントを確認済みに変更
● データベースからのイベントの削除
● ユーザへのイベントの割り当て
● イベントに関するコメントの入力

関連トピック

● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● イベント テーブル ビュー ページ
● イベント詳細セクション

イベント深刻度の種類

HP Systems Insight Managerでは、イベントの深刻度が次のように報告されます。

[クリティカル]。このタイプのイベントは、障害が発生しており、すぐに対処する必要があ
ることを示す。

[メジャー]。このタイプのイベントは、差し迫った障害を表す。

[マイナー]。このタイプのイベントは、さらに深刻な問題に発展する可能性のある警告ステー
タスを示す。

[正常]。このイベントは問題ではない。

[不明]。このタイプのイベントは、イベントの深刻度や問題が不明であることを示す。

[警告]。現在、問題が発生する可能性のある状態になっていることを示す。
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注記:

HP Systems Insight Manager 5.0では、WBEMイベントだけが「警告」にマッピ
ングされます。

[情報]。このタイプのイベントに注意する必要はなく、これらは、便利な情報として提供さ
れる。

関連トピック

● イベント テーブル ビュー ページ
● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート

イベント詳細セクション

はじめに

イベント テーブル ビュー ページの[イベント タイプ]列でリンクをクリックすると、[イベント
の詳細]セクションが表示され、特定のイベントに関する詳細情報が提供されます。イベント
は、SNMPトラップ、HyperText Transfer Protocol（HTTP）イベント、または内部で生成される
イベントから生成されます。

注記:

管理対象システムでWBEMイベントを予約している場合は、イベントがWebベー
ス エンタープライズ管理（WBEM）から生成されます。WBEMイベントの予約
の詳細については、「WBEMイベントの予約」を参照してください。

注記:

検出されたシステムのイベントのみが追跡されます。自動検出の設定と実行の詳
細については、「自動検出の設定」を参照してください。

イベント詳細

このセクションでは、イベントに関する以下の情報を識別します。

● [イベント深刻度]。イベントの深刻度が表示されます。

● [確認ステータス]。イベントが、確認済みか、未確認か、不明であるかが表示されます。

● [イベント ソース]。イベントのソースとなったシステムが表示されます。

● [関連システム]。イベントを生成したシステムが表示されます。
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● [関連システムのステータス]。イベントを生成したシステムの現在のステータスが表示され
ます。システムのステータスが変化すると、このステータスが変化します。

● [イベント時間]。中央管理サーバ（CMS）がイベントを受信した時刻が表示されます。

● [説明]。イベントのソースまたはタイプを説明します。イベントは、SNMPトラップ、DMI
表示、または内部生成メッセージです。システムの検出はイベントです。

● [担当者]。イベントが割り当てられたユーザが表示されます。

● [コメント]。ユーザが入力したコメントが表示されます。

イベント タイプによって、[詳細]ボックスに以下の情報が表示されます。

● エンクロージャ内のサーバ

エンクロージャイベントの場合、このセクションには、影響を受けたエンクロージャ内の
すべてのサーバが表示されます。

● ラック内のエンクロージャ

ラックイベントの場合、このセクションには、影響を受けたラック内のすべてのエンクロー
ジャが表示されます。

● トラップ詳細

❍ イベントの発生日時

❍ イベントの説明

❍ トラップ情報

● 検出されたシステムの詳細

● 検出日付

● イベント詳細

❍ ユーザ名

❍ ユーザがアクセスしているリモート システムのシステム名

❍ ユーザがアクセスしているシステムのIPアドレス

注記:

システム名とIPアドレスは、無許可ユーザ アカウント変更イベントについ
ては提供されません。このイベントは、HP Systems Insight Managerサーバ
によって内部的に生成されるイベントです。

● 詳細変更

❍ 現在のステータス変更のソース
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❍ 前回の深刻度

● タスクの詳細

❍ タスクの実行日時

❍ タスクを実行したユーザ

❍ タスクを実行したシステム

● ステータス変化の詳細

❍ [サブシステム名]。メモリ、プロセッサ、ストレージなど

❍ [以前のサブシステム ステータス]。イベント発生前のサブシステムのステータス

❍ [全体的なパフォーマンス ステータス]。すべてのサブシステムを合わせた全体のステー
タス（サブシステムの最悪のステータス）

❍ [説明]。

印刷可能フォーマットの詳細を表示するには、印刷可能な詳細の表示をクリックします。詳細
を印刷するには、[ファイル]->[印刷]をクリックします。

関連トピック

● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● イベント テーブル ビュー ページ

システムとイベントの検索
HP Systems Insight Managerでは、2種類の検索を実行できます。システム名で検索する基本検
索および高度な検索です。

基本検索を実行するには、次のように操作します。

1. [検索]パネルで、システム名またはキーワードを入力します。

2. 検索をクリックします。[検索結果]ページが表示されます。

高度な検索を実行するには、次のように操作します。

1. [検索]パネルで[高度な検索]をクリックします。

2. [システム]、[イベント]、[クラスタ]のいずれかを選択したのち、定義基準を選択します。

3. 表示をクリックします。[検索結果]ページが表示されます。

関連プロシージャ

● 基本検索の実行
● 収集の保存
● システムの高度な検索の実行
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● クラスタの高度な検索の実行
● イベントの高度な検索の実行

関連トピック

● 基本検索と高度な検索
● 検索条件

基本検索と高度な検索

基本検索

検索機能を使用すると、システムの詳細情報をその名前か共通システム属性から素早く取得で
きます。検索フィールドに入力できるのは、英数字、~、-、.、_、'、およびスペースだけです。
指定したシステムを検索するには、表示をクリックします。

データベースに入っている、ターゲット名に類似した名前のシステムのリストが、[検索結果]
に表示されます。システム名リストはハイパーリンクです。リスト内の名前をクリックする
と、そのシステムの[システム ページ]が表示されます。

ターゲット システムに似たシステム名がデータベース内にない場合、[検索結果]には、条件を
満たすエントリがないことが表示され、高度な検索によってもう一度検索するオプションが提
供されます。

[高度な検索]
[高度な検索]ページにアクセスするには、[検索]パネルの[高度な検索]ハイパーリンクをクリッ
クします。

[高度な検索]ページの最上部で、検索タイプ選択ボックスのさまざまなオプションを選択する
と、システム検索、イベント検索、クラスタ検索を作成できます。次に、検索で使用する条件
を指定できます。特定のボックスで選択を行うと、その後の選択ボックスで提供される値は、
適切に更新されます。検索の実行結果は収集で表示されます。選択した条件は、収集として保
存することもできるので、検索は後で再実行できます。保存した収集は、[システム]または[イ
ベント]として[システムおよびイベント]パネルに保存されます。これらの収集は、プライベー
トまたは共有として保存することができます。

階層表示

一部の検索条件では、階層表示が必要です。階層条件の例として、オペレーティング システ
ム、イベント タイプ、ソフトウェア/ファームウェアが挙げられます。

この場合、比較演算子選択ボックスは、特定ツリー レベルに適した日本語を含む選択ボックス
に置き換えられます。最も複雑なケースは、ソフトウェア/ファームウェア条件です。ソフト
ウェア/ファームウェアを選択すると、一連の検索条件が、ツリー形式で下に追加されます。

● システム タイプ

● オペレーティング システム

● ソフトウェア/ファームウェア タイプ

● 名前
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● バージョン

この場合、上位レベルの選択ボックスで選択を行うと、下位レベルのボックスで利用可能な選
択肢は更新されます。

名前を付けて保存

名前を付けて保存をクリックすると、[収集に名前をつけて保存]セクションが表示されます。
[名前]フィールドに検索の名前を入力し、保存場所を選択します。詳細については、「収集の
保存」を参照してください。

表示

表示をクリックすると、検索結果が検索フレームの下に表示されます。この機能を使うと、検
索結果を保存する前にプレビューしたり、検索結果は保存せずに検索だけを実行したりするこ
とができます。

関連プロシージャ

● 基本検索の実行
● 収集の保存
● システムの高度な検索の実行
● クラスタの高度な検索の実行
● イベントの高度な検索の実行

関連トピック

● システムとイベントの検索

基本検索の実行

一致するシステム名と共通システム属性を指定し、基本システム検索を行うには、次の手順を
実行します。

基本検索を実行するには、次のように操作します。

1. [検索]パネルで、システム名を入力します。

2. 検索をクリックします。[検索結果]ページが表示されます。このページでは、一致するシ
ステム名と共通システム属性を指定して検索することができます。

3. [検索結果]ページから、[再検索条件]フィールドで同じシステム名を使用するか、システム
名を変更します。

4. システム名を変更する場合は、[を含む]ボックスの下向き矢印をクリックし、[システム名]
または[一般的なシステム属性]を選択します。

注記：一般的なシステム属性には、完全DNS名、デバイス ホスト名、シリアル番号、オペ
レーティング システム タイプ、オペレーティング システム バージョン、オペレーティン
グ システムの説明、オペレーティング システム名、製品モデル、システム タイプ、IPア
ドレスが含まれます。

5. 表示をクリックします。新しい[検索結果]が表示されます。

6. 検索結果が表示されたら、次の操作を実行できます。

245

システム、クラスタ、イベントの監視



● 検索結果を保存します。名前を付けて保存をクリックし、検索の名前を入力して収集
の保存場所を選択します。詳細については、「収集の保存」を参照してください。検
索結果を保存するには、OKをクリックします。[検索結果]ページに戻るには、キャン
セルをクリックします。

● より高度な検索を実行します。詳細をクリックします。[高度な検索]ページが表示され
ます。高度な検索オプションの選択の詳細については、「基本検索と高度な検索」を
参照してください。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● システムの高度な検索の実行
● イベントの高度な検索の実行
● クラスタの高度な検索の実行

関連トピック

● システムとイベントの検索
● 基本検索と高度な検索
● 検索条件

システムの高度な検索の実行

システムで高度な検索を行うには、次の手順を実行します。次の図は、システムの[高度な検
索]ページを示しています。

システムを検索するには、次のように操作します。

1. [検索]パネルで[高度な検索]をクリックします。

2. [検索対象]ドロップダウン ボックスから[システム]を選択します。

3. 第1選択ボックス（条件選択）で下向き矢印をクリックし、検索条件を選択します。

4. 第2選択ボックス（比較演算子選択）で下向き矢印をクリックし、比較演算子オプション
を選択します。

注記：条件が異なると、比較演算子も異なります。比較演算子オプションは、選択した条
件に従って変化します。たとえば、[オペレーティング システム]を条件として選択する
と、使用できる比較演算子は、次、次の文字を含む、次の文字で始まる、次の文字で終わ
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る、と等しい名前、次以外、を次の文字に含まない、次の文字で始まらない、次の文字で
終わらない、と等しくない名前、になります。詳細については、「検索条件」を参照して
ください。

5. 第3選択ボックス（値選択）には、条件と比較演算子の特定の組み合わせに使用できる値
が表示されます。ドロップダウン リストから値を選択するか、必要な情報を入力ボックス
に入力してください。

6. 別の条件を追加するには、追加をクリックします。システム検索をすぐに実行するには、
表示をクリックします。検索を収集として保存するには、名前を付けて保存をクリックし
ます。実行と名前を付けて保存の詳細については、「基本検索と高度な検索」を参照して
ください。

注記：表示または名前を付けて保存をクリックすると、条件は並べ替えられます。条件タ
イプが同じ場合はOR条件として、異なる場合はAND条件として、それぞれ設定されます。

7. 表示をクリックすると、結果が表示されます。結果の削除または印刷を選択できます。検
索結果の削除の詳細については、「システム検索結果の削除」を参照してください。検索
結果の印刷の詳細については、「システム検索結果の印刷」を参照してください。

関連プロシージャ

● システム検索結果の削除
● システム検索結果の印刷
● 収集の保存
● イベントの高度な検索の実行
● クラスタの高度な検索の実行
● 基本検索の実行

関連トピック

● システムとイベントの検索
● 基本検索と高度な検索
● 検索条件

システム検索結果の削除

1つ以上のシステムを、保存する前にシステム検索から削除するには、次の手順を実行します。

注記:

リストから多くのシステムを削除する場合、パフォーマンスに遅れが生じること
があります。

検索ビューからシステムを削除するには、次のように操作します。

1. 検索を実行すると、検索結果が表示されます。

2. 検索から削除するシステムを選択し、削除をクリックします。「このシステムを削除しま
すか?」と確認するダイアログ ボックスが表示されます。
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3. システムを削除するには、OKをクリックします。システムを削除せずに[検索結果]ページ
に戻るには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● システムの高度な検索の実行
● システム検索結果の印刷

関連トピック

● システムとイベントの検索

システム検索結果の印刷

システム検索結果を印刷するには、次の手順を実行します。

システム検索結果を印刷するには、次のように操作します。

1. 検索を実行すると、[検索結果]ページが表示されます。

2. 表示をクリックします。結果が表示されます。

3. [印刷]をクリックします。

結果が印刷されます。

注記： [印刷]ダイアログ ボックスは、隠すことができます。[印刷]ダイアログ ボックスを
表示する場合は、Windowsのタスク バーを表示します。

以下の機能はHP Systems Insight Managerではサポートされていません。

● [印刷]ダイアログ ボックスでは、[印刷の向き]を[横]に変更することができません。こ
の問題の回避方法については、「印刷機能」を参照してください。

● 印刷ジョブの実行開始後に印刷をキャンセルすることはできません。ただし、オペレー
ティング システムの印刷キューにアクセスし、印刷ジョブをキャンセルすることは可
能です。

● ファイルへの印刷をキャンセルすることはできません。

● 選択されたシステムに関する情報が印刷できず、システムのリスト全体のみが印刷可
能です。

● 印刷要求の発行直後にブラウザを閉じた場合、システム検索結果は印刷されません。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● システム検索結果の削除

関連トピック

● システムの高度な検索の実行
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イベントの高度な検索の実行

イベントを検索するには、次の手順を実行します。次の図は、イベントの[高度な検索]ページ
を示しています。

注記:

[システムおよびイベント]パネルから、[システム]->[イベント]->[共有]->[サービ
ス イベント]->[すべてのHPサービス イベント]を選択することによって、任意の
タイプを持つすべてのサービス イベントを素早く表示することができます。

イベントを検索するには、次のように操作します。

1. [検索]パネルで[高度な検索]をクリックします。

2. [検索対象]ドロップダウン ボックスから[イベント]を選択します。

3. 第1選択ボックス（条件選択）で下向き矢印をクリックし、検索条件を選択します。

注記： [イベント タイプ]を選択している場合、詳細については、「イベント タイプ条件」
を参照してください。

4. 第2選択ボックス（比較演算子選択）で下向き矢印をクリックし、比較演算子オプション
を選択します。

注記：条件が異なると、比較演算子も異なります。比較演算子オプションは、選択した条
件に従って変化します。たとえば、[オペレーティング システム]を条件として選択する
と、使用できる比較演算子は、次、次の文字を含む、次の文字で始まる、次の文字で終わ
る、と等しい名前、次以外、を次の文字に含まない、次の文字で始まらない、次の文字で
終わらない、と等しくない名前、になります。

5. 第3選択ボックス（値選択）には、条件と比較演算子の特定の組み合わせに使用できる値
が表示されます。ドロップダウン リストから値を選択するか、必要な情報を入力ボックス
に入力してください。

6. 別の条件を追加するには、追加をクリックします。イベント検索をすぐに実行するには、
表示をクリックします。検索をリストとして保存するには、名前を付けて保存をクリック
します。実行と名前を付けて保存の詳細については、「基本検索と高度な検索」を参照し
てください。
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7. 表示をクリックすると、結果が表示されます。結果の削除または印刷を選択できます。検
索結果の削除の詳細については、「システム検索結果の削除」を参照してください。検索
結果の印刷の詳細については、「システム検索結果の印刷」を参照してください。

注記：HTTPイベントによって作成された新しいイベント タイプを検索するには、イベント カ
テゴリごとにイベントを選択し、[およびタイプ名が]リストからイベント タイプを選択してく
ださい。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● イベント検索結果の削除
● イベント検索結果の印刷

関連トピック

● システムとイベントの検索
● 基本検索と高度な検索
● 検索条件

イベント検索結果の削除

1つ以上のイベントを、保存する前にイベント検索から削除するには、次の手順を実行します。

注記:

リストから多くのイベントを削除する場合、パフォーマンスに遅れが生じること
があります。

検索ビューからイベントを削除するには、次のように操作します。

1. 検索を実行すると、検索結果が表示されます。

2. 検索から削除するイベントを選択し、削除をクリックします。「このシステムを削除しま
すか?」と確認するダイアログ ボックスが表示されます。

3. イベントを削除するには、OKをクリックします。イベントを削除せずに[検索結果]ページ
に戻るには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● イベントの高度な検索の実行
● イベント検索結果の印刷

関連トピック

● システムとイベントの検索
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イベント検索結果の印刷

イベント検索結果を印刷するには、次の手順を実行します。

イベント検索結果を印刷するには、次のように操作します。

1. 検索を実行すると、[検索結果]ページが表示されます。

2. 表示をクリックします。結果が表示されます。

3. [印刷]をクリックします。

結果が印刷されます。

注記： [印刷]ダイアログ ボックスは、隠すことができます。[印刷]ダイアログ ボックスを
表示する場合は、Windowsのタスク バーを表示します。

以下の機能はHP Systems Insight Managerではサポートされていません。

● [印刷]ダイアログ ボックスでは、[印刷の向き]を[横]に変更することができません。こ
の問題の回避方法については、「印刷機能」を参照してください。

● 印刷ジョブの実行開始後に印刷をキャンセルすることはできません。ただし、オペレー
ティング システムの印刷キューにアクセスし、印刷ジョブをキャンセルすることは可
能です。

● ファイルへの印刷をキャンセルすることはできません。

● 選択されたイベントに関する情報が印刷できず、検索結果全体のみが印刷可能です。

● 印刷要求の発行直後にブラウザを閉じた場合、イベント検索結果は印刷されません。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● イベント検索結果の削除

関連トピック

● イベントの高度な検索の実行

クラスタの高度な検索の実行

クラスタで検索するには、次の手順を実行します。次の図は、クラスタの[高度な検索]ページ
を示しています。
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クラスタを検索するには、次のように操作します。

1. [検索]パネルで[高度な検索]をクリックします。

2. [検索対象]ドロップダウン ボックスから[クラスタ]を選択します。

3. 第1選択ボックス（条件選択）で下向き矢印をクリックし、検索条件を選択します。

4. 第2選択ボックス（比較演算子選択）で下向き矢印をクリックし、比較演算子オプション
を選択します。

注記：条件が異なると、比較演算子も異なります。比較演算子オプションは、選択した条
件に従って変化します。

5. 第3選択ボックス（値選択）には、条件と比較演算子の特定の組み合わせに使用できる値
が表示されます。ドロップダウン リストから値を選択するか、必要な情報を入力ボックス
に入力してください。

6. 別の条件を追加するには、追加をクリックします。クラスタ検索をすぐに実行するには、
表示をクリックします。検索を収集として保存するには、名前を付けて保存をクリックし
ます。実行と名前を付けて保存の詳細については、「基本検索と高度な検索」を参照して
ください。

7. 表示をクリックすると、結果が表示されます。結果の削除または印刷を選択できます。検
索結果の削除の詳細については、「システム検索結果の削除」を参照してください。検索
結果の印刷の詳細については、「システム検索結果の印刷」を参照してください。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● クラスタ検索結果の削除
● クラスタ検索結果の印刷

関連トピック

● システムとイベントの検索
● 基本検索と高度な検索
● 検索条件

クラスタ検索結果の削除

1つ以上のクラスタを、保存する前にクラスタ検索から削除するには、次の手順を実行します。
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注記:

収集から多くのクラスタを削除する場合、パフォーマンスに遅れが生じることが
あります。

注記:

クラスタ メンバが含まれているクラスタは削除できません。クラスタ メンバが
含まれているクラスタを削除するには、まず、[システムおよびイベント]パネル
の[すべてのシステム]収集を選択して、システム テーブル ビュー ページにアク
セスします。次に、クラスタとそのすべてのメンバを選択して、削除をクリック
します。

検索ビューからクラスタを削除するには、次のように操作します。

1. 検索を実行すると、検索結果が表示されます。

2. 検索から削除するクラスタを選択し、削除をクリックします。「このシステムを削除しま
すか?」と確認するダイアログ ボックスが表示されます。

3. システムを削除するには、OKをクリックします。クラスタを削除せずに[検索結果]ページ
に戻るには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● クラスタの高度な検索の実行
● クラスタ検索結果の印刷

関連トピック

● システムとイベントの検索

クラスタ検索結果の印刷

クラスタ検索結果を印刷するには、次の手順を実行します。

クラスタ検索結果を印刷するには、次のように操作します。

1. 検索を実行すると、[検索結果]ページが表示されます。

2. 表示をクリックします。結果が表示されます。

3. [印刷]をクリックします。

結果が印刷されます。

注記： [印刷]ダイアログ ボックスは、隠すことができます。[印刷]ダイアログ ボックスを
表示する場合は、Windowsのタスク バーを表示します。
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以下の機能はHP Systems Insight Managerではサポートされていません。

● [印刷]ダイアログ ボックスでは、[印刷の向き]を[横]に変更することができません。こ
の問題の回避方法については、「印刷機能」を参照してください。

● 印刷ジョブの実行開始後に印刷をキャンセルすることはできません。ただし、オペレー
ティング システムの印刷キューにアクセスし、印刷ジョブをキャンセルすることは可
能です。

● ファイルへの印刷をキャンセルすることはできません。

● 選択されたクラスタに関する情報が印刷できず、検索結果全体のみが印刷可能です。

● 印刷要求の発行直後にブラウザを閉じた場合、クラスタ検索結果は印刷されません。

関連プロシージャ

● 収集の保存
● クラスタ検索結果の削除

関連トピック

● クラスタの高度な検索の実行

検索条件

収集の作成時には、多くの条件から選択することができます。実行するタスクは1つの収集に
関連付けられますが、1つの収集には数多くの条件を含めることができます。

また、条件を含めないようにすることもできます。たとえば、タイプがサーバであるすべての
システムを含め、特定のプロセッサ タイプであるすべてのシステムを含めないようにすると、
ネットワーク上のサーバのより排他的なサブセットが提供されます。このフィルタリングを実
行するには、[次]比較演算子か[次以外]比較演算子を選択します。

より一般的に使われる条件としては、システム タイプ、IPアドレス、製品名、およびハード
ウェア ステータスがあります。それほど使用しない条件には、イベント タイプ（トラップ カ
テゴリ）、プロセッサ、管理プロトコル、メモリ範囲があります。イベント収集には、システ
ム条件とイベント条件の両方が含まれます。イベント条件は、システム収集には適用されませ
ん。

複数の条件を選択する場合、システムは収集に含まれるシステムに対するすべての条件を満た
す必要があります。たとえば、指定したIP範囲内のシステムのうち、RAMが32MB以上のシス
テムを選択した場合、収集は、指定したIP範囲にあるシステムであっても、RAMが32MB未満
のシステムを返しません。

多数の個別システム選択または多数の異なる選択条件を含む複合収集は、実行するのにより多
くのシステム リソースが必要です。タスクが収集に関連する場合、パフォーマンスに対する影
響を最小限に抑えるため、できるだけ収集を簡略化してください。

検索対象システム リスト条件
システムの資産番号を示すユーザ定義フィール
ド

資産管理番号

特定クラスタに属するシステムクラスタ メンバシップ
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完全DNS名、システム ホスト名、シリアル番
号、オペレーティング システム タイプ、オペ
レーティング システム バージョン、オペレー
ティング システムの説明、オペレーティング
システム名、製品モデル、システム タイプ、
IPアドレスなど、一般属性を含むシステム

一般属性

システム ステータス情報の連絡先を示すユー
ザ定義フィール ド

連絡先

特定のエンクロージャ名のセットごとにエンク
ロージャに含まれるシステム（エンクロージャ
自体は含まれない）

エンクロージャ

指定されたハードウェア ステータス タイプ
（クリティカル、無効、メジャー、マイナー、
正常、および不明）のシステム

ハードウェア ステータス

指定した範囲内のIPアドレスを持つシステムIPアドレス

システムの物理的な位置を示すユーザ定義
フィール ド

設置場所

HTTP、WBEM、DMI、SNMPの各プロトコルの
1つまたは複数を実行するシステム

管理プロトコル

指定した範囲内のメモリを持つシステム（詳細
については、「メモリ範囲の条件」を参照して
ください）

メモリ範囲

IPかIPX、またはその両方が実行されているシス
テム

ネットワーク プロトコル

指定されたオペレーティング システムかバー
ジョン番号、またはその両方を含むシステム

オペレーティング システム

指定されたプロセッサ タイプか速度、または
その両方を含むシステム

プロセッサ

指定された製品名のシステム製品名

特定のラック名のセットごとにラックに含まれ
るシステム（ラック自体は含まれない）

ラック

システムのシリアル番号を示すユーザ定義
フィール ド

シリアル番号

特定のサーバの役割が設定されたシステム（詳
細については、「サーバの役割の条件」を参照
してください）

サーバの役割

特定のソフトウェアまたはファームウェア バー
ジョンがインストールされているシステム（詳
細については、「ソフトウェア/ファームウェ
アの条件」を参照してください）

ソフトウェア/ファームウェア

特定のシステム名のセットを含むシステムシステム名

HP Systems Insight Managerデータベース内の
製品サブタイプ フィールドで検索可能（たと
えば、パワー エンクロージャ、サーバ エンク
ロージャ、VMホストなど）

システム サブタイプ
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標準のシステム タイプで識別されるシステム。
システム タイプには、クラスタ、デスクトッ
プ、エンクロージャ、管理プロセッサ、ハンド
ヘルド、プリンタ、リモート アクセス デバイ
ス、リピータ、ルータ、サーバ、スイッチ、不
明、ワークステーションなどがあります。

システム タイプ

管理コンソールを信頼するWeb対応エージェ
ントまたは信頼しないWeb対応エージェント
を含むシステム

信頼ステータス

特定のWebサーバまたはWebエージェントを
インストールしたシステム

Webエージェント

注記：上記のシステム収集条件は、[高度な検索]ページでイベント収集条件として使用するこ
ともできます。

検索対象イベント収集条件

特定担当者が割り当てられているイベント（詳
細については、「担当者条件」を参照してくだ
さい）

担当者

状態が、確認済み、未確認、確認中のうちいず
れかになっているが、ページが自動イベント処
理UIで開いているときに表示されないイベント
（詳細については、「確認ステータスの条件」
を参照してください）

確認ステータス

特定イベント カテゴリに属するイベントイベント カテゴリ

指定時間に発生したイベント、または特定の日
数以上または以内に発生したイベントで、ペー
ジが自動イベント処理UIで開いているときに表
示されないもの

イベント時間

タイプごとに（上記の）カテゴリによってグ
ループ化されたイベントで、その表示は各カテ
ゴリのイベント タイプによるカテゴリのツリー
（詳細については、「イベント タイプ条件」
を参照してください）

イベント タイプ

指定した深刻度レベル（クリティカル、情報、
メジャー、マイナー、正常、警告）を持つイベ
ント

深刻度

検索対象クラスタ収集条件

指定したクラスタ監視リソースを持つクラスタクラスタ監視リソース

特定クラスタ名に含まれるシステムクラスタ名

標準のクラスタ タイプで識別されるクラスタ。
クラスタ タイプの例としては、MSCSクラス
タ、TruCluster Production Serverクラスタ、
TruCluster Serverクラスタ、OpenVMSクラス
タ、Oracle RACクラスタ、SCO UnixWare7
NonStopクラスタ、HP Serviceguardクラスタが
あります。

クラスタ タイプ

指定されたIPアドレスのクラスタIPアドレス
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特定のクラスタ ステータス レベル（クリティ
カル、メジャー、マイナー、正常、および不
明）を持つクラスタ

ステータス タイプ

ソフトウェア/ファームウェアの条件
● レポジトリにアクセスできることを確認してください。詳細については、「バージョン コ
ントロール」を参照してください。

● ProLiant Support Packと比較する場合、ProLiant Support Packで使用できる比較演算子は、
[＝]のみです。また、HP Systems Insight Managerでは、ProLiant Support Packがシステムに
実際にインストールされているかどうかを判断できず、ProLiant Support Packのすべてのコ
ンポーネントがシステムにインストールされているかどうかしか判断できません。ProLiant
Support Packのすべてのコンポーネントがリストに載っている場合に限って、システムはこ
の検索によって返されます。ProLiant Support Packのすべてのコンポーネントがシステムに
インストールされていることは非常に少ないので、これは慎重に使用してください。

● この条件は、ソフトウェア バージョン ステータス ポーリング タスクによって埋められた
SQLデータベース テーブルから情報を取得します。このテーブルは、HP Systems Insight
Managerのソフトウェア更新タスクまたはファームウェア更新タスクでソフトウェアがイ
ンストールされる場合も更新されます。したがって、HP Systems Insight Managerを使用せ
ずにシステムにソフトウェアをインストールまたはアンインストールした場合、およびソ
フトウェア バージョン ステータス ポーリング タスクを最後に実行した後では、この検索
は正しい結果を返さない場合があります。

確認ステータスの条件

ユーザは、以下のような特定のイベント ステータスの検索を実行できます。

● [すべて]。ステータスが、確認済み、未確認、確認中のいずれかになっているすべてのイベ
ントを含みます。

● [確認済み]。確認済みのイベントを含みます。

● [未確認]。未確認のイベントを含みます。

● [確認中]。処理中のタスクからのイベントを含みます。これらのイベントは、イベントの完
了後に、未確認ステータスになります。

サーバの役割の条件

サーバの役割条件は、システムかイベントの収集検索で、ユーザは1つ以上の役割の一致する
サーバのリストを表示できます。サーバの役割は、HP Insightマネジメント エージェント5.4以
上で利用できる、ユーザが設定する値です。条件を作成するには、[高度な検索]ページの[条件]
ドロップダウン リストでサーバの役割を選択し、条件比較演算子オプションを選択します。

担当者条件

ユーザは、特定ユーザに割り当てられた特定イベントで検索できます。[担当者]収集条件を選
択すると、結果はスクロール可能なユーザのリストとなり、その中から複数のユーザを選択で
きます。
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注記:

ユーザが選択されていない場合、「これらのイベントについての割り当てがあり
ません。」というエラー メッセージが表示されます。イベント テーブル ビュー
ページから担当者を追加してください。

イベント カテゴリ条件

イベント タイプ条件

注記:

1つの検索では、イベント タイプ条件を1つだけ使用できます。

[イベント タイプ]条件を使用する場合は、比較条件を選択する必要があります。[次]または[次
以外]を選択します。イベント カテゴリによって編成された、イベント タイプのツリー ビュー
が表示されます。次に、ツリーに含まれる[タイプ]ボックスで、検索するタイプを選択してく
ださい。カテゴリ全体を選択したり、 をクリックしてブランチを展開し、個々のカテゴリを

選択したり、 をクリックしてブランチを折り畳んだりすることができます。別の条件を追加
するには、追加をクリックします。検索をすぐに実行するには、表示をクリックします。検索
を保存するには、名前を付けて保存をクリックします。名前を付けて保存の使用方法の詳細に
ついては、「収集の保存」を参照してください。

注記:

トラップの特定バージョン（たとえば、[Array Accelerator Bad Data (Version.
1)]）が選択可能な場合、すべてのバージョンを選択してください。一部の管理
対象システムで新バージョンまたは旧バージョンのエージェントが動作している
可能性があるためです。すべてのバージョンを選択すれば、イベント収集にすべ
てのバージョンのエージェントを含めることができます。

メモリ範囲の条件

収集に含めることができるシステムのメモリ範囲を設定できます。複数グループを、一度に1
つ、以下の範囲から選択できます。

● [指定量に等しいメモリ（=）]。指定した量に等しいメモリを含むシステムが含まれます。

● [指定量に等しくないメモリ（!=）]。指定した量に等しくないメモリを含むシステムが含ま
れます。

● [指定量より少ないメモリ（<）]。指定した量未満のメモリを持つシステムが含まれます。
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● [指定量以下のメモリ（<=）]。指定した量以下のメモリを含むシステムが含まれます。

● [指定量より多いメモリ（>）]。指定した量より多いメモリを持つシステムが含まれます。

● [指定量以上のメモリ（>=）]。指定した量以上のメモリを含むシステムが含まれます。

● [メモリ範囲（が次の範囲内）]。指定した範囲のメモリを含むシステムが含まれます。

関連トピック

● システムとイベントの検索

リファレンス
[システム]と[イベント]の参照セクションには、すべてのシステム共有収集、イベント共有収
集、クラスタ共有収集、非表示収集名など、リスト命名規則に関する情報が含まれています。

関連トピック

● 収集命名規則
● デフォルト パブリック収集

デフォルト パブリック収集
共有システム収集

すべてのユーザが、共有収集を表示できます。ただし、完全な設定権があるユーザのみが、共
有収集の作成、編集、削除を実行できます。

次の共有デフォルト システム収集は、システム タイプによって分類されています。

● [すべてのシステム]。データベースに保存されている、検出されたすべてのシステムを含み
ます。

● [すべてのサーバ]。データベースに保存されている、検出されたすべてのサーバを含みま
す。

● [すべてのVSEリソース]。データベースに保存されている、検出されたすべてのVirtual Server
Environment（VSE）リソースを含みます。

以下の項目は、[すべてのVSEリソース]に含まれます。

❍ [すべてのnPartitionサーバ]。複合体タイプを持つタイプによって検出されるすべての
システムを含みます。

❍ [すべてのHP Integrity Virtual Machine]。サーバ タイプおよびHP Integrity仮想マシ
ン ホスト サブタイプを持つタイプによって検出されるすべてのシステムを含みます。

❍ [すべてのVirtual Partitionサーバ]。サーバ タイプおよびHP仮想パーティション サー
バ サブタイプを持つタイプによって検出されるすべてのシステムを含みます。

❍ [すべてのリソース パーティション]。リソース パーティション タイプを持つタイプに
よって検出されるすべてのシステムを含みます。
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❍ [すべての共有リソース ドメイン]。共有リソース ドメイン タイプを持つタイプによっ
て検出されるすべてのシステムを含みます。

❍ [すべてのHP Serviceguardクラスタ]。クラスタ タイプおよびHP Serviceguardサブタ
イプを持つタイプによって検出されるすべてのシステムを含みます。

❍ [すべてのスタンドアロン サーバ]。HP/9000またはIntegrityスタンドアロン システムで
あるタイプによって検出されるすべてのシステムを含みます。

● [HP BladeSystem]。データベースに保存されている、検出されたすべてのブレードを含
みます。

以下の項目は、[HP BladeSystem]に含まれます。

❍ [すべてのp-Classラック]。HP BladeSystem-Classサブタイプを搭載するすべてのラック
を含みます。

❍ [すべてのe-Classエンクロージャ]。HP BladeSystem e-Class/CCIサブタイプを搭載する
すべてのエンクロージャを含みます。

❍ [スペア システム]。HP ProLiant Essentials Automation Managerがインストールされてい
る場合、この収集には、故障したブレード サーバのリカバリに利用できるスペア ブレー
ド サーバが含まれます。詳細については、「HP ProLiant Essentials Automation Manager
の概要」を参照してください。

❍ [メンテナンスを必要としているシステム]。HP ProLiant Essentials Automation Manager
がインストールされている場合、この収集には、以前にHP ProLiant Essentials Automation
Managerによって制御されており、現在メンテナンスを必要としている、故障したブ
レード サーバが含まれます。詳細については、「HP ProLiant Essentials Automation
Managerの概要」を参照してください。

● [ストレージ システム]。データベースに保存されている、検出されたすべてのストレージ
システムを含みます。

以下の項目は、[ストレージ システム]に含まれます。

❍ [すべてのストレージ システム]。データベースに保存されている、検出されたすべての
ストレージ システムを含みます。

❍ [すべてのストレージ ホスト]。データベースに保存されている、検出されたすべてのス
トレージ ホストを含みます。

❍ [すべてのストレージ スイッチ]。データベースに保存されている、検出されたすべての
ストレージ スイッチを含みます。

❍ [すべてのストレージ アレイ]。データベースに保存されている、検出されたすべてのス
トレージ アレイを含みます。

❍ [すべてのテープ ライブラリ]。データベースに保存されている、検出されたすべての
テープ ライブラリを含みます。

● [すべてのラック]。データベースに保存されている、検出されたすべてのラックを含みま
す。
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● [すべてのエンクロージャ]。データベースに保存されている、検出されたすべてのエンク
ロージャを含みます。

● [すべてのクライアント]。データベースに保存されている、検出されたすべてのクライアン
トを含みます。

● [すべてのネットワーク デバイス]。ルータ、スイッチ、リピータ、リモート アクセス シス
テムなど、データベース内の検出されたすべてのネットワーク システムを含みます。

● [すべてのプリンタ]。データベースに保存されている、検出されたすべてのプリンタを含み
ます。

● [すべての管理プロセッサ]。データベースに保存されている、検出されたすべての管理プロ
セッサを含みます。

以下の収集は、システム ステータスによって分類されています。

● [クリティカル システム]。データベース内のクリティカル ステータスを持つすべてのシス
テムを含みます。

● [メジャー システム]。データベース内のメジャー ステータスを持つすべてのシステムを含
みます。

● [マイナー システム]。データベース内のマイナー ステータスを持つすべてのシステムを含
みます。

● [正常システム]。データベース内の正常ステータスを持つすべてのシステムを含みます。

● [無効なシステム]。データベース内の無効なステータスを持つすべてのシステムを含みま
す。

以下の収集は、オペレーティング システムによって分類されています。

● [HP-UX]。データベースに保存されている、HP-UXと同等のオペレーティング システムを
搭載するすべてのシステムを含みます。

● [Microsoft Windows Server 2003]。データベースに保存されている、Microsoft Windows
Server 2004と同等のオペレーティング システムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [Microsoft Windows 2000]。データベースに保存されている、Microsoft Windows 2000
と同等のオペレーティング システムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [Microsoft Windows NT]。データベースに保存されている、Microsoft Windows NTと同
等のオペレーティング システムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [Novell NetWare]。データベースに保存されている、Novell NetWareと同等のオペレー
ティング システムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [SCO UNIX]。データベースに保存されている、SCO UNIXと同等のオペレーティング シ
ステムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [Microsoft Windows XP]。データベースに保存されている、Microsoft Windows XPと同
等のオペレーティング システムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [Microsoft Windows 95、98、ME]。データベースに保存されている、Microsoft Windows
95、98、またはMEと同等のオペレーティング システムを搭載するすべてのシステムを含
みます。
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● [HP Tru64 UNIX]。データベースに保存されている、HP True64 UNIXと同等のオペレー
ティング システムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [HP OpenVMS]。データベースに保存されている、HP OpenVMSと同等のオペレーティン
グ システムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [Red Hat Linux]。データベースに保存されている、Red Hat Linuxと同等のオペレーティン
グ システムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [SuSE Linux]。データベースに保存されている、SuSE Linuxと同等のオペレーティング シ
ステムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [Linux]。データベースに保存されている、Linuxと同等のオペレーティング システムを搭
載するすべてのシステムを含みます。

● [HP NonStop Server]。データベースに保存されている、HP NonStop Serverと同等のオ
ペレーティング システムを搭載するすべてのシステムを含みます。

● [未展開]。データベースに保存されている、未展開と同等のオペレーティング システムを
搭載するすべてのシステムを含みます。

以下の収集は、タイプごとにクラスタによって分類されています。

● [すべてのクラスタ]。データベースに保存されているすべてのクラスタを含みます。

● [MSCSクラスタ]。データベースに保存されているすべてのMSCSクラスタを含みます。

● [OpenVMSクラスタ]。データベースに保存されているすべてのOpenVMSクラスタを含み
ます。

● [HP TruCluster]。データベースに保存されているすべてのHP TruClustersを含みます。

● [HP Serviceguard]。データベースに保存されているすべてのHP Serviceguardクラスタを
含みます。

以下のデフォルト収集は、ステータスごとにクラスタによって分類されています。

● [クリティカル クラスタ]。データベース内のクリティカル ステータスを持つすべてのクラ
スタを含みます。

● [メジャー クラスタ]。データベース内のメジャー ステータスを持つすべてのクラスタを含
みます。

● [マイナー クラスタ]。データベース内のマイナー ステータスを持つすべてのクラスタを含
みます。

● [正常クラスタ]。データベース内の正常ステータスを持つすべてのクラスタを含みます。

● [不明クラスタ]。データベース内の不明ステータスを持つすべてのクラスタを含みます。

以下は、システム機能収集です。

● [データ収集リスト]。検出されたすべてのシステムを含み、データ収集の実行に使用されま
す。

● [ステータス ポーリング リスト]。検出されたすべてのシステムとその現在のステータスを
含みます。
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● [サーバ ステータス ポーリング リスト]。検出されたすべてのサーバ、クラスタ、管理プロ
セッサと、その現在のステータスを含みます。

● [非サーバ ステータス ポーリング リスト]。検出されたすべての非サーバとその現在のス
テータスを含みます。

以下の収集は、HP Storage Essentialsがインストール済みの場合に追加されます。

● [管理されたStorage Essentials]。HP Storage Essentialsによって管理されるすべてのスト
レージ システムを含みます。

共有イベント収集

すべてのユーザが、共有イベント収集を表示できます。ただし、完全な設定権があるユーザの
みが、共有収集の作成、編集、削除を実行できます。

以下の共有[イベント]は、イベント深刻度によって分類されています。

● [すべてのイベント]。システムで発生した、すべてのイベントが含まれます。イベントは
データベースに記録されています。

● [重要なイベント]。イベントの状態に関係なく、データベースのすべてのクリティカル イ
ベントとメジャー イベントが含まれます。

● [重要な未確認イベント]。すべての未確認なクリティカル イベント、メジャー イベント、
確認中のイベントが含まれます。

● [情報イベント]。イベントの状態に関係なく、データベースのすべての情報イベントが含ま
れます。

ログイン イベント収集は、次のとおりです。

● [すべてのログインおよびログアウトイベント]。完全な設定権があるユーザと、中央管理
サーバ（CMS）で正しい権限を持つユーザは、ログイン イベントとログアウト イベントを
表示できます。しかし、完全な設定権があるユーザのみが、イベントの詳細を表示できま
す。

● [すべてのログイン失敗イベント]。完全な設定権があるユーザと、CMSで正しい権限を持つ
ユーザは、エラー ログイン イベントを表示できます。しかし、完全な設定権があるユーザ
のみが、イベントの詳細を表示できます。

サービス イベント収集は、次のとおりです。

● [すべてのHPサービス イベント]。データベースに保存されている、イベント タイプがHP
サービス イベントのすべてのサービス イベントが含まれます。

注記：サービス イベントは、ハードウェア メンテナンスなどの保守作業が必要であること
を示します。該当する場合には、サービス イベントを開いて、推奨措置やコール ステータ
スを確認することができます。

注記：サービス イベントは、HPインスタント サポート エンタープライズ エディション
（ISEE）およびOpen Service Event Manager（OSEM）から取得できます。サービス イベン
トをHP Systems Insight Managerに送信するようにこれらのツールを設定するには、HPの
Webサイトhttp://h18023.www1.hp.com/support/svctools/（英語）にアクセスして、ISEE
およびOSEMのマニュアルと『How to change the HP SIM Host Name』を参照してくださ
い。さらに、これらのイベントを受信するためにサービス契約が必要な場合があります。
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以下の収集は、HP Storage Essentialsがインストール済みの場合に追加されます。

● [Storage Essentials]。すべてのHP Storage Essentialsイベントが含まれます。

関連プロシージャ

● システム収集またはクラスタ収集のカスタマイズ
● イベント収集のカスタマイズ

関連トピック

● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート
● システム テーブル ビュー ページ
● イベント テーブル ビュー ページ
● クラスタ テーブル ビュー ページ
● システム タイプ
● サービス通知イベント
● HP Storage Essentialsがインストールされている場合のHP Systems Insight Managerストレー
ジ機能の変化

収集命名規則

[システム]や[イベント]に名前を付ける場合は、次のガイドラインに従ってください。

● プライベート収集を除いて、収集名はすべて一意である必要があります。

● [システム]、[イベント]、およびすべての共有収集という用語は、HP Systems Insight Manager
で予約されています。収集名として、これらの用語を使用しないでください。

● 収集の名前に複数のスペース文字が入っている場合、1文字のスペース文字に圧縮されま
す。たとえば、次のようになります。

My Collectionという収集名は、My Collectionとして保存されます。

● 収集名に、次の記号を使用しないでください。< > " & ' _ + | % \ / ;

● 収集を保存すると、[システムおよびイベント]パネルの下に名前が表示されます。収集名は
すべて一意である必要があります。

● すべての[システム]や共有収集の名前と一致する名前をプライベート収集に付けることはで
きませんが、セカンド ユーザのプライベート収集の名前と一致する名前を付けることはで
きます。

● プライベート収集を作成して名前の重複エラーが表示される場合は、その名前が他のユー
ザのプライベート収集に存在する可能性があります。

関連トピック

● システム、クラスタ、イベントの監視
● イベント テーブル ビュー ページ
● システム テーブル ビュー ページ
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● クラスタ テーブル ビュー ページ
● リファレンス
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ストレージ統合
HP Systems Insight Managerは、SNMPおよびSMI-Sストレージ デバイスを検出します。

● HP Systems Insight Manager環境でストレージ デバイスを使用する方法については、「SNMP
を使用したストレージ統合」および「SMI-Sを使用したストレージ統合」を参照してくださ
い。

● ストレージ デバイスの検出手順については、「SNMPを使用したストレージ検出」、「SNMP
を使用するストレージ検出について」（SNMPデバイスの場合）、および「ストレージ シ
ステムに対するHP Systems Insight Managerの設定」（SMI-Sデバイスの場合）を参照してく
ださい。

関連トピック
● ストレージ システムの表示
● ストレージ システム レポートの表示
● ストレージ アレイ容量の表示
● HP Storage Essentialsがインストールされている場合のHP Systems Insight Managerストレー
ジ機能の変化

● HP Systems Insight ManagerのSNMPストレージ ソリューションとの併用

SMI-Sを使用したストレージ統合
ストレージ システムについて

ストレージ システムには、SANに接続されたファイバ チャネル ディスク アレイ、スイッチ、
テープ ライブラリ、ホスト（ファイバ チャネル ホスト バス アダプタ搭載）などがあります。
HP Systems Insight Managerは、WBEM SMI-Sプロバイダを使用して、ストレージ システムから
データスを検出し収集します。HP Systems Insight Managerの最新のデバイス サポート情報お
よびSMI-Sプロバイダの入手とインストールについては、HPのWebサイト
http://www.hp.com/go/hpsim/providers（英語）を参照してください。

デフォルト収集 [ストレージ システム]は、[システムおよびイベント]パネルのツリー内の[タイ
プ別システム]の下にリストされます。[ストレージ システム]の下に表示される収集は、次のと
おりです。

● [すべてのストレージ システム]。このカテゴリには、SMI-Sプロバイダを介して検出された
すべてのデバイスが含まれます。

● [すべてのストレージ ホスト]。ストレージ ホストとは、ホスト バス アダプタ（HBA）に
よって、ストレージ エリア ネットワーク（SAN）に接続されているサーバ、デスクトッ
プ、またはワークステーションのことです。ストレージ ホストは、[すべてのサーバ]およ
び[すべてのシステム]収集にも組み込まれます。

● [すべてのストレージ スイッチ]。ストレージ スイッチとは、SANに接続されているファイ
バ チャネル スイッチのことです。ストレージ スイッチは、[すべてのシステム]および[すべ
てのネットワーク デバイス]収集にも組み込まれます。
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● [すべてのストレージ アレイ]。ストレージ アレイとは、SANに接続するために、ファイバ
チャネル コントローラを使用するディスク アレイのことです。ストレージ アレイは、[す
べてのシステム]収集にも組み込まれます。

● [すべてのテープ ライブラリ]。テープ ライブラリとは、SANに接続されているテープ ドラ
イブのことです。テープ ライブラリは、[すべてのシステム]収集にも組み込まれます。

関連プロシージャ

● ストレージ システムに対するHP Systems Insight Managerの設定
● ストレージ システム レポートの表示
● ストレージ システムの表示
● ストレージ アレイ容量の表示

関連トピック

● HP Storage Essentialsがインストールされている場合のHP Systems Insight Managerストレー
ジ機能の変化

ストレージ システムに対するHP Systems Insight Manager
の設定

ストレージ システムに対するHP Systems Insight Managerの設定
HP SIMとストレージ システムの通信を正しく設定するには、次のように操作します。

HP SIMを設定して、ストレージ システムを検出するようにする

HP Systems Insight Managerストレージ システムを検出および識別します。

ストレージ システムのデータを検出し、収集するには、次のように操作します。

1. ストレージ システムでSMI-Sプロバイダのインストールと設定が完了していることを確認
します。SMI-Sプロバイダの入手とインストールについては、『HP Systems Insight Manager
インストール/ユーザ ガイド』を参照してください。

2. 「グローバル プロトコル設定」ページの[デフォルトWBEM設定]セクションで、SMI
CIMOMのユーザ名とパスワードを入力します。

3. 各SMI CIMOM IPアドレスを、[システム自動検出]タスクに追加するか、新しい検出タスク
を作成します。手順については、「検出タスクの編集」および「新規検出タスクの作成」
を参照してください。

ストレージ システムは、次の自動検出タスクが終わると検出されます。ストレージ シス
テムをすぐに検出する場合は、検出タスクを実行してください。手順については、「検出
タスクの実行」を参照してください。

WBEMイベントの予約

ストレージ システムのSMI-SプロバイダがWBEMイベントをサポートしており、イベント ビュー
ページにWBEMイベントを表示したい場合は、ストレージ システムについてのWBEMイベント
を予約する必要があります。手順については、「WBEMイベントの予約」を参照してくださ
い。
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関連プロシージャ

● グローバル プロトコル設定
● WBEMイベントの予約
● 検出タスクの編集
● 検出タスクの実行
● 新規検出タスクの作成
● ストレージ システムの表示
● ストレージ システム レポートの表示

関連トピック

● SMI-Sを使用したストレージ統合

ストレージ システムの表示
HP Systems Insight Managerでは、収集および個々のストレージ システムのストレージ システ
ム情報を表示できます。

ストレージ システム収集の表示
ストレージ システム収集を表示するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルで、[システム]、[共有]、[タイプ別システム]、[ストレー
ジ システム]の順に展開します。

2. 次のいずれかを選択します。

● [すべてのストレージ システム]。

● [すべてのストレージ ホスト]。

● [すべてのストレージ スイッチ]。

● [すべてのストレージ アレイ]。

● [すべてのテープ ライブラリ]。

その収集のシステム テーブル ビュー ページが表示されます。詳細については、「システム
テーブル ビュー ページのナビゲート」を参照してください。

個々のストレージ システムの表示
個々のストレージ システムを表示するには、次のように操作します。

1. [システムおよびイベント]パネルで、[システム]、[共有]、[タイプ別システム]、[ストレー
ジ システム]の順に展開します。

2. 表示するシステムを含むストレージ システム収集を展開します。

3. 表示するストレージ システムの名前をクリックします。

そのシステムのシステム ページが表示されます。詳細については、「システム ページ」を参
照してください。
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関連プロシージャ

● ストレージ システムに対するHP Systems Insight Managerの設定
● ストレージ システム レポートの表示
● ストレージ アレイ容量の表示

関連トピック

● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート
● SMI-Sを使用したストレージ統合

ストレージ システム レポートの表示
HP Systems Insight Managerは、定義済みストレージ システムレポートやカスタマイズされた
ストレージ レポートを提供します。

HP Storage Essentialsがインストールされている場合、HP Systems Insight Managerストレージ
システム レポートには、データは表示されません。これは、HP Systems Insight ManagerとHP
Storage Essentialsの2つソースから同じデータが収集されないようにするために、SMI-Sデバイ
スからのHP Systems Insight Managerによるデータ収集が無効になっているからです。HP Storage
Essentialsでのストレージ システム レポート機能については、HP Storage Essentialsのマニュア
ルを参照してください。

ストレージ システム レポートの各フィールドの詳細については、「レポート ビュー」を参照
してください。

既存のストレージ システム レポート
次の定義済みレポートを使用できます。

● ストレージ デバイス容量—すべてのストレージ アレイは、ストレージ アレイの容量使用の
詳細をレポートします。

● ストレージ デバイス コントローラ—すべてのストレージ アレイは、各ストレージ アレイ
コントローラの、ステータス、ポート数、および使用中のポート数をレポートします。

● ストレージ デバイス インベントリ—すべてのストレージ アレイは、各ストレージ アレイ
の、ベンダ、ステータス、およびポート情報をレポートします。

● ストレージ デバイス インベントリ—すべてのストレージ ホストは、各ストレージ ホスト
の、ベンダ、ステータス、およびポート情報をレポートします。

● ストレージ デバイス インベントリ—すべてのストレージ スイッチは、各ストレージ スイッ
チの、ベンダ、ステータス、およびポート情報をレポートします。

● ストレージHBA—すべてのストレージ ホストは、ストレージ ホストに取り付けられている
各ホスト バス アダプタ（HBA）の、ベンダ、ステータス、およびポート情報をレポートし
ます。

● ストレージ論理ユニット—すべてのストレージ アレイは、すべてのストレージ アレイ上の
すべてのLUNのLUN情報とステータスをレポートします。

● ストレージ ポート—すべてのストレージ アレイは、すべてのストレージ アレイのポート情
報をレポートします。

269

ストレージ統合



● ストレージ ポート—すべてのストレージ ホストは、すべてのストレージ ホストHBAのポー
ト情報をレポートします。

● ストレージ ポート—すべてのストレージ スイッチは、すべてのストレージ スイッチのポー
ト情報をレポートします。

注記:

既存のレポートの表示手順については、「システム レポート」を参照して
ください。

カスタム レポート。
カスタム レポートの作成手順については、「レポートの追加」を参照してください。

関連プロシージャ

● システム レポート
● レポートの追加

関連トピック

● レポート機能
● SMI-Sを使用したストレージ統合
● レポートの印刷
● リファレンス情報
● レポート ビュー

ストレージ アレイ容量の表示
HP Systems Insight Managerでは、ストレージ アレイの容量に関する情報を表示できます。

すべてのアレイのストレージ容量の表示

すべてのアレイのストレージ容量を確認するには、ストレージ デバイス容量—すべてのスト
レージ アレイ レポートを実行します。手順については、「システム レポート」を参照してく
ださい。

単一アレイのストレージ容量の表示

1. [システムおよびイベント]パネルで、[システム]、[共有]、[タイプ別システム]、[ストレー
ジ システム]、[すべてのストレージ アレイ]の順に展開します。

2. ストレージ アレイを選択します。

3. [容量情報]の横の をクリックします。
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関連プロシージャ

● ストレージ システム レポートの表示
● ストレージ システムの表示

関連トピック

● SMI-Sを使用したストレージ統合
● ストレージ アレイ識別タブ

HP Storage Essentialsがインストールされている場合のHP
Systems Insight Managerストレージ機能の変化

HP Storage Essentialsがインストールされている場合、HP Systems Insight Manager環境が次の
ように変わります。

● HP Storage Essentials項目が、[ツール]、[展開]、[診断]、[最適化診断]、[レポート]、[タス
ク＆ログ]、および[オプション]メニューに追加されます。これのメニュー項目について詳
しくは、HP Storage Essentialsのマニュアルを参照してください。

● [管理されたStorage Essentials]という共有収集が、[システムおよびイベント]パネルに追
加されます。

● ストレージ システムがHP Storage Essentialsで管理される場合、[識別]タブにはストレージ
固有の情報は表示されません。また、[ツール&リンク]タブの、[HP Storage Essentials
Pages]セクションに[SE System Properties]リンクが表示されます。このストレージ シ
ステムのHP Storage Essentialsデバイス ページを表示するには、[SE System Properties]
リンクをクリックします。

● ストレージ ホストについては、HP Storage Essentialsは、[ツール&リンク]ページに、[System
Application Discovery Settings]リンクを追加します。HP Storage Essentialsシステム ア
プリケーション検出の基本設定にアクセスするには、このリンクを使用してください。

● HP Systems Insight Managerストレージ システム レポートには、データは表示されません。
これは、HP Systems Insight ManagerとHP Storage Essentialsの2つソースから同じデータが
収集されないようにするために、SMI-SデバイスからのHP Systems Insight Managerによる
データ 収集が無効になっているからです。HP Storage Essentialsでのストレージ システム
レポート機能については、HP Storage Essentialsのマニュアルを参照してください。

● HP Systems Insight Managerのデータ収集レポートのストレージ テーブルには、データは登
録されません。これは、HP Systems Insight ManagerのSMI-Sデータ収集が無効になっている
からです。

● HP Storage Essentialsで管理されるストレージ システムは、[管理されたStorage Essentials]
のサブタイプを表示し、[SMI]サブタイプは表示しません。

● HP Systems Insight Managerは、ストレージ システムのSMI-Sプロバイダをポーリングする
ことにより、デバイスのヘルス ステータスを判定します。HP Storage Essentialsが、SMI-S
以外の方法でストレージ アレイ、ストレージ スイッチ、またはテープ ライブラリを検出し
た場合、HP Systems Insight Managerは、デバイス のステータスを不明に設定します。

● HP Systems Insight Managerで編集されるシステム プロパティは、HP Storage Essentialsには
転送されません。
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● HP Storage Essentialsシステムに対しては、監視の停止/回復コマンドは無効になります。

● HP Storage Essentialsイベントは、次のように処理されます。

❍ HP Storage Essentialsイベントは、すべてのストレージ システムの、[システム ページ]
の[イベント]タブに表示されます。

❍ Storage Essentialsという収集が、[システムおよびイベント]パネルの[イベント]の下
の共有収集のリストに追加されます。

❍ HP Systems Insight Managerでイベントが確認されると、HP Storage Essentialsでも確認
されます。

❍ HP Systems Insight Managerでイベントを削除しても、HP Storage Essentialsではそのイ
ベントは削除されません。

❍ HP Storage Essentialsでイベントが確認されると、HP Systems Insight Managerでも確認
されます。

❍ HP Storage Essentialsでイベントを削除しても、HP Systems Insight Managerではそのイ
ベントは削除されません。

❍ HP Systems Insight Managerでイベントに追加されるコメントは、HP Storage Essentials
には転送されません。

❍ [イベント詳細]セクションのリンクにより、HP Storage Essentialsの対応するイベント詳
細を表示できます。

● [検出]ページの[自動]タブに、HP Storage Essentials検出プロセスのステータスが表示され、
HP Storage Essentials検出ログへのリンクが提供されます。

● [検出]ページの[自動]タブの[一般設定]セクションには、HP Storage Essentialsグローバル ア
プリケーション設定コンフィギュレーション ページへのリンクが表示されます。

● HP Storage Essentialsがインストールされていると、Storage Essentialsツールのツールボッ
クスが[ユーザおよび認証]ページの[ツールボックス]タブに追加されます。

注記:

HP Storage Essentialsの詳細については、HP Storage Essentialsのマニュアルを参
照してください。

関連トピック

● SMI-Sを使用したストレージ統合
● HP Storage Essentialsの概要
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SNMPを使用したストレージ統合
概要

ストレージ デバイスは、リアル タイム アクセス システムとバックアップ システムに分類で
きます。リアル タイム アクセス システムは、内部ディスク、冗長ディスク（RAID）、テープ
ライブラリ、ストレージ エリア ネットワーク（SAN）、およびネットワーク接続ストレージ
（NAS）にさらに分類できます。

ほとんどのデータ センタでは、次のようにシステムを組み合わせています。

● 小規模ビジネス  ほぼ全体的に内部ディスク ドライブ

● 中規模ビジネス  内部ディスクとRAIDシステムのさまざまな組み合わせ

● 大規模ビジネス  内部ディスク、RAID、SANやNASのさまざまな組み合わせ

● エンタープライズ ビジネス  ほとんどが大規模なSANかNASであり、RAIDと内部ディス
クが存在することもある。

HP Systems Insight Managerは、監視対象のシステムの内部ディスク ドライブの情報を取得で
きます。HP Systems Insight Managerが、上記システムのそれぞれで管理と設定をアクティブに
実行するという意味ではありません。

HP Systems Insight Managerは以下を実行できます。

● サーバに直接接続されているストレージ システムの検出と識別

● テープ ライブラリなど、ネットワーク上のストレージ システムの検出と識別

● HP StorageWorks Command Viewストレージ デバイス マネージャ システムの検出と識別

● ストレージ システム イベントを受信し、システムで動作しているCommandView経由で、
またはテープ ライブラリ管理カードからイベントを生成したシステムに関連付けること

● イベントのコンテキストから、またはイベントを生成したCommandViewを実行しているシ
ステムのコンテキストから、適切な管理アプリケーションをコンテキストに合わせて起動
すること

ストレージ イベント
HP Systems Insight Managerにより、管理者は、インベントリの監視、ハードウェア リソース、
およびシステムに影響するシステム ソフトウェアの設定と管理ができるようになります。

管理者は、HP Systems Insight Managerにより、ハードウェアステータスの完全な概要を確認で
きます。ストレージ イベントでは、ストレージ リソースの可用性に影響する可能性があって、
システムとアプリケーションの可用性に影響することがある問題の存在について通知を受ける
ことができます。HP Systems Insight Manager では、WBEMイベントやSNMPトラップにより、
詳細イベント メッセージを受信します。このイベントでは、システム、および影響されるディ
スクが識別され、エラー番号が提供されて、詳細と問題の説明について調べることができるよ
うになります。イベント詳細には、イベントを生成したCommand Viewサーバへのリンクも含
まれます。HP Systems Insight Manager では、ディスクかRAIDサブシステムが、内部ストレー
ジのドライブを管理するコントローラに関連付けられます。
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ストレージ インベントリ詳細
HP Systems Insight Managerインベントリでは、内部ディスク ドライブから次の情報の取得と
保存が行われます。

● ディスク

❍ ディスク スロットの総数

❍ 使用済みスロット数

❍ スロットID

❍ スロットのディスクのタイプ

❍ ディスク メーカ

❍ ディスク モデル

❍ ディスク部品番号

❍ ディスクの特性

❍ ファームウェア バージョン

❍ このディスクを管理するコントローラID

● コントローラ詳細

❍ コントローラの総数

❍ コントローラ タイプ

❍ コントローラ メーカ

❍ モデル番号

❍ 部品番号

❍ このカードが設置されているスロットID

❍ ファームウェア バージョン

❍ コントローラの特性

● RAID詳細

❍ RAIDタイプ

❍ RAID設定

● SANとNAS

❍ ネットワーク アドレス
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❍ メーカ

❍ モデル

● ISとMNHA

❍ 部品番号

❍ ディスクの総数

❍ ディスク詳細

❍ このシステムによってサービスされるサーバ

関連プロシージャ

● SNMPを使用したストレージ検出
● HP Systems Insight ManagerのSNMPストレージ ソリューションとの併用

関連トピック

● システム ページ
● SNMPを使用するストレージ検出について
● システム ページ

SNMPを使用するストレージ検出について
検出と識別

HP Systems Insight Managerでは、LAN上のストレージ システム、および管理対象システムか
デバイスで動作しているCommand Viewストレージ デバイス マネージャが検出されます。内
部ディスクの場合、HP Systems Insight Managerインベントリ コンポーネントでは、インストー
ルされているすべてのドライブ、ディスク メーカ、モデル、ディスク タイプ、ファームウェ
ア バージョン、システム内におけるドライブの内部位置、管理に使用されているコントローラ
の詳細を識別できます。RAIDドライバの場合は、内部ドライブ用に収集される詳細に加えて、
RAIDタイプ（1から5）とメーカも検出されます。SANシステムの場合、HP Systems Insight
Managerでは、SAN上のデバイスを管理しているCommand Viewサーバが検出されます。

HP Systems Insight Managerでは、ストレージ システムは、次のように表示されます。

● 内部ドライブ。  このシステムは、[プロパティ]ページ、およびインベントリ データベー
スにそれぞれのシステムのコンポーネントとして表示されます。

● テープ ライブラリ。  このデバイスは、識別されて、[すべてのシステム]、[すべてのス
トレージ システム]、および[すべてのテープ ライブラリ]収集に組み込まれます。

● SAN。  このデバイスのCommand Viewシステムが識別され、Command Viewシステムに
サービスしているシステムの[システム ページ]の[ツール&リンク]タブから使用できるよう
になります。
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注記:

HP Systems Insight Managerでは、SAN管理アプリケーションとNAS管理アプリ
ケーションが検出され、ユーザは、このアプリケーションの起動時にシステム情
報にアクセスできます。

関連プロシージャ

● SNMPを使用したストレージ検出
● HP Systems Insight ManagerのSNMPストレージ ソリューションとの併用

関連トピック

● システム ページ

SNMPを使用したストレージ検出
HP Systems Insight Managerが、CommandViewを実行しているシステムを検出するプロセスに
は、以下が含まれます。

注記:

Command Viewへのリンクにアクセスするには、[ツール]->[システム情報]->[シ
ステム ページ]->[リンク]を選択します。

● ポート80（http）のCV XP

● ポート4096（http）のCV VA/SDM

● ポート4095（http）のCV TL

● CommandView EVAの検出は、ポート2301か2381におけるHP StorageWorks Storage
Management Applianaceの検出にカプセル化されています。

HP Systems Insight Managerでは、Webサーバにアクセスできるようにする必要があります。

Command View/SDMを設定するには、次のように操作します。

1. HP Systems Insight Manager CMSが、CommandViewサーバ設定の安全IP範囲内にあること
を確認します。

● ホスト ベース。  CMSのIPアドレスは、.../sanmgr/hostagent/config/access.datに組
み込まれています。

● Storage Area Manager管理サーバ（該当する場合）  CMSステーションのIPアド
レスは、/sanmgr/managementserver/config/authorizedClients.datに含まれています。
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2. Command Viewシステムの検出か再識別を行うには、検出を実行します。検出の実行の詳
細については、「検出と識別」を参照してください。

3. 検出が完了したら、HP Systems Insight Managerでシステムをグループ化し、[システム ペー
ジ]からCommand Viewを起動できます。[システム ページ]の詳細については、「システム
ページ」を参照してください。

EVA MIBをロードするには、mxmib -a cpqhsv110v3.cfgと入力します。

注記：MIBのロードが完了するまでには、数分かかることがあります。MIBの詳細については、
「MIBの管理」を参照してください。

関連プロシージャ

● HP Systems Insight ManagerのSNMPストレージ ソリューションとの併用

関連トピック

● システム ページ
● SNMPを使用するストレージ検出について
● 検出と識別

HP Systems Insight ManagerのSNMPストレージ ソ
リューションとの併用

ストレージ イベントの表示
ストレージ イベントを表示する方法には、次の2つがあります。

● [ツール]->[システム情報]->[システム ページ]を選択します。

● システム テーブル ビュー ページの[システム名]列でシステム名をクリックします。

タイプ グループによるストレージの作成
ESLやMSLなど、テープ ライブラリのタイプのシステム用検索を作成したり、Command View
システムの各タイプのWebエージェント用検索を作成できます。

● HP StorageWorks Command View SDM。  Webエージェント == HP StorageWorks
Command View SDMの検索

● HP StorageWorks Command View XP。  Webエージェント == HP StorageWorks
Command View xpの検索

● HP StorageWorks Command View ESL。  Webエージェント == HP StorageWorks
Command View ESLの検索

● HP StorageWorks Tape Libraries。  システム タイプ == ストレージ デバイスの検
索

● HP StorageWorks Management Appliance。  Webエージェント == Management
module hp_OpenView_Storage_Management_ApplianceかWebエージェント == Management
Module OpenSANManagerの検索
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イベント収集と起動

イベントを受信するには、SNMPイベントをHP Systems Insight Manager CMSに送信するよう
にCommand Viewソフトウェアを設定する必要があります。

Command View SDMの場合：

Command ViewサーバのWindows NT 4.0でSNMPトラップの宛先を設定するには、次のように
操作します。

1. [スタート]->[設定]->[コントロール パネル]->[ネットワーク]->[サービス]->[SNMP設定]を
選択します。

[SNMP Serviceのプロパティ]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [トラップ]をクリックします。

3. publicなどのコミュニティ名を入力します。

4. 追加をクリックします。

5. ダイアログ ボックスの最下部で追加をクリックします。

[SNMP Service Configuration]ダイアログ ボックスが表示されます。

6. エンタープライズ管理ステーションのホスト名かIPアドレスを入力し、追加をクリックし
ます。

SNMPトラップの宛先が追加されます。

7. 変更内容を保存してダイアログ ボックスを閉じるには、OKをクリックします。

SNMPトラップの宛先をWindows 2000で設定するには、次のように操作します。

1. [スタート]->[設定]->[コントロール パネル]->[ネットワーク]->[サービス]->[SNMP設定]を
クリックします。

[SNMP Serviceのプロパティ]ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [トラップ]をクリックします。

3. publicなどのコミュニティ名を入力します。

4. 一覧に追加をクリックします。

5. ダイアログ ボックスの最下部で追加をクリックします。

[SNMP Service Configuration]ダイアログ ボックスが表示されます。

6. エンタープライズ管理ステーションのホスト名かIPアドレスを入力し、追加をクリックし
ます。

SNMPトラップの宛先が追加されます。

7. 変更内容を保存してダイアログ ボックスを閉じるには、OKをクリックします。

SNMPトラップの宛先をHP-UXで設定するには、次のように操作します。
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1. テキスト エディタを使用し、次のファイルを開きます。

/etc/snmpd.conf

2. snmpd.confファイルの末尾に、次の情報を挿入します。

trap-dest: X.X.X.X

X.X.X.Xは、エンタープライズ管理ステーションのIPアドレスで置き換えてください。

3. snmpd.confファイルを保存して閉じます。

4. シェル コマンド プロンプトに以下を入力し、SNMPデーモンを停止します。

ps -ef | grep snmpd

kill -9 PID

PIDは、前のコマンドで返されたプロセスIDで置き換えてください。

5. シェル コマンド プロンプトに以下を入力し、SNMPデーモンを再起動します。

snmpd

CMSでEVA用にHSV MIBをロードするには、次のように操作します。

1. Windowsオペレーティング システムでコマンド プロンプトを開きます。\Program
Files\HP\System Insight manager\mibsに移動します。MIBの詳細については、「MIBの登
録」を参照してください。

2. mxmib -a cpqhsv110v3.cfgを実行します。

関連プロシージャ

● SNMPを使用したストレージ検出
● SNMPトラップの設定

関連トピック

● システム ページ
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タスクの使用法
HP Systems Insight Managerでは、タスクをスケジュールして実行し、システムとイベントを管
理できます。タスクは、HP Systems Insight Manager ツールを使用して実行するアクションで
す。タスク インスタンスは、実行されたタスクの単一インスタンスです。

ユーザは、以下を実行できます。

● 要件に応じたさまざまなタスクの作成

● タスクのスケジュール

● 作成したタスクの修正

● タスクの削除

● 実行中タスクの停止

● タスク ステータスの表示

次のいずれかを選択すると、タスク情報を確認できます。

● [タスク&ログ]->[スケジュールされたすべてのタスクの表示]

または

● [タスク&ログ]->[タスク結果の表示]

ユーザ権限
ユーザが表示できるタスクのリストは、ユーザの権限とアクセス レベルによって決まります。
すべてのユーザは、自分が作成したタスクの編集、削除、表示ができます。完全な設定権があ
るユーザは、別のユーザが作成したタスクの編集、削除、表示ができます。

注記:

HP Systems Insight Managerには、システムが提供するタスクである、デフォル
トのタスクがあります。このようなタスクは、無効にしたり、スケジュールを変
更したりすることはできますが、削除したり別のユーザに割り当て直したりする
ことはできません。HP Systems Insight Managerでは、監視しているシステムの
全容を把握するためにこれらのタスクが必要です。

関連プロシージャ
● タスクの作成
● タスクのスケジュール設定
● スケジュール済みタスクの実行
● タスクの停止
● タスク結果の削除
● レポートの印刷
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● スケジュール済みタスクの編集
● スケジュール済みタスクの削除
● タスク結果の表示

関連トピック
● デフォルト ポーリング タスクについて
● すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート
● 時間フィルタの適用
● タスク ステータス タイプ

デフォルト ポーリング タスクについて
ポーリング タスクでは、関連する収集に含まれるシステムのヘルス ステータスが追跡されま
す。システムがいつオフラインになるか、またはハードウェアのパフォーマンスがいつ低下す
るかを判断するためには、ハードウェア ステータス ポーリングを定期的に行う必要がありま
す。特定システムのポーリング タスクをカスタマイズして、スケジュールした時刻に実行でき
ます。また、特定の要件に合わせて、さまざまな収集で、新しいポーリング タスクを作成する
こともできます。

データ収集タスクは、他のポーリング タスクに付属しています。データ収集では、より具体的
なシステム情報（資産データなど）が検出されます。

イベントの受信に基づいてポーリング タスクが実行されるように設定することができます。イ
ベント ポーリング タスクは、イベント収集に関連付けられます。たとえば、システムからト
ラップを受信したときのハードウェア ステータス ポーリング タスクを設定することができま
す。

イベント収集での変化の結果として実行されるようにポーリング タスクを設定すると、ポーリ
ング タスクは、その収集に一致するイベントを生成するすべてのシステムに適用されます。

注記:

イベント収集に基づくポーリング タスクを定期的にスケジュールすることはお
すすめできません。このようなタスクは、関連する収集でイベントが発生するた
びに、一連のシステムで実行されます。

注記:

デフォルト タスクを削除または無効化する場合は、同等の結果が得られるタス
クと必ず置き換えてください。たとえば、ハードウェア ステータス ポーリング
タスクを削除すると、システムは検出されつづけますが、そのステータスは更新
されません。日単位デバイス識別タスクを削除すると、システムの管理における
変化を検出できなくなります。

以下のデフォルト ポーリング タスクは、[スケジュールされたすべてのタスクの表示]ページで
利用できます。
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● 隔週データ収集

● 日単位デバイス識別

● ハードウェア ステータス ポーリング - 非サーバ

● ハードウェア ステータス ポーリング - サーバ

● ハードウェア ステータス ポーリング - Systems no Longer Disabled

● 初期データ収集

● 初期ハードウェア ステータス ポーリング

● ソフトウェア バージョン ステータス ポーリング

● ソフトウェア バージョン ステータス ポーリング - Systems no Longer Disabled

隔週データ収集

隔週データ収集タスクは、[データ収集リスト]収集に含まれるすべてのシステムで実行されま
す。デフォルトのスケジュールは、隔週の土曜日の正午に実行されるように設定されていま
す。

日単位デバイス識別

ネットワーク システムなどのシステムに関する情報を識別するには、日単位デバイス識別を使
用します。このタスクは、デフォルトでは1日に1回実行され、情報がデータベースに保存され
ます。以下の情報が識別されます。

● 管理対象システムでのシングル ログインおよびセキュア タスク実行（STE）のサポートの
判定

● システムの管理プロトコル タイプ（HTTP、SNMP、DMI、WBEM）

● システムのタイプおよびサブタイプ（サーバ、ストレージ、スイッチ、ルータなど）

● システムの製品名

● オペレーティング システムの名前およびバージョン

● システムで動作しているWebエージェント

● システムで動作しているWebベース ソフトウェア（プリンタ管理ソフトウェアなど）

● 管理プロセッサとのシステム関係（システムとそのリモートInsightボードなど）

● ストレージ プロキシおよび関連ストレージ システム

● Wake On LAN情報

282

タスクの使用法



ハードウェア ステータス ポーリング - 非サーバ
このタスクは、管理プロトコル（SNMP、WBEMなど）によって、タイプがサーバ、クラスタ、
または管理プロセッサではないシステムのステータス情報を収集します。このタスクは、デ
フォルトで、スタートアップ時と、その後は10分に1回ポーリングを実行します。

注記:

500を超えるシステムを検出する場合は、間隔をデフォルトの10分間から増やす
ことをおすすめします。たとえば、1000システムごとに15分の間隔を設定して
ください。

ハードウェア ステータス ポーリング - サーバ
このタスクは、タイプがサーバ、クラスタ、または管理プロセッサのSNMPシステムのステー
タス情報を収集します。このタスクは、デフォルトで、スタートアップ時と、その後は5分に1
回ポーリングを実行します。

注記:

500を超えるシステムを検出する場合は、間隔をデフォルトの5分間から増やす
ことをおすすめします。たとえば、1000システムごとに10分の間隔を設定して
ください。

ハードウェア ステータス ポーリング - Systems no Longer
Disabled

このタスクは、システムが無効状態から有効状態に変わったときに実行されます。このタスク
を使用すると、システムの予定メンテナンス期間が無効に設定された後に最新のステータス情
報を入手することができます。

初期データ収集

このタスクは、WBEM、DMI、またはSNMPが動作する多数のシステムから静的情報（シリア
ル番号、モデル番号など）を収集します。このタスクは、新規システムがデータ収集と一致す
ると実行されるようにデフォルトで設定されています。収集されるデータの種類の詳細につい
ては、「リファレンス情報」を参照してください。

初期ハードウェア ステータス ポーリング
このタスクは、新しく検出されたシステムでハードウェア ステータス ポーリングを実行しま
す。このため、定期的なタスクが実行されるまで待たなくても、システムが有効なステータス
を持つことができます。
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ソフトウェア バージョン ステータス ポーリング
これは、ソフトウェア バージョンの更新ステータスを判定するタスクで、7日ごとに実行する
ように設定されており、デフォルトでは水曜日の深夜12時に実行されます。このタスクは、編
集することができます。また、いつでも手動で実行できます。

詳細については、「ソフトウェア ステータス ポーリング」を参照してください。

ソフトウェア バージョン ステータス ポーリング - Systems
no Longer Disabled

このタスクは、システムが無効状態から有効状態に変わったときにソフトウェア バージョン
ツールを実行します。これにより、HP Systems Insight Managerでは、システムにロードされて
いるソフトウェアのステータスが最新の状態に保たれます。

詳細については、「ソフトウェア ステータス ポーリング」を参照してください。

関連プロシージャ

● タスクの作成
● スケジュール済みタスクの実行
● スケジュール済みタスクの編集
● レポートの印刷
● スケジュール済みタスクの実行
● スケジュール済みタスクの編集

関連トピック

● すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート

タスクの作成
特定のシステムまたはイベントでツールを実行するタスクを作成します。

注記:

複数のユーザが同時に1つのタスクにアクセスした場合は、タスクを最後に編集
したユーザの変更内容が保存されます。たとえば、ユーザ1およびユーザ2がHP
Systems Insight Managerに完全な設定権でサイン インし、ユーザ1が編集中のタ
スクをユーザ2が削除しようとしているとします。ユーザ1が編集されたタスク
を保存しようとすると、そのタスクはシステム上ではオブジェクトを表していな
いというメッセージが表示されます。ユーザ1は、編集されたタスクを保存でき
ません。

タスクを作成するには、次のように操作します。

1. メニューからツールを選択します。[ターゲット システムの選択]ページが表示されます。
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注記：ツールを選択する前にターゲットを選択すると、[ターゲット システムの確認]ペー
ジが表示されます。

2. ターゲットを追加するには、まず、ドロップダウン ボックスからグループを選択します。
これにより、選択したグループの内容が表示され、ターゲットとして選択できるようにな
ります。また、収集自体を選択するには、["収集"自体を選択]チェックボックスを選択し
ます。ここで、「収集」は、選択した収集の名前です。

注記： ["収集"自体を選択]を選択すると、収集内のすべてのシステムに対してタスクを実
行する場合に、全体的なパフォーマンスが向上します。

3. 適用をクリックします。ターゲットが、[ターゲット システムの確認]セクションに表示さ
れます。

注記：選択したターゲットに、ツールとの互換性がない場合は、問題の簡潔な説明が[ツー
ル起動OK?]カラムに表示されます。ターゲットを削除するには、ターゲットのチェック
ボックスを選択して、ターゲットの削除をクリックします。

4. 次のいずれかのオプションを選択します。

● ターゲットの追加をクリックして、ターゲットを[ターゲット システム リスト]に追加
します。

● ターゲットを削除するには、ターゲットのチェックボックスを選択して、ターゲット
の削除をクリックします。

● 次へをクリックして、ツール パラメータを指定し、タスクをスケジュールします。

5. ツール パラメータを指定します。ツールのパラメータが必要でない場合は、次へは、スケ
ジュールとすぐに実行ボタンに置き換わります。スケジュールオプションは、ツールをス
ケジュールできる場合に限って表示されます。

6. 次のいずれかのオプションを選択します。

● 戻るをクリックすると、前画面に戻ります。

● タスクの実行タイミングをスケジュールするには、スケジュールをクリックします。
スケジュール オプションの詳細については、「タスクのスケジュール設定」を参照し
てください。

● タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。

コマンド ライン インタフェース
ツールをすぐに実行するには、mxexecコマンドを、タスクを後で実行するようにスケジュー
ルするには、mxtaskコマンドを実行します。これらのタスクはコマンド ライン インタフェー
ス（CLI）から実行します。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxexec
と入力してHP-UXまたはLinuxのマンページを表示するか、Windowsのコマンド ライン ヘルプ
を参照してください。マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタ
フェース コマンドの使用」を参照してください。
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デフォルトのツール

● クラスタ監視。  詳細については、「クラスタ監視」を参照してください。

● キーの収集。  詳細については、「キーの収集」を参照してください。

● コマンド ライン ツール。  詳細については、「コマンド ライン ツール」を参照してくだ
さい。

● データ収集。  詳細については、「データ収集」を参照してください。

● イベントの削除。  このツールは特定のイベント収集からイベントを削除する場合に使用
します。

● キーの展開。  詳細については、「キーのインストール」を参照してください。

● デバイスのping。  詳細については、「デバイスのping」を参照してください。

● ディスク スレッショルド、設定。  詳細については、「ディスク スレッショルドの設定」
を参照してください。

● DMIアクセス、設定。  詳細については、「DMIアクセスの設定」を参照してください。

● ハードウェア ステータス ポーリング。  ターゲット システムでサポートされているプロ
トコルに基づいてハードウェア ステータスを収集します。

● システムの識別。  詳細については、「識別」を参照してください。

● ProLiant Support Packの初期インストール。  詳細については、「初期ProLiant Support
Packのインストール」を参照してください。

● ソフトウェアとファームウェアのインストール。  詳細については、「ソフトウェアと
ファームウェアのインストール」を参照してください。

● キーの管理。  詳細については、「キーの管理」を参照してください。

● 管理情報ベース（MIB）、管理。  詳細については、「MIBの管理」を参照してください。

● 管理プロセッサ ツール。  詳細については、「管理プロセッサ ツール」を参照してくだ
さい。

● OpenSSH、インストールおよび展開。  詳細については、「RDPを使用したOpenSSHの
複数システムへのインストール」を参照してください。

● Performance Management Pack（PMP）ツール。  詳細については、「PMPツー
ル」を参照してください。

● プログラム/スクリプト起動。  詳細については、「カスタム コマンド」を参照してくだ
さい。

● プロパティ ページ。  詳細については、「プロパティ ページ」を参照してください。

● エージェント設定のレプリケート。  詳細については、「エージェント設定のレプリケー
ト タスクの作成」を参照してください。
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● スナップショット レポート機能。  詳細については、「スナップショット比較レポート」
を参照してください。

● RPMパッケージ マネージャ ツール。  詳細については、「RPMパッケージ マネージャ」
を参照してください。

● Server Migration Pack。  詳細については、「Server Migration Pack」を参照してくだ
さい。

● 単一システム プロトコル設定。  詳細については、「システムまたはシステム グループ
のプロトコル設定」を参照してください。

● SNMPアクセス、設定。  詳細については、「SNMPアクセスの設定」を参照してくださ
い。

● ソフトウェア ステータス ポーリング。  詳細については、「ソフトウェア ステータス
ポーリング」を参照してください。

● ストレージ ソリューション統合。  詳細については、「SNMPを使用したストレージ統
合」を参照してください。

● System Management Homepage。  詳細については、「System Management
Homepage」を参照してください。

● システム ページ。  詳細については、「システム ページ」を参照してください。

● システム プロパティ、設定。  詳細については、「システム プロパティ」を参照してく
ださい。

● バージョン コントロール エージェント。  詳細については、「バージョン コントロール
エージェントへのアクセス」および「バージョン コントロール レポジトリ マネージャへの
アクセス」を参照してください。

● Virtual Machine Management Pack（VMM）。  詳細については、「Virtual Machine
Management Pack 」を参照してください。

● Webmin。  詳細については、「Webminの概要」を参照してください。

関連トピック

● タスクの使用法
● すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート

すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲー
ト

[スケジュールされたすべてのタスクの表示]ページには、定期的に実行するようにスケジュー
ルされたタスクや、イベント基準に基づいたタスクが表示されます。スケジュールされたタス
クには、[スケジュールなし]というスケジュールも含まれることがあります。このタスクは、
リストされますが、ユーザが手動で実行するときに限って実行されます。

タスク情報を表示するには、[タスク&ログ]->[スケジュールされたすべてのタスクの表示]を選
択します。 タスクを選択するには、タスク行をクリックします。以下を参照してください。
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● 「すぐに実行」

● 「編集」

● 「削除」

● 「タスク結果の表示」

注記:

複数のユーザが同時に1つのタスクにアクセスした場合は、タスクを最後に編集
したユーザの変更内容が保存されます。たとえば、ユーザ1およびユーザ2がHP
Systems Insight Managerに完全な設定権でサイン インし、ユーザ1が編集中のタ
スクをユーザ2が削除しようとしているとします。ユーザ1が編集されたタスク
を保存しようとすると、そのタスクはシステム上ではオブジェクトを表していな
いというメッセージが表示されます。ユーザ1は、編集されたタスクを保存でき
ません。

ユーザ権限

ユーザが表示できるタスクのリストは、ユーザの権限とアクセス レベルによって決まります。
すべてのユーザは、自分が作成したタスクの編集、削除、表示ができます。完全な設定権があ
るユーザは、別のユーザが作成したタスクの編集、削除、表示ができます。

すぐに実行

タスクを実行し、タスク インスタンスを開始します。定義済みタスクを実行すると、特定シス
テムかイベントで特定ツールが実行されます。ツール メニューから、[タスク&ログ]->[スケ
ジュールされたすべてのタスクの表示]を選択します。タスクを選択し、すぐに実行をクリック
します。詳細については、「スケジュール済みタスクの実行」を参照してください。

編集

編集するタスクを選択してください。以前設定したタスク情報が表示されます。タスクを作成
するのと同じ手順を実行してください。ツール メニューから、[タスク&ログ]->[スケジュール
されたすべてのタスクの表示]を選択します。タスクを選択し、編集をクリックします。詳細に
ついては、「スケジュール済みタスクの編集」を参照してください。

削除

削除するタスクを選択してください。タスクを削除すると、[スケジュールされたすべてのタス
ク]ページとシステムからタスクが削除されます。タスクを削除すると、関連タスク インスタ
ンスも削除されます。ツール メニューから、[タスク&ログ]->[スケジュールされたすべてのタ
スクの表示]を選択します。タスクを選択し、削除をクリックします。詳細については、「スケ
ジュール済みタスクの削除」を参照してください。

タスク結果の表示

表示するタスクを選択します。 [スケジュールされたすべてのタスク]の下に[タスク結果]が表
示されます。タスクのスケジュール、タスクで使用されるツール、タスクで実行されるコマン
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ドなどの情報が表示されます。[タスク結果]には、タスクによって作成されたタスク インスタ
ンスのリストも表示されます。タスク インスタンスの下には、概要ステータス、ターゲット
システム リスト、ターゲット詳細が表示されます。

詳細については、「タスク結果の表示」を参照してください。

関連トピック

● タスクの使用法
● タスク ステータス タイプ

タスクのスケジュール設定
タスクのスケジュールに使用できるオプションは、使用したツールと選択したターゲット シス
テムのタイプによって変化します。タスクをスケジュールするには、タスクに一意の名前を付
ける必要があります。すべてのツールがスケジュールできるわけではありません。

タスクをスケジュールするには、次のように操作します。

1. メニューからツールを選択し、スケジュールボタンが表示されるよう手順に従い、このボ
タンをクリックします。詳細については、「タスクの作成」を参照してください。

2. [タスク名]フィールドにタスクの一意の名前を入力します。

3. [いつこのタスクを実行しますか?]セクションで、次のオプションのうちのいずれかを選択
します。

● [定期的]。分、時、日、週、月単位で、実行間隔を選択します。定期的スケジュールで
は、特定日時のみで実行したり、設定した回数だけ実行したりするようにタスクを設
定できます。時間フィルタを適用し、その日の何時にスケジュール済みタスクを実行
するかを指定することもできます。フィルタの詳細については、「時間フィルタの適
用」を参照してください。

● [1回]。タスクを実行する日時を指定します。

● [新しいシステムやイベントがリストの条件に適合する場合]。このオプションは、ユー
ザが[すべてのシステムまたはイベント]をターゲットに選択した場合にのみ有効です。
新しいシステムかイベントがリスト条件を満たす場合に限って、タスクが実行されま
す。このタイプのスケジュールに、時間フィルタを適用することもできます。フィル
タの詳細については、「時間フィルタの適用」を参照してください。

● [システムやイベントがリストの条件に適合しない場合]。このオプションは、先のオプ
ションとほとんど同じですが、[すべてのシステムまたはイベント]がリスト条件を満た
さなくなった場合にのみタスクが実行される点だけが異なっています。このタイプの
スケジュールには、時間フィルタを適用できます。フィルタの詳細については、「時
間フィルタの適用」を参照してください。

● [スケジュールなし]。このオプションは、適切な権限を持つユーザが手動で実行する場
合に限ってタスクが実行されるように指定します。このタスクが自動的に実行される
ことはありません。タスクは、[スケジュールされたすべてのタスク]ページまたはコマ
ンド ライン インタフェース（CLI）から手動で実行できます。

4. [さらに]で、次のオプションのうちいずれかを選択します。
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● [中央管理サーバ開始時]。このオプションは、中央管理サーバ（CMS）が起動した時点
でタスクを実行する場合に選択します。

● [すぐに実行]。このオプションは、タスクを保存した直後にタスクを実行する場合に選
択します。

● [このタスクを無効にする]。このオプションは、タスクを一時的に無効にする場合に選
択します。このタスクは、[スケジュールされたすべてのタスク]ページで、[無効]と表
示されます。

5. スケジュール オプションを選択したら、[スケジュールの調整:]セクションでスケジュール
を調整します。使用できるオプションは、手順3で選択したスケジュール オプションによっ
て変化します。

6. 完了をクリックすると、[スケジュールされたすべてのタスク]ページが表示されます。前
のページに戻るには、戻るをクリックします。[スケジュールされたすべてのタスク]ペー
ジの詳細については、「すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート」を参照し
てください。

[スケジュールされたすべてのタスク]の表示
すべてのスケジュール済みタスクを表示するには、[タスク&ログ]->[スケジュールされたすべ
てのタスクの表示]を選択します。

ユーザが表示できるタスクのリストは、ユーザの権限とアクセス レベルによって決まります。
すべてのユーザは、自分が作成したタスクの編集、削除、表示ができます。完全な設定権があ
るユーザは、別のユーザが作成したタスクの編集、削除、表示ができます。

関連プロシージャ

● スケジュール済みタスクの実行
● タスク結果の表示
● タスク結果の削除
● レポートの印刷
● スケジュール済みタスクの編集

関連トピック

● 時間フィルタの適用
● タスクの使用法

スケジュール済みタスクの実行

タスクを実行し、タスク インスタンスを開始します。スケジュール済みタスクを実行すると、
特定のシステムまたはイベント上で特定のツールが実行されます。

スケジュール済みタスクを実行するには、次のように操作します。

1. ツール メニューから、[タスク&ログ]->[スケジュールされたすべてのタスクの表示]を選択
します。[スケジュールされたすべてのタスク]が作業領域に表示されます。

2. リストからタスクを選択し、すぐに実行をクリックします。
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注記：タスクのタスク インスタンスが実行中である場合、すぐに実行ボタンは無効になり
ます。

コマンド ライン インタフェース
ツールをすぐに実行するには、mxexecコマンドを、タスクを後で実行するようにスケジュー
ルするには、mxtaskコマンドを実行します。これらのタスクはコマンド ライン インタフェー
ス（CLI）から実行します。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxexec
と入力してHP-UXまたはLinuxのマンページを表示するか、Windowsのコマンド ライン ヘルプ
を参照してください。マンページへのアクセス方法の詳細については、「コマンド ライン イ
ンタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● スケジュール済みタスクの編集
● スケジュール済みタスクの削除
● レポートの印刷
● タスク結果の表示
● タスクの停止

関連トピック

● タスクの使用法
● すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート

スケジュール済みタスクの編集

スケジュール済みタスクを編集して、ツール パラメータの変更、時刻の設定、無効にされてい
るタスクの再有効化、またはターゲットシステムの修正を行います。

スケジュール済みタスクを編集するには、次のように操作します。

1. [タスク&ログ]->[スケジュールされたすべてのタスクの表示]を選択します。[スケジュール
されたすべてのタスク]ページが表示されます。

2. 編集するタスクを[スケジュールされたすべてのタスク]ページから選択します。

3. 編集をクリックします。

以前設定したタスク情報が表示されます。タスクを作成するのと同じ手順を実行してくだ
さい。詳細については、「タスクの作成」を参照してください。

タスクにはスケジュールが関連しているので、[タスクのスケジュール]にアクセスする必
要があります。新しいタスクを作成するときのようにすぐに実行ボタンが表示されませ
ん。完全な設定権があるユーザは、タスクのオーナーも変更できます。

新しいオーナーにツールや1つまたは複数の選択されたターゲットのアクセス権がない場
合は、ユーザがタスクを編集または保存しようとすると、エラー メッセージが表示されま
す。

4. タスクを編集したら、完了をクリックします。このタスクは保存され、[スケジュールされ
たすべてのタスク]ページに表示されます。
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5. タスクをすぐに実行するには、[タスクのスケジュール]ページですぐに実行チェックボッ
クスを選択してから完了をクリックします。

関連プロシージャ

● スケジュール済みタスクの実行
● スケジュール済みタスクの削除
● レポートの印刷
● タスク結果の表示
● タスクの停止

関連トピック

● タスクの使用法
● すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート

スケジュール済みタスクの削除

タスクを削除すると、[スケジュールされたすべてのタスク]ページとシステムから、タスクお
よびそれに関連するタスク インスタンスが削除されます。

注意:

タスクを削除すると、タスクがデータベースから完全に削除され、復元できなく
なります。

注記:

配布済みのシステムまたはデフォルトのタスクは削除できません。

スケジュール済みタスクを削除するには、次のように操作します。

1. [タスク&ログ]->[スケジュールされたすべてのタスクの表示]を選択します。

2. [スケジュールされたすべてのタスク]リストからタスクを選択します。

3. 削除をクリックします。

注記：タスクのタスク インスタンスが実行中である場合は、実行中タスク インスタンス
を停止してからタスクを削除するように指示するメッセージが表示されます。

関連トピック

● すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート
● タスクのスケジュール設定
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タスク結果の表示

システム上で実行されたタスクと関連結果のログを確認するには、[タスク結果]、[タスク イン
スタンスの結果]、および[ターゲットの詳細]を表示します。タスク インスタンスのレポートも
印刷できます。

タスク結果の表示

[タスク結果]ページにタスク結果が表示されます。タスクの開始および終了時刻、タスクで使
用されるツール、およびタスクで実行されるコマンドなどの情報が表示されます。

1. [タスク&ログ]->[タスク結果の表示]を選択します。

2. タスク インスタンスの停止か削除を行うには、[タスク結果の表示]ページからタスク イン
スタンスを選択します。

3. 停止または削除をクリックします。

[タスク結果]ページには、すべてのタスクによって作成されたタスク インスタンスのリストが
表示されます。

タスク インスタンス結果の表示
[タスク結果の表示]ページで、タスク インスタンスのリストから行を選択してタスク インスタ
ンスを選択します。

[タスク インスタンス]セクションに、次の情報が表示されます。

● [ステータス]。タスクのステータスが表示されます。

● [ID]。タスクのジョブID番号が表示されます。

● [タスク名]。実行されたタスク名が表示されます。

● [ツール]。使用されたツール名が表示されます。

● [オーナー]。タスクを現時点で所有しているユーザ名が表示されます。

● [コマンド]。タスクの実行時に使用されたコマンドが表示されます。

● [概要ステータス]。このフィールドには、概要ステータスが表示され、そのステータスは特
定のタスクに限ったステータスであることが示されます。詳細については、「タスク ステー
タス タイプ」を参照してください。

● [ターゲット]。タスクの実行対象とするために選択したターゲット収集または個々のシステ
ムの名前が表示されます。カスタム コマンドまたはマルチシステム対応（MSA）ツールを
実行する場合、このフィールドには中央管理サーバ（CMS）システム名が表示されます。
MSAコマンドを使用する場合、コマンドはCMSに存在し、実際にはCMSからリモート シス
テムまたはシステムのリストに対して実行されます。このため、このタイプのコマンドの
ターゲットは、常に、CMSとして表示されます。

● [実行者]。タスクが実行されたときのユーザ コンテキストが表示されます。

● [開始時刻]。タスクが開始された時刻が表示されます。
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● [終了時刻]。タスクが終了されたかキャンセルされた時刻が表示されます。

● [経過時間]。タスクの実行にかかった時間が表示されます。

注記:

タスク インスタンスのリストは、ユーザの権限とアクセス レベルに基づいて決
まります。完全な設定権があるユーザは、システムが認識するすべてのタスク
インスタンスを表示できます。

ターゲット詳細の表示

注記:

このセクションは、単一システム対応（SSA）ツールについてのみ表示されま
す。

[タスク インスタンスの結果]セクションから、[概要ステータス]の下のテーブルのターゲット
システムを選択します。

[ターゲットの詳細]セクションに、次の情報が表示されます。

● [ステータス]。ターゲットのステータスが表示されます。

● [終了コード]。実行可能プログラムが正常かエラーかを表します。一般に、戻り値がゼロか
正である場合、実行可能プログラムは正常に実行されました。負の値が返された場合、実
行可能プログラムはエラーです。

● [ターゲット名]。ターゲット名が表示されます。

● [標準出力]。出力テキスト情報が表示されます。

● [標準エラー]。実行可能プログラムでエラーが発生したかどうかに関する情報が表示されま
す。

● [コピー済みファイル]タブ。コピー中のファイル、またはターゲット システムにコピーさ
れたファイルが表示されます。このタブは、ターゲット システムに対するファイル コピー
を実行しないツールについては表示されません。

印刷可能なレポートの表示

現在選択しているターゲット システムのレポート、またはタスク インスタンスに関連してい
るすべてのターゲット システムのレポートを印刷できます。

レポートを印刷するには、次のように操作します。

1. 印刷可能なレポートの表示をクリックします。
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[オプション メッセージ]ボックスが表示され、現在選択しているターゲット システムのみ
を含むレポート、またはタスク インスタンスに関連するすべてのターゲット システムを
含むレポートを生成するかどうか、質問されます。このオプションは、タスク インスタン
スに対して複数のターゲットが存在する場合にのみ表示されます。

2. 印刷するレポートを選択します。

3. 印刷をクリックしてレポートを印刷するか、ウィンドウを閉じて[タスク結果の表示]ペー
ジに戻ります。

関連プロシージャ

● スケジュール済みタスクの実行
● スケジュール済みタスクの削除
● レポートの印刷
● スケジュール済みタスクの編集
● タスクの停止

関連トピック

● タスクの使用法
● すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート

レポートの印刷

現在選択しているターゲット システムのレポート、またはタスク インスタンスに関連してい
るすべてのターゲット システムのレポートを印刷できます。複数のターゲット システムが含
まれていないタスク インスタンスの場合は、現在選択しているターゲット システムかすべて
のターゲット システムのレポートを表示するかどうかをユーザに質問せずに、レポートが作成
されます。

レポートを印刷するには、次のように操作します。

1. [タスク&ログ]->[タスク結果の表示]を選択します。

2. 印刷可能なレポートの表示をクリックします。

[印刷レポートの質問]が表示され、現在選択しているターゲット システムのみを含むレ
ポート、またはタスク インスタンスに関連する、すべてのターゲット システムを含むレ
ポートを生成するかどうか質問されます。

3. 印刷するレポートを選択します。

4. レポートを印刷するには、OKをクリックします。

関連プロシージャ

● スケジュール済みタスクの実行
● スケジュール済みタスクの削除
● スケジュール済みタスクの編集
● タスク結果の表示
● タスクの停止
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関連トピック

● タスクの使用法
● すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート

タスク結果リスト
[タスク結果]リストには、システムが認識しているタスク インスタンスのリストが表示されま
す。表示された各タスク インスタンスには、一意のジョブID、タスクの名前、オーナー、ス
テータス、経過時間、タスクの開始時刻と終了時刻が表示されます。[タスク結果]リストには、
実行されたスケジュール済みタスクのステータス情報と、スケジュールなしの実行可能なタス
クの情報がリストされます。[タスク結果]リストを使用してタスク インスタンスの結果の停
止、削除、表示ができます。

タスク情報を表示するには、[タスク&ログ]->[タスク結果の表示]を選択します。タスクの行を
クリックし、次のオプションのうちいずれかを選択してください。

● 停止。実行中のタスク インスタンスを停止する場合は、停止をクリックします。詳細につ
いては、「タスクの停止」を参照してください。

● 削除。タスク インスタンスを選択し、削除をクリックします。詳細については、「タスク
結果の削除」を参照してください。

注記：タスク インスタンスが現在実行中である場合は、タスク インスタンスを停止してか
ら削除するように指示するメッセージが表示されます。

タスク インスタンスの結果は、[タスク結果]リストの下に表示されます。

[タスク インスタンスの結果]セクションに、次の情報が表示されます。

● [ステータス]。タスクのステータスが表示されます。異なるステータス タイプの詳細につ
いては、「タスク ステータス タイプ」を参照してください。

● [ID]。タスクのジョブID番号が表示されます。

● [タスク名]。実行されたタスク名が表示されます。

● [ツール]。使用されたツール名が表示されます。

● [オーナー]。タスクを現時点で所有しているユーザ名が表示されます。

● [コマンド]。タスクの実行時に使用されたコマンドが表示されます。

● [ターゲット]。タスクの実行対象とするために選択したターゲット収集または個々のシステ
ムの名前が表示されます。カスタム コマンドまたはマルチシステム対応（MSA）ツールを
実行する場合、このフィールドには中央管理サーバ（CMS）システム名が表示されます。
MSAコマンドを使用する場合、コマンドはCMSに存在し、実際にはCMSからリモート シス
テムまたはシステムのリストに対して実行されます。このため、このタイプのコマンドの
ターゲットは、常に、CMSとして表示されます。

● [実行者]。タスクが実行されたときのユーザ コンテキストが表示されます。

● [開始時刻]。タスクが開始された時刻が表示されます。

● [終了時刻]。タスクが終了した時刻が表示されます。
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● [経過時間]。タスクの実行に要した時間が表示されます。

タスク インスタンスのリストは、ユーザの権限とアクセス レベルに基づいて決まります。完
全な設定権があるユーザは、システムが認識するすべてのタスク インスタンスを表示できま
す。

関連トピック

● タスクの作成
● タスクの使用法

タスクの停止
実行中のタスク インスタンスを停止する手順は次のとおりです。

タスク インスタンスを停止するには、次のように操作します。

1. [タスク&ログ]->[タスク結果の表示]を選択し、タスク インスタンスを[タスク結果]のリス
トから選択します。

2. 停止をクリックします。タスク インスタンスが終了状態である場合、停止が表示されま
す。タスクを停止できる場合は、選択したタスク インスタンスをキャンセルするか停止す
るかを質問するダイアログが表示されます。タスクを停止できることをツールが知らせな
い場合は、タスク インスタンスのキャンセルを確認するようにユーザに要求するダイアロ
グが表示されます。「タスクの停止」では進行中のすべてのタスクの中断が試みられます
が、「キャンセル」では最初から待機中のシステムが停止され、実行中または進行中のコ
マンドは完了されます。

関連プロシージャ

● スケジュール済みタスクの実行
● スケジュール済みタスクの編集
● スケジュール済みタスクの削除
● レポートの印刷
● タスク結果の表示

関連トピック

● タスクのスケジュール設定
● タスク結果リスト
● すべてのスケジュール済みタスク ページのナビゲート

タスク結果の削除
[タスク結果]ページからタスク インスタンスを削除する場合は、以下の手順で行います。
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注記:

HP Systems Insight Managerからユーザを削除すると、このユーザに所属するす
べてのタスクも削除されます。

インスタンスを削除するには次のように操作します。

1. [タスク&ログ]->[タスク結果の表示]を選択します。

テーブルからタスクを選択します。

2. 削除をクリックします。タスク インスタンスがデータベースから削除されます。

注記：タスク インスタンスが実行中である場合は、実行中のタスク インスタンスを停止
してからタスクを削除するように指示するメッセージが表示されます。

コマンド ライン インタフェース
ツールをすぐに実行し、タスクを後で実行するようにスケジュールするには、mxtaskコマン
ドを実行します。これらのタスクはコマンド ライン インタフェース（CLI）から実行します。
このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxtaskと入力してHP-UXまたはLinux
のマンページを表示するか、Windowsのコマンド ライン ヘルプを参照してください。マンペー
ジへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参
照してください。

関連プロシージャ

● タスクの作成
● タスクの停止

関連トピック

● タスクの使用法

時間フィルタの適用
タスクを実行すべきタイミングとタスクを実行すべきでないタイミングを決めるには、時間
フィルタをタスクに適用します。時間フィルタの作成、コピー、編集、削除を実行できます。

どのユーザも時間フィルタを作成でき、すべてのユーザが、作成された時間フィルタにアクセ
スできます。

1. [ツール]メニューからツールを選択し、スケジュールボタンが表示されるよう手順に従い、
このボタンをクリックします。詳細については、「タスクの作成」および「タスクのスケ
ジュール設定」を参照してください。

2. 時間フィルタをタスクに適用するには、[時間フィルタの使用:]チェックボックスをオンに
します。
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3. フィルタの管理をクリックします。[タスクのスケジュール]セクションの下に[時間フィル
タの管理]セクションが表示されます。次の4つのオプションが使用できます。

● 新規。新しい時間フィルタを作成するには、[時間フィルタの管理]ボックスから新規を
クリックします。新しい時間フィルタには、デフォルトの名前[新しい時間フィルタ X]
が付いています。ここで「X」は、時間フィルタ名を一意にする数値です。新しい時間
フィルタを保存する場合は、OKまたは適用をクリックします。新しい時間フィルタの
変更をキャンセルする場合は、キャンセルをクリックします。

● 編集。ユーザが作成した時間フィルタは編集できます。時間フィルタの名前は変更で
きません。時間フィルタの名前を変更する必要がある場合は、時間フィルタをコピー
してから名前を変更します。OKまたは適用をクリックすると、時間フィルタの変更内
容が保存されます。編集する時間フィルタが1つ以上のタスクで使用されている場合
は、「編集すると、その時間フィルタを現在使用しているタスクに望ましくない影響
が出る」という意味のメッセージが表示されます。この問題を解決するには、時間フィ
ルタの名前を変更します。

● コピー。すべてのユーザが、時間フィルタをコピーできます。コピーした時間フィル
タは、名前に数値「X」が付いた状態で表示されます。「X」は、時間フィルタ名を一
意にする数値です。時間フィルタの変更内容を保存するには、OKまたは適用をクリッ
クします。

● 削除。ユーザは、他のユーザによって作成された時間フィルタを削除できます。削除
する時間フィルタを選択し、削除をクリックしてください。削除する時間フィルタが1
つ以上のタスクによって使用されている場合は、「1つ以上のタスクによって使用され
ているため、今は削除できない」という意味のメッセージが表示されます。

時間フィルタは、その時間フィルタを作成したユーザの時間帯で作成したり表示したりするこ
とができます。たとえば、デフォルトで使用する時間フィルタを営業時間帯（午前8時から午
後5時）にし、中央管理サーバ（CMS）と同じ標準時間帯でフィルタを表示する場合は、この
フィルタが表示される時間は午前8時から午後5時の間になります。しかし、CMSが東部標準時
（EST）にあり、太平洋標準時（PST）にいるユーザがこれを参照する場合は、時間フィルタの
表示時間は午前5時から午後2時に変わります。また、インストールで作成された時間フィルタ
は、CMSの時間帯を使用します。

関連トピック

● タスクの使用法
● タスクのスケジュール設定

タスク ステータス タイプ
HP Systems Insight Managerでは、次のようなタスクの概要ステータスが報告されます。

● [障害]。タスク インスタンスに障害が発生しており、直ちに対処する必要があります。

● [停止]。タスク インスタンスが停止しています。

● [キャンセル]。タスクが完了する前にタスク インスタンスがキャンセルされています。

● [完了]。タスク インスタンスは正常に完了しています。

● [実行中]。タスク インスタンスは問題なく動作しています。
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● [コピー中]。タスク インスタンスは問題なくコピーを実行しています。

● [待機中]。タスク インスタンスは完了していないか、保留中です。

● [スキップ]。タスク インスタンスにサポートされていないシステムが含まれているか、
システムが無効にされた状態になっています。

注記：ツールがシステムをサポートしていない場合（WindowsツールをLinuxシステムで実
行する場合など）、タスク ステータスは[スキップ]になり、ツールはそのシステムで実行
されません。一部のシステムがツール フィルタに適合しなくても、システムの集合体に対
してタスクを作成することができます。タスクを実行すると、ツール フィルタは、その時
点で適用されます。これは、UIで少数のシステムを選択するときに「システムはLinux OSで
はありません」のようなエラー メッセージを示すターゲット選択確認画面が表示されるこ
ととは異なります。[スキップ]は、システムが無効になっているときに、そのシステムに対
してポーリング ツール（ステータス ポーリングやデータ収集など）を実行する場合にも表
示されます。

関連トピック

● タスクの使用法

300

タスクの使用法



デフォルト ツールの使用法
HP Systems Insight Managerには、数多くの強力なツールが用意されています。

● クラスタ監視。  マルチシステムMSCSクラスタの監視と管理を行う機能が追加されます。

● コマンド ライン ツール。   コマンド ライン ツールは、分散タスク ファシリティ（DTF）
の一部であり、HP Systems Insight Managerで利用可能なツールのうちの1つです。

● カスタム コマンド。  ユーザが、アプリケーションやスクリプトを起動するカスタム コ
マンド ツールを作成して、管理できるようにします。

● デバイスのping。  1台以上のシステムに対してpingを実行できます。

● ディスク スレッショルド。  監視対象ノードのディスク利用状況の正常範囲、マイナー
範囲、メジャー範囲が定義されます。ディスク スレッショルドの設定と削除に使用します。

● DMIアクセス。  HP Systems Insight Manager 中央管理サーバ（CMS）を、選択された、
DMIがインストールされているHP-UXシステム上のイベント ターゲットとして設定できま
す。

● HP ProLiant Essentials Server Migration Pack（SMP）。  HP ProLiant Essentials
Virtual Machine Management Pack（VMM）の機能を拡張して、統合P2Vマシン
（physical-to-virtual）およびV2Vマシン（virtual-to-virtual）移行機能を提供します。

注記：このソフトウェアは、英語版のみ提供されています。また日本語OSへのインストー
ルはサポートされていません。

● ProLiant Support Packの初期インストール。  ユーザが管理対象システムにソフトウェ
アをインストールできるようにします。

● ライセンス。  Windowsプラットフォームでのキー配布、調整、レポートなど、HP Systems
Insight Managerからライセンス キーを管理できます。

● 管理プロセッサ ツール。  管理プロセッサが検出されると使用可能になるツールは、system
power、system locator、new user、modify user、delete user、LAN access、LDAP settings、
iLO control、firmware update、およびdeploying SSH public keysです。

● 管理情報ベース（MIB）ツール。  MIBの管理に使用できるツールは、compiling MIBs、
editing MIBs、registering and unregistering MIBs、およびviewing MIBsです。

● OpenSSHのインストール。  中央管理サーバ（CMS）から実行し、対象となるWindows
システムにOpenSSHサービスをインストールしてから、mxagentconfigコマンドを実行
して設定を完了します。

● Performance Management Pack（PMP）。  監視対象サーバのパフォーマンスの監
視と分析をリアルタイムで行い、記録されたデータ セッションをPMPレポジトリから直接
表示できます。

● Process Resource Manager（PRM）ツール。  HPのProcess Resource Manager（PRM）
を使用すると、システム管理者は、ビジネスが必要としているところに適切な量のシステ
ム リソースを正確に集中させることができます。

● プロパティ ページ。  完全な設定権があるユーザは、WBEMシステムのプロパティペー
ジを表示できます。このページには、ネットワーク上にあるターゲット システムに関する
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説明に役立つWBEMプロパティ、システムのステータスの調査に役立つWBEMプロパティ、
およびWBEMプロパティに基づくターゲット システムのインベントリが含まれます。

● エージェント設定のレプリケート。  HP Systems Insight Managerにより、Webエージェ
ントの設定をソース システムから取得して任意に編集し、Webエージェントを通して1台
以上のターゲット システムに、その設定をリモートで配布できます。

● Serviceguardクラスタ。  HP Serviceguard Managerを実行してクラスタ情報を表示す
るメカニズムを提供します。

● SNMPアクセス。  HP Systems Insight Manager 中央管理サーバ（CMS）を、選択された
HP-UXシステム上のトラップ ターゲットとして設定できます。

● System Management Homepage。  システムにインストールされている管理ソフト
ウェアとユーティリティのステータスが表示されます。

● システム ページ。  システムの一般情報、システムのステータス、システムに関連する
URLのリストなど、ある特定のシステムに関連するすべての情報が表示されます。

● バージョン コントロール。  HP Insightマネジメント エージェント（HPバージョン コン
トロール レポジトリ マネージャ、HPバージョン コントロール エージェント、その他のエー
ジェント）を使用し、ソフトウェア更新、および関連タスクを容易に実行できます。

● HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack  HP ProLiant Essentials
Virtual Machine Management Packエージェントを、ターゲットVMホストにインストールで
きます。

注記：現在Vulnerability and Patch Management Packは、日本語OSへのインストールはサ
ポートされていません。

● Webmin。  UNIXのシステム管理用のWebベース インタフェースです。Linux環境でも
使用できます。HP Systems Insight Managerを使用すると、ユーザ アカウント、Apache、
DNS、ファイル共有などを設定できます。

関連プロシージャ
● 新規コマンド ライン ツール
● 新規コピー ファイル ツール
● 新規コマンド ライン ツール
● 新規コピー ファイル ツール
● ツールの削除と回復
● 新規Web起動ツール
● 新規X Windowツール
● ディスク スレッショルドの設定
● キーの収集
● キーのインストール
● キーの管理
● ファイルからのキーの追加
● キーの個別追加
● キー データベースの内容の表示
● キー詳細の表示
● 管理プロセッサ ユーザの削除
● 管理プロセッサへのSSHパブリック キー展開
● 管理プロセッサ ユーザの編集
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● 管理プロセッサ ファームウェアのアップグレード
● 管理プロセッサのiLO制御の設定
● 管理プロセッサLANアクセスの設定
● 管理プロセッサのLDAPの設定
● 管理プロセッサの新しいユーザの作成
● 管理プロセッサのシステム ロケータ オプションの設定
● 管理プロセッサのシステム電源オプションの設定
● MIBのコンパイル
● MIBの編集
● MIBの登録
● MIBの登録解除
● MIBの表示
● 新規カスタム コマンドの作成
● カスタム コマンドの管理
● プロパティ ページ
● 初期ProLiant Support Packのインストール
● RDPを使用したOpenSSHの複数システムへのインストール
● OpenSSHのインストール
● エージェント設定のレプリケート タスクの作成
● SNMPを使用したストレージ検出
● HP Systems Insight ManagerのSNMPストレージ ソリューションとの併用
● RPMのインストール
● RPMのクエリ
● RPMのアンインストール
● RPMの確認
● System Management Homepageへのアクセス
● 単一システムのシステム プロパティの編集
● 単一システムのシステム監視の停止と回復
● ソフトウェアとファームウェアのインストール
● バージョン コントロール エージェントへのアクセス
● バージョン コントロール レポジトリ マネージャへのアクセス
● VMMエージェントのインストール
● VMMへのアクセス
● VMホストのライセンス

関連トピック
● コマンド ライン ツール
● カスタム コマンド
● クラスタ監視
● デバイスのping
● ディスク スレッショルド
● DMIアクセスの設定
● SNMPを使用したストレージ統合
● ライセンス マネージャ
● 管理プロセッサ ツール
● MIBの管理
● パートナー アプリケーション
● PMPツール
● Process Resource Managerの概要
● エージェント設定のレプリケート - リファレンス
● RPMパッケージ マネージャ
● HP Serviceguard Managerの概要
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● Server Migration Pack
● SNMPアクセスの設定
● System Management Homepage
● システム ページ
● バージョン コントロール
● Virtual Machine Management Pack
● Webminの概要

クラスタ監視
クラスタ モニタにより、MSCSクラスタを監視できます。

クラスタ監視ページにアクセスするには、以下のいずれかの手順を実行します。

1. [ツール]->[システム情報]->[クラスタ監視]を選択します。

注記： MSCSクラスタが検出されていない場合、[クラスタ監視]はメニューに表示されま
せん。

2. ターゲットMSCSクラスタを選択して、すぐに実行をクリックします。ターゲット クラス
タの選択の詳細については、「タスクの作成」を参照してください。

または

1. [システムおよびイベント]パネルの下にある[システム]を展開してクラスタ収集を選択し、
クラスタを見つけます。

適切なクラスタ収集テーブルが、作業領域に表示されます。

注記：アクセス権限があるMSCSクラスタのみが、クラスタ テーブル ビュー ページに表
示されます。

2. [クラスタ名]列で、MSCSクラスタの名前をクリックします。

または

クラスタ テーブル ビュー ページの[CS]列のMSCSクラスタ ステータス アイコンをクリッ
クします。

このクラスタの[クラスタ監視]ページが表示されます。

[クラスタ監視]ページには、4つのタブがあります。

注記:

どのタブにも、[問題情報]セクションがあり、そのタブで報告されているあらゆ
る問題の詳細情報が表示されます。たとえば、[クラスタ]タブでは、クラスタの
ステータスが正常以外である場合に、そのステータス情報がこのセクションに表
示されます。
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注記:

各タブには、[最終更新日]フィールドもあり、そのタブの情報が最後に更新され
た時間が表示されます。

● クラスタ。  クラスタのステータス、名前、IPアドレス、クォーラムなどのクラスタ情報
があります。

● ノード。  ノードのステータス、名前、IPアドレスなどのノード情報があります。

● ネットワーク。  ネットワークのステータス、名前、マスク、状態、役割、説明などの
ネットワーク情報があります。

● リソース。  ステータス、名前、IPアドレス、状態、グループ、所有者ノード、タイプ、
リソースのドライブなどの、クラスタについてのMSCSリソース情報があります。

関連トピック

● クラスタ監視のクラスタ タブ
● クラスタ監視のノード タブ
● クラスタ監視のネットワーク タブ
● クラスタ監視のリソース タブ

クラスタ リソース設定の指定
環境に合わせてクラスタ監視リソースをカスタマイズするには、クラスタレベルのリソース設
定を指定します。

注記:

クラスタ監視のどのドロップダウン ボックスでも、キーボードで英数字を入力
したり、矢印キーでオプションを強調表示するときは、項目を選択するために必
ずEnterキーを押してください。

クラスタ リソース設定を指定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[クラスタ監視]->[クラスタ リソースの設定]を選択します。[クラスタ監視 -
クラスタ リソースの設定]ページが表示されます。

2. [クラスタ タイプ]リストから[すべて（MSCS）]を選択して、MSCSクラスタを設定しま
す。

3. [リソース]リストから[MSCS]を選択します。

4. [ポーリング]を選択して、ポーリング率を設定します。

注記：[ポーリング]は5分以上に設定することをおすすめします。
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5. 変更内容を保存するには、OKをクリックします。

関連プロシージャ

● ノード リソース設定の指定

関連トピック

● クラスタ テーブル ビュー ページ
● クラスタ監視

ノード リソース設定の指定
環境に合わせてクラスタ監視をカスタマイズするには、ノードレベルのリソース設定を指定し
ます。

ノード リソース設定を指定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[クラスタ監視]->[ノード リソースの設定]を選択します。[クラスタ監視 -
ノード リソースの設定]ページが表示されます。

2. ページ最上部の[クラスタ]リストからクラスタを選択します。すべてのクラスタで同じよ
うにリソースを設定するには、[すべて]を選択します。CPU利用率やディスク容量のポー
リング率を設定するには、クラスタ選択を[すべて]に設定する必要があります。

3. [ノード]リストからノードを選択します。選択したクラスタのすべてのノードに同じリソー
スを設定するには、[すべて]を選択します。手順1のクラスタと同様、一部のリソース属性
は、すべてのノードに対して一度しか設定できないので、すべてのクラスタとノードを選
択する必要があります。特定のリソース属性のヘルプを表示するには、個々の属性の説明
を参照してください。

4. リソースの設定可能パラメータのボタンを表示するには、[リソース]リストからリソース
を選択します。

5. 適切なリソース オプションを指定します。

注記：[ポーリング]は5分以上に設定することをおすすめします。

注記： [クラスタ]リストから[すべて]を選択し、[リソース]リストから[CPU]か[ディスク]
を選択した場合、ポーリング値かスレッショルド値を設定できます。[ポーリング]を選択
して値を設定してから[スレッショルド]を選択して値を設定し、[ポーリング]を再び選択す
ると、新しいポーリング値が表示されます。OKをいつクリックしたかに関係なく、ポー
リング値かスレッショルド値の設定後は、この値が保存され、元の値にはリセットされま
せん。これは、スレッショルドの設定時にも当てはまります。

6. 変更内容を保存するには、OKをクリックします。

関連プロシージャ

● クラスタ リソース設定の指定

関連トピック

● クラスタ テーブル ビュー ページ
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● クラスタ監視

クラスタ監視のクラスタ タブ
クラスタ監視の[クラスタ]タブは、MSCSクラスタについての次の情報を表示します。

● ステータス。  クラスタのステータスを表示します。クラスタのステータスには、クリ
ティカル、メジャー、マイナー、正常、および不明があります。ステータス タイプの詳細
については、「システム ステータス タイプ」を参照してください。

● 名前。  クラスタの名前またはエイリアス。

● IPアドレス。  クラスタのエイリアスのIPアドレス。

● クォーラム。  重要なクラスタ データを保持し、すべてのノードが最新のデータベース変
更にアクセスできることを保証するリソース。

カラム見出しをクリックすると、[クラスタ]タブ上の情報を並べ替えることができます。これ
によって、昇順か降順で列が並び替わります。

[問題情報]セクションには、クラスタの、正常以外のステータスについての詳細情報が表示さ
れます。

関連トピック

● クラスタ監視
● クラスタ監視のノード タブ
● クラスタ監視のネットワーク タブ
● クラスタ監視のリソース タブ
● システム ステータス タイプ

クラスタ監視のノード タブ
クラスタ監視の[ノード]タブは、MSCSクラスタについての次の情報を表示します。

● ステータス。  ノードのステータスを表示します。ノードのステータスには、クリティカ
ル、メジャー、マイナー、正常、障害、および不明があります。ノードのステータス タイ
プの詳細については、「システム ステータス タイプ」を参照してください。

● 名前。  ノード名。

● IPアドレス。  ノードのIPアドレス。

カラム見出しをクリックすると、[ノード]タブ上の情報を並べ替えることができます。これに
よって、昇順か降順で列が並び替わります。

[問題情報]セクションには、ノードの、正常以外のステータスについての詳細情報が表示され
ます。

関連トピック

● クラスタ監視
● クラスタ監視のクラスタ タブ
● クラスタ監視のネットワーク タブ
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● クラスタ監視のリソース タブ
● システム ステータス タイプ

クラスタ監視のネットワーク タブ
クラスタ監視の[ネットワーク]タブは、MSCSクラスタについての次の情報を表示します。

● ステータス。  ネットワークのステータスを表示します。ネットワークのステータスに
は、クリティカル、メジャー、マイナー、正常、無効および不明があります。ネットワー
ク ステータス タイプの詳細については、「システム ステータス タイプ」を参照してくだ
さい。

● 名前。  ノード間の内部通信を伝達し、クラスタ リソースに対するクライアント アクセ
スを提供するサーバ クラスタ オブジェクト。

● マスク。  クラスタ内の各ネットワークに関連付けられたサブネット マスク。

● 状態。  ネットワークの状態。正常（ネットワークの状態は、オンラインか使用可能で
す）。劣化（ネットワークがパーティション分割されています）。障害（ネットワークの
状態がオフラインです）。その他（エラーが発生して、ネットワークの正確な状態を判断
できないか、ネットワークの状態が使用不可能です）。

● 役割。  ネットワーク名がクラスタで果たす役割。クラスタのネットワーク名、クラスタ
のコンピュータ システムのネットワーク名、クラスタのグループのネットワーク名。

● 説明。  ネットワークの説明

カラム見出しをクリックすると、[ネットワーク]タブ上の情報を並べ替えることができます。
これによって、昇順か降順で列が並び替わります。

[問題情報]セクションには、ネットワークの、正常以外のステータスについての詳細情報が表
示されます。

関連トピック

● クラスタ監視
● クラスタ監視のクラスタ タブ
● クラスタ監視のノード タブ
● クラスタ監視のリソース タブ
● システム ステータス タイプ

クラスタ監視のリソース タブ
クラスタ監視の[リソース]タブは、MSCSクラスタについての次の情報を表示します。

● ステータス。  リソースのステータスを表示します。リソースのステータスには、クリ
ティカル、メジャー、監視、正常、および不明があります。ネットワーク ステータス タイ
プの詳細については、「システム ステータス タイプ」を参照してください。

● 名前。  ノードが所有したり、オンラインにしたり、オフラインにしたり、ノード間で移
動したり、サーバ クラスタ オブジェクトとして管理したりできる物理要素または論理要
素。

● IP。  クラスタのIPアドレス。
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● 状態。  リソースの状態。正常（リソースの状態はオンラインです）。劣化（リソースの
状態は、使用不可、オフライン、オンライン保留、オフライン保留のうちいずれかです）。
障害（リソースの状態は障害です）。その他（リソースの状態を判断できません）。

● グループ。  単一のサーバ クラスタ オブジェクトとして管理されるリソースの集合。

注記：グループ リソースにアクセスするには、グループにネットワーク名と、関連するIP
アドレスを割り当てる必要があります。グループは、クラスタ内の任意のノードが所有で
き、負荷の均一化やその他の管理目的で、完全な設定権があるユーザが移動できます。障
害が発生すると、グループ全体がフェールオーバされ、クラスタ ソフトウェアがすべての
グループ リソースとデータをクラスタ内の別のノードに転送するよう指示します。転送さ
れた（フェールオーバされた）グループのリソースとデータは、別のノードへ移動された
後でも、同じネットワーク名とIPアドレスでアクセスできます。

● オーナーノード。  リソースが常駐するノード。

● タイプ。  類似した特徴を持つリソースを分類し、管理するために使用するサーバ クラス
タ オブジェクト。

● ドライブ。  リソースが存在するディスクまたはドライブ。

[最終更新日]フィールドには、タブ上の情報の最後に更新された日時が表示されます。[問題情
報]セクションには、報告されているあらゆるリソースの問題についての詳細情報が表示されま
す。

[問題情報]セクションには、リソースの、正常以外のステータスについての詳細情報が表示さ
れます。

関連トピック

● クラスタ監視
● クラスタ監視のクラスタ タブ
● クラスタ監視のノード タブ
● クラスタ監視のリソース タブ
● システム ステータス タイプ

MSCSステータス
MSCSステータスの監視

HP Systems Insight Managerは、各監視対象Windowsクラスタ上のMSCS（Microsoft Clustering
Service）のステータスを監視し、クラスタ監視にクラスタ属性として表示します。クラスタ監
視は、クラスタ テーブル ビュー ページの[CS]列にクラスタ ステータスを提供します。クラス
タ監視は、設定された間隔でクラスタをポーリングして、ステータス値を取得します。

MSCSリソースの設定については、「クラスタ監視のポーリング率」を参照してください。

[クラスタ監視 - クラスタ リソースの設定]ページにアクセスするには、（[オプション]->[クラ
スタ監視]->[クラスタ リソースの設定]）をクリックします。
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注記:

完全な設定権があるユーザのみが、ポーリング値を変更できます。

関連トピック

● クラスタ監視
● クラスタ監視リソース

クラスタ監視リソース

HP Systems Insight Managerは、次のようなクラスタ監視リソースをサポートします。

● ディスク
● CPU
● システム

システム リソースは、クラスタ メンバのシステム ヘルスを監視します。

ディスクおよびCPUリソースは、それぞれ、ディスク容量およびCPUの利用率を監視します。
クラスタのそれぞれのノードには、マイナー スレッショルドとメジャー スレッショルドを設
定できます。このスレッショルドに達すると、クラスタ監視は、HP Systems Insight Managerイ
ベントを生成します。イベントにより、HP Systems Insight Managerオプションで設定したよう
に、関連するEmail通知とポケベル通知がトリガされます。

クラスタ監視の状態

注記:

クラスタのすべてのノードがダウンしている場合、クラスタ状態は[その他]にな
ります。

次の表では、リストごとに状態カテゴリについて説明します。
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その他障害劣化正常リスト

ノード ステータス
は使用不可能であ
り、判断できませ
ん。

ノード ステータス
はダウンです。ま
たは、クラスタの
編成か再結合を試
しています。

ノードステータス
はダウンです。ク
ラスタの改善か再
結合を試してお
り、クラスタのア
クティブ メンバと
して動作していま
すが、リソースや
リソース グループ
をホストできませ
ん。または、アッ
プしていますが、
クラスタ アクティ
ビティが一時停止
しています。

ノードのステータ
スは、アクティブ
なクラスタ メンバ
です。

ノード

ネットワークの状
態により、エラー
が発生したことが
示されています。
ネットワークの正
確な状態を判断で
きず、ネットワー
クの状態は使用不
可能です。

ネットワークの状
態はオフラインで
す。

ネットワークの状
態はパーティショ
ン分割です。

ネットワークの状
態は、オンライン
か使用可能です。

ネットワーク

リソースの状態は
不明です。

リソースの状態は
障害です。

リソースの状態
は、使用不可、オ
フライン、オンラ
イン保留、または
オフライン保留の
うちのいずれかで
す。

リソースの状態は
オンラインです。

リソース

注記:

Microsoft Cluster Serviceの詳細については、Microsoftのマニュアルを参照してく
ださい。

関連トピック

● クラスタ監視
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クラスタ監視のリソースおよび関連設定

注記:

クラスタ監視は、MSCSクラスタのみを対象としますが、クラスタ監視のCPUお
よびディスク スレッショルド機能は、クラスタ ノードがHP Insightマネジメント
エージェントを実行していれば、どのクラスタでも使用できます。

このバージョンのHP Systems Insight Managerには、次のノードレベル クラスタ監視 リソース、
および関連設定が含まれます。

● CPU（「クラスタ監視のポーリング率」または 「クラスタ監視のリソース スレッショル
ド」を参照）

● ディスク（クラスタについては、「クラスタ監視のポーリング率」または「クラスタ監視
のリソース スレッショルド」を参照）

● システム（ノードについては、「クラスタ監視のポーリング率」を参照）

注記:

CPUの利用率データについては、「クラスタ監視リソース」を参照してくださ
い。

関連プロシージャ

● システム収集またはクラスタ収集のカスタマイズ
● クラスタの高度な検索の実行

関連トピック

● クラスタ監視
● システムとイベントの検索
● クラスタ監視リソース
● クラスタ テーブル ビュー ページ
● [システムおよびイベント]パネルのナビゲート
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クラスタ監視のポーリング率

ポーリング率

注記:

すべてのクラスタのすべてのノードに、1つのポーリング率（間隔）のみを指定
できます。別々のノードに別々のポーリング率を指定できないので、[クラスタ]
ドロップダウン リストと[ノード]ドロップダウン リストの両方で[すべて]を選択
した場合に限り、設定ページにポーリング フィールドが表示されます。

CPUポーリング率

CPUポーリング率は、クラスタ監視が、監視対象ノードの該当するHP Insightマネジメント エー
ジェントからレポートされるCPU利用率をチェックする頻度を指定します。

CPUポーリング率は、クラスタ監視のノード リソース設定を行って、調整してください。ノー
ド リソース設定の詳細については、「ノード リソース設定の指定」を参照してください。

ディスク ポーリング率

ディスク ポーリング率は、クラスタ監視が、監視対象ノードの該当するHP Insightマネジメン
ト エージェントからレポートされる空きディスク容量をチェックする頻度を指定します。

ディスク ポーリング率は、クラスタ監視のノード リソース設定を行って、調整してください。
ノード リソース設定の詳細については、「ノード リソース設定の指定」を参照してください。

MSCSステータスのポーリング率

入力するポーリング率は、クラスタ監視が、監視対象クラスタのMSCSのステータスをチェッ
クする頻度を指定します。

ステータス ポーリング率は、クラスタ監視のクラスタ リソース設定を行って、調整してくだ
さい。クラスタ リソース設定の詳細については、「クラスタ リソース設定の指定」を参照し
てください。

システム ステータスのポーリング率

システム ポーリング率は、クラスタ監視が、監視対象ノードの該当するHP Insightマネジメン
ト エージェントからレポートされるノード ステータスをチェックする頻度を指定します。

システムはノード レベルの属性なので、ポーリング率を調整するには、クラスタ監視のノード
リソース リソース設定を行います。ポーリング率は、リソースのグローバル属性なので、すべ
てのクラスタのすべてのノードに1つのポーリング間隔しか指定できません。ポーリング フィー
ルドは、[クラスタ]ドロップダウン リストと[ノード]ドロップダウン リストで[すべて]を選択
した場合に限って、設定ページに表示されます。

関連プロシージャ

● クラスタ リソース設定の指定
● ノード リソース設定の指定
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関連トピック

● クラスタ監視

クラスタ監視のリソース スレッショルド
スレッショルドの概要

クラスタリソースは、スレッショルドを使用してHP Systems Insight Managerイベントをトリガ
します。ディスク リソースではディスク容量のスレッショルドを設定し、CPUリソースでは
CPU利用状況のスレッショルドを設定します。

ディスク容量スレッショルド

ディスク リソースは、ディスク容量データを収集します。スレッショルドが設定されている[ク
ラスタ監視 - ノード リソースの設定]ページにアクセスするには、[オプション]->[クラスタ監
視]->[ノード リソースの設定]を選択します。

[選択したリソースの設定]セクションに入力したスレッショルド値により、監視対象ノードの
ディスク利用率の正常範囲、マイナー範囲、およびメジャー範囲が定義されます。

ディスクごとに、4つのスレッショルドがペアになっています。各マイナー スレッショルドと
各メジャー スレッショルドは、対応するリセット スレッショルドに関連します。利用率は、
メジャー スレッショルド値以上になるとメジャー範囲になり、メジャー リセット値以下にな
るまでメジャー範囲に留まります。マイナーとメジャーのリセット スレッショルドは、同じよ
うに動作します。

クラスタの各ノードのディスクごとに異なるスレッショルドを指定できます。

ディスク容量スレッショルドの設定方法については、「ノード リソース設定の指定」を参照し
てください。

CPU利用状況スレッショルド

CPUリソースは、特定のノードのCPU利用率データを収集します。スレッショルドが設定され
ている[クラスタ監視 - ノード リソースの設定]ページにアクセスするには、[オプション]->[ク
ラスタ監視]->[ノード リソースの設定]を選択します。

[選択したリソースの設定]セクションに入力したスレッショルド値により、選択したノードの
CPU利用率の正常範囲、マイナー範囲、およびメジャー範囲が定義されます。

CPUごとに、4つのスレッショルドがペアになっています。各マイナー スレッショルドと各メ
ジャー スレッショルドは、対応するリセット スレッショルドに関連します。利用率は、メ
ジャー スレッショルド値以上になるとメジャー範囲になり、メジャー リセット値以下になる
までメジャー範囲に留まります。マイナーとメジャーのリセット スレッショルドは、同じよう
に動作します。

クラスタの各ノードのCPUごとに異なるスレッショルドを指定できます。

CPUスレッショルドの設定方法については、「クラスタ リソース設定の指定」を参照してくだ
さい。
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関連トピック

● クラスタ監視

コマンド ライン ツール
基本的なUNIXコマンドとWindowsコマンドを1台以上のシステムでリモートで実行するには、
コマンド ライン インタフェース（CLI）ツールを使用します。

注記:

それぞれのコマンドの詳細については、コマンド ツールをインストールしてい
るHP-UXシステムとLinuxシステムの関連マンページ、またはWindowsのコマンド
ライン ヘルプを参照してください。

注記:

lsとdfなど、HP-UXとLinuxで提供されるコマンド ライン ツールは、デフォルト
ではrootユーザの権限で実行されます。セキュリティを確保するために、特定ユー
ザとしてコマンド ライン ツールを実行させ、意図していない機能をユーザに許
可することを防止しなければならないことがあります。

コマンド ライン ツールを起動するには、次のように操作します。

1. LinuxまたはUNIXのコマンド ライン ツールの場合、[ツール]->[コマンド ライン ツー
ル]->[UNIX/Linux]を選択します。

または

Windowsのコマンド ライン ツールの場合、[ツール]->[コマンド ライン ツー
ル]->[Windows]を選択します。

2. 実行するコマンド ライン ツールを選択し、手順に従ってツールを起動します。手順で支
援が必要な場合は、「タスクの作成」を参照してください。

3. すぐに実行をクリックします。ツールが起動されます。

コマンド ライン インタフェース
コマンド ライン インタフェースから1つ以上のシステムでコマンド ツールを起動するには、
mxexecコマンドを使用します。このコマンドの詳細については、関連マンページを参照して
ください。マンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コ
マンドの使用」を参照してください。

関連トピック

● コマンド ライン インタフェース コマンドの使用
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● タスクの使用法
● タスク結果の表示

新規コマンド ライン ツールの作成

注記:

これらのツールは、HP-UXおよびLinux 中央管理サーバ CMSシステムでのみ利用
できます。Windows CMSでは利用できません。

新しいコマンド ライン ツールは、分散タスク ファシリティ（DTF） の一部であり、HP Systems
Insight Managerで利用可能なツールのうちの1つです。完全な設定権があるユーザは、新しい
コマンド ライン ツールを作成できます。[コマンド ライン ツール]メニューには、作成された
ツールが表示されます。表示されたツールをスケジュールすることもできます。

使用できる新しいツールには、以下のものがあります。

● 新しいコマンド ライン ツール。  [ツール]->[コマンド ライン ツール]->[新規コマンド
ライン ツール]->[新規コマンド ライン ツール]を選択します。[新規コマンド ライン ツー
ル]ページが表示されます。

● 新しいコピー ファイル ツール。  必要に応じて、スクリプトをコピーし実行するツール
を作成するために使用します。[ツール]->[コマンド ライン ツール]->[新規コマンド ライン
ツール]->[新規ファイル コピー ツール]を選択します。[新規ファイル コピー ツール]ページ
が表示されます。

● 新しいX Windowsツール。  [ツール]->[コマンド ライン ツール]->[新規コマンド ライ
ン ツール]->[新規X Windowツール]を選択します。[新規X Windowツール]ページが表
示されます。

関連プロシージャ

● 新規コマンド ライン ツール
● 新規コピー ファイル ツール
● ツールの削除と回復
● 新規Web起動ツール
● 新規X Windowツール

関連トピック

● コマンド ライン ツール リファレンス
● コマンド ライン ツールでのパラメータ化された文字列の使用例

新規コマンド ライン ツール
このツールを使用して、ターゲット システム上実行される簡単なコマンド ライン ツールを作
成します。このツールは、一時的なXMLツール定義ファイルを/var/tmpの下に作成し、コマン
ドmxtool -af fileを使用してロードします。この操作は、必要なフィールドにデータを入力す
るだけで行えます。
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警告！

このツールをrootユーザの権限で実行するように定義した場合は、コマンドの定
義方法や機能によっては、このツールを実行する権限のあるすべてのユーザが管
理対象システムにアクセスできるようになる場合があります。それ以外の場合
は、ツールは、HP Systems Insight Manager ユーザの権限で実行され、
mxagentconfigコマンドを使用して、そのユーザのSSHパブリック キーが管理
対象システム上で設定される必要があります。

新しいコマンド ライン ツールを作成するには、次のように操作します。

1. [ツール]->[コマンド ライン ツール]->[新規コマンド ライン ツール]->[新規コマンド ライ
ン ツール]を選択します。[新規コマンド ライン ツール]ページが表示されます。

2. [パラメータ]で、標準のツール パラメータを使用して情報を追加します。必要なフィール
ドは次のとおりです。

● ツール名

● ツール コマンド（必要に応じて、パラメータ）

3. すぐに実行をクリックして、新しいツールの作成タスクをすぐに実行するか、スケジュー
ルをクリックしてタスクをスケジュールします。タスクのスケジュール設定の詳細につい
ては、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

追加情報

追加情報は、次の各セクションで提供されています。

● 「ツールのタイプ」

● 「パラメータ化された文字列」

● 「ツール フィルタ」

● 「バージョン番号」

● 「その他の要件」

● 「文書型定義」

関連プロシージャ

● 新規コピー ファイル ツール
● ツールの削除と回復
● 新規Web起動ツール
● 新規X Windowツール

関連トピック

● コマンド ライン ツール
● コマンド ライン ツール リファレンス
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● コマンド ライン ツールでのパラメータ化された文字列の使用例

新規コピー ファイル ツール
スクリプトをターゲット システムにコピーし、必要に応じて、このスクリプトを実行させるコ
マンド ライン ツールを作成するには、新しいコピー ファイル ツールを使用します。

このツールは、ファイルを各システムにコピーし、コマンド（スクリプトの場合はそのファイ
ル）を実行するコマンド ライン ツールを作成します。コピーするファイルのソース パスとター
ゲット パスが異なる必要があることに注意してください。

このツールは、一時的なXMLツール定義ファイルを/var/tmpの下に作成し、コマンドmxtool
-af fileを使用してロードします。この操作は、必要なフィールドにデータを入力するだけで行
えます。

警告！

このツールをrootユーザの権限で実行するように定義した場合は、コマンドの定
義方法や機能によっては、このツールを実行する権限のあるすべてのユーザが管
理対象システムにアクセスできるようになる場合があります。それ以外の場合
は、ツールは、HP Systems Insight Manager ユーザの権限で実行され、
mxagentconfigコマンドを使用して、そのユーザのSSHパブリック キーが管理
対象システム上で設定される必要があります。

新しいコピー ファイル ツールを作成するには、次のように操作します。

1. [ツール]->[コマンド ライン ツール]->[新規コマンド ライン ツール]->[新規ファイル コピー
ツール]を選択します。[新規ファイル コピー ツール]ページが表示されます。

2. [パラメータ]で、標準のツール パラメータを使用して情報を追加します。必要なフィール
ドは次のとおりです。

● ツール名の入力

● 中央管理サーバ上のソースパスの入力

● 管理対象システム上のターゲット パスの入力

● コマンドの入力

パラメータの入力例については、コピー ファイル ツールの作成例を参照してください。

3. すぐに実行をクリックしてタスクをすぐに実行するか、スケジュールをクリックしてタス
クをスケジュールします。タスクのスケジュール設定の詳細については、「タスクのスケ
ジュール設定」を参照してください。

追加情報

追加情報は、次の各セクションで提供されています。

● 「ツールのタイプ」

● 「パラメータ化された文字列」
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● 「ツール フィルタ」

● 「バージョン番号」

● 「その他の要件」

● 「文書型定義」

コピー ファイル ツールの作成例
次に、スクリプト ファイル（myScript）をターゲット システムにコピーして、そのスクリプト
を実行する手順の例を示します。

1. [ツール名の入力]フィールドに、My Scriptなど、新しいツールの名前を入力します。

2. [中央管理サーバ上のソース パスの入力]フィールドに、たとえば、次のように入力しま
す。/home/user name/myScript.

3. [管理対象システム上のターゲット パスの入力]に、ツールを保存するパスを入力します。
例：/tmp/myScript

4. [コマンドの入力]フィールドに、管理対象システム上でツールを実行するコマンドを入力
します。例：sh/rmp/myScript

関連プロシージャ

● 新規コマンド ライン ツール
● ツールの削除と回復
● 新規Web起動ツール
● 新規X Windowツール

関連トピック

● コマンド ライン ツール
● コマンド ライン ツール リファレンス
● コマンド ライン ツールでのパラメータ化された文字列の使用例

新規X Windowツール
このツールを使用して、ターゲット システム上実行されるX Windowコマンド ライン ツール
を作成します。このツールは、一時的なXMLツール定義ファイルを/var/tmpの下に作成し、コ
マンドmxtool -af fileを使用してロードします。この操作は、必要なフィールドにデータを入
力するだけで行えます。

警告！

このツールをrootユーザの権限で実行するように定義した場合は、コマンドの定
義方法や機能によっては、このツールを実行する権限のあるすべてのユーザが管
理対象システムにアクセスできるようになる場合があります。それ以外の場合
は、ツールは、HP Systems Insight Manager ユーザの権限で実行され、
mxagentconfigコマンドを使用して、そのユーザのSSHパブリック キーが管理
対象システム上で設定される必要があります。
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1. [ツール]->[コマンド ライン ツール]->[新規コマンド ライン ツール]->[新規X Windowツー
ル]を選択します。[新規X Windowツール]ページが表示されます。

2. [パラメータ]で、標準のツール パラメータを使用して情報を追加します。必要なフィール
ドは次のとおりです。

● ツール名

● ツール コマンド（必要に応じて、パラメータを指定）

3. すぐに実行をクリックしてタスクをすぐに実行するか、スケジュールをクリックしてタス
クをスケジュールします。タスクのスケジュール設定の詳細については、「タスクのスケ
ジュール設定」を参照してください。

追加情報

追加情報は、次の各セクションで提供されています。

● 「ツールのタイプ」

● 「パラメータ化された文字列」

● 「ツール フィルタ」

● 「バージョン番号」

● 「その他の要件」

● 「文書型定義」

関連プロシージャ

● 新規コマンド ライン ツール
● ツールの削除と回復
● 新規Web起動ツール
● 新規コピー ファイル ツール

関連トピック

● コマンド ライン ツール
● コマンド ライン ツール リファレンス
● コマンド ライン ツールでのパラメータ化された文字列の使用例

コマンド ライン ツール リファレンス
ツールのタイプ

HP Systems Insight Managerのツールには、5つの基本タイプ（単一システム対応（SSA）ツー
ル、マルチシステム対応（MSA）ツール、Web起動対応（WLA）ツール）があります。

SSAツールは、ターゲット システム上で実行され、ターゲット システム環境にのみ対応しま
す。このため、SSAツールを実行する場合は、分散タスク ファシリティ（DTF）がツール情報
を各HP Systems Insight Managerエージェントに送信してツールを実行します。SSAツールに
は、ls、cat、cpなど、一般的なUNIXコマンドをラップするツールがあります。
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MSAツールは、中央のシステム上（場合によっては、中央管理サーバ（CMS））上で実行さ
れ、ターゲット システムのリストの処理方法を認識しています。MSAツールには、HP-UXシス
テム上のIgnite-UXの機能をラップするツールなどがあります。

WLAツールは、通常、ブラウザ内で実行されるツールで、URL（universal resource location）で
指定されます。

パラメータ化された文字列

ツールを正しく作成するために、ツール開発者は、URLとコマンド ラインの形成方法を理解す
る必要があります。ツール開発者は、パラメータ化された文字列を使用することにより、ツー
ル定義ファイル（TDEF）作成の際に使用できるオプションの機能を大幅に強化できます。

パラメータ化された文字列は、置換フィールドのある文字列で、標準Cライブラリにある有名
なprintf()関数で使用されるフォーマット文字列と似ています。これらのフィールドは、（ツー
ル パラメータ属性で定義されているとおり）実行時にユーザが入力した値、タスク コントロー
ラの提供する標準のタスク プロパティ、選択されたターゲット システムまたはシステム グルー
プに関連する値、またはグローバル ツール プロパティ ファイルから取得されたプロパティ値
で置き換えることができます。これによって、非常に具体的なURLまたはコマンド ラインを生
成することが可能になります。

パラメータ化された文字列の置換テーブル

次のパラメータは、グローバル属性値の置換を提供します。

説明パラメータ

実行されているタスクのタスクID。%t

このツールを実行するユーザの名前。%u

このツールを実行するユーザ権限の名前。%e

このツールを実行するコアCMSの管理サーバ
ホスト名。

%s

（#は正の整数）リスト インデックス位置
（%1、%2、%3などのように1ずつ増える）と
して提供される番号（#）が示すパラメータ
を、ユーザ入力値に置き換えてください。

%#

SOAPログオン トークン。SOAP single sing-on
Webアプリケーションで使用します。

%y

次のパラメータは、現在選択されているターゲットの置換を提供します。

説明パラメータ

ターゲット システム（%xトグルが文字列内に
ある場合はシステム グループ）のデータベー
ス名。

%f

ネットワーク名（ホスト名、IPアドレス、IPXア
ドレス、またはシステム名の順）

%n

ネットワーク アドレス（IPアドレス、または
IPXアドレスの順）

%a
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説明パラメータ

システム リンクの設定で指定されたフォーマッ
トでのリンク名（名前、IPアドレス、または完
全DNS名）

%l

このターゲットのWBEMプロキシのIPアドレ
ス。<ip address>:<port#></port#></ip>の形
式。

%p

ターゲット システム（%xトグルが文字列内に
ある場合はシステム グループ）のデータベー
スGUID。

%g

ターゲット システムのシステム タイプ。%b

ターゲット システムのシステムsupタイプ。%c

パラメータ"rt"に指定されているリレーション
タイプのある関連システムで置換します。有効
なリレーションシップ タイプ文字列は、
device_associationsテーブルの
associationTypeNumber列に格納されているも
のです。[.attribute]が指定されている場合は、
指名されたシステム属性の1つがシステムに返
されます。また、ネットワーク名などの一般属
性（.a）も有効です。たとえば、サーバの管理
プロセッサのIPアドレスを取得するに
は、%r{MgmtProcToServer.a%}を使用し、通信
を取得するに
は、%r{MgmtProcToServer.Contact%}を使用し
てください。関連システム属性が省略される
と、各システムに対して、ネットワーク名とIP
アドレスが返されます。ネットワーク名とIPア
ドレスは、"network name|ip address"という
形式で返されます。複数のノードが返される場
合は、カンマで区切られます。なお、リレー
ションシップ タイプ"MgmtProcToServer"を使
用して、すべての管理プロセッサ リレーショ
ンシップ タイプに対する関連システム情報を
返すことができます。

%r% (rt[.attribute]%)

ターゲット システムの指名された属性の値。%(attribute]%)

次のパラメータは、選択されているターゲット システムを複数サポートするために繰り返しを
提供します。

説明パラメータ

繰り返しパターン（現在の選択が存在する場合
にのみ繰り返します）。現在ターゲットの選択
が存在しない場合は、拡張内の区切り文字の間
のテキストが削除されます。これによって、テ
キストがオプションとなり、ターゲット選択リ
ストに依存するようになります。

%( ... %)

選択インデックス（1から始まる）。%i
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説明パラメータ

何も置換しません。選択インデックスを次の整
数に増加させ、参照されるターゲット システ
ムを選択されたターゲット リスト内の次のター
ゲットに移動します。

%z

暗号化されたテキスト（他のすべてのパラメー
タが置換された後に暗号化します）。

%�< ... >l

置換語に、コマンド/URLに%を保持することを
可能にします。

%%

ツール フィルタ
ツール フィルタは、ツールの記述者が、選択したシステム上でツールを実行するかどうかを制
御できるようにする機能です。ほとんどのツールは、正常な動作が一部のプラットフォームの
みで提供されているコマンドに依存するという点でプラットフォーム依存です。たとえば、bdf
ツールは、bdfコマンドに依存します。このコマンドは、HP-UXプラットフォームで提供されま
すが、Linuxプラットフォームではその名前では使用できません。ツールは、フィルタ要件を満
たすシステムが1台以上検出されている場合にのみ、[ツール]メニューに表示される必要があり
ます。検出されたシステムは、フィルタ要件を満たす必要があり、すべてのフィルタ要件に合
格した場合のみ実行されます。そのためには、ツールは、システム フィルタ式に、動作可能な
すべてのシステムがもつ必要のあるシステム属性を指定します。

ツールが動作するために必要なシステム属性は、次の形式をもつシステム フィルタ式によって
指定されます。

<system-filter name="attribute-name" operator="eq" 
value="attribute-value" />
または
<system-filter name="attribute-name" operator="ge" 
value="attribute-value" />
または
<system-filter name="attribute-name" operator="lt" 
value="attribute-value" />
または
<system-filter name="attribute-name" operator="ct" 
value="attribute-value" />
または
<system-filter name="attribute-name" operator="neq" 
value="attribute-value" />
または
<system-filter name="attribute-name" operator="nct" 
value="attribute-value" />

eq演算子は、ツールの動作可能なシステムは指定された属性値と完全に同じ属性値をもつ必要
があることを指定します。この演算子は、システム フィルタ式で使用可能なあらゆる属性名に
適用されます。ge演算子は、ツールの動作可能なシステムは指定されている属性値以上の値を
もつ必要があることを指定します。lt属性とge属性は、リビジョン属性、特にOSタイプ フィル

323

デフォルト ツールの使用法



タ内のOSRivision属性、およびProtocolタイプ フィルタのすべての属性でのみ使用できます。こ
れらの属性の値は、数値または文字列で指定できます。ct演算子は、ツールの動作可能なシス
テムは指定された値を含む属性をもつ必要があることを指定します。neq演算子は、ツールの
動作可能なシステムは指定された属性値と完全に同じ属性値をもってはならないことを指定し
ます。この演算子は、システム フィルタ式で使用可能なあらゆる属性名に適用されます。nct
演算子は、ツールの動作可能なシステムは指定された値を含む属性をもってはならないことを
指定しますシステムでは、フィルタ式が指定できる数値の属性に、OSRevisionとProtocol Support
属性を含みます。これらは、バージョン番号ですバージョン番号に指定できる値とその比較方
法は、以下の「バージョン番号」の項に説明されています。attribute-nameは、以下の表にある
値の1つ、またはシステムのProtocolSupport属性からのプロトコル名です。attribute-valueは、
attribute-nameに対して存在するシステム属性値の1つです

属性値は、Distributed Task Force（DMTF）の共通情報モデル（CIM）に基づいています。 通
常、これらの値はシステム認証プロセス中に定義されます。このプロセスは、WBEMとSNMP
を使用してシステム属性を決定します。 このリリースでは、有効なOSName値は、HP-UXと
Linuxです。HP-UXのOSName値については、OSRelease属性値の最初のアルファベット フィー
ルドが削除されます（たとえば、B.11.11は11.11として格納されます）。

システム フィルタ式は、includeフィルタ式の一部として使用されます。includeフィルタ式に
は3つのタイプがあり、それぞれ、異なったカテゴリの属性名でのフィルタが可能です。

可能な属性名フィルタ タイプカテゴリ

OSName、OSVendor、OS
Revision

osオペレーティング システム

DeviceType、DeviceSubType、
Model

hardwareハードウェア

HTTPを除く任意のプロトコル名protocolプロトコル サポート

あらかじめ定義されているシス
テム属性については、mxsystem
（1M） （mxsystem(1M)
[man/mxsystem.1m.html]) また
はmxsystem（4） （mxsystem(4)
[man/mxsystem.4.html]）を参照
してください。あらかじめ定義
されている任意のシステム属性
または任意のカスタム システム
属性が該当する可能性がありま
す。

otherその他

includeフィルタには、可能な属性名を使用した1つまたは複数のシステム フィルタ式が含まれ
ています。たとえば、osフィルタでは、次のように構成することができます。

<include-filter type="os">
<system-filter name="OSName" 
operator="eq" value="LINUX" />
<system-filter name="OSVendor" 

operator="eq" value="RedHat" />
<system-filter name="OSRevision" 

operator="ge" value="7.2" />
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</include-filter>

includeフィルタは、可能なすべての属性をすべて含む必要はありません。複数の属性が含まれ
る時は、条件はともに論理ANDになります。属性は、includeフィルタ内に複数回出てきてはい
けません。ただし、バージョン番号をもつ属性は、片方の演算子がlt、もう一方の演算子がge
の場合は、2回指定することができます。次に例を示します。

<include-filter type="protocol">
<system-filter name="WBEM" 

operator="lt" value="2.6" />
<system-filter name="WBEM" 
operator="ge" value="2.4" />
</include-filter>

これは、ツールが、WBEMプロトコルバージョン2.4以上で2.6未満をサポートするシステムの
任意の集合に対して表示されるべきであることを指定します。

ツールに異なるタイプのincludeフィルタが複数ある場合は、条件はともに論理ANDになりま
す。オペレーティング システムとハードウェア依存の両方をもつツールは、次のフィルタを使
用できます。

<include-filter type="os">
<system-filter name="OSName" 
operator="eq" value="LINUX" />

</include-filter>
<include-filter type="hardware">

<system-filter name="DeviceSubType" 
operator="eq" value="HPVectra" />

</include-filter>

ツールに同じタイプのincludeフィルタが複数ある場合は、条件はともに論理ORになります。2
つ異なったオペレーティング システム上で使用可能なツールは、次のように指定できます。

<include-filter type="os">
<system-filter name="OSName" 
operator="eq" value="LINUX" />

</include-filter>
<include-filter type="os">

<system-filter name="OSName" 
operator="eq" value="HPUX" />
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</include-filter>

このツールは、LinuxまたはHP-UXのいずれかを使用するシステムのあらゆる収集で表示されま
す。

ツール フィルタは、選択されたシステム上に定義された値をもつフィルタされる属性に依存し
ます。"os"フィルタタイプでは、フィルタされる属性がシステムに対して定義されていない場
合は、そのシステムはそのフィルタに必要とされる値をもつと見なされます。したがって、
ツールフィルタによって指定されたos属性をもたないシステムは、ツールを実行できると見な
されます。ハードウェア フィルタ タイプでは、Model属性の場合にこれが当てはまります。し
かし、DeviceType属性およびDeviceSubType属性では、ツール フィルタは、選択されたシステ
ム上の既知の値に対してのみ適用されます。プロトコル フィルタ タイプでは、演算子を適用
する前にプロトコルがシステム上に存在する必要があります。すなわち、neq演算子およびnct
演算子も、システムがそのプロトコルをもつかどうかに依存します。 その他のフィルタも、演
算子を適用する前にフィルタされる属性がシステム上に存在する必要があるという点でプロト
コル フィルタのように動作します。ツールがその他のフィルタおよびプロトコル フィルタま
たはそのいずれかを使用する場合は、ツールがGUIに表示されるためには、少なくとも1つのシ
ステムがフィルタ可能な属性を含む必要があります。

バージョン番号

OSRevisionおよびProtocol Supportシステム属性は、可能であれば、バージョン番号として解釈
される値をもちます。バージョン番号は、ピリオド（.）文字で区切られた、負ではない一連の
十進数です。バージョン番号を比較するときは、次のルールが使用されます。

● 左端の数字の組は、最も重要です。したがって、1.0は0.1より大きくなります。

● 数字の左にある0は、無視されます。したがって、003は3と同じです。

● 2つ並んだピリオド文字は、0を区切っているものと解釈されます。したがって、1.0.3と
1..3は等しくなります。

● 最初にピリオド文字がある場合は、前に0があるものと解釈されます。したがって.9と0.9
は等しくなります。

● 数字の右にある0は、無視されます。したがって、1.0.0は1と同じです。

その他の要件

SSAコマンド ツールには、実行文（execStmt）かファイルコピー文（copyStmt）またはその両
方が含まれる必要があります。実行文のみが指定された場合は、コマンドが実行される前に
ファイルはコピーされません。ファイル コピー文のみが指定された場合は、ファイルがコピー
された後、コマンドは実行されません。両方が指定された場合は、まず、ファイルがコピーさ
れ、次にコマンドが実行されます。

MSAコマンド ツールは、コマンドと、そのコマンドが動作するシステムを指定する必要があり
ます。

ツール名は、1文字以上、256文字以下の長さでなければなりません。名前の1文字目は、アル
ファベットである必要があります。2文字目以降の文字には、文字、数字、スペース、また
は"-"、"."、"("、")"、"_"のいずれかの文字を使用できます。

Web起動対応ツールは、メインURLを指定する必要があります。
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ファイル コピー ぺアを指定するときは、単一のツール定義内の各ファイルコピー ペアに対す
るコピー先ファイル パスが固有なければなりません。複数のコピー元ファイル パスに対して
同じコピー先ファイル パスを指定すると、ファイル解析エラーになります。

存在しない、または読み出せないファイルである場合は、そのファイルをコピーするツールの
実行時にエラーが発生します。コピー元ファイルパスは、ツールの作成時や修正時にはチェッ
クされませんが、ツールの実行時には存在する必要があります。

ログ要素が真に設定されている場合、ツールの実行による標準出力および標準エラー出力は、
CMS（CMS）ログファイルの/var/opt/mx/logs/mx.logに記録されます。ログ要素が偽に設定
されている場合は、開始および終了時間やタスク ステータスなどの要約タスク ログ情報だけ
が記録されます。

文書型定義

文書型定義（DTD）ファイルは、XMLファイルの制約を定義します。これらの制約には、XML
ファイル内の有効な要素タグ、属性、および要素の濃度が含まれます。ツールDTDファイルは、
toollist.dtdという名前で、次の段落に含まれます。マンページのフォーマットによって、DTDの
内容はファイル内と同じに表示されないことがあることに注意してください。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>

<!-- The tool-list element can contain zero or more of either
ssa-command-tool elements, msa-command-tool elements,
web-launch-tool elements, automation-tool elements or
app-launch-tool elements.-->

<!ELEMENT tool-list ( ssa-command-tool |
msa-command-tool |
web-launch-tool |
automation-tool |
app-launch-tool )* >

<!-- The ssa-command-tool element specifies a single-system aware
tool.The ssa-command-tool element can optionally specify a
category element, a description element, a comment element, an
owner element, a default-target element, an execute-as-user
element, a job-display-handler element, a toolbox-enabled
element, zero or more toolbox elements, zero or more
include-filter elements, or zero or more env-variable elements.
(NOTE:The role-enabled and role elements are deprecated
elements and should not be used with this product.These
are provided for backward compatibility with previous
products.The toolbox-enabled element and the toolbox
element should be used in their stead.)
If more than one of these elements are specified, the element
must appear in the order as listed in this definition.The
ssa-command-tool element must contain an ssa-block element.The
ssa-block element must appear after the previously described
optional elements, if any of the optional elements are
specified.Following the ssa-block element, one can specify zero
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or more attribute elements.-->

<!ELEMENT ssa-command-tool (category?, description?, comment?,
owner?, default-target?, execute-as-user?,
job-display-handler?,
toolbox-enabled?, toolbox*,
role-enabled?, role*,
include-filter*, env-variable*,
ssa-block, attribute* ) >

<!-- In addition to the previously described elements, the
ssa-command-tool element specifies the following attributes.The
name attribute specifies the tool name and must be specified in
the ssa-command-tool element.The visible attribute specifies
whether the tool is visible for running.By default tools are
visible.The max-targets attribute specifies the maximum number
of targets against which a tool can run.The revision attribute
allows a tool author to specify a revision for the tool.Note
that this is for information only.The job-log attribute
specifies whether the results of the command will be kept in this
system's job log.This attribute applies only to tools when they
are run as scheduled tasks, not when they are run as "run now"
tasks.When job-log="true" the job and target status for the tool
will be kept for a relatively lengthy system-defined period in
the database after the job completes.When job-log="false" only
the last completed copy of the job and target status for the task
will be kept in the cache for a much shorter period of time, and
will not be written to the database. Job logging is enabled by
default.The schedulable attribute specifies whether the tool can
be run as a schedulable task.When scheduled="false" the tool can
only run as a "run now" task.Tools are scheduled by default.
The GUID attribute specifies a globally unique identifier (GUID)
for the tool.Because the system generates a GUID for a tool
during the add operation, this field should only be specified
during a modify operation.The accepts-targets attribute specifies
whether the tool accepts targets for execution.The
accepts-targets attribute is true by default. -->

<!ATTLIST ssa-command-tool name CDATA #REQUIRED
visible (true | false) "true"
max-targets NMTOKEN #IMPLIED
revision CDATA #IMPLIED
job-log (true | false) "true"
schedulable (true | false) "true"
guid NMTOKEN #IMPLIED
accepts-targets (true|false) "true" >

<!-- The ssa-block specifies the elements specific to a single-system
aware tool.The ssa-block can specify a command or copy-block or
both.Only one command should be specified but up to 16 multiple
copy-blocks can be specified.After the command and/or
copy-blocks, one can specify the parameters for the command
and/or copy-block. -->
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<!ELEMENT ssa-block (( command | copy-block )+, parameter*) >

<!-- The copy-block specifies a source file path and a destination
file path for a copy operation. --> -->

<!ELEMENT copy-block ( source, destination )+ >

<!-- The source element specifies the source file path for a copy
operation. -->

<!ELEMENT source (#PCDATA) >

<!-- The destination element specifies the destination file path for a
copy operation. -->

<!ELEMENT destination (#PCDATA) >

<!-- The msa-command-tool element specifies a multiple-system aware
tool.The msa-command-tool element can optionally specify a
category element, a description element, a comment element, an
owner element, a default-target element, an execute-as-user
element, a job-display-handler element, a toolbox-enabled
element, zero or more toolbox elements, zero or more
include-filter elements, or zero or more env-variable elements.
(NOTE:The role-enabled and role elements are deprecated
elements and should not be used with this product.These
are provided for backward compatibility with previous
products.The toolbox-enabled element and the toolbox
element should be used in their stead.)
If more than one of these elements are specified, the element
must appear in the order as listed in this definition.The
msa-command-tool element must contain an msa-block element.The
msa-block element must appear after the previously described
optional elements, if any of the optional elements are
specified.Following the msa-block element, one can specify zero
or more attribute elements.-->

<!ELEMENT msa-command-tool (category?, description?, comment?, owner?,
default-target?, execute-as-user?,
job-display-handler?,
toolbox-enabled?, toolbox*,
role-enabled?, role*,
include-filter*, env-variable*,
msa-block, attribute* ) >

<!-- In addition to the previously described elements, the
msa-command-tool element specifies the following attributes.The
name attribute specifies the tool name and must be specified in
the msa-command-tool element.The visible attribute specifies
whether the tool is visible for running.By default tools are
visible.The max-targets attribute specifies the maximum number
of targets against which a tool can run.The revision attribute
allows a tool author to specify a revision for the tool.Note
that this is for information only.The job-log attribute
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specifies whether the results of the command will be kept in this
systems job log.When job-log="true" the job and target status
for the tool will be kept for a relatively lengthy system-defined
period in the database after the job completes.When
job-log="false" only the last completed copy of the job and
target status for the tool will be kept in the cache for a much
shorter period of time, and will not be written to the database.
Job logging is enabled by default.The schedulable attribute
specifies whether the tool can be run as a scheduled task.When
schedulable="false" the tool can only run as a "run now" task.
Tools are schedulable by default.The guid attribute specifies a
globally unique identifier (GUID) for the tool.Because the
system generates a GUID for a tool during the add operation, this
field should only be specified during a modify operation.The
accepts-targets attribute specifies whether the tool
accepts targets for execution.The accepts-targets attribute is
true by default. -->

<!ATTLIST msa-command-tool name CDATA #REQUIRED
visible (true | false) "true"
max-targets NMTOKEN #IMPLIED
revision CDATA #IMPLIED
job-log (true | false) "true"
schedulable (true | false) "true"
guid NMTOKEN #IMPLIED
accepts-targets (true|false) "true" >

<!-- The msa-block specifies the elements specific to a
multiple-system aware (MSA) tool.The msa-block can specify an
MSA command, the parameters for the command and an execution system
on which the command executes. -->

<!ELEMENT msa-block ( command, parameter*, execution-node ) >

<!-- The command element specifies the command for an SSA or an MSA
tool.If the command accepts parameters, it must be specified as
a parameterized string. -->

<!ELEMENT command ( #PCDATA ) >

<!-- The command element can have two attributes.The command-type
attribute specifies whether the command is an x-window, stdout,
restart, launch, or an unknown command type.The default command
type is stdout.The log attribute specifies whether the results
of the command will be output to this system's audit log.When
log="true" the stdout and stderr results of the command will be
output to the system's audit log.Command output is not logged
by default. -->

<!ATTLIST command command-type (x-window |
stdout |
restart |
launch |
unknown) "stdout"
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log (true | false) "false" >

<!-- The execution-system element specifies the system on which an MSA
tool will execute. -->

<!ELEMENT execution-system ( #PCDATA ) >

<!-- The web-launch-tool element specifies a web launch tool.The
web-launch-tool element can optionally specify a category
element, a description element, a comment element, an owner
element, a default-target element, an execute-as-user element, a
job-display-handler element, a toolbox-enabled element, zero or
more toolbox elements, zero or more include-filter elements, or
zero or more env-variable elements.
(NOTE:The role-enabled and role elements are deprecated
elements and should not be used with this product.These
are provided for backward compatibility with previous
products.The toolbox-enabled element and the toolbox
element should be used in their stead.)
If more than one of these elements are specified, the element
must appear in the order as listed in this definition.The
web-launch-tool element must contain a web-block element.The
web-block element must appear after the previously described
optional elements, if any of the optional elements are
specified.Following the web-block element, one can specify zero
or more attribute elements.-->

<!ELEMENT web-launch-tool (category?, description?, comment?, owner?,
default-target?, execute-as-user?,
job-display-handler?,
toolbox-enabled?, toolbox*,
role-enabled?, role*,
include-filter*, web-block, attribute* ) >

<!-- In addition to the previously described elements, the
web-launch-tool element specifies the following attributes.The
name attribute specifies the tool name and must be specified in
the web-launch-tool element.The visible attribute specifies
whether the tool is visible for running.By default tools are
visible.The max-targets attribute specifies the maximum number
of targets against which a tool can run.The revision attribute
allows a tool author to specified a revision for the tool.Note
that this is for information only.The job-log attribute
specifies whether the results of the command will be kept in this
systems job log.When job-log="true" the job and target status
for the tool will be kept for a relatively lengthy system-defined
period in the database after the job completes.When
job-log="false" only the last completed copy of the job and
target status for the tool will be kept in the cache for a much
shorter period of time, and will not be written to the database.
Job logging is enabled by default.The schedulable attribute
specifies whether the tool can be run as a scheduled task.When
schedulable="false" the tool can only run as a "run now" task.
Tools are schedulable by default.The guid attribute specifies a
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globally unique identifier (GUID) for the tool.Because the
system generates a GUID for a tool during the add operation, this
field should only be specified during a modify operation. -->

<!ATTLIST web-launch-tool name CDATA #REQUIRED
visible (true | false) "true"
max-targets NMTOKEN #IMPLIED
revision NMTOKEN #IMPLIED
job-log (true | false) "true"
schedulable (true | false) "true"
guid NMTOKEN #IMPLIED >

<!-- The web-block specifies the elements specific to a web launch
tool.The web-block must specify a main-url element.Optionally,
the web-block can specify a side-url element, a status-url
element, and a current-url element.Additionally, the web-block
can specify the parameters for the URLs.Finally, the web-block
can optionally specify a target format to describe how targets
are passed to a web launch aware tool. -->

<!ELEMENT web-block (main-url, (side-url?, status-url?, current-url?),
parameter*, target-format? ) >

<!-- In addition to the above elements, the web-block element has one
attribute.The accepts-targets attribute specifies whether the
web launch tool accepts targets for execution.The
accepts-targets attribute is true by default. -->

<!ATTLIST web-block accepts-targets (true|false) "true">

<!-- The main-url specifies the URL to launch the tool.If the URL
accepts parameters, the URL must be specified as a parameterized
string. -->

<!ELEMENT main-url ( #PCDATA ) >

<!-- The status-url specifies a URL at which one might find the status
of this web launch tool during execution. -->

<!ELEMENT status-url ( #PCDATA ) >

<!-- The current-url specifies the current URL. -->

<!ELEMENT current-url ( #PCDATA ) >

<!-- The side-url specifies a set-aside URL. -->

<!ELEMENT side-url ( #PCDATA ) >

<!-- The target-format defines the format of targets in a web launch
tool and is specified as a parameterized string.-->

<!ELEMENT target-format ( #PCDATA ) >
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<!-- The automation tool performs an action on the CMS which
involves accessing the target systems.The automation-tool element
can optionally specify a category element, a menu-category
element, a description element, a comment element, an owner
element, a default-target element, an execute-as-user element, a
job-display-handler element, a default-parameter element, a
role-enabled element, zero or more role elements, zero or more
include-filter elements, or zero or more env-variable elements.
If more than one of these elements are specified, the element
must appear in the order as listed in this definition.The
automation-tool element must contain an automation-block element.
The automation-block element must appear after the previously
described optional elements, if any of the optional elements are
specified.Following the automation-block element, one can
specify zero or more attribute elements. -->

<!ELEMENT automation-tool (category?, description?, comment?, owner?,
default-target?, execute-as-user?,
job-display-handler?,
toolbox-enabled?, toolbox*,
role-enabled?, role*,
include-filter*, automation-block,
attribute* ) >

<!-- In addition to the previously described elements, the
automation-tool element specifies the following attributes.The
name attribute specifies the tool name and must be specified in
the automation-tool element.The visible attribute specifies
whether the tool is visible for running.By default tools are
visible.The max-targets attribute specifies the maximum number
of targets against which a tool can run.The revision attribute
allows a tool author to specify a revision for the tool.Note
that this is for information only.The job-log attribute
specifies whether the results of the command will be kept in this
systems job log.When job-log="true" the job and target status
for the tool will be kept for a relatively lengthy system-defined
period in the database after the job completes.When
job-log="false" only the last completed copy of the job and
target status for the tool will be kept in the cache for a much
shorter period of time, and will not be written to the database.
Job logging is enabled by default.The schedulable attribute
specifies whether the tool can be run as a scheduled task.When
schedulable="false" the tool can only run as a "run now" task.
Tools are schedulable by default.The guid attribute specifies a
globally unique identifier (GUID) for the tool.Because the
system generates a GUID for a tool during the add operation, this
field should only be specified during a modify operation.The
accepts-targets attribute specifies whether the tool
accepts targets for execution.The accepts-targets attribute is
true by default. -->

!ATTLIST automation-tool name CDATA #REQUIRED
visible (true | false) "true"
max-targets NMTOKEN #IMPLIED
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revision CDATA #IMPLIED
job-log (true | false) "true"
schedulable (true | false) "true"
guid NMTOKEN #IMPLIED
accepts-targets (true|false) "true" >

<!-- The automation-block specifies the elements specific to an
automation tool.The automation-block must specify a
message-id. -->

<!ELEMENT automation-block (message-id) >

<!-- The message-id is the internal string representation of the message
sent by the Automation engine to cause the tool to run. -->

<!ELEMENT message-id ( #PCDATA ) >

<!-- The app-launch-tool element specifies an application launch
tool.The app-launch-tool element can optionally specify a
category element, a menu-category element, a description element,
a comment element, an owner element, a default-target element, an
execute-as-user element, a job-display-handler element, a
default-parameter element, a role-enabled element, zero or more
role elements, zero or more include-filter elements, or zero or
more env-variable elements.If more than one of these elements
are specified, the element must appear in the order as listed in
this definition.The app-launch-tool element must contain an
app-launch-block element.The app-launch-block element must
appear after the previously described optional elements, if any
of the optional elements are specified.Following the
app-launch-block element, one can specify zero or more attribute
elements. -->

<!ELEMENT app-launch-tool (category?, description?, comment?, owner?,
default-target?, execute-as-user?,
job-display-handler?,
role-enabled?, role*,
toolbox-enabled?, toolbox*,
include-filter*, env-variable*,
app-launch-block, attribute* ) >

<!-- In addition to the previously described elements, the
app-launch-tool element specifies the following attributes.The
name attribute specifies the tool name and must be specified in
the app-launch-tool element.The visible attribute specifies
whether the tool is visible for running.By default tools are
visible.The max-targets attribute specifies the maximum number
of targets against which a tool can run.The revision attribute
allows a tool author to specify a revision for the tool.Note
that this is for information only.The job-log attribute
specifies whether the results of the command will be kept in this
systems job log.When job-log="true" the job and target status
the tool will be kept for a relatively lengthy system-defined
period in the database after the job completes.When
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job-log="false" only the last completed copy of the job and
target status for the tool will be kept in the cache for a much
shorter period of time, and will not be written to the database.
Job logging is enabled by default.The schedulable attribute
specifies whether the tool can be run as a scheduled task.When
schedulable="false" the tool can only run as a "run now" task.
Tools are schedulable by default.The guid attribute specifies a
globally unique identifier (GUID) for the tool.Because the
system generates a GUID for a tool during the add operation, this
field should only be specified during a modify operation.The
accepts-targets attribute specifies whether the tool
accepts targets for execution.The accepts-targets attribute is
true by default. -->

<!ATTLIST app-launch-tool name CDATA #REQUIRED
visible (true | false) "true"
max-targets NMTOKEN #IMPLIED
revision CDATA #IMPLIED
job-log (true | false) "true"
schedulable (true | false) "true"
guid NMTOKEN #IMPLIED
accepts-targets (true|false) "true" >

<!-- The app-launch-block specifies the elements specific to an
application launch tool.The app-launch-block specifies a
required command element. -->

<!ELEMENT app-launch-block (command, app-parameters?) >

<!-- In addition to the previously described elements, the
app-launch-block element specifies the following attribute.The
alert-driven attribute specifies whether the alert list or the
system list is used to determine the target systems to run the tool
on. -->

<!ATTLIST app-launch-block alert-driven (true | false) "false" >

<!-- The app-parameters element is an application parameters
definition string whose value is a string -->

<!ELEMENT app-parameters ( #PCDATA ) >

<!-- The env-variable element is an environment variable definition
string whose value is a string -->

<!ELEMENT env-variable ( #PCDATA ) >

<!-- In addition to the previously described elements, the
env-variable element specifies the following attribute.The
name attribute specifies the name of the environment variable.-->

<!ATTLIST env-variable name CDATA #REQUIRED >

<!-- The owner element specifies the tool owner.When the owner field
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is specified, the tool is only associated with the All Tools toolbox.
When the owner field is not specified, tool is enabled in all
of its associated toolboxes.When a limited-rights user adds or
modifies a tool, the owner field contains the name of the
limited-rights user.Only a full-rights user can add or modify a
tool without the owner specified. -->

<!ELEMENT owner ( #PCDATA ) >

!-- The comment field specifies additional information about the
tool.It is usually more verbose that the description. -->

<!ELEMENT comment ( #PCDATA ) >

<!-- The parameter element specifies the first to the tenth parameter
of a tool. -->

<!ELEMENT parameter EMPTY >

<!-- The parameter element has three attributes.The index attributes
specifies which argument in a parameterized string this parameter
substitutes.Parameters can be indexed from 1 to 10 with a
default index of 1. Tools cannot contain parameters with
duplicate indexes.If more than one parameter in a tool
definition contains the same index, only the first parameter added
to the tool with the duplicate index remains in the tool.The
prompt attribute provides information about the parameter that
can be displayed in a GUI for assistance.The required attribute
specifies whether this parameter must be specified when the tool
is executed.By default, parameters are not required.The private
attribute specifies whether this parameter is encoded and stored
securely.By default, parameters are not private. -->
<!ATTLIST parameter index (1|2|3|4|5|6|7|8|9|10) "1"
prompt CDATA #REQUIRED
required (true|false) "false"
private (true|false) "false" >

<!-- The toolbox-enabled element specifies whether the toolboxes
associated with a tool are enabled. -->

<!ELEMENT toolbox-enabled EMPTY >

<!-- The toolbox-enabled element has one attribute.The value
attribute specifies whether the tool within the toolboxes is enabled.
This allows a full-rights user to explicitly disable the tools in
a toolbox though the tool is always enabled in the All Tools
toolbox.By default, the tool is enabled in all the toolboxes that
it is in. If a tool is disabled within a toolbox, it cannot be
executed. -->

<!ATTLIST toolbox-enabled value (true|false) "true">

<!-- The role-enabled element specifies whether the roles associated
with a tool are enabled.This is an obsolete element.The
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toolbox-enabled element should be used instead.-->

<!ELEMENT role-enabled EMPTY >

<!-- See description of toolbox-enabled element attributes. -->

<!ATTLIST role-enabled value (true|false) "true">

<!-- The default-target element specifies a target on which the tool
can run if no targets are specified at run time.One can specify
a system, &cms2; to run on the &cms2; by default, or ALL to run on all
authorized systems by default. -->

<!ELEMENT default-target ( #PCDATA ) >

<!-- The category element specifies the category with which to
associate the tool.By default, tools are associated with the
"Local Tools" category. -->

<!ELEMENT category ( #PCDATA ) >

<!-- The description element specifies a simple description of the
tool.To specify more verbose information such as how to run the
tool, use the comment element. -->

<!ELEMENT description ( #PCDATA ) >

<!-- For SSA and MSA command tools, the execute-as-user element
specifies the user name that the tool runs as or under whose
account the tool runs on the target systems.For Web-launch
tools the execute-as-user is passed to the URL for its use. -->

<!ELEMENT execute-as-user ( #PCDATA ) >

<!-- The job display hander element specifies the fully-qualified
name of a class implementing the JobDisplayHander interface,
used to display the results of a job created by running this
tool. -->

<!ELEMENT job-display-handler ( #PCDATA ) >

<!-- The toolbox element specifies a toolbox to associate with the
tool.To run a tool the user must be authorized with one of the
specified toolboxes. -->

<!ELEMENT toolbox EMPTY >

<!-- The toolbox element has one attribute to specify the toolbox
name. -->

<!ATTLIST toolbox toolbox-name CDATA #REQUIRED >

<!-- The role element specifies a role to associate with the tool.To
run a tool the user must be authorized with one of the specified
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roles.This element is obsolete.The toolbox element should be
used instead. -->

<!ELEMENT role EMPTY >

<!-- See the toolbox element attribute description. -->

<!ATTLIST role role-name CDATA #REQUIRED >

<!-- The include-filter element specifies system attributes against
which to filter a tool for execution.A specified include-filter
element must contain one or more system-filter elements.When
filtering a tool each include-filter block is OR'd together to
get the final filter result.Each system-filter element within an
include-filter block is AND'd together. -->

<!ELEMENT include-filter (system-filter)+ >

<!-- The include-filter elements has one attribute.The type attribute
specifies the type of include filter to execute.Four types are
currently recognized.Three of them are os (operating system), 
hardware, protocol filtering.The fourth type is called other which 
will allow all other system attributes to be filtered upon.-->

<!ATTLIST include-filter type (os | hardware | protocol | other) "os" >

<!-- The system-filter element is an empty element that contains
attributes used to specify the system attributes against which to
filter a tool for execution. -->

<!ELEMENT system-filter EMPTY >

<!-- The system-filter element is specified with three attributes.The
name attribute specifies the system attribute name to filter
against.The operator attribute specifies whether to filter
against an equal value, a less than value, a greater than or
equal value, a contains value, a not equals value or a not
contains value.The operator name is case-insensitive.The
value attribute specifies the value of the system attribute to
filter against. -->

<!ATTLIST system-filter name CDATA #REQUIRED
operator (EQ | GE | LT | CT | NEQ | NCT |
eq | ge | lt | ct | neq | nct |
Eq | Ge | Lt | Ct | Neq | Nct |
eQ | gE | lT | cT | nEQ | nCT ) "EQ"
value CDATA #REQUIRED >

<!-- The attribute element specifies the name value pairs that
comprise client attributes.The client attribute name is
specified using the name attribute and the client attribute value
is specified as the PCDATA of the element. -->

<!ELEMENT attribute ( #PCDATA ) >
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<!ATTLIST attribute name CDATA #REQUIRED >

関連プロシージャ

● 新規コマンド ライン ツール
● 新規コピー ファイル ツール
● ツールの削除と回復
● 新規Web起動ツール
● 新規X Windowツール

関連トピック

● コマンド ライン ツール

コマンド ライン ツールでのパラメータ化された文字列の使
用例

Web対応ツールとコマンド ライン ツールのURLストリングは、http://またはhttps://で始まる、
絶対URLで提供する必要があります。例：

https://%n:1188/kcweb/ https://%l:2381/

一方、常に中央管理サーバ（CMS）上で実行されるWeb起動対応ツールとコマンド ライン ツー
ルのURLは、/で始まる相対URLでなければなりません。例：

/propertypages/Identify.jsp?device=%n

URLには、複数の選択項目を置換して組み込むことができます。置換プロセスでは、選択イン
デックスが使用され、最新の選択項目を追跡します。選択インデックスは、最初、1に設定さ
れます。選択されたターゲット システムのリストの最初の選択項目は、URL内で%zパラメータ
が検出されるまでは、最新のままです（ただし、後で説明する繰り返しブロックには、例外が
あります）。%zパラメータが検出されると、リスト内の次の選択項目が最新となり、選択イン
デックスが1つ増えます。例：

http://server/app/doit.jsp?name=%n%z&addr=%a

この例では、doit.jspページは、nameパラメータに割り当てられた最初の選択済みシステムの
ネットワーク名およびaddrパラメータに割り当てられた2番目の選択済みターゲットのIPアドレ
スで起動されます。

繰り返しブロック コンストラクト%( ... %)を使用すれば、任意の数の選択済みターゲットを置
換できます。選択リストがすべて検索されるまで、繰り返しブロックの区切り文字の内側にあ
るものが繰り返されます。最初に検索されるのは、その時点で最新の選択項目と選択インデッ
クスです。例：

https://%{deploy.server%}/deploy/deployimage.jsp? device1=%n%z%(&device%i=%n%z%)
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注記:

%iパラメータの使用置換プロセスで、最新の選択インデックス（1、2、3など）
がこのパラメータで置換されます。

注記:

繰り返し句の最後に到達し、%zパラメータを検出していない場合は、選択イン
デックスおよび最新の選択が自動的に1つ増え、置換フェーズでの無限ループを
防止します。

上記の例で、2つの選択済みターゲット システムがある場合、拡張されるURLストリングは次
のようになります。

https://deploy.hp.com:280/deploy/deployimage.jsp?
device1=nodea.hp.com&device2=nodeb.hp.com

上記の例で、選択済みターゲット システムが1つだけの場合は、拡張されるURLストリングは
次のようになります。

https://deploy.hp.com:280/deploy/deployimage.jsp? device1=nodea.hp.com

繰り返しブロックに移動した際に最新の選択がないため、置換プロセスでは、繰り返しブロッ
ク全体が削除されます。

関連プロシージャ

● 新規コマンド ライン ツール
● 新規コピー ファイル ツール
● 新規Web起動ツール
● 新規X Windowツール
● ツールの削除と回復

関連トピック

● コマンド ライン ツール
● 新規コマンド ライン ツールの作成

カスタム コマンド
カスタム コマンドは、プログラムまたはスクリプトを起動するツールです。たとえば、メモ帳
を起動するカスタム コマンドを作成します。

カスタム コマンドでは環境変数の使用が必要になります。環境変数は、起動したアプリケー
ションが期待どおりに実行するために渡されるパラメータです。詳細については、「カスタム
コマンド用の環境変数」を参照してください。起動コマンド文字列には、アプリケーション用
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のシステム変数とユーザ定義変数が含まれます。たとえば、メール サーバのステータスをチェッ
クするスクリプトを実行する環境変数を引き渡すことができます。

作成するカスタム コマンドは、[ツール]->[カスタム コマンド]メニュー オプションの下に表示
されます。

複数のスケジューリング オプションがあります。スケジュール オプションの詳細については、
「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

重要:

このアプリケーションは、HP Systems Insight Managerに提供されるセキュリティ
コンテキストで実行できるようにする必要があります（デフォルトはローカル
システムです）。

!

● 新しいカスタム コマンド  [ツール]->[カスタム コマンド]->[新しいカスタム コマンド]を
選択します。[新しいカスタム コマンド]ページが表示されます。

● カスタム コマンドの管理  [ツール]->[カスタム コマンド]->[カスタム コマンドの管理]を
選択します。[カスタム コマンドの管理]ページが表示されます。

● 新しいWeb起動ツール。  [ツール]->[カスタム コマンド]->[新規Web起動ツール]を選択
します。[新規Web起動ツール]ページが表示されます。このツールは、LinuxおよびHP-UXシ
ステムのみで使用可能です。

● ツールの削除  [オプション]->[ツールの削除]を選択します。[ツールの削除]ページが表示
されます。

関連プロシージャ

● 新規カスタム コマンドの作成
● カスタム コマンドの管理

関連トピック

● カスタム コマンド用の環境変数

新規カスタム コマンドの作成
HP Systems Insight Managerを実行しているサーバ上のアプリケーションを起動するには、[新
しいカスタム コマンド]を使用します。

カスタム コマンドを作成するには、次のように操作します。

1. [ツール]->[カスタム コマンド]->[新しいカスタム コマンド]を選択します。[新しいカスタ
ム コマンド]ページが表示されます。

2. [名前]フィールドにコマンド名を入力します。

重要：カスタム コマンド名は、1文字以上、256文字以下の長さでなければなりません。
名前の1文字目は、アルファベットである必要があります。2文字目以降の文字には、文
字、数字、スペース、または"-"、"."、"("、")"、"_"のいずれかの文字を使用できます。
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3. [説明]フィールドで、このアプリケーションに必要な説明を入力します。

4. [コメント]フィールドで、このアプリケーションのコメントを入力します。

5. [コマンド（実行可能パスおよびファイル名）]フィールドに、HP Systems Insight Manager
コンソールのルートからのフル パス、およびアプリケーションのファイル名を入力しま
す。次に例を示します。

c:\custom code\romflash.bat

6. [パラメータ]フィールドで、このアプリケーションに必要なコマンド ライン パラメータを
入力します。

パラメータ置換は、パラメータ化された文字列に定義されているとおりにサポートされま
す。詳細については、「パラメータ化された文字列」を参照してください。

7. [環境変数]の[変数名]と[値]を入力します。各変数と値を入力したら、追加をクリックしま
す。前に設定した変数をクリアするには、変数を選択して、削除をクリックします。環境
変数については、「カスタム コマンド用の環境変数」を参照してください。

8. カスタム コマンド情報の入力が終わったら、OKをクリックします。新しいコマンドが[カ
スタム コマンド]メニューに追加されます。

注記:

新しいカスタム コマンド ツールには、[ツール]->[カスタム コマンド]->[アプリ
ケーション起動ツール]を選択することによってアクセスできます。

関連プロシージャ

● カスタム コマンドの管理

関連トピック

● カスタム コマンド

カスタム コマンドの管理
[カスタム コマンドの管理]ページには、作成したすべてのカスタム コマンド ツールが表示さ
れます。ツール名、説明、コマンド、パラメータが表示されます。作成したすべてのツールを
表示するには、[ツール]->[カスタム コマンド]->[カスタム ツールの管理]を選択します。

カスタム コマンドの管理に使用できるオプションは次のとおりです。

● 「新規」

● 「編集」

● 「すぐに実行/スケジュール」

● 「削除」
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新規

新しいコマンドを作成するには、新規を選択します。詳細については、「新規カスタム コマン
ドの作成」を参照してください。

編集

コマンドの横のチェックボックスを選択し、編集するコマンドを選択します。編集をクリック
します。[カスタム コマンドの編集の詳細]セクションが表示されます。すべてのフィールドを
編集し、環境変数の追加と削除を行うことができます。変更内容を保存するには、OKをクリッ
クします。変更内容を破棄するには、キャンセルをクリックします。

すぐに実行/スケジュール
ツールの横のチェックボックスを選択して、すぐに実行するかスケジュールするツールを選択
し、すぐに実行/スケジュールをクリックします。

詳細については、「タスクのスケジュール設定」か「スケジュール済みタスクの実行」を参照
してください。

削除

削除するコマンドを選択します。コマンドを削除すると、[カスタム コマンドの管理]ページと
システムからコマンドが削除されます。

注記:

削除するコマンドがタスクに関連している場合は、コマンドに関連するタスクの
リストを含む警告が表示されます。

関連プロシージャ

● 新規カスタム コマンドの作成

関連トピック

● カスタム コマンド

カスタム コマンド用の環境変数

注記:

ユーザが定義した変数に、HP Systems Insight Manager環境変数と同じ名前が付
いている場合、HP Systems Insight Manager環境変数により、ユーザ定義変数が
上書きされます。

343

デフォルト ツールの使用法



ツールの設定によって起動されるアプリケーションに、次の環境変数が渡されます。

NOTICELABEL。通知のタイプであり、検出されたシステム、その他のHP Systems Insight Manager
サーバ レベルの通知、通知の原因となったトラップのタイプのいずれかを含む、短い文字列で
す。

NOTICESTATE。HP Systems Insight Managerの内部で使用される値であり、通知がクリアされ
ているかどうかを表します。

NOTICEPLAINTEXT。通知を説明するプレーン テキスト。通知の詳細情報が含まれます（確認
中、確認済み、未確認のいずれか）。

NOTICERAWDATA。通知の生データは、文字列として渡されます。これは、パイプ文字「|」
で区切られた変数の集合で、単純な構文解析ルールに便利です。

NOTICESEVERITYSTR。通知の深刻度の長い説明。クリティカル、情報、メジャー、マイナー、
不明、警告、および正常のうちの1つ。

NOTICESEVERITY。NOTICESEVERITYSTRの整数値。

● 0、不明

● 1、正常

● 2、警告

● 3、マイナー

● 4、メジャー

● 5、クリティカル

● 100、情報

NOTICEQUERYNAME。通知の生成方法を基に収集名を表示します。この値は、以下のうちの
1つです。

● This system or event meets the following search criteria: +QueryName;

● This system or event now meets the following search criteria: +QueryName;

● This system or event no longer meets the following search criteria: +QueryName;

DEVICENAME。通知の原因となったシステムの名前

DEVICEIPXADDRESSCOUNT。このシステムにマップされるIPXアドレスの数

DEVICEIPADDRESSCOUNT。このシステムにマップされるIPアドレスの数

DEVICEIPADDRESS%d。%dは、カウントに基づいた、実IPアドレスを表す整数になります。例:

IF, DEVICEIPADDRESSCOUNT = 2

Then, DEVICEIPADDRESS0 = 111.111.111.111

DEVICEIPADDRESS1 = 222.222.222.222
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DEVICEIPXADDRESS%d。%dは、カウントに基づいた、実IPXアドレスを参照する整数になりま
す。

DEVICEMACADDRESSCOUNT。システムで収集されたMACアドレスの数（データ収集タスク
は、この情報が提供される前に実行されている必要があります）

DEVICEMACADDRESS%d。%dはMACアドレス カウントに基づいて実際のMACアドレス環境
変数を参照する整数。例：

IF, DEVICEMACADDRESSCOUNT = 2

Then, DEVICEMACADDRESS0=00:80:5F:7F:B0:81

DEVICEMACADDRESS1=00:80:C7:29:EF:B6

GENERICTRAPID。これがイベント ベースのリストでSNMPトラップから生成される場合は、受
信したトラップのSNMP一般トラップIDに設定されます

SPECIFICTRAPID。これがイベント ベースのリストでSNMPトラップから生成される場合は、受
信したトラップのSNMP固有のトラップIDに設定されます

Path。サービスが動作しているコンテキストからのPath環境変数の値

SystemRoot。サービスが動作しているコンテキストからのSystemRoot環境変数の値

Windir。サービスが動作しているコンテキストからのWindir環境変数の値

COMPUTERNAME。サービスが動作しているコンテキストからのCOMPUTERNAME環境変数の
値

関連プロシージャ

● カスタム コマンドの管理
● 新規カスタム コマンドの作成

関連トピック

● カスタム コマンド

新規Web起動ツール

注記:

このツールは、LinuxおよびHP-UXシステムのみで使用可能です。

このツールを使用して、WebアプリケーションまたはWebサイトを統合するツールを作成しま
す。すべてのツールは、自動的に別のウィンドウに起動されます。たとえば、HPのWebサイト
へのパスを追加するには、次のURLを追加します。http://hp.com選択されているシステム上の
サイトへのリンクを追加するには、[ターゲット%nを認める]の下に「Yes」と入力して、たと
えば次のようなURLを入力します。https://%n:2381ツールの起動時に、ターゲット システムが
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「%n」に置き換えられます。これにより、ターゲット システムのSystem Management Homepage
が起動されます。このツールは、一時的なXMLツール定義ファイルを/var/tmpの下に作成し、
コマンドmxtool -af fileを使用してロードします。この操作は、必要なフィールドにデータを
入力するだけで行えます。

新しいWeb起動ツールを作成するには、次のように操作します。

1. [ツール]->[カスタム コマンド]->[新規Web起動ツール]を選択します。[新規Web起動ツー
ル]ページが表示されます。

2. [パラメータ]で、標準のツール パラメータを使用して情報を追加します。必要なフィール
ドは次のとおりです。

● ツール名

● 起動するサイトまたはアプリケーションへのURL。

● ターゲット選択%を認める（yesまたはno）

3. すぐに実行をクリックしてタスクをすぐに実行するか、スケジュールをクリックしてタス
クをスケジュールします。タスクのスケジュール設定の詳細については、「タスクのスケ
ジュール設定」を参照してください。

追加情報

追加情報は、次の各セクションで提供されています。

● 「ツールのタイプ」

● 「パラメータ化された文字列」

● 「ツール フィルタ」

● 「バージョン番号」

● 「その他の要件」

● 「文書型定義」

関連プロシージャ

● 新規カスタム コマンドの作成
● カスタム コマンドの管理
● 新規コマンド ライン ツール
● 新規コピー ファイル ツール
● ツールの削除と回復
● 新規X Windowツール

関連トピック

● カスタム コマンド
● カスタム コマンド用の環境変数
● コマンド ライン ツール
● コマンド ライン ツール リファレンス
● コマンド ライン ツールでのパラメータ化された文字列の使用例
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DMIアクセスの設定
[設定]->DMIアクセスツールを使用すると、選択された、DMIがインストールされているHP-UX
システム上の、イベント ターゲットとして、HP Systems Insight Manager中央管理サーバ（CMS）
を設定できます。これにより、HP Systems Insight Manager CMSサーバ名が、選択されている
各システム上の/var/dmi/dmiMachinesに追加されます。

関連プロシージャ

● SNMPアクセスの設定

SNMPアクセスの設定
[設定]->SNMPアクセスツールは、HP Systems Insight Manager 中央管理サーバ（CMS）を、選
択されたHP-UXシステム上のトラップ ターゲットとして設定できます。このような設定をする
と、選択した各システム上の/etc/SnmpAgent.d/snmpd.confファイルにHP Systems Insight
Manager CMSサーバ名が追加されます。

トラップをCMSに送信するようにSNMPを設定するには、次のように操作します。

1. /etc/SnmpAgent.d/snmpd.confファイル内に、trapdestという、CMSの完全ホスト名または
IPアドレスを追加します。

trap-dest:hostname_or_ip_address

2. 次のコマンドを使用して、SNMPマスタ エージェントとすべてのサブエージェントを停止
します。

/sbin/init.d/SnmpMaster stop

3. 次のコマンドを使用して、SNMPマスタ エージェントとすべてのサブエージェントを再起
動します。

/usr/sbin/snmpd

関連プロシージャ

● DMIアクセスの設定

デバイスのping
個別システムか複数のシステムをpingするには、pingツールを使用しますシステムをpingする
には、[診断]->[Ping]を選択します。[Ping]ウィンドウが表示されます。ターゲット システム
を選択し、すぐに実行をクリックしてタスクを実行します。詳細については、「タスクの作
成」を参照してください。

IPアドレスか、IPXアドレスがシステムにない場合、要求は実行できません。複数のIPアドレス
やIPXアドレスがシステムにある場合は、各IPアドレスの結果が、結果ページに1行で表示され
ます。右上のステータスには、「選択したシステムをPingしています」と表示されます。リス
トのすべてのシステムがpingされると、ステータスは「Pingが完了しました」に変化し、完了
時のタイムスタンプが表示されます。
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ping結果は、別のウィンドウに表示されます。pingの応答の例を以下に示します。

● 応答がありました。pingは正常に実行され、pingされたシステムからの応答がありました。

● 要求がタイムアウトしました。pingは実行されましたが、pingされたシステムからの応答は
ありませんでした。

● システムはIP/IPXアドレスを使用していません。システムに関連するIPアドレスかIPXアドレ
スがありません。pingを実行できません。

● システムが未選択。システムが選択されていません。

pingが成功すれば、再試行は行いません。pingが失敗した場合にだけ再試行してください。ping
結果は、[タスク結果]ページかシステム ビュー ページのシステム ステータスに影響しません。

ディスク スレッショルド
ディスク スレッショルドの設定

ディスクスレッショルドを設定するタスクは、HP Systems Insight Managerで実行できます。関
連リストのシステムにディスク スレッショルドを設定するには、このタスクを使用します。こ
のスレッショルドは、ターゲット システム上のすべてのディスク ボリュームに設定されます。

ディスク スレッショルドを設定するには、[設定]->[ディスク スレッショルド]->[ディスク ス
レッショルドの設定]を選択します。[ディスク スレッショルドの設定]ウィンドウが表示されま
す。ターゲット システムを選択するには、「タスクの作成」を参照してください。ディスク
スレッショルド設定を指定するには、「ディスク スレッショルドの設定」を参照してくださ
い。

スレッショルド設定におけるガイドライン

● スレッショルドを保存する場合、無効なスレッショルドは削除されます。[ディスク利用率
のクリティカル スレッショルド]は、99%より高くならず、警告スレッショルドに3%を加
えた値より低くなりません。したがって、警告スレッショルドが85%の場合、クリティカ
ル スレッショルドの有効な範囲は88%から99%になります。

● [ディスク利用率のクリティカル リセット スレッショルド]がリセット値より低くなってか
ら、スレッショルドを再び準備してください。この設定によって、変数がスレッショルド
値に近くなった場合に、複数回スレッショルドが送信されることを防ぎます。

● [ディスク利用率の警告スレッショルド]は、クリティカル スレッショルドより低くします。
警告スレッショルドは、警告スレッショルドが再準備される前にリセット値以下になって
いる必要があります。この設定によって、変数がスレッショルド値に近くなった場合に、
複数回スレッショルドが送信されることを防ぎます。値とリセット値の差異の最小値は、
2%またはそれ以上でなければなりません。

● スレッショルドを保存する場合、無効なスレッショルドは削除されます。[ディスク利用率
の警告リセット スレッショルド]を、クリティカル スレッショルドから3%を差し引いた値
より高くすることはできません。たとえば、クリティカル スレッショルドが95%の場合、
スレッショルドの有効な範囲は6%から92%になります。

● [エージェントのポーリング間隔]の値は、秒単位のポーリング間隔であり、現在の値がス
レッショルドを超えているかどうかをエージェントがチェックする頻度を決めます。一般
的な値は120秒です。
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ディスク スレッショルドの削除
ディスク スレッショルドを削除するタスクも、HP Systems Insight Managerで実行できます。
関連リストのシステムからディスク スレッショルドを削除するには、このタスクを使用しま
す。このタスクでは、HP Systems Insight Managerによって設定されるディスク スレッショル
ド、またはHP Insightマネジメント エージェントの直接参照によって設定されるディスク スレッ
ショルドだけが削除されます。ディスク スレッショルドを含むInsightマネージャ（WIN32）に
よって設定されたスレッショルドは、このタスクでは削除されません。

ディスク スレッショルドを削除するには、[設定]->[ディスク スレッショルド]->[すべてのディ
スク スレッショルドの削除]を選択します。[すべてのディスク スレッショルドの削除]ウィン
ドウが表示されます。ターゲット システムの選択の詳細については、「タスクの作成」を参照
してください。ターゲット システムを選択したら、スケジュールをクリックしてタスクの実行
タイミングをスケジュールするか、すぐに実行をクリックしてタスクをすぐに実行します。[ス
ケジュールされたすべてのタスク]ページが表示されます。

関連プロシージャ

● ディスク スレッショルドの設定
● タスクのスケジュール設定

ディスク スレッショルドの設定
システム特性を指定を使用して、タスクで使用するシステムリストを作成するか、既存システ
ム リストを使用できます。サポートされているシステムで設定するディスク スレッショルド
を指定してください。

ディスク スレッショルドを設定するには、次のように操作します。

1. [設定]->ディスク スレッショルド->ディスク スレッショルドの設定を選択します。[ディス
ク スレッショルドの設定]ウィンドウが表示されます。

2. ターゲット システムを選択し、次へをクリックします。詳細については、「タスクの作
成」を参照してください。

3. [サポートされているシステム上でのディスク スレッショルドの設定を指定します。]セク
ションでは、次の情報を入力します。

● [ディスク利用率のクリティカル スレッショルド（%）]

● [ディスク利用率のクリティカル リセット スレッショルド（%）]

● [ディスク利用率の警告スレッショルド（%）]

● [ディスク利用率の警告リセット スレッショルド（%）]

● [エージェントのポーリング間隔(秒)]

このパラメータ設定に関するガイドラインについては、「ディスク スレッショルド」を参
照してください。

4. 戻るをクリックすると、前のページに戻ります。タスクの実行タイミングをスケジュール
するには、スケジュールをクリックします。タスクのスケジュール設定の詳細について
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は、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。タスクをすぐに実行するには、
すぐに実行をクリックします。[タスク結果]ページが表示されます。

関連プロシージャ

● タスクの作成
● タスクのスケジュール設定

関連トピック

● ディスク スレッショルド

月単位ですべてのディスク スレッショルドを削除するタスク
の作成

次の例では、すべてのディスク スレッショルドをHP Systems Insight Managerデータベースか
ら月単位で削除するタスクをセットアップするための手順を紹介します。

タスクの作成

1. [設定]->ディスク スレッショルド->すべてのディスク スレッショルドの削除を選択しま
す。[すべてのディスク スレッショルドの削除]ページが表示されます。

2. [次のリストから選択してターゲットを追加]ドロップダウン リストで、[すべてのサーバ]
を選択します。

3. ["すべてのサーバ"自体を選択]チェックボックスを選択します。

4. 適用をクリックします。

5. スケジュールをクリックします。

6. [タスク名]フィールドに、Delete Disk Thresholds Monthlyなどのタスク名を入力しま
す。

7. [いつこのタスクを実行しますか?]セクションで、[定期的]を選択します。

8. [スケジュールの調整]セクションで、[次の間隔毎]を選択し、タスクの実行日を入力しま
す。

9. 完了をクリックします。

関連プロシージャ

● ディスク スレッショルドの設定
● タスクの作成
● タスクのスケジュール設定
● スケジュール済みタスクの実行

関連トピック

● ディスク スレッショルド
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ライセンス マネージャ
ライセンス マネージャは、ProLiant Essentialsベースのライセンスのサポートを提供します。こ
のサポートには、ライセンス キー配布、調整、レポートなどが含まれます。

注記:

ライセンス マネージャを実行するには、中央管理サーバ（CMS）（設定するに
は、[オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユーザ]を選択）と[す
べてのツール]ツールボックス（設定するには、[オプション]->[セキュリ
ティ]->[ユーザおよび認証]->[認証]を選択）の完全な設定権がユーザに必要です。

詳細については、「ユーザおよびユーザ グループ」および「ツールボックス」
を参照してください。

ライセンス キーの収集とインストールは、HP Systems Insight Managerが認識している、指定
したターゲット システムに対して、または、そこから実行できます。製品によっては、キーは
指定されたシステムに送られます。別の製品では、単にライセンス マネージャのデータベース
がライセンス情報は更新されます。ライセンス キー データベースは、確認することができま
す。新しいキーの追加は、ファイルから個別に、または一括して行うことができます。ライセ
ンス マネージャには、自動的に収集される、内蔵Lights-Out（iLO）システムに関するライセン
ス情報も表示されます。ライセンス マネージャは、キーをiLOにインストールすることはでき
ません。このため、iLOホスト マシンにインストールされたキーは、iLOによって認識されませ
ん。

ライセンス メニューでは、次のオプションを使用できます。

● キーの管理。  [展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーの管理]を選択してください。こ
の操作により、[ライセンス マネージャ]が認識しているライセンス キーとその割り当てが
表示され、キーを個別か一括で追加したり、特定キーの用途の詳細を表示したりすること
ができるようになります。

● キーの収集。  [展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーの収集]を選択してください。キー
の収集元になる、1つ以上のターゲット システムを選択します。ターゲット選択の詳細につ
いては、「タスクの作成」を参照してください。

● キーの展開。  [展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーのインストール]を選択します。
インストール先となる、1つ以上のターゲット システム、およびインストールする1つ以上
のライセンス キーをライセンス マネージャ データベースから選択します。ターゲット選択
の詳細については、「タスクの作成」を参照してください。インストールする、1つ以上の
キーを選択してください。iLOにキーを配信するメカニズムは存在しないため、iLOキーは含
まれていません。

ライセンス マネージャのキーのインストールおよびキーの収集機能は、製品により異なります
が、ライセンス マネージャ データベース上で直接実行されるかまたは、ターゲット システム
上のWindowsレジストリで実行されます。ProLiant Essentials Performance Management Pack
（PMP）の以前のバージョンは該当しませんが、HP Systems Insight Managerプラグインのすべ
てのキー情報は、ライセンス マネージャによってHP Systems Insight Managerデータベースで
維持されます。一部の製品では、ライセンス対象システム上のWindowsレジストリのライセン
ス構造内で維持する必要があります。ライセンス マネージャは、DCOMを使用して、リモート
システムからのキーのインストールとキー情報収集を行います。PMPの最新バージョンでは、
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キーをCMSのWindowsレジストリに格納する必要があります。PMPのキーをCMS以外のシステ
ムから、インストールおよび収集することはできません。

指定されたシステムに対する認証証明書は、指定されたシステムにキーが送られている場合に
のみ必要になります。特定ターゲットでWBEM認証証明書が提供されている場合は、その証明
書が使用されます。詳細については、「システムまたはシステム グループのプロトコル設定」
を参照してください。特定証明書が提供されていない場合は、グローバル証明書として提供さ
れている、Web-Based Enterprise Services（WBEM）証明書のそれぞれのセットが使用されま
す。詳細については、「グローバル プロトコル設定」を参照してください。証明書が提供され
ていない場合は、HP Systems Insight Managerサーバのデフォルト証明書で接続が試されます。
リモート レジストリ サービスが起動されていて、キーの収集かインストールの候補ターゲッ
ト システムで動作している必要があります。

関連プロシージャ

● キーの収集
● キーのインストール
● キーの管理
● 自動検出の設定

関連トピック

● システム ライセンス情報レポート
● キーについて

キーについて

ライセンス キーは、3つまでの製品の使用を認証するために符号化されます。このため、同じ
キーは、そのキーによってライセンスされる製品ごとに1回ずつ、合計3回まで同じシステムに
割り当てられたデータベースに表示されることがあります。キーによって許可される使用ユー
ザ数は、そのキーによって認証されるそれぞれの製品に完全に適用されます。使用ユーザ数5
と製品2つを認証するキーでは、2つの製品それぞれに使用ユーザ数5が認証されます。

使用できるライセンスは、次の8種類です。

● 無料フレキシブル数量。ProLiant Essentials製品は、1つの無料永久ライセンスとともに出荷
されることがあります。このキー タイプは、その無料ライセンスを具体化したものです。
このライセンスによって許可される使用ユーザ数は、製品と製品チームによって決まりま
す。このタイプのキーを、ユーザがライセンス マネージャのデータベースに入力すること
ができません。このキーをデータベースに挿入できるのは、その製品のみです。

● フレキシブル数量。このライセンスでは、50,000までの購入済み使用ユーザ数で、完全な
無制限の機能が時間無制限に提供されます。

● 暗証キー契約。このライセンスでは、完全な無制限の機能が時間無制限で提供されます。
このライセンスは、使用ユーザ数の予想される上限（50,000まで）を表します。

● デモ（使用ユーザと時間）。このライセンスでは、限られた時間、特定使用ユーザ数で、
完全な無制限の機能が提供されます。このライセンスでは、このキーで製品が動作する日
数が決まっています。日数は、初めて使用した日から起算されます。このキーでは、製品
の複数のインスタンスを実行することを許可できます。デモ キーでは、255までの使用ユー
ザ数を最大255日間認証できます。
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● デモ。このライセンスでは、完全な無制限の機能が一定の期間だけ提供されます。このラ
イセンスでは、このキーで製品が動作する日数が決まっています。日数は、初めて使用し
た日から起算されます。このキーでは、製品の複数のインスタンスを実行することを許可
できます。デモ キーでは、最大65535日間の使用を認証できます。

● 評価。このライセンスでは、完全な無制限の機能が提供されます。これは、特別な状況で
配布されます。

● 個別。このライセンスでは、完全な無制限の機能が提供されます。これは、内蔵Lights-Out
（iLO）製品の単一使用キーを表します。

● サブスクリプション。このライセンスでは、時間に制限のある、完全な機能を提供します。
このキーは、指定された期間だけ無制限の機能を使用可能、または同じ期間中に限られた
使用ユーザ数での使用を示すことができます。

● 無制限。このライセンスでは、完全な無制限の機能が提供されます。これは、内蔵Lights-Out
（iLO）製品の単一使用キーを表します。

関連プロシージャ

● ライセンス マネージャ
● キーの収集
● キーの管理

関連トピック

● キー データベースの内容の表示
● キー詳細の表示

キーの収集

キー収集機能は、選択したシステムからライセンス キーを収集します。キーが選択したシステ
ムに直接格納されている場合は（詳細については、特定の製品情報を参照してください）、中
央管理サーバ （CMS）と選択したマシンでは、Microsoft Windowsオペレーティング システム
のいずれかが動作している必要があります。現在では、多くの製品（ほとんどの場合、HP
Systems Insight Managerプラグイン）キー情報をライセンス マネージャのデータベースのみに
格納しています。これらの例では、CMSや選択したシステムのオペレーティング システムに制
限はありません。ステータス行に、選択したシステムからキーを収集する必要のある時刻と現
在の状況ではそれは不可能であることが表示されます。

[展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーの収集]を選択します。[キーの収集]ウィンドウが表示
されます。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● キーのインストール
● キーの管理

キーの収集結果

[収集結果]ページに、以下の情報が表示されます。
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● [システム名]。この列には、タスクを実行したシステムの名前が表示されます。

● [キー]。この列には、ターゲット システムから受信したキーが表示されます。そのシステ
ムから取得した製品、キー、およびシステムごとに1行が表示されます。

● [製品]。この列には、このキーの使用に関連する製品の名前が表示されます。

● [応答ステータス]。この列には、システムの応答ステータスが表示されます。[キーの収集]
タスクが正常に実行されると、キーが正常に収集されたことを表すメッセージが表示され
ます。

エラーが発生した場合は、エラー メッセージが表示されます。エラー メッセージには、以
下が含まれます。

ローカルのオペレーティング システムとリモートの選択したシステムがWindowsを実行し
ておらず、ライセンス マネージャが、選択したシステムからキー情報を直接収集しようと
している場合は、次のメッセージが含まれます。「このノードに直接格納されたキーを収
集できません。HP Systems Insight Managerホストと指定されたシステムは、Microsoft
Windowsを実行している必要があります。」

❍ 「このシステムにライセンス情報がありません。」

❍ 「HP Systems Insight Managerがローカルで管理しているこのノードには、キーがありま
せん。」

❍ 「このノードに直接保存されているキーを収集できません。」 HP Systems Insight Manager
ホストと指定されたシステムは、Microsoft Windowsを実行している必要があります。

❍ 「ターゲット システムは接続アクセスを拒否しました。このシステムのWBEMアクセス
証明書を指定してください。」

❍ 「ターゲット システムは接続アクセスを拒否しました。このシステムのWBEMアクセス
証明書を提供してください。または、参照されているIPC$アカウントがロックアウトさ
れています。」指定された証明書、およびターゲット システムとの現在の接続で使用さ
れている証明書の間に矛盾があります。ターゲットが動作しているドメインの外に、指
定された証明書が存在している可能性もあります。

❍ 「このタイプのシステムからキーを収集することはできません。」このタイプのシステ
ム用の製品がありません。選択されたターゲットが、サーバ、デスクトップ、ノート
ブック、そのようなシステムのその他のタイプになっていません。

次のエラー メッセージは、ライセンス マネージャの問題がターゲット システムで発生したこ
とを表します。

注記：次のエラーが発生することは、ほとんどありません。

● 「ターゲット システム上でのライセンス情報エラー」。ターゲットで見つかったキー情報
に、フォーマットやその他の詳細のエラーがあります。

● 「ライセンス情報収集中のエラー」。このターゲットで、収集プロセスがエラーになりま
した。電源の切断、ネットワークからの切断などにより、システムがオフラインになって
いる可能性があります。

● 「このシステムへの接続に失敗しました」。ネットワーク パスが見つからないなどのエラー
が考えられます。このシステムが、ライセンス情報の要求に応答しませんでした。電源の
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切断、ネットワークからの切断などにより、システムがオフラインになっている可能性が
あります。

● 「指定されたシステムはデータベースに存在しません」。HP Systems Insight Managerデー
タベースのシステム情報が、別のプロセスで削除されています。

● 「ターゲット ノード リストが空白です。」キー収集のためのターゲット システム名のリス
トは空白ではありません。別のユーザが同じシステムをデータベースから削除したことに
よる不一致の可能性が考えられます。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● キーの収集
● キーのインストール
● キーの管理

キーのインストール

キーのインストール機能は、選択したシステムにライセンス キーをインストールします。ライ
センス マネージャの外にキーを格納する必要のある製品では、中央管理サーバ （CMS）と選
択したシステムのオペレーティング システムがWindowsのいずれかを実行している必要があり
ます。それ以外の場合は、制限はありません。矛盾があると、インストールが通知します。

[キーのインストール]にアクセスするには、次のように操作します。

1. [展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーのインストール]を選択します。[キーのインストー
ル]ウィンドウが表示されます。

2. インストール先となる、1つ以上のターゲット システム、およびインストールする1つ以
上のライセンス キーをライセンス マネージャ データベースから選択します。ターゲット
選択の詳細については、「タスクの作成」を参照してください。ProLiant Essentials
Performance Management Pack（PMP）の現在のバージョンでは、すべてのキーをCMSに
インストールする必要があります。

3. 次へをクリックします。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● キーの選択
● キーのインストール結果
● キーについて

キーの選択

1. [インストールするキーの選択]セクションには、該当するキーで使用ユーザの制限に達し
ていないものだけが表示されます。たとえば、使用ユーザに制限のないキーや期限が切れ
ていないBETAキーなどが表示されます。内蔵Lights-Out（iLO）キーは表示されません。
[キーの選択]テーブルには、以下の列があります。

● [製品]。ライセンス供与された製品の名前。

355

デフォルト ツールの使用法



● [バージョン]。ライセンスが有効であるソフトウェアのバージョン。新しいバージョン
は古いバージョンをサポートしますが、古いバージョンは新しいバージョンをサポー
トしません。たとえば、バージョン2ではバージョン1ソフトウェアがサポートされま
すが、バージョン1ではバージョン2ソフトウェアはサポートされません。

● [ライセンス タイプ]。使用できるライセンスは、6種類です（詳細については、「キー
について」を参照してください）。

● [最大使用ユーザ数]。このキーによって使用が認証されるライセンスの総数。

● [使用ユーザ数]。使用されているライセンス数。

● [最大日数]。このキーによって使用が許可される日数（使用期限があるキーのみ）。
BETAタイプのキーの場合は、キーが発行されてからの日数です。他のキー タイプの場
合は、キーが最初に使用されてからの日数を意味します。

● [キー ストリング]。ライセンス キー

2. すぐに実行をクリックします。インストール操作を中止するには、メニューから別のアク
ションを選択します。

注記:

提供されるキーのリストには、以下は含まれません。

● 内蔵Lights-Out（iLO）のキー

● 完全に予約されている特定のキー

関連トピック

● キーのインストール結果
● ライセンス マネージャ
● キーのインストール結果
● キーの収集
● キーの管理

キーのインストール結果

次の情報が、[デプロイメント結果]ページに表示されます。

一部のキーでは、1個から3個のさまざまな製品の使用が認証されるので、1つのキーが、認証
する製品ごとに1回ずつ、最高3回までインストールされることがあります。ユーザは、インス
トールされるキーによって認証される製品を指定できません。キーがインストールされて、
キーがライセンス供与するすべての製品が有効になります。そのシステムで製品が使用されて
いない場合、認証は利用されず、ユーザはその結果としてペナルティを受けません。ライセン
ス マネージャには、iLO（内蔵Lights-Out）システムに関する情報が表示されますが、iLOシス
テムでは、このツールによるキー インストールが現在サポートされていないので、そのシステ
ムにライセンス キーを直接インストールすることはできません。
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注記:

選択したシステムに物理的にキーを配布する必要のある場合や中央管理サーバ
（CMS）または選択したシステムがWindowsを実行していない場合などでは、
次のステータス メッセージが表示されます。「このキーはインストールできま
せん。このプロジェクトにキーをインストールするには、HP Systems Insight
Managerホストおよび指定されたシステムは、Microsoft Windowsを実行してい
る必要があります。」

注記：それぞれのキー インストールでは、システム、キー、および製品ごとに1行が表示され
ます。

● [システム名]。この列には、タスクを実行したシステムの名前が表示されます。

● [キー]。この列には、ターゲット システムにインストールされたキーが表示されます。

● [製品]。このキーのインストールに関連する製品の名前です。

● [応答ステータス]。この列には、システムの応答ステータスが表示されます。キーのインス
トール タスクが、特定のターゲット システムとキーで正常に実行された場合は、「キーの
インストールに成功しました」というメッセージが表示されます。

キーのインストール タスクがエラーになった場合は、エラー メッセージが表示されます。

キーが選択したシステムに直接送られる必要のある場合の、エラーメッセージには、以下
が含まれます。

❍ 「ターゲット システムはMicrosoft Windowsが実行されていません」 。ターゲット ノー
ドでは、Windowsオペレーティング システムのいずれかが動作している必要がありま
す。

❍ 「ターゲット システムは接続アクセスを拒否しました」 。このシステムのWBEMアク
セス証明書を指定してください。デフォルトの証明書や指定された証明書では、この
ターゲットにアクセスできません。

❍ 「ターゲット システムは接続アクセスを拒否しました。このシステムのWBEMアクセス
証明書を提供してください」 。指定された証明書、およびターゲット システムとの現
在の接続で使用されている証明書の間に矛盾があります。または、ターゲットが動作し
ているドメイン（または信頼関係）の外部に、指定された証明書があります。

❍ 「このシステムにキーをインストールできません」。このタイプのシステム用の製品が
ありません。ターゲットが、サーバ、デスクトップ、ノートブック、その他該当するシ
ステムになっていません。

❍ 「ターゲット システムのライセンス情報書き込み権限が拒否されました」。ターゲッ
トシステムのレジストリにリモートからアクセスできません。すべての候補ターゲット
では、「リモート レジストリ サービス」が動作している必要があります。この場合は、
単純なチェックで済みます。

❑ telnet hostname（ターゲット ホストに接続）

❑ net start（リモート レジストリ サービスがすでに動作しているかどうかを確認）

❑ リモート レジストリ サービスのnet start（必要に応じてレジストリ サービスを起動）
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注記：どのようなインストール状況でも以下のエラーが表示されることがありますが、多くは
ありません。

● 「指定されたシステムはデータベースに存在しません」。HP Systems Insight Managerデー
タベースのノード情報が、別のプロセスで削除されました。

● 「キーの作成認証に失敗しました」。このターゲット システムにキーをインストールする
とき、問題が発生しました。キーを要求するアプリケーションやシステムに、キーの直接
適用が必要な場合があります。

● 「このフォーマットでのキーのインストールはサポートされていません」。キー インストー
ルで、ProLiant Essentialsキーのみのサポートが意図されています。ライセンス マネージャ
では、外部キーを表示できますが、インストールできません。

● 「キーが選択されていません」。以前選択したキーが存在しません。このエラーが発生す
ることは、ほとんどありません。

● 「キー ストリングが無効です」。選択されたキーが無効です。以前確認されたキーが破壊
されたことになるので、このエラーが発生することはほとんどありません。

● 「このシステムにライセンス情報をインストール中に問題発生」。電源の切断、ネットワー
クからの切断などにより、システムがオフラインになっている可能性があります。そうで
ない場合は、未知の異常イベントが発生しています。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● キーの選択
● キーの収集

キーの管理

キーの管理機能では、選択したサーバと内蔵Lights-Out（iLO）管理プロセッサのライセンス
キーを管理できます。管理できるキーには、iLO製品とProLiant Essentials製品のProLiant Essentials
キー、および外部ライセンス スキームで動作する、選択した製品が含まれます。キーとキー伝
送は、ユーザの直接入力とユーザ制御のキー収集プロセスから、および検出と識別（iLOのみ）
を含む自動プロセスととその他の自動的な方法から発生できます。

[キーの管理]ページには、ProLiant Essentialsライセンス キー データベース内に含まれるキーの
全リストが項目の表形式で表示されます。特定のキーを選択すると、[キーの管理]にそのキー
の使用方法についての詳細な情報が表示されます。

[キーの管理]ページにアクセスするには、[展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーの管理]を選
択します。[キーの管理]ウィンドウが表示されます。

次のオプションが提供されます。

● 「キー詳細の表示」概要テーブルからキーを選択し、その利用状況の詳細を調べます。

● 「キーの個別追加」それぞれのキーを入力し、キー詳細を表示してデータベースにキーを
追加します。

358

デフォルト ツールの使用法



● 「ファイルからのキーの追加」特殊フォーマットのキー ファイルを選択し、キー ファイル
の内容を表示して、データベースにキーを追加します。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● ファイルからのキーの追加
● キーの個別追加
● キー詳細の表示
● キーの収集
● キーのインストール

キー データベースの内容の表示
HP Systems Insight Managerでは、特定のProLiant Essentialsライセンス キーデータベースの内容
を表示できます。

ProLiant Essentialsライセンス キー データベースの内容を表示するには、[キーの管理]ページに
アクセスします。[展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーの管理]を選択してください。

ライセンス マネージャが認識しているすべてのキーが、[キーの管理]ページに表示されます。
適切な列見出しをダブルクリックすると、その列のエントリに基づいてリストを並べ替えるこ
とができます。表示される列は次のとおりです。

● [製品]。ライセンス供与された製品の名前。

● [バージョン]。ライセンスが有効であるソフトウェアのバージョン。高いバージョンでは低
いバージョンがサポートされますが、低いバージョンでは高いバージョンがサポートされ
ません。たとえば、バージョン2のキーでは、バージョン1の製品を実行できます。バージョ
ン1の製品を操作できるキーでは、バージョン2のソフトウェア製品を実行できません。

● [ライセンス タイプ]。使用できるライセンスは、6種類です（詳細については、「キーにつ
いて」を参照してください）。

● [最大使用ユーザ数]。キーによって許可されるライセンスの総数。

● [使用ユーザ数]。使用中のライセンス数。

● [最大日数]。このキーによって使用が認証される総日数。使用期限があるキーのみが対象で
す。BETAキー タイプの場合、キーが発行されてからの日数を意味します。他のキー タイプ
の場合、キーが最初に使用されてからの日数を意味します。

● [キー ストリング]。ライセンス キー ストリング。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● ファイルからのキーの追加
● キー詳細の表示
● キーの収集
● キーのインストール
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ファイルからのキーの追加

HP Systems Insight Managerでは、1つまたは複数のキーをデータベースに追加できます。キー
は、key拡張子の付いたXMLファイルに定義されます。必要に応じて、これらのファイルを作成
することができます。フォーマットは、次のような形式になります。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<KEYLIST>

<KEY>

<KEYSTRING>A2345-1B345-12C45-123D5-123E5</KEYSTRING>

<PRODUCTNAME1>SMP</PRODUCTNAME1>

<PRODUCTVERSION1>v1.0</PRODUCTVERSION1>

<KEYDISP1>3</KEYDISP1>

</KEY>

</KEYLIST>

ユーザ作成のファイルでは、最小限のフォーマットは次のとおりです。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<KEYLIST>

<KEY>

<KEYSTRING>A2345-1B345-12C45-123D5-123E5</KEYSTRING>

</KEY>

</KEYLIST>

キーを使用して、ファイル内にエンコードする各キーに対してタグ シーケンスが繰り返されて
います。

特殊フォーマットのキー ファイルから1つ以上の新しいキーをデータベースに追加するには、
次のように操作します。

1. [キーの管理]ページにアクセスし、[展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーの管理]を選択
します。

2. ファイルからのキーの追加をクリックします。

ページの最下部に[ページからのキーの追加]セクションが表示されます。

3. [ファイル名とパスの指定]フィールドにフル パスとファイル名を入力します。

または

参照をクリックします。
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a. [ファイルの選択]ダイアログ ボックスが表示されます。

b. 追加するキー コードを含むキー ファイルにナビゲートします。

c. ファイルを特定したら、開くをクリックします。

4. [ファイル名とパスの指定]フル パスとファイル名が表示されたら、[開く]をクリックして
ファイルを開きます。キー ファイルの内容が表示されます。

5. データベースにすべてのキーを追加するには、[キーの追加]をクリックします。何らかの
理由でキーが無効である場合、そのキーのエラーが報告され、そのキーはデータベースに
追加されません。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● キーの個別追加
● キーの収集
● キーのインストール

キーの個別追加

HP Systems Insight Managerでは、キーをデータベースに個別に追加できます。

データベースにキーを個別に追加するには、次のように操作します。

1. [展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーの管理]を選択します。

2. キーの追加をクリックします。

[新しいキーの追加]ページが表示されます。

3. 5つのフィールドにそれぞれの文字（1フィールドに5文字）を入力し、キーを入力します。
左端のボックスからキー コード入力を始めると、現行フィールドがいっぱいになった時点
で、カーソルが次のフィールドに自動的に進みます。

または

5つの入力フィールドにキーを貼り付けてキーを入力します。たとえば、Emailのテキスト
としてキー を受信した場合は、貼り付けることができます。

4. キー ストリング全体を強調表示し、Ctrl + Cキーを押してコピーします。

5. 入力ボックスになっている5つのフィールドのいずれかにカーソルを配置し、Ctrl + Vキー
を押してライセンス キーを貼り付けます。右クリックして貼り付けることもできます。

5つのフィールドそれぞれに5文字が入力された状態で、ライセンス キーが表示されます。

注記： 完全なキーを貼り付ける場合は、5文字の5つのグループがハイフン（-）で区切ら
れた形式でキーが提供される必要があります。たとえば
#####-#####-#####-#####-#####という形式です。フィールドの文字とハイフンの間に
空白は必要ありません。

6. 開くをクリックして、キーの詳細を表示します。
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7. データベースに新しいキーを追加するには、[キーの追加]をクリックします。キーが無効
であり、そのキーがデータベースに追加されない場合は、エラー メッセージが表示されま
す。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● ファイルからのキーの追加
● キーの収集
● キーのインストール

キー詳細の表示

HP Systems Insight Managerでは、特定のキーについて、ライセンス詳細情報を表示できます。
[キーの管理]ページにアクセスしてください。アクセスするには、[展開]->[ライセンス マネー
ジャ]->[キーの管理]を選択します。

特定キーの使用に関する詳細を表示するには、目的のキーを選択します。

● [システム名]。このキーのインスタンスを含むシステムの名前。キーは使用されていないこ
とがあります。

● [システム タイプ]。HP Systems Insight Managerによって定義された、指定されたサーバの
システム タイプ。たとえばサーバ。

● [使用ユーザ数]。選択したキーに関連する使用ユーザの合計数。

● [最大日数]。このキーによって使用が認証される総日数。使用期限があるキーのみが対象で
す。BETAキー タイプの場合、キーが発行されてからの日数を意味します。他のキー タイプ
の場合、キーが最初に使用されてからの日数を意味します。

● [ステータス]。指定したシステムにおける、このキーの使用ステータス。

ステータス メッセージには、以下が含まれます。

❍ OK。キーは有効であり、適合しています。

❍ キーは使用されていません。キーは有効ですが、使用されていません。

❍ すべてライセンスされています。このターゲットでライセンス キーが完全に使用されて
います。このため、別の場所でも使用されると、全体で使用過剰になることがありま
す。

❍ ライセンスが使用超過しています。このターゲットで、ライセンス キーが使用過剰に
なっています。

❍ ライセンスの試用期間が過ぎています。時間制限キーの時間制限を超えました（時間制
限が設定されているキーの場合）。

❍ ライセンスの使用可能期間が過ぎています。時間制限キーの時間制限を超えました（時
間制限が設定されているキーの場合）。

❍ ライセンスのサブスクリプション期間が過ぎています。サブスクリプション キーの期限
が過ぎています。
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❍ 無効なライセンス認証です。このターゲット システムで保存されているキー情報が無効
です。

❍ 不正デバイス ホストです。このキーが見つかったターゲットのシリアル番号が、このマ
シンから取得したキー情報に含まれるシリアル番号と一致しません。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● ファイルからのキーの追加
● キーの収集
● キーのインストール

システム ライセンス情報レポート
システム ライセンス情報レポート機能を使うと、内蔵Lights-Out（iLO）システムのProLiant
Essentialsライセンス情報をすばやく効率的に追跡できます。このレポート機能は、ライセンス
キーに基づいて、ProLiant Essentials製品の利用状況についてもレポートします。

iLO製品はライセンス要求に応答するように設定する必要があります。設定ページは、適切な
[システム ページ]を選択することによって表示でき、[ツール＆リンク]をクリックしてから、
iLOを示すリンクをクリックします。iLOで、[Administration]->[SNMP]->[Insight Manager
Settings]を選択します。ページの下部にある、[Configure Insight Manager Integration]
セクションを探します。[The Level of Data Returned]は、[Medium]または[High]に設定す
る必要があります。[The Level of Data Returned]を [Low] に設定した場合は、システムが
レポートされます。ただし、ライセンス ステータスは判定できず、このステータスに使用不可
というメッセージが示されます。[The Level of Data Returned]を[None]に設定した場合は、
ライセンス レコードはありません。

iLOシステムが管理サーバのデータベースから削除された場合は、このシステム用に保存された
iLOのライセンス情報も同時に削除されます。サーバやデスクトップなどの他のすべてのシステ
ムについては、ライセンス情報が削除されることはありません。

iLOのレポートでは、[製品バージョン]フィールドが空白になっている場合があります。[ライ
センス キー]フィールドは、iLOに有効なライセンスがあっても空白になっている場合がありま
す（[The Level of Data Returned]を [Low] に設定した場合）。iLO製品は、[ライセンス タ
イプ]フィールドが空白でない場合に、ライセンスが付与されていると見なされます。[使用ラ
イセンス数]フィールドはその特定のシステムの持つライセンス キーの合計使用数です。ProLiant
Essentialsのライセンスでは、特定のキーによってライセンス対象項目の同時使用数が決まりま
す。[使用ライセンス数]は、該当するシステムの該当するキーの使用数を反映します。

注記:

システム ライセンス情報レポートを実行する前に、検出を実行して、iLOシステ
ムからライセンス情報を取得します。あるいは、[ライセンス マネージャ - キー
の管理]概要テーブルでiLOのキーを参照できる場合があります。詳細について
は、「自動検出の設定」を参照してください。

363

デフォルト ツールの使用法



注記:

iLO製品の場合、[製品バージョン]フィールドが空白になります。

レポートされるライセンス情報は、HP Systems Insight Managerが認識するすべてのシステムの
ライセンス マネージャ（キーを収集済み）から収集されます。

完全な設定権があるユーザのみが、ライセンス キーにアクセスできます。設定権が制限されて
いるユーザや設定権がないユーザは、レポート実行時にこの列を表示できません。設定権が制
限されているユーザや設定権がないユーザは、レポート設定の作成時に、[ライセンス キー]列
の表示や選択を実行できません。

システム ライセンス情報レポート
システム ライセンス情報レポートは、ライセンスの詳細と配布の概要を示したものです。

● システム名

● ライセンス キー

● 購入済みライセンス数

● 使用中のライセンス数

● キー バージョン

● 製品名

● 製品バージョン

● ライセンス タイプ

● ライセンスの日付

● ライセンスの有効期限（DEMOキーのみ）

● ステータス

それぞれのフィールドの詳細については、「レポート ビュー」、R_DeviceLicenseInfoを参照し
てください。

アップグレード結果

アップグレード中に、すべてのレポートの設定が検証され、これらのレポート内のiLOライセン
ス レポート項目は新規のシステム ライセンス情報レポートの項目にマッピングされます。ラ
イセンス キーのiLOレポート項目が古いデータベースのレポート設定から検出されると、この
レポート設定が新規データベースにコピーされ、レポート設定が新しいライセンス キーを参照
するようになります。同時に、[ライセンス購入数]と[製品名]のレポート項目がコピー先のレ
ポート設定に挿入されます。

364

デフォルト ツールの使用法



関連プロシージャ

● システム レポート
● キーの収集
● キーのインストール
● キーの管理

関連トピック

● レポート機能
● レポート ビュー
● システム レポート

ProLiant Essentialsアプリケーションを使用したライセン
ス付与

選択したターゲットにその製品を使用するためのライセンスがない場合、[ライセンスされてい
ないシステムへのライセンス（オプション）]ページが表示されます。ライセンスがないター
ゲットまたはデモ キーでライセンスされたターゲットだけが表示されます。

このページは、メニューから直接アクセスできません。特定の製品に固有の1ページまたは複
数ページが順に表示されます。このページを使用するすべての製品が、同じページを共有しま
す。したがって、その製品でもページのフォーマットと操作は同じです。

このページから次の4つのボタンを使用できます。

戻る。  戻るをクリックすると、前のページに戻ります。

キーの追加。  HP Systems Insight Managerに認識されていない追加のライセンスを使用でき
る場合は、これらのライセンスのキーを追加できます。キー文字列がわかっている場合は、
キーの追加をクリックし、[キー ストリングの指定]フィールドにキーを入力して、OKをクリッ
クします。この製品に適用できるライセンス キーだけが受け入れられて追加されます。他の製
品キーを追加する場合は、ライセンス マネージャ、キーの管理を使用します（[展開]->[ライセ
ンス マネージャ]->[キーの管理]）。

ライセンスの適用。  使用できるライセンスがある場合は、ライセンスされていないターゲッ
トを選択し、ライセンスの適用をクリックします。使用期限があるデモ キーの形でライセンス
付与されているターゲットも表示されます。これらのキーを選択することもできますが、ライ
センスを取得しなおすには、PAIDキーを使用する必要があります。すべてのターゲットにライ
センスが適用されると、このシーケンスでこのページは表示されません。まだライセンスされ
ていないターゲットがある場合、またはデモ キーでライセンスされているターゲットがある場
合、このページが再表示されて、ライセンスされていないターゲットのオリジナルの一覧を表
示し、現在ライセンスされているターゲット システムとライセンスされていないターゲット
システムを示します。デモ キーを使用してライセンスされたターゲットのライセンスを選択す
ると、ターゲットは永続的なキーで再ライセンスされます（キーがある場合）。再ライセンス
の時点で不十分なライセンスが残っている場合、デモ ライセンスが有効のままとなります。ラ
イセンスを使用するときには、フル ライセンス（製品に含まれるライセンスも含む）が最初に
使用されます。これらのライセンスをすべて使用した後にまだライセンスのないシステムがあ
る場合、製品が許容すれば、いっぱいまで使用されていないデモ キーが使用されます。最後
に、他のユーザが製品と共に使用するために他のターゲットにライセンスを適用する場合があ
るため、使用できるライセンスと同数のターゲットを選択できますが、一部のターゲットでラ
イセンス適用に失敗する場合があります。その場合には、メッセージで通知されます。
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次へ。  これらのライセンスされていないターゲットにライセンスを適用したくない場合や、
これらのターゲットの一部にライセンスを適用した後で、（選択したターゲットの少なくとも
1つにライセンスが適用されていれば）直接次へをクリックして、続けることができます。選
択したターゲットにライセンスを適用されているものがない場合は、次へボタンが表示されま
す。

ライセンスの追加が完了すると、キーによってライセンスを有効にすることにより、使用でき
るライセンスの数が増えます。これで追加のライセンスを使用できます。

注記:

すべてまたは一部の選択したターゲットがデモ キーを使用してライセンスを適
用されている場合は、それらのターゲットは、非ライセンス テーブルに、デモ
キーを使用したライセンスというステータスで表示されます。ここで、それらの
ターゲットのいずれかを選択して、完全なキーで再ライセンスすることができま
す。デモ キーや評価キーを使用してシステムを再ライセンスすることは認めら
れません。

関連トピック

● ライセンス マネージャ
● キーについて

管理プロセッサ ツール
管理プロセッサを検出すると、新しいメニュー項目が表示されます。

● システム電源。  このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000
内蔵Lights-Out（iLO）システムの電源オプションを制御できます。このツールにアクセスす
るには、[ツール]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[システム電源]
の順に選択します。

● システム ロケータ。  このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP
9000 iLOシステムの識別LEDを制御できます。このツールにアクセスするには、[ツール]->[管
理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[システム ロケータ]の順に選択しま
す。

● 新規ユーザ。  このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000 iLO
システムに新しいユーザ アカウントを追加できます。このツールにアクセスするには、[設
定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[新規ユーザ]の順に選択しま
す。

● ユーザの編集。  このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000
iLOシステムの既存のユーザ アカウントを変更できます。このツールにアクセスするには、
[設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[ユーザの編集]の順に選
択します。

● ユーザの削除。  このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000
iLOシステムの既存のユーザ アカウントを削除できます。このツールにアクセスするには、
[設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[ユーザの削除]の順に選
択します。
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● LANアクセス。  このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000
iLOシステムのLANアクセス設定を変更できます。このツールにアクセスするには、[設
定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[LANアクセス]の順に選択し
ます。

● LDAP設定。  このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000 iLO
システムのLDAPサービスを設定できます。このツールにアクセスするには、[設定]->[管理
プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[LDAP設定]の順に選択します。

● iLOコントロール。  このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP
9000 iLOシステムで内部制御処理を実行できます。このツールにアクセスするには、[設
定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[iLOコントロール]の順に選
択します。

● ファームウェア アップグレード   このツールを使用すると、1つまたは複数のHP Integrity
およびHP 9000 iLOシステムのFTP経由でのファームウェアのアップグレードを実行できま
す。このツールにアクセスするには、[設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP
9000 iLO]->[ファームウェア アップグレード]の順に選択します。

● SSHパブリック キーの展開。  このツールを使用すると、1つまたは複数のHP Integrityお
よびHP 9000 iLOシステムにHP Systems Insight Manager SSHパブリック キーをインストー
ルできます。このツールにアクセスするには、[設定]->[管理プロセッサ]->[HP Integrityお
よびHP 9000 iLO]->[SSHパブリック キーの展開]の順に選択します。

関連プロシージャ

● 管理プロセッサの新しいユーザの作成
● 管理プロセッサ ユーザの編集
● 管理プロセッサ ユーザの削除
● 管理プロセッサLANアクセスの設定
● 管理プロセッサのLDAPの設定
● 管理プロセッサのiLO制御の設定
● 管理プロセッサ ファームウェアのアップグレード
● 管理プロセッサへのSSHパブリック キー展開

管理プロセッサのシステム電源オプションの設定

このツールを使用すると、関連付けられたHP IntegrityおよびHP 9000内蔵Lights-Out（iLO）シ
ステムを介して、1台以上のサーバの電源を制御できます。

システム電源制御を設定するには、次のように操作します。

1. [ツール]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[システム電源]の順に
選択します。[システム電源]ページが表示されます。

2. ターゲット システムを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択については、「タ
スクの作成」を参照してください。[ステップ2:アクションの選択]ページが表示されます。

3. [システム電源管理]の下で、次のオプションのうちいずれかを選択します。

● パワー サイクル

● 電源オン

● 電源オフ
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● グレースフル シャットダウン（HP9000を除く）

4. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。スケジュールをクリックす
ると、別の機会に実行されるようにタスクをスケジュールできます。また、戻るをクリッ
クすると、前の[システム電源]ページに戻ります。タスクのスケジュール設定の詳細につ
いては、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

関連プロシージャ

● 管理プロセッサのシステム ロケータ オプションの設定

管理プロセッサのシステム ロケータ オプションの設定
このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000内蔵Lights-Out（iLO）シ
ステムのシステム識別LEDを制御できます。

システム識別LEDを制御するには、次のように操作します。

1. [ツール]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[システム ロケータ]の
順に選択します。[システム ロケータ]ページが表示されます。

2. ターゲット システムを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択については、「タ
スクの作成」を参照してください。[ステップ2:アクションの選択]ページが表示されます。

3. [システム ロケータ/ユニット識別LED]の下で、次のオプションのうちいずれかを選択しま
す。

● オン

● オフ

4. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。スケジュールをクリックす
ると、別の機会に実行されるようにタスクをスケジュールできます。また、戻るをクリッ
クすると、前の[システム電源]ページに戻ります。タスクのスケジュール設定の詳細につ
いては、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

関連プロシージャ

● 管理プロセッサのシステム電源オプションの設定

管理プロセッサの新しいユーザの作成

このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000 内蔵Lights-Out（iLO）
システムに新しいユーザ アカウントを追加できます。

新しいユーザを作成するには、次のように操作します。

1. [設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[新しいユーザ]の順に選
択します。[新しいユーザ]ページが表示されます。

2. ターゲット管理プロセッサを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択について
は、「タスクの作成」を参照してください。[ステップ2:アクションの選択]ページが表示
されます。
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3. [新しいユーザ アカウントのプロパティを入力]の下に、以下の情報を入力します。

● ログインID。  （必須）iLOにログインする際に使用する必要のある名前です。ログ
インIDの最大長は25文字です。

● パスワード。  （必須）iLOにログインする際に入力する必要のあるパスワードです。
パスワードは6～24文字で設定してください。

● パスワード（確認）。  （必須）確認のためにもう一度パスワードを入力します。

● ユーザ名。  （必須）iLOのユーザ リストに表示される名前です。ログイン名と同じ
である必要はありません。ユーザ名の最大長は25文字です。

4. [アクセス権]の下で、そのユーザの1つまたは複数のアクセス権を選択します。通常、新し
いユーザには、コンソール アクセス権を付与します。

● コンソール アクセス

● 電源アクセス

● マネジメント プロセッサ設定

● ユーザ管理

5. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。戻るをクリックすると、前
の[新規ユーザ]ページに戻ります。

関連プロシージャ

● 管理プロセッサのシステム ロケータ オプションの設定

管理プロセッサ ユーザの編集
このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000内蔵Lights-Out（iLO）シ
ステムの既存のユーザ アカウントを編集できます。

ユーザを編集するには、次のように操作します。

1. [設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[ユーザの編集]の順に選
択します。[ユーザの編集]ページが表示されます。

2. ターゲット管理プロセッサを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択について
は、「タスクの作成」を参照してください。[ステップ2:既存のユーザ アカウントを編集
するためのプロパティの入力]ページが表示されます。

3. [修正したユーザ アカウントのログイン名を入力：]の下に、変更するログインIDを入力し
ます。

4. [このユーザ アカウントの修正するプロパティを選択：]の下で、変更する属性を選択し、
適切な情報を入力します。以下の属性から選択してください。

● パスワード。  パスワードを変更する場合は、確認のために[パスワード（確認）]
フィールドにもパスワードを入力してください。
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● ユーザ名。  ユーザ名を使用するには、このフィールドを選択します。ユーザ名を、
ログイン名と一致させる必要はありません。ユーザ名の最大長は25文字です。

● アクセス権。  アクセス権を変更する場合は、コンソール アクセス、電源アクセス、
マネジメント プロセッサ設定、およびユーザ管理から選択してください。アカウント
のすべてのアクセス権を排除したい場合は、[アクセス権]チェックボックスを選択し、
[コンソール アクセス]、[電源アクセス]、マネジメント プロセッサ設定、および[ユー
ザ管理]チェックボックスの選択を解除してください。

5. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。戻るをクリックすると、前
の[ユーザの編集]ページに戻ります。

関連プロシージャ

● 管理プロセッサの新しいユーザの作成
● 管理プロセッサ ユーザの削除

管理プロセッサ ユーザの削除
このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000内蔵Lights-Out（iLO）シ
ステムの既存のユーザ アカウントを削除できます。

ユーザを削除するには、次のように操作します。

1. [設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[ユーザの削除]の順に選
択します。[ユーザの削除]ページが表示されます。

2. ターゲット管理プロセッサを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択について
は、「タスクの作成」を参照してください。[ステップ2:既存のユーザ アカウントを削除
するためのプロパティの入力]ページが表示されます。

3. 削除するログインIDを入力します。

4. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。戻るをクリックすると、前
の[ユーザの削除]ページに戻ります。

注記:

HP Systems Insight Managerは、管理プロセッサ ツールの実行に、Adminアカウ
ントを使用します。このアカウントがiLOから削除されている場合は、ツールの
実行方法を設定しなおさないと、ツールがそのシステムのiLOにアクセスできま
せん。

異なるiLOアカウントでのHP Systems Insight Managerのツールの実行方法を設定
するには、次のように操作します。

1. iLOでのツールの実行に使用されるユーザ アカウントを選択します。この
ユーザ アカウントは、すべての管理対象iLOに存在し、iLOに関するすべて
の権限を持っている必要があります。

2. 中央管理サーバ（CMS）のツール ディレクトリに移動し、MpTools.xmlを編
集します。
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3. XMLファイルで各<execute-as-user>行を確認して、Adminを手順1で指定
したユーザ アカウントに変更します。

4. mxtool -m -f MpTools.xml -x forceを実行します。

5. CMSで、mxagentconfigまたはDeploy SSH Public Keyツールを実行して、
このユーザ アカウントの認証キーを各管理対象iLOにコピーします。SSHパ
ブリック キーのインストールの詳細については、「管理プロセッサへのSSH
パブリック キー展開」を参照してください。

関連プロシージャ

● 管理プロセッサの新しいユーザの作成
● 管理プロセッサ ユーザの編集

管理プロセッサLANアクセスの設定
このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000内蔵Lights-Out（iLO）シ
ステムのLANアクセス設定を変更できます。

LANアクセス設定を変更するには、次のように操作します。

1. [設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[LANアクセス]の順に選
択します。[LANアクセス]ページが表示されます。

2. ターゲット管理プロセッサを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択について
は、「タスクの作成」を参照してください。[ステップ2:LANアクセス設定の入力]ページ
が表示されます。

3. [構成する設定およびその値を選択してください]の下で、以下の項目を選択します。

● Telnetアクセス。  Telnetアクセスの有効または無効を選択します。この設定は、IP
設定や、管理プロセッサがLAN経由でアップグレードを実行する機能には影響しませ
ん。

● Web SSL。  Web SSLの有効または無効を選択します。

● Webコンソール ポート。  このオプションを選択する場合は、有効なポート番号を
入力する必要があります。有効なポート番号は、23および2000～2400です。

● IPMI over LANアクセス。  IPMI over LANアクセスの有効または無効を選択します。

4. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。スケジュールをクリックす
ると、タスクの実行をスケジュール設定できます。 戻るをクリックすると、前の[LANア
クセス]ページに戻ります。タスクのスケジュール設定の詳細については、「タスクのスケ
ジュール設定」を参照してください。

管理プロセッサのLDAPの設定
このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000内蔵Lights-Out（iLO）シ
ステムのLDAPサービスを設定できます。
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LDAPサービスを設定するには、次のように操作します。

1. [設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[LDAP設定]の順に選択
します。[LDAP設定]ページが表示されます。

2. ターゲット管理プロセッサを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択について
は、「タスクの作成」を参照してください。[ステップ2:LDAPディレクトリ設定の入力]
ページが表示されます。

3. [構成する設定およびその値を選択してください]の下で、以下の項目を選択します。

● ローカル ユーザ アカウント。  ローカルiLOユーザ アカウントへのアクセスの有効
または無効を選択します。ローカル ユーザ アカウントが有効になっていると、ユーザ
は、ローカルに保存されているユーザ証明書を使用してiLOにログインできます。ロー
カル ユーザ アカウントが無効になっていると、ユーザ アクセスは、有効なディレクト
リ証明書のみに制限されます。

● ディレクトリ認証。  選択されたiLOでのディレクトリ サポートをアクティブまたは
非アクティブにするために有効または無効を選択します。ディレクトリ認証が有効に
なっており、適切に設定されている場合、ユーザは、ディレクトリ証明書を使用して
iLOにログインできます。無効になっている場合、ユーザ証明書のディレクトリによる
認証は行われません。

● ディレクトリ サーバIPアドレス。  ディレクトリ サーバのIPアドレスを入力します。

● ディレクトリ サーバLDAPポート。  サーバ上の安全なLDAPサービスのLDAPを入力
します。このポートのデフォルト値は、636です。

● 識別名  このiLOインスタンスがディレクトリ ツリーでリストされる場所を指定しま
す。次に例を示します。cn=MP Server.ou=Management Devices.o=hp

● ユーザ検索コンテクスト1。  iLOにアクセスするために入力されるログイン名に適用
されるユーザ名コンテキストです。

● ユーザ検索コンテクスト2。  iLOにアクセスするために入力されるログイン名に適用
されるユーザ名コンテキストです。

● ユーザ検索コンテクスト3。  iLOにアクセスするために入力されるログイン名に適用
されるユーザ名コンテキストです。

4. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。スケジュールをクリックす
ると、タスクの実行をスケジュール設定できます。戻るをクリックすると、前の[LDAP設
定]ページに戻ります。タスクのスケジュール設定の詳細については、「タスクのスケジュー
ル設定」を参照してください。

管理プロセッサのiLO制御の設定
このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000内蔵Lights-Out（iLO）シ
ステムの内部制御処理を実行できます。

内部制御処理を実行するには、次のように操作します。

1. [設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[iLOコントロール]の順
に選択します。[iLOコントロール]ページが表示されます。
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2. ターゲット管理プロセッサを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択について
は、「タスクの作成」を参照してください。[ステップ2:ひとつ以上のアクションを選択]
ページが表示されます。

3. 表示される次のオプションの一方または両方を選択します。

● イベント ログのクリア。  システム イベント ログを消去します。

● マネジメント プロセッサ リセット。  iLOをリセットします。

4. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。スケジュールをクリックす
ると、タスクの実行をスケジュール設定できます。 戻るをクリックすると、前の[iLOコン
トロール]ページに戻ります。タスクのスケジュール設定の詳細については、「タスクのス
ケジュール設定」を参照してください。

管理プロセッサ ファームウェアのアップグレード
このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000 iLO（内蔵Lights-Out）
システムのFTP経由でのファームウェアのアップグレードを実行できます。アップグレードは、
選択したすべてのiLOで同時に実行されます。

ファームウェアのアップグレードを開始するには、次のように操作します。

1. [設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[ファームウェア アップ
グレード]の順に選択します。[ファームウェア アップグレード]ページが表示されます。

2. ターゲット管理プロセッサを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択について
は、「タスクの作成」を参照してください。[ステップ2:ファームウェア アップグレード
パラメータの指定]ページが表示されます。

3. 次の情報を入力します。

● ソースIP。  FTPサーバのIPアドレスを入力する必要があります。

● ファイル パス。  アップグレード ファイルが保存されているディレクトリ（FTPサー
バ上）のパスです。

● ログインID。  FTPサーバへのログインに使用するログインIDです。

● パスワード。  FTPサーバにログインするためのパスワードです。

4. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。[スケジュール]をクリック
すると、タスクの実行をスケジュール設定できます。戻るをクリックすると、前の[ファー
ムウェア アップグレード]ページに戻ります。タスクのスケジュール設定の詳細について
は、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

管理プロセッサへのSSHパブリック キー展開
このツールを使用すると、1つまたは複数のHP IntegrityおよびHP 9000 内蔵Lights-Out（iLO）
システムにHP Systems Insight Manager SSHパブリック キーをインストールできます。このツー
ルを実行する前に、ターゲットiLOでSSHを有効にして、iLOでSSHキーを生成しておく必要が
あります。このツールは、初期インストールの後または中央管理サーバ（CMS）のパブリック
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キーを変更した後に必ず一度実行してください。これは、すべての管理プロセッサ ツールの実
行要件です。

このツールは、HP Systems Insight Manager CMSで管理者権限を持つアカウントから実行する
必要があります。

HP Systems Insight ManagerのSSHパブリック キーをインストールするには、次のように操作し
ます。

1. [設定]->[管理プロセッサ]->[HP IntegrityおよびHP 9000 iLO]->[SSHパブリック キーの
展開]の順に選択します。[SSHパブリック キーの展開]ページが表示されます。

2. ターゲット管理プロセッサを選択し、次へをクリックします。ターゲット選択について
は、「タスクの作成」を参照してください。[ステップ2:ログイン証明書の入力]ページが
表示されます。

3. ターゲットiLOの管理者アカウントの証明書を入力します。

● ユーザ名。   管理対象iLOの管理者アカウントです。通常は、Adminアカウントです。

● パスワード。   管理対象iLOの管理者アカウント パスワードです。

● パスワード（確認）。   パスワードを確認します。

4. タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。スケジュールをクリックす
ると、タスクの実行をスケジュール設定できます。戻るをクリックすると、前の[SSHパブ
リック キーの展開]ページに戻ります。タスクのスケジュール設定の詳細については、「タ
スクのスケジュール設定」を参照してください。

MIBの管理
管理情報ベース（MIB）は、ネットワークのシステムの特定情報を正しく解釈できるようにす
る情報が含まれているファイルであり、ネットワークのアクティビティをより正確に表示でき
ます。この機能を利用するには、MIBをHP Systems Insight Managerに登録する必要がありま
す。詳細については、「MIBの登録」を参照してください。

このMIBには豊富な管理インフラストラクチャがあり、HPはその製品にこのインフラストラク
チャを組み込んでいます。HP MIBは、HP Systems Insight Managerデータベースにすでに登録
されています。Windows CMSでは、ディレクトリ\hp\system insight manager\mibsにMIBが存
在します。UNIX CMSでは、opt\mx\mibsにあります。HP以外のシステムがネットワークにあ
る場合は、システムに付属のMIBを登録できます。MIBの登録については、「MIBの登録」を参
照してください。登録すると、MIBが正しく識別され、トラップを正しく解釈して、ネットワー
クのアクティビティをより正確に表示できるようになります。サードパーティ製MIBの最新バー
ジョンを登録してください。

関連プロシージャ

● MIBの登録
● MIBの登録解除
● MIBのコンパイル
● MIBの編集
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MIBの表示
管理情報ベース（MIB）をHP Systems Insight Manager データベースに登録したら、mxmib -l
やmxmib -tなど、その他のmxmibオプションを使用し、データベースに追加されているすべ
てのMIB、および特定MIBに関連しているすべてのトラップを表示できます。[SNMPトラップ
の設定]（[オプション]->[イベント]->[SNMPトラップの設定]）を使用し、データベースに含ま
れる、すべての登録済みMIBと関連トラップを表示することもできます。この画面では、イベ
ント タイプ、説明、トラップ処理の有効化、カテゴリ、深刻度を修正し、ネットワークで収集
した情報をさらにカスタマイズできます。MIBの編集については、「MIBの編集」を参照してく
ださい。

警告！

登録したMIBファイルの名前変更、別のディレクトリへの移動、削除はしないで
ください。

注記:

登録したとおりにMIBファイルをリストするには、MIBファイルがMIBディレクト
リに常駐する必要があります。

注記:

下記のHP Systems Insight Managerディレクトリは、デフォルト ディレクトリで
す。ただし、ディレクトリは、HP Systems Insight Managerのインストール中に
指定したディレクトリによって変化します。

Windowsオペレーティング システムでMIBを表示するには、次のように操作します。

1. MIBディレクトリc:/program files/hp/systems insight manager/mibsに移動します。

2. ASCIIエディタでMIBを開きます。

3. Windowsコマンド ラインにwrite cpqhost.mibと入力します。

Linux/HP-UXオペレーティング システムでMIBを表示するには、次のように操作します。

1. cd opt/mx/mibsと入力します。

2. 登録済みMIBを表示するには、mxmib -lを実行します。

3. シェル プロンプトにvi file.mibと入力します。
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関連プロシージャ

● MIBの登録
● MIBの登録解除
● MIBのコンパイル
● MIBの編集
● SNMPトラップの設定

関連トピック

● MIBの管理

MIBの編集
HP MIB設定ファイル（.cfg）は、次のようなトラップ固有の情報で編集できます。

● タイプ。タイプは、実際のトラップ名の単純な形式です。この名前が、システムを的確に
記述していない場合は、このタイプを変更します。

● 深刻度。一部のベンダは、すべての深刻度レベルにデフォルトの「情報」を使用していま
す。この深刻度を、ユーザの判断した問題の深刻度を反映するレベルに変更してください。
または、使用している環境では、クリティカルなステータスではないことが明確にわかっ
ている、トラップ メッセージのメジャーまたはクリティカルな深刻度を変更できます。こ
のようなステータスがあてはまるかどうかは、ユーザが判断します。HP Systems Insight
Managerに対する有効なオプションは、以下のものだけです。クリティカル、メジャー、
マイナー、警告、および情報

● MSG_FORMATTER。ポケベルやEmailに送信することがある、拡張メッセージの作成に使用
するメッセージ フォーマット文字列です。この文字列は、REVやMIBで修正できます。

● トラップ処理有効。デフォルトの場合は、すべてのトラップが有効です。トラップ処理を
使用すると、メッセージの量を制御できます。不要な通知メッセージや、修正されていな
いイベントについて繰り返されるトラップ メッセージなどの意味のないメッセージをシャッ
トオフしてください。

● 説明。説明は、ベンダによって提供されます。より具体的な指示、正確な参考資料、Web
サイト参照で置き換えてください。

● カテゴリ。カテゴリ リストには、HP Systems Insight Managerカテゴリ タイプと未割り当て
がリストされます。

.cfgファイルを編集するには、次のように操作します。

1. 次のようにMIBディレクトリに移動します。

● Windowsオペレーティング システムの場合は、\program files\hp\systems insight
manager\mibsに移動します。

● Linux/HP-UXオペレーティング システムの場合は、\opt\mx\mibsに移動します。

2. mcompile mymib.mibを実行して、.cfgファイルを作成します。

3. .cfgファイルが作成されたら、任意のエディタを使用して.cfgファイルを編集します。
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HP Systems Insight Managerでトラップ固有の情報を編集するには、次のように操作します。

1. HP Systems Insight Managerから、[オプション]->[イベント]->[SNMPトラップの設定]を選
択します。

[SNMPトラップの設定]ページが表示されます。

2. MIB名を選択します。

3. MIB内で編集するトラップを選択します。

4. ファイルを変更内容で編集し、OKをクリックします。変更内容が保存されます。

注記： [SNMPトラップの設定]で行った変更は、HP Systems Insight Managerデータベース
にのみ保存されます。.cfgファイルとMIBファイルは影響されません。

関連プロシージャ

● MIBの表示
● MIBのコンパイル
● MIBの登録解除

関連トピック

● MIBの管理

MIBのコンパイル
ユーザは、mcompileコマンドによって、SNMP MIBファイルを、中間フォーマット（.cfg）
ファイルにコンパイルできます。このファイルは、mxmibユーティリティによって登録して
HP Systems Insight Managerで使用できます。

次のヒントを参考にしてください。

● コンパイルするMIBファイルに、別のMIBからのインポートが含まれている場合は、コンパ
イルするMIBファイルと同じディレクトリに、インポートするMIBファイルも配置する必要
があります。

● MIBファイルのコメント行は、「--」で始まり、改行または「--」で終わります。行全体に
「-」が含まれるMIBに注意してください。この行はコメントを意図したものです。ただし、
余分なダッシュと最初のセットの「--」が打ち消しあっています。

次に例を示します。

-- xyzでは、xyzがコメントになります。

ところが

-- -- xyzとなっていれば、結果的にxyzのコメントは解除されます。

● mcompileでは、行のモジュールの末尾にENDキーワードが期待されます。MIBファイルの
ENDキーワードの後に新しい行があることを確認してください。

● mcompileでは、標準データ型の再定義が許可されていません。コンパイルするMIBにこの
ような再定義が含まれている場合は、コメントにしてからmcompileを実行してください。
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MIBをにコンパイルするには、次のように操作します。

1. MS-DOS®ウィンドウかUNIXシェルを開きます。

2. mcompileを実行して、SNMP MIBファイルを中間フォーマット（.cfg）にコンパイルしま
す。

mcompileでは、-dオプションが認識されます。このオプションでは、指定したディレク
トリに変更し、MIBファイルの特定と処理が行われます。中間（.cfg）ファイルは、MIB
ファイルと同じディレクトリに常に配置されます。デフォルトの場合、mcompileでは、
現行ディレクトリでMIBファイルが検索されます。

次に例を示します。

cd mibsdir

mcompile mymib.mib

または

MIBディレクトリで実行していない場合は、次のようになります。

mcompile -d mibsdir mymib.mib

3. HP Systems Insight ManagerにMIBを登録するには、mxmiblを実行します。

関連プロシージャ

● MIBの登録
● MIBの登録解除
● MIBの表示
● MIBの編集

関連トピック

● MIBの管理

MIBの登録
HP Systems Insight Managerには、HP MIBが付属しており、インストール時に登録されます。
その他に、多くのコンパイル済みMIBが、.cfgファイルの形式で組み込まれています。このMIB
は、便利なときに登録できます。多くのこのような.cfgファイルは編集されています。対応す
るMIBを再コンパイルすると、この編集内容は失われます。

ユーザが登録したMIBも含め、現在登録されているMIBのリストを表示するには、次のように操
作します。

● Windowsでは、コマンド ラインで、dir "c:\program files\hp\systems insight
manager\MIBs\ *.MIB"と入力します。

● UNIXでは、コマンド ラインで、ls /opt/mx/mibs/*.mibと入力します。

HP Systems Insight Managerのインストール時にプリロードされ、登録されるMIBを表示するに
は、次のように操作します。
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● Windowsでは、コマンド ラインで、type c:\program files\hp\systems insight
manager\MIBs\ cfglist?.listと入力します。

● UNIXでは、コマンド ラインで、cat /opt/mx/mibs/cfglist*.listと入力します。

注記:

これらは、インストール ディレクトリです。HP Systems Insight Managerのイン
ストール時にインストール ディレクトリを変更した場合は、このままではなく、
これらのコマンドが実際のパスを参照するように入力してください。

HP MIBは、コマンド ライン インタフェース（CLI）を使用して登録できます。このCLIは、
Windows、Linux、およびHP-UXなどすべてのCMSタイプで同じです。

注記:

MIBを登録する際、MIBに対して必ずmcompileを実行しなければならないわけ
ではありません。特に、そのMIBに対応する.cfgファイルが既にある場合は不要
です。.cfgファイルが存在する場合に、MIBに対してmcompileを実行すると、
新しい.cfgファイルが生成され、古い.cfgファイルが上書きされるため、そのファ
イルで行った変更は無効になります。既存の.cfgファイルがある場合は、新しい
MIBが提供されている場合を除いて、.cfgファイルを編集して変更を行うことを
おすすめします。

この.cfgファイルは、mxmib -aまたはmxmib -fコマンドを使用して、HP Systems Insight
Manager データベースに登録できます。

MIBをHP Systems Insight Managerに登録するには、次のように操作します。

1. MS-DOSウィンドウかUNIXシェルを開きます。

2. 任意のエディタを使用し、登録する.cfgファイルのリストを含むファイルを作成します。.cfg
は一行に1つずつ入力してください。

3. mxmib -f cfglist.listを実行して、MIBのリストをHP Systems Insight Managerに読み込みま
す。MIBがHP Systems Insight Managerに登録されたら、mxmibを使用して、MIBをリスト
したり、HP Systems Insight Managerから削除したりすることができます。

注記： mxmib -a mymib.cfgを使用し、1つのMIBを登録することもできます。

注記：登録する.cfgファイルは、MIBディレクトリに存在する必要があります。

関連プロシージャ

● MIBの表示
● MIBのコンパイル
● MIBの登録解除
● MIBの編集
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関連トピック

● MIBの管理
● サービス通知イベント

MIBの登録解除
HP MIBは、コマンド ラインを使用して登録解除できます。コマンド ライン インタフェース
（CLI）は、Windows、Linux、HP-UXなど、すべてのCMSタイプで同じです。

HP Systems Insight Managerから登録解除するには、次のように操作します。

1. MS-DOSウィンドウかUNIXシェルを開きます。

2. HP Systems Insight ManagerのMIBを登録解除するには、mxmib -d file.mibを実行します。

関連プロシージャ

● MIBの表示
● MIBのコンパイル
● MIBの登録
● MIBの編集

関連トピック

● MIBの管理
● サービス通知イベント

OpenSSHのインストール
HP Systems Insight Managerのカスタム コマンドとコマンド ライン ツールは、それぞれの管理
対象システムでSecure Shell(SSH）がインストールされて設定されていないと、適切に動作しま
せん。SSHの詳細、およびSSHが使用されているHP Systems Insight Managerの機能については、
『Secure Shell (SSH) in HP Systems Insight Manager』を参照してください。

OpenSSHのインストールは、中央管理サーバ（CMS）から実行し、ターゲットWindowsシス
テムにOpenSSHサービスをインストールしてからmxagentconfigコマンドを実行して設定を
完了します。

注記:

OpenSSHインストール タスクが正常に動作するように、必ず、Administratorと
してログインしてください。他のユーザとしてログインしている場合は、ユーザ
名に非ASCII文字が含まれていないことを確認してください。

OpenSSHインストール オプションでOpenSSHをインストールするには、次のように操作しま
す。

1. [展開]->[ドライバ、ファームウェアおよびエージェントのインストール]->[OpenSSHのイ
ンストール]を選択します。[OpenSSHのインストール]ウィンドウが表示されます。
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2. ターゲット システムを選択します。ターゲット システム選択の詳細については、「タス
クの作成」を参照してください。

3. 次へをクリックします。

4. [ターゲット システムに管理者アカウントの証明書を入力します。]セクションで以下を実
行します。

a. [ユーザ名]フィールドに、Windows管理者のユーザ名を入力します。

b. [パスワード]フィールドに、前の手順で入力したWindowsユーザ名の管理者パスワー
ドを入力します。

c. [パスワード]フィールドに入力したものと同じWindows管理者パスワードを[パスワー
ド (確認)]フィールドに再び入力します。

d. [ドメイン]フィールドに、Windowsドメインを入力します。

注記：ターゲット システムの管理者アカウントがローカル アカウントである場合は、
[ドメイン]フィールドは空のままにします。

5. インストールをスケジュールするには、スケジュールをクリックします。インストールを
すぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。インストールのスケジュール設定に
ついては、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

すぐに実行をクリックした場合は、[タスク結果]ページが表示されます。[タスク結果]ペー
ジの詳細については、「タスク結果の表示」を参照してください。

関連プロシージャ

● タスクの作成
● タスクのスケジュール設定
● タスク結果の表示
● 初期ProLiant Support Packのインストール
● RDPを使用したOpenSSHの複数システムへのインストール
● CLIを介したOpenSSHタスクの作成

RDPを使用したOpenSSHの複数システムへのインストール
Rapid Deployment Pack（RDP）を使用してターゲット サーバにOpenSSHをインストールした
後で、HP Systems Insight Managerパブリック キーをターゲット システムにコピーできます。

RDPを使用したOpenSSHのインストール
1. OpenSSHインストール コンポーネントをインストール サーバにコピーします。

2. 新しいジョブを作成します。

3. [追加]>>[ファイルのコピー]を選択し、[ファイルのコピー]タスクを追加します。

4. [ファイルのコピー]ラジオ ボタンが選択されていることを確認します。
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5. OpenSSHインストーラがあるフォルダの完全パスを[コピー元のパス：]に入力します。た
とえば、OpenSSH_3.7.1p1-1.exeがフォルダC:\temp\OpenSSHに保存されている場合は、
コピー元のパスをC:\temp\OpenSSH\OpenSSH_3.7.1p1-1.exeのように入力します。

6. ターゲット サーバにおける、このファイルのコピー先の場所を[コピー先のパス：]に入力
します。たとえば、ターゲット サーバのC:\temp\OpenSSHフォルダにこのファイルをコ
ピーする場合は、コピー先フォルダのパスをC:\temp\OpenSSH\OpenSSH_3.7.1p1-1.exe
のように入力します。

7. 完了をクリックします。

8. [追加]>>[スクリプトの実行]をクリックし、[スクリプトの実行]タスクをジョブに追加しま
す。

9. [このスクリプトを実行する]ラジオ ボタンが選択されていることを確認します。

10. [このスクリプトを実行する]の下に、以下を入力します。

C:\temp\OpenSSH\OpenSSH_3.7.1p1-1.exe /SILENT /NORESTART

11. [どのようなOSでこのスクリプトを実行させますか？]セクションで、Windowsラジオ ボ
タンを選択します。

12. 完了をクリックします。

13. このイベントをドラッグし、OpenSSHをインストールするシステム上にドロップします。

HP Systems Insight Managerからターゲット システムへのパブリッ
ク キーのコピー

OpenSSHをインストールしたら、別のスクリプトを作成し、dtfsshkey.pubファイル（パブリッ
ク キー）をHP Systems Insight Managerサーバからターゲット システムの管理者ユーザのホー
ム ディレクトリにある.sshディレクトリにコピーします。

1. .dtfSshKey.pubファイルをHP Systems Insight Managerの..\Program Files\HP\Systems Insight
Manager\config\sshtools\フォルダからインストール サーバのローカル フォルダにコピー
し、.dtfSshKey.pubの名前をauthorized_keys2に変更します。

a. 新しいジョブを作成します。

b. [追加]>>[スクリプトの実行]をクリックし、[スクリプトの実行]タスクをジョブに追加
します。

c. [このスクリプトを実行する]ラジオ ボタンが選択されていることを確認します。

d. [このスクリプトを実行する]の下のボックスに、次のコマンドを入力します（管理者
のホーム ディレクトリがC:\Documents and Settings\Administratorであると仮定して
います）。

cd C:\Documents and Settings\Administrator\

mkdir .ssh

cd .ssh

del * /q
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e. [どのようなOSでこのスクリプトを実行させますか？]セクションで、Windowsラジオ
ボタンを選択します。

f. authorized_keys2ファイルがある場所の完全なパスを[コピー元のパス：]として入力し
ます。たとえば、authorized_keys2がフォルダC:\temp\OpenSSHにある場合、コピー
元のパスをC:\temp\OpenSSH\authorized_keys2のように入力します。

g. ターゲット サーバにおける、このファイルのコピー先の場所を[コピー先のパス：]に
入力します。たとえば、管理者のホーム ディレクトリがC:\Documents and
Settings\Administratorである場合は、コピー先のパスをC:\Documents and
Settings\Administrator\.ssh\authorized_keys2のように入力します。

h. 完了をクリックします。

i. [追加]>>[スクリプトの実行]をクリックし、[スクリプトの実行]タスクをジョブに追加
します。

j. [このスクリプトを実行する]ラジオ ボタンが選択されていることを確認します。

k. [このスクリプトを実行する]の下に、以下のコマンドを入力します。

net stop opensshd

net start opensshd

l. [どのようなOSでこのスクリプトを実行させますか？]セクションで、Windowsラジオ
ボタンを選択します。

m. 完了をクリックします。

2. このイベントをドラッグし、OpenSSHを設定するターゲット システム上にドロップしま
す。

関連プロシージャ

● OpenSSHのインストール
● 初期ProLiant Support Packのインストール
● CLIを介したOpenSSHタスクの作成

CLIを介したOpenSSHタスクの作成
mxtaskコマンドを使用し、コマンド ラインを介してOpenSSHタスクを作成する場合は、以
下の2つの方法で実行してください

● コマンド ラインを介してすべてのパラメータを入力

● XMLファイルを介してすべてのパラメータを入力

383

デフォルト ツールの使用法



注記:

XMLファイルから作成されたタスクは、タスク リストから表示した際は無効に
なっています。コマンド ラインから作成されたタスクは、タスク リストから表
示した際でも無効になっていません。

OpenSSHタスクの作成
1. 情報を正しく入力する方法を参照する場合は、既存のOpenSSHタスクをエクスポートしま

す。

a. OpenSSHタスクを作成します。詳細については、「OpenSSHのインストール」を参
照してください。

b. タスクをSSHタスクとして保存します。

2. コマンド ラインから、次のコマンドを実行します。

mxtask -lf "SSH Task" > ssh.xml

これで、ssh.xmlファイルには、コマンド ラインからOpenSSHタスクを作成するのに必要な
フォーマットが含まれます。以下にファイル例を挙げます。

<?xml version="1.0" encoding="windows-1252"?>
<task-list> 
<task name="Install OpenSSH 1" type="manual" 
owner="admin" state="enabled"> 
<toolname>Install OpenSSH</toolname> 
<queryname></queryname> 
<scheduleinfo /> 
<timefilter /> 
<toolparams> 
<?xml version="1.0"?> 
<XeObject 
className="com.hp.mx.portal.taskandjob.
OpenSSHInstall.MxOpenSSHInstallCommandToolParameters" 
classVersion="1.0"> 
<Property name="driveLetter"> 
<Simple>C:</Simple> 
</Property> 
<Property name="path"> 
<Simple>C:\Program Files\HP\Systems Insight Manager\
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openssh\1118786323238</Simple> 
</Property> 
<Property name="component"> 
<Simple>CP005309.EXE</Simple> 
</Property> 
<Property name="username"> 
<Simple>administrator</Simple> 
</Property> 
<Property name="password"> 
<Simple></Simple> 
</Property> 
<Property name="domain"> 
<Simple></Simple> 
</Property> 
</XeObject> 
</toolparams> 
</task>
</task-list>>

タスク作成時にユーザがGUIから3つのパラメータのみを要求された場合でも、OpenSSHタス
クでは、6つのパラメータが使用されます。最初の3つのパラメータは、以下の例のように設定
する必要があります。次に例を示します。

● driveLetter  HP Systems Insight Managerがインストールされているドライブに設定する
必要があります。

● path  opensshディレクトリのフルパス\dir name に設定する必要があります。

ここ で、dir nameは、ユーザが選択した名前です。

● component  CP005309.EXEに設定する必要があります。

● username  ターゲット システムの管理者権限を持つユーザ アカウントです。

● password  「username」で指定した、管理者アカウントのパスワードです。

● domain  管理者ユーザのドメインです（管理者ユーザがターゲット システムのローカル
アカウントの場合は、空白のままにします）。

XMLファイルを使用したコマンド ラインからのOpenSSHタスクの作成
次のコマンドを実行します。

mxtask -cf ssh.xml
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XMLファイルを使用しない場合の、コマンド ラインからのOpenSSHタ
スクの作成

次のコマンドを実行します。

mxtask -c taskname -q queryname -w schedule -t 
toolname -A toolparams

ここで、tasknameは、ユーザがタスクに付けた名前です。querynameは、既存収集の名前です。
scheduleは、Tmanualです。toolnameは、ツール（OpenSSHをインストールするもの）です。
toolparamsは、上にリストされています。

次に例を示します。

mxtask -c “ssh1” -q “All Systems” -w Tmanual -t “Install OpenSSH” 
-A “<?xml version="1.0"?> 
<XeObjectclassName="com.hp.mx.portal.taskandjob.
OpenSSHInstall.MxOpenSSHInstallCommandToolParameters" 
classVersion="1.0">
<Property name="driveLetter"> 
<Simple>C:</Simple> 
</Property> 
<Property name="path">
<Simple>C:\hpsim\target\windows\stage\sim\openssh\
1079128853916</Simple>
</Property> 
<Property name="component"> 
<Simple>CP005309.EXE</Simple>
</Property> 
</Property name="username"> 
<Simple>user1</Simple>
</Property> 
</Property name="password"> 
<Simple>password</Simple>
</Property> 
<Property name="domain"> 
<Simple>openview</Simple>
</Property> 
</XeObject>">

関連プロシージャ

● OpenSSHのインストール
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● RDPを使用したOpenSSHの複数システムへのインストール

PMPツール
HP Systems Insight Manager [最適化]メニューでは、次の2つのPerformance Management Pack
（PMP）ツールを使用できます。

注記:

これらのオプションは、Windowsシステムでのみ利用できます。HP-UXまたは
Linuxシステムでは利用できません。

● オンライン分析。  監視対象サーバのパフォーマンスをリアルタイムで監視して分析でき
ます。監視対象サーバのパフォーマンス ステータスとインベントリ、およびサーバごとの
プロセッサ、メモリ、ストレージ、ネットワーク接続、およびホスト バス ノードに関する
詳細情報用に、直感的なインタフェースが用意されています。

オンライン分析にアクセスするには、[最適化]->Performance Management Packオン
ライン分析を選択してください。

または

[すべてのシステム]リスト ページから[PF]列のアイコンをクリックし、監視対象サーバを選
択します。

このオプションのヘルプを表示するには、
https://middle_tier:2381/pmp/help/Server_Status.htmにアクセスします。ここ
で、middle_tierにはHP Systems Insight ManagerとPMPがインストールされているサーバの名
前かIPアドレスを指定します。または、 PMPディレクトリ\Program Files\HP\Performance
Management Pack\htm\help\Server_Status.htmにアクセスします。ここで、PMPディレクト
リには、PMPがインストールされているサーバ上のPMPディレクトリを指定します。

● オフライン分析  PMPレポジトリから、直接、記録されたデータ セッションを見ることが
できます。

オフライン分析にアクセスするには、[最適化]->Performance Management Packオフ
ライン分析を選択します。

このオプションのヘルプを表示するには、
https://middle_tier:2381/pmptools/help/Offline Analysis.htmにアクセスします。
ここで、middle_tierには、HP Systems Insight ManagerとPMPがインストールされているサー
バの名前かIPアドレスを指定します。または、 PMPディレクトリ\Program
Files\HP\Performance Management Pack\PMPTools\htm\help\Offline Analysis.htmにアクセ
スします。ここで、PMPディレクトリには、PMPがインストールされているサーバ上のPMP
ディレクトリを指定します。

詳細については、HPのWebサイト
http://h18004.www1.hp.com/products/servers/proliantessentials/valuepack/pmp/index.html
（英語）にある資料を参照してください。
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関連トピック

● PMP管理オプション
● PMPレポートのオプション

ツールの削除と回復

ツールの削除

ツールの削除ツールは、HP Systems Insight Managerのすべてのユーザのメニューからツールを
削除します。ツール名が、ツール定義ファイルの名前と一致する必要があります。

警告！

このツールは、HP提供のツールを含む、任意のツールを削除できます。

HP Systems Insight Managerからツールを削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[ツールの削除]を選択します。[ツールの削除]ページが表示されます。

2. [パラメータ]で、標準のツール パラメータを使用して情報を追加します。[ツール名]が唯
一の必須フィールドです。

3. すぐに実行をクリックしてタスクをすぐに実行するか、スケジュールをクリックしてタス
クをスケジュールします。タスクのスケジュール設定の詳細については、「タスクのスケ
ジュール設定」を参照してください。

コマンド ラインを使用してツールを削除するには、次のように入力します。

mxtool -r -t badtool

ここで、badtoolは、削除するツールの名前です。詳細については、mxtool(1M)
[man/mxtool.1m.html]を参照してください。

ツールの復旧

コマンド ラインを使用してツールを復旧するには、次のように入力します。

mxtool -a -f /home/user1/defs/mytooldef

ここで、/home/user1/defs/は、ツールを回復するユーザのフォルダです。mytooldefは、回復
するツールです。詳細については、mxtool(1M) [man/mxtool.1m.html]を参照してください。

関連プロシージャ

● 新規コマンド ライン ツール
● 新規コピー ファイル ツール
● 新規Web起動ツール
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● 新規X Windowツール

関連トピック

● コマンド ライン ツール
● コマンド ライン ツール リファレンス

エージェント設定のレプリケート
エージェント設定のレプリケートでは、ソース システム設定をタスク設定中に編集して、ター
ゲット システムかシステム グループにコピーできます。

エージェント設定のレプリケートにアクセスするには、[設定]->エージェント設定のレプリケー
トを選択します。ターゲット システムの選択の詳細については、「タスクの作成」を参照して
ください。次へをクリックすると、[ソース システムの選択]ページが表示されます。ソース シ
ステムを選択してください。詳細については、「エージェント設定のレプリケート タスクの作
成」を参照してください。

関連プロシージャ

● エージェント設定のレプリケート タスクの作成

関連トピック

● エージェント設定のレプリケート - リファレンス
● セキュア タスク実行について
● 証明書のレプリケート

エージェント設定のレプリケート タスクの作成
エージェント設定のレプリケートツールは、HP Systems Insight Managerにより、Webエージェ
ントの設定をソースシステムから取得して任意に編集し、Webエージェントを通して1台以上
のターゲット システムに、その設定をリモートで配布できます。

エージェント設定のレプリケートタスクを設定する場合は、設定のベースにするシステム（ソー
ス システム）を選択します。

エージェント設定のレプリケート タスクを作成するには、次のように操作します。

1. [設定]->エージェント設定のレプリケートを選択します。[エージェント設定のレプリケー
ト]ウィンドウが表示されます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. 次へをクリックします。

4. 次の2つのうちどちらかの方法を選択し、ソース システムを選択します。

● [システム名がわかっています]。このオプションを選択したら、システム名をボックス
に入力します。次へをクリックします。
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● [リストからシステムを選択します]。このオプションを選択したら、エージェント設定
のレプリケートをサポートする、認識されているシステムのリストからターゲット シ
ステムを選択します。次へをクリックします。

注記：ソース システムを使用できない場合は、エラーについて通知するメッセージが
表示されます。[ソース システムの選択]ページから別のシステムを選択します。

注記：システムの信頼関係が正しく設定されていない場合は、エラー メッセージが表
示されます。詳細については、「エージェント設定のレプリケート - リファレンス」を
参照してください。

[ソース構成設定を選択]ページが表示されます。パラメータが選択されていない状態で、
ソース システム設定が表示されます。

5. 必要に応じて、希望の設定を選択します。それぞれのパラメータを個別に選択できます。
続行するには少なくとも1つを選択しなければなりません。[設定する前にターゲット シス
テムを省電力モードで起動する。]を選択することもできます。詳細については、「エー
ジェント設定のレプリケート - リファレンス」を参照してください。

6. タスクを実行するには、次のオプションのうちいずれかを選択します。

● タスクの実行タイミングをスケジュールするには、スケジュールをクリックします。
詳細については、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

● タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。[タスク結果]ページが表
示されます。詳細については、「タスク結果リスト」を参照してください。

● 戻るをクリックすると、前のページに戻ります。

注記：エージェント設定のレプリケート タスクでは、セキュア タスク実行（STE）機
能が使用されます。詳細については、「セキュア タスク実行について」を参照してく
ださい。

関連プロシージャ

● タスクのスケジュール設定

関連トピック

● 証明書のレプリケート
● エージェント設定のレプリケート - リファレンス
● セキュア タスク実行について

エージェント設定のレプリケート - リファレンス
信頼関係の決定

ソース システムをリストから選択すると、管理サーバ、および選択したシステムの間に信頼関
係が存在するかどうかが、信頼列に表示されます。そのシステムに信頼関係を設定していない
場合、信頼列には[いいえ]と表示されます。
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信頼関係の変更

システムの信頼関係を変更するには、適切な行の設定をクリックします。関連システムのHTTP
サーバ設定ページか[System Management Homepage]が表示されます。

Wake On LAN（WOL）機能
Wake on LAN（WOL）は、ACPI（Advanced Configuration Power Interface）スタンバイ モー
ドになっているか電源が切れているターゲット システムに電源を入れるためにHP Systems Insight
Managerが使用する機能です。エージェント設定のレプリケート機能では、オプションでWOL
機能を使用し、低電力モードになっているターゲット システムに電源を入れて設定できるよう
にします。システムがWOL対応NICを搭載しているか、オペレーティング システムがACPIを
サポートしている場合、リモート ウェイクアップが動作します。サーバでリモート ウェイク
アップ機能がサポートされているかどうかを確認するには、ターゲットProLiantサーバのマニュ
アルを参照してください。

エージェント設定のレプリケート イベント
エージェント設定のレプリケート タスクのステータスを表示するには、エージェント設定のレ
プリケート イベントを使用します。これには、エージェント設定のレプリケートタスクの実行
が正常かどうかが反映されます。これは、対応するエージェント設定のレプリケートタスクの
ジョブ詳細にログ記録されます。

関連プロシージャ

● エージェント設定のレプリケート タスクの作成

関連トピック

● エージェント設定のレプリケート
● セキュア タスク実行について
● 証明書のレプリケート

RPMパッケージ マネージャ
RPMパッケージ マネージャ（RPM）は、強力なコマンド ライン駆動パッケージ管理システム
で、コンピュータ ソフトウェア パッケージのインストール、アンインストール、確認、クエ
リ、更新が可能です。各ソフトウェア パッケージは、バージョン、説明などのパッケージにつ
いての情報とファイルのアーカイブから構成されています。また、関連するアプリケーション
プログラム インタフェース（API）もあり、上級開発者がコマンド ラインへのシェル アウトを
バイパスしたり、ネイティブ コーディング言語内からのそのようなトランザクションを管理す
ることができます。RPMは、[展開]を使用してHP Systems Insight Managerに組み込まれていま
す。

HP Systems Insight Manager内のBPMで使用できる手順は次のとおりです。

● パッケージのインストール。  詳細については、「RPMのインストール」を参照してくだ
さい。

● パッケージのクエリ。  詳細については、「RPMのクエリ」を参照してください。

● パッケージのアンインストール。  詳細については、「RPMのアンインストール」を参照
してください。
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● パッケージの確認。  詳細については、「RPMの確認」を参照してください。

関連プロシージャ

● RPMのインストール
● RPMのクエリ
● RPMのアンインストール
● RPMの確認

RPMのインストール
このツールを使用して、RPMパッケージ マネージャ（RPM）を複数のLinuxシステムにインス
トールします。

RPMをインストールするには、次のように操作します。

1. [展開]->[RPMパッケージ マネージャ]->[パッケージのインストール]を選択します。

2. ターゲット システムを選択します。ターゲット システム選択の詳細については、「タス
クの作成」を参照してください。

3. 次へをクリックします。[ステップ2:パラメータの指定]ページが表示されます。

4. パラメータ[インストール オプション]パッケージ ファイルを入力します。

5. すぐに実行をクリックしツールを実行するか、戻るをクリックして前の画面に戻るか、ス
ケジュールをクリックしてタスクをスケジュールします。タスクのスケジュール設定の詳
細については、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

関連プロシージャ

● RPMのクエリ
● RPMのアンインストール
● RPMの確認

関連トピック

● RPMパッケージ マネージャ

RPMのアンインストール
このツールを使用して、RPMパッケージ マネージャ（RPM）を複数のLinuxシステムからアンイ
ンストールします。

RPMをアンインストールするには、次のように操作します。

1. [展開]->[RPMパッケージ マネージャ]->[パッケージのアンインストール]を選択します。

2. ターゲット システムを選択します。ターゲット システム選択の詳細については、「タス
クの作成」を参照してください。

3. 次へをクリックします。[ステップ2:パラメータの指定]ページが表示されます。

4. パラメータ[削除オプション]パッケージ名を入力します。
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5. すぐに実行をクリックしツールを実行するか、戻るをクリックして前の画面に戻るか、ス
ケジュールをクリックしてタスクをスケジュールします。タスクのスケジュール設定の詳
細については、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

関連プロシージャ

● RPMのクエリ
● RPMのインストール
● RPMの確認

関連トピック

● RPMパッケージ マネージャ

RPMのクエリ
このオプションを使用して、インストールされているRPMパッケージ マネージャ（RPM）をリ
ストします。複数のLinuxシステム上で実行することができます。

RPMパッケージ バージョンをクエリするには、以下のようにします。

1. [展開]->[RPMパッケージ マネージャ]->[パッケージのクエリ]を選択します。

2. ターゲット システムを選択します。ターゲット システム選択の詳細については、「タス
クの作成」を参照してください。

3. 次へをクリックします。[ステップ2:パラメータの指定]ページが表示されます。

4. パラメータ[クエリ オプション]パッケージ名を入力します。

5. すぐに実行をクリックしツールを実行するか、戻るをクリックして前の画面に戻るか、ス
ケジュールをクリックしてタスクをスケジュールします。タスクのスケジュール設定の詳
細については、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

関連プロシージャ

● RPMのインストール
● RPMのアンインストール
● RPMの確認

関連トピック

● RPMパッケージ マネージャ

RPMの確認
このオプションを使用すると、インストールされており複数のLinuxシステムで動作するRPM
パッケージ マネージャ（RPM）を確認することができます。

RPMを確認するには、次のように操作します。

1. [展開]->[RPMパッケージ マネージャ]->[パッケージのインストール]を選択します。
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2. ターゲット システムを選択します。ターゲット システム選択の詳細については、「タス
クの作成」を参照してください。

3. 次へをクリックします。[ステップ2:パラメータの指定]ページが表示されます。

4. パラメータ[選択オプション]パッケージ名を入力します。

5. すぐに実行をクリックしツールを実行するか、戻るをクリックして前の画面に戻るか、ス
ケジュールをクリックしてタスクをスケジュールします。タスクのスケジュール設定の詳
細については、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

関連プロシージャ

● RPMのクエリ
● RPMのインストール
● RPMのアンインストール

関連トピック

● RPMパッケージ マネージャ

Server Migration Pack
HP ProLiant Essentials Server Migration Pack（SMP）は、HP ProLiant Essentials Virtual Machine
Management Pack（VMM）の機能を拡張して、統合P2Vマシン（physical-to-virtual）およびV2V
マシン（virtual-to-virtual）移行機能を提供します。SMPによってサーバの統合プロセスが簡単に
なるので、管理者はその他の優先事項に集中できます。これは、HP Systems Insight Managerと
統合されており、[内蔵コンソール]の1つとして、HP Systems Insight Manager [ツール]メニュー
項目にリストされます。このオプションを選択すると、ユーザの権限に応じて[Server
Migration Pack]ページが新しいブラウザ画面に表示されます。このメニュー項目にアクセス
するには、管理者の設定権が必要です。

[Server Migration Pack]ページが表示されたら、[Upload the required drivers and OS
binaries]をクリックして、必要なすべてのバイナリ ファイルがサーバにロードされているこ
とを確認します。次に、[Migration Options]で選択したオプションに基づいて、P2Vまたは
V2Vを実行できます。

SMPは、Virtual Machine Management Packの同等のバージョンとともに動作する関連製品で
す。

注記：このソフトウェアは、英語版のみ提供されています。また日本語OSへのインストールは
サポートされていません。

SMPのライセンス設定
SMPは、HP ProLiant Essential製品ライセンスを使用します。P2VおよびV2Vマイグレーションを
1回行うたびに、1つのライセンスが使用されます。

SMPライセンスを追加するには、次のように操作します。

1. [キーの管理]ページにアクセスするには、[展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーの管理]
を選択します。[キーの管理]ウィンドウが表示されます。
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2. キーの追加をクリックします。詳細については、「キーの個別追加」を参照してくださ
い。

注記：このソフトウェアは英語版のみ提供されています。また日本語OSへのインストールはサ
ポートされていません。

関連プロシージャ

● Server Migration Packへのアクセス
● キーの個別追加

Server Migration Packへのアクセス
物理マシンから仮想マシンへ（P2V）および仮想マシンから仮想マシンへ（V2V）のマイグレー
ションを実行するには、少なくとも1つのHP ProLiant Essentials Server Migration Pack（SMP）
ライセンスが必要です。

SMPにアクセスするには、次のように操作します。

1. [ツール]->[内蔵コンソール]->[Server Migration Pack]を選択します。[Server Migration
Pack]ページが表示されます。

2. P2VまたはV2Vマイグレーションを実行するには、[Migration Options]を選択します。

注記：このソフトウェアは、英語版のみ提供されています。また日本語OSへのインストールは
サポートされていません。

関連トピック

● Server Migration Pack

System Management Homepage
HP Systems Insight Managerでは、システムのSystem Management Homepageにアクセスできま
す。System Management Homepageは、集中した表示であり、HP Webベース システム マネジ
メント ソフトウェアとユーティリティで生成された管理情報と設定データを提供します。HP
Webベース エージェントおよび管理ユーティリティからデータを集約することにより、System
Management Homepageは、個々のサーバのハードウェアの障害やスタータスの監視、パフォー
マンス データ、システム スレッショルド、診断およびソフトウェアのバージョン コントロー
ルを行うための使いやすい共通インタフェースを提供します。

System Management Homepageは、WindowsおよびLinuxオペレーティング システムにインス
トールできます。IA-32上では、セットアップ ウィザードによってSystem Management Homepage
がインストールされ、システム上のすべてのWebエージェントで使用されるセキュリティ オプ
ションを設定できるようになります。Linux Itaniumプロセッサ ファミリ（IPF）では、System
Management Homepageはデフォルトの設定で、Red Hatパッケージ マネージャ（RPM）パッ
ケージによりインストールして、smhconfigツールで設定できます。

System Management Homepageのエージェント設定のレプリケート機能では、参照システムの
HP Webベース システム マネジメント ソフトウェアから設定データのセットをHP Systems
Insight Managerで取得し、1つ以上のターゲット システムにその設定データを配布できます。
一部のSystem Management Homepageパラメータも、HP Systems Insight Managerで複製できま
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す。エージェント設定のレプリケートの詳細については、「エージェント設定のレプリケート
タスクの作成」を参照してください。

関連プロシージャ

● System Management Homepageへのアクセス

関連トピック

● システム ページ

System Management Homepageへのアクセス
System Management Homepageにアクセスするには、次のように操作します。

1. [ツール]->[システム情報]->[System Management Homepage]を選択します。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。System Management Homepageが表示されます。

関連プロシージャ

● エージェント設定のレプリケート タスクの作成
● バージョン コントロール エージェントへのアクセス
● バージョン コントロール レポジトリ マネージャへのアクセス

関連トピック

● システム ページ
● System Management Homepage

システム ページ
[システム ページ]は、特定のシステムに関する情報を表示するために使用されます。このペー
ジに表示される情報は、次のとおりです。

● [識別]タブ。一般システムとステータスの情報が表示されます。
● [ツール&リンク]タブ。[システム マネジメント]ページへのリンク、HP Systems Insight

Managerページへのリンク、およびその他の便利なリンクが表示されます。
● [イベント タブ]。システムのイベント テーブル ビュー ページが表示されます。

[システム ページ]にアクセスする方法には、次の2種類があります。

● [ツール]->[システム情報]->[システム ページ]を選択します。ターゲット システムを選択し
ます。

● システム テーブル ビュー ページの[システム名]列でシステム名をクリックします。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ
● ツール&リンク タブ
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● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート
● サーバ識別タブ
● クラスタ識別タブ
● 複合体識別タブ
● パーティション識別タブ
● テープ ライブラリ識別タブ
● ストレージ スイッチ識別タブ
● ストレージ ホスト識別タブ
● ストレージ アレイ識別タブ

サーバ識別タブ

[識別]タブでは、ステータス アイコンにより、データベースに保存されている、全体的なヘル
ス ステータスが表示されます。システムがサスペンド状態になっている場合、ハードウェア
ステータス アイコンおよびソフトウェア ステータス アイコンの代わりに、無効アイコンが表
示されます。 [ステータス情報]セクションにはシステムステータスに関する詳細情報が表示さ
れます。

[識別]ページは、次のセクションに分かれています。

● 「システム ステータス」
● 「詳細情報」
● 「識別」
● 「製品説明」
● 「連絡先情報」
● 「資産情報」
● 「管理プロセッサ」
● 「関連情報」

システム ステータス
このセクションには、以下の情報が含まれます。

● [ヘルス ステータス]。  システムの全体的なステータスです。この情報は、Webベース
エンタープライズ管理（WBEM）Simple Network Management Protocol（SNMP）、および
デスクトップ管理インタフェース（DMI）のステータス ポーリング タスク、またはこれら
すべてから取得されます。ping（ICMPまたはTCP到達可能性テスト）は、常に実行されま
す。[ヘルス ステータス]リンクをクリックすると、System Management Homepage（SMH）
が存在する場合にはSMHにアクセスし、SMHが存在しない場合には[プロパティ ページ ス
テータス]ページにアクセスします。どちらも存在しない場合、[ヘルス ステータス]リンク
は表示されません。

● [管理プロセッサ ステータス]。  管理プロセッサ ステータスは、使用可能な場合、管理
プロセッサのWebサーバにリンクします。

● [ソフトウェア ステータス]。  ソフトウェア ステータス アイコンは、使用可能な場合、
システム ソフトウェア バージョン コントロール エージェントにリンクします。

● [無効なステータス]。  サスペンド状態にあるシステムでは、システム テーブル ビュー
ページの[HW]および[SW]列に無効アイコンが表示されます。
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注記:

システムが現在、サスペンド モードにある場合、[システム ページ]の[システム
ステータス]には、[次の時間までシステムの監視は保留されます]というメッセー
ジとともに、監視が回復される予定の日付と時刻が表示されます。

パートナー アプリケーションについては、それぞれのステータスを中央管理サーバ（CMS）に
登録しておくことができます。その場合、これらのステータスは[ヘルス ステータス]の下と、
システム テーブル表示ページのステータス列に表示されます。たとえば、[System Security
Vulnerability Status]は、Vulnerability and Patch Management Packに関するシステム ステー
タスについての詳細情報にリンクします。

システムのステータス タイプの詳細については、「システム ステータス タイプ」を参照して
ください。

詳細情報

このセクションには、システムに関するさらに詳細な情報が表示され、このシステムで使用可
能なすべてのシステム情報ツールが表示されます。リンクには、以下のものがあります。

● [System Management Homepage]。  SMHが使用可能な場合は、これを起動しま
す。

● [プロパティ]。  [プロパティ]ページが使用可能な場合は、これを起動します。

● [Partition Manager View]。  Parition Managerが使用可能な場合は、これを起動しま
す。

● [Virtual Manager Host View]。  Virtual Manager Host View （VMM）が使用可能な
場合は、これを起動します。

識別

このセクションは、[システム ページ]に初めてアクセスしたときは必ず展開されます。

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

重要:

DMI識別は、WindowsベースおよびHP-UXベースの中央管理サーバ（CMS）のイ
ンストールでのみサポートされています。また、同種のオペレーティング シス!
テムしか識別できません。たとえば、WindowsベースのCMSはWindowsベース
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のDMIシステムだけを、HP-UXベースのCMSはHP-UXベースのDMIシステムだけ
を、それぞれ識別できます。

このセクションには次の項目が含まれています。

● [アドレス]。  そのシステムについて検出されたIPアドレス、IPXアドレス、またはその両
方。

● [優先システム名]。  システムに表示される名前。デフォルトはDNSからホスト名（使用
可能な場合）。[ツール&リンク]タブの[システム プロパティの編集]リンクを使用して変更
することができます。

● [ネットワーク名]。   完全に限定したDNS名（使用可能な場合）。IPアドレスによるDNS
の逆引きが有効になっており、正引きと一致する必要があります。

● [UUID]。   システム上のエージェントまたはその他の装置からの固有ID。

● [シリアル番号]。  システムのシリアル番号。

デバイス名が「orphan_nnn」になる理由

オーファン システムとして説明されているシステムは、IPアドレスと名前の両方が、別のシス
テムに再割り当てされたことをHP Systems Insight Managerが検出したシステムです。この再割
り当ては、DHCPアドレス割り当ての変更とシステムの名前変更が同時に行われて発生するこ
とがあります。ただし、最も一般的な原因は、Altirisのようなドライブ イメージ生成ソフトウェ
アを使用することです。システムのイメージ生成では、識別するために、Webエージェントと
HP Systems Insight Managerで、グローバル ユニーク識別子が使用されます。Windowsシステ
ムでは、イメージを作成する前にレジストリから
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Compaq\CIMAgent\GUIDレジストリ キー エントリを削除
すると、この問題を防止できます。イメージが生成済みのシステムの場合は、基本エージェン
トを停止し、キーを削除してから、エージェントを再起動します。新たに検出することによっ
て、問題が訂正されます。古い「ORPHAN」システムをHP Systems Insight Managerシステム
リストから削除してください。

製品説明

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

このセクションには、以下の情報が含まれます。

● [製品ID]。  ID番号。サーバのシリアル番号に追加すると、HPサポートがHP製システムを
特定できるようになります。

● [システム タイプ]。  識別によって返される基本的なシステム タイプ。

● [システム サブタイプ]。  識別によって返されるシステム サブタイプ。

● [製品モデル]。   メーカが定義した製品のモデル（名前）。
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● [ハードウェアの説明]。  [システム プロパティの編集]ページから取得したハードウェア
の説明。

● [OS名]。   システムの長いオペレーティング システム名。オペレーティング システム
ベースのシステム収集でフィルタリングに使用されます。

● [ツール フィルタリング用OS]。   短いオペレーティング システム名。ツール フィルタ
リング定義ファイルに使用されます。

● [OS説明]。  オペレーティング システムの詳細説明。サービス パック情報などです。

● [OSバージョン]。  オペレーティング システムの数値表現。

● [管理プロトコル]。   システムの識別を試みた際に応答した管理プロトコル。

注記：より多くのプロトコルが予想される場合は、[システム プロトコル設定]ページで設
定されている証明書を検証してください。

● [サーバの役割]。   ユーザが設定可能なProLiantエージェントからのサーバの役割。System
Management Homepageから設定できます。

● [コメント]。   SNMPまたはその他のエージェントからユーザが設定可能なコメント。

● [実行されているアプリケーション]。  システム上で稼動しているすべてのアプリケーショ
ンのリスト。

連絡先情報

このセクションには、以下の情報が含まれます。

● [場所]。  システムの物理位置でエージェントからユーザ設定が可能なフィールド。

● [連絡先]。   エージェントからユーザ設定が可能なシステムの連絡先。

注記：連絡先および製品説明のセクションにある多くのフィールドは、CMSの[システム プ
ロパティの編集]ページからローカルで上書きすることができます。詳細については、「単
一システムのシステム プロパティの編集」を参照してください。

資産情報

このセクションには、[資産管理番号]（システムの資産管理番号）が含まれています。

管理プロセッサ

このセクションは、管理プロセッサが使用可能な場合にのみ表示されます。項目は、次のとお
りです。

● [名前]。   システムを管理するために使用される管理プロセッサの表示名（優先名）。

● [アドレス]。   システムを管理するために使用される管理プロセッサのIPアドレス。

● [モデル]。   このシステムの管理プロセッサのモデル名。

関連情報

このセクションには、以下の情報が含まれます。
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● [エンクロージャ名]。   システムがエンクロージャ内にある場合、エンクロージャの名
前。p-Classサーバ ブレードなどです。

● [ラック名]。   エンクロージャが検出可能なラック内にある場合、ラック名。

● [スロット]。   エンクロージャ内でシステムの位置するスロット番号。

● [サーバ寸法]。   使用可能な場合、システムの寸法（mm単位）。

関連トピック

● システム ページ
● ツール&リンク タブ
● イベント テーブル ビュー ページのナビゲート

クラスタ識別タブ

クラスタ プロバイダのタイプとバージョンによって、すべてのプロパティが同時に使用できな
い場合があります。プロパティに値が設定されていない場合、そのプロパティはこのページに
表示されません。このページはMSCSクラスタを除くすべてのクラスタに対応しています。
MSCSクラスタは、クラスタ監視を使用して管理されています。詳細については、「クラスタ
監視」を参照してください。

ヘルス ステータス
[ヘルス ステータス]の下の各リンクは、クラスタ メンバの[システム ページ]にリンクします。
クラスタ ステータスは、そのクラスタに追加されているクラスタ メンバのステータスを組み
合わせたものです。最も深刻なステータスが表示されます。

識別

● [アドレス]。   クラスタのIPアドレス。

● [優先システム名]。   システムに表示される名前。デフォルトはDNSからホスト名（使用
可能な場合）。[ツール&リンク]タブの[システム プロパティの編集]リンクを使用して変更
することができます。

● [ネットワーク名]。   完全に限定したDNS名（使用可能な場合）。IPアドレスによるDNS
の逆引きが有効になっており、正引きと一致する必要があります。

製品説明

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

● クラスタ名。   クラスタの名前。

● [システム タイプ]。  識別によって返される基本的なシステム タイプ。
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● [クラスタ タイプ]。  識別によって返される基本的なクラスタ タイプ。

● [製品モデル]。   メーカが定義した製品のモデル（名前）。

● [OS名]。   システムの長いオペレーティング システム名。オペレーティング システム
ベースのシステム収集でフィルタリングに使用されます。

● [ツール フィルタリング用OS]。   短いオペレーティング システム名。ツール フィルタ
リング定義ファイルに使用されます。

● [管理プロトコル]。   システムの識別を試みた際に応答した管理プロトコル。

注記：より多くのプロトコルが予想される場合は、[システム プロトコル設定]ページで設
定されている証明書を検証してください。

関連トピック

● システム ページ
● サーバ識別タブ

複合体識別タブ

複合体はコンテナ タイプ システムの1つで、nPartitionを含むものです。複合体システムが選択
されている場合、[システム ページ]には詳細情報にアクセスするためのリンクが追加されてい
ます。ここでは、複合体特有のリンクについて説明します。タブの詳細については、「サーバ
識別タブ」を参照してください。

ヘルス ステータス
[ヘルス ステータス]の下の各リンクは、パーティションの[システム ページ]にリンクします。
複合体のヘルス ステータスは、その複合体に追加されている各パーティションのヘルス ステー
タスをすべて組み合わせたものです。最も深刻なステータスが表示されます。

製品説明

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

このセクションには、次の情報が含まれています。

● [コンプレックス名]。   識別によって返される複合体の名前。

● [製品名]。   メーカが定義した製品名。

● [シリアル番号]。  識別によって返される複合体のシリアル番号。

● [製品番号 - 現在]。 

● [製品番号 - オリジナル]。 
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● [コンプレックス プロファイル リビジョン]。 

● [アクティブ サービス プロセッサ ロケーション]。 

コンポーネントの概要

iCODに追加されている複合体のみに表示される情報

● [コンピュータ キャビネット]。 

● [I/Oキャビネット]。 

● [nPartitions]。   HPサーバのパーティション。セル（CPUとメモリを含む）のグループ
とI/Oシャーシ（I/Oシステムを含む）からなる。

● [ライセンスされたセル]。 

● [未ライセンスiCODセル]。 

● [ライセンスされたプロセッサ]。 

● [未ライセンスiCODプロセッサ]。 

● [DIMM]。   メモリ チップを実装したデュアル インライン メモリ モジュール。

● [ライセンスされたメモリ]。 

● [未ライセンスICODメモリ]。 

● [シャーシ]。 

● [I/Oカード]。 

● [ICOD]。 

● [ICODバランス]。 

iCODに追加されていない複合体のみに表示される情報

● [コンピュータ キャビネット]。 

● [I/Oキャビネット]。 

● [nPartitions]。 

● [Cells]。 

● [CPU]。 

● [DIMMs]。 

● [Memory (GB)]。 

● [I/O Chassis]。 

● [I/O Cards]。 
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● [iCOD]。 

関連トピック

● システム ページ
● サーバ識別タブ
● パーティション識別タブ

パーティション識別タブ

パーティション用のシステム ページは、サーバのシステム ページのレイアウトと共通してい
ます。ただし、クラスタ メンバの[システム ページ]は、パーティションのみに当てはまる固有
の情報のみを含めるように拡張されています。

次のセクションには、パーティション固有の情報のみが含まれます。タブの詳細については、
「サーバ識別タブ」を参照してください。

識別

[識別]セクションは、[システム ページ]に初めてアクセスしたときは必ず展開されます。この
セクションには次の項目が含まれています。

● [nPartition名]。 

● [nPartition番号]。 

● [ホスト名]。 

製品説明

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

● [CPUアーキテクチャ]。 

● [Cell互換性]。 

● [ファームウェア リビジョン]。 

● [プライマリ ブート パス]。 

● [HA代替ブート パス]。 

● [代替ブート パス] 

コンポーネントの概要

● [アクティブなCell]。 
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● [インアクティブなCell]。 

● [インアクティブなプロセッサ]。 

● [インアクティブなプロセッサ]。 

● [ライセンスされたプロセッサ数]。 

Instand Capacityに参加しているパーティションのみに使用可能。

● [DIMM]。 

● [メモリ]。 

● [I/Oシャーシ]。 

● [I/Oカード]。 

関連情報

● [コンプレックス名]。 

関連トピック

● システム ページ
● サーバ識別タブ
● 複合体識別タブ

ストレージ ホスト識別タブ
ストレージ ホストとは、ホスト バス アダプタ（HBA）によって、ストレージ エリア ネット
ワーク（SAN）に接続されているサーバ、デスクトップ、またはワークステーションのことで
す。ストレージ ホストが選択されている場合、[システム ページ]には詳細情報にアクセスする
ためのリンクが追加されています。ここでは、ストレージ ホスト特有のリンクについて説明し
ます。HP SIMは、各HBAのSMI-Sプロバイダによって供給されるデータを表示します。HBAの
SMI-Sプロバイダが特定のプロパティについてデータを供給していない場合、そのプロパティは
このページに表示されません。タブの詳細については、「サーバ識別タブ」を参照してくださ
い。

[ホスト バス アダプタ]セクションには、最後に実行されたデータ収集タスクの日付、時刻、経
過時間が表示されます。データを更新したい場合は、[最終更新日]リンクをクリックして、デー
タ収集タスクをスケジュールするか、実行します。データ収集タスクについて詳しくは、「デー
タ収集」を参照してください。

このホストがHP Storage Essentialsで管理される場合、[ホスト バス アダプタ]および[LUN]の
各セクションはこのページに表示されません。また、[ツール&リンク]タブの、[Storage
Essentials Pages]セクションに[SE System Properties]リンクが表示されます。このスト
レージ ホストのHP Storage Essentialsデバイス ページを表示するには、[SE System Properties]
リンクをクリックします。
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製品説明

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

「サーバ識別タブ」の[製品説明]情報のほかに、このセクションには以下の情報が含まれてい
ます。

[システム サブタイプ]。  ストレージ システムは、次のサブタイプを使用します。

● [ストレージ]。ストレージ インフラストラクチャの一部として識別されるシステム。

● [SMI]。SMI-Sプロバイダを介して検出されるシステム。

● [管理されたStorage Essentials]。HP Storage Essentialsによって管理されるシステム。

注記:

システムがHP Storage Essentialsによって管理される場合は、[SMI]タブタイプは
表示しません。

ホスト バス アダプタ

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

このセクションには、インストールされているファイバ チャネルHBAが表示されます。

● [要素名]。  HBAの名前。

● [WWN]。  HBAのノード ワールド ワイド名。

注記:

をクリックすると、HBAプロパティおよびポートの情報が表示されます。
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プロパティ

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

● [製品名]。  HBAの製品名（モデル番号など）。

● [製品ベンダ]。  HBAのベンダ。

● [製品識別番号]。  HBAの固有の識別名（シリアル番号など）。

● [製品バージョン]。  HBAの製品バージョン。

● [ドライバ バージョン]。  インストールされているHBAのドライバのバージョン。

● [ドライバ製造元]。  HBAドライバの製造元。

● [ファームウェア バージョン]。  インストールされているHBAファームウェアのバージョ
ン。

● [ファームウェア製造元]。  HBAファームウェアの製造元。

● [BIOS/FCodeバージョン]。  インストールされているBIOS/FCodeのバージョン。

● [BIOS/FCode製造元]。  BIOS/FCodeの製造元。

ポート

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

● [要素名]。  ポート番号。

● [WWN]。  ポートのワールド ワイド名。

● [ポート タイプ]。  ポートの種類。詳細については、「ポート タイプ」を参照してくだ
さい。
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LUN

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

このセクションには、ホストによって使用されているLUNがリストされます。

注記:

ここには、ホストのLUNのうち、そのLUNが存在しているストレージ アレイの
SMI-Sプロバイダによってレポートされ、かつそのレポートで使用されている[名
前]プロパティがHBAのSMI-Sプロバイダで使用されている[名前]プロパティと同
じであるものだけが表示されます。この2つの条件が満たされない場合、LUNは
表示されません。

● [LUN名]。  選択したホストによって使用されているLUNの名前。

● [LUN番号]。  ストレージ ホストがこのLUN（このポートから見た場合）の認識に使用し
ている番号。

● [ストレージ デバイス]。  リストされたLUNを含んでいるストレージ デバイスの名前。ス
トレージ デバイス名をクリックすると、そのストレージ デバイスの[システム ページ]が表
示されます。

● [HBA名]。  このホストをLUNに接続しているHBAの名前です。

● Port WWN  このホストをLUNに接続しているポートのポート番号です。

● [LUNサイズ]。  LUNの使用可能なサイズ。

● [RAIDレベル]。  LUNのRAIDレベル。

関連トピック

● システム ページ
● サーバ識別タブ
● ポート タイプ
● データ収集

ストレージ スイッチ識別タブ
ストレージ スイッチとは、ストレージ エリア ネットワーク（SAN）に接続されているファイ
バ チャネル スイッチのことです。ストレージ スイッチが選択されている場合、[システム ペー
ジ]には詳細情報にアクセスするためのリンクが追加されています。ここでは、ストレージ ス
イッチ特有のリンクについて説明します。HP SIMは、該当するスイッチのSMI-Sプロバイダに
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よって供給されるデータを表示します。SMI-Sプロバイダが特定のプロパティについてデータを
供給していない場合、そのプロパティはこのページに表示されません。タブの詳細について
は、「サーバ識別タブ」を参照してください。

[ポートおよびステータス概要]セクションには、最後に実行されたデータ収集タスクの日付、
時刻、経過時間が表示されます。データを更新したい場合は、[最終更新日]リンクをクリック
して、データ収集タスクをスケジュールするか、実行します。データ収集タスクについて詳し
くは、「データ収集」を参照してください。

このスイッチがHP Storage Essentialsで管理される場合、[ポート]および[概要ステータス]の各
セクションはこのページに表示されません。また、[ツール&リンク]タブの、[Storage
Essentials Pages]セクションに[SE System Properties]リンクが表示されます。このスト
レージ スイッチのHP Storage Essentialsデバイス ページを表示するには、[SE System
Properties]リンクをクリックします。

製品説明

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

「サーバ識別タブ」の[製品概要]情報のほかに、このセクションには以下の情報が含まれる場
合があります。

● [システム サブタイプ]。  ストレージ システムは、次のサブタイプを使用します。

❍ [ストレージ]。ストレージ インフラストラクチャの一部として識別されるシステム。

❍ [SMI]。SMI-Sプロバイダを介して検出されるシステム。

❍ [管理されたStorage Essentials]。HP Storage Essentialsによって管理されるシステム。

注記:

システムがHP Storage Essentialsによって管理される場合は、[SMI]サブタ
イプは表示しません。

● [製品名]。  スイッチの製品名（モデル番号など）。

● [製品ベンダ]。  スイッチのベンダ。

● [製品識別番号]。  スイッチの固有の識別名（シリアル番号など）。

● [製品バージョン]。  スイッチの製品バージョン。

● [ファームウェア バージョン]。  インストールされているファームウェアのバージョン。
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● [ファームウェア製造元]。  ファームウェアの製造元。

● [BIOS/FCodeバージョン]。  インストールされているBIOS/FCodeのバージョン。

● [BIOS/FCode製造元]。  BIOS/FCodeの製造元。

● [管理プロキシ]。  WBEMなどの管理プロトコルを介してスイッチを管理しているサーバ。

● [ソフトウェア バージョン]。  このシステムにインストールされているソフトウェアの
バージョン。

● [ソフトウェア製造元]。  このシステムにインストールされているソフトウェアの製造元。

注記:

ベンダによっては、ファームウェアの詳細を、[ファームウェア バージョン]と
[ファームウェア製造元]フィールドではなく、[ソフトウェア バージョン]と[ソフ
トウェア製造元]の各フィールドに入力します。これらのフィールドは、システ
ムに関連するあらゆるソフトウェアについてのデータを表示する可能性がありま
す。

ポート

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

● [ポート番号]。  ポート番号。

● [WWN]。  ポートのワールド ワイド名。

● [ポート タイプ]。  ポートの種類。ポートの種類の詳細については、「ポート タイプ」
を参照してください。

● [ステータス]。  ポートのWBEM動作ステータス。WBEMステータスの詳細については、
「WBEM動作ステータス タイプ」を参照してください。

概要ステータス

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。
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このセクションには、[ポート]セクションのステータス情報の概要が表示されます。

● [ステータス]。  WBEM動作ステータス。WBEMステータスの詳細については、「WBEM
動作ステータス タイプ」を参照してください。

● [カウント]。  リストされたステータスになっているポートの数。

関連トピック

● システム ページ
● サーバ識別タブ
● WBEM動作ステータス タイプ
● ポート タイプ
● データ収集

ストレージ アレイ識別タブ
ストレージ アレイとは、ストレージ エリア ネットワーク（SAN）に接続するために、ファイ
バ チャネル コントローラを使用するディスク アレイのことです。ストレージ アレイが選択さ
れている場合、[システム ページ]には詳細情報にアクセスするためのリンクが追加されていま
す。ここでは、ストレージ アレイ特有のリンクについて説明します。HP SIMは、該当するア
レイのSMI-Sプロバイダによって供給されるデータを表示します。SMI-Sプロバイダが特定のプ
ロパティについてデータを供給していない場合、そのプロパティはこのページに表示されませ
ん。タブの詳細については、「サーバ識別タブ」を参照してください。

[ポート]、[ストレージ ボリューム]、[容量情報] の各セクションには、最後に実行されたデー
タ収集タスクの日付、時刻、経過時間が表示されます。データを更新したい場合は、[最終更新
日]リンクをクリックして、データ収集タスクをスケジュールするか、実行します。データ収集
タスクについて詳しくは、「データ収集」を参照してください。

ストレージ アレイがHP Storage Essentialsで管理される場合、[ポート]、[ストレージ ボリュー
ム]、および[容量情報]の各セクションはこのページに表示されません。また、[ツール&リンク]
タブの、[HP Storage Essentials Pages]セクションに[SE System Properties]リンクが表
示されます。このストレージ アレイのHP Storage Essentialsデバイス ページを表示するには、
[SE System Properties]リンクをクリックします。

製品説明

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

「サーバ識別タブ」の[製品説明]情報のほかに、このセクションには以下の情報が含まれてい
ます。

● [システム サブタイプ]。  ストレージ システムは、次のサブタイプを使用します。

❍ [ストレージ]。ストレージ インフラストラクチャの一部として識別されるシステム。

❍ [SMI]。SMI-Sプロバイダを介して検出されるシステム。
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❍ [管理されたStorage Essentials]。HP Storage Essentialsによって管理されるシステム。

注記:

システムがHP Storage Essentialsによって管理される場合は、[SMI]サブタ
イプは表示しません。

● [製品名]。  アレイの製品名（モデル番号など）。

● [製品ベンダ]。  ストレージ アレイのベンダ。

● [製品識別番号]。  ストレージ アレイの固有の識別名（シリアル番号など）。

● [製品バージョン]。  アレイの製品バージョン。

● [ファームウェア バージョン]。  インストールされているファームウェアのバージョン。

● [ファームウェア製造元]。  ファームウェアの製造元。

● [BIOS/FCodeバージョン]。  インストールされているBIOS/FCodeのバージョン。

● [BIOS/FCode製造元]。  BIOS/FCodeの製造元。

● [管理プロキシ]。  WBEMなどの管理プロトコルを介して選択したアレイを管理している
サーバ。

● [ソフトウェア バージョン]。  このシステムにインストールされているソフトウェアの
バージョン。

● [ソフトウェア製造元]。  このシステムにインストールされているソフトウェアの製造元。

注記:

ベンダによっては、ファームウェアの詳細を、[ファームウェア バージョン]と
[ファームウェア製造元]フィールドではなく、[ソフトウェア バージョン]と[ソフ
トウェア製造元]の各フィールドに入力します。これらのフィールドは、システ
ムに関連するあらゆるソフトウェアについてのデータを表示する可能性がありま
す。

注記:

このストレージ アレイがHP Storage Essentialsによって管理される場合、[製品
名]、[製品ベンダ]、[製品識別番号]、および[製品バージョン]にデータが表示さ
れません。
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ポート

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

HP Systems Insight Managerがこのアレイのポートを管理するコントローラを検出した場合は、
それらは、[ポート]テーブルに展開可能要素として表示されます。コントローラが検出されな
い場合は、テーブルはポートの詳細のみを表示します。

コントローラ詳細

● [要素名]。  コントローラの名前。

● [LUNカウント]。  このコントローラを介している接続の数。

注記:

をクリックすると、特定のポートの詳細が表示されます。

ポート詳細

● [要素名]。  [ポート名]。

● [WWN]。  ポートのワールド ワイド名。

● [ポート タイプ]。  ポートの種類。ポートの種類の詳細については、「ポート タイプ」
を参照してください。

● [LUNカウント]。  このポートを介している接続の数。

ストレージ ボリューム

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

このセクションには、アレイのストレージ ボリュームが表示されます。ストレージ ボリュー
ムとは、アレイ上の論理ボリューム（LUNなど）です。
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● [LUN名]。  ストレージ ボリューム名。

● [参照可能ホスト]。  ストレージ ボリュームが、リストされているホストにアクセス可
能。

● [ブロック サイズ]。  ストレージ ボリュームのブロック サイズ（バイト単位）。

● [ブロック数]。  ストレージ ボリューム上の合計ブロック数。

● [合計サイズ]。  ストレージ ボリュームの合計サイズ。

● [RAIDレベル]。  ストレージ ボリュームのRAIDレベル。通常、この値は、該当するアレ
イのSMI-Sプロバイダによって供給されます。SMI-Sプロバイダが値を供給していない場合、
HP Systems Insight Managerが、パッケージ二重化とデータ二重化に基づいてRAIDレベルを
算出します。

RAIDレベルデータ二重化パッケージ二重化

RAID 010

RAID 511

RAID 121

RAID 612

RAID 15/5122

RAID値がHP Systems Insight Managerによって算出された場合は、RAID値にアスタリスクが
追加されます。例：RAID 5*

容量情報

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

容量情報テーブルは、ストレージ アレイの使用可能な容量の階層を[メトリック]列に、対応す
るディスク容量の値を[サイズ]列にリストしたものです。各メトリックごとに、ディスク容量
の値が[Percentage of Raw Capacity]列のアレイのRaw容量のパーセンテージで示されま
す。アレイの合計容量を表す[Raw Capacity]は、[Un-Allocated]領域と[Carved for LUNs]
領域に分けられます。LUNに分割された領域は、さらに[RAID Overhead]、[Usable bytes
assigned to Ports]、および[Bytes not yet assigned to Ports]に分けられます。

容量情報テーブル内の容量は、テーブルの下に表示される円グラフではパーセンテージで表示
されています。テーブル内に[Undetermined]と表示される値がある場合、円グラフは表示さ
れません。

● [Un-Allocated]。  アレイ上の、まだ構成されていないストレージ容量の合計。

● [Carved for LUNs]。  アレイ上の、構成済みのストレージ容量の合計（RAIDオーバー
ヘッドを含みます）。たとえば、RAID1（ミラーリング）のストレージ ボリュームに100GB
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が割り当てられている場合、50GBはエンド ユーザの使用可能容量であり、50GBはRAID
オーバーヘッドであるとみなされ、100GBがLUNに分割済みであるとされます。

❍ RAID Overhead  アレイ上の、冗長化機能を実現するために使用されているために
直接は使用されないストレージ容量の合計。

❍ [Usable bytes assigned to Ports]。  アレイ上の、構成済みで使用可能なストレー
ジ容量で、1つまたは複数のポートを介して接続されている容量。

❍ [Usable bytes not yet assigned to Ports]。  アレイ上の、構成済みで使用可能な
ストレージ容量で、ポートを介して接続されていない容量。このストレージをポートに
割り当てれば、ユーザがこのストレージにアクセスできるようになります。

関連トピック

● システム ページ
● サーバ識別タブ
● ポート タイプ
● データ収集

テープ ライブラリ識別タブ
テープ ライブラリとは、ストレージ エリア ネットワーク（SAN）に接続されているテープ デ
バイスのことです。テープ ライブラリが選択されている場合、[システム ページ]には詳細情報
にアクセスするためのリンクが追加されています。ここでは、テープ ライブラリ特有のリンク
について説明します。HP SIMは、テープ ライブラリのSMI-Sプロバイダによって供給されるデー
タを表示します。SMI-Sプロバイダが特定のプロパティについてデータを供給していない場合、
そのプロパティはこのページに表示されません。タブの詳細については、「サーバ識別タブ」
を参照してください。

[ポート]、[メディア アクセス デバイス]、[チェンジャー デバイス] の各セクションには、最後
に実行されたデータ収集タスクの日付、時刻、経過時間が表示されます。データを更新したい
場合は、[最終更新日]リンクをクリックして、データ収集タスクをスケジュールするか、実行
します。データ収集タスクについて詳しくは、「データ収集」を参照してください。

テープ ライブラリがHP Storage Essentialsで管理される場合、[ポート]、[メディア アクセス デ
バイス]、および[チェンジャー デバイス]の各セクションはこのページに表示されません。ま
た、[ツール&リンク]タブの、[HP Storage Essentials Pages]セクションに[SE System
Properties]リンクが表示されます。このテープ ドライブのHP Storage Essentialsデバイス ペー
ジを表示するには、[SE System Properties]リンクをクリックします。

製品説明

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。
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「サーバ識別タブ」の[製品概要]情報のほかに、このセクションには以下の情報が含まれる場
合があります。

● [システム サブタイプ]。  ストレージ システムは、次のサブタイプを使用します。

❍ [ストレージ]。ストレージ インフラストラクチャの一部として識別されるシステム。

❍ [SMI]。SMI-Sプロバイダを介して検出されるシステム。

❍ [管理されたStorage Essentials]。HP Storage Essentialsによって管理されるシステム。

注記:

システムがHP Storage Essentialsによって管理される場合は、[SMI]サブタ
イプは表示しません。

● [製品名]。  テープ ライブラリの製品名（モデル番号など）。

● [製品ベンダ]。  テープ ライブラリのベンダ。

● [製品識別番号]。  テープ ライブラリの固有の識別名（シリアル番号など）。

● [製品バージョン]。  テープ ライブラリの製品バージョン。

● [ファームウェア バージョン]。  インストールされているファームウェアのバージョン。

● [ファームウェア製造元]。  ファームウェアの製造元。

● [BIOS/FCodeバージョン]。  インストールされているBIOS/FCodeのバージョン。

● [BIOS/FCode製造元]。  BIOS/FCodeの製造元。

● [管理プロキシ]。  WBEMなどの管理プロトコルを介して選択したテープ ライブラリを管
理しているサーバ。

● [ソフトウェア バージョン]。  このシステムにインストールされているソフトウェアの
バージョン。

● [ソフトウェア製造元]。  このシステムにインストールされているソフトウェアの製造元。

注記:

ベンダによっては、ファームウェアの詳細を、[ファームウェア バージョン]と
[ファームウェア製造元]フィールドではなく、[ソフトウェア バージョン]と[ソフ
トウェア製造元]の各フィールドに入力します。これらのフィールドは、システ
ムに関連するあらゆるソフトウェアについてのデータを表示する可能性がありま
す。
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ポート

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

このセクションには、テープ ライブラリのファイバ チャネル ポートが表示されます。

● [要素名]。  そのポートの、ユーザが利用しやすい名前。

● [WWN]。  ポートのワールド ワイド名。

● [ポート タイプ]。  ポートの種類。ポートの種類の詳細については、「ポート タイプ」
を参照してください。

メディア アクセス デバイス

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

このセクションには、テープ ライブラリのストレージ メディア（データ カートリッジやディ
スク ドライブなど）が表示されます。

● [名前]。  ストレージ メディアの名前。

● [ステータス]。  メディア アクセス デバイスのWBEM動作ステータス。WBEMステータ
スの詳細については、「WBEM動作ステータス タイプ」を参照してください。

チェンジャ デバイス

注記:

このセクションは、 をクリックすると展開され、 をクリックすると折り畳
まれます。

このセクションには、テープ ライブラリのチェンジャ デバイス（テープ ドライブのロボット
機構など）が表示されます。

● [名前]。  チェンジャ デバイスの名前。
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● [ステータス]。  チェンジャ デバイスのWBEM動作ステータス。WBEMステータスの詳細
については、「WBEM動作ステータス タイプ」を参照してください。

関連トピック

● システム ページ
● サーバ識別タブ
● WBEM動作ステータス タイプ
● ポート タイプ
● データ収集

ポート タイプ
HP Systems Insight Managerには、ストレージ システムのポートの種類が表示されます。この
値がストレージ システムのSMI-Sプロバイダによって提供される場合、ポート リンク テクノロ
ジとポートの種類が表示されます。

表示されるポート リンク テクノロジには、[不明]、[その他]、[Ethernet]、[IB]、[FC]、[FDDI]、
[ATM]、[Token Ring]、[Frame Relay]、[Infrared]、[BlueTooth]、および[Wireless LAN]
があります。

ポートの種類は、次のうちいずれかである場合に表示されます。

● [N-Port]。ノード ポート。

● [NL-Port]。ファイバ チャネル アービトレーテッド ループ（FC-AL）をサポートするノー
ド ポート。

● [E-Port]。ファブリック エレメント（FCスイッチなど）を接続する拡張ポート。

● [F-Port]。ファブリック（エレメント）ポート。

● [FL-Port]。FC-ALをサポートするファブリック（エレメント）ポート。

● [B-Port]。ブリッジ。

● [G-Port]。一般的なポート。

● [その他]。これまでに説明した分類のいずれにも該当しないポートの種類。

関連トピック

● テープ ライブラリ識別タブ
● ストレージ スイッチ識別タブ
● ストレージ ホスト識別タブ
● ストレージ アレイ識別タブ

ツール&リンク タブ
表示できるシステム リンクは、検出設定、エージェントとプロトコルの正しいインストール、
およびシステムを調べるポーリング タスクに依存します。[ツール&リンク]ページには以下が
含まれます。

● システム マネジメント ページ
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● システムWebアプリケーション ページ
● HP Systems Insight Managerページ
● Storage Essentials Pages

注記:

DNS設定によっては、リンクを正常に動作させるために、IPアドレスまたは完全
修飾DNS名のいずれかを使用する必要がある場合があります。詳細については、
「システム リンクの設定」を参照してください。

システム マネジメント ページ
このセクションには、システムのHTTP Web管理によって提供されるリンクが含まれます。こ
のリンクは、システム管理とステータス用です。システムにInsightマネジメント エージェント
がない場合、このセクションは表示されません。使用可能なリンクには、以下が含まれます。

● HPバージョン コントロール エージェント
● HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャ
● Insightマネジメント エージェント

システムWebアプリケーション ページ
このセクションには、システムがホストするWebアプリケーションのリストが含まれます。使
用可能なリンクには、以下が含まれます。

● [VMware Management Interface]
● [Default Web Server]
● HP Systems Insight Manager

HP Systems Insight Managerページ
このセクションには、HP Systems Insight Managerによって生成されるリンクが含まれます。使
用可能なリンクには、以下が含まれます。

● [データ収集レポート]リンクでは、個別のレポート結果ウィンドウにシステムのデータ収集
レポートが表示されます。

注記:

HP Systems Insight Managerのデータ収集レポートのストレージ テーブル
には、データは登録されません。これは、HP Systems Insight Managerの
SMI-Sデータ収集が無効になっているからです。

● [システム プロトコル設定]リンクでは、[プロトコル設定]が表示され、この個別システムの
みのプロトコルを設定できます。

● [システム プロパティの編集]リンクでは、完全な設定権があるユーザがシステム ページに
よって、1つのシステムのシステム プロパティの一部を再設定できます。このリンクは、完
全な設定権があるユーザのみに表示されます。
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複数のシステムのシステム プロパティの設定については、「 複数システムのシステム プロ
パティの編集」を参照してください。

● [監視の停止/回復]リンクにより、監視の停止時間を設定できます。これにより、HP Systems
Insight Managerのステータス ポーリング、識別、データ収集、および自動イベント処理か
らシステムを除外できます。停止時間の長さは、事前設定により、5分、15分、1時間、お
よび1日単位で設定できます。停止機能は、無期限に設定することもできます。完全な設定
権があるユーザのみが、このリンクを使用できます。

複数のシステムの監視の停止または回復については、「複数システムのシステム監視の停
止と回復」を参照してください。

Storage Essentials Pages
このセクションは、HP Storage Essentialsがインストール済みの場合に追加されます。追加され
るリンクの詳細については、HP Storage Essentialsのマニュアルを参照してください。

関連プロシージャ

● 単一システムのシステム プロパティの編集
● 単一システムのシステム監視の停止と回復
● 複数システムのシステム プロパティの編集
● 複数システムのシステム監視の停止と回復

関連トピック

● システム ページ
● 単一システムのシステム プロパティの編集
● 単一システムのシステム監視の停止と回復

バージョン コントロール
HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャとHPバージョン コントロール エージェン
トは、Web対応のHP Insightマネジメント エージェントです。HP Systems Insight Managerで
は、Insightマネジメント エージェントなどを使用し、ソフトウェア更新と関連タスクを実行し
ます。

一般に、HP Insightマネジメント エージェント4.0以上がWeb対応であり、起動時に、そのHP
Systems Insight Managerと直接通信するサーバ、ワークステーション、デスクトップ、および
ポータブルの詳細なサブシステム ステータスと障害情報を提供します。Web対応エージェント
には、ブラウザを通して直接、またはHP Systems Insight Managerからアクセスできます。

HP Systems Insight Managerには、次のバージョン コントロール ツールがあります。

● ソフトウェアとファームウェアのインストール。[展開]->[ドライバ、ファームウェアおよび
エージェントのインストール]->[ソフトウェアおよびファームウェアのインストール]を選択
します。

● 初期ProLiant Support Packインストール。[展開]->[ドライバ、ファームウェアおよびエー
ジェントのインストール]->[初期ProLiant Support Packインストール]を選択します。

関連プロシージャ

● ソフトウェアとファームウェアのインストール
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● 初期ProLiant Support Packのインストール

関連トピック

● エージェント設定のレプリケート タスクの作成
● バージョン コントロール エージェントについて
● バージョン コントロール レポジトリ マネージャについて
● 統合について
● 多重システム管理について
● ソフトウェア レポジトリについて

バージョン コントロール エージェントについて
HPバージョン コントロール エージェントは、システムにインストールするHP Insightマネジメ
ント エージェントです。これを使用すると、そのシステムにインストールされたHP製ソフト
ウェアとファームウェアを確認できるようになります。HPバージョン コントロール レポジト
リ マネージャによって管理されるレポジトリをポイントするようにバージョン コントロール
エージェントを設定でき、バージョンを簡単に比較したり、バージョン コントロール エージェ
ントがインストールされているシステムにレポジトリからソフトウェアを更新したりすること
ができるようになります。

バージョン コントロール エージェントでは、バージョン コントロール機能とシステム更新機
能が1つのHP製システムに提供されます。バージョン コントロール エージェントでは、ローカ
ル システムにインストールされている各コンポーネントを各コンポーネントかバージョン コ
ントロール レポジトリ マネージャにリストされている特定ProLiantまたはIntegrity Support Pack
と比較し、システム ソフトウェアのステータスを判断します。システム ソフトウェア ステー
タス アイコンの横にあるインストール アイコンをクリックし、個別コンポーネントかProLiant
またはIntegrity Support Pack全体を更新することもできます。

バージョン コントロール レポジトリ マネージャとバージョン コントロール エージェントは、
ProLiant Essentials Foundation Packの標準のシングルサーバ管理ツールであるSystem Management
Homepageに統合されています。ProLiant Essentials Foundation Packの一部であるHP Systems
Insight Managerは、バージョン コントロール レポジトリ マネージャとバージョン コントロー
ル エージェントを使用して、ソフトウェアのバージョン管理、更新、および関連するタスクを
容易にします。

バージョン コントロール エージェントは、WindowsおよびLinuxオペレーティング システムで
使用できます。System Management Homepageの一部として統合されたコンポーネントで、
バージョン コントロール エージェントがインストールされたシステムの使用できるソフトウェ
アインベントリを表示するように設計されています。バージョン コントロール エージェント
はまた、バージョン コントロール レポジトリ マネージャによって管理されるレポジトリから
システム ソフトウェアのインストール、比較、および更新を管理します。

管理者またはオペレータ権限を持つユーザは、バージョン コントロール エージェントにアク
セスしてシステムのソフトウェア インベントリを手動で管理できます。コンポーネントのイン
ストールおよび設定作業は、システムのログ ファイルに記録されます。HPバージョン コント
ロール エージェントは、ソフトウェアのインストールなどの作業をログに記録します。ただ
し、バージョン コントロール エージェントの外側で行なわれたインストールは、このログに
表示されません。

バージョン コントロール エージェントによって、選択したHPの機器にインストールされたソ
フトウェア、利用可能な更新、およびインストールされたソフトウェアが、選択したレポジト
リにある最新の更新に基づいているかどうかが表示されます。バージョン コントロール エー
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ジェントのブラウザ インタフェースを使用して、システム上のHP製ソフトウェアをリモート
から追加または更新できます。

HP Systems Insight Managerのエージェント設定のレプリケート機能を使用すると、複数のサー
バをバージョン コントロール エージェントの設定によって更新できます。エージェント設定
のレプリケート機能の詳細については、HP Systems Insight Managerのオンライン ヘルプ シス
テムを参照してください。

バージョン コントロール エージェントによって、以下のタスクを実行できます。

● 現在インストールされているソフトウェアを表示する。
● ソフトウェア更新取得の参照ポイントとしてバージョン コントロール レポジトリ マネー
ジャを選択する。

● ProLiantまたはIntegrity Support Packを管理対象ベースラインとして選択する。
● バージョン コントロールレポジトリに存在するProLiantまたはIntegrity Support Packもしく
は個別ソフトウェア コンポーネントをバージョン コントロール レポジトリからインストー
ルする。

● ProLiantまたはIntegrity Support Packもしくは個別ソフトウェア コンポーネントをバージョ
ン コントロールレポジトリからインストールする。

● インストールされているソフトウェア インベントリおよびソフトウェア ステータスを印刷
する。

● バージョン コントロール エージェント ログを管理する。

システムのソフトウェア インベントリを保守する他に、バージョン コントロール エージェン
トはHP Systems Insight Managerに統合されています。この統合により、管理者は、エージェン
トのソフトウェア更新機能を利用できるようになります。

その他のリソース

その他のリソースについては、http://www.hp.com/servers/manage（英語）にアクセスしてく
ださい。

関連プロシージャ

● ソフトウェアとファームウェアのインストール
● 初期ProLiant Support Packのインストール

関連トピック

● バージョン コントロール
● 統合について
● 多重システム管理について
● ソフトウェア レポジトリについて

バージョン コントロール レポジトリ マネージャについて
HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャは、HP製ソフトウェアおよびファームウェ
ア コンポーネントのディレクトリを管理するHP Insightマネジメント エージェントです。バー
ジョン コントロール レポジトリ マネージャは、HPバージョン コントロール エージェントな
しで、ローカル マシンにロードできるソフトウェアとファームウェアのリストを提供するため
に使用できます。バージョン コントロール レポジトリ マネージャは、ProLiant Essentials
Foundation Packの一部です。
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バージョン コントロール レポジトリ マネージャは、インストールされているHP製ソフトウェ
アおよびファームウェアを管理するためにHP製の各管理対象システムにインストールされる
バージョン コントロール エージェントとともに1対多構成で使用するように設計されていま
す。HP Systems Insight Managerをバージョン コントロール レポジトリ マネージャおよびバー
ジョン コントロール エージェントとともに使用することにより、企業全体のHP ProLiantおよ
びIntegrityシステムのHP製ソフトウェアおよびファームウェアを管理できます。単体でも、HP
ProliantおよびIntegrityシステムに関して、ProLiantおよびIntegrity Support Packのレポジトリや
個々のソフトウェアおよびファームウェアのカタログ作成と管理に使用できます。

注記:

HPバージョン コントロール エージェントを使用して、HP ProLiantおよびIntegrity
Support Packやコンポーネントをローカル マシンにインストールできますが、
バージョン コントロール エージェントがリモート サーバにインストールされて
いて、バージョン コントロール エージェントを使用してインストールが開始さ
れないと、リモート サーバにソフトウェアをインストールできません。

バージョン コントロール レポジトリ マネージャによって、以下のタスクを実行できます。

● ProLiant Support Packまたはコンポーネント詳細など、レポジトリの内容を表示する。
● 自動更新を設定し、新しいProLiantソフトウェアが使用可能になった時点で、HPから自動的
に配信する。

● Support Packのアップロード機能を使用し、CDやその他のメディアからレポジトリに
ProLiant Support Packをアップロードする。

● HP ProLiantおよびHP Integrity Support Packを作成する。
● HP ProLiantおよびHP Integrity Support Packならびにコンポーネントを削除する。
● HP ProLiantおよびHP Integrity Support Packならびにコンポーネントを別のレポジトリにコ
ピーする。

● 設定を要求するフラグが付いた、レポジトリ内のコンポーネントを設定する。
● 今すぐにHP.comからアップデートする。
● レポジトリを再スキャンしてカタログを再構築する。
● ログを管理する。
● 選択したコンポーネントをローカル（ブラウザ クライアント）システムにインストールす
る。

その他のリソース

その他のリソースについては、http://www.hp.com/servers/manage（英語）にアクセスしてく
ださい。

関連プロシージャ

● ソフトウェアとファームウェアのインストール
● 初期ProLiant Support Packのインストール

関連トピック

● バージョン コントロール
● 統合について
● 多重システム管理について
● ソフトウェア レポジトリについて
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統合について

ソフトウェアのバージョンと更新の場合、HP Systems Insight Managerは、バージョン コント
ロール レポジトリ マネージャとバージョン コントロール エージェントに依存します。これら
のアプリケーションを使用して、HP Systems Insight Managerは、すべての管理対象ProLiantサー
バまたはIntegrityサーバのソフトウェア ステータスを単一ビューで表示し、それらのサーバの
ソフトウェアやファームウェアを強力なクエリおよびタスク機能によって更新することができ
ます。また、更新が必要なシステムだけを更新するなど、あらかじめ設定された条件に基づい
て更新を特定のサーバ グループに適用することができます。

HP Systems Insight Managerのソフトウェア更新機能を利用するには、以下の条件を満たしてい
ることを確認してください。

● ネットワーク上のすべての管理対象サーバに、バージョン コントロール エージェントがイ
ンストールされ、レポジトリを使用するように設定されている

● 使用するすべてのレポジトリにバージョン コントロール レポジトリ マネージャがインス
トールされている

● オプションでバージョン コントロール レポジトリ マネージャの自動更新機能を使用してす
べてのレポジトリをHPからの最新のソフトウェアで自動的に更新することができる

関連プロシージャ

● ソフトウェアとファームウェアのインストール
● 初期ProLiant Support Packのインストール

関連トピック

● バージョン コントロール
● バージョン コントロール エージェントについて
● バージョン コントロール レポジトリ マネージャについて

ソフトウェア レポジトリについて
単一または複数のレポジトリからバージョン コントロール レポジトリ マネージャを使用して
ProLiant Support Packとコンポーネントを更新すると、時間が節約され、分散システムでのソフ
トウェアのメンテナンスと更新手順が標準化されます。

さまざまなオペレーティング システム プラットフォームで管理性と柔軟性を最大化するため、
作成される各レポジトリは以下の条件に適合する必要があります。

● 書き込みアクセス権があるローカル ドライブに配置されていること

● バージョン コントロール レポジトリ マネージャで自動的に更新すること

レポジトリを作成したら、ターゲットHPシステム上で更新する前に、ProLiant Support Packと
コンポーネントをレポジトリに入れる必要があります。バージョン コントロール レポジトリ
マネージャの自動更新機能を使用すると、レポジトリを最も簡単で効率的に更新できます。
バージョン コントロール レポジトリ マネージャの自動更新機能では、レポジトリの自動入力
をスケジュールできます。ただし、レポジトリは以下の方法で更新できます。

● バージョン コントロール レポジトリ マネージャの自動更新機能
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● SmartStart CDやその他のアクセス可能なメディアからProLiant Support Packをコピーできる
ようにする、バージョン コントロール レポジトリ マネージャのアップロードProLiant Support
Pack機能。

● http://www.hp.com（英語）からレポジトリにソフトウェアを手動でダウンロード

関連プロシージャ

● ソフトウェアとファームウェアのインストール
● 初期ProLiant Support Packのインストール

関連トピック

● バージョン コントロール
● 統合について
● バージョン コントロール エージェントについて
● バージョン コントロール レポジトリ マネージャについて

多重システム管理について

HP Systems Insight Managerのソフトウェア更新機能は、以下のとおりです。

● 初期ProLiant Support Packインストール。最新のProLiant Support Packを指定したバー
ジョン コントロール レポジトリ マネージャからインストールすることができます。これ
は、HPバージョン コントロール エージェントを実行していないターゲット システム専用
です。Windowsシステムでのみ使用できる機能です。バージョン コントロール エージェン
トが管理対象システムにすでにインストールされている場合は、更新するソフトウェアお
よびファームウェアのインストールタスクを使用することができます。

● ソフトウェアおよびファームウェアのインストール。HP Systems Insight Managerによって
管理されているHP製システムでは、ProLiant Support Packとコンポーネントを自動的に更新
できます。ターゲット システムでは、バージョン コントロール エージェントがインストー
ルされている必要があります。

● ソフトウェアとファームウェアを含むシステムによる検索。この検索基準では、特定ソフ
トウェア バージョンかファームウェア バージョンを含むシステムのリストの作成と表示を
高速に実行できます。たとえば、完全な設定権があるユーザは、定義したバージョン以下
のHP Insightマネジメント エージェントを含むHP製システムをすべて特定して表示できま
す。次にソフトウェアおよびファームウェアのインストール タスクで検索を使用して、シ
ステムのInsightマネジメント エージェントを最新バージョンに更新します。

● ソフトウェア バージョン ステータス ポーリング。ソフトウェアとファームウェアのアッ
プグレード ステータスは、ターゲット システムのバージョン コントロール エージェント
から取得します。ソフトウェアとファームウェアのインベントリも、このタスク中にシス
テムから取得します。

● エージェント設定のレプリケート。この機能では、HP Systems Insight Managerを使用して、
ソース デバイスからWebエージェントの構成設定を取得し、それをWebエージェントに
よって1つ以上のターゲット デバイスに配布します。

このすべてのシステム ソフトウェア管理拡張機能は、HP Systems Insight ManagerにHPバージョ
ン コントロール レポジトリ マネージャとHPバージョン コントロール エージェントを厳密に
統合して実現されています。
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関連プロシージャ

● ソフトウェアとファームウェアのインストール
● 初期ProLiant Support Packのインストール

関連トピック

● バージョン コントロール
● 統合について
● ソフトウェア レポジトリについて
● 証明書のレプリケート

バージョン コントロール エージェントへのアクセス
Webブラウザを使用して任意のネットワーク クライアントからHPバージョン コントロール
エージェントのグラフィカル ユーザ インタフェース（GUI）にアクセスします。サポートされ
ているブラウザについては、『バージョン コントロール インストール ガイド』を参照してく
ださい。

重要:

HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャがまだ設定されていない場
合、システム上に現在インストールされている項目のソフトウェアとファーム!
ウェアのインベントリだけが[ホーム]ページに表示されます。バージョン コント
ロール エージェントが完全に機能するように設定されている必要があります。

重要:

Windowsオペレーティング システムの場合、インベントリ データを取得するに
は、HP Insightマネジメント エージェント5.40以降をインストールする必要があ

!
ります。Linuxオペレーティング システムの場合、インベントリ データを取得す
るには、HPサーバ管理アプリケーションとエージェント（hpasm RPM）7.00以
降をインストールする必要があります。バージョン コントロール エージェント
バージョン コントロール エージェントと同じHP ProLiantおよびIntegrity Support
Packに含まれている現在のバージョンをインストールすることをおすすめしま
す。

注記:

Insightマネジメント エージェントがインストールされていない場合、バージョン
コントロール エージェントによってソフトウェア インベントリを収集できませ
ん。ただし、バージョン コントロール エージェントをソフトウェアのインストー
ルに使用することはできます。
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注記:

System Management Homepageで定義されている管理者またはオペレータの権限
のあるログイン アカウントは、バージョン コントロール エージェントのすべて
の機能にアクセスできます。

バージョン コントロール エージェントへのログイン
バージョン コントロール エージェントにログインするには、次のように操作します。

1. バージョン コントロール エージェントのすべての機能にアクセスするためには、管理者
またはオペレータレベルのアクセス権を持ったアカウントでSystem Management Homepage
にログインする必要があります。

2. https://hostname:2381に移動します。[匿名アクセス]が無効になっている場合、[ログ
イン]ページが表示されます。[匿名アクセス]が有効になっている場合、System
Management Homepageページが表示されます。

3. ログインしたら、ブラウザのアドレス フィールドにhttps://hostname:2381/vcagent
と入力してバージョン コントロール エージェントを直接参照するか、[インテグレーテッ
ド エージェント]の下のSystem Management HomepageからHPバージョン コントロール
エージェントリンクをクリックするか、[ホーム]タブの[バージョン コントロール]ステー
タス ボックスをクリックして、新しいブラウザ ウィンドウ内にバージョン コントロール
エージェントを開きます。バージョン コントロール エージェントページが表示されます。

関連プロシージャ

● バージョン コントロール レポジトリ マネージャへのアクセス

関連トピック

● システム ページ
● System Management Homepage

バージョン コントロール レポジトリ マネージャへのアクセ
ス

HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャにアクセスする方法には、次の2種類があ
ります。

● HP Systems Insight Managerからバージョン コントロール レポジトリ マネージャへのアク
セス

● バージョン コントロール レポジトリ マネージャへの直接アクセス

HP Systems Insight Managerからバージョン コントロール レポジト
リ マネージャへのアクセス

HP Systems Insight Managerからバージョン コントロール レポジトリ マネージャにアクセスす
るには、次のように操作します。
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1. [ツール]->[システム情報]->[System Management Homepage]を選択します。

2. ターゲット システムを選択して、すぐに実行をクリックします。詳細については、「タス
クの作成」を参照してください。System Management Homepageが表示されます。

3. [ターゲットシステムの確認]ページからすぐに実行をクリックします。

4. System Management Homepageから、HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャ
リンクをクリックします。[バージョン コントロール レポジトリ マネージャホ－ム]ペー
ジが表示されます。

または

System Management Homepageから、[ツール]を選択し、HPバージョン コントロール レ
ポジトリ マネージャリンクをクリックします。

インプレースのバージョン コントロール レポジトリ マネージャへのア
クセス

バージョン コントロール レポジトリ マネージャがインストールされたシステムで、
http://hostname:2381/vcrepositoryに移動します。[バージョン コントロール レポジト
リ マネージャ Home]ページが表示されます。

関連プロシージャ

● バージョン コントロール エージェントへのアクセス

関連トピック

● システム ページ
● System Management Homepage

バージョン コントロール ステータス アイコン

注記:

HPバージョン コントロール エージェントにアクセスするには、[ソフトウェア
ステータス]アイコンをクリックします。バージョン コントロール エージェント
にアクセスできない場合は、そのシステムでバージョン コントロール エージェ
ントか信頼関係を設定する方法について説明するヘルプが表示されます。

注記:

HP-UX以外のすべてのシステムには、[ソフトウェア ステータス]アイコンがあり
ます。
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バージョン コントロール ステータス
ステータスは、インストールされているバージョンとレポジトリ内のバージョンの比較に基づ
いています。

● [情報]。[情報]ステータス アイコンが表示される理由はいくつかあります。

❍ バージョン コントロール エージェントにHPバージョン コントロール レポジトリ マネー
ジャが設定されていない。

❍ 設定されているバージョン コントロール レポジトリ マネージャがアクセス不能である
か、HTTP要求に応答できない（システムまたはサービスがダウンしている、パスワード
が変更された、など）。

❍ バージョン コントロール エージェントがシステム上で検出できない、またはバージョ
ン コントロール エージェントと通信できない。

リファレンス サポート パックが設定されていない場合のステータス値

注記：ステータスは、設定済みのレポジトリ内のコンポーネントの最新バージョンのもので
す。

● [正常]。インストールされているソフトウェア バージョンは、バージョン コントロール
レポジトリ マネージャと同じバージョンであるか、その最新バージョンよりも新しいバー
ジョンです。

● [マイナー]。レポジトリには、バグ修正または新しいハードウェア サポートを含む可能
性のあるこのコンポーネントのバージョンが含まれます。このバージョンに関する情報を
確認し、この更新をただしく適用することをおすすめします。

● [メジャー]。この更新には、重大なバグ修正が含まれています。できるだけ早くこの更新
を適用することをおすすめします。

リファレンス サポート パックは設定されているが、[正確な一致の設定]が選択されていない場
合のステータス値

● [不明]。バージョン コントロール エージェントに設定されているリファレンス サポート
パックは、設定済みのバージョン コントロール レポジトリ マネージャでは無効になってい
ます。

● [正常]。インストールされているソフトウェア バージョンは、リファレンス サポート
パックのバージョンと同じバージョンであるか、新しいバージョンです。

● [マイナー]。この更新にはバグ修正または新しいハードウェア サポートが含まれていま
す。このバージョンに関する情報を確認し、この更新をただしく適用することをおすすめ
します。

● [メジャー]。この更新には、重大なバグ修正が含まれています。できるだけ早くこの更新
を適用することをおすすめします。

リファレンス サポート パックは設定されているが、[正確な一致]が選択されている場合のス
テータス値
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● [不明]バージョン コントロール エージェントに設定されているリファレンス サポート
パックは、設定済みのバージョン コントロール レポジトリ マネージャでは無効になってい
ます。

● [正常]。インストールされているソフトウェア バージョンは、リファレンス サポート
パックのバージョンと同じバージョンであるか、新しいバージョンです。

● [メジャー]。インストールされているバージョンはリファレンス サポート パックの同一
項目のバージョンと一致せず、バージョン コントロール エージェントの設定は[正確な一
致]と予想されています。

ソフトウェアの全体的なステータスが、項目が現在のものでないことを示している場合は、利
用できる更新があるソフトウェアまたはファームウェアを確認し、項目の説明を読んで、更新
がサーバに適切かどうかを判断してください。

レポジトリがすでに設定されていて、リファレンス サポート パックが設定されていない場合、
ステータスはインストール済みのソフトウェアまたはファームウェアのバージョンと、設定さ
れたレポジトリから利用できる最新のコンポーネントとの比較に基づいて判断されます。

レポジトリとリファレンス サポート パックが設定されている場合、ステータスはインストー
ル済みのソフトウェアまたはファームウェアのバージョンと、リファレンス サポート パック
内のソフトウェアまたはファームウェアのバージョンの比較に基づいて判断されます。

関連プロシージャ

● ソフトウェアとファームウェアのインストール
● 初期ProLiant Support Packのインストール

関連トピック

● バージョン コントロール エージェントについて
● バージョン コントロール レポジトリ マネージャについて

ソフトウェアとファームウェアのインストール

管理対象サーバを最新ソフトウェアで更新するため、HP Systems Insight Managerでは、HPバー
ジョン コントロール エージェントとHPバージョン コントロール レポジトリ マネージャを使
用するソフトウェア更新機能が提供されます。

HP Systems Insight Managerによる自動ソフトウェア更新には、次の制約があります。

● 更新は、バージョン コントロール エージェントをインストールしてHP Systems Insight
Managerサーバを信頼するProLiantサーバのみで実行できます。バージョン コントロール
エージェントを実行するサードパーティ製システムでは、ソフトウェアおよびファームウェ
アのインストール機能を使用できません。

注記：信頼関係の詳細については、「信頼証明書」を参照してください。信頼関係を確立
したら、[最終更新日]をクリックし、信頼の表示を更新します。

● 更新には、ProLiant Support Packかコンポーネントのバージョン5.3以上が必要です。ソフト
ウェアおよびファームウェアのインストール機能は、サードパーティ製ソフトウェアをサ
ポートしていません。
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● 更新は、Linuxオペレーティング システム、Windows NT 4.0オペレーティング システム、
Windows 2000オペレーティング システム、Windows Server 2003オペレーティング シス
テムでサポートされています。

● CMSでは更新できません。

ソフトウェアとファームウェアをインストールするには、次のように操作します。

1. [展開]->[ドライバ、ファームウェアおよびエージェントのインストール]->[ソフトウェアお
よびファームウェアのインストール]を選択します。[ソフトウェアおよびファームウェア
のインストール]ウィンドウが表示されます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. 次へをクリックします。

4. [バージョン コントロール レポジトリの選択]で、カタログの取得元のレポジトリを選択し
ます。

注記：このセクションには、現行ユーザ名に権限があるシステムのみが表示されます。

5. [選択したバージョン コントロール レポジトリの内容]で、 アイコンをクリックして展
開し、選択したバージョン コントロール レポジトリの内容を表示します。

注記：ツリーを展開してすべての内容を表示するには、[選択したバージョン コントロー
ル レポジトリの内容]セクションの左上にある アイコンをクリックします。 アイ
コンをクリックすると、リストを縮小できます。

インストールするコンポーネントを選択します。

6. 次へをクリックします。

[インストール オプションの選択]セクションが表示されます。

7. 項目が、リストの順序でインストールされます。項目の順序を変更するには、次のように
操作します。

a. 順序を変更する項目を選択し、項目の順位を上げるには上に移動をクリックします。

または

b. 項目の順位を下げるには、下に移動をクリックします。

8. 現在インストールしているバージョンより古いソフトウェアをインストールする場合は、
[必要な場合は強制的にダウンロードします。]を選択します。このオプションは、デフォ
ルトで無効になっています。

9. システムをフル電源にしてからインストールする場合は、[インストールする前に、フル電
源でシステムを起動します。]を選択します。このオプションを選択しないと、システムが
フル電源で動作していないため、インストールを試してもエラーになることがあります。

注記：システムをフル電源にするには、ターゲット システムでMagic Pocket技術がサポー
トされている必要があります。
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これを選択すると、ターゲット システムがフル電源になってからインストールが選択され
ます。

10. デフォルトでは、[正常にインストールした後、必要な場合は、システムを再起動します。]
が選択されています。インストール後にリブートしない場合は、このオプションの選択を
解除します。しかし、正常タスク ステータスには、更新を完了するためにリブートが必要
であることが表示されます。

11. 更新の実行時刻を設定するには、スケジュールをクリックします。タスクのスケジュール
設定の詳細については、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。前画面に戻
るには、戻るをクリックします。ソフトウェアをすぐにインストールするには、すぐに実
行をクリックします。

スケジュールをクリックすると、[タスクのスケジュール]セクションが表示されます。

スイッチへのファームウェアのインストール

スイッチにファームウェアをインストールする場合は、以下を確認してください。

● HP製スイッチ ファームウェアの更新時は、スイッチ デバイスおよび単一のスイッチ ファー
ムウェア コンポーネントのみを選択します。

● スイッチ ファームウェア イメージ バージョンとスイッチ ファームウェア ブート イメージ
が一致することを確認します。

● 一部の古いスイッチ コンポーネントでは、ログ ファイルが生成されません。スイッチ更新
ステータスは、ProLiant Interconnect Switch Upgradeツールを使用して検索できます。この
ツールは、ソフトウェアやファームウェアをスイッチ デバイスにインストールするタスク
の一環として自動的にインストールされます。

関連プロシージャ

● タスクのスケジュール設定
● タスク結果リスト

関連トピック

● バージョン コントロール
● 証明書のレプリケート

初期ProLiant Support Packのインストール
初期ProLiant Support Packインストール プロセスでは、HP Insightマネジメント エージェント、
とくにHPバージョン コントロール エージェントをインストールしていなくても、ProLiant
Support PackをWindowsシステムにインストールできます。このプロセスでは、HP Systems
Insight Managerから信頼証明書を使用し、目的のHPバージョン コントロール レポジトリ マ
ネージャを使用するようにシステムを設定することもできます。

432

デフォルト ツールの使用法



注記:

初期ProLiant Support Packインストール機能は、Windows 中央管理サーバでのみ
サポートされます。

ターゲット システムは、Windowsシステムである必要があります。HP Systems Insight Manager
のソフトウェアおよびファームウェアのインストール機能では、レポジトリを含むサーバにHP
バージョン コントロール レポジトリ マネージャがインストールされている必要があります。
バージョン コントロール レポジトリ マネージャは、この手順ではインストールされません。
バージョン コントロール レポジトリ マネージャのインストールの詳細については、
http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HPバージョン コントロール インス
トール ガイド』を参照してください。

注記:

ProLiant Support Packをインストールするには、Windows管理者権限が必要です。

注記:

ソフトウェアおよびファームウェアのインストールおよびバージョン コントロー
ル エージェントタスクは、正しく設定されたバージョン コントロール エージェ
ントが動作するシステムでのみ使用可能です。初期ProLiant Support Packタスク
を実行すると、バージョン コントロール エージェントを速く簡単にインストー
ルすることができます。

注記:

ProLiant Support Packの詳細については、HPのWebサイト
http://h18013.www1.hp.com/manage/psp.html（英語）にある『HP ProLiant
Support Packおよび展開ユーティリティ ユーザ ガイド』を参照してください。

ProLiant Support Packをインストールするには、次のように操作します。

1. [展開]->[ドライバ、ファームウェアおよびエージェントのインストール]->[初期ProLiant
Support Packインストール]を選択します。[初期ProLiant Support Packインストール]
ページが表示されます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの使用法」を参照してくだ
さい。

3. 次へをクリックします。
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4. [Windowsログイン認証情報の入力]ページで、以下を実行します。

a. [ユーザ名]フィールドに、ターゲット システムのWindows管理者のユーザ名を入力し
ます。

b. [パスワード]フィールドに、前の手順で入力したWindowsユーザ名の管理者パスワー
ドを入力します。

c. [パスワード]フィールドに入力したものと同じWindows管理者パスワードを[パスワー
ド（確認）]フィールドに再び入力します。

d. [ドメイン]フィールドに、Windowsドメインを入力します。

注記： システムがドメインの一部でない場合は、このフィールドを空白にしておくこ
とができます。

5. 次へをクリックします。[Windows Support Packの選択]ページが表示されます。

6. [バージョン コントロール レポジトリの選択]で、カタログの取得元のソース レポジトリ
システムを選択します。

表示されるフィールドは次のとおりです。

● [名前]。システム名が表示されます。

● [ステータス]。システムのステータスが表示されます。

● [製品名]。製品名が表示されます。

● [信頼済み]。システムの信頼関係が設定されているかどうかが表示されます。信頼関係
を設定するには、[設定]をクリックします。詳細については、「信頼証明書」を参照し
てください。

注記：このセクションには、現行ユーザ名に権限があるシステムが表示されます。システ
ムを表示する権限が現行ユーザにない場合は、システムの権限がユーザにないことを示す
メッセージが表示されます。

7. [インストールするSupport Packを選択してください。] で、インストールするSupport
Packを選択します。 アイコンをクリックして展開し、選択したバージョン コントロー
ル レポジトリの内容を表示します。

注記：システム ソフトウェア ベースラインを展開してすべての内容を表示するには、[イ
ンストールするSupport Packを選択してください。]セクションの左上にある をク

リックします。 アイコンをクリックすると、リストを縮小できます。

8. OpenSSHをターゲット システムにインストールする場合は[SSH（Secure Shell）のイン
ストールと初期化を行います。]を選択します。このオプションは、デフォルトで無効に
なっています。

9. （省略可能） 現在インストールしているバージョンより古いProLiant Support Packをイン
ストールする場合は、[必要な場合は強制的にダウンロードします。]を選択します。この
オプションは、デフォルトで無効になっています。

10. デフォルトでは、[正常にインストールした後、必要な場合は、システムを再起動します。]
が選択されています。インストール後にリブートしない場合は、このオプションの選択を
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解除します。ただし、新しいProLiant Support Packを使用できるようにするには、システム
をリブートする必要があります。

11. 次へをクリックします。[Support Packの設定]ページが表示されます。

● ProLiant Support Pack 7.10以下を選択した場合は、Support Packのコンフィギュレー
ションが表示されます。次に例を示します。

注記：7.10より前のProLiant Support Packを選択する場合は、以下の例のとおりではあ
りません。

7.10 Support Packを設定するには、次のように操作します。

a. Support Packの設定をクリックして、選択したSupport PackでHPバージョン コ
ントロール エージェントを設定します。バージョン コントロール エージェント
[セットアップ]ページが表示されます。

注記：バージョン コントロール エージェントが既に設定されている場合は、この
手順を省略できます。

b. [コンピュータ名]フィールドに、バージョン コントロール レポジトリ マネージャ
をインストールしたシステムの名前を入力します。

c. [管理者パスワード]フィールドに、入力したシステムの関連パスワードを入力しま
す。

d. 保存をクリックして設定を保存します。設定を破棄して[バージョン コントロール
エージェント セットアップ]ページを閉じる場合は、キャンセルをクリックしてく
ださい。

e. 次へをクリックします。[Support Packのダウンロード]ページが表示されます。

f. support packがダウンロードされたら、スケジュールをクリックして、実行する初
期ProLiant Support Packインストールに対するスケジュール済みタスクを作成する
か、すぐに実行をクリックしてタスクを直ちに実行します。

ProLiant Support Pack7.20以上を選択した場合は、以下のオプションが表示されます。

❍ ターゲット システムに既にSupport Packがインストールされている場合、System
Management Homepageの設定をクリックして、Support PackがSystem
Management Homepageと信頼関係を確立するように設定します。[HPシステム マ
ネジメント ホームページ コンポーネント設定ウィザードへようこそ]ページが表示
されます。

注記：Support Packが既に設定されている場合は、この手順を省略できます。

注記：信頼関係の設定方法については、「信頼証明書」を参照してください。信頼
関係を確立したら、[最終更新日]をクリックし、信頼のステータスを更新します。

System Management Homepageを設定するには、次のように操作します。

a. [HPシステム マネジメント ホームページ コンポーネント設定ウィザードへよ
うこそ]ページから、次へをクリックします。[オペレーティング システム グ
ループ]ページが表示されます。

b. [グループ名]フィールドに、割り当てるオペレーティング システム グループの
名前を入力します。たとえばvcadminと入力します。
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c. [操作レベル]フィールドで、新しいグループに適切なレベルをドロップダウン
リストから選択します。

注記：デフォルトの管理者グループは、常に管理者アクセス権があります。

d. 追加をクリックしてグループを割り当てます。新しいグループが、割り当てら
れたオペレーティング システム グループの下に表示されます。

注記： オペレーティング システム グループ当たり最大5個のエントリを追加
することができます。

e. 次へをクリックします。保存をクリックしてこの時点までの変更内容を保存す
るか、キャンセルをクリックして変更内容を破棄し、ウィザードを終了しま
す。

f. ローカルおよび匿名アクセスによって、適切な設定を選択し、以下を含めるこ
とができます。

❑ 匿名アクセス  匿名アクセスは、デフォルトで無効になっています。[匿
名アクセス]を有効にすると、ユーザがログインせずにSystem Management
Homepageにアクセスできるようになります。匿名アクセスを許可するに
は、このオプションを選択します。

注意：匿名アクセスの使用はおすすめしません。

❑ ローカル アクセス  ローカル アクセスは、デフォルトで無効になってい
ます。これを有効にすると、認証を求められることなくSystem Management
Homepageにローカルでアクセスすることができます。すなわち、管理者が
選択されている場合は、ローカル コンソールにアクセスできるあらゆるユー
ザが、フル アクセスを許可されることになります。匿名が選択された場合
は、あらゆるローカル ユーザが、ユーザ名とパスワードを要求されること
なく、セキュリティ保護されていないページだけにアクセスを許可されま
す。ローカル アクセスを許可するには、このオプションを選択します。

注意：管理サーバ ソフトウェアが有効にしないかぎり、ローカル アクセス
の使用はおすすめしません。

g. 次へをクリックします。保存をクリックしてこの時点までの変更内容を保存す
るか、キャンセルをクリックして変更内容を破棄し、ウィザードを終了しま
す。

h. 信頼モードオプションを使用すると、システムが必要とするセキュリティを選
択することができます。他よりも高レベルのセキュリティが必要になる場合が
あります。したがって、以下のセキュリティ オプションが与えられています。

❑ 証明書による信頼  信頼証明書のあるHP Systems Insight Managerサーバか
らのみ設定変更を許可するには、System Management Homepageを設定し
ます。このモードでは、証明書による認証を提供する、提出されたサーバ
が必要です。このモードは最もセキュリティの高い方法になります。証明
書のデータを必要とし、デジタル署名を確認してからアクセスを許可する
からです。リモートでの設定変更を可能にしたくない場合は、[証明書によ
る信頼]を選択したままにし、さらにいずれの証明書もインポートしないよ
うにして信頼システムのリストを空のままにしておきます。
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注記:

このオプションはより安全であるため、この
オプションを使用することを強くおすすめし
ます。

証明書によって信頼するには、次のように操作します。

1. [証明書による信頼]を選択して、次へをクリックします。

2. [証明書名]フィールドで、一覧をクリックして証明書ファイルを選択し
ます。証明書ファイルが選択されたら、証明書データが画面に表示さ
れます。

3. 追加をクリックします。証明書が証明書ファイルの下に表示されます。
保存をクリックしてこの時点までの変更内容を保存するか、キャンセ
ルをクリックして変更内容を破棄し、ウィザードを終了します。

4. 次へをクリックします。[IPバインド]ページが表示されます。

❑ 名前による信頼  HP Systems Insight Managerの名前が[名前による信頼]
フィールドに指定されているサーバからの特定の設定変更だけを受け入れ
るようSystem Management Homepageが設定されます。名前による信頼オ
プションは、簡単に設定することができます。たとえば、2つの別々の部門
に2つの異なる管理者グループがある安全なネットワークの場合に名前によ
る信頼オプションを使用できます。これにより、あるグループが間違った
システムにソフトウェアをインストールすることを防止できます。このオ
プションは、提出されたHP Systems Insight Managerサーバ名だけを確認し
ます。

注記:

他のオプションより安全であるため、証明書
による信頼オプションを使用することを強く
おすすめします。

サーバ名オプションは、次の条件を満たす必要があります。

● 各サーバ名が64文字未満である

● サーバ名リスト全体の長さが1,024文字である

● サーバ名に、~ ' ! @ # $ % ^ & * ( ) + = \ " : ' < > ? , |のような特殊文
字が含まれていない

● サーバ名がセミコロンで区切られている

名前によって信頼するには、次のように操作します。

1. [名前による信頼]を選択して、次へをクリックします。
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2. [信頼されたサーバ名]フィールドで、信頼するサーバ名を入力します。

3. 追加をクリックします。信頼済みシステム名が信頼されたサーバリス
トの下に表示されます。保存をクリックしてこの時点までの変更内容
を保存するか、キャンセルをクリックして変更内容を破棄し、ウィザー
ドを終了します。

4. 次へをクリックします。[IPバインド]ページが表示されます。

❑ すべて信頼  あらゆるシステムからの特定の設定変更を受け入れるよう
System Management Homepageが設定されます。

注記:

他のオプションより安全であるため、証明書
による信頼オプションを使用することを強く
おすすめします。

すべてのサーバを信頼するには、次のように操作します。

1. [すべて信頼]を選択します。保存をクリックしてこの時点までの変更内
容を保存するか、キャンセルをクリックして変更内容を破棄し、ウィ
ザードを終了します。

2. 次へをクリックします。[IPバインド]ページが表示されます。

i. IPバインディングは、System Management Homepageが要求を受け入れるIPア
ドレスを指定し、処理されるネットおよびサブネット要求についての制御を行
います。

管理者は、[IPバインド]ページに指定されたアドレスに対してのみバインドす
るようSystem Management Homepageを設定することができます。最大で5つ
のサブネットIPアドレスとネットマスクを定義することができます。

サーバのIPアドレスは、マスクの適用後に入力されたIPバインディング アドレ
スのいずれかに一致する場合に、バインドされます。

注記:

System Management Homepageは、常に、127.0.0.1
にバインドされます。IPバインディングが有効でサ
ブネット/マスク ペアが設定されていない場合は、
System Management Homepageは、127.0.0.1に対
してのみ使用可能です。IPバインディングが有効で
ない場合は、すべてのアドレスにバインドします。

IPバインディングを設定するには、次のように操作します。
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1. IPバインドを選択します。[IPバインド]ページが表示されます。

2. IPアドレスを入力します。

3. ネットマスクを入力します。

4. 追加をクリックします。IPバインディングの設定が保存され、[IPバインド
リスト]の下に表示されます。

5. 次へをクリックします。[IP限定ログイン]ページが表示されます。

j. IP限定ログインは、System Management HomepageがシステムのIPアドレスに
基づいてログイン アクセスを制限できるようにします。

アドレス制限は、インストール時に設定するか、管理者が[IP限定ログイン]ペー
ジから設定することができます。

❑ IPアドレスが除外されている場合は、内包ボックスにあっても除外されま
す。

❑ IPアドレスが包含リストに含まれる場合、それらのIPアドレスのみがログイ
ン アクセスを許可されます。ただし、localhostの場合を除きます。

❑ IPアドレスが包含リストにない場合、ログイン アクセスは、除外リストに
ないあらゆるIPアドレスに対して許可されます。

IPアドレスを含めたり除外したりするには、次のように操作します。

1. [開始]フィールドから、含めるまたは除外するIPアドレスを入力します。
[開始]フィールドに開始のIPアドレスを入力するか、[終了]フィールドに終
わりのIPアドレスを入力することによって、IPアドレス範囲を入力すること
ができます。

2. [種類]フィールドから、包括または除外を選択します。

3. 追加をクリックしてIPアドレスまたはIPアドレス範囲を下の[包括するリス
ト]または[除外リスト]に追加します。

4. 保存をクリックします。System Management Homepageシステムに対する
[HP System Management Homepageログイン]ページが表示されま
す。System Management Homepageの詳細については、
http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP System
Management Homepage製品概要』を参照してください。

● バージョン コントロール エージェントの設定をクリックして、選択したSupport Pack
でHPバージョン コントロール エージェントを設定します。

注記：バージョン コントロール エージェントが既に設定されている場合は、この手順
を省略できます。

バージョン コントロール エージェントを設定するには、次のように操作します。
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a. [コンピュータ名]フィールドに、バージョン コントロール レポジトリ マネージャ
をインストールしたシステムの名前を入力します。

b. [ログイン アカウント]フィールドに、指定したシステム上のバージョン コントロー
ル レポジトリ マネージャへの接続に使用するログイン名を入力します。

c. [ログイン パスワード]フィールドに、指定したログイン名に対応したパスワード
を入力します。

d. 保存をクリックして設定を保存します。設定を破棄して[バージョン コントロール
エージェントセットアップ]ページを閉じる場合は、キャンセルをクリックしてく
ださい。

e. 次へをクリックします。

12. HP Systems Insight Managerに戻り、次へをクリックして、ProLiant Support Packのダウン
ロードを開始します。[Support Packのダウンロード]ページが表示されます。

13. support packがダウンロードされたら、スケジュールをクリックして、実行する初期ProLiant
Support Packインストールに対するスケジュール済みタスクを作成するか、すぐに実行を
クリックしてタスクを直ちに実行します。

関連プロシージャ

● ソフトウェアとファームウェアのインストール
● 管理対象システム

関連トピック

● バージョン コントロール レポジトリ マネージャについて

Virtual Machine Management Pack
HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack（VMM）では、Microsoft社製のVirtual
Server、VMwareのGSXやESXなどの仮想マシンの集中管理と制御を可能にします。VMMを使用
すると、すべての仮想マシンおよび仮想マシン（VM）ホストを単一コンソールから管理でき
ます。このコンソールは、HP Systems Insight Managerと統合されており、[内蔵コンソール]の
1つとして、HP Systems Insight Manager [ツール]メニュー項目にリストされます。このオプショ
ンを選択すると、ユーザの権限に応じて[Virtual Machine Management Pack]ページが新
しいブラウザ画面に表示されます。このメニュー項目にアクセスするには、完全な設定権また
は制限付き設定権が必要です。

[Virtual Machine Management]ページが表示されると、VMホストとVMゲストのツリーが
左側のウィンドウに表示されます。左側のウィンドウのツリーからシステムを選択すると、選
択したシステムに関する情報が右側のウィンドウに表示されます。

VMMは、次の2つの主要なインストール済みコンポーネントからなります。VMMサービスと
VMMエージェントです。VMMサービスは、サポートされているWindowsプラットフォーム上
のHP Systems Insight Manager中央管理サーバ（CMS）にインストールされる必要があります。
VMMの機能は、次のとおりです。

● ユーザ インタフェースを提供する。
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● HP Systems Insight Managerとのインタフェースとなる。

● VMware ESXおよびWindows VMホストにインストールされているVMMエージェントに、
ライセンスが与えられているVMホストでVM管理動作を実行させる。

VMホスト上のVMMエージェントには、中央コンソールから、VM制御動作（開始、停止、一時
停止など）を実行させたり、VMホスト間でVMをコピーまたは移動させたりすることができま
す。

HP Systems Insight Managerは、VMMによって、識別プロセスでVMホストを認識することがで
きます。HP Systems Insight Managerは、システムをサーバと認識すると、そのシステムがVM
ホストかどうかを判断します。そのシステムがVMホストであることをVMMがHP Systems Insight
Managerに示すと、HP Systems Insight Managerは、システム サブタイプをVMHost（仮想マ
シン ホスト）に設定します。

関連プロシージャ

● VMMへのアクセス
● VMホストのライセンス
● VMMエージェントのインストール
● VMMの登録
● VMMの登録解除
● VMMのアップグレード

関連トピック

● VMステータスの種類

VMホストのライセンス
このツールは、ターゲット仮想マシン（VM）ホスト上にライセンスを適用するために使用し
ます。ライセンスは、[ライセンス ウィザード]ページから追加して適用できます。[Virtual
Machine Management Pack]ページで仮想マシンを管理するには、VMホストにライセンス
を適用する必要があります。ライセンスを適用する前に管理対象ホストをVMホストとして識
別する必要があります。これには、VMホストとして識別されるサーバ上にHP ProLiant Essentials
Virtual Machine Management Pack（VMM）エージェントをインストールする必要があります。
この機能を実行するには、完全な設定権が必要です。

VMホストにライセンスを適用するには、次のように操作します。

1. [展開]->[ライセンス マネージャ]->[キーのインストール]を選択します。[ライセンス ウィ
ザード]が表示されます。

2. ライセンスを適用するターゲットVMホストを選択します。

3. 次へをクリックします。

4. キーの追加またはファイルからのキーの追加をクリックしてライセンス キーを追加しま
す。

5. ライセンスの適用をクリックして、選択したライセンスを選択したターゲットVMホスト
にインストールします。

6. ターゲットVHホストにライセンスをインストールしたら、次へをクリックします。
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7. すぐに実行をクリックします。システムの識別ツールが起動されます。

関連プロシージャ

● VMMへのアクセス
● VMMエージェントのインストール

関連トピック

● Virtual Machine Management Pack
● VMステータスの種類

VMMエージェントのインストール
このツールは、HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack（VMM）エージェント
をターゲット仮想マシン（VM）ホスト上にインストールするために使用します。エージェン
トをインストールする複数のVMホストを選択できます。このエージェントは、HP Systems
Insight Managerが、HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack（VMM）サーバに
よって、サーバがVMホストかどうかを識別することを可能にします。

この手順を実行するには、制限付き設定権または完全な設定権が必要です。

注記:

OpenSSHをWindowsサーバにインストールしないと、VMMエージェントを中央
管理サーバ（CMS）からインストールすることはできません。OpenSSHのイン
ストールについては、「OpenSSHのインストール」を参照してください。

Windowsエージェントをインストールするには、次のように操作します。

1. [展開]->[Virtual Machine Management Pack]->[Windowsエージェントのインストー
ル]を選択します。[Windowsエージェントのインストール]ページが表示されます。

2. VMMエージェントをインストールするターゲットVMホストを選択します。

3. すぐに実行をクリックして、選択したターゲットへのWindowsエージェントのインストー
ルを開始します。

Linuxエージェントをインストールするには、次のように操作します。

1. [展開]->[Virtual Machine Management Pack]->[Linuxエージェントのインストール]
を選択します。[Linuxエージェントのインストール]ページが表示されます。

2. HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Packエージェントをインストールする
ターゲットVMホストを選択します。

3. すぐに実行をクリックして、選択したターゲットへのLinuxエージェントのインストールを
開始します。
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注記:

VMware ESX ServerホストはVMM Linuxエージェントを使用します。

関連プロシージャ

● VMMへのアクセス
● VMホストのライセンス

関連トピック

● Virtual Machine Management Pack
● VMステータスの種類

VMMへのアクセス
HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack（VMM）では、Microsoft社製のVirtual
Server、VMwareのGSXやESXなどの仮想マシンの集中管理と制御を可能にします。これは、HP
Systems Insight Managerと統合されており、[内蔵コンソール]の1つとして、HP Systems Insight
Manager [ツール]メニュー項目にリストされます。このオプションを選択すると、ユーザの権
限に応じて[Virtual Machine Management Pack]ページが新しいブラウザ画面に表示され
ます。このメニュー項目にアクセスするには、完全な設定権または制限付き設定権が必要で
す。

[Virtual Machine Management]ページが表示されると、VMホストとVMゲストのツリーが
左側のウィンドウに表示されます。左側のウィンドウのツリーからシステムを選択すると、選
択したシステムに関する情報が右側のウィンドウに表示されます。

HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Packにアクセスするには、次のように操作
します。

1. [ツール]->[内蔵コンソール]->[Virtual Machine Management Pack]の順に選択しま
す。[Virtual Machine Management]ページが表示されます。

2. ツリーから任意のターゲットVMホストを選択して、そのVMに関する情報を表示します。

関連プロシージャ

● VMMエージェントのインストール
● VMホストのライセンス

関連トピック

● VMステータスの種類
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VMMの登録
このツールは、仮想マシン（VM）ホストとHP Systems Insight ManagerおよびHP ProLiant
Essentials Virtual Machine Management Pack（VMM）コンソール間の通信を確立します。登録
が完了すると、HP Systems Insight ManagerおよびVMMコンソールにVMホストが表示されま
す。VMホストのステータスは[VM]列に表示されます。

VMホストを登録するには、次のように操作します。

1. [設定]->[Virtual Machine Management Pack]->[Virtual Machineホストの登録]を選
択します。

2. システムの隣にあるチェックボックスを選択して、登録するターゲットVMホストを選択
します。

3. 選択の適用をクリックします。

4. 正しいターゲット ホストがリストに表示されていることを確認し、ターゲット ホストを
選択しなおす必要がある場合は、ターゲットの変更をクリックします。

5. 次へをクリックします。

6. ホストをすぐに登録するには、すぐに実行をクリックします。

関連プロシージャ

● VMMの登録解除

関連トピック

● Virtual Machine Management Pack
● VMステータスの種類

VMMの登録解除
このツールは、仮想マシン ホストとHP Systems Insight ManagerおよびHP ProLiant Essentials
Virtual Machine Management Pack（VMM）コンソール間の通信を切断します。仮想マシン
（VM）ホストを登録解除すると、HP Systems Insight ManagerおよびVMMコンソールは、この
VMホストを認識したりこのVMホストと通信したりすることはできません。

VMホストを登録解除するには、次のように操作します。

1. [設定]->[Virtual Machine Management Pack]->[Virtual Machineホストの登録解除]
を選択します。

2. システムの隣にあるチェックボックスを選択して、登録解除するターゲットVMホストを
選択します。

3. 選択の適用をクリックします。

4. 正しいターゲット ホストがリストに表示されていることを確認し、ターゲット ホストを
選択しなおす必要がある場合は、ターゲットの変更をクリックします。

5. 次へをクリックします。
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6. ホストをすぐに登録解除するには、すぐに実行をクリックします。

関連プロシージャ

● VMMの登録

関連トピック

● Virtual Machine Management Pack
● VMステータスの種類

VMMのアップグレード
このツールは、以前に管理されていた仮想マシン（VM）ホストを対象に、ユーザの操作なし
で、HP ProLiant Essentials Virtual Machine Management Pack（VMM）エージェントをすべて前
バージョンから現在のバージョンにアップグレードするために使用します。このメニューは、
前バージョンのVMMが存在することがインストールによって検知されたときに表示されます。
アップグレードが必要な場合は、[タスク結果]ページが表示されます。アップグレードをスケ
ジュールするには、スケジュールをクリックします。アップグレードをすぐに実行するには、
すぐに実行をクリックします。

関連トピック

● Virtual Machine Management Pack
● VMステータスの種類

VMステータスの種類
HP Systems Insight Managerでは、仮想マシン（VM）ホストは、次のステータス タイプのうち
いずれかを含みます。

ステータスアイコン

VMホストはライセンス済みで、現在VMMと通
信しています。

VMホストはライセンス済みですが、現在VMM
と通信していません。

VMMエージェントがサーバにインストールさ
れていますが、サーバがVMホストではありま
せん。

VMMエージェントがVMホストにインストール
されていますが、ホストのライセンスが付与さ
れていません。

VMMエージェントがこのサーバにインストー
ルされていません。

アイコンなし

VMゲストは、次のステータス タイプのうちのいずれかを含みます。

ステータスアイコン

VMゲストがライセンス済みのVMホストに関連
づけられており、ゲストが起動しています。
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ステータスアイコン

VMホストはライセンス済みですが、現在VMM
と通信していません。

VMゲストがライセンス済みのVMホストに関連
づけられていますが、ホストがVMMと通信し
ていません。

VMゲストは、対応を必要とする状態です。

VMゲストがライセンス済みのVMホストに関連
づけられていますが、ゲストが起動していま
す。

VMゲストがライセンス済みのVMホストに関連
づけられていません。

HP Systems Insight Manager内のいずれかのリンクをクリックすると、システムについての追加
情報が表示されます。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページ

WBEMベース ツール
HP Systems Insight Managerでは、以下のような複数のWBEMベース ツールを使用できます。

● プロパティ ページ

● システム障害管理

注記：システム障害管理がインストールされていない場合、HP Systems Insight Managerは、
WBEM表示を認識または理解できません。

● WBEMプロバイダ

関連トピック

● プロパティ ページ
● システム障害管理の概要
● WBEMプロバイダの概要

プロパティ ページ
[オプション]->プロトコル設定->グローバル プロトコル設定で入力するWebベース エンタープ
ライズ管理（WBEM）の名前とパスワードのペアでは、[プロパティ]ページに表示されるデー
タ量も制御されます。rootの名前とパスワードのペアを使用できない場合は、ターゲット シス
テムのプロバイダがrootアクセスを要求しているので、多くのプロパティが省略されます。[プ
ロパティ]ページは、リモート ターゲットシステム（HP-UX、Linux IPF、Linux IA32、Windows
およびDec Alpha）のWBEMプロパティの表示に使用します。このページには、次の2つの方法
でアクセスできます。

● [識別]タブの[システム]ページから[プロパティ]をクリックします。ターゲット システムの
[プロパティ]ページが表示されます。
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● [ツール]->[システム情報]->[プロパティ]を選択します。ここでターゲット システムを選択
し、すぐに実行をクリックしてください。ターゲット システムの[プロパティ]ページが表
示されます。

[プロパティ]ページは[システム ページ]または[ツール]メニューから呼び出すと、新しいウィン
ドウで開きます。[プロパティ]ページには、次の3つのタブが含まれます。

● [識別]。ネットワークのターゲット システムについて説明するWBEMプロパティが表示さ
れます。このプロパティには、場所、ローカル タイム、オペレーティング システムの特
性、所有者情報など、物理的な側面が含まれます。

● [ステータス]。システムのステータスの判断に役立つWBEMプロパティが表示されます。最
低でも、メモリ ステータスとプロセス ステータスを判断できます。ターゲット システムの
WBEMインストールによっては、すべての主要コンピュータ サブシステムのステータスを
判断できることがあります。各コンポーネントのステータス アイコンは、各ステータス プ
ロパティの横に表示されます。表示できるハードウェアのステータス アイコンの詳細につ
いては、「システム ステータス タイプ」を参照してください。

● [設定]。WBEMプロパティに基づいて、ターゲット システムのインベントリが表示されま
す。最低でも、このインベントリにはオペレーティング システム情報が含まれますが、
CPU、ディスク ドライブ、ファイル システム、マザーボード、ソフトウェア インストー
ル、ネットワークに関する情報も含まれることがあります。

注記:

[プロパティ]ページに表示される日時は、ターゲット システムの時刻を表しま
す。

システム障害管理の概要

システム障害管理は、高度なハードウェア フォールト テクノロジのスイートで、ハードウェ
アを障害から保護し、予測情報と解決策を報告します。システム障害管理は、バージョン2アッ
プデート2を実行するHP 9000システムとHP-UX 11iバージョン2アップデート2を実行する
Integrityサーバに対して使用可能です。

システム障害管理は、業界標準のWebベース エンタープライズ管理（WBEM）を使用して、
HP Systems Insight Managerと統合します。

HP Systems Insight Managerとの統合のような標準準拠のシステム管理アプリケーション間の統
合は、HP 9000システムとHP Integrityサーバの繁栄について全体的かつ幅広い視点を提供しま
す。

システム障害管理は、業界標準のデスクトップ管理タスクフォース（DMTF）WBEMを使用し
て、高度なシステム レベル監視機能を提供し、システムの運用を妨げる可能性のある障害から
ハードウェアを保護します。

また、システム障害管理は、予測情報と解決策の報告に対する通知スレッショルドの設定を考
慮します。設定可能なスレッショルドによって、システム管理者は、希望の可用性サービス レ
ベルに合わせて通知をカスタマイズすることができます。
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システム障害管理には、情報を収集して判断材料の1つとして使うプロバイダが含まれており、
業界標準のインタフェース（すなわち、HTTP上のXMLを介したCIM仕様）を通してネットワー
ク管理アプリケーションにそれを配布します。

CPU Instance Providerは、HP 9000サーバの中央プロセッサについての情報を収集します。

Memory Instance Providerは、HP 9000サーバのメモリ構成についての情報を収集します。

EMS Wrapper Providerは、ハードウェア イベントをEvent Monitoring System（EMS）ハード
ウェア監視から、WBEMと互換性のある形式に変換します。

システム障害管理は、システム障害管理がインストールされたシステムを選択し、[ツール]->[シ
ステム情報]->[システム ページ]を選択すれば、HP Systems Insight Managerで使用可能です。

システム障害管理の詳細については、HPのWebサイト
http://www.hp.com/products1/unix/operating/SysFaultMgmt.html（英語）を参照してくださ
い。

WBEMプロバイダの概要
HP WBEM Management Providersを使用すると、システム設定とステータスをリモートで監視
することができます。Management Providersは、使用されているシステムについての情報を報
告します。情報は、Webベース エンタープライズ管理（WBEM）業界標準プロトコルを使用
して提供されます。HP Systems Insight Managerを使用した中央管理サーバ（CMS）は、情報を
収集、整理し、レポートで示します。それによって、システムの使用を監視し、問題をトラブ
ルシューティングすることができるようになります。

管理プロバイダ パッケージには、HP WBEM Servicesパッケージに組み込まれる一連のプロバ
イダ モジュールが含まれています。プロバイダは、ハードウェアとオペレーティング システ
ムについての追加情報を提供することで、HP WBEM Servicesパッケージの基本機能を拡張しま
す。

プロバイダ パッケージは、WBEMの照会に対して、次のカテゴリの情報を提供することができ
ます。詳細についてくは、別途用意されている『HP WBEM Provider Data Sheets』 を参照して
ください。

● 電源装置：名前、ID、説明、ステータス、および可用性。

● ディスクSMARTセンサ：システム、ステータス（オンライン、障害/アサート、不明）。

● ディスク ドライブ：ID、機能、サイズ、ブロック サイズ。

● ディスク パーティション、論理システム、論理ディスク：ID、ブート可能、およびタイプ。

● 物理メモリ：説明、バンク レベル、容量、およびメモリ タイプ。

● 物理メモリ統計情報：シングル ビット エラー、ダブル ビット エラー、および事前障害予
測インジケータ。

● ネットワーク アダプタ：アドレス、速度、最大速度、デュプレックス インジケータ、およ
び受信済みならびに転送済みオクレット数。

● PCIシステム：ID、ベンダ、猶予時間、および待機時間。

● 物理メディア：名前、ホット スワップ機能、容量、メーカ、モデル、シリアル番号、バー
ジョン、およびその他の情報。
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● SCSIコントローラ：ID、名前、説明、およびプロトコル。

HP WBEM Providersは、http://www.hp.com/jp/hpsim/のLinuxリンクから入手可能です。その
他のHP装置およびオペレーティング システム用のWBEM Providersも、別途入手可能です。

WBEMは、SNMPネットワーク管理プロトコルを置き換えるものです。WBEM providersは、管
理対象システムについての情報を公開するSNMPエージェントと似た役割を実行します。HP
Integrityサーバは、HP SNMPエージェントを使用してリモートから管理することもできます。
HP SNMPエージェントは、別途、http://www.hp.com/jp/hpsim/から入手することができま
す。

注意:

HP WBEM Providersの現在のリリースは、HP Insightマネジメント エージェント
と共存できません。この制限は、将来のリリースでなくなる予定です。Insightマ
ネジメント エージェントは、SNMPを使用して管理される製品マシンにインス
トールして、HP WBEM Providersは、WBEMの評価のためにのみインストールす
ることをおすすめします。

WBEM Providers for Linuxの詳細については、HPのWebサイト
http://h20293.www2.hp.com/portal/swdepot/displayProductInfo.do?productNumber=WBEMLINUX
（英語）を参照してください。

利用可能なMSAツール
HP Systems Insight Managerで利用できるMSAツールのリストは、次のとおりです。

● Deploy SSH Public Key

● Ignite-UX Console

● Ignite-UX Restricted Console

● Create or Modify Recovery Archive

● Create or Modify Tape Recovery Archive

● Install or Recover System

● PostgreSQL DB Backup

● Install Software

● Remove Software

● Software Distributor Job Browser

● Copy Depot Software

● Remove Depot Software

● SD Job Browser
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● Subscribe to WBEM Events

● Install WLM Configuration

● Retrieve WLM Configuration

● Syntax Check on the Systems Insight Manager Server Configuration

● Syntax Check Configuration

● Install OpenSSH

● Initial ProLiant Support Pack Install

● Install Software and Firmware
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パートナー アプリケーション
HP Systems Insight Managerパートナー アプリケーションは、プラグイン ツールまたはTDEF
ファイルのいずれかとして、HPシステムのカバー範囲を広げ、HPサーバのライフサイクル管理
機能を改善します。

注記:

ツールに関する情報を探しても、このページに記載されていないか、このヘルプ
システムで参照されていない場合は、カスタム ツールであるか、HP以外の企業
によって提供されたツールである可能性があります。管理者に問い合わせてくだ
さい。

HP Integrity Essentialsプラグイン
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Availability Manager
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OpenVMSWindowsLinuxHP-UXHP製品カテゴリ
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Class Scheduler

Global Workload Manager

HP-UX Workload Manager

OpenView GlancePlus

OpenView Performance Agent
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仮想化およ
び自動管理

HP ProLiant Essentialsプラグイン
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Automation Pack

Server Migration Pack

Virtual Machine Management Pack

Workload Management Pack

仮想化お
よび自動
管理
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HP Storage Essentialsプラグイン
HP製品カテゴリ

Oracle Viewer

Exchange Viewer

Sybase Viewer

SQL Viewer

File System Viewer

アプリケーション ストレージ管理

Storage Essentials Enterprise Edition

Provisioning Manager

Chargeback Manager

HP StorageWorks Command View XP

HP StorageWorks Command View XP Advanced
Edition

HP StorageWorks Command View SDM

HP StorageWorks Command View EVA

HP StorageWorks Command View SDM

HP StorageWorks Command View TL

HP StorageWorks MSA

アレイ コンフィギュレーション ユーティリ
ティ

Smartアレイ コントローラ

HP StorageWorks VA

HP StorageWorks TL

設定管理

Global Reporter

Report Designer

レポート機能

HPインフラストラクチャ リソース管理プラグイン
管理対象システムHP製品ソフトウェア カテゴリ
HPビジネス デスクトップ、ワー
クステーション、ノートブッ
ク、およびタブレットPC

HP Client Manager

Web-Based Enterprise Services
（WEBES）

クライアント管理ソフトウェ
ア
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管理対象システムHP製品ソフトウェア カテゴリ
HPおよび異機種ストレージHP OpenView Storage Data

Protector
情報ライフサイクル管理ソフ
トウェア

HPブランドのUPS製品と環境監
視製品

Rack and Power Manager電源管理ソフトウェア

HP管理がサポートされているプ
リンタおよびHP以外のネット
ワーク周辺機器

Web JetAdminプリンタ管理ソフトウェア

Open Systems Event
Management（OSEM）

インスタント サポート エン
タープライズ エディション
（ISEE）

サービス分析およびリモート
サポート

HPおよび異機種ストレージ

HP StorageWorks EVA

HP StorageWorks XP

HP StorageWorks MSA、Smart
アレイ コントローラ

HP StorageWorks VA

HP StorageWorks TL

HP Storage Essentials

HP StorageWorks Command
View EVA

HP StorageWorks Command
View XP

HP StorageWorks Command
View XP Advanced Edition

アレイ コンフィギュレーショ
ン ユーティリティ

HP StorageWorks Command
View SDM

HP StorageWorks Command
View TL

ストレージ リソース管理ソフ
トウェア

関連トピック
● タスクの使用法
● タスク結果の表示
● アレイ コンフィギュレーション ユーティリティの概要
● HP BladeSystemの概要
● HP Client Managerの概要
● イベント監視サービスの概要
● GlancePlusの概要
● Ignite-UXの概要
● HP Integrity Essentialsの概要
● HP OpenView Storage Area Managementの概要
● HP OpenView Storage Data Protectorの概要
● HP OpenView Storage Management Applianceの概要
● HP OpenView Storage Operations Managerの概要
● Partition Managerの概要
● HP ProLiant Essentials Automation Managerの概要
● HP ProLiant Essentialsアプリケーション
● Software Distributorの概要
● HP Storage Essentialsの概要
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● HP StorageWorks EVAの概要
● HP StorageWorks Command View SDMの概要
● HP StorageWorks Command View Tape Libraryの概要
● HP StorageWorks Command View XPの概要
● HP StorageWorks Command View XP Advanced Editionの概要
● HP StorageWorks Modular Storage Array 1000の概要
● システム障害管理の概要
● ProLiant Essentials Vulnerability and Patch Management Packの概要
● HP Virtual Server Environmentの概要
● WBEMプロバイダの概要
● Web JetAdminの概要
● PMPツール
● Process Resource Managerの概要
● RPMパッケージ マネージャ
● セキュリティ パッチ チェックの概要
● HP Serviceguard Managerの概要
● Server Migration Pack
● Virtual Machine Management Pack
● Webminの概要
● Workload Managerの概要

HP Integrity Essentialsの概要
HP Integrity Essentialsは、HP Systems Insight Manager用のオプションのプラグインです。この
プラグインは、共通のセキュリティおよび設定管理の利点を享受しつつ、強力なライフサイク
ル機能を追加することを可能にします。

HP Systems Insight ManagerとHP Integrity Essentialsは、以下の動作するHP Integrityサーバ環境
の統一的な管理によってITインフラストラクチャの制御に役立ちます。

● HP-UX 11i

● Windows

● Linux

● OpenVMS

HP Integrity Essentials for HP-UX 11i
HP Integrity Essentialsは、HP-UX 11iを含む複数のオペレーティング システムに対して完全な
Integrityサーバ管理を実現するモジュール式の統合システム管理ソフトウェアを提供します。

ソフトウェアのインストール

● Ignite-UXの迅速なインストール

● Software Distributor-UXがHP-UX用のソフトウェアを配布

● Software Package BuilderによってHP-UXを簡単に更新

● セキュリティ パッチ チェックおよびPatch Assessment Toolがシステムのセキュリティを向
上
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設定管理

● System Management Homepage/System Administration Managerによる基本的なHP-UX管理

● Partition Managerがハード パーティションを作成および管理

● HP-UX Bastilleによるセキュリティ強化/ロックダウン

● HP-UX webmin-based Adminによってオープン ソース ツールのプラグインが可能

● Serviceguard ManagerがServiceguardクラスタを管理

負荷管理

● Process resource managerによる負荷管理

● Secure Resource Partitionsによる安全なアプリケーション スタック

● HP-UX Workload Managerによる、Virtual Server Environment用のインテリジェント ポリシー
エンジン

● Global Workload Managerによる、マルチシステムVirtual Server Environment用のインテリ
ジェント ポリシー エンジン

● OpenView GlancePlusおよびPerformance Agentによるパフォーマンス監視

リモート サーバ管理
● エントリ レベルのIntegrityサーバ用の内蔵Lights-Out（iLO）

● ミッドレンジおよびハイエンドIntegrityサーバ用の管理プロセッサ

HP Integrity Essentials for Windows
インストールおよび設定

● Integrity Essentials Foundation Pack for Windows。Windows Server 2003で動作するHP Integrity
サーバの設置、設定、管理を行う完全なツールセット

● Smart Setup CD。簡単なサーバ設定と最新のHPドライバ、ファームウェア ユーティリティ、
および管理資産を収録

● Partition Manager。ハード パーティション（nPars）を作成および管理

● System Management Homepage（HP Insightマネジメント エージェントs）。個々のサーバ
の統合ビューを提供

● HPバージョン コントロール エージェントおよびHPバージョン コントロール レポジトリ マ
ネージャ。簡単なシステム ソフトウェア メンテナンス

● NIC Configuration Utility。HPネットワーク インタフェース コントローラを設定および監視

リモート サーバ管理
● エントリ レベルのIntegrityサーバ用の内蔵Lights-Out（iLO）
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● ミッドレンジおよびハイエンドIntegrityサーバ用の管理プロセッサ

Linuxで動作するHP Integrityサーバ
中央管理

HP Systems Insight Managerは、HPの統一サーバ/ストレージ管理戦略の基盤です。HP Integrity、
HP ProLiantおよびHP 9000サーバをサポートする、複数オペレーティング システムのハード
ウェア レベル管理製品です。HP Systems Insight Managerは、拡張が簡単で、HP Integrity Essentials
などのその他のHP管理製品と付加価値プラグインを組み込みます。

OpenView HPのエンタープライズレベルの管理ソリューションSystem Management Homepage
（Insightマネジメント エージェントs）は、個々のサーバの統合ビューを提供します。

HP Integrity Essentialsは、Linuxを含む複数のオペレーティング システムに対して完全なIntegrity
サーバ管理を実現するモジュール式の統合システム管理ソフトウェアを提供します。

HP Integrity Essentials for Linux
インストールおよび設定

SystemImagerを含むEnablement Kit for Linuxは、互換性のある最新のHPドライバ、ファームウェ
ア、ユーティリティ、Insightマネジメント エージェントのすべてを配布します。また、オペ
レーティング システムのインストールを管理します。

Partition Managerはハード パーティション（nPars）を作成および管理。Serviceguard Manager
はServiceguardクラスタを管理。

負荷管理

Global Workload Managerによる、マルチシステムVirtual Server Environment用のインテリジェ
ント ポリシー エンジン

リモート サーバ管理
エントリ レベルのIntegrityサーバ用の内蔵Lights-Out（iLO）

ミッドレンジおよびハイエンドIntegrityサーバ用の管理プロセッサ

OpenVMSで動作するHP Integrityサーバ
中央管理

HP Systems Insight Managerは、HPの統一サーバ/ストレージ管理戦略の基盤です。HP Integrity
およびHP 9000サーバをサポートする、複数オペレーティング システムのハードウェア レベ
ル管理製品です。HP Systems Insight Managerは、拡張が簡単で、HP Integrity Essentialsなどの
その他のHP管理製品と付加価値プラグインを組み込みます。

OpenView、OpenView Operations Agentを含むHPのエンタープライズレベルの管理ソリュー
ションは、OpenView Operationsからのシームレスな管理を実現します。
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HP Integrity Essentialsは、OpenVMSを含む複数のオペレーティング システムに対して完全な
Integrityサーバ管理を実現するモジュール式の統合システム管理ソフトウェアを提供します。

HP Integrity Essentials for OpenVMS
設定管理

Availability ManagerはOpenVMS用のリアルタイムのパフォーマンス監視。Insightマネジメン
ト エージェントsはSystems Insight Managerを有効化。Partition Managerはハード パーティショ
ン（nPars）を作成および管理

負荷管理

Class Schedulerはリソース管理用。OpenView Performance Agentはパフォーマンス監視用

リモート サーバ管理
エントリ レベルのIntegrityサーバ用の内蔵Lights-Out（iLO）。ミッドレンジおよびハイエンド
Integrityサーバ用の管理プロセッサ

関連トピック

● パートナー アプリケーション
● HP BladeSystemの概要
● イベント監視サービスの概要
● GlancePlusの概要
● Ignite-UXの概要
● Partition Managerの概要
● Process Resource Managerの概要
● セキュリティ パッチ チェックの概要
● HP Serviceguard Managerの概要
● Software Distributorの概要
● Webminの概要
● Workload Managerの概要

イベント監視サービスの概要

イベント監視サービス（EMS）は、エンタープライズ環境のHP製品に対するリアルタイムの監
視とエラー検出を容易にするように設計されたシステム監視アプリケーションです。このフ
レームワークは、ハードウェア システムとシステム リソースの集中管理を可能にし、ハード
ウェアの障害やシステム ステータスを即時に通知します。

HP EMSは、リダンダント リソースの消失の検出に役立つ情報をレポートすることで、single
point of failure（単一機器の障害がシステム全体の障害となること）を明らかにし、データとア
プリケーションの可用性に対する脅威を軽減します。HP EMSの機能は、システム コンポーネ
ント、ストレージ、およびネットワーク インタフェースなど、システム全体をカバーします。

HP Systems Insight Managerのイベント監視サービスにアクセスするには、[診断]->Event
Monitoring Serviceを選択します。

詳細については、HPのWebサイトhttp://docs.hp.com/en/B7612-90015/ch01s01.html（英語）
にある資料を参照してください。
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GlancePlusの概要
HP OpenView GlancePlus Pakにより、単一の製品でシステムの可用性とパフォーマンスを管理
することができます。これは、以下を含む統合製品です。

● HP OpenView GlancePlus

● HP OpenView Performance Agent

統合製品として、GlancePlus Pakには、GlancePlusのリアルタイム診断機能と、Performance
Agentの時系列データ収集機能が含まれています。Performance agentは、他の可用性およびパ
フォーマンス管理製品とともに使用し、統合されたリアルタイムおよび時系列パフォーマンス
管理ソリューションを提供します。

GlancePlus Pakを使用すると、システムのパフォーマンスと可用性の幅広い問題を扱うことが
でき、システムとシステム上のアプリケーションを最大限に活用することができます。

GlancPlus Pakにアクセスするには、[ツール]->performance monitorsの順に選択します。

詳細については、HPのWebサイト
http://www.managementsoftware.hp.com/products/gppak2k/index.html（英語）にある資料を
参照してください。

Ignite-UXの概要
Ignite-UXは、（多くは大規模の）システム インストールおよび展開を行うためのHP-UXシステ
ム管理者のニーズに対応します。この製品は、標準のシステム構成を作成して再使用する手段
を提供します。標準のシステム構成をアーカイブし、そのアーカイブを使用してシステムを複
製することができ、プロセスを迅速化するという利点を享受することができます。また、イン
ストール後のカスタマイズも可能で、対話型と無人の両方の動作モードに対応しています。

注記:

HP-UXシステムのみで使用可能です。

Ignite-UXがインストールされると、[展開]->Ignite-UXを選択することで、HP Systems Insight
Manager内でその機能にアクセスすることができます。

Ignite-UXの詳細については、HPのWebサイトhttp://docs.hp.com/en/IUX/（英語）にある資料
を参照してください。

Partition Managerの概要
Partition Managerにより、システム管理者は、便利なグラフィカル ユーザ インタフェースを使
用してHPサーバ システム上のnPartitionを設定および管理することができるようになります。
Partition Managerを使用すると、コマンドやパラメータを覚える手間をかけず、複雑な設定タ
スクを行うことができます。nPartition、セル、I/Oシャーシ、またはその他のコンポーネント
をグラフィカル表示から選択し、メニューから動作を選択します。
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HP Systems Insight Managerによって、ユーザは以下を実行できます。

● nPartitionの修正

● nPartitionの表示と修正

● Remove複合体の表示と修正

HP Systems Insight Manager内のPartition Managerの機能にアクセスするには、[ツール]->Partition
Managerを選択してください。

詳細については、HPのWebサイトhttp://docs.hp.com/en/PARMGR2/index.html（英語）にあ
る資料を参照してください。

セキュリティ パッチ チェックの概要
セキュリティ パッチ チェックは、システムのセキュリティ情報の適用状況を分析するツール
です。この製品は、前回実行されたパッチ、アップデート、削除、またはユーザによって記録
された手動操作によって、修正されていないセキュリティの脆弱性に対する対策を推奨しま
す。対応には、アップデート、ソフトウェアの削除、手動操作が含まれることがあります。セ
キュリティ パッチ チェック ソフトウェア ツールを使用することは、システムのセキュリティ
を効率的に向上することに役立ちますが、システムのセキュリティを保証するものではありま
せん。

セキュリティ パッチ チェックの機能と利点は、次のとおりです。

● インストールまたは適用されていない、適用可能な推奨されるセキュリティ対策のレポー
トを生成

システムから行われていないセキュリティ パッチ、アップデート、または手動動作をチェッ
クするプロセスの自動化を補助

分析されているシステム上の警告のあるパッチについて警告

パッチ カタログを取得してセキュリティ パッチ チェックを実行することを可能にすること
によってHP Systems Insight Managerと統合

HP Systems Insight Manager内のセキュリティ パッチ チェックの機能にアクセスするには、[設
定]->セキュリティを選択してください。

HP Serviceguard Managerの概要
Serviceguardクラスタは、SNMPで識別と関連付けが行われ、HP Systems Insight Managerで登
録されている場合は、HP Serviceguard Managerを実行してクラスタの情報を表示するメカニ
ズムを提供します。

注記:

SNMPとWBEM Serviceguardクラスタの両方に対応したエージェントがシステム
にインストールされていて、事前にHP Systems Insight Manager 4.xを実行したこ
とがある場合は、WBEMを介してServiceguardクラスタ情報を取得させるため
に、検出を再実行する必要があります。
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HP Serviceguard Managerには、複数の方法でアクセスできます。

● システム テーブル ビュー ページから、HP Serviceguardクラスタであるシステムを選択し
ます。HP Systems Insight Managerは、クラスタに属する最初のシステムをデータベースか
ら検索し、そのシステムでServiceguard Managerが起動されます。

● システム テーブル ビュー ページから、クラスタ メンバのあるコンテナ システムをクリッ
クします。クラスタ メンバがServiceguard Managerに渡されます。また、コンテナ システ
ムが含まれる行を選択して、[ツール]->[内蔵コンソール]->[HP Serviceguard Manager]
を選択することで、メニューからServiceguard Managerを起動することもできます。

● システム テーブル ビュー ページから、クラスタ ノードをクリックします。クラスタ ノー
ドがServiceguard Managerに渡されます。また、コンテナ システムが含まれる行を選択し
て、[ツール]->[内蔵コンソール]->[HP Serviceguard Manager]を選択することで、メ
ニューからServiceguard Managerを起動することもできます。

● [ツール]->[内蔵コンソール]->[HP Serviceguard Manager]を選択し、[HP Serviceguard
Manager]ページにアクセスします。[HP Serviceguard Manager]ページが表示されま
す。

注記:

HP Systems Insight Manager（HP SIM） 5.0より前のHP Serviceguard Managerを
使用していない場合は、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/go/softwaredepot
（英語）から最新バージョンをダウンロードすることができます。HP
Serviceguard Managerをクリックします。HP Serviceguard Managerをイン
ストールすると、HP SIMを認識し自動的に登録します。HP Service Manager 4.02
を前のバージョンのHP SIMといっしょに使っていた場合は、HP SIMを5.0にアッ
プグレードしても、ツールHP Serviceguard Manager 4.02は使用可能です。

関連トピック

● システム テーブル ビュー ページのナビゲート
● クラスタ テーブル ビュー ページのナビゲート

Software Distributorの概要
Software Distributor（SD）は、HP-UX管理ツール セットで、HP-UXオペレーティング システム
とレイヤード ソフトウェア アプリケーションの配布と管理に使用されます。SDは、HP-UXの
一部として配布されます。別途ダウンロードする必要はありません。

SDは、ユーザと連動して動作します。システム管理者は、SDを使用してHP PA-RISCおよび
Itanium®ベースのシステム上のソフトウェアを管理します。ソフトウェア パッケージ業者は、
SDを使用して、ソフトウェアの構成、標準化、およ顧客への配布を行います。HP-UXパートナー
は、SDを主要ツールとして使用して、エンタープライズおよびテクニカル デスクトップ用の
完全なソリューションを構築し、テストします。
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注記:

HP-UXシステムのみで使用可能です。

HP Systems Insight ManagerからSDにアクセスするには、[展開]->Software Distributorを選
択します。

SDのログを表示するには、[タスク&ログ]->Software Distributorエージェント ログの表示
および[タスク&ログ]->Software Distributorデーモン ログの表示を選択します。

詳細については、HPのWebサイトhttp://www.docs.hp.com/en/SD/（英語）にある資料を参
照してください。

Webminの概要
Webminは、UNIXのシステム管理用のWebベース インタフェースです。Linux環境でも使用で
きます。HP Systems Insight Managerを使用すると、ユーザ アカウント、Apache、DNS、ファ
イル共有などを設定できます。Webminは、ミニサーバと、システム ファイル（/etc/inetd.conf
and /etc/passwdなど）を直接更新する多数のコモン ゲートウェイ インタフェース（CGI）プ
ログラムで構成されています。WebサーバとすべてのCGIプログラムは、Perl 5で書かれてお
り、外部モジュールを使用しません。つまり、PerlバイナリさえあればWebminを実行できま
す。

Webminは、モジュール（PhotoShopプラグインなど）の概念をサポートしているため、任意の
目的のために独自のWebminモジュールを開発して配布し、しかも任意のライセンス（General
Public License（GPL）、商用、またはシェアウェア）のもとで配布することができます。

HP Systems Insight ManagerのWebminにアクセスするには、[ツール]->[内蔵コンソー
ル]->[Webmin]を選択します。[Webmin]ウィンドウが表示されます。ターゲット システム
を選択し、すぐに実行をクリックします。

Workload Managerの概要
HP-UX Workload Manager（HP-UX WLM）は、優先順位をつけられたサービス レベル目標
（SLO）に基づいた自動CPUリソース割り当てとアプリケーション パフォーマンス管理を提供
するリソース管理ツールです。また、実メモリとディスク帯域幅割り当てを、設定内の決まっ
たレベルに設定することができます。

HP Systems Insight Manager内で利用できる機能は次のとおりです。

● Workload Managerコンソール

● WLM設定のアクティブ化

● WLMの有効化

● WLM設定のインストール

● WLMの再起動
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● WLMの停止

● シンタックス チェック設定

● HP SIM設定でのシンタックス チェック

● 統計ログ ファイルの切り取り

● Workload Managerログ ファイルの表示

● Workload Manager統計ログ ファイルの表示

● GUIからWorkload Managerを起動

HP Systems Insight Manager内のWorkload Manager機能にアクセスするには、[最適
化]->[Workload Manager]、[タスク&ログ]->[Workload Managerログ ファイル]、およ
び[タスク&ログ]->[Workload Manager Statisticsログ ファイル]を選択します。

詳細については、HPのWebサイト
http://www.hp.com/products1/unix/operating/wlm/overview.html（英語）を参照してくださ
い。

HP OpenView Storage Data Protectorの概要
HP OpenView Storage Data Protectorは、ディスクおよびテープの両方からバックアップおよび
リカバリを管理するソフトウェアで、最大限のデータ保護を実現し継続的な業務を可能にしま
す。このソフトウェアは、各種の技術を統合してバックアップおよびリカバリ時間を短縮する
ことによって、バップアップおよびリカバリ動作を簡素化し集中化させるように設計されてい
ます。その機能は、オンライン バックアップ、オープン ファイル バックアップ、インスタン
ト リカバリやゼロダウンタイム バックアップにまでわたります。その実績のある業界最先端
のインスタント リカバリ機能とその他複数の統合されたディザスタ リカバリ代替機能は、ほ
とんどの複雑な企業の要件を満たし、重要なデータを分単位で復旧させます。

Data Protectorは、最速のインストール、日常的なタスクの自動化、および使いやすい機能に
よって、複雑なバックアップおよびリカバリ手順の使用を簡素化します。信頼性と、単一サー
バ環境から最大規模の分散エンタープライズ インフラストラクチャへの拡張にまで対応するス
ケーラビリティを保ちつつ、複雑さを軽減する理想的なソリューションで、幅広いオペレー
ティング システム、アプリケーション、ドライブ、ライブラリ、およびディスク ドライブと
互換性があります。

また、オフライン ストレージ メディアの追跡と管理も可能です。リムーバブル ストレージ メ
ディアの追跡と管理を自動化することによって、メディア操作の生産性を最大化し、データの
可用性を向上させます。メディア操作によって、お客様は、リムーバブル ストレージ メディ
アの全ライフ サイクルを管理することができます。リカバリ時間を短縮し、データ消失による
財務およびビジネス リスクを軽減し、人為的エラーを最小限にします。

HP OpenView Storage Data Protectorは、アプリケーションのインストール後のみ、[システム
ページ]の[ツール＆リンク]タブからHP Systems Insight Managerを介して入手することができま
す。[システム ページ]へのアクセスについては、「ツール&リンク タブ」を参照してくださ
い。

詳細については、HPのWebサイト
http://h18006.www1.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html（英語）に
ある資料を参照してください。
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HP OpenView Storage Area Managementの概要
HP OpenView Storage Area Managerソフトウェアは、ストレージ リソースとインフラストラ
クチャの管理を簡素化し自動化します。Storage Area Managerには、次の5つの機能モジュー
ルから構成されるモジュール式ビルディング ブロック アーキテクチャがあります。Storage
Node Manager、Storage Builder、Storage Optimizer、Storage Accountant、およびStorage
Allocaterの5つです。中央コンソールから、ストレージおよびストレージ サービスの可用性、
パフォーマンス、使用率、コスト、拡張を、選択的に監視、管理、最適化および計画すること
ができます。また、Storage Area Managerは、OracleおよびMicrosoft Exchangeアプリケーショ
ンに関連した容量の管理と計画も可能にします。

これによって、管理効率が向上し、管理対象ストレージのコストが削減されます。Storage Area
Managerは、ストレージ ユーティリティの作成を可能にし、ストレージ サービス レベルの定
義、監視、および測定に役立ちます。ストレージおよびアプリケーションの管理と制御を可能
にし、アダプティブ エンタープライズをサポートします。サードパーティ製レポート ツール
とエンタープライズ マネジメント ツールとの統合によって、統合されたITサービスの実現を支
援します。Storage Management Initiative-Specifications（SMI-S）ベース システムに対するStorage
Area Managerのサポートは、複雑さを軽減して異機種環境の選択肢を増やしながら投資を保護
します。

HP OpenView Storage Area Managerは、[システム ページ]の[ツール＆リンク]タブからHP
Systems Insight Managerを介して入手することができます。[システム ページ]へのアクセスに
ついては、「ツール&リンク タブ」を参照してください。

詳細については、HPのWebサイト
http://h18006.www1.hp.com/products/storage/software/sam/index.html（英語）にある資料
を参照してください。

HP OpenView Storage Management Applianceの概要
HP OpenView Storage Management Applianceは、SANに対する、アプライアンスベースの集
中化した監視と管理ソリューションです。ファブリックに直接接続されるため、ホスト コン
ピュータを介さずにデータ パス外で管理機能を実行し、コンピュータとストレージ システム
間の独立したデータ転送を可能にします。

Storage Management Applianceは、ストレージ管理の繰り返し作業をポリシーベースで自動化
することによって、管理効率を向上させつつSANの可用性とパフォーマンスを最適化します。
直感的なWebベースのインタフェースとストレージ管理集約ポイントを提供し、ユーザは、任
意の場所や時間に、ストレージを構成、設定、映像化、監視、および提供することができま
す。Storage Management Applianceには、エレメント マネージャ（HSG用）が含まれており、
HP OpenView Storage Operations Managerをサポートします。この組み合わされたソリュー
ションは、ネットワーク ストレージ インフラストラクチャ内におけるマルチベンダ プラット
フォーム間の幅広いエンタープライズ ストレージ リソース管理の基盤に加えて、SAN上の
Enterprise Virtual ArrayおよびEMA/MAアレイを集中管理する使いやすいツールを実現します。

Storage Management Applianceは、一般的なウイルス保護、バックアップ、システム管理、お
よびUPSソフトウェア製品と、HPからの各種追加負荷価値ストレージ管理アプリケーションを
サポートします。

● ストレージ管理用の自動集中化アプライアンス

HP OpenView Storage Management Applianceは、SANおよびその他のネットワーク スト
レージ システムを管理および監視するための自動集中化ポイントを提供します。Storage
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Management Applianceは、SANファブリックに直接接続するように設計され、ホスト コン
ピュータを介さずに管理機能を実行します。

● SANの可用性とパフォーマンスを最適化

Storage Management Applianceは、戦略的にSANのデータ パスの外に置かれることで、動
作中かどうかにかかわらず、コンピュータとストレージ システム間を独立してデータ転送
することを可能にします。Storage Management Applianceは、SANの管理効率を向上させ
つつSANの可用性とパフォーマンスを最適化します。

● ストレージ管理用のWebベースのインタフェース

Storage Management Applianceに付属のHP OpenView Storage Management Applianceソフ
トウェアは、集中ストレージ管理のためのWebベースの集約およびエントリ ポイントを提
供します。この直感的なインタフェースによって、ユーザは、SAN上の単一のナビゲーショ
ン ポイントから、ストレージを構成、設定、映像化、および監視することができます。
Storage Management Applianceソフトウェアは、さまざまな付加価値HPストレージ管理ア
プリケーションの起動サイトを提供し、SAN上のストレージ コンポーネントを直接管理す
るためのナビゲーション リンクも提供します。

● エレメント マネージャ（HSG用）

この使いやすい、グラフィカルなストレージ コンフィギュレーションおよび監視ツールは、
ネットワークおよびマルチベンダ プラットフォーム間のストレージ管理を集中化します。
HP OpenView Storage Management Applianceに付属のエレメント マネージャ（HSG用）
は、ストレージ管理作業を削減し、スイッチ ファイバ チャネルSAN間ではポイント アン
ド クリックだけの作業で済むようにします。この製品は、MIBイベント ロギング付きの
SNMPエージェントを介した、フィールド交換可能ユニット（FRU）レベルの障害検出およ
び通知とともに、HP StorageWorks HSG80/60ストレージ システムの簡単な設定を提供し
ます。この新しいバージョンでは、Storage Networking Industry AssociationのStorage
Management Initiative Specification（SMI-S）のプロバイダを発表し、エンタープライズ ネッ
トワーク ストレージ インフラストラクチャ内でより強力なマルチベンダ管理を可能にしま
す。

HP OpenView Storage Management Applianceは、[システム ページ]の[ツール＆リンク]タブか
らHP Systems Insight Managerを介して入手することができます。[システム ページ]へのアクセ
スについては、「ツール&リンク タブ」を参照してください。

詳細については、HPのWebサイト
http://h18006.www1.hp.com/products/sanworks/managementappliance/index.html（英語）
にある資料を参照してください。

HP OpenView Storage Operations Managerの概要
HP OpenView Storage Operations Managerは、広範で効率的なEVAおよびSAN管理ソリュー
ションで、HP OpenView Storage Area ManagerスイートからCommand View EVAとStorage
Node Managerの能力を結合して1つにしたものです。Storage Operations Managerは、単一の
SANや分散異機種インプリメンテーション間でHP StorageWorks EVAを識別、設定、監視、お
よび管理します。また、そのシステム検出技術は、中央コンソールから、ネットワーク スト
レージ（SANおよびNAS）、直接接続ストレージ、およびそれらのインフラストラクチャを含
む、他の異機種ストレージ システムを自動的に識別および視覚的に監視します。Storage
Operations Managerソリューションによって、HP OpenView Storage Area Manager（SAM）
の基盤と中核サービスがインストールされ、管理者が、簡単にソリューションを拡張して、
EVA、ディスク、テープ、直接接続、およびネットワーク ストレージ インフラストラクチャに
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対するパフォーマンス管理、使用率、コスト、および拡張管理をオプションとして含めること
ができます。HP OpenView SAMソフトウェアは、リソース使用率を最適化し、管理者の効率
を向上し、管理対象ストレージの維持管理費を削減します。

HP OpenView Storage Operations Managerは、[システム ページ]の[ツール＆リンク]タブから
HP Systems Insight Managerを介して入手することができます。[システム ページ]へのアクセス
については、「ツール&リンク タブ」を参照してください。

詳細については、HPのWebサイト
http://h18006.www1.hp.com/products/storage/software/som/index.html（英語）にある資料
を参照してください。

Process Resource Managerの概要
HPのProcess Resource Manager（PRM）を使用すると、システム管理者は、ビジネスが必要と
しているところに適切な量のシステム リソースを正確に集中させることができます。この強力
なリソース管理ツールは、HP UNIXオペレーティング システム（HP-UX）への追加機能として
動作します。PRMが有効になっていると、ユーザまたはアプリケーションのグループに対して、
システムのCPUの総処理時間、利用可能な実メモリ リソース、および論理ボリューム管理
（LVM）システムへのディスク帯域幅の指定された分量の割り当てが保証されます。

PRMは、システム負荷のピーク時（CPU使用率、メモリ使用率、またはディスク帯域幅使用率
が100%の状態）に各プロセスが使用するリソースの量を制御するためのリソース管理ツール
です。PRMを使用すると、プロセス グループで利用できるシステム リソースの割り当てが、
PRMグループの使用を通じて一定の下限値以上に維持されます。

PRMグループとはユーザとアプリケーションの集まりのことであり、各PRMグループには特定
量のCPU、メモリ、およびディスク帯域幅が割り当てられます。PRMグループには FSS PRMグ
ループとPSET PRMグループの2種類があります。FSS PRMグループは従来のPRMグループであ
り、そのCPU使用権はシェアで指定されます。このグループは、システムのデフォルト プロ
セッサ セット（PSET）内で HP-UXカーネルに組み込まれたフェア シェア スケジューラ（FSS）
を使用します。一方、PSET PRMグループのCPU使用権は、システム プロセッサのサブセット
（PSET）を割り当てることで指定されます。PSET内の各プロセスには、HP-UX標準のスケジュー
ラを通じて、割り当てられたCPUのCPU時間が均等に割り当てられます。

PRMを使用する目的
● クリティカル ユーザおよびアプリケーションの応答時間を改善する。

● ユーザが期待するパフォーマンスを設定し、管理する。

● 費用負担に基づいて共有サーバを割り当てる。

● Serviceguardクラスタのアプリケーション パッケージに対し、フェールオーバの発生時に
アクティブになる待機システム上に十分なリソースを保証する。

● クリティカル ユーザまたはアプリケーションに、十分なCPU、メモリ、およびディスク帯
域幅のリソースを確実に割り当てる。

クリティカル アプリケーションを実行することもあるユーザは、別のときに、さほど重要
でない作業に従事していることもあります。これらのさほど重要でない作業が、ユーザの
PRMグループ内で、使用可能なCPU時間や実メモリに関してクリティカル アプリケーショ
ンと競合する可能性があります。このような理由から、アプリケーションを異なるPRMグ
ループに分けるか、ユーザ用に別のグループを作成することが有益な場合がよくあります。

466

パートナー アプリケーション

http://h18006.www1.hp.com/products/storage/software/som/index.html


クリティカル アプリケーションを専用のPRMグループに割り当てて、このアプリケーショ
ンがリソースを必要な分だけ確実に得られるようにすることができます。

● 負荷の高い時間帯には、優先順位の比較的低いユーザやアプリケーションが使用するCPU、
実メモリ、およびディスク帯域幅の各リソースの量を制限する。

たとえば、ユーザが出社して仕事を始めるときや昼食から戻ったときにメール プログラム
がディスク帯域幅を大量に専有する場合があります。したがって、mailのようなアプリケー
ションをリソース割り当ての小さいPRMグループに割り当てて、システムの負荷の高い時間
帯にmailが使用するリソースの量を制限することができます。

● ユーザまたはアプリケーションごとにリソース使用量を監視する。

ユーザまたはアプリケーションのグループをそれぞれ別のPRMグループに割り当てることに
よって、ユーザまたはアプリケーションが使用しているリソースをトラッキングできます。

HP Systems Insight ManagerからのProcess Resource Managerへ
のアクセス

[最適化]->[Process Resource Manager]を選択します。次の3つのオプションを使用できま
す。

● Process Resource Managerコンソール

● リソース使用状況の表示

● リソース アベイラビリティのリスト

● GUIからのPRMの起動

PRMの詳細については、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/go/prm（英語）を参照してくだ
さい。

HP ProLiant Essentialsアプリケーション
HP ProLiant Essentialsには、ProLiantサーバの管理を補助するソフトウェアが含まれています。
ここに列挙したアプリケーションは、HP Systems Insight Managerのパートナー アプリケーショ
ンと考えられ、いずれもHP Systems Insight Managerのインストールで自動的に使用可能になる
か、HPのWebサイトからダウンロードすることができます。

関連トピック

● HP ProLiant Essentials Automation Managerの概要
● PMPツール
● ProLiant Essentials Vulnerability and Patch Management Packの概要
● アレイ コンフィギュレーション ユーティリティの概要
● Virtual Machine Management Pack
● Server Migration Pack
● 管理プロセッサ ツール
● HP OpenView Storage Area Managementの概要
● HP OpenView Storage Data Protectorの概要
● HP OpenView Storage Management Applianceの概要
● HP OpenView Storage Operations Managerの概要
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● Web JetAdminの概要
● HP Client Managerの概要

アレイ コンフィギュレーション ユーティリティの概要
Smartアレイ コントローラ用のアレイ コンフィギュレーション ユーティリティ（ACU）ソフ
トウェアとStorageWorks Enclosure 4x00ファミリ製品を使用すると、ディスク ドライブ アレ
イの設定と拡張を簡単に行うことができます。この使いやすいWebベース ツールでは、設定
ウィザードによってアレイ コントローラのセットアップを行い、数分で使用可能な状態にする
ことができます。また、ACUは機能が豊富であり、ローカルまたはリモートでのアレイ コント
ローラの設定、既存の構成へのディスク ドライブの追加、ディスク ドライブ アレイの完全な
再構成といった、多くの機能を備えています。さらに、オンライン容量拡張、論理ドライブ容
量拡大、RAIDレベル移行などの革新的な機能により、ストレージ ニーズの変化に合わせてアレ
イの構成や設定を変更することができます。

HPアレイ コンフィギュレーション ユーティリティは、[システム ページ]の[ツール＆リンク]
タブからHP Systems Insight Managerを介して入手することができます。[システム ページ]への
アクセスについては、「ツール&リンク タブ」を参照してください。

詳細については、HPのWebサイト
http://h18000.www1.hp.com/products/servers/proliantstorage/software-management/acumatrix/index.html
（英語）を参照してください。

HP ProLiant Essentials Automation Managerの概要
HP ProLiant Essentials Automation Managerは、ウィザードを使用したプロビジョニングおよび
インストール プロセスを使用して、HP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem Integrated
Managerのポリシーベースのエンド ツー エンド プロビジョニングを可能にします。また、ユー
ザの構築したポリシーを使用して自動サーバ ブレード リカバリを可能にします。

HP ProLiant Essentials Automation Managerは、HP Systems Insight ManagerのHP Systems Insight
Manager内のHP BladeSystem Integrated Managerと統合します。これによって、HPブレード、
スイッチ、エンクロージャ、およびラックを含む、すべてのHPブレード コンポーネントを管
理するための統合されたビューが提供されます。また、HP ProLiant Essentials Automation Manager
は、HP ProLiant Essentials Rapid Deployment Pack - Windows Editionとも統合します。これに
よって、HPとAltiris社のソフトウェアが組み合わされ、サーバ ソフトウェアのインストールと
プロビジョニングが自動化されます。

HP ProLiant Essentials Automation ManagerとHP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem
Integrated Managerは、使いやすいインストールとメンテナンスを可能にするHP Systems Insight
Manager 4.2および5.0に対するプラグイン製品です。これらの製品は、HP Systems Insight
Manager 中央管理サーバ上にインストールされ実行されます。

HP ProLiant Essentials Automation Managerには、次の機能があります。

● グループ メンバシップに基づいた自動インストールによるエンド ツー エンド プロビジョ
ニング

● 収集に基づいた自動プロビジョニング

● 障害通知に基づいたサーバ復元

インストールされたら、以下を選択することによって、HP Systems Insight Manager内でHP
ProLiant Essentials Automation Managerが使用可能になります。
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● [ツール]->Automation and Options->Automation Settings->Manage Automation。

または

● [ツール]->Automation and Options->Automation Settings->Pending Automation
Actions。

詳細については、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/servers/proliantessentials/automation
（英語）にある『HP ProLiant Essentials Automation Manager』および『HP ProLiant Essentials
Automation Manager Management Guide』を参照してください。

関連トピック

● パートナー アプリケーション
● HP BladeSystemの概要

HP BladeSystemの概要
HPは、HP BladeSystem Integrated ManagerをHP Systems Insight Manager内のコンポーネントと
して配布し、効率のよい管理アクセスをHP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem Integrated
Managerに提供します。HP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem Integrated Manager
は、ブレード コンピュータ ノード、データおよびストレージ ネットワークへの統合接続、な
らびに共有電源サブシステムで構成されます。HP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem
Integrated Manager統合管理環境を使用すると、ユーザは、ご使用のHPブレード環境（ブレー
ド サーバ/デスクトップ、エンクロージャ インフラストラクチャ、ラック、統合スイッチな
ど）を階層型ツリー ビューによって素早く操作することができます。これにより、個々のブ
レード システムまたはブレード システム グループを簡単に設定し、展開し、管理することが
できます。また、ブレード システムの論理グループを迅速にセットアップし、簡単な管理と制
御を実現することができます。さらに、HP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem Integrated
Manager統合管理環境は、ProLiant Essential Value PackやHP Systems Insight Managerへのサー
ドパーティ製プラグインを含む、拡張するHP Systems Insight Manager環境内でシームレスに動
作します。HP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem Integrated Managerのバージョン
2.0は、HP Systems Insight Manager5.0に自動的にインストールされます。HP Systems Insight
Manager内のHP BladeSystem Integrated Managerは、自動生成される対話式のブレード システ
ム ラック ビューなど、ブレードを管理するためのHP Systems Insight Managerの最新の先端機
能に基づいています。

HP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem Integrated Managerは、[ツール]->[内蔵コン
ソール]->[HP BladeSystem]を選択してアクセスすることができます。

詳細については、HPのWebサイト
http://h18004.www1.hp.com/products/servers/management/bsme/index.html（英語）または
『HP Systems Insight Manager内のHP BladeSystem Integrated Manager Management Guide』を
参照してください。

HP Client Managerの概要
HP Client Managerは、以下を提供するすべてのHPクライアント管理ソリューションの基盤で
す。

● Altiris社提供の他のHPクライアント管理ソリューション用のインフラストラクチャ、データ
レポジトリ、およびWebベースのコンソール
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● 高いソフトウェア生産性を実現する、タスクベースのユーザ インタフェース、優れた
QuickStart画面、効率のよいセットアップおよびインストール

● HPビジネス デスクトップ、ノートブック、ワークステーションのサポート

● HP Systems Insight Managerコンソールからのクライアント ハードウェア管理のためのHP
Systems Insight Managerとの統合

● 電源がオフの場合でもHPのPCをリモートで管理するためのWake on LAN（WOL）を設定
可能

● HPおよびCompaqクライアントに対する、スケーラブルなWebベースのハードウェアおよ
びBIOS管理

● コンポーネント レベルまでの完全なハードウェア インベントリ

● ハードウェア変更通知

● クライアント ヘルス監視および事前予防診断

● 更新管理（インテリジェントsoftpaq配布/BIOSフラッシュ）

HP Client Managerは、[ツール]->内蔵コンソールHP Client Manager Console のHP Systems
Insight Managerからダウンロードし、インストールすることで使用可能になります。

詳細については、HPのWebサイトhttp://h18000.www1.hp.com/im/client_mgr.html（英語）に
ある資料を参照してください。

ProLiant Essentials Vulnerability and Patch
Management Packの概要

HP ProLiant Essentials Vulnerability and Patch Management Packを使用して、ソフトウェアのセ
キュリティの脆弱性を利用するハッカー、ワーム、およびトロイの木馬を抑え、HP Systems
Insight Managerに統合されている、必要な機能をすべて備えた脆弱性評価およびパッチ管理
ツールです。サーバの可用性に影響を及ぼす可能性のある問題の予防的識別と解決を簡素化し
て、中央の単一コンソールに統合します。

Vulnerability and Patch Management Packは、幅広い脆弱性評価と脆弱性の改善を促進する高度
なパッチ管理機能を実現し、悪用のリスクを低減します。

Vulnerability and Patch Management Packは、システム テーブル ビュー ページのVPMの列か
ら入手することができます。詳細については、「システム テーブル ビュー ページのナビゲー
ト」を参照してください。

詳細については、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/servers/proliantessentials/vpm（英語）
にある資料を参照してください。

HP Virtual Server Environmentの概要
HP Virtual Server Environmentは、サーバ環境の機能と柔軟性を向上させる、完全に統合された
補完的なコンポーネントを数多く網羅しています。

主要なHP Virtual Server Environmentアプリケーションは、次のとおりです。
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● HP-UX Workload Manager（HP-UX WLM）  HPのWorkload Manager製品は、イ
ンテリジェント ポリシー エンジンで、仮想サーバ リソースをとりまとめ、高いサーバ利用
率を保ちつつ、最も優先順位の高いアプリケーションがピーク時に必要なリソースに確実
にアクセスできるようにします。HP-UX Workload Managerは、HP-UX 11iに対して使用可
能です。

● HP Global Workload Manager（HP gWLM）  HP Global Workload Manager
（gWLM）は、マルチシステム、マルチOSのWorkload Managerで、HP Virtual Server
Environment用のインテリジェント ポリシー エンジンとして機能します。複数のHP-UX 11i
またはLinuxサーバ間で自動負荷管理ポリシーの配備を簡素化し、集中監視およびレポート
を提供してサーバの利用率を向上させ、サービス レベルを維持します。HP Global Workload
Managerは、HP-UX 11iとLinuxに対して使用可能です。

● HP Systems Insight Manager (HP Systems Insight Manager)  HP Systems Insight
Managerは、Insightマネージャ7、HP Toptools、およびHP Servicecontrol Managerの長所を
組み合わせることによって、すべてのHPシステムに対してハードウェア障害、資産、およ
び構成の管理を実現します。HP Systems Insight Managerは、拡張が簡単で、高速なインス
トール、負荷に対するパフォーマンス管理、およびIntegrityおよびHP 9000システムに対す
るパーティション管理を実現します。

詳細については、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/go/vse（英語）にある『HP Virtual Server
Environment』（英語）にある資料を参照してください。

Web JetAdminの概要
HP Web Jetadminは、各種HPおよびHP以外のネットワーク周辺機器を標準のWebブラウザのみ
を使ってリモートでインストール、設定、および管理するための簡単な周辺機器管理ソフト
ウェアです。問題がユーザの生産性に影響を与える前に、その問題を事前に解決するために使
用することができます。

HP Web Jetadminは、[ツール]->[内蔵コンソール]->[WebJet Admin]のHP Systems Insight
Managerからダウンロードし、登録することで使用可能になります。

詳細については、HPのWebサイト
http://h10010.www1.hp.com/wwpc/pscmisc/vac/us/en/sm/network_software/wjareport_overview.html
（英語）にある資料を参照してください。

HP Storage Essentialsの概要
HP Storage Essentialsは、付加価値プラグインのスイートで、SAN管理、ストレージ リソース
管理、プロビジョニング、およびアプリケーション インフラストラクチャ監視を含む、高度な
異機種ストレージ管理機能を提供します。HP Storage Essentialsには、中核製品と、以下のモ
ジュールが含まれています。

● Enterprise Edition。オープン異機種SAN管理用のメイン コンソール

注記： Enterprise Editionは、他のモジュールにアクセスするために必要です。

● Provisioning Manager。異機種ホスト-アレイ パス プロビジョニング ウィザード

● Chargeback Manager。資産ベースの配賦管理。多段階割当。

● Oracle Viewer。Oracleデータベースの可用性とパフォーマンスの表示。
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● Exchange Viewer。Exchangeデータベースの可用性とパフォーマンスの表示。

● Sybase Viewer。Sybaseデータベースの可用性とパフォーマンスの表示。

● File System Viewer。ファイル システム監視 - 無駄なスペースの再利用

● Global Reporter。複数のHP Storage Essentials Serverインスタンスのロールアップ レポー
ト

● Report Designer。ストレージ インフラストラクチャについてのお客様のレポートを開発

Storage Essentialsは、J2EE、SMI-S、WBEM、WMI.などの最新の業界標準を使用します。これ
によって、ストレージ管理インフラストラクチャが拡張可能であり、HPの技術とサードパー
ティの技術の両方をサポートすることが保証され、したがって、ニーズに合った技術を使用す
るとともに特定ベンダーに囲い込まれることを防ぐことができます。

HP Storage Essentialsは、HP Systems Insight Managerで、[ツール]、[展開]、[診断]、[最適化診
断]、[レポート]、[タスク＆ログ]、[オプション]メニューから使用可能です。このメニュー項目
の詳細については、HP Storage Essentialsのマニュアルを参照してください。

HP Storage EssentialsがインストールされたときにHP Systems Insight Managerで生じる変更内
容については、「HP Storage Essentialsがインストールされている場合のHP Systems Insight
Managerストレージ機能の変化」を参照してください。

関連トピック

● HP StorageWorks EVAの概要
● HP StorageWorks Command View SDMの概要
● HP StorageWorks Command View Tape Libraryの概要
● HP StorageWorks Command View XPの概要
● HP StorageWorks Command View XP Advanced Editionの概要
● HP StorageWorks Modular Storage Array 1000の概要

HP StorageWorks Command View XPの概要
HP StorageWorks Command View XPは、XPディスク アレイのWebベースの集中管理を提供し
ます。この製品は、グローバルなチーム メンバでの共同作業を可能にすることで、遠隔地に移
動する必要をなくし、管理者の効率を向上させます。

グラフィカル マッピングおよびファイバ チャネル診断機能によって、HPストレージのパフォー
マンスの支障になる状態を早期に警告し、データが常に使用可能であることを確実にします。
さらに、Command Viewには、SNMPスクリプトが含まれており、主要なネットワーク管理フ
レームワークへの統合が容易になっています。

HP StorageWorks Command View XPは、[システム ページ]の[ツール＆リンク]タブからHP
Systems Insight Managerを介して入手することができます。[システム ページ]へのアクセスに
ついては、「ツール&リンク タブ」を参照してください。

詳細については、HPのWebサイト
http://www.hp.com/products1/storage/products/disk_arrays/xpstoragesw/commandview/index.html
（英語）にある資料を参照してください。
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HP StorageWorks Command View XP Advanced
Editionの概要

HP StorageWorks Command View XP Advanced Edition for XP disk arraysは、Command View
XPの最高の機能と、ウィザードベースの使いやすいモジュールを組み合わせたものです。この
製品は、Storage Essentialsなどのより高レベルの管理ユーティリティにシームレスに統合しま
す。また、XPディスク アレイを集中的に管理、設定、提供、監視することができます。

HP StorageWorks Command View XP Advanced Edition for XP disk arraysは、[システム ページ]
の[ツール＆リンク]タブからHP Systems Insight Managerを介して入手することができます。[シ
ステム ページ]へのアクセスについては、「ツール&リンク タブ」を参照してください。

HP StorageWorks Command View SDMの概要
HP StorageWorks Command View SDMは、付加価値ソフトウェア ソリューションが起動でき
る共通のユーザ インタフェースを介した集中管理プラットフォームとして機能します。Command
Viewのスケーラビリティは、単一のアレイから複数のアレイまですべて単一の管理コンソール
から管理できる範囲にわたっています。Command View SDMでは、お客様は、GUI、CLI、Web
ブラウザの中からユーザ インタフェースを選択することができます。Command View SDMに
は、ネットワーク管理フレームワークへのイベント/トラップ通知機能があり、管理対象のス
トレージ環境におけるあらゆる変更内容をネットワーク管理者が認識することができます。ま
た、お客様は、HP Systems Insight Managerとリンクし、ストレージ環境およびサーバ環境の最
初の統合を実現することができます。Command View SDMは、台頭しつつあるSMI-Sストレー
ジ標準をサポートし、基本的な管理機能の手動統合を実現します。

Command Viewは、より高度な管理フレームワーク（SAN管理用のOpenView Storage Area
Manager、OpenView Network Node Manager、CA Unicenter TNG、BMC Patrol、Tivoli NetView
など）と統合されてきました。これらの統合によって、HPストレージ デバイスをお客様のネッ
トワーク管理コンソールから管理できることで、ネットワーク管理者の地位が向上します。

HP StorageWorks Command View SDMは、[システム ページ]の[ツール＆リンク]タブからHP
Systems Insight Managerを介して入手することができます。[システム ページ]へのアクセスに
ついては、「ツール&リンク タブ」を参照してください。

詳細については、HPのWebサイト
http://www.hp.com/products1/storage/products/disk_arrays/modular/commandview/index.html
（英語）にある資料を参照してください。

HP StorageWorks Command View Tape Libraryの概
要

HP StorageWorks Command View Tape Library Softwareは、HP Extended Tape Library Architecture
（ETLA）の新たな段階を示す製品であり、HP Adaptive Infrastructure戦略の主要コンポーネント
です。このソフトウェアは、「自己対応」（自動管理、自動メンテナンス、継続的可用性）と
「ネットワーク対応」（耐障害性、安全性、適合性）の機能をもつテープ ライブラリを提供し
ます。HPテープ ライブラリは、エンタープライズSAN環境に必要な信頼性、相互運用性、お
よび高機能性を備えています。

HP StorageWorks Command View Tape Library Softwareは、[システム ページ]の[ツール＆リン
ク]タブからHP Systems Insight Managerを介して入手することができます。[システム ページ]
へのアクセスについては、「ツール&リンク タブ」を参照してください。
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詳細については、HPのWebサイト
http://h18006.www1.hp.com/products/storageworks/tlarchitecture/index.html（英語）を参照
してください。

HP StorageWorks EVAの概要
HP StorageWorks Command View EVA v4.0は、広範なソフトウェア スイートで、パフォーマ
ンスが高いHP StorageWorks Enterprise Virtual Array（EVA）ファミリのストレージ アレイ製品
を簡素化、強化、および最大限に活用するように設計されています。

Command View EVAは、HP StorageWorks Enterprise Virtual Arrayのユーザを補完し、シンプル
さを妥協なく提供します。この製品は、ストレージ管理者に、すべてのEnterprise Virtual Array
管理要件に対する単一のストレージ管理ソリューションを提供します。ストレージ管理を自動
化および集約するので、考慮を必要とする手順が少なくなり、管理する上での作業も少なくな
ります。容量の拡張も簡単です。アプリケーションのダウンタイムなしで変化するビジネス要
件に迅速に対応するために、LUNを簡単かつ動的に拡張でき、物理ドライブをオンラインで追
加することができます。論理ユニット番号(LUN）およびRAIDグループの簡単で高速な設定を提
供。ミッション クリティカルなアプリケーションには、HPインスタント サポート エンタープ
ライズ エディションおよびHPソリューションのサポートを使用して事前予防リモート サービ
スを活用し、継続的なEVA稼動時間を確実にすることができます。

HP StorageWorks Command View EVAは、[システム ページ]の[ツール＆リンク]タブからHP
Systems Insight Managerを介して入手することができます。[システム ページ]へのアクセスに
ついては、「ツール&リンク タブ」を参照してください。

詳細については、HPのWebサイト
http://h18006.www1.hp.com/products/storage/software/cmdvieweva/index.html（英語）に
ある資料を参照してください。

HP StorageWorks Modular Storage Array 1000の概
要

The HP StorageWorks Modular Smart Array 1000（MSA1000）は、エントリ レベルからミッ
ドレンジ向けのストレージ エリア ネットワーク（SAN）用の2Gbファイバ チャネル ストレー
ジ システムです。SAN配備の複雑さとリスクを軽減するように設計されています。この強力な
がら使いやすい管理ソフトウェアは、部門および遠隔地のSANに理想的です。2つのドライブ
エンクロージャと新しい300GBのドライブを追加することで、最大42台のドライブを制御し、
12TBの容量を実現できます。すべての設定、管理、パーティション分割とライセンス付与ソフ
トウェアは、無償で標準装備されます。

HP固有のオプションの内蔵8ポートSANスイッチまたは3ポート ハブは、SAN環境を構築する
費用対効果の高いスペースをとらない方法を提供します。MSA1000は、Windows（32ビット
および64ビット）、NetWare、Linux（32ビットおよび64ビット）の各オペレーティング シス
テムをサポートします。また、Tru64 UNIX、OpenVMS、HP-UXの各オペレーティング システ
ムもサポートします。

HP StorageWorks Modular Smart Array 1000は、[システム ページ]の[ツール＆リンク]タブか
らHP Systems Insight Managerを介して入手することができます。[システム ページ]へのアクセ
スについては、「ツール&リンク タブ」を参照してください。

詳細については、HPのWebサイト
http://h18006.www1.hp.com/products/storageworks/msa1000/index.html（英語）にある資
料を参照してください。
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レポート機能

ProLiant Essentials Performance
Management Packレポート機能

PMPレポートは、Windowsシステム上のHP Systems Insight Managerによって利用できます。詳
細については、「PMPレポートのオプション」を参照してください。

システム情報レポート オプションを表示するには、次のように操作します。

[レポート]->[Performance Management Packレポート]->[静的分析レポート]を選択しま
す。

システム情報レポート機能
HP Systems Insight Managerのシステム情報レポート機能では、レポートを生成できます。レ
ポートの生成に加えて、ユーザ定義レポート構成を作成したり、レポート構成の編集、コピー、
削除を行ったりすることができます。HP Systems Insight Managerにアクセスできるすべての
ユーザがレポートを生成できます。

システム情報レポート機能では、次のオプションを使用できます。

● レポートの管理。  [レポート]->[レポートの管理]を選択します。[レポートの管理]ウィン
ドウが表示されます。

● レポートの実行。  [レポート]->[レポートの管理]を選択します。[レポートの管理]ウィン
ドウが表示されます。実行するレポートを選択します。レポートのフォーマットを、HTML、
XML、またはCSVから選択します。レポートの実行をクリックします。

● 新しいレポートの作成。  [レポート]->[新規レポート]を選択します。[新規レポート]ウィ
ンドウが表示されます。

● [レポートの管理]ページを使用した新規レポートの作成。  [レポート]->[レポートの管理]
を選択します。[レポートの管理]ウィンドウが表示されます。新規をクリックします。[新
規レポート]セクションが表示されます。

● レポートの編集。  [レポート]->[レポートの管理]を選択します。[レポートの管理]ウィン
ドウが表示されます。編集するレポートを選択して、編集をクリックします。[レポートの
編集]セクションが表示されます。

● レポートのコピー。  [レポート]->[レポートの管理]を選択します。[レポートの管理]ウィ
ンドウが表示されます。コピーするレポートを選択して、コピーをクリックします。[レポー
トのコピー]セクションが表示されます。

● HTMLフォーマットによるレポートの実行。  [レポート]->[レポートの管理]を選択しま
す。[レポートの管理]ウィンドウが表示されます。HTMLフォーマットで実行するレポート
を選択して、[HTML]->[レポートの実行]を選択します。

● XMLフォーマットによるレポートの実行。  [レポート]->[レポートの管理]を選択します。
[レポートの管理]ウィンドウが表示されます。XMLフォーマットで実行するレポートを選択
して、[XML]->[レポートの実行]を選択します。
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● CSVフォーマットによるレポートの実行とダウンロード。  [レポート]->[レポートの管
理]を選択します。[レポートの管理]ウィンドウが表示されます。CSV（Comma Separated
Value）フォーマットで実行またはダウンロードするレポートを選択して、[CSV]->[レポー
トの実行]を選択します。

● SQLクエリの表示。  [レポート]->[レポートの管理]を選択します。[レポートの管理]ウィ
ンドウが表示されます。SQLの詳細情報を表示するレポートを選択して[レポートの実
行]->[SQLクエリの表示]を選択します。

● レポートの削除。  [レポート]->[レポートの管理]を選択します。[レポートの管理]ウィン
ドウが表示されます。削除するレポートを選択して、削除をクリックします。

スナップショット比較。
スナップショット比較によって、最大4つのシステム（同じオペレーティング システム）を相
互に比較したり、単一のシステムをそれ自体と比較して時間の経過による変化を調べたりする
ことができます。詳細については、「スナップショット比較レポート」を参照してください。

スナップショット比較機能では、次のオプションを使用できます。

スナップショット比較を表示するには、[レポート]->[スナップショットの比較]を選択します。
[スナップショットの比較]ウィンドウが表示されます。ターゲット システムを選択し、次へを
クリックします。

関連プロシージャ
● システム レポート
● レポートの追加
● レポートの編集
● レポートのコピー
● スナップショット比較レポート
● PMPレポートのオプション

関連トピック
● システム ライセンス情報レポート
● クラスタ収集レポートの印刷
● イベント収集レポートの印刷
● レポートの印刷
● リファレンス情報
● レポート ビュー
● ユーザおよびユーザ グループ レポート
● ツールボックス レポート
● 認証レポート

システム レポート
生成されるレポートには、以下が表示されます。

● レポート名

● 関連するシステム収集
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注記:

レポートを実行するために選択した収集がない場合は表示されません。

● レポート実行日時

レポートは、次のフォーマットで実行できます。

● HTML（表示に推奨）。HTMLフォーマットでレポートが表示されます。

● XML。XMLフォーマットでレポートが表示されます。

● CSV。CSVフォーマットでレポートが表示されます。

注記:

デフォルトでは、[システム名]に基づいて並べ替えられます。

注記:

昇順か降順で並べ替えるには、カラム見出しをクリックします。

注記:

HP Systems Insight Managerホーム ページの[管理]セクションで[インベントリ レ
ポートの管理]リンクをクリックして、[レポートの管理]ページにアクセスするこ
ともできます。

HTMLフォーマットによる既存のレポートの実行
レポートの表示には、HTMLフォーマットを使用することをおすすめします。

HTMLフォーマットでレポートを実行するには、次のように操作します。

1. [レポート]->[レポートの管理].

2. 表示するレポートを選択します。
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3. [レポートを生成するフォーマット]で、[HTML（参照時の推奨）]を選択します。

4. レポートの実行をクリックします。レポートが表示されます。

HTMLレポートでは、[SQLクエリの表示]を実行できます。詳細については、「SQLの表示」
を参照してください。

並べ替え順序の選択

レポート機能を使うと[レポート結果]ページに表示されたデータの並べ替えができます。

● 昇順の並べ替え  並べ替える列見出しを1回クリックします。データは、アルファベット
の昇順で並べ替えられます。

● 降順の並べ替え  並べ替える列見出しを2回クリックします。データは、アルファベット
の降順で並べ替えられます。

XMLフォーマットによる既存のレポートの表示
1. [レポート名]で、表示するレポートを選択します。

2. [レポートを生成するフォーマット]で、[XML]を選択します。

3. レポートの実行をクリックします。XMLレポートが表示されます。

CSVフォーマットによる既存のレポートの表示
1. [レポート]->[レポートの管理]

2. [レポート名]で、表示するレポートを選択します。

3. [レポートを生成するフォーマット]で、[CSV]を選択します。

4. レポートの実行をクリックします。ブラウザ システムに、CSVファイルに関連付けられた
アプリケーションがない場合、CSVファイルはブラウザ ウィンドウに表示されます。ブラ
ウザ システムに、CSVファイルに関連付けられたアプリケーションがある場合、CSVファ
イルは指定したアプリケーションで表示されます。

Excelなどのアプリケーションがインストールされ、CSVファイルの拡張子がそのアプリ
ケーションに関連付けられているブラウザ システムで、Internet Explorerを使用する場合
は、[名前を付けて保存]ダイアログ ボックスが表示されます。保存をクリックします。

5. ファイル名を入力し、[ファイルの種類]フィールドのドロップダウン リストから、ファイ
ルを保存するフォーマットを選択します。保存をクリックします。

ファイルが保存されます。

既存レポートの印刷

[レポート結果]ページで、ブラウザから[ファイル]->[印刷]を選択します。
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コマンド ライン インタフェース
このタスクをコマンド ライン インタフェース（CLI）から実行するには、mxreportコマンド
を使用します。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxreportと入力し
てHP-UXまたはLinuxのマンページを参照してください。コマンドとマンページのリンクの詳細
については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● レポートの追加
● レポートの編集
● レポートのコピー

関連トピック

● レポート機能

レポートの追加

レポート設定を保存して後で使用したり、1回限りのレポートを生成したりすることができま
す。

注記:

レポート設定は、指定した基準でデータベーステーブルからデータを取得し、指
定したフォーマットでレポートに入れるユーザ定義の優先設定です。レポート設
定を保存すると、後日、そのレポート設定を使用して稼動データからレポートを
生成できます。

レポート設定の作成、保存、編集、コピー、削除を行うには、完全または制限付
き設定権が必要です。また、ライセンス キーの表示にも、完全な設定権が必要
です。設定権がないユーザは、認証されたレポート設定の実行だけが可能となり
ます。

[レポート]->[レポートの管理]->[新規]を選択し、新しいレポートを作成すること
もできます。

完全な設定権があるユーザ1が、レポートとプライベート収集を生成した場合、
完全な設定権があるユーザ2は、ユーザ1が作成したレポート設定とプライベー
ト収集を使用してレポートを生成できます。ユーザ2は、レポート設定の編集、
保存、コピー、削除を実行できますが、ユーザ1が作成したプライベート収集を
削除することはできません。

新しいレポートの追加

1. [レポート]->[新規レポート]を選択します。[新規レポート]ウィンドウが表示されます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。
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3. 次へをクリックします。[パラメータの指定]セクションが表示されます。

a. [レポート名]フィールドに、新しいレポートの名前を入力します。

b. [レポートに表示する項目の選択]セクションで、レポートに含めるすべてのカテゴリ
か項目を選択します。 アイコンをクリックしてカテゴリを展開し特定の項目を選択

したり、 アイコンをクリックしてカテゴリを折りたたむことができます。

c. レポートに組み込む項目をすべて選択したら、次のオプションのうちいずれかを選択
します。

● [すべてのシステムを同じテーブルに表示]  このオプションでは、[レポートに表
示する項目の選択]セクションで選択したすべてのカテゴリと項目がレポートに表
示されます。選択したカテゴリはテーブルとして表示され、選択したデータ項目
はレポートの列見出しとして表示されます。すべてのシステムは同じテーブルで
表示されます。

● [各システムを別のテーブルに表示]  このオプションでは、[レポートに表示する
項目の選択]セクションで選択したすべてのカテゴリと項目がレポートに表示され
ます。選択したカテゴリはテーブルとして表示され、選択したすべてのデータ項
目は列見出しとして表示されます。それぞれのシステムは、それぞれのテーブル
で表示されます。

4. [レポートを生成するフォーマット]で、次のオプションのいずれかを選択します。

● HTML（表示に推奨）。HTMLフォーマットでレポートが表示されます。

● XML。XMLフォーマットでレポートが表示されます。

● CSV。CSVフォーマットでレポートが表示されます。

5. レポート設定を保存するには、レポートの保存をクリックします。レポートがすでに存在
する場合は、[レポートの上書き]メッセージが表示されます。既存のレポートを上書きし
ない場合は、キャンセルをクリックします。

6. レポートの実行をクリックします。

新しいレポートが表示され、以下の機能を使用できるようになります。

● SQLクエリの表示。

並べ替え順序の選択

レポート機能を使うと[レポートの結果]ページに表示するデータの並べ替えができます。

● 昇順の並べ替え  並べ替える列見出しを1回クリックします。データは、アルファベット
の昇順で並べ替えられます。

● 降順の並べ替え  並べ替える列見出しを2回クリックします。データは、アルファベット
の降順で並べ替えられます。
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レポートの印刷

[レポート結果]ページで、ブラウザから[ファイル]->[印刷]を選択します。

コマンド ライン インタフェース
このタスクをコマンド ライン インタフェース（CLI）から実行するには、mxreportコマンド
を使用します。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxreportと入力し
てHP-UXまたはLinuxのマンページを参照してください。コマンドとマンページのリンクの詳細
については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● システム レポート
● レポートの編集
● レポートのコピー

関連トピック

● レポート機能

レポートの編集

HP Systems Insight Managerでは、既存のレポート設定の編集ができます。更新したレポート設
定は、既存レポート設定に上書き保存したり、新しいレポート設定として保存したりすること
ができます。

注記:

レポート設定の作成、保存、編集、コピー、削除を行うには、完全な設定権か制
限付きの設定権が必要です。また、ライセンス キーの表示にも、完全な設定権
が必要です。設定権がないユーザは、レポート設定の編集はできません。

HP Systems Insight Managerホーム ページの[管理]セクションから[インベントリ
レポートの管理]リンクをクリックすると、[レポートの管理]ページにアクセスす
ることもできます。

既存レポートを編集するには、次のように操作します。

1. [レポート]->[レポートの管理]を選択します。[レポートの管理]ウィンドウが表示されます。

2. 編集するレポートを選択し、編集をクリックします。[レポートの編集]セクションが表示
されます。

3. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

4. 次へをクリックします。[パラメータの指定]セクションが表示されます。

481

レポート機能



a. [レポートに表示する項目の選択]セクションで、レポートに含めるすべてのカテゴリ
か項目を選択します。 アイコンをクリックしてカテゴリを展開し特定の項目を選択

したり、 アイコンをクリックしてカテゴリを折りたたむことができます。

b. レポートに組み込む項目をすべて選択したら、次のオプションのうちいずれかを選択
します。

● [すべてのシステムを同じテーブルに表示]  このオプションでは、[レポートに表
示する項目の選択]セクションで選択したすべてのカテゴリと項目がレポートに表
示されます。選択したカテゴリはテーブルとして表示され、選択したデータ項目
はレポートの列見出しとして表示されます。すべてのシステムは同じテーブルで
表示されます。

● [各システムを別のテーブルに表示]  このオプションでは、[レポートに表示する
項目の選択]セクションで選択したすべてのカテゴリと項目がレポートに表示され
ます。選択したカテゴリはテーブルとして表示され、選択したすべてのデータ項
目は列見出しとして表示されます。それぞれのシステムは、それぞれのテーブル
で表示されます。

5. [レポートの生成を実行するフォーマット（フォーマットはレポートに保存されません）:]
で、次のオプションのいずれかを選択します。

● HTML（表示に推奨）。HTMLフォーマットでレポートが表示されます。

● XML。XMLフォーマットでレポートが表示されます。

● CSV。CSVフォーマットでレポートが表示されます。

6. 既存レポート設定に上書き保存するには、レポートの保存をクリックします。

注記：既存のレポートを新たな名前を付けて保存するには、[レポート名]フィールドに新
しいレポート名を入力し、レポートの保存をクリックします。新たにレポートが保存さ
れ、[レポートの管理]ページのレポートのリストに名前が追加されます。

レポートを保存するかどうかを確認するダイアログ ボックスが表示されます。保存するに
は、OKをクリックします。中止するには、キャンセルをクリックします。レポートがす
でに存在する場合は、[レポートの上書き]メッセージが表示されます。既存のレポートを
上書きしない場合は、キャンセルをクリックします。

7. レポートを表示するには、レポートの実行をクリックします。ターゲット選択ページに戻
るには、戻るをクリックします。レポート作成プロセスを中止するには、キャンセルをク
リックします。

コマンド ライン インタフェース
このタスクをコマンド ライン インタフェース（CLI）から実行するには、mxreportコマンド
を使用します。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxreportと入力し
てHP-UXまたはLinuxのマンページを参照してください。コマンドとマンページのリンクの詳細
については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。
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関連プロシージャ

● レポートの追加
● SQLの表示
● システム レポート

関連トピック

● レポート機能

レポートのコピー

HP Systems Insight Managerでは、既存のレポート設定からレポート設定をコピーできます。新
たにコピーした設定を編集すると、新しいレポートを作成できます。

注記:

レポート設定をコピーするには、完全な設定権か制限付き設定権でHP Systems
Insight Managerにログインする必要があります。完全な設定権か制限付き設定権
でログインしないと、コピー操作を実行できません。

注記:

HP Systems Insight Managerホーム ページの[管理]セクションで[インベントリ レ
ポートの管理]リンクをクリックして、[レポートの管理]ページにアクセスするこ
ともできます。

レポート設定をコピーするには、次のように操作します。

1. [レポート]->[レポートの管理]を選択します。[レポートの管理]ウィンドウが表示されます。

2. コピーするレポートを選択し、コピーをクリックします。[レポートのコピー]セクション
が表示されます。

3. [レポート名]フィールドに、新しいレポート設定の名前を入力します。

4. OKをクリックします。

[レポートのコピー]セクションが閉じ、コピーされたレポート設定が[レポートの管理]セク
ションに表示されます。

コマンド ライン インタフェース
このタスクをコマンド ライン インタフェース（CLI）から実行するには、mxreportコマンド
を使用します。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにman mxreportと入力し
てHP-UXまたはLinuxのマンページを参照してください。コマンドとマンページのリンクの詳細
については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」を参照してください。
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関連プロシージャ

● システム レポート
● レポートの追加
● レポートの編集
● SQLの表示
● スナップショット比較レポート

関連トピック

● レポート機能

SQLの表示
レポートのSQL詳細を表示できます。[SQLクエリ]ページには、レポートを生成するために使用
されたすべてのSQLクエリの詳細が表示されます。

SQLクエリを表示するには、次のように操作します。

1. [レポート]->[レポートの管理]を選択します。[レポートの管理]ウィンドウが表示されます。

2. SQL詳細情報を表示するレポートを選択します。

3. [SQLクエリの表示]リンクをクリックします。

[SQLクエリ]ページが表示されます。

関連プロシージャ

● システム レポート

関連トピック

● レポート機能

レポート ビュー
レポートは、次のデータベースビューを使用して、レポートを生成します。

データベース ビュー
HP Systems Insight Managerには、複数のデータベース ビューが組み込まれています。これら
のビューは、HP Systems Insight Managerでのレポート生成に使用できます。使用できるビュー
は次のとおりです。

R_CellularSysParComplexR_BatteriesR_ArrayControllers

R_CPUR_CellularSysParIOChassisR_CellularSysPartition

R_InventoryR_InstalledBoardsR_DIMMSlots

R_NetworkInterfaceR_LogicalDisksR_lockdownStatus

R_PowerSupplyR_PhysicalDisksR_OperatingSystem

R_SoftwareR_RacksR_Process
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R_StorageDeviceControllersR_StorageDeviceInventoryR_deviceLicenseInfo

R_StorageLogicalUnitsR_StoragePortsR_StorageHostBusAdapters

R_UnixLogicalMemoryR_UnixOSDetailsR_StorageDeviceCapacity

R_HPUXFileSystemR_UnixIPRouteR_UnixIODevices

R_HPUXLogicalVolumeR_HPUXLogicalVolumeR_HPUXVolumeGroup

R_HPUXSoftwareBundleR_HPUXKernelParamR_HPUXNetworkDetails

  R_HPUXSoftwareProduct

R_ArrayControllers

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

ボード名BoardName

コントローラ モデルModel

コントローラの製品リビジョン番号Version

ボードのファームウェア リビジョンFirmwareRev

コントローラのシリアル番号SerialNumber

システム内のスロット番号SlotNumber

スナップショットIDSnapshotID

タグTag

R_Batteries

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

シリアル番号SerialNumber

資産タグ番号AssetNumber

スナップショットIDSnapshotID

タグTag

R_CellularSysParComplex

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

複合体の名前ComplexName

複合したコンピュート キャビネット数ComputeCabinets

複合したIOXキャビネット数IOCabinets

スナップショットIDSnapshotID

485

レポート機能



R_CellularSysPartition

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

パーティションの名前PartitionName

IPアドレスIPAddress

パーティション内のCPUの数TotalCPUCore

パーティションにインストールされたセルの数InstalledCells

パーティション内の電源の入っているセルの数PoweredonCells

パーティション内のコア セルの
cpqSeCellTablePtrのインデックス

CoreCell

キャビネット内のコア セルのcpqSeCellTablePtr
のインデックス

CoreCellCabinet

設定されている場合は、パーティション内に設
定されているインターリーブ メモリが存在す
る

HasInterleaveMemory

スナップショットIDSnapshotID

R_CellularSysParIOChassis

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

パーティションの名前PartitionName

I/Oシャーシが属するキャビネットCabinetNumber

キャビネット内の、I/Oシャーシが存在するベ
イ

IOBayNumber

ベイ全体で一意のI/Oシャーシ番号IOChassisNumber

スナップショットIDSnapshotID

R_CPU

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

CPUのタイプCPUType

CPU速度CPUSpeed

システム内のスロット番号SlotNumber

スナップショットIDSnapshotID

プロセッサ ファームウェアIDFirmwareID

プロセッサの負荷ProcessorLoad
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説明 カラム名 
プロセッサのステータス：1は割り当て済み、
0は未割り当て

ProcessorAllocated

64ビット インテル® プラットフォーム システ
ムの位置（その他のシステムではすべて空白）

Location

セル番号CellNumber

アーキテクチャ リビジョンArchitectureRevision

ファームウェア リビジョンFirmwareRevision

データ幅DataWidth

R_DIMMSlots

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

インストールされているメモリ モジュールの
タイプ

FormFactor

メモリ サイズ（KB）MemorySize

メモリ モジュールの製造元製品番号PartNumber

メモリ モジュールのシリアル番号SerialNumber

システム内のスロット番号SlotNumber

メモリ タイプMemoryType

インストールされているメモリ モジュールの
技術タイプ

MemoryTech

64ビット インテル® プラットフォーム システ
ムの位置（その他のシステムではすべて空白）

Location

スナップショットIDSnapshotID

ロケーションIDLocationID

説明Description

バンク ラベルBankLabel

タグTag

R_InstalledBoards

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

ボード名（PCI SCSIコントローラなど）BoardName

ボード モデルBoardModel

ボード リビジョンBoardRevision

ボード ファームウェアBoardFirmware

ボードのシリアル番号BoardSerial
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説明 カラム名 
システム内のスロット番号Slot

スナップショットIDSnapshotID

64ビット インテル®プラットフォーム システ
ムの位置（その他のシステムではすべて空白）

Location

タグTag

R_Inventory

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

製品名ProductName

製品IDProductID

メモリ サイズMemorySize

ROMバージョンROMVersion

シリアル番号SerialNumber

資産タグAssetTag

オペレーティング システム名OSName

IPアドレスIPAddress

10進IPアドレスIPLongValue

オペレーティング システム ベンダOSVendor

スナップショットIDSnapshotID

システムの所有者DeviceOwner

システムの位置Location

システムのタイプ（サーバ、クライアント、
ワークステーションなど）

ProductType

システムのハードウェア ステータスDeviceStatus

システムのブート アップ時間DeviceBootTime

製品サブタイプProductSubType

製品タイプProductTypeStr

サーバの役割ServerRole

IPXアドレスIPXAddress

R_lockdownStatus

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

最後に実施された脆弱性スキャンの名前LastScanName

最後に実施された脆弱性スキャンの日付LastScanDate
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説明 カラム名 
最後に実施されたスキャンで使用された脆弱性
DATファイル

LastVulChk

最後に実施されたスキャンで検出されたクリ
ティカル レベルの脆弱性の数

Critical

最後に実施されたスキャンで検出されたメ
ジャー レベルの脆弱性の数

Major

最後に実施されたスキャンで検出されたマイ
ナー レベルの脆弱性の数

Minor

最後のパッチ イベントの日時LPatchDate

必要なパッチの数（総数）PatchRqd

含まれていないパッチの数（総数）PatchMiss

最後に実施されたスキャンで検出された脆弱性
警告の数

Warning

スナップショットIDSnapshotID

R_LogicalDisks

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

どの論理ドライブか（c:[FAT]など）Description

論理ドライブのサイズ（MB）SizeMB

使用済みスペースのサイズ（MB）UsedMB

使用済みスペースの比率（%）UsedPercent

スナップショットIDSnapshotID

R_NetworkInterface

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

説明Description

MACアドレスMacAddress

IPアドレスIPAddress

入力エラーInputErrors

出力エラーOutputErrors

インタフェース速度（ビット/秒）Speed

アダプタの二重ステータスDuplex

アダプタが全二重モードで動作していることを
表すフラグ

FullDuplex

インタフェース名InterfaceName

489

レポート機能



説明 カラム名 
サブネット マスクSubnetMask

ブロードキャスト アドレスBroadcastAddress

論理システムの状態が、有効（3）、無効
（4）、その他（1）、不明（2）のうちどれに
なっているかを示すステータス情報

InterfaceState

DHCPが有効であるかどうかDHCPEnabled

10進IPアドレスIPLongValue

スナップショットIDSnapshotID

動作ステータスOperationalStatus

プロトコル タイプProtocolType

最大データ サイズMaxDataSize

ポート タイプPortType

R_OperatingSystem

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

オペレーティング システム タイプの説明Description

オペレーティング システムのバージョン番号Version

追加説明（Service Pack、リビジョン情報など）SubDesc

オペレーティング システム タイプ（Windows
2000など）

OSType

スナップショットIDSnapshotID

オペレーティング システム ベンダOSVendor

R_PhysicalDisks

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

システム タイプ（SCSIディスクなど）DeviceType

ドライブ モデルDriveModel

ドライブ サイズDriveSize

ドライブ ファームウェアDriveFirmware

ATAドライブの転送モードTransferMode

ドライブのシリアル番号DriveSerial

ドライブのベンダ（HPなど）DriveVendor

システム内のスロット番号Slot

ポートに接続されたドライブの番号DriveLoc
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説明 カラム名 
ポートDrivePort

ファイバ チャネル接続のドライブだけが表示
され、物理ドライブを含むシャーシ名を示す。

DriveChassis

物理ドライブがシステム ドライバで動作して
いた合計時間

DriveServiceTime

ドライブで起きた読み取りエラーで、物理ドラ
イブのエラー訂正コード（ECC）アルゴリズム
または再試行により復旧できなかったエラー数

HardReadErrors

物理ドライブによって復旧できなかった書き込
みエラー数

HardWriteErrors

デバイスIDDeviceID

スナップショットIDSnapshotID

R_PowerSupply

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

システムIDDeviceID

モデル名ModelName

シリアル番号SerialNumber

ファームウェア リビジョンFirmwareRev

条件値ConditionVal

最大容量（W）MaxCapacity

使用済み容量（W）UsedCapacity

電源装置の二重化状態RedundancyState

フォールト トレラント電源装置システムのス
テータス

Status

この電源装置の条件Condition

スナップショットIDSnapshotID

説明Description

R_Racks

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

ラックの名前RackName

エンクロージャの名前EnclosureName

名前Name

シリアル番号SerialNumber
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説明 カラム名 
モデル名Model

タイプType

スロット番号SlotNumber

スナップショットIDSnapshotID

R_Software

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

スナップショットIDSnapshotID

ソフトウェアの説明（サーバ エージェント
サービス、ストレージ エージェント サービス
など）

Description

バージョン番号Version

実行ファイルの名前Executable

タイプ値TypeValue

ソフトウェア ステータスStatus

ソフトウェア項目の日付Date_

ソフトウェアのタイプ（エージェント、アプリ
ケーション、ドライバなど）

Type

R_deviceLicenseInfo

説明 カラム名 
システム キーdeviceKey

このキーで購入されたライセンス数numberLicPurchased

このライセンス キーを使用している実際のラ
イセンス数とシステム

numberLicUsed

使用中のキーのバージョンkeyVer

ユーザが入力したキー（内蔵Lights-Out （iLO）
応答をHP Systems Insight Managerのライセン
ス情報要求に制限している場合は、この列が空
白になることがあります。ライセンス キーを
表示する権限がない場合には、この列は表示さ
れません）

Lickey

システム上のライセンスのタイプlicType

ライセンスを適用した日付licDate

製品名productName

この製品のバージョン（ブランクになることも
あります）

productVer

製品の有効期限の日付expirationDate
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説明 カラム名 
HP Systems Insight Managerが収集を最後に実
行した日付

collectDate

システム キーに関連付けられたシステム名DeviceName

ライセンス ステータスlicStatus

スナップショットIDSnapShotID

R_StorageDeviceInventory

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの一意の名前DeviceName

コントローラの名前ControllerName

World wide name（WWN）またはIPアドレスWorldWideName

製品の供給元の名前Vendor

一般的に使用されている製品名Model

製品バージョン情報ProductRevision

ソフトウェアに関するバージョン情報FirmwareVersion

シリアル番号などの製品IDSerialNumber

システム ステータスStatus

システムの総ポート数PortCount

このシステムの、どこかに接続されているポー
トの数

PortUtilized

スナップショットIDSnapshotID

R_StorageDeviceControllers

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

ストレージ アレイの一意の名前DeviceName

コントローラのわかりやすい名前ControllerName

WWNWorldWideName

ベンダVendor

モデルModel

製品バージョン情報ProductRevision

ソフトウェアに関するバージョン情報FirmwareVersion

シリアル番号などの製品IDSerialNumber

コントローラ ステータスStatus

このシステムの総ポート数PortCount

このシステムの、どこかに接続されているポー
トの数

PortUtilized
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説明 カラム名 
スナップショットIDSnapshotID

R_StorageHostBusAdapters

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

ホストの名前DeviceName

ホスト バス アダプタ（HBA）のわかりやすい
名前

HBAName

HBAのノードWWNWorldWideName

ベンダVendor

HBAのモデルModel

HBAのステータスStatus

製品バージョン情報ProductRevision

HBAのドライバ バージョンDriverVersion

HBAのファームウェア バージョンFirmwareVersion

HBAのFCode/BiosバージョンFCode_BIOSVersion

シリアル番号などの製品IDSerialNumber

このシステムの総ポート数PortCount

このシステムで使用されているポートの数PortUtilizied

スナップショットIDSnapshotID

R_StoragePorts

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

SANホスト、インターコネクト システム、ま
たはストレージ システムの名前

DeviceName

ポートのわかりやすい名前PortName

ポート番号Number

HBAのWWNWorldWideName

親デバイスの名前（ホスト システム上のポー
トの場合は、HBAが該当します）

ControllerHBAName

ポートのステータスStatus

FC-GSポートのタイプType

確立されているリンクの速度（bps単位）Speed

ポートの最大速度（bps単位）MaxSpeed

スナップショットIDSnapshotID
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R_StorageLogicalUnits

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

ストレージ システムの一意の名前DeviceName

論理ユニット番号（LUN）のわかりやすい名前LUNName

VPDID

LUNのステータスStatus

LUNの追加のステータス情報ExtentStatus

LUNの容量（バイト単位）。LUNSize

StorageSetting修飾子に基づく解釈で、RAIDレ
ベルを判断してください。

RAIDLevel

このLUNの作成元のストレージ プールの名前StoragePool

スナップショットIDSnapshotID

R_StorageDeviceCapacity

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

ストレージ システムの名前DeviceName

ストレージ システムの一意のIDID

ストレージ アレイの合計容量（バイト単位）。rawcapacity

LUNの作成に使用されていないアレイの総容量unallocated

LUNの作成に使用されている総容量（LUNがミ
ラーリングされている場合、この値はLUNに使
用される総容量であり、イニシエータが使用可
能な容量ではありません）

carved

ポートに割り当てられている使用可能な総バイ
ト数

presented

LUNの作成に使用されているがポートには割り
当てられていない使用可能なバイト数

unpresented

冗長化に使われる、オーバーヘッド バイト数overhead

スナップショットIDsnapshotId

R_Process

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

IDID

プロセスの名前Name

プロセスの状態State

プロセスの優先順位Priority
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説明 カラム名 
スナップショットIDSnapshotID

R_UnixOSDetails

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

オペレーティング システムの名前OSName

オペレーティング システムのバージョンOSVersion

オペレーティング システムの機能Capability

システムのブート アップ時間SystemUptime

ユーザ数NumUsers

プロセス数NumProcesses

最大プロセス数MaxProcesses

システムの日時TimeZone

スナップショットIDSnapshotID

R_UnixLogicalMemory

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

スワップ スペース名SwapSpaceName

スワップ タイプSwapType

スワップ スペース サイズSwapSpaceSize

スワップ スペースの最小サイズSwapSpaceMinSize

スワップ スペースの最大サイズSwapSpaceMaxSize

スワップ スペースの予約サイズSwapSpaceReservedSize

スナップショットIDSnapshotID

R_UnixIODevices

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

システム タイプDeviceType

システムの説明DeviceDescription

システムの識別子DeviceIdentifier

システム ステータスDeviceStatus

システム エラーDeviceErrors
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説明 カラム名 
ハードウェア パスHardwarePath

ハードウェア タイプHardwareType

システム クラスDeviceClass

システム ドライバAssociatedDriver

スナップショットIDSnapshotID

R_UnixIPRoute

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

ルート説明RouteDestination

ルート マスクRouteMask

ルート ゲートウェイRouteGateway

スナップショットIDSnapshotID

R_UnixSensors

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

センサ名SensorName

センサIDSensorID

センサ タイプSensorType

スナップショットIDSnapshotID

R_HPUXFileSystem

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

マウント ポイント名MountPointName

マウント特殊システム名MountSpecialDeviceName

リモート マウント ポイント名RemoteMountPointName

ファイル システム タイプFileSystemType

ファイル システム アクセスFileSystemAccess

ファイル システム ブート可能FileSystemBootable

合計inode数TotalInodes

空きinode数FreeInodes

データ容量DataCapacity
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説明 カラム名 
空き容量FreeCapacity

最低空き容量MinFreeSpace

スナップショットIDSnapshotID

R_HPUXVolumeGroup

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

ボリューム グループ名VolumeGroupName

アクセス許可AccessPermission

ステータスStatus

物理拡張サイズExtentSize

ボリューム グループの容量Capacity

ボリューム グループの割り当てAllocation

空き容量FreeSpace

物理ボリュームの最大数MaxNumPhysicalVol

物理拡張の最大数MaxNumPhysicalExtent

定義済み物理ボリューム数NumDefinedPhysicalVol

アクティブ物理ボリューム数NumActivePhysicalVol

論理ボリュームの最大数MaxNumLogicalVol

スナップショットIDSnapshotID

R_HPUXLogicalVolume

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

論理ボリューム名LogicalVolName

アクセス許可AccessPermission

論理ボリューム ステータスStatus

論理拡張サイズExtentSize

論理ボリューム容量Capacity

スケジュール ポリシーSchedulePolicy

割り当てポリシーAllocationPolicy

スナップショットIDSnapshotID
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R_HPUXPhysicalVolume

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

物理ボリューム名PhysicalVolName

物理ボリューム ステータスStatus

物理拡張サイズExtentSize

物理ボリューム容量Capacity

割り当て済み物理拡張AllocatedPhysicalExtent

空き物理拡張FreePhysicalExtent

スナップショットIDSnapshotID

R_HPUXNetworkDetails

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

ドメインの名前DomainName

検索リストSearch

サーバのIPアドレスServerIPAddress

不明（0）、その他（1）、なし（2）、マスタ
サーバ（3）、スレーブ サーバ（4）のいずれ
かを示すサーバ タイプ

ServerType

サーバ待機フラグServerWaitFlag

サーバ アドレスServerAddress

スナップショットIDSnapshotID

R_HPUXKernelParam

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

パラメータ名ParameterName

パラメータ値ParameterValue

スナップショットIDSnapshotID

R_HPUXSoftwareBundle

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName
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説明 カラム名 
バンドル名BundleName

ベンダ タグVendorTag

アーキテクチャArchitecture

リビジョンRevision

キャプションCaption

修正時刻ModificationTime

サイズSize_

レイアウト バージョンLayoutVersion

オペレーティング システム名OSName

オペレーティング システム リリースOSRelease

IsパッチIsPatch

インストール ソースInstallSource

インストール日付InstallDate

スナップショットIDSnapshotID

R_HPUXSoftwareProduct

説明 カラム名 
システム キーDeviceKey

システムの名前DeviceName

製品ソフトウェア仕様Specification

製品名ProductName

アーキテクチャArchitecture

リビジョンRevision

ベンダ タグVendorTag

製品キャプションCaption

修正時刻ModificationTime

サイズSize_

オペレーティング システム名OSName

オペレーティング システム リリースOSRelease

ISパッチIsPatch

インストール ソースInstallSource

インストール日付InstallDate

スナップショットIDSnapshotID

関連トピック

● レポート機能
● スナップショット比較レポート
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スナップショット比較レポート
スナップショット比較によって、最大4つのシステム（同じオペレーティング システム）を相
互に比較したり、単一のシステムをそれ自体と比較して時間の経過による変化を調べたりする
ことができます。スナップショット データの比較など、単一システムの時系列変動解析を行う
には、そのシステムの2セット以上のスナップショット データを用意し、[ステップ2: スナッ
プショットの選択]ページで、[新規データセットを追加（時系列変動解析用）]を選択する必要
があります。スナップショット データの収集には、[オプション]->[データ収集]を使用します。

スナップショット比較を実行するには、次のように操作します。

1. [レポート]->[スナップショットの比較]を選択します。[スナップショットの比較]ウィンド
ウが表示されます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. 次へをクリックします。ターゲット選択ページに戻るには、戻るをクリックします。

[スナップショットの比較]ページで、システムのスナップショットを2つから4つ選択しま
す。

次のような警告メッセージが表示される可能性があります。

● 一部のシステムOSタイプは不明です。

● 複数のオペレーティング システム タイプが選択されています。

● 1つのオペレーティング システム タイプ比較だけがサポートされています。

● 1つのターゲットを選択した場合は、最低2つのスナップショットが、このターゲット
で必要になります。スナップショット比較を行うには、2つから4つのスナップショッ
トを選択する必要があります。

● 複数のターゲットを選択した場合は、システムごとに1つのスナップショットを選択で
きます。

スナップショット比較を実行するには、選択したターゲット システムのオペレーティ
ング システムが同じでなければなりません。

4. 次へをクリックします。

5. [カテゴリおよびベースラインの選択]ページで、スナップショット比較に含めるカテゴリ
を選択します。[カテゴリ名]列にはカテゴリが、[説明]列にはカテゴリの簡潔な説明が表示
されます。

6. [スナップショット比較ベースラインを選択してください]セクションで、比較する項目を
選択します。

7. レポートの実行をクリックします。[スナップショットの比較]ページに戻るには、戻るを
クリックします。

8. レポートを表示するには、[テキスト レポートを表示するには、リンクをクリックしてく
ださい]の下の[テキスト出力]をクリックしてください。
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関連プロシージャ

● システム レポート
● レポートの追加
● レポートの編集

関連トピック

● レポート機能

PMPレポートのオプション
HP Systems Insight Managerを介して使用可能なPerformance Management Pack（PMP）レポー
トには、次の3種類があります。

注記:

PMP レポートは、Windowsシステムでのみ利用できます。HP-UXまたはLinuxシ
ステムでは利用できません。

● 静的分析レポート  プロセッサ、メモリ、ネットワーク接続、ストレージ、ホスト バスな
どのサーバ コンポーネントの設定に関する情報を表示します。

静的分析レポートにアクセスするには、[レポート]->[Performance Management Pack
レポート]->[静的分析レポート]を選択します。

このオプションのヘルプを表示するには、
http://middle_tier:2381/pmptools/help/StaticAnalysisReport.htmにアクセスし
ます。ここで、middle_tierにはHP Systems Insight ManagerとPMPがインストールされている
サーバの名前かIPアドレスを指定します。または、 PMPディレクトリ\Program
Files\HP\Performance Management Pack\PMPTools\htm\help\StaticAnalysisReport.htmにア
クセスします。ここで、PMPディレクトリには、PMPがインストールされているサーバ上の
PMPディレクトリを指定します。

● システム概要レポート  サーバがボトルネック状態に陥ってからの経過時間のパーセント
表示と、サーバの各コンポーネントの全体におけるパフォーマンス稼動率をサーバの詳細
設定情報とともに表示します。

システム概要レポートにアクセスするには、[レポート]->[Performance Management
Packレポート]->[システム概要レポート]を選択します。

このオプションのヘルプを表示するには、
http://middle_tier::2381/pmptools/help/SystemSummaryReport.htmにアクセ
スします。ここで、middle_tierにはHP Systems Insight ManagerとPMPがインストールされて
いるサーバの名前かIPアドレスを指定します。または、 PMPディレクトリ\Program
Files\HP\Performance Management Pack\PMPTools\htm\help\SystemSummaryReport.htmに
アクセスします。ここで、PMPディレクトリには、PMPがインストールされているサーバ上
のPMPディレクトリを指定します。
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● CSVファイル生成  すべてのサーバ コンポーネントについて、PMPのレポジトリからログ
に記録されたデータを詳細表示します。このとき、デスクトップ分析またはツールのレポー
トへのインポート用に値を.cvs形式で表示します。

CSVファイル生成を使用するには、[レポート]->[Performance Management Packレ
ポート]->[CSVファイル生成]を選択します。

このオプションのヘルプを表示するには、
http://middle_tier:2381/pmptools/help/CSVFileGenerator.htmにアクセスしま
す。ここで、middle_tierにはHP Systems Insight ManagerとPMPがインストールされている
サーバの名前かIPアドレスを指定します。または、 PMPディレクトリProgram
Files\HP\Performance Management Pack\PMPTools\htm\help\CSVFileGenerator.htmにアク
セスします。ここで、PMPディレクトリには、PMPがインストールされているサーバ上の
PMPディレクトリを指定します。

関連トピック

● PMPツール
● PMP管理オプション
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システムとイベントの管理
完全な設定権があるユーザが、HP Systems Insight Managerを管理できます。HP Systems Insight
Managerの管理には、次の作業が含まれます。

● ファーストタイム ウィザードを使用した基本設定
● 自動検出および手動検出の設定と実行
● システムの識別
● hostsファイルとテンプレート ファイルの管理
● SNMPおよびデスクトップ管理インタフェース（DMI）のルールを作成、編集、および削除
することによる、システム タイプの管理

● グローバル システム プロトコル設定とシングル システム プロトコル設定の指定
● ステータス ポーリング タスクの設定と実行
● 「タスクの作成と編集」、「イベントの削除」、および「Email、モデム、イベント フィル
タ、SNMPトラップ、ステータス変化イベントの設定」による自動イベント処理の設定

● クラスタ設定とシステム設定の指定
● データ収集タスクの実行
● ホーム ページ オプションのカスタマイズ
● 高度な検索、およびソフトウェアとファームウェアのインストールのようなタスクに適合
した、デフォルトHPバージョン コントロール レポジトリ マネージャの選択と保守

● ツールボックスの管理
● 認証の管理
● ユーザの管理
● 監査ログの監視
● サーバ証明書の作成、編集、エクスポート、インポート、および同期化
● 信頼されたシステム証明書の作成、削除、エクスポート、およびインポート
● 管理対象システムのセットアップ
● 複数のシステムを対象としたシステムの優先順位の設定
● 複数システムを対象としたシステム監視の停止または回復
● HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャの指定
● HP Systems Insight ManagerからのPerformance Management Pack（PMP）管理ツールの実行
● Windows、HP-UX、およびLinuxの各システムでのHP Systems Insight Managerデータベース
のバックアップと復元

● セキュリティの設定
● システム タイプ管理による識別の修正
● システム キーの管理

注記:

[オプション]メニューにアクセスしてHP Systems Insight Manager管理タスクを実
行するには、システムに対して完全な設定権があるユーザでなければなりませ
ん。

関連プロシージャ
● 監査ログの表示
● 監査ログ ファイルの設定
● 新規ユーザの作成
● 新規ツールボックスの作成
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● 新規ユーザ グループの作成
● 新規認証の作成
● 認証の更新
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの編集
● ツールボックスの編集
● ユーザ アカウントおよびユーザ グループの削除
● ツールボックスの削除
● 認証の削除
● ユーザおよびユーザ グループ レポート
● ツールボックス レポート
● 認証レポート
● サーバ証明書のエクスポート
● サーバ証明書の編集
● サーバ証明書の作成
● サーバ証明書のインポート
● 信頼証明書の削除
● 信頼証明書のエクスポート
● 信頼証明書のインポート
● 信頼証明書の要求
● クラスタ リソース設定の指定
● ノード リソース設定の指定
● データ収集タスクの作成
● 自動検出の設定
● システムの手動追加
● 検出タスクの無効化または有効化
● 新規検出タスクの作成
● 検出タスクの編集
● 検出タスクの削除
● 検出タスクの実行
● 検出一般設定の指定
● データベースへのhostsファイルのシステムの追加
● hostsファイルの削除
● hostsファイルの編集
● 新規hostsファイルの作成
● 新規検出テンプレート ファイルの作成
● 検出テンプレートの編集
● 検出テンプレートの削除
● Email設定の指定
● モデム設定の指定
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● イベント処理タスクの管理
● イベント フィルタの設定
● SNMPトラップの設定
● ステータス変更イベントの設定
● WBEMイベント
● 管理対象システム
● バージョン コントロール レポジトリ
● PMP管理オプション
● グローバル プロトコル設定
● システムまたはシステム グループのプロトコル設定
● 単一システムのプロトコル設定
● WMI Mapperプロキシの追加
● WMI Mapperプロキシの編集
● WMI Mapperプロキシの削除
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● HP-UX/Linux
● Windows
● ログイン イベントの設定
● システム リンクの設定
● タイムアウト オプションの設定
● ハードウェア ステータス ポーリング
● ソフトウェア ステータス ポーリング
● 新規STMルールの作成
● STMルールの編集
● STMルールの削除
● 複数システムのシステム プロパティの編集
● 複数システムのシステム監視の停止と回復
● バージョン コントロール レポジトリ
● PMP管理オプション

関連トピック
● ユーザと認証
● 監査ログ
● サーバ証明書
● データ収集
● 検出と識別
● イベント
● 検出フィルタ
● 識別
● プロトコル
● WMI Mapperプロキシ
● ネットワークとセキュリティ
● ログインについて
● セキュア タスク実行について
● ステータス ポーリング
● システム タイプの管理
● SSHバイパス プロパティの設定

イベント
管理イベントには、以下が含まれます。

● 自動イベント処理。  自動イベント処理タスクを管理し、新しい自動イベント処理タスク
を作成し、Emailおよびモデム設定を指定することができます。

❍ タスクの管理。  定義の表示、タスク結果のコピー、編集、または表示、および既存
の自動イベント処理タスクの無効化/有効化または削除を行うことができます。また、
新しい自動イベント処理タスクを作成することもできます。[オプション]->[イベント]->[自
動イベント処理]->[タスクの管理]を選択します。

詳細については、「イベント処理タスクの管理」を参照してください。

❍ 新しいタスクの作成。  新しい自動イベント処理タスクを作成できます。[オプショ
ン]->[イベント]->[自動イベント処理]->[新規タスク]を選択します。
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❍ Email設定。  イベント アクションによりEmailを送信する際に必要なさまざまなEmail
設定をセットアップできます。[Email設定]ページにアクセスする方法には、次の2種類
があります。

❑ [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[Emailの設定]を選択。
❑ HP Systems Insight Manager紹介ページの[インストールを完了するために以下をすぐ
に実行してください]セクションで[email]をクリック。

❍ モデム設定。  完全な設定権があるユーザのみが、この機能を使用できます。また、
この機能は、Windowsシステム専用です。

[ポケベル用モデムの設定]ページにアクセスする方法には、次の2種類があります。

❑ [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[モデムの設定]をクリック。
❑ HP Systems Insight Manager紹介ページの[インストールを完了するために以下をすぐ
に実行してください]セクションで[ポケベル通知]をクリック。

● イベントを確認済みに変更。  [オプション]->[イベント]->[イベントの確認]を選択しま
す。確認済みに変更するターゲット イベントを選択し、確認済みをクリックします。詳細
については、「イベントの確認」を参照してください。

● イベントの削除。  [オプション]->[イベント]->[イベントの削除]を選択します。ターゲッ
トを選択して[タスク結果]ページが表示されたら、削除するイベントを選択して削除をク
リックします。イベントがデータベースから削除されます。詳細については、「イベント
の削除」を参照してください。

● イベント フィルタ設定。  [オプション]->[イベント]->[イベント フィルタの設定]を選択
します。

HP Systems Insight Manager紹介ページの[インストールを完了するために以下をすぐに実行
してください]セクションで[自動イベント処理]をクリックし、[自動イベント処理]ページに
アクセスして既存ルールの編集や削除ができます。詳細については、「イベント フィルタ
の設定」を参照してください。

● SNMPトラップ設定。  [オプション]->[イベント]->[SNMPトラップの設定]を選択しま
す。

詳細については、「SNMPトラップの設定」を参照してください。
● ステータス変化イベント設定。  [オプション]->[ステータス変更イベントの設定]を選択
します。

詳細については、「ステータス変更イベントの設定」を参照してください。
● WBEMイベントの予約。  [オプション]->[WBEMイベントの登録]を選択します。

詳細については、「WBEMイベントの予約」を参照してください。
● WBEMイベントの予約解除。  [オプション]->[WBEMイベントの登録取り消し]を選択し
ます。

詳細については、「WBEMイベントの予約解除」を参照してください。

関連プロシージャ

● Email設定の指定
● モデム設定の指定
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● イベント処理タスクの管理
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● イベント フィルタの設定
● SNMPトラップの設定
● ステータス変更イベントの設定
● イベントの削除
● イベントの確認

関連トピック

● イベント管理について
● イベント処理タスクの管理
● Email通知に基づくポケベル タスクの作成
● Emailメッセージの例
● Email通知に基づくポケベル タスクの作成

イベント管理について

管理イベントには、以下が含まれます。

● 自動イベント処理。
● イベントの削除
● イベント フィルタ設定
● SNMPトラップ設定
● ステータス変化イベント設定

自動イベント処理。

自動イベント処理では、イベントを受信したときにHP Systems Insight Managerが実行するアク
ションを定義できます。この機能を利用するユーザには、完全な設定権が必要です。

自動イベント処理では、次の4つのオプションを使用できます。

● [新規タスク]。新しい自動イベント処理タスクの作成に使用します。

● [タスクの管理]。既存の自動イベント処理タスクの管理に使用します。

● [Emailの設定]。Emailを送信してユーザに問題を警告する場合に使用します。Emailシステ
ムの要件は異なるので、次の情報の必要性をEmail管理者に確認してください。

❍ mail.company.comなど、送信メール サーバのSMTPホスト名。このサーバは、メール
メッセージをHP Systems Insight Managerから受信し、受信者に転送を始めます。

❍ 管理サーバのEmailアドレス名。このアドレスは、HP Systems Insight Managerから送信
されたEmailの[差出人]フィールドに表示されます。ユーザは、システム名にすることが
できます。送信者として、server@domain.comという形式でフル ドメイン アドレスを入
力します。

注記:

メッセージを受信する前に有効な差出人ユーザが必要となるEmailシステム
があります。このため、有効なEmailアカウントを使用することをおすすめ
します。
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● [モデムの設定（Windowsのみ）]。完全な設定権があるユーザが、この機能を使用できま
す。

英数字ポケベル用にモデムを設定します。HP Systems Insight Managerサーバからポケベル
通知を送信するには、まずサーバ上でモデムを設定します。HP Systems Insight Managerに
おいてモデムを設定するには、ポケベル通知の送信にモデムが使用するCOMポートを確認
してください。

HP Systems Insight Manager紹介ページの[インストールを完了するために以下をすぐに実行し
てください]セクションで[自動イベント処理]をクリックし、[自動イベント処理]ページにアク
セスして既存ルールの編集や削除ができます。

イベントの削除

このタスクは、データベースからタスクを削除する場合に使用します。

注記:

イベント表示ページからイベントを削除することもできます。詳細については、
「イベント収集のカスタマイズ」を参照してください。

イベント フィルタ設定
イベント フィルタは、検出されたシステムから受信したSNMPトラップをフィルタ処理する方
法です。デフォルト設定では、検出されたすべてのシステムから、すべての登録済みSNMPト
ラップが受け入れられます。表示するトラップの深刻度を指定し、IPアドレス範囲を使用して
トラップを受信の受信や無視を行うシステムのサブネットを作成できます。たとえば、イベン
ト フィルタリングを使用して、通知のみのトラップを無視することができます。完全な設定権
があるユーザが、この機能を使用できます。MIBのコンパイルの詳細については、「MIBの管
理」を参照してください。

イベントをフィルタ処理するオプション

イベントには、登録イベントと未登録イベントがあります。登録イベントは、検出されたシス
テムからHP Systems Insight Managerが認識するSNMPトラップです。未登録イベントは、検出
されているが、システム情報がHP Systems Insight Manager MIBデータベースの一部でないシス
テムからのトラップです。深刻度レベルを持つのは、登録イベントだけです。イベントの深刻
度タイプの詳細については、「イベント深刻度の種類」を参照してください。

トラップを受け入れたり破棄したりするためのIP範囲を指定できます。システムまたは範囲を
1行につき1つ入力するか、または複数の範囲とシステムをセミコロン（;）で区切って入力し
ます。

SNMP拡張を使用して、トラップをフィルタすることもできます。

SNMPトラップ設定
完全な設定権があるユーザが、この機能を使用して、登録MIBのトラップ詳細の表示や編集を
行います。
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SNMPトラップでは、ネットワークのニーズに合わせてトラップ メッセージを調整できます。
トラップ メッセージは、暗号的であり、記述が乏しく、理解しにくいものであることがありま
す。このMIB情報は、データベースの表示内で変更できます。また、MIBの.cfgファイルを変更
することもできます。HPでは、実際のMIBを修正しないことをおすすめします。MIBの編集の
詳細については、「MIBの編集」を参照してください。

ステータス変化イベント設定

ハードウェア ステータスが変化したとき、システムのステータス変化イベントを送信するため
の設定を指定するページです。

関連プロシージャ

● Email設定の指定
● モデム設定の指定
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● イベント処理タスクの管理
● イベント フィルタの設定
● SNMPトラップの設定
● ステータス変更イベントの設定

関連トピック

● イベント
● Emailメッセージの例
● Email通知に基づくポケベル タスクの作成

指定するイベントおよびシステム属性を使用した新しい自動
イベント処理タスクの作成

既存のイベント収集を使用して、または指定できるイベントおよびシステム属性を使用して、
自動イベント処理タスクを作成します。

自動イベント処理タスクの作成

着信イベントを自動的に処理するための新しいタスクを作成するには、[オプション]->[イベン
ト]->[自動イベント処理]->[新規タスク]を選択します。

次のいずれかのオプションを選択します。

● [存在するイベント収集から]。この作業は、以下の5つのステップで構成されます。

❍ タスク名の選択

❍ 既存のイベント収集の選択

❍ アクションの選択

❍ 時間フィルタの選択

❍ 概要の表示
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● [イベントおよび指定するシステム プロパティから]。この作業は、以下の6つのステップで
構成されます。

❍ タスク名の選択

❍ イベントの選択

❍ システムの選択

❍ アクションの選択

❍ 時間フィルタの選択

❍ 概要の表示

関連プロシージャ

● Email設定の指定
● モデム設定の指定
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● イベント処理タスクの管理
● イベント フィルタの設定
● SNMPトラップの設定
● ステータス変更イベントの設定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例

イベント処理タスクの管理

自動イベント処理タスクの作成、編集、コピー、定義の表示、タスク結果の表示、有効化/無
効化、または削除を行う場合には、次の手順を実行します。

注意:

自動イベント処理タスクを削除すると、タスクは永久に削除され、復元できなく
なります。

自動イベント処理タスクを管理するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[タスクの管理]を選択します。[自動イベ
ント処理 - タスクの管理]ページが表示されます。

2. タスクを選択します。

3. 次のいずれかをクリックします。
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● 新しい自動イベント処理タスクを作成するには、新規をクリックします。詳細につい
ては、「これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タス
クの作成」を参照してください。

● タスクを編集するには、編集をクリックします。編集ウィザードが表示されます。こ
れは、新しい自動イベント処理タスクを作成するページに似ていますが、フィールド
にはタスクの現行設定値が入力されます。タスク オーナーを割り当て直すフィールド
も使用できます。詳細については、「自動イベント処理タスクの編集」を参照してく
ださい。

● 既存のタスクの設定詳細を複製するには、コピーをクリックします。タスク リストの
下に、[タスクのコピー]ページが表示されます。[タスク名]ボックスに新しいタスクの
名前を入力します。OKをクリックすると、新しい独立したタスクが作成されます。詳
細については、「自動イベント処理タスクのコピー」を参照してください。

● タスクを表示するには、定義の表示をクリックします。タスク名、イベント、システ
ム条件、アクション、モデム設定、Email設定など、選択したタスク全体の設定が表示
されます。詳細については、「タスク定義の表示」を参照してください。

● タスクの結果をクリックして、リストの下で、選択したタスクのタスク結果の詳細を
表示します。詳細については、「イベント タスク結果の表示」を参照してください。

● タスクを無効にするには、無効をクリックします。詳細については、「自動イベント
処理タスクの有効化または無効化」を参照してください。

● タスクを削除するには、削除をクリックします。確認ボックスが表示されます。削除
するには、OKをクリックします。削除をキャンセルするには、キャンセルをクリック
します。詳細については、「イベントの削除」を参照してください。

関連プロシージャ

● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● 自動イベント処理タスクの編集
● 自動イベント処理タスクのコピー
● タスク定義の表示
● イベント タスク結果の表示
● 自動イベント処理タスクの有効化または無効化
● イベントの削除
● Email設定の指定
● モデム設定の指定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例
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これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イ
ベント処理タスクの作成

新しい自動イベント処理タスクを作成し、特定のイベントへの応答を定義するには、次の手順
を実行します。

注記:

自動イベント処理タスクについては、選択できるサーバの最大数は100です。

新しいタスクを定義するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[新規タスク]を選択します。[自動イベン
ト処理] - [新規タスク]ページが表示されます。

2. [イベントおよび指定するシステム プロパティから]を選択します。

3. [名前の選択]が強調表示されます。[タスク名]ボックスにタスクの名前を入力します。

4. 次へをクリックします。[ステップ2, 存在するイベント収集の選択]ページが表示されます。

5. タスクを定義する、イベントの検索条件を選択します。

● リスト条件

● 比較オプション

● 選択した条件か比較オプションの値

検索条件をさらに追加するには、追加をクリックします。

イベント検索の詳細については、「イベントの高度な検索の実行」を参照してください。

6. 情報を入力したら、次へをクリックして次のステップに進むか、戻るをクリックして前の
ステップに戻ります。[ステップ3, システムの選択]が表示されます。

7. ドロップダウン メニューから、タスクを定義するためのシステム条件を選択します。

● リスト条件

● 比較オプション

● 選択した条件か比較オプションの値

8. 条件をさらに追加するには、追加をクリックします。 「イベントの高度な検索の実行」を
参照してください。

9. 情報を入力したら、次へをクリックして次のステップに進むか、戻るをクリックして前の
ステップに戻ります。[ステップ4, アクションの選択]ページが表示されます。
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10. 以下から選択します。

● ポケベル通知の送信（Windowsのみ）

[>>]をクリックし、ユーザのドロップダウン リストから、ポケベル メッセージを受け
取るユーザを追加します。ポケベル メッセージを受け取るユーザのリストからユーザ
を削除するには、[<<]をクリックします。ユーザのポケベル番号は、[ユーザおよび認
証]ページで設定します。詳細については、「新規ユーザの作成」を参照してください。
[ユーザ]リストのユーザ名がアクティブでない場合は、そのユーザのポケベル情報が設
定されていません。ポケベルで通知するユーザのリストにこのユーザを追加できます
が、[ユーザおよび認証]ページでポケベル情報を指定するまで、このユーザにはポケベ
ル メッセージは送信されません。

● Emailの送信

通知を受信するEmailアドレスのリストを[宛先]フィールドに入力します（各エントリ
はカンマで区切ります）。

[CC]フィールドに、Emailのコピーを受信する必要があるEmailアドレスを入力します
（各エントリはカンマで区切ります）。

[件名]フィールドに、Emailの件名を入力します。

[メッセージ フォーマット]フィールドで、受信者のエンコーディング優先順位に応じ
て次のフォーマットのいずれかを選択します。

❍ [標準]。デフォルトのメッセージ フォーマットでテキスト形式のEmailメッセージが
受信者に送信されます。

❍ [ポケベル/SMS]。同じ情報がポケベル メッセージ フォーマットで受信者に送信さ
れます。

❍ [HTML]。[HTMLイベント詳細]ページに似たEmailメッセージが受信者へ送信されま
す。

[エンコーディング]フィールドで、次のフォーマットのいずれかを選択します。

❍ 西ヨーロッパ言語（ISO-8859-1）

❍ Unicode（UTF-8）

❍ 日本語（ISO-2022-JP）

❍ 日本語（シフトJIS）

❍ 日本語（EUC）

● カスタム コマンドの実行

[コマンド]ドロップダウン リストからカスタム コマンドを選択します。カスタム コマ
ンドは、[ツール]->[カスタム コマンド]->新しいカスタム コマンドオプションで作成さ
れます。詳細については、「新規カスタム コマンドの作成」を参照してください。

● 割り当て
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タスクの割り当てを受ける人の名前を入力します。受信時に、イベントがこのユーザ
に割り当てられます。

● SNMP トラップとして送信

システム名かIPアドレスを[名前またはIP]テキスト フィールドに入力して[>>]をクリッ
クし、[トラップ受信者]ボックスに追加します。

受信者を削除する場合は、[トラップ受信者]ボックスで名前を強調表示した後で、削除
をクリックします。削除する受信者にスクロールするには、上向き矢印と下向き矢印
を使用します。

● システム ログへの書き込み

Windows NTシステムとWindows XPシステムでは、イベントの詳細がアプリケーショ
ン ログに書き込まれ、イベント ログの[ソース]列は記録されたイベントの[HP Systems
Insight Manager]としてリストされます。LinuxシステムとHP-UXシステムでは、イベ
ントの詳細がシステム ログに記録されます。このログは通常、Linuxで
は/var/log/messagesファイルに、HP-UXでは/var/adm/sysLog/syslog.logファイルにあ
ります。

● イベントを確認済みに変更

受け取ったイベントは、タスク実行時に選択した条件に基づいてクリアされます。

11. 選択したら、次へをクリックして次のステップに進むか、戻るをクリックして前のステッ
プに戻ります。[ステップ5, 時間フィルタの選択]が表示されます。

12. 時間フィルタを使用する場合は、チェックボックスを選択して、ドロップダウン リストか
らオプションを選択します。

a. ユーザ定義フィルタを設定する場合は、フィルタの管理をクリックします。詳細につ
いては、「時間フィルタの適用」を参照してください。

b. [時間フィルタの表示]ボックスを選択します。[時間フィルタ]ポップアップ ウィンド
ウに、選択した時間が表示されます。

[時間フィルタの使用]チェックボックスが選択されていない場合、選択した条件と一
致するイベントが受信されると、必ず、アクションが起動されます。

[時間フィルタの使用]チェックボックスが選択されている場合、選択した時間フィル
タが指定する範囲内でイベントが発生したときにだけ、アクションが起動されます。

c. 情報を入力したら、次へをクリックして次のステップに進むか、戻るをクリックして
前のステップに戻ります。[ステップ6. 概要のレビュー]ページが表示され、[タスク
名]、[イベント]、および[アクション]情報が表示されます。ポケベル オプションや
Emailオプションを選択した場合は、モデム設定とEmail設定が、設定を変更するボタ
ンとともに表示されます。

13. モデム設定を編集するには、モデム設定の編集をクリックします。SMTP設定を編集するに
は、Email設定の編集をクリックします。 詳しくは、「モデム設定の指定」か「SNMPト
ラップの設定」を参照してください。
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注記：イベントおよびシステム条件は、ページの下部に表示されます。この情報は、非常
に複雑で長い場合があります。このため、すべての条件を確認するためにスクロールしな
ければならないことがあります。

14. 新しいタスクを作成するには、終了をクリックします。前のステップに戻るには、戻るを
クリックします。

関連プロシージャ

● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● イベント処理タスクの管理
● Email設定の指定
● イベント フィルタの設定
● モデム設定の指定
● ステータス変更イベントの設定
● SNMPトラップの設定
● WBEMイベント

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● 指定するイベントおよびシステム属性を使用した新しい自動イベント処理タスクの作成
● Emailメッセージの例

既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成

新しい自動イベント処理タスクを作成し、特定のイベントへの応答を定義するには、次の手順
を実行します。

注記:

前バージョンのHP Systems Insight Managerでは、自動イベント処理タスクにつ
いて選択できるサーバの最大数は100でした。HP Systems Insight Manager 5.0で
は、制限はありません。

新しいタスクを定義するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[新規タスク]を選択します。[自動イベン
ト処理] - [新規タスク]ページが表示されます。

2. [存在するイベント収集から]を選択します。[ステップ1, 名前の選択]が表示されます。

3. [タスク名]ボックスにタスクの名前を入力します。

4. 次へをクリックします。[ステップ2, 存在するイベント収集の選択]ページが表示されます。

5. ドロップダウン ボックスからイベント収集を選択します。このステップにより、イベント
収集とその関連システム収集を選択できるようになります。表示をクリックして、イベン
トおよびシステム収集の条件を読み取り専用ビューで確認します。戻るをクリックして前
のステップに戻るか、次へをクリックして次のステップに進みます。[ステップ3, アクショ
ンの選択]ページが表示されます。
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6. このタスクのアクションを選択します。以下から選択します。

● ポケベル通知の送信（Windowsのみ）

[>>]をクリックし、ユーザのドロップダウン リストから、ポケベル メッセージを受け
取るユーザを追加します。ポケベル メッセージを受け取るユーザのリストからユーザ
を削除するには、[<<]をクリックします。ユーザのポケベル番号は、[ユーザおよび認
証]ページで設定します。詳細については、「新規ユーザの作成」を参照してください。
[ユーザ]リストのユーザ名がアクティブでない場合は、そのユーザのポケベル情報が設
定されていません。ポケベルで通知するユーザのリストにこのユーザを追加できます
が、[ユーザおよび認証]ページでポケベル情報を指定するまで、このユーザにはポケベ
ル メッセージは送信されません。

● Emailの送信

[宛先]フィールドに、通知を受信するEmailアドレスのリストを入力します。

[CC]フィールドに、Emailのコピーを受信する必要があるEmailアドレスを入力します(各
アドレスをカンマで区切ります)。

[件名]フィールドに、Emailの件名を入力します。

[メッセージ フォーマット]フィールドで、受信者のエンコーディング優先順位に応じ
て次のフォーマットのいずれかを選択します。

❍ [標準]。デフォルトのメッセージ フォーマットでテキスト形式のEmailメッセージが
受信者に送信されます。

❍ [ポケベル/SMS]。同じ情報がポケベル メッセージ フォーマットで受信者に送信さ
れます。

❍ [HTML]。[HTMLイベント詳細]ページに似たEmailメッセージが受信者へ送信されま
す。

[エンコーディング]フィールドで、次のフォーマットのいずれかを選択します。

❍ 西ヨーロッパ言語（ISO-8859-1）

❍ Unicode（UTF-8）

❍ 日本語（ISO-2022-JP）

❍ 日本語（シフトJIS）

❍ 日本語（EUC）

● カスタム コマンドの実行

[コマンド]ドロップダウン リストからカスタム コマンドを選択します。カスタム コマ
ンドは、[ツール]->[カスタム コマンド]->新しいカスタム コマンドオプションで作成さ
れます。詳細については、「新規カスタム コマンドの作成」を参照してください。

● 割り当て

タスクの割り当てを受ける人の名前を入力します。受信時に、イベントがこのユーザ
に割り当てられます。
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● SNMP トラップとして送信

システム名かIPアドレスを[名前またはIP]テキスト フィールドに入力して[>>]をクリッ
クし、[トラップ受信者]ボックスに追加します。

受信者を削除する場合は、[トラップ受信者]ボックスで名前を強調表示した後で、削除
をクリックします。削除する受信者にスクロールするには、上向き矢印と下向き矢印
を使用します。

● システム ログへの書き込み

Windows NTシステムとWindows XPシステムでは、イベントの詳細がアプリケーショ
ン ログに書き込まれ、イベント ログの[ソース]列は記録されたイベントの[HP Systems
Insight Manager]としてリストされます。LinuxシステムとHP-UXシステムでは、イベ
ントの詳細がシステム ログに記録されます。このログは通常、Linuxで
は/var/log/messagesファイルに、HP-UXでは/var/adm/sysLog/syslog.logファイルにあ
ります。

● イベントを確認済みに変更

受け取ったイベントは、タスク実行時に選択した条件に基づいてクリアされます。

7. 選択したら、次へをクリックして次のステップに進むか、戻るをクリックして前のステッ
プに戻ります。[ステップ4, 時間フィルタの選択]ページが表示されます。

8. 時間フィルタを使用する場合は、[時間フィルタの使用]チェックボックスを選択して、ド
ロップダウン リストからオプションを選択します。

a. ユーザ定義フィルタを設定する場合は、フィルタの管理をクリックします。詳細につ
いては、「時間フィルタの適用」を参照してください。

b. [時間フィルタの表示]をクリックします。[時間フィルタ]ポップアップ ウィンドウに、
選択した時間が表示されます。

[時間フィルタの使用]チェックボックスが選択されていない場合、選択した条件と一
致するイベントが受信されると、必ず、アクションが起動されます。

[時間フィルタの使用]チェックボックスが選択されている場合、選択した時間フィル
タが指定する範囲内でイベントが発生したときにだけ、アクションが起動されます。

c. 情報を入力したら、次へをクリックして次のステップに進むか、戻るをクリックして
前のステップに戻ります。[ステップ5. 概要のレビュー]ページが表示され、[タスク
名]、[イベント収集]、[イベント]、および [アクション]情報が表示されます。ポケベ
ル オプションやEmailオプションを選択した場合は、モデム設定とEmail設定が、設定
を変更するボタンとともに表示されます。

9. モデム設定を編集するには、モデム設定の編集をクリックします。SMTP設定を編集するに
は、Email設定の編集をクリックします。 詳しくは、「モデム設定の指定」か「SNMPト
ラップの設定」を参照してください。

10. 新しいタスクを作成するには、終了をクリックします。前のステップに戻るには、戻るを
クリックします。
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関連プロシージャ

● 指定するイベントおよびシステム属性を使用した新しい自動イベント処理タスクの作成
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● イベント処理タスクの管理
● Email設定の指定
● イベント フィルタの設定
● モデム設定の指定
● ステータス変更イベントの設定
● SNMPトラップの設定
● WBEMイベント

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例

自動イベント処理タスクの編集

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]を選択します。[自動イベント処理 - タスク
の管理]ページが表示されます。

2. 編集するタスクを選択し、編集をクリックします。[タスクの編集]セクションが表示され
ます。

3. タスク設定を編集するには、すべての手順を実行してください。

各手順の詳細については、「既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成」
および「これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの
作成」を参照してください。

関連プロシージャ

● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● 自動イベント処理タスクのコピー
● タスク定義の表示
● イベント タスク結果の表示
● 自動イベント処理タスクの有効化または無効化
● イベントの削除
● Email設定の指定
● モデム設定の指定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例

自動イベント処理タスクのコピー

既存のタスクの設定詳細を複製する手順は次のとおりです。
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タスクをコピーするには、次のように操作します。

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]を選択します。[自動イベント処理 - タスク
の管理]ページが表示されます。

2. コピーするタスクを選択し、コピーをクリックします。[タスクのコピー]セクションが表
示されます。

3. [タスク名]フィールドに新しいタスクの名前を入力します。

4. OKをクリックします。タスクが新しい名前でコピーされ、自動イベント処理タスクのリ
ストに追加されます。

関連プロシージャ

● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● 自動イベント処理タスクの編集
● タスク定義の表示
● イベント タスク結果の表示
● 自動イベント処理タスクの有効化または無効化
● イベントの削除
● Email設定の指定
● モデム設定の指定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例

タスク定義の表示

選択されたタスクのタスク設定全体を表示するには、次の手順を実行します。これらの設定オ
プションは、タスクの作成時に設定されています。

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]を選択します。[自動イベント処理 - タスク
の管理]ページが表示されます。

2. タスクを選択し、定義の表示をクリックします。[定義の表示]セクションに、次の情報が
表示されます。

● タスク名。  タスクの作成時にタスクに付けられた名前です。

● イベント収集。  タスクの作成時に選択されたイベント収集です。

● イベント。  タスクに設定されているイベント検索条件です。

● システム。  タスクに選択されているシステム収集です。

● アクション。  Emailの送信やシステム ログへの書き込みなど、タスクの作成時に選
択されたアクションです。

● Email設定。  タスクの作成時に設定されたEmail設定です。
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各設定の詳細については、「既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成」
および「これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの
作成」を参照してください。

関連プロシージャ

● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● 自動イベント処理タスクの編集
● 自動イベント処理タスクのコピー
● イベント タスク結果の表示
● 自動イベント処理タスクの有効化または無効化
● イベントの削除
● Email設定の指定
● モデム設定の指定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例

イベント タスク結果の表示
1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]を選択します。[自動イベント処理 - タスク
の管理]ページが表示されます。

2. タスク結果を表示するタスクを選択し、タスク結果をクリックします。[タスクの詳細]セ
クションが表示されます。

表示される詳細については、「タスク結果リスト」を参照してください。

関連プロシージャ

● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● 自動イベント処理タスクの編集
● 自動イベント処理タスクのコピー
● タスク定義の表示
● 自動イベント処理タスクの有効化または無効化
● イベントの削除
● Email設定の指定
● モデム設定の指定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例
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自動イベント処理タスクの有効化または無効化

注記:

このオプションは、Insightマネージャ7からインポートされた通知タスクの場合
に、特に便利です。インポートされた通知タスクは、無効にされた状態でHP
Systems Insight Managerにインポートされます。このようなタスクを編集し、設
定が正しいかどうかを確認した後、有効をクリックして有効に設定できます。

注記:

タスクが現在有効か無効かによって、ボタンのラベルが変更されます。

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[タスクの管理]を選択します。[自動イベ
ント処理 - タスクの管理]ページが表示されます。

2. 有効か無効に設定するタスクを選択します。

3. 有効なタスクを無効にする場合は、無効をクリックします。無効なタスクを有効にする場
合は、有効をクリックします。

関連プロシージャ

● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● 自動イベント処理タスクの編集
● 自動イベント処理タスクのコピー
● タスク定義の表示
● イベント タスク結果の表示
● イベントの削除
● Email設定の指定
● モデム設定の指定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例

Email設定の指定
SMTPホストと中央管理サーバEmailを設定するには、この手順を実行します。

Email用にSMTP設定を指定するには、次のように操作します。
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1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[Emailの設定]を選択します。[Emailの設
定]ページが表示されます。

2. [SMTPホスト]ボックスにSMTPホストを指定します。

3. Email通知の送信時に管理サーバが使用するEmail送信元アドレスを[送信者のEmailアドレ
ス]ボックスに指定します。

4. SMTPサーバを認証するには、[サーバには認証が必要です]チェックボックスを選択しま
す。

5. [アカウント名]ボックスで、アカウント名を指定します。

6. [パスワード]ボックスで、パスワードを指定します。

7. 変更内容を保存するには、OKをクリックします。

注記:

入力したパスワードが間違っていると、該当する受信者にEmail通知が送信され
ません。

関連プロシージャ

● イベント処理タスクの管理
● 指定するイベントおよびシステム属性を使用した新しい自動イベント処理タスクの作成
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● イベント フィルタの設定
● モデム設定の指定
● ステータス変更イベントの設定
● SNMPトラップの設定
● WBEMイベント

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例
● Email通知に基づくポケベル タスクの作成

モデム設定の指定

モデムがポケベル メッセージの送信に使用するCOMポートを指定するには、次の手順を実行
します。
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注記:

モデム設定は、Windowsのみで指定できます。

ポケベル用にモデム設定を指定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[モデムの設定]を選択します。[モデムの
設定]ページが表示されます。

2. [COMポート]ドロップダウン ボックスで下向き矢印をクリックし、適切なCOMポートを
選択します。詳細については、モデムのマニュアルを参照してください。

3. 設定を保存するには、OKをクリックします。

関連プロシージャ

● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● 自動イベント処理タスクの編集
● 自動イベント処理タスクのコピー
● タスク定義の表示
● イベント タスク結果の表示
● 自動イベント処理タスクの有効化または無効化
● イベントの削除
● Email設定の指定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例

イベントの確認

1. [オプション]->[イベント]->[イベントの確認]を選択します。[イベントの確認]ページが表示
されます。

2. ターゲット イベントを選択します。ターゲット選択の詳細については、「タスクの作成」
を参照してください。

3. 適用をクリックします。

4. すぐに実行をクリックしてイベントをすぐに確認済みに変更し、[タスク結果]ページを表
示するか、スケジュールをクリックして削除をスケジュールします。タスクを実行するス
ケジュール設定の詳細については、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。
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注記:

HP Systems Insight Managerでイベントが確認されると、HP Storage Essentialsで
も確認されます。

HP Storage Essentialsでイベントが確認されると、HP Systems Insight Managerで
も確認されます。

関連プロシージャ

● Email設定の指定
● モデム設定の指定
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● イベント処理タスクの管理
● イベント フィルタの設定
● SNMPトラップの設定
● ステータス変更イベントの設定
● イベントの削除

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例
● サービス通知イベント

イベントの削除

1. [オプション]->[イベント]->[イベントの削除]を選択します。[イベントの削除]ページが表示
されます。

2. ターゲット イベントを選択します。ターゲット選択の詳細については、「タスクの作成」
を参照してください。

3. 適用をクリックします。

4. （省略可能）削除するイベントを追加するには、ターゲットの追加をクリックします。削
除プロセスからイベントを削除するには、ターゲットの削除をクリックします。

5. すぐに実行をクリックしてイベントをすぐに削除し、[タスク結果]ページを表示するか、
スケジュールをクリックして削除をスケジュールします。タスクを実行するスケジュール
設定の詳細については、「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

注記:

HP Systems Insight Managerでイベントを削除しても、HP Storage Essentialsでは
そのイベントは削除されません。
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HP Storage Essentialsでイベントを削除しても、HP Systems Insight Managerでは
そのイベントは削除されません。

関連プロシージャ

● Email設定の指定
● モデム設定の指定
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● イベント処理タスクの管理
● イベント フィルタの設定
● SNMPトラップの設定
● ステータス変更イベントの設定
● イベントの確認

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例
● サービス通知イベント

イベント フィルタの設定
登録済みのSNMPトラップに対してイベント フィルタ設定を指定するには、次の手順を実行し
ます。

イベント フィルタを設定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[イベント]->[イベント フィルタの設定]を選択します。[イベント フィルタ
の設定]ページが表示されます。

2. 未登録イベントを受け入れるには、[未登録イベントを受け付ける]を選択します。未登録
イベントを受け入れない場合は、このボックスの選択を解除します。

3. 特定深刻度の登録イベント、または複数の深刻度の登録イベントを受け入れるには、[深刻
度付きの登録イベントを受け付ける]を選択します。

4. 受け入れる深刻度を選択します。使用可能オプションは、クリティカル、メジャー、マイ
ナー、警告、および情報です。

5. [検出したシステムから以下のIP範囲を受け付ける:]ボックスに受け入れるIPアドレスの範
囲を入力します。

6. [検出したシステムから以下のIP範囲を除外する:]ボックスにIP範囲を入力し、特定のシス
テムからのトラップを破棄します（省略可能）。

注記： IPアドレスの範囲か1台のシステムを1行に1つ入力します。複数の範囲やシステム
はセミコロン（;）で区切ります。また、アスタリスク（*）を入力すると、全範囲のトラッ
プを受け入れたり削除することができます。

7. 設定を受け入れるには、OKをクリックします。
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関連プロシージャ

● イベント処理タスクの管理
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● Email設定の指定
● モデム設定の指定
● ステータス変更イベントの設定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● MIBの管理

SNMPトラップの設定
SNMPトラップに関連して、ユーザが変更可能な属性の表示と編集を行うには、次の手順を実
行します。

SNMPトラップを設定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[イベント]->[SNMPトラップの設定]を選択します。[SNMPトラップの設
定]ページが表示されます。

2. [MIB名]ドロップダウン リストからMIB名を選択します。

3. [トラップ名]ドロップダウン リストからトラップ名を選択します。[イベント タイプ]と[説
明]は、選択したトラップ名によって変わります。

4. （省略可能）[イベント タイプ]を変更します。

5. （省略可能）[説明]を編集します。

6. [トラップ処理有効]ボックスで[はい]か[いいえ]を選択します。

7. [カテゴリ]ドロップダウン リストからカテゴリを選択します。

8. [深刻度]ドロップダウン リストから深刻度を選択します。使用可能オプションは、情報、
マイナー、メジャー、クリティカルです。

9. 設定を保存するには、OKをクリックします。

SNMPトラップ フィールド

説明フィールド名

ドロップダウン リストからMIB名を選択しま
す。残りのすべてのフィールドは、選択した
MIB名に従って変化します。

MIB名

[MIB名]フィールドでMIB名を選択すると、デ
フォルトのトラップ名が入力されます。ドロッ
プダウン リストで別のトラップ名を選択する
と、これを変更できます。

トラップ名
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説明フィールド名

タイプは、実際のトラップ名を考慮した形式で
す。この名前が、システムを的確に記述してい
ない場合は、このタイプを変更します。

イベント タイプ

説明は、ベンダによって提供されます。より具
体的な指示、正確な参考資料、Webサイト参
照で置き換えてください。

説明

ほとんどのトラップは有効になっています。ト
ラップ処理を使用すると、メッセージの量を制
御できます。不要な情報メッセージや、未対応
イベントについて繰り返されるトラップ メッ
セージなどの、無用なメッセージをオフに切り
替えてください。

トラップ処理有効

カテゴリ リストには、HP Systems Insight
Managerカテゴリ タイプと未割り当てがリス
トされます。

カテゴリ

一部のベンダは、すべての深刻度レベルにデ
フォルトの「情報」を使用しています。この深
刻度を、ユーザの判断した問題の深刻度を反映
するレベルに変更してください。または、使用
している環境では、クリティカルなステータス
ではないことが明確にわかっている、トラップ
メッセージのメジャーまたはクリティカルな深
刻度を変更できます。このようなステータスが
あてはまるかどうかは、ユーザが判断します。
HP Systems Insight Managerで有効なオプショ
ンは、クリティカル、メジャー、マイナー、情
報、および未割り当てのみです。

深刻度

関連プロシージャ

● Email設定の指定
● イベント フィルタの設定
● モデム設定の指定
● イベント処理タスクの管理
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● ステータス変更イベントの設定
● WBEMイベント

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例
● MIBの管理

ステータス変更イベントの設定

ハードウェア ステータスが、クリティカル（到達不能）な状態から変化したか、クリティカル
な状態に変化したときにシステムのステータス変更イベントを送信することを設定するには、
次の手順を実行します。
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ステータス変更イベント設定を指定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[イベント]->[ステータス変更イベントの設定]を選択します。[ステータス変
更イベントの設定]ページが表示されます。

2. このページでは、2つのオプションを使用できます。どちらか一方か両方のオプションを
選択してください。

● [システム ステータス変更イベントの作成を有効にする。]。このオプションでは、ハー
ドウェア ステータス ポーリング タスクのpingでシステムに到達できない場合に、シス
テム到達不能イベントが送信されます。このオプションを有効にすると、システムが
到達可能に戻ったとき、システム到達可能イベントが作成されます。

● [システムにアクセス可能な時、アクセス不能なシステム ステータス変更イベントを自
動的に消去します。]。このオプションを有効にすると、到達不能だったシステムが応
答を始めたとき、以前の到達不能イベントがクリア状態でマークされます。

3. 変更内容を適用するには、OKをクリックします。

関連プロシージャ

● イベント処理タスクの管理
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● Email設定の指定
● イベント フィルタの設定
● モデム設定の指定
● SNMPトラップの設定
● WBEMイベント

関連トピック

● イベント
● イベント管理について
● Emailメッセージの例

WBEMイベント
HP Systems Insight Managerでは、グラフィカル ユーザ インタフェース（GUI）を介して、Web
ベース エンタープライズ管理（WBEM）イベントの予約と予約解除ができます。また、コマン
ド ライン インタフェース（CLI）からも、WBEMイベントの予約と予約解除ができます。WBEM
イベントをサポートしているシステムについてWBEMイベントを予約しないと、発生するどの
WBEMイベントもイベント ビュー ページに表示されません。

中央管理サーバ（CMS）上にOpenSSHをインストールおよび設定し、SSHのキーを有効化して
おく必要があります。詳細については、「OpenSSHのインストール」を参照してください。

WBEMイベントは、HP-UX、Linux、およびSMI-Sデバイス（ストレージ、スイッチ、テープ ラ
イブラリなど）で動作します。HP-UX およびLinuxシステムについてのWBEMイベントを使用す
るには、管理対象システムにWBEMサービス2.0をインストールしておく必要があります。各
管理対象システムには、正しいイベント プロバイダ（例：HP-UX上のEMSラッパ イベント プ
ロバイダ）をインストールする必要があります。WBEMサービスとプロバイダのインストール
の詳細については、「管理対象システム」を参照してください。HP-UXシステムとLinuxシステ
ムでmxwbemsubコマンドを使用する場合、root権限が必要です。OpenSSHは、メニュー
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ツールの実行時にのみ使用されます。mxwbemsubをコマンド ラインで実行する場合、
OpenSSHは必要ではありません。

WBEMイベントを受信するポートを設定する場合は、globalsettings.propsファイルと
WBEM_indications_Listener_Portプロパティを編集します。ポートのデフォルト値は、
50004です（WBEM_indications_Listener_Port=50004）。このポートが使用できない場
合は、ファイルを編集し、適切な値を割り当てます。HP Systems Insight Managerが実行中の場
合は、サービスを停止し、再起動すると、新しいポートにアクセスできます。WBEMイベント
の予約がデフォルトのポート設定で設定された場合、それを削除し、再度追加すると、WBEM
イベントがCMSに送信された際に新しいポートが使用されます。

WBEMイベントの予約と予約解除ができます。これらのオプションにアクセスするには、[オプ
ション]->[イベント]->[WBEMイベントの登録]および[オプション]->[イベント]->[WBEMイベン
トの登録取り消し]を選択します。

関連プロシージャ

● WBEMイベントの予約

関連トピック

● WBEMイベント
● タスクの作成
● タスクのスケジュール設定
● タスク結果リスト

WBEMイベントの予約
1. [オプション]->[イベント]->[WBEMイベントの登録]を選択します。[ステップ1:ターゲット
システムの選択]ページが表示されます。

2. ターゲット システムを選択し、適用をクリックします。[ステップ1:ターゲット システム
の確認]ページが表示されます。

3. 次へをクリックします。[ステップ2:タスクの確認]ページが表示され、前の手順で作成し
たタスクの詳細情報が表示されます。

4. [すぐに実行]をクリックしてターゲット システムにWBEMイベントを予約します。[タスク
結果]ページが表示されます。

関連プロシージャ

● WBEMイベントの予約

関連トピック

● WBEMイベント
● タスクの作成
● タスクのスケジュール設定
● タスク結果リスト
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WBEMイベントの予約解除
1. [オプション]->[イベント]->[WBEMイベントの登録取り消し]を選択します。[ステップ1:
ターゲット システムの確認]ページに、WBEMイベントが予約されたすべてのターゲット
が示されます。

2. ターゲットのWBEMイベントの予約を解除したくない場合は、ターゲットの横にあるチェッ
クボックスを選択して、[ターゲットの削除]をクリックします。

3. 次へをクリックします。[ステップ2:タスクの確認]ページが表示され、前の手順で作成し
たタスクの詳細情報が表示されます。

4. [すぐに実行]をクリックしてターゲット システムのWBEMイベントの予約を解除します。
[タスク結果]ページが表示されます。

タスクを後で実行するようスケジュールする場合は、すぐに実行をクリックしないで、スケ
ジュールをクリックします。詳細については、「タスクのスケジュール設定」を参照してくだ
さい。

注記:

mxwbemsubコマンドを使用すると、CLIを介して、予約をリストしたり、他の
場所へ移動したりすることも可能です。詳細については、「コマンド ライン イ
ンタフェース コマンドの使用」を参照してください。

関連プロシージャ

● WBEMイベントの予約

関連トピック

● WBEMイベント
● タスクの作成
● タスクのスケジュール設定
● タスク結果リスト

Emailメッセージの例
HP Systems Insight Managerから送信可能なEmailメッセージには、次の3種類があります。

● [標準]

● [ポケベル/SMS]

● [HTML]

各メッセージの詳細については、「これから指定するイベントおよびシステム属性による新規
イベント処理タスクの作成」を参照してください。
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標準Emailメッセージの例

From: Doe, John 
Sent: Wednesday, April 28, 2004 5:04 PM 
To: Doe, Jane 
Cc: Smith, Jim; Jones, Beth 
Subject: System A: Storage System side panel is removed (Ver. 3): 

Standard E-mail format

Event Name: Storage System side panel is removed (Ver. 3) 
Event originator: System A 
Event Severity: Major 
Event received: 28-Apr-2004, 17:03:47

Event description: Storage System side panel is removed. The side 
panel status has been set to removed. The storage system`s side 
panel is not in a properly installed state. This situation may result 
in improper cooling of the drives in the storage system due to 
air flow changes caused by the missing side panel. 
User Action: Replace the storage system side panel.

Status: sidePanelRemoved

ポケベル/SMSメッセージの例

From: Doe, John 
Sent: Wednesday, April 28, 2004 5:04 PM 
To: Doe, Jane 
Cc: Smith, Jim; Jones, Beth 
Subject: System A: Storage System side panel is removed (Ver. 3): 

Pager SMS Format E-mail testing

System A, Storage System side panel is removed (Ver. 3),Status: sidePanelRemoved

HTMLメッセージの例

From: Doe, John 
Sent: Wednesday, April 28, 2004 5:04 PM 
To: Doe, Jane 
Cc: Smith, Jim; Jones, Beth 
Subject: qaunit1: Storage System side panel is removed (Ver. 3): 

HTML Format E-mail testing
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ここで、quanit1は、システム名です。

関連プロシージャ

● イベント処理タスクの管理
● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● イベント フィルタの設定
● モデム設定の指定
● Email設定の指定

関連トピック

● イベント
● イベント管理について

サービス通知イベント

HPのサービス分析ツールであるWeb-Based Enterprise Services（WEBES）およびOpen Service
Event Manager（OSEM）は、分析により保守可能なイベントがあると判断したら、特別なSNMP
トラップを使用して、HP Systems Insight Managerに対するサービス通知を生成します。

この機能は、WEBES v4.4.1以上およびOSEM v1.3以上でサポートされており、バージョン4.0
以上のHP Systems Insight Managerに含まれています。

これらのツールのダウンロードとインストール手順については、以下のURLにアクセスしてく
ださい。http://h18023.www1.hp.com/support/svctools/

OSEMは、バージョン7.2以上の『Management CD』にも収録されています。
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インスタント サポート エンタープライズ エディション（ISEE）をインストールすると、WEBES
およびOSEMのサービス通知は、リモートで発生したサポートの必要な事項についてのステー
タス情報も提供します。

ISEEのダウンロードと追加情報については、http://www.hp.com/jp/iseeにアクセスして確認し
てください。

設定とセットアップ

サービス通知を正しく機能させるための、HP Systems Insight Managerでの特別なセットアップ
はありません。それは、サービス管理情報ベース（MIB）がHP Systems Insight Managerキット
に含まれており、通常のインストール時にコンパイルされるからです。

サービス トラップが、通常、デフォルトでlocalhostに送信されるため、WEBESまたはOSEMが
HP Systems Insight Managerと同じシステム上にインストールされている場合、特別なセット
アップは不要です。WEBESまたはOSEMがHP Systems Insight Managerとは別のシステム上にイ
ンストールされている場合、『OSEM Installation Guide』の『「How to Change the HP SIM
Host Name」』セクションで説明する手順を実行する必要があります。

WEBESの場合、オペレーティング システムのコマンド ラインから、desta snmpと入力して
ください。

サービス トラップの送信先システムを入力するように指示されるので、WEBESとHP Systems
Insight Managerが同じシステム上にあるかどうかとは関係なく、HP Systems Insight Managerの
システム名を入力してください。

HP Systems Insight Managerによる、サービス トラップ通知の処理
HP Systems Insight Managerは、WEBESまたはOSEMからサービス トラップ通知を受け取ると、
他の管理イベントとほぼ同じ方法で処理します。

これらのイベントを表示する方法は、1つではありません。まず、特別な操作を必要としない
方法として、[すべてのイベント]での表示があります。また、[高度な検索]機能を使用してイベ
ント収集で表示することもできます。HP Systems Insight Manager 4.xでは、[高度な検索]を使
用して、イベント カテゴリ名が[HPサービス イベント]、タイプ名が[すべて]のイベントを検
索する必要があります。HP Systems Insight Manager 5.0では、この作業は、[すべてのHPサー
ビス イベント]によってデフォルトで実行されます。[すべてのHPサービス イベント]には、[シ
ステムおよびイベント]パネルパネルで[イベント]->[共有]->[すべてのHPサービス イベント]を
選択することによってアクセスできます。

イベント テーブル ビュー ページでは、[イベント タイプ]は、[レポート済みサービス]として
表示されます。[システム名]および [イベント時刻]は、故障したシステムまたはサブシステム
およびエラーの報告時刻を示します。[深刻度]は、メジャーとなります。これは、分析がメン
テナンスが必要と判断した場合にのみサービス通知が送信されるからであり、また、サービス
トラップにはInsightマネジメント エージェントが送信するSNMPトラップのような元のイベン
トに含まれる情報以外の情報が含まれるからでもあります。

サービス トラップ通知の詳細
サービス通知の詳細を表示するには、イベント テーブル ビュー ページで、テーブルの[イベン
ト タイプ]の下で、表示したい[レポート済みサービス]を選択して、サービス トラップを表示
します。

サービス トラップは、次のような複数の種類の情報で構成されます。
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● イベントID、ステータス、説明など基本トラップ情報

● 故障したシステムの属性を示すソース情報と、エラー発生時刻

● WEBESまたはOSEMイベント分析へのURLリンク。このリンクをクリックするとWEBESま
たはOSEMのイベント ビューアが表示され、そのイベントに関する詳細な分析とトラブル
シューティング情報を見ることができます。

● ISEEクライアントへのURLリンク。そのイベントのコール ステータスが表示されます。

注記:

このリンクは、ISEEがインストールされ、ISEEクライアントからステータ
ス情報を正常に受け取っている場合にのみ利用できます。

● 推奨される処置。問題を解決するために実行すべき保守作業についての情報を提供します。
故障位置、システムID、部品コールアウトなどの情報を含む可能性があります。

注記:

この機能は、HP Systems Insight Manager 5.0以上に付属のサービスMIBで
のみ利用できます。また、OSEM v1.3.6またはWEBES v4.4.1が送信した
サービス トラップについてのみ利用できます。

● お客様による修理手順（利用できる場合）へのURLリンク。お客様が推奨処置を実行するの
に役立つ指示書やビデオを提供します。

注記：この機能は、HP Systems Insight Manager 5.0以上に付属のサービスMIBでのみ利用で
きます。また、OSEM v1.3.6またはWEBES v4.4.1が送信したサービス トラップについての
み利用できます。

サービス トラップとMIBタイプに関する情報
HP Systems Insight Manager 5.0には、サービスMIBの新しいバージョンが含まれ、OSEM 1.3.6
およびWEBES v4.4.1が送信する高度なサービス トラップをサポートします。OSEM 1.3.6につ
いては、OSEMの内部設定の「HP Systems Insight Manager trap revision」にアクセスして、新
しいトラップ タイプを生成するように設定する必要があります。WEBES 4.4.1は、デフォルト
で新しいトラップを送信します。

新しいMIBはコンパイルして、HP Systems Insight Manager 4.xの古いバージョンに組み込むこ
とができ、古いバージョンと新しいバージョンのサービス トラップを認識します。最新バー
ジョンのサービスMIBを入手するには、HPのWebサイト
http://h18023.www1.hp.com/support/svctools/（英語）にアクセスして、[WEBES]または
[OSEM]の下にある[download service MIB]を選択します。HP Systems Insight Managerに新
しいサービスMIBを登録するには、HP Systems Insight Managerを実行するシステム上で次のよ
うに操作します。

1. MS-DOSウィンドウかUNIXシェルを開きます。
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2. ディレクトリを、MIBを含むディレクトリに変更します。

● Windowsの場合：

c:\program files\hp\systems insight manager\mibs

● Linuxの場合：

/opt/mx/mibs

3. mxmib -d cpqservice.mibを実行して、古いサービスMIBの登録を解除します。

4. 古いcpqservice.mibおよびcpqservice.cfgを削除します。

5. 新しいcpqservice.mibをmibsディレクトリにコピーします。

6. mcompile cpqservice.mibを実行して、新しいサービスMIBを.cfgフォーマットにコンパ
イルします。

7. mxmib -a cpqservice.cfgを実行して、新しいサービスMIBを登録します。

関連プロシージャ

● MIBの登録
● MIBの登録解除

関連トピック

● デフォルト パブリック収集

イベント タスクの例
ポートフォリオを含めたくなる可能性のあるさまざまなイベント タスクの例を以下に示しま
す。

● 確認済みサーバ イベントの削除。  この例は、イベント収集の作成方法と、確認済みサー
バ イベントを削除するタスクの作成およびスケジュール設定手順を示します。

● 情報イベントの削除。  この例は、イベント収集の作成方法と、設定されたスケジュール
に関する情報イベントを削除するタスクの作成およびスケジュール設定手順を示します。

● システムのステータスがクリティカルになった場合のEmail送信。  この例は、イベント
収集の作成方法と、システムのステータスがクリティカルになった場合にEmailを送信する
自動イベント処理タスクの作成およびスケジュール設定手順を示します。

● ポケベル通知タスクの作成。  この例は、システムのステータスがクリティカル、メ
ジャー、またはマイナーになった場合にポケベル通知を送信する自動イベント処理タスク
の作成方法を示します。

関連プロシージャ

● すべての確認済みイベント削除タスクの作成
● 30日以前のイベント削除タスクの作成
● Email通知に基づくポケベル タスクの作成
● システムがクリティカルな状態になったときEmailを送信するタスクの作成
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Email通知に基づくポケベル タスクの作成
中央管理サーバ（CMS）がクリティカル、メジャー、またはマイナーなイベントを受信したと
きに、BlackBerry、携帯電話（SMSなど）、その他のポケベル通知インタフェース アプリケー
ションに転送可能なEmailをHP Systems Insight Managerで送信できるようにする、通知タスク
を設定することができます。

重要:

時間フィルタを使用する場合は、オンコール スタイルのEmailまたはポケベル通
知を使用することができます。ある人物には日中の営業時間内に通知し、もう1!
人には夜間に通知する場合は、2種類のタスクを作成し、時間フィルタを適切に
設定します。

注記:

これと同様のタスク設定をポケベルのタスクに適用すると、HP Systems Insight
Managerサーバのモデムが、BlackBerryまたは英数字表示のポケベルを経由して、
ポケベル通知を出すことができるように設定できます。

注記:

ポケベル通知は、WindowsベースのCMSでのみサポートされています。

注記:

日本国内では、ポケベル通知機能はサポートされていません。

タスクを作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[新規タスク]を選択します。[自動イベン
ト処理] - [新規タスク]ページが表示されます。

2. [イベントおよび指定するシステム プロパティから]または[存在するイベント収集から]を
選択します。以下の手順を実行してタスクを作成します。

3. [タスク名]フィールドに、「Email - ポケベル通知タスク用重要イベント」などのタスク
の名前を入力します。
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4. 次へをクリックします。[イベントの選択]セクションが表示されます。イベント基準の選
択については、「イベントの高度な検索の実行」を参照してください。

5. 新しいイベント収集を作成する場合は、最初の選択ボックス（基準の選択）から、[深刻
度]を選択します。それ以外の場合は、すべてのイベント収集のリストが表示されます。

6. 2番目の選択ボックス（比較の選択）から、[次]を選択します。

7. 3番目の選択ボックス（値の選択）から、[クリティカル]を選択します。

8. 追加をクリックして、「メジャー」と「マイナー」の2つの深刻度をタスクに追加します。

9. 3番目の選択ボックスで、5から6の手順を繰り返します。 [メジャー]および[マイナー]を
選択してください。

10. 次へをクリックします。[システムの選択]セクションが表示されます。システムの選択基
準については、「システムの高度な検索の実行」を参照してください。

11. 最初の選択ボックス（基準の選択）から、[システム名]を選択します。

12. 2番目の選択ボックス（比較の選択）から、[次]を選択します。

13. 3番目の選択ボックス（値の選択）から、[すべて]を選択します。

14. 次へをクリックします。[アクションの選択]セクションが表示されます。

15. [Emailの送信]を選択します。

16. [送信先]フィールドに、通知を送信するEmailアドレスを入力します（複数のアドレスを指
定するとグループに通知することができます）。[CC]アドレスを追加すると管理者または
スーパーバイザにも通知することができます。

17. [件名:]フィールドに、「HP Systems Insight Managerイベント」などの件名を入力し
ます。

18. [メッセージ フォーマット]セクションで、[ポケベル/SMS]オプションに変更します。こ
れで、HP Systems Insight Managerでのポケベル通知タスクと同様のフォーマットで圧縮し
たEmailが送信されます。この方法は、BlackBerryまたは携帯電話などのハードウェアに警
告を送信する場合（またはTAPIが使用できず、Emailからポケベルへの転送通知サービスを
利用しているとき）には、理想的な方法です。

19. 次へをクリックします。[時間フィルタの選択]セクションが表示されます。

20. 24時間中いつでもEmailを受信する場合を除いて、[時間フィルタの使用]と[夜および週末]
を選択します。24時間中いつでも受信する場合は[時間フィルタの使用]をクリアします。
フィルタの詳細については、「時間フィルタの適用」を参照してください。

21. 次へをクリックします。[概要のレビュー]が表示されます。

22. 戻るをクリックして内容を変更するか、終了をクリックしてタスクを保存します。

関連プロシージャ

● これから指定するイベントおよびシステム属性による新規イベント処理タスクの作成
● 既存のイベント収集による自動イベント処理タスクの作成
● イベント処理タスクの管理
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● タスクのスケジュール設定
● 時間フィルタの適用

すべての確認済みイベント削除タスクの作成

以下の例は、すべての確認済みサーバ イベントをHP Systems Insight Managerデータベースか
ら削除するタスクの作成方法を示します。これはユーザの管理ポートフォリオに加えると便利
なタスクです。確認済みイベントを日常的に削除しておくと、データベースから不必要なエン
トリがなくなり、システムのパフォーマンスが向上します。

次のように、このタスクには2つのセグメントがあります。

● 削除するイベントを含むイベント収集の作成

● すべての確認済みサーバ イベントを削除するタスクの作成およびスケジュール設定とタス
クの実行

イベント収集の作成

1. [検索]パネルで[高度な検索]をクリックします。[高度な検索]ページが表示されます。

2. [検索対象]ドロップダウン ボックスから[イベント]を選択します。

3. 第1選択ボックス（条件選択）で下向き矢印をクリックし、[確認ステータス]を選択しま
す。

4. 第2選択ボックス（比較演算子選択）で下向き矢印をクリックし、[次]を選択します。

5. 第3選択ボックス（値選択）には、条件と比較演算子の特定の組み合わせに使用できる値
が表示されます。[確認済み]を選択します。

6. 追加をクリックして、システム タイプ条件を追加します。

7. 第1選択ボックス（条件選択）で下向き矢印をクリックし、[システム タイプ]を選択しま
す。

8. 第2選択ボックス（比較演算子選択）で下向き矢印をクリックし、[次]を選択します。

9. 第3選択ボックス（値選択）には、条件と比較演算子の特定の組み合わせに使用できる値
が表示されます。[サーバ]を選択します。

10. （省略可能）検索結果を表示するには、表示をクリックします。

11. 名前を付けて保存をクリックしてイベント収集を保存します。

12. [名前]フィールドに、[確認済みイベントの削除]などの収集名を入力します。

13. [保存場所]で、[深刻度別イベント]への収集の保存を選択して、他のユーザが収集を利用で
きるようにします。

14. 収集を保存するには、OKをクリックします。操作をキャンセルするには、キャンセルを
クリックします。
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タスクの作成およびスケジュール設定

1. [オプション]->[イベント]->[イベントの削除]を選択します。[イベントの削除]ページが表示
されます。

2. [確認済みイベントの削除]収集を選択します。["確認済みイベントの削除"自体を選択]チェッ
クボックスを選択します。

3. 適用をクリックします。

4. スケジュールをクリックします。

5. [タスク名]ボックスで、タスクに[確認済みイベントの削除タスク]などの名前を付けます。

6. [スケジュールの調整]セクションで、使用したいスケジュール オプションを選択します。
タスクのスケジュール設定の詳細については、「タスクのスケジュール設定」を参照して
ください。

7. 完了をクリックします。この時点でタスクがスケジュール設定され、[スケジュールされた
すべてのタスク]ページが表示されます。

このタスクを任意の時間に実行するには、[タスク&ログ]->[タスク結果の表示]を選択しま
す。テーブルから[確認済みイベントの削除タスク]を選択し、すぐに実行をクリックしま
す。詳細については、「スケジュール済みタスクの実行」を参照してください。

関連プロシージャ

● イベントの高度な検索の実行
● 収集の保存
● データベースからのイベントの削除

関連トピック

● ツリー ビューのナビゲート

30日以前のイベント削除タスクの作成
一連の条件に基づいてイベントを削除するには、このタスクを使用します。たとえば、6週間
以上前のすべての情報イベントを削除する「Delete Informational Events」というタスクを作成
することができます。

注記:

セキュリティ イベントを削除するには、完全な設定権が必要です。

収集の作成

1. [検索]パネルで[高度な検索]をクリックします。[高度な検索]ページが表示されます。
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2. [検索対象]ドロップダウン ボックスから[イベント]を選択します。

3. 第1選択ボックス（条件選択）で下向き矢印をクリックし、[深刻度]を選択します。

4. 第2選択ボックス（比較演算子選択）で下向き矢印をクリックし、[次]を選択します。

5. 第3選択ボックス（値選択）には、条件と比較演算子の特定の組み合わせに使用できる値
が表示されます。[情報]を選択します。

6. 第3選択ボックス（値選択）には、条件と比較演算子の特定の組み合わせに使用できる値
が表示されます。[正常]を選択します。

7. 追加をクリックして「正常」深刻度を選択します。

8. 第1選択ボックス（条件選択）で下向き矢印をクリックし、[深刻度]を選択します。

9. 第2選択ボックス（比較演算子選択）で下向き矢印をクリックし、[次]を選択します。

10. 第3選択ボックス（値選択）には、条件と比較演算子の特定の組み合わせに使用できる値
が表示されます。[正常]を選択します。

11. 追加をクリックして「正常」深刻度を選択します。

12. 第1選択ボックス（条件選択）で下向き矢印をクリックし、[イベント時間]を選択します。

13. 第2選択ボックス（比較演算子選択）で下向き矢印をクリックし、[が次より古い]を選択し
て[30日]を選択します。

14. （省略可能）検索結果を表示するには、表示をクリックします。

15. 名前を付けて保存をクリックしてイベント収集を保存します。

16. [名前]フィールドに、[不要なイベントの削除]などの収集名を入力します。

17. [保存場所]で、[深刻度別イベント]への収集の保存を選択して、他のユーザが収集を利用で
きるようにします。

18. 収集を保存するには、OKをクリックします。操作をキャンセルするには、キャンセルを
クリックします。

タスクのスケジュール設定

1. [オプション]->[イベント]->[イベントの削除]を選択します。[イベントの削除]ページが表示
されます。

2. [不要なイベントの削除]収集を選択します。["不要なイベントの削除"自体を選択]チェック
ボックスを選択します。

3. 適用をクリックします。

4. スケジュールをクリックします。

5. [タスク名]ボックスで、タスクに[不要なイベントの削除タスク]などの名前を付けます。

6. [スケジュールの調整]セクションで、[次の間隔毎 [1週] 曜日 [土] 時間 [0：00]]を選択す
るか、タスクを実行したい日時を選択します。

541

システムとイベントの管理



7. 完了をクリックします。この時点でタスクがスケジュール設定され、[スケジュールされた
すべてのタスク]ページが表示されます。

このタスクを任意の時間に実行するには、[タスク&ログ]->[タスク結果の表示]を選択しま
す。テーブルから[不要なイベントの削除タスク]を選択し、すぐに実行をクリックします。
詳細については、「スケジュール済みタスクの実行」を参照してください。

関連プロシージャ

● イベントの高度な検索の実行
● タスクの作成
● タスクのスケジュール設定
● イベントの削除
● 収集の保存
● スケジュール済みタスクの実行

関連トピック

● ツリー ビューのナビゲート

システムがクリティカルな状態になったときEmailを送信す
るタスクの作成

以下の手順により、検出されたシステムのステータスがクリティカルになったときに実行され
る自動イベント処理タスクを設定することができます。

注記:

自動イベント処理タスクについては、選択できるサーバの最大数は100です。

収集の作成

1. [検索]パネルで[高度な検索]をクリックします。[高度な検索]ページが表示されます。

2. [検索対象]ドロップダウン ボックスから[イベント]を選択します。

3. 第1選択ボックス（条件選択）で下向き矢印をクリックし、[深刻度]を選択します。

4. 第2選択ボックス（比較演算子選択）で下向き矢印をクリックし、[次]を選択します。

5. 第3選択ボックス（値選択）には、条件と比較演算子の特定の組み合わせに使用できる値
が表示されます。[クリティカル]を選択します。

6. （省略可能）検索結果を表示するには、表示をクリックします。

7. 名前を付けて保存をクリックしてイベント収集を保存します。

8. [名前]フィールドに、[Critical Events]などの収集名を入力します。
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9. [保存場所]で、[深刻度別イベント]への収集の保存を選択して、他のユーザが収集を利用で
きるようにします。

10. 収集を保存するには、OKをクリックします。操作をキャンセルするには、キャンセルを
クリックします。

Emailを送信するためのHP Systems Insight Managerの設定
1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[Emailの設定]を選択します。[Emailの設
定]ページが表示されます。

2. [SMTPホスト]ボックスにSMTPホストを指定します。

3. Email通知の送信時に管理サーバが使用するEmail送信元アドレスを[送信者のEmailアドレ
ス]ボックスに指定します。

4. SMTPサーバを認証するには、[サーバには認証が必要です]チェックボックスを選択しま
す。

5. [アカウント名]ボックスで、アカウント名を指定します。

6. [パスワード]ボックスで、パスワードを指定します。

7. 変更内容を保存するには、OKをクリックします。

ステータス変更イベントの設定

1. [オプション]->[イベント]->[ステータス変更イベントの設定]を選択します。[ステータス変
更イベントの設定]ページが表示されます。

2. [システム ステータス変更イベントの作成を有効にする。]を選択します。このオプション
では、ハードウェア ステータス ポーリング タスクのpingでシステムに到達できない場合
に、システム到達不能イベントが送信されます。このオプションを有効にすると、システ
ムが到達可能に戻ったとき、システム到達可能イベントが作成されます。

3. 変更内容を適用するには、OKをクリックします。

タスクの作成

1. [オプション]->[イベント]->[自動イベント処理]->[新規タスク]を選択します。[自動イベン
ト処理] - [新規タスク]ページが表示されます。

2. [存在するイベント収集から]を選択します。新しいタスクを定義するには、5つのステップ
を実行します。

3. 存在するイベント収集を使用する場合、オプション選択後、新規タスクを定義するために
以下の5つのステップを完了する必要があります。[ステップ1, 名前の選択]が強調表示さ
れます。[タスク名]ボックスに、[Send E-mail for Critical Status]などのタスクの名前
を入力してください。

4. 次へをクリックします。[ステップ2, 存在するイベント収集の選択]ページが表示されます。

5. ドロップダウン ボックスから[Critical Events]収集を選択します。

6. [Emailの送信]を選択します。
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[宛先]フィールドに、通知を受信するEmailアドレスのリストを入力します。●

[CC]フィールドに、Emailのコピーを受信する必要があるEmailアドレスを入力します(各
アドレスをカンマで区切ります)。

[件名]フィールドに、Emailの件名を入力します。

[メッセージ フォーマット]フィールドで、受信者のエンコーディング優先順位に応じ
て次のフォーマットのいずれかを選択します。

❍ [標準]。デフォルトのメッセージ フォーマットでテキスト形式のEmailメッセージが
受信者に送信されます。

❍ [ポケベル/SMS]。同じ情報がポケベル メッセージ フォーマットで受信者に送信さ
れます。

❍ [HTML]。[HTMLイベント詳細]ページに似たEmailメッセージが受信者へ送信されま
す。

[エンコーディング]フィールドで、次のフォーマットのいずれかを選択します。

❍ 西ヨーロッパ言語（ISO-8859-1）

❍ Unicode（UTF-8）

❍ 日本語（ISO-2022-JP）

❍ 日本語（シフトJIS）

❍ 日本語（EUC）

7. 選択したら、次へをクリックします。

8. [ステップ4, 時間フィルタの選択]が表示されます。時間フィルタを使用する場合は、[時間
フィルタの使用]チェックボックスを選択して、ドロップダウン リストからオプションを
選択します。

ユーザ定義フィルタを設定する場合は、フィルタの管理をクリックします。詳細について
は、「時間フィルタの適用」を参照してください。

9. 情報を入力したら、次へをクリックします。

10. 次へをクリックすると、[ステップ5. 概要のレビュー]ページが表示され、[タスク名]、[イ
ベント収集]、[イベント]、および [アクション]情報が表示されます。Email設定を編集する
必要がある場合、SMTP設定を編集するには、Email設定の編集をクリックします。詳細に
ついては、「SNMPトラップの設定」を参照してください。

11. 新しいタスクを作成するには、終了をクリックします。

関連プロシージャ

● イベント処理タスクの管理
● Email設定の指定
● イベント フィルタの設定
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ステータス ポーリング
ポーリング タスクでは、システム リストに載っているシステムのシステム ヘルス ステータス
が追跡されます。SNMPトラップやその他のイベントが管理コンソールに正しく届かない場合、
システムが正常な状態になっているかどうかを簡単に調べることができます。システムがいつ
オフラインになるか、またはパフォーマンスがいつ低下するかを判断するためには、システム
のステータス ポーリングを連続して行う必要があります。特定システムのポーリング タスク
をカスタマイズして、スケジュールした時刻に実行できます。また、特定の要件に合わせて、
さまざまなシステム リストやイベント リストで、新しいポーリング タスクを作成することも
できます。

注記:

DMIステータス ポーリングは、Windows 中央管理サーバとターゲット システム
でのみサポートされます。

デフォルトのポーリング タスクは、次の2つです。

● ソフトウェア ステータス ポーリング。  ソフトウェア バージョン更新ステータスを判断
するには、ソフトウェア ステータス ポーリングを使用します。このタスクは7日ごとに実
行するように設定されており、デフォルトでは水曜日の深夜12時に実行されます。このタ
スクは、編集していつでも実行できます。このタスクでは、以下が実行されます。

❍ ソフトウェアとファームウェアのインベントリをシステムから取得

❍ ソフトウェアとファームウェアの更新ステータスを判断

❍ データベースでバージョンを並び替えます。

ソフトウェア ステータス ポーリングを利用するには、[オプション]->[ステータス ポーリン
グ]->[ソフトウェア ステータス ポーリング]を選択します。

● ハードウェア ステータス ポーリング。  システム ステータスの追跡調査に使用します。
次の2種類のハードウェア ステータス ポーリング タスクがあります。

❍ [ハードウェア ステータス ポーリング -非サーバ]。タイプが、サーバ、クラスタ、また
は管理プロセッサではないターゲット システムのステータス情報を収集する場合に使用
します。このタスクは、デフォルトで、スタートアップ時と、その後は10分に1回ポー
リングを実行しますが、ステータス変更イベントを送信しません。

❍ [ハードウェア ステータス ポーリング -サーバ]。タイプが、サーバ、クラスタ、または
管理プロセッサのSNMPシステムのステータス情報を収集する場合に、使用します。こ
のタスクは、デフォルトで、スタートアップ時とその後は5分ごとにポーリングを実行
し、イベントに基づいて通知タスクを設定できるステータス変更イベントを送信しま
す。

ハードウェア ステータス ポーリングを利用するには、[オプション]->[ステータス ポーリン
グ]->[ハードウェア ステータス ポーリング]を選択します。
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関連プロシージャ

● ハードウェア ステータス ポーリング
● ソフトウェア ステータス ポーリング

関連トピック

● デフォルト ポーリング タスクについて

ソフトウェア ステータス ポーリング
次の例は、管理対象システムのソフトウェアが最新かどうかを調べるソフトウェア バージョン
ステータス ポーリング タスクを作成する方法を説明しています。このタスクでは、すべての
サーバ リストがデフォルト リストとして使用されます。

注記:

HP Systems Insight Managerをインストールしたとき、このタスクの1つのインス
タンスがデフォルトで作成されます。このタスクは週ごとに実行されます。この
タスクは、削除されていた場合にのみ作成します。

ソフトウェア ステータス ポーリング タスクを作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[ステータス ポーリング]->[ソフトウェア ステータス ポーリング]を選択し
ます。

2. [すべてのシステム]収集からターゲットシステムを選択します。デフォルトでは、[すべて
のシステム]が選択されています。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. タスクをスケジュールするには、スケジュールをクリックします。タスクをすぐに実行す
るには、すぐに実行をクリックします。タスクのスケジュール設定の詳細については、
「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

関連プロシージャ

● ハードウェア ステータス ポーリング

関連トピック

● ステータス ポーリング
● デフォルト ポーリング タスクについて

ハードウェア ステータス ポーリング
HP Systems Insight Managerでは、定義済みハードウェア ステータス ポーリング タスクでシス
テム ヘルス ステータスが追跡されます。このタスクでは、さまざまなプロトコルでハードウェ
ア ステータスの更新がポーリングされます。以下では、ハードウェア ステータス ポーリング
を使用してシステムをポーリングするタスクの設定方法について説明します。
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注記:

HP Systems Insight Managerをインストールしたとき、このタスクの1つのインス
タンスがデフォルトで作成されます。新しいシステムやイベントが検索条件に適
合する場合、そのインスタンスが実行されます。このタスクは、削除されていた
場合にのみ作成します。

ハードウェア ステータス ポーリング タスクを作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[ステータス ポーリング]->[ハードウェア ステータス ポーリング]を選択し
ます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. 次へをクリックします。[プロトコル設定の選択]セクションが表示されます。

4. 以下のプロトコルから選択します。

● DMI

注記：DMIは、Windowsシステムでのみ使用できます。

● HTTP

● SNMP

● WBEM

注記：デフォルトでは、すべてのプロトコルが選択されています。すべてのプロトコルが
選択されていないと、スケジュールボタンとすぐに実行ボタンは無効になります。

5. [タイムアウト（秒）]を選択します。

● デフォルトの使用（現在は「4」）

● [カスタムを使用]。タイムアウトの最大値は120秒、最小値は1秒です。

6. 再試行回数を選択します。

● デフォルトの使用（現在は「1」）

● [カスタムを使用]。再試行回数の最大値は10回、最小値は0回です。

7. タスクを実行するには、次のオプションのうちいずれかを選択します。

● スケジュール。タスクの実行タイミングをスケジュールするには、スケジュールをク
リックします。「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

● すぐに実行。タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。[タスク結
果ページ]が表示されます。「タスク結果リスト」を参照してください。
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● 戻る。戻るをクリックすると、前のページに戻ります。

関連プロシージャ

● ソフトウェア ステータス ポーリング

関連トピック

● ステータス ポーリング
● デフォルト ポーリング タスクについて

WMI Mapperプロキシ
WMI Mapperプロキシとは、WMI用の設定のことです。WMI Mapperは、クライアントCIM/XML
WBEM要求を受信し、その要求をWindows Management Instrumentation(WMI）要求に変換し
ます。WMI結果は、CIM/XML形式に変換されて、クライアントに返されます。検出と識別タス
クでは、WMI Mapperプロキシ リストのプロキシが使用されて、システムがWMI対応システ
ムであるかどうかが検出されます。システムがWMI対応である場合は、特定プロキシに基づい
て、そのシステムの識別情報が返されます。

WMI Mapperプロキシ機能では、以下が可能です。

● WMI Mapperプロキシの追加。  [オプション]->[プロトコル設定]->[WMI Mapperプ
ロキシ]->[新規]を選択します。[WMI Mapperプロキシの追加]セクションが表示されます。

● WMI Mapperプロキシの編集。  [オプション]->[プロトコル設定]->[WMI Mapperプ
ロキシ]を選択します。編集するプロキシを選択し、[編集]をクリックします。[WMI Mapper
プロキシの編集]セクションが表示されます。

● WMI Mapperプロキシの削除。  [オプション]->[プロトコル設定]->[WMI Mapperプ
ロキシ]を選択します。削除するシステムを選択し、削除をクリックします。確認ボックス
が表示されます。システムを削除するには、OKをクリックします。削除をキャンセルする
には、キャンセルをクリックします。

注記:

列見出しをクリックし、列を並び替えます。

関連プロシージャ

● WMI Mapperプロキシの追加
● WMI Mapperプロキシの編集
● WMI Mapperプロキシの削除

関連トピック

● プロトコル
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WMI Mapperプロキシの追加
HP Systems Insight Managerでは、WMI Mapperプロキシを追加して、HP Systems Insight Manager
の新しいプロキシを定義できます。

注記:

Windows Management Instrumentation（WMI）Mapperプロキシの追加、編集、
削除を行うには、完全な設定権が必要です。

WMI Mapperプロキシを追加するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[プロトコル設定]->[WMI Mapperプロキシ]->[新規]を選択します。[WMI
Mapperプロキシの追加]セクションが表示されます。

2. [ホスト]フィールドに、WMI Mapperプロキシの完全DNS名またはWMI Mapperプロキシ
のIPアドレスを入力します。

3. [ポート番号]フィールドに、ポート番号を入力します。WMI Mapperプロキシは、このポー
ト番号を使用して、WMIクライアントとやり取りします。

4. [WMI Mapperプロキシの追加]セクションを保存して閉じる場合は、OKをクリックしま
す。[WMI Mapperプロキシの追加]セクションを閉じないで保存する場合は、適用をク
リックします。保存操作を中止するには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● WMI Mapperプロキシの編集
● WMI Mapperプロキシの削除

関連トピック

● WMI Mapperプロキシ

WMI Mapperプロキシの編集
プロキシ情報を更新するには、Windows Management Instrumentation（WMI）Mapperプロキ
シを編集します。プロキシは、1つずつしか編集できません。

注記:

WMI Mapperプロキシの追加、変更、削除を行うには、完全な設定権が必要で
す。

WMI Mapperプロキシを編集するには、次のように操作します。
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1. [オプション]->[プロトコル設定]->[WMI Mapperプロキシ]を選択します。

2. 編集するプロキシを選択し、編集をクリックします。[WMI Mapperプロキシの編集]セ
クションが表示されます。

3. [ポート番号]フィールドで、ポート番号を変更します。WMI Mapperプロキシは、このポー
ト番号を使用して、WMIクライアントとやり取りします。

4. 保存するにはOKをクリックします。編集操作を中止するには、キャンセルをクリックし
ます。

関連プロシージャ

● WMI Mapperプロキシの追加
● WMI Mapperプロキシの削除

関連トピック

● WMI Mapperプロキシ

WMI Mapperプロキシの削除
HP Systems Insight Managerでは、Windows Management Instrumentation（WMI）Mapperプロ
キシを削除できます。削除オプションでは、選択したすべてのプロキシを削除できます。1つ
以上のプロキシを選択した場合に限って、削除機能を使用できます。

注意:

1つ以上のWMI Mapperプロキシを削除すると、永久に削除され、プロキシを復
元することはできなくなります。

注記:

WMI Mapperプロキシの追加、変更、削除を行うには、完全な設定権が必要で
す。

WMI Mapperプロキシを削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[プロトコル設定]->[WMI Mapperプロキシ]を選択します。

2. 削除するシステムを選択します。

注記：列見出しをクリックし、列で並び替えます。

3. 削除をクリックします。

WMI Mapperプロキシの削除を確認するように要求するメッセージが表示されます。
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4. WMI Mapperプロキシの削除を確定するには、OKをクリックします。削除操作をキャン
セルするには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● WMI Mapperプロキシの追加
● WMI Mapperプロキシの編集

関連トピック

● WMI Mapperプロキシ

プロトコル
プロトコル設定は、グローバルに指定してすべてのシステムに適用したり、個別システムまた
はシステム グループに指定したりすることができます。

グローバルにプロトコル設定を指定するには、次のいずれかの方法で[グローバル プロトコル
の設定]ページにアクセスします。

● [オプション]->[プロトコル設定]->[グローバル プロトコル設定]を選択します。

● HP Systems Insight Manager紹介ページの[インストールを完了するために以下をすぐに実行
してください]セクションで[プロトコル設定]をクリックします。

● [自動検出 - 一般設定]ページの[検出の設定]セクションで [グローバル プロトコル設定]をク
リックします。

単一システムかシステム グループでプロトコル設定を指定するには、次の方法で[システム プ
ロトコル設定]ページにアクセスします。

● [すべてのシステム]ページで、希望のシステムの[システム名]ホットリンクをクリックして、
システムの[システム ページ]にアクセスしてから、[ツール&リンク]タブ ページの[システ
ム プロトコル設定]ホットリンクをクリックします。

● [オプション]->[プロトコル設定]->[システム プロトコル設定]を選択します。プロトコル設
定を指定する単一システムを選択してください。

単一システムのプロトコル設定を指定するには、[ツール]->[システム情報]->[システム ページ]
を選択して[システム プロトコル設定]ページにアクセスし、ターゲット システムを選択しま
す。すぐに実行をクリックして[リンク]->[システム プロトコル設定]を選択します。

関連プロシージャ

● グローバル プロトコル設定
● システムまたはシステム グループのプロトコル設定
● 単一システムのプロトコル設定

関連トピック

● グローバル プロトコル
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グローバル プロトコル設定
デフォルトのシステム全体のプロトコル設定を設定するには、グローバル プロトコルを設定し
ます。このデフォルトは、新しく検出された、すべてのシステムに適用されます。パスワード
とコミュニティ名では、1つの文字列が機能するまで、デフォルト リストが繰り返されます。
最も頻繁に使用するパスワードかコミュニティ名をリストの先頭に配置することをおすすめし
ます。

注記:

次の手順では、すべてのセクションは省略可能ですが、システムを適切に管理す
るために設定することを強くおすすめします。

注記:

[自動検出 - 一般設定]ページから[グローバル プロトコル設定]ページにアクセス
した場合は、ページ最上部の[自動検出]をクリックして[自動検出 - 一般設定]ペー
ジに戻ることができます。その他の場合は、このオプションを使用できません。

グローバル管理プロトコル設定を設定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[プロトコル設定]->[グローバル プロトコル設定]を選択します。[グローバル
プロトコルの設定]ページが表示されます。

2. [デフォルトping（ICMP）設定]セクションで、[システム到達性（ping）チェックにICMP
プロトコルを使用]か[システム到達性（ping）チェックにTCPプロトコルを使用。ポート
番号:80]を選択します。[システム到達性（ping）チェックにICMPプロトコルを使用]が
デフォルトで、推奨設定です。

[システム到達性（ping）チェックにTCPプロトコルを使用。ポート番号:80]企業ネット
ワークでICMPを無効に設定している場合や、会社の方針としてシステム ファイアウォー
ル ソフトウェアによってICMPリクエストを破棄することを義務付けている場合。たとえ
ば、Windows XPにはこの機能が組み込まれており、自動的に検出されません。このオプ
ションによって、HP Systems Insight Managerを実行し、すべての使用可能なシステムに対
してpingを実行できます。

注記：このオプションは、IPベースのシステムにのみ適用され、HP Systems Insight Manager
のすべてのシステムの管理に使用されるグローバルでシステム全体に対する設定として利
用できます。これは、自動検出、ハードウェア ステータス ポーリング、pingツール、お
よびシステムの可用性を確認する必要があるその他のツールで使用します。このオプショ
ンは、単一システム ベースでは使用できません。

注記： [システム到達性（ping）チェックにTCPプロトコルを使用。ポート番号:80]を選
択した場合、HP Systems Insight Managerが現在のシステムに接続リクエストを実行しよう
とした場合でも、このオプションを動作させるために特別なソフトウェアを追加する必要
はありません。たとえば、Webサーバをポート80で実行する必要はありません。一部の
ネットワーク システムではTCPリクエストに応答しない場合があります。これは通常、ロー
エンドのネットワーク機器で見られます。必要に応じて、手作業で追加を行うことが可能
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です。ただし、ハードウェア ステータス ポーリングの実行中は、システムはクリティカ
ルと表示されます。

3. また、[デフォルトping（ICMP）設定]セクションでも、[デフォルト タイムアウト]と[デ
フォルト再試行]を設定します。WANかサテライト リンクで管理するシステムがある場合
は、再試行回数を最低でも1回設定し、タイムアウトを長くしてください（たとえば5秒）。
LANの場合は、タイムアウトを短くできます。これは、単一システム ベース上で設定でき
ます。単一システムのプロトコル設定の詳細については、「システムまたはシステム グ
ループのプロトコル設定」を参照してください。

4. [デフォルトWBEM設定]セクションで、[WBEM有効]チェックボックスを選択し、Web
ベース エンタープライズ管理（WBEM）リクエストが送信されるように設定します。デ
フォルトでは有効に設定されています。必要に応じて、デフォルトのユーザ名とパスワー
ドを入力します。ネットワークにストレージ システムが含まれている場合は、このセク
ションで、各SMI CIMOMのユーザ名とパスワードを入力します。認証プロセスでは、正
常な応答があるまで、このユーザ名とパスワードのペアが試されます。そのシステムのそ
の後のWBEM要求では、正常に応答したユーザ名とパスワードが使用されます。Windows
ベース システムの場合は、domainname\usernameのように、ユーザ名にドメイン名を含
めます。

注記：rootとadministratorのパスワードを先にリストし、次にユーザとゲストのパスワード
をリストするという順序で、ユーザ名とパスワードのペアを並べると、検索時間が短くな
ります。

5. [デフォルトHTTP設定]セクションで、Webベース エージェントやその他のHTTPポート ス
キャンの認証が必要な場合、[HTTPおよびHTTPSを有効]を選択します。システムを適切に
管理かつ検出するために、このオプションを有効のままにしておくことをおすすめしま
す。

6. [デフォルトSNMP設定]セクションで、[SNMP有効]チェックボックスを選択（この設定
がデフォルト）して、[デフォルト タイムアウト]と[デフォルト再試行]を設定します。
WANかサテライト リンクで管理するシステムがある場合は、再試行回数を最低でも1回
設定し、タイムアウトを長くしてください（たとえば5秒）。LANの場合は、タイムアウ
トを短くできます。これは、単一システム ベース上で設定できます。

7. [デフォルト書込みコミュニティ名]を入力します。この値では、大文字と小文字が区別さ
れます。このオプションを設定する必要があるツールは、それほどありません。コミュニ
ティ名では、大文字と小文字を区別します。

8. [読み込みコミュニティ名]を入力します。この値では、大文字と小文字が区別されます。
必要な数だけ入力してください。認証プロセスでは、正常な応答を取得するまで、それぞ
れのコミュニティを使用して、システムとの通信が試されます。その後のSNMP要求では、
正常な応答があったコミュニティ名が使用されます。

9. [デフォルトDMI設定]セクションで、[DMI有効]チェックボックスを選択（この設定がデ
フォルト）して、デスクトップ管理インタフェース（DMI）識別の実行を有効にします。
DMIは、一部の旧式デスクトップ、HP-UXサーバ、および一部のサードパーティ製サーバの
管理に使用します。これらの種類のシステムを管理する必要がない場合、DMIを無効に設
定し、検出パフォーマンスを改善することが可能です。

注記：Linuxシステムでは、現在のところ、DMIはサポートされていないため、ユーザ イン
タフェースには表示されません。

注記：DMIが無効に設定されている場合で、システム タイプや製品名が正しくないシステ
ムがある場合は、DMIを再度有効に設定してください。
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注記：DMI識別は、WindowsベースおよびHP-UXベースの中央管理サーバ（CMS）のイン
ストールでのみサポートされています。また、同種のオペレーティング システムしか識別
できません。たとえば、WindowsベースのCMSはWindowsベースのDMIシステムだけを、
HP-UXベースのCMSはHP-UXベースのDMIシステムだけを、それぞれ識別できます。

10. 設定を受け入れるには、OKをクリックします。

[検出]ページからこのページにアクセスした場合は、変更を行った後、[自動検出]をクリックし
て、[検出]ページに戻ります。

関連トピック

● プロトコル
● グローバル プロトコル

システムまたはシステム グループのプロトコル設定
個別システムまたは類似システムのグループで設定を微調整するには、単一システム プロトコ
ル設定を指定します。一部のシステムがLANでアクセスされ、その他のシステムがWANでア
クセスされる場合は、このオプションがとくに便利です。WANでアクセスされるシステムは、
タイムアウトを長く、再試行回数を多く設定する必要があります。

注記:

このツールを初めて使用するときに収集を選択した場合は、ページの最上部で収
集リンクをクリックできます。ポップアップ ウィンドウに、選択した収集のす
べてのシステムが表示されます。このウィンドウを閉じるには、OKをクリック
します。単一システムを選択した場合、このリンクは表示されません。

単一システム、または類似システムのグループでプロトコル設定を指定するには、次のように
操作します。

1. [オプション]->[プロトコル設定]->[システム プロトコル設定]を選択します。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. 次へをクリックします。

4. [Ping (ICMP) 設定]セクションで、[このプロトコルの値を更新します]を選択して、ICMP
設定の更新を有効にします。これが選択されていないと、設定は更新されません。デフォ
ルトでは無効になっています。

5. [Ping (ICMP) 設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [グローバル デフォルトを使用]

● [下で指定した値を使用]。[タイムアウト（秒）]と[再試行]を入力します。

6. [WBEM設定]セクションで、[このプロトコルの値を更新します]を選択して、WBEM設定
の更新を有効にします。これが選択されていないと、設定は更新されません。デフォルト
では無効になっています。
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7. [WBEM設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [グローバル デフォルトを使用]

● [下で指定した値を使用]。[ポート#]、[ユーザ名]（Windowsベースのシステムの場合
は、domainname/usernameのように、ドメイン名をユーザ名に組み込む必要がある）、
[パスワード]、および[パスワードの確認]を入力します。

必要な数だけ入力してください。

注記： [ポート#]は、該当する場合、特定のセットについて、ブランクにすることができ
ます。

8. [SNMP設定]セクションで、[このプロトコルの値を更新します]を選択して、SNMP設定の
更新を有効にします。これが選択されていないと、設定は更新されません。デフォルトで
は無効になっています。

9. [SNMP設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [グローバル デフォルトを使用]

● [下で指定した値を使用]。[タイムアウト（秒）]、[再試行]、[読み込みコミュニティ
名]、および[書き込みコミュニティ名]を入力します。

10. [SSH設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [適用なし]。

● [下で指定した値を使用]。[ユーザ名]、[パスワード]、および[パスワードの確認]を入力
します。

注記:

Secure Shell（SSH）ターゲット サーバがパブリック キー認証をサポー
トしていない場合、このセクションに情報を入力する必要があります。

11. [識別設定]セクションでは、[システム識別を実行（推奨）]がデフォルトで選択されます。
システムの識別を実行しない場合は、このボックスの選択を解除してください。

12. 変更内容を保存せずに前画面に戻るには、戻るをクリックします。タスクをスケジュール
するには、スケジュールをクリックします。タスクをすぐに実行するには、すぐに実行を
クリックします。タスクのスケジュール設定の詳細については、「タスクのスケジュール
設定」を参照してください。

注記：スケジュールボタンおよびすぐに実行ボタンが無効になっている場合は、赤色の太
字で表示されているエラー メッセージを探して、問題のあるすべてのエントリを修正する
と、これらのボタンを使用できるようになります。

関連プロシージャ

● グローバル プロトコル設定
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● 単一システムのプロトコル設定

関連トピック

● プロトコル
● グローバル プロトコル

単一システムのプロトコル設定

個別システムの設定を微調整するには、単一システムのプロトコル設定を指定します。

単一システムのプロトコル設定を指定するには、次のように操作します。

1. [ツール]->[システム情報]->[システム ページ]を選択します。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. すぐに実行をクリックします。[システム ページ]が表示されます。

4. [ツール&リンク]タブを選択します。

5. [HP Systems Insight Managerページ]の下で、[システム プロトコル設定]をクリック
します。[システム プロトコル設定]ページが表示されます。

6. [Ping (ICMP) 設定]セクションで、[このプロトコルの値を更新します]を選択して、ICMP
設定の更新を有効にします。これが選択されていないと、設定は更新されません。デフォ
ルトでは無効になっています。

7. [Ping (ICMP) 設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [グローバル デフォルトを使用]

● [下で指定した値を使用]。[タイムアウト（秒）]と[再試行]を入力します。

8. [WBEM設定]セクションで、[このプロトコルの値を更新します]を選択して、WBEM設定
の更新を有効にします。これが選択されていないと、設定は更新されません。デフォルト
では無効になっています。

9. [WBEM設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [グローバル デフォルトを使用]

● [下で指定した値を使用]。[ポート#]、[ユーザ名]（Windowsベースのシステムの場合
は、domainname/usernameのように、ドメイン名をユーザ名に組み込む必要がある）、
[パスワード]、および[パスワードの確認]を入力します。

必要な数だけ入力してください。

注記： [ポート#]は、該当する場合、特定のセットについて、ブランクにすることができ
ます。

10. [SNMP設定]セクションで、[このプロトコルの値を更新します]を選択して、SNMP設定の
更新を有効にします。これが選択されていないと、設定は更新されません。デフォルトで
は無効になっています。
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11. [SNMP設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [グローバル デフォルトを使用]

● [下で指定した値を使用]。[タイムアウト（秒）]、[再試行]、[読み込みコミュニティ
名]、および[書き込みコミュニティ名]を入力します。

12. [SSH設定]セクションで、[このプロトコルの値を更新します]を選択して、SSH設定の更新
を有効にします。これが選択されていないと、設定は更新されません。デフォルトでは無
効になっています。

13. [SSH設定]セクションで、次のうちいずれかを選択します。

● [適用なし]。

● [下で指定した値を使用]。[ユーザ名]、[パスワード]、および[パスワードの確認]を入力
します。

注記： Secure Shell（SSH）ターゲット サーバがパブリック キー認証をサポートして
いない場合、このセクションに情報を入力する必要があります。

14. [識別設定]セクションでは、[システム識別を実行（推奨）]がデフォルトで選択されます。
システムの識別を実行しない場合は、このボックスの選択を解除してください。

15. 設定を保存するには、OKをクリックします。変更内容を保存せずに、システムの[システ
ム ページ]に戻るには、[システム ページに戻る]をクリックします。

注記:

OKボタンが無効になっている場合、赤色ボールド体のエラー メッセー
ジを探して、問題のあるエントリをすべて修正してください。この操作
を行えば、ボタンは有効になります。

関連プロシージャ

● システムまたはシステム グループのプロトコル設定
● グローバル プロトコル設定

関連トピック

● プロトコル
● グローバル プロトコル

グローバル プロトコル
本来、ネットワーク管理は複雑な作業ですが、標準なしで行うと複雑さは一層増します。複数
の管理ツールを購入した組織を考えてみましょう。個々のツールの管理方法が対象となるハー
ドウェア製品またはソフトウェア製品に応じて異なっている場合、この組織ではこれらの異な
るツールを対象に、ネットワーク管理者のトレーニングおよび管理を行わなければなりませ
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ん。このプロセスは、コストがかかるだけでなく非効率的でもあります。この問題に対処する
ため、標準化委員会が、ネットワーク管理用のプロトコルを開発しました。

HP Systems Insight Managerは、多くのさまざまな管理プロトコル標準を利用するように設計さ
れています。このため、HP Systems Insight Managerを使用すると、広い範囲の管理可能デバイ
スの管理をサポートできます。

SNMP
国際的なインターネットワークの標準化組織であるIETF（Internet Engineering Task Force）に
よって、管理プロトコル、SNMPが定義されました。SNMPは、市場において支配的なシェア
を得るまでに成長し、今日では20,000を超えるさまざまな製品をサポートしています。SNMP
のルーツは、インターネット コミュニティです。大規模で国際的なTCP/IPネットワークの複雑
さが、ネットワーク上のデバイスを管理する、標準的な方法の開発の誘因となりました。

SNMPフレームワーク内で、管理可能なネットワーク デバイス（ルータ、ブリッジ、サーバな
ど）には、マネジメント エージェントと呼ばれるソフトウェア コンポーネントが含まれます。
このエージェントは、ネットワーク要素のさまざまなサブシステムを監視し、この情報を管理
情報ベース（MIB）に格納します。このエージェントにより、デバイスはトラップを生成でき、
HP Systems Insight Managerを実行している、トラップ宛先サーバに送信するように設定できま
す。概念的に、MIBはデータベースであり、SNMPプロトコルを使用して管理アプリケーション
によって読み書きできます。MIBには、次の2種類があります。

● インターネット管理MIB。  これらのMIBは、インターネット コミュニティによって標準
化されています。MIBには、MIB-IIやRMONなどがあり、インターネット プロトコルを実装
している広範囲のネットワーク機器全体で共通する中核オブジェクトを表します。これら
のオブジェクトの例としては、TCP/IPやEthernetネットワーク インタフェースなどのネット
ワーク システムがあります。

● ベンダMIB。  これらのMIBは、個々のベンダ製品または製品ラインに固有のオブジェク
トを表します。500を超えるベンダと組織で、独自のベンダMIBが作成されています。HP
は、システム ハードウェアのSNMP管理を可能にするMIBを開発した最初のパーソナル コ
ンピュータ会社です。

SNMPは、属性に対する読み取りおよび書き込み（GETとSET）の両方のコマンドをサポートし
ています。ベンダによっては、権限を持たない人間がネットワーク要素の重要なパラメータを
変更する可能性を考えて、SETコマンドをサポートしていません。HP Systems Insight Manager
では、SNMP GETコマンドのみを主に使用します。

SNMPは、インターネットと長く関連しているため、TCP/IPと関連し、Ethernetネットワーク上
でデバイスを監視するために使用されます。ただし、IPXなどのその他のプロトコル上でSNMP
を使用できます。たとえば、HP Systems Insight Managerアプリケーションは、IPXおよびIP上の
SNMPをサポートしています。

SNMP自体は、その初期から、SNMP V2cとSNMP V3というように更新されてきました。HP
Systems Insight Managerでは、元のV1に準拠したエージェント、およびv1 MIBとv2 MIBのコン
パイルがサポートされます。SNMPでは、UDPポート161を使用してシステムを監視し、ポー
ト162でトラップを受信します。

システム間では、SNMP通信により、システムに関する情報が収集されます。HP Systems Insight
Managerは、指定されたSNMP再試行回数に基づいてSNMP通信を試し、正常にやり取りでき
るようになったとき、または再試行回数を超えたときに停止します。HP Systems Insight Manager
は、タイムアウト期間に基づいて、再試行する間にSNMP応答を待機します。最後に、システ
ムで指定されているコミュニティ名、および、HP Systems Insight Managerのシステムで指定さ
れているコミュニティ名が一致する場合に限って、HP Systems Insight ManagerはSNMPを介し
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て通信できます。「public」は一般的に使用されるデフォルトのコミュニティ名です。ただし、
セキュリティ要件で必要となるコミュニティ名を指定することができます。

注記:

SNMPでシステムを管理するには、管理対象システムのコミュニティ名、および
システムのHP Systems Insight Managerコミュニティ名が一致する必要がありま
す。一部のSNMP管理エージェントは、IPアドレスのフィルタ処理も実行できま
す。HP Systems Insight ManagerのIPアドレスが、特定SNMPエージェントの「許
可」リストに載っていることを確認してください。

DMI
1992年に設立された、主要なPC産業ベンダと企業からなるDesktop Management Task Force
（DMTF）は、デスクトップ ハードウェアおよびソフトウェア コンポーネントを管理する方法
を指定する、プラットフォームに依存しない共通のプロセスを確立しました。HPは、DMTFの
実行委員会のメンバであり、デスクトップ管理インタフェース（DMI）ソフトウェアと管理情
報フォーマット（MIF）言語という、DMTFの2つのテクノロジを定義するために協力しました。
DMIソフトウェアは、デスクトップ常駐管理プログラム、管理可能ハードウェア、およびコン
ピュータ上のソフトウェア コンポーネントの間をつなぐものとして機能します。DMIは、デス
クトップからの情報入手に、最も一般的に使用されていますが、一部のHP製サーバとワークス
テーションでは、DMIがサポートされています。

HTTP
HP Systems Insight Managerは、管理情報の伝達に業界標準のHTTPプロトコル（Webに情報を
転送するために使用されるプロトコル）も利用しています。多くのシステムでは、ある種の設
定「ホーム ページ」がサポートされており、HTTPプロトコルや安全なHTTPSプロトコルでサ
ポートされています。HP Systems Insight Managerは、[グローバル プロトコル設定]ページで有
効になっている場合、システムで実行されているHTTPSサーバの検出を試みます。詳細につい
ては、「グローバル プロトコル設定」を参照してください。

WBEM
Webベース エンタープライズ管理（WBEM）は、最新管理プロトコルのうちの1つです。この
プロトコルでは、DMTFによって定義された、業界標準の共通情報モデル（CIM）が利用されま
す。HP Systems Insight Managerは、WBEMプロトコルを直接使用してシステムとやり取りした
り、WMI Mapperプロキシを使用してWindows WMIシステムとやり取りしたりすることがで
きます。HP Systems Insight Managerは、WBEMを使用して、ストレージ システムSMI-S WBEM
プロバイダと通信します。HPは、WBEM事業に対して努力を続けてきました。WBEMは、HP、
Microsoft、Intel、BMC、Cisco、およびこれ以外の120のプラットフォーム、オペレーティング
システム、アプリケーション ソフトウェアの供給元によってサポートされている事業です。

WBEMを有効にすると、管理コンソールでは、WBEMがサポートされている、すべてのシステ
ムから情報を取得できます。WBEMを動作させるには、特定システムの正しいユーザ名とパス
ワードを指定する必要があります。WBEMによって、より多くのサーバとストレージの管理可
能データ セットを収集して、[システム ページ]やレポートに表示することができます。WBEM
が存在すると、[プロパティ]ページを使用できるようになり、WBEMイベントがイベント収集
に表示されるようになります。HTTPを有効にしないと、HP Systems Insight Managerはシステム
のWebベース機能を検出できません。
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注記:

HP Systems Insight Managerは、ユーザ提供のWBEM名とパスワードのペアが保
護されることを保証するために、WBEM over HTTPSをサポートしています。

関連プロシージャ

● グローバル プロトコル設定
● システムまたはシステム グループのプロトコル設定

関連トピック

● プロトコル
● WMI Mapperプロキシ

データ収集
データ収集は、レポート機能で使用できるデータを収集するために使用されます。このデータ
を収集してデータベースに保存する方法は、2つあります。一方では、最新のデータだけを維
持して、レポート機能を実行したり、スナップショット比較を使用して異なるシステムと相互
に比較したりすることができます。もう一方では、長期にわたって収集したすべてのデータを
保存し、スナップショット比較を使用して単一のシステムの傾向を調べることができます。

データ収集では、SNMP、デスクトップ管理インタフェース（DMI）、Webベース エンタープ
ライズ管理（WBEM）プロトコルのうちいずれか、またはこの3つの組み合わせを使用して情
報を収集します。これにより、システムに関する包括的な情報を確保できます。一般的に、DMI
は、Windowsベースのデスクトップ コンピュータとラップトップ コンピュータ、およびHP-UX
システムに装備されています。SNMPは、Windowsベースのサーバ、Linuxシステム、その他の
ネットワーク システムに装備されており、Windowsベースのデスクトップ コンピュータの情
報を収集できます。WBEMプロトコルは、アレイ、テープ ライブラリ、ファイバ チャネル ス
イッチ、HBAなどのストレージ システムからデータを収集するために使用されます。データ
は、SNIA（Storage Networking Industry Association）のSMI-S（Storage Management Initiative
Specification）に対応するSMI-Sプロバイダを備えたすべてのストレージ システムから収集でき
ます。SMI-Sプロバイダの詳細については、『HP Systems Insight Managerインストール/ユーザ
ガイド』を参照してください。

HP Systems Insight Managerでデータ収集が初めて実行された後は、特定のシステムのデータ収
集タスクをスケジュールし、さまざまなスケジュールでタスクを実行できます。HP Systems
Insight Managerに組み込まれている、デフォルトの初期データ収集タスクと隔週データ収集タ
スクの他に、特定の管理対象システムをターゲットにした、新しいデータ収集タスクを設定で
きます。[既存データセットを上書き（詳細解析用）]（Insightマネージャ7の単一インスタンス
データ収集タスク）でスケジューリングする場合は、週に1回（小規模ネットワーク）から月
に1回（大規模ネットワーク）で実行すれば十分です。[新規データセットを追加（時系列変動
解析用）]（Insightマネージャ7のデータ履歴収集タスク）でスケジューリングする場合は、よ
り頻繁に実行するように設定してください。データベースのストレージ領域が消費されること
に気をつけて、最も重要なシステムでは1時間に1回くらい実行します。

データ収集タスクを作成するには、ツールバーから、[オプション]->[データ収集]を選択しま
す。
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注記:

前述の装置プロトコルからデータを収集する[データ収集]を有効にするには、グ
ローバルか特定の対象システムで、対応するプロトコルを有効にして、適切なプ
ロトコル設定を指定する必要があります。グローバル プロトコル設定の詳細に
ついては、「グローバル プロトコル設定」を参照してください。単一システム
プロトコル設定の詳細については、「システムまたはシステム グループのプロ
トコル設定」を参照してください。

注記:

DMI対応のHP-UXシステムからDMIデータを収集できるようにするには、HP Systems
Insight Managerを実行しているサーバの名前を、対象システム
の/var/dmi/dmimachinesファイルに追加します。

注記:

WMI対応システムからWindows Management Instrumentation（WMI）データを
収集できるようにするには、[オプション]->[プロトコル設定]->[WMI Mapper
プロキシ]で、WMI Mapperプロキシの設定と指定を行う必要があります。WMI
Mapperプロキシの設定の詳細については、「 WMI Mapperプロキシの追加」を
参照してください。

新規データセットを追加（時系列変動解析用）

[新規データセットを追加（時系列変動解析用）]オプションでは、傾向情報が別個の履歴エン
トリに維持されます。この履歴に基づく傾向分析は、傾向と利用率の分析に使用できます。こ
れは、時間が推移するとレコードの内容が変わるためです。データ収集によって集められた情
報はスナップショット比較とレポートで利用され、システム収集の条件として利用することも
できます。[新規データ セットを追加（時系列変動解析用）]では、システムの履歴を詳述する
データが収集されます。問題のあるシステムや問題のある利用時間を追跡する際は、[新規デー
タ セットを追加（時系列変動解析用）]を慎重かつ控えめに使用してください。過度の使用は、
格納データが大量に作成される事態を招く可能性があるので避けてください。

注意:

標準のデータ収集タスクを削除する場合は、同等の結果が得られるタスクと必ず
置き換えてください。たとえばデータ収集タスクを削除すると、履歴を解析する
機能やレポート テーブルの情報を更新する機能が使えなくなります。レポート
に新しいデータを表示するには、更新する必要があります。
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既存データセットを上書き（詳細解析用）

[既存データセットを上書き（詳細解析用）]オプションでは、以前に収集した情報が上書きさ
れます。[既存データセットを上書き（詳細解析用）]は、現時点のスナップショットとして使
用できます。古いデータが現在の値で上書きされるからです。

現在のデータセット レポートは、[システム ページ]から表示できます。[システム ページ]に
は、収集でシステムを選択するとアクセスできます。[システム ページ]の詳細については、
「システム ページ」を参照してください。

データ収集を実行すると、相当のネットワーク リソースが消費されることに注意してくださ
い。適切なスケジュールが必要になることがあります。

重要:

同一のステータス ポーリング タスクまたはデータ収集タスクに対して複数のイ
ンスタンスがある場合、これらは同時には実行されません。!

初期データ収集

初期データ収集タスクは、DMI、SNMP、またはWBEMを実行している多数のシステムから情
報を収集する場合に使用されます。たとえば、シリアル番号やモデル番号などの情報を収集す
るために使用します。このタスクは、検索条件に合う新規システムやイベントが検出されると
実行されるよう、デフォルトで設定されています。データが収集されたら、システム テーブル
ビュー ページから選択して、システムのデータ収集レポートを表示できます。これによって、
[システム ページ]が表示されます。ここで、[ツール&リンク]タブから[データ収集レポート]リ
ンクを選択できます。その他のレポート フォーマットは、レポート ツールから使用できます。
レポート機能の詳細については、「レポート機能」を参照してください。

隔週データ収集

隔週データ収集タスクでは、システム デフォルト収集のすべてのシステムで[既存データセッ
トを上書き（詳細解析用）]オプションが実行されます。デフォルト スケジュールでは、2週間
ごとの土曜日の午前12時に実行されます。データが収集されたら、システム テーブル ビュー
ページから選択して、システムのデータ収集レポートを表示できます。この操作により、[シス
テム ページ]が表示されます。ここで、[ツール&リンク]タブを選択し、[データ収集]をクリッ
クします。

関連プロシージャ

● データ収集タスクの作成

関連トピック

● 検出と識別
● プロトコル
● リファレンス情報
● システム ページ
● レポート機能
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データ収集タスクの作成

データ収集は、レポート機能で使用できるデータを収集するために使用されます。このデータ
を収集する方法は、2つあります。一方では、詳細なデータを収集して、レポートや、スナッ
プショット比較による他のシステムとの比較に使用することができます。もう一方では、詳細
ではない代わりに長期にわたるデータを収集することができます。後者のデータを使用する
と、スナップショット比較によって単一のシステムの傾向を調べることができます。

データ収集タスクを作成するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[データ収集]を選択します。[データ収集]ページが表示されます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. 次へをクリックします。

4. 次のうちいずれかを選択し、データの保存方法を指定します。

● 既存データセットを上書き（詳細解析用）。ある時点でのネットワーク スナップショッ
トを提供します。

● 新規データセットを追加（時系列変動解析用）。傾向分析と利用状況分析を提供しま
す。

5. タスクを実行するには、次のオプションのうちいずれかを選択します。

● タスクの実行タイミングをスケジュールするには、スケジュールをクリックします。
「タスクのスケジュール設定」を参照してください。

● タスクをすぐに実行するには、すぐに実行をクリックします。[タスク結果ページ]が表
示されます。「タスク結果リスト」を参照してください。

● 戻るをクリックすると、前のページに戻ります。

6. 完了をクリックします。

[スケジュールされたすべてのタスク]ページで目的のデータ収集タスクを選択すると、タスク
の結果を表示できます。[スケジュールされたすべてのタスク]ページの詳細については、「タ
スク結果リスト」を参照してください。

コマンド ライン インタフェース
このタスクをコマンド ライン インタフェースから実行するには、mxtaskコマンドを使用し
ます。このコマンドの詳細については、コマンド ラインにmxtaskと入力してHP-UXまたは
Linuxのマンページを表示するか、Windowsのコマンド ライン ヘルプを参照してください。マ
ンページへのアクセスの詳細については、「コマンド ライン インタフェース コマンドの使用」
を参照してください。

関連トピック

● データ収集
● リファレンス情報
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システム プロパティ
システム プロパティの設定ツールにより、単一システムや複数システムのシステム プロパティ
を設定できます。

注記:

HP Systems Insight Managerで編集されるシステム プロパティは、HP Storage
Essentialsには転送されません。

システム プロパティの設定には、次の2つの方法があります。

● 単一システムのシステム プロパティを編集する。  [システム ページ]の[ツール&リンク]
タブを選択し、[システム プロパティの編集]リンクをクリックします。

● 複数のシステムのシステム プロパティを設定する。  [オプション]->[システム プロパ
ティ]->[システム プロパティの設定]を選択します。

監視の停止/回復ツールを使用すると、単一システムまたは複数システムの監視を停止できま
す。これにより、HP Systems Insight Managerのステータス ポーリング、識別、データ収集、
および自動イベント処理からシステムを除外できます。中断時間の長さは、事前設定により、
5分、15分、1時間、および1日単位で設定できます。停止ツールは、無期限に設定することも
できます。設定の変更はすぐに有効になります。システムの新しい設定を表示するには、[シス
テム ページ]の[識別]をクリックします。このツールで行った変更は以前の設定を上書きしま
す。停止したシステムは、HP Systems Insight Manager全体で無効アイコンで表示されます。

監視を停止または回復する方法には、次の2つがあります。

● 単一システムの監視を停止または回復する。  [システム ページ]の[ツール&リンク]タブ
を選択し、[監視の停止/回復]リンクをクリックします。

● 複数システムの監視を停止または回復する。  [オプション]->[システム プロパティ]->[監
視の停止/回復]を選択します。

注記:

このツールにアクセスするには、完全な設定権が必要です。

関連プロシージャ

● 単一システムのシステム プロパティの編集
● 複数システムのシステム プロパティの編集
● 単一システムのシステム監視の停止と回復
● 複数システムのシステム監視の停止と回復
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関連トピック

● システム ページ

単一システムのシステム プロパティの編集
[システム プロパティの編集]リンクでは、完全な設定権があるユーザが、以下のセクションか
らなる[システム ページ]によって、1つのシステムのシステム プロパティを再設定できます。

● 識別  このセクションには、次の情報が含まれています。

❍ [優先システム名]。  このプロパティにより、HP Systems Insight Managerユーザ イン
タフェース内でのシステム（CMSを含む）の表示方法を指定できます。デフォルト名に
戻すボタンにより、表示された名前は、最初にHP Systems Insight Managerによって検出
された名前に戻ります。

注記:

[優先システム名]を変更すると、このシステムを名前で参照している
すべてのリストが動作しなくなること、および新しい名前を使用し
ているシステムが次に検出されたときに、このシステム名がホスト
名（DNS名）に戻されることを示す警告メッセージが表示されます。

❍ [検出プロセスがこのシステム名を変更しない]。  選択すると、設定されたシステム名
が検出によって上書きされなくなります。

❍ [シリアル番号]。  システムのシリアル番号です。この後に説明するチェックボックス
の設定に関わらず、ユーザが入力した値は識別によって上書きされます。検出によって
設定された場合、このフィールドは読み取り専用です。

● 製品説明  すべてのプロパティを設定できます。

❍ [システム タイプ]。システムのシステム タイプです。下向き矢印をクリックし、適切な
システム タイプを選択してください。

❍ [システム サブタイプ]。システムのシステム サブタイプです。下向き矢印をクリック
し、適切なシステム サブタイプを選択してください。最大8種類のシステム サブタイプ
を入力できます。

❍ [製品モデル]。自由形式フィールドで、システム モデル番号を入力できます。
❍ [ハードウェア詳細]。自由形式フィールドで、ハードウェアについての説明です。
❍ [オペレーティング システム詳細]。システムで動作しているオペレーティング システム
の名前です（該当する場合）。

❍ [ツール フィルタリング用オペレーション システム]。ツール フィルタリング用のオペ
レーティング システムです。下向き矢印をクリックし、オペレーティング システム（HP
Unix、Linux、Novell、Tru64 Unix、またはWindows）を選択してください。

❍ [オペレーティング システム バージョン]。自由形式フィールドで、オペレーティング
システムのバージョンです。

● 連絡先情報 

❍ [連絡先]。  自由形式フィールドで、システムの連絡担当者です。
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❍ [場所]。  自由形式フィールドで、システムの物理位置です。

● [資産情報]。  システムの資産管理番号です。データ収集プロセスによって取得されます。

❍ [資産管理番号]。  システムの資産管理番号です。データ収集プロセスによって取得さ
れます。

● 検出、識別、データ収集プロセスがこれらのシステム プロパティを変更しない  選択す
ると、プロパティ値が検出、識別、およびデータ収集によって上書きされなくなります。
ただし、選択を解除すると、検出、識別、およびデータ収集プロセスによってプロパティ
が上書きまたは消去される場合があります。この処理の例外は、シリアル番号です。シリ
アル番号は、このチェックボックスの設定にかかわらず、識別によって取得されたシリア
ル番号で上書きされます。

注記:

このチェックボックスの選択を解除してOKをクリックすると、HP Systems Insight
Managerは何らかの変更が行われていないかをチェックします。変更が行われて
いる場合は、変更内容が次回の検出によって上書きされる可能性があることを示
す警告メッセージが表示されます。検出によって変更内容が上書きされないよう
にするには、このチェックボックスを選択しておきます。

システム プロパティを再設定するには、次のように操作します。

1. [システム]ページから、[ツール&リンク]タブを選択します。

2. [システム プロパティの編集]リンクをクリックして、個別のシステムのシステム プロパ
ティを再設定します。[システム プロパティの設定]ページが表示されます。

3. 必要なフィールドをすべて編集します。

注記：[シリアル番号]フィールドが検出によって設定された場合は編集できません。

4. 属性値の変更を適用する場合は、OKをクリックします。すべての変更を取り消すには、
キャンセルをクリックします。OKまたはキャンセルをクリックすると、[ツール&リンク]
タブに戻ります。

注記:

システム プロパティを変更すると、収集結果に影響する場合があります。シス
テムの[優先システム名]を変更すると、ユーザが作成した名前別システム収集に
影響があります。システム タイプを変更すると、タイプ別システム収集に影響
があります。

複数のシステムのシステム プロパティの設定については、「 複数システムのシステム プロパ
ティの編集」を参照してください。
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関連プロシージャ

● 複数システムのシステム プロパティの編集

関連トピック

● システム ページ
● ツール&リンク タブ
● 複数システムのシステム プロパティの編集

複数システムのシステム プロパティの編集
このツールを使用すると、複数のシステムのシステム プロパティを同時に編集できます。複数
のシステムを対象とする[システム プロパティの設定]ページは、単一のシステムを対象とする
[システム プロパティの編集]ページとよく似ています。ただし、このページでは、各プロパ
ティの横にチェックボックスが表示されます。このチェックボックスにより、ツール実行時に
設定するプロパティを選択できます。チェックされたプロパティだけが、ターゲット システム
のプロパティとして保存されます。プロパティを選択しても値を空白にすると、そのプロパ
ティは、システムに対して設定されません。すべてのプロパティが、オプションです。

注記:

このツールは、HP Storage Essentialsによって管理されているシステムには影響
しません。

注記:

このツールは、単一システムで使用できます。ただし、[システム ページ]で利用
できるプロパティの一部は、このオプションの選択時には使用できません。たと
えば、シリアル番号は、[システム ページ]では利用できますが、ここでは使用で
きません。

複数のシステムについて、システムプロパティを編集するには、次のように操作してくださ
い。

1. [オプション]->[システム プロパティ]->[システム プロパティの設定]を選択します。[シス
テム プロパティの設定]ページが表示されます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. 次へをクリックします。

4. [識別]の下で、[デフォルトのシステム名に戻す]を選択して、HP Systems Insight Manager
で表示される名前を、ホスト（DNS）名に変更します。

5. [製品詳細]で、設定するプロパティを選択します。プロパティは、以下のとおりです。
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● システム タイプ。  システムのシステム タイプです。下向き矢印をクリックし、適
切なシステム タイプを選択してください。

● システム サブタイプ 1～8。  システムのシステム サブタイプです。下向き矢印を
クリックし、適切なシステム サブタイプを選択してください。最大8つの異なるシステ
ム サブタイプを入力できます。

● 製品モデル。  自由形式フィールドで、システム モデル番号を入力できます。

● ハードウェア詳細。  自由形式フィールドで、ハードウェアについての説明です。

● オペレーティング システム詳細。  システムで動作しているオペレーティング シス
テムの名前です（該当する場合）。

● ツール フィルタリング用オペレーティング システム。  ツール フィルタリング用の
オペレーティング システムです。下向き矢印をクリックし、オペレーティング システ
ム（HP Unix、Linux、Novell、Tru64 Unix、またはWindows）を選択してください。

● オペレーティング システムのバージョン。  自由形式フィールドで、オペレーティ
ング システムのバージョンです。

6. [資産情報]の下で、[資産管理番号:]を選択し、システムの資産番号を入力します。

7. [連絡先情報]で、以下から選択します。

● 連絡先。  自由形式フィールドで、システムの連絡担当者です。

● 場所。  自由形式フィールドで、システムの物理位置です。

8. [システム プロパティ ロック]の下で、以下から選択します。

● ロック - 検出および識別プロセスによるシステム プロパティの変更を防ぎます。  ター
ゲット システムの属性ロック設定が設定され、検出および識別によるプロパティの上
書きを防止します。

● アンロック - 検出および識別プロセスによるシステム プロパティの変更を許可しま
す。  ターゲット システムの属性ロック設定がクリアされ、検出および識別によるプ
ロパティの上書きを可能にします。

● 無視 - ターゲット システムのロック プロパティを設定しません。  ターゲット シス
テムの現在の属性ロック設定が、維持されます。

9. 別のターゲット システムを選択する場合は、戻るをクリックします。タスクをスケジュー
ルするには、スケジュールをクリックします。タスクをすぐに実行するには、すぐに実行
をクリックします。

単一システムのシステム プロパティの設定については、「単一システムのシステム プロパティ
の編集」を参照してください。

関連プロシージャ

● 単一システムのシステム プロパティの編集
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関連トピック

● システム ページ
● ツール&リンク タブ

単一システムのシステム監視の停止と回復

[監視の停止/回復]リンクにより、監視の停止時間を設定できます。HP Storage Essentialsシス
テムに対しては、監視の停止/回復コマンドは無効になります。

注記:

この機能にアクセスするには、完全な設定権が必要です。

単一システムの監視を停止または回復するには、次のように操作します。

1. [ツール]->[システム情報]->[システム ページ]を選択します。[システム ページ]が表示され
ます。

注記：システム テーブル ビュー ページの[システム名]列でシステム名を選択することに
よって、[システム ページ]にアクセスすることもできます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. [ツール&リンク]タブを選択します。

4. [監視の停止/回復]リンクをクリックします。[監視の停止/回復]ページが表示されます。

5. 次のいずれかのオプションを選択します。

● [このシステムの監視を有効にする]。  今後 システムの監視を停止させたくない場合
は、このオプションを選択します。

● [このシステムの監視を無期限に停止する]。  システムの監視を一定の期間だけ停止
したい場合は、このオプションを選択します。下向き矢印をクリックし、オプション
を選択して、時間を選択してください。

● [このシステムの監視を無期限に停止する]。  設定が変更されるまでシステムの監視
を停止する場合は、このオプションを選択します。

6. 変更を適用する場合は、OKをクリックします。変更を破棄する場合はキャンセルをクリッ
クしてください。OKまたはキャンセルをクリックすると、[ツール&リンク]タブに戻りま
す。

複数のシステムの監視の停止または回復については、「複数システムのシステム監視の停止と
回復」を参照してください。
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関連プロシージャ

● 複数システムのシステム プロパティの編集

関連トピック

● システム ページ
● 複数システムのシステム監視の停止と回復

複数システムのシステム監視の停止と回復

監視の停止/回復ツールにより、複数のシステムの監視の中断時間を設定できます。HP Storage
Essentialsシステムに対しては、監視の停止/回復ツールは無効になります。

注記:

この機能にアクセスするには、完全な設定権が必要です。

複数のシステムの監視を停止または回復するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[システム プロパティ]->[監視の停止/回復]を選択します。[監視の停止/回
復]ページが表示されます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの作成」を参照してくださ
い。

3. 次へをクリックします。システムを追加するには、ターゲットの追加をクリックします。
システムを削除するには、ターゲットを選択してターゲットの削除をクリックします。

4. 次のいずれかのオプションを選択します。

● ターゲット システムの監視を有効化。  ターゲット システムの監視を停止したくな
い場合は、このオプションを選択します。

● ターゲット システムの監視を次の間停止する。  設定した時間が経過するまで、ター
ゲット システムの監視を停止したい場合は、このオプションを選択します。下向き矢
印をクリックし、オプションを選択して、時間を選択してください。

● ターゲット システムの監視を無期限に停止する。  新たに設定し直すまで、ターゲッ
ト システムの監視を停止する場合は、このオプションを選択します。

5. 別のターゲット システムを選択する場合は、戻るをクリックします。タスクをスケジュー
ルするには、スケジュールをクリックします。タスクをすぐに実行するには、すぐに実行
をクリックします。

単一システムの監視の停止または回復については、「単一システムのシステム監視の停止と回
復」を参照してください。
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関連プロシージャ

● 単一システムのシステム監視の停止と回復

関連トピック

● システム ページ
● サーバ識別タブ
● ツール&リンク タブ

バージョン コントロール レポジトリ
HP Systems Insight Managerでは、HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャを指定で
きます。バージョン コントロール レポジトリ マネージャには、最新ProLiant Support Packが保
存されるため、最新ソフトウェアを使用できるようになります。

バージョン コントロール レポジトリを指定するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[バージョン コントロール レポジトリ]を選択します。[バージョン コント
ロール レポジトリ]ページが表示されます。

2. [デフォルト バージョン コントロール レポジトリの選択]で、バージョン コントロール レ
ポジトリ マネージャがインストールされているシステムを選択します。

注記：バージョン コントロール レポジトリ マネージャがインストールされているシステ
ムを信頼する必要があります。信頼関係の詳細については、「信頼証明書」を参照してく
ださい。信頼関係を確立したら、[最終更新日]をクリックし、[信頼済み]列を[はい]に更新
します。

3. [選択したバージョン コントロール レポジトリの内容]で、 アイコンをクリックして展
開し、選択したバージョン コントロール レポジトリの内容を表示します。

注記：ツリーを展開してすべての内容を表示するには、[選択したバージョン コントロー
ル レポジトリの内容]セクションの右上にある アイコンをクリックします。 アイ
コンをクリックすると、リストを縮小できます。

注記： 昇順か降順で列を並び替えるには、列の見出しをクリックします。

注記：このセクションには、現行ユーザに権限があるシステムが表示されます。HPバー
ジョン コントロール レポジトリ マネージャを含むシステムを表示する権限が現行ユーザ
にない場合、システムは、[デフォルト バージョン コントロール レポジトリの選択]セク
ションに表示されません。バージョン コントロール レポジトリ マネージャを実行してい
るシステムが検出されていない場合は、レポジトリが検出されなかったことを示すメッ
セージが表示されます。

4. 変更内容を適用するには、OKをクリックします。レポジトリ設定が正常に保存されたか
どうかを示すメッセージが表示されます。

5. OKをクリックしてダイアログ ボックスを閉じます。

関連トピック

● バージョン コントロール
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● バージョン コントロール レポジトリ マネージャについて
● バージョン コントロール エージェントについて

PMP管理オプション
次の3つのPerformance Management Pack（PMP）管理ツールがHP Systems Insight Managerを
通じて利用できます。

● [ライセンス]。  サーバへのライセンス適用とPMPへのライセンスの追加を行うことがで
きます。

[ライセンス]にアクセスするには、[オプション]->[Performance Management Packオ
プション]->[ライセンス]を選択します。

このオプションのヘルプを表示するには、
http://middle_tier:2381/pmp/help/License_Administration.htmにアクセスしま
す。ここで、middle_tierにはHP Systems Insight ManagerとPMPがインストールされている
サーバの名前かIPアドレスを指定します。または、 PMPディレクトリ\Program
Files\HP\Performance Management Pack\PMP\htm\help\License_Administration.htmにアク
セスします。ここで、PMPディレクトリには、PMPがインストールされているサーバ上の
PMPディレクトリを指定します。

● [設定]。  選択されたサーバのパフォーマンス監視と、監視されているサーバの監視パラ
メータの変更を、行うことができます。

[設定]にアクセスするには、[オプション]->[Performance Management Packオプショ
ン]->[設定]を選択します。

このオプションのヘルプを表示するには、
http://middle_tier:2381/pmp/help/Monitoring_Administration.htmにアクセス
します。ここで、middle_tierにはHP Systems Insight ManagerとPMPがインストールされてい
るサーバの名前かIPアドレスを指定します。または、 PMPディレクトリ\Program
Files\HP\Performance Management Pack\PMP\htm\help\Monitoring_Administration.htmにア
クセスします。ここで、PMPディレクトリには、PMPがインストールされているサーバ上の
PMPディレクトリを指定します。

● [手動ログパージ]。  PMPレポジトリから、不要なログ データや過去のログ データを削除
します。

[手動ログパージ]にアクセスするには、[オプション]->[Performance Management Pack
オプション]->[手動ログパージ]を選択します。

このオプションのヘルプを表示するには、
http://middle_tier:2381/pmptools/help/ManualLogPurge.htm にアクセスしま
す。ここで、middle_tierにはHP Systems Insight ManagerとPMPがインストールされている
サーバの名前かIPアドレスを指定します。または、 PMPディレクトリ\Program
Files\HP\Performance Management Pack\PMPTools\htm\help\ManualLogPurge.htmにアクセ
スします。ここで、PMPディレクトリには、PMPがインストールされているサーバ上のPMP
ディレクトリを指定します。

関連トピック

● PMPツール
● PMPレポートのオプション
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管理対象システム

概要

管理対象システムの設定には、必要な管理エージェントのインストール、およびHP Systems
Insight Managerソフトウェアとやり取りするためのサポート プロトコルの設定が含まれます。
以下のステップは、中央管理サーバ（CMS）にHP Systems Insight Managerがインストールさ
れ、ファーストタイム ウィザードが完了していることを前提としています。

注記:

管理対象システムのセットアップを開始する前に、検出を実行しておく必要があ
ります。詳細については、「検出タスクの実行」を参照してください。自動検出
の設定は、ファーストタイム ウィザードに含まれています。

管理対象システムをセットアップする手順は、次のように、大きく2つに分かれます。

1. 以下の必要な管理対象システム ソフトウェアおよびオプションの管理対象システム ソフ
トウェアのインストール

● 「WindowsシステムへのProLiant Support Packの初期インストール」

● 「LinuxシステムへのProLiantまたはIntegrity Support Packの初期インストール」

● 「HP-UXシステムへの必要なソフトウェアのインストール」

2. 以下の管理対象システム ソフトウェアの設定

● 「CMSからのエージェントの設定および修復機能の実行」

必要な管理対象システム ソフトウェアおよびオプションの管
理対象システム ソフトウェアのインストール

エージェントの設定および修復機能を使用して管理対象システムを設定するには、管理対象シ
ステムにバージョン コントロール エージェントがインストールされている必要があります。

WindowsシステムへのProLiant Support Packの初期インストール
Windowsシステムの場合、HP Systems Insight Managerの初期ProLiant Support Packインス
トール機能を使用して、すべての管理対象システムを対象にあらかじめ設定したコンポーネン
トを含む最新のProLiant Support Packをインストールします。

ProLiant Support Packを初めてインストールする場合、初期ProLiant Support Packインストール
プロセスでは、HP Insightマネジメント エージェント、とくにHPバージョン コントロール エー
ジェントをインストールしていなくても、ProLiant Support PackをWindowsシステムにインス
トールできます。このプロセスでは、HP Systems Insight Managerから信頼証明書を使用し、目
的のHPバージョン コントロール レポジトリ マネージャを使用するようにシステムを設定する
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こともできます。初期ProLiant Support Packインストール ツールを実行したら、ソフトウェア
およびファームウェアのインストールツールを使用してシステムを更新できます。

HP Systems Insight Managerのソフトウェアおよびファームウェアのインストール機能では、レ
ポジトリを含むサーバにHPバージョン コントロール レポジトリ マネージャがインストールさ
れている必要があります。バージョン コントロール レポジトリ マネージャは、この手順では
インストールされません。バージョン コントロール レポジトリ マネージャのインストールの
詳細については、http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HPバージョン コン
トロール インストール ガイド』を参照してください。

注記:

ProLiant Support Packをインストールするには、ターゲット システムでWindows
管理者権限が必要です。

注記:

ソフトウェアおよびファームウェアのインストールとバージョン コントロール
エージェント機能は、初期ProLiant Support Packインストールを実行した後での
み使用できるようになります。

注記:

ProLiant Support Packの詳細については、
http://h18013.www1.hp.com/manage/psp.html（英語）の『HP ProLiant Support
Packおよび展開ユーティリティ ユーザ ガイド』を参照してください。

ProLiant Support Packをインストールするには、次のように操作します。

1. [展開]->[ドライバ、ファームウェアおよびエージェントのインストール]->[初期ProLiant
Support Packインストール]を選択します。[初期ProLiant Support Packインストール]
ページが表示されます。

2. ターゲット システムを選択します。詳細については、「タスクの使用法」を参照してくだ
さい。

3. 次へをクリックします。

4. [Windowsログイン認証情報の入力]ページで、以下を実行します。

a. [ユーザ名]フィールドに、ターゲット システムのWindows管理者のユーザ名を入力し
ます。

b. [パスワード]フィールドに、前の手順で入力したWindowsユーザ名の管理者パスワー
ドを入力します。
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c. [パスワード]フィールドに入力したものと同じWindows管理者パスワードを[パスワー
ド (確認)]フィールドに再び入力します。

d. [ドメイン]フィールドに、Windowsドメインを入力します。

注記： システムがドメインの一部でない場合は、このフィールドを空白にしておくこ
とができます。

5. 次へをクリックします。[Windows Support Packの選択]ページが表示されます。

6. [バージョン コントロール レポジトリの選択]で、カタログの取得元のソース レポジトリ
システムを選択します。

表示されるフィールドは次のとおりです。

● [名前]。システム名が表示されます。

● [ステータス]。システムのステータスが表示されます。

● [製品名]。製品名が表示されます。

● [信頼済み]。システムの信頼関係が設定されているかどうかが表示されます。信頼関係
を設定するには、[設定]をクリックします。詳細については、「信頼証明書」を参照し
てください。

注記：このセクションには、現行ユーザ名に権限があるシステムが表示されます。システ
ムを表示する権限が現行ユーザにない場合は、システムの権限がユーザにないことを示す
メッセージが表示されます。

7. [インストールするSupport Packを選択してください。]で、インストールするSupport
Packを選択します。 アイコンをクリックして展開し、選択したバージョン コントロー
ル レポジトリの内容を表示します。

注記：システム ソフトウェア ベースラインを展開してすべての内容を表示するには、[イ
ンストールするSupport Packを選択してください。]セクションの左上にある をク

リックします。 アイコンをクリックすると、リストを縮小できます。

8. OpenSSHをターゲット システムにインストールする場合は[SSH（Secure Shell）のイン
ストールと初期化を行います。]を選択します。このオプションは、デフォルトで無効に
なっています。

9. （省略可能）現在インストールしているバージョンより古いProLiant Support Packをインス
トールする場合は、[強制ダウングレードまたは同じバージョンを再インストールし ます。]
を選択します。このオプションは、デフォルトで無効になっています。

10. デフォルトでは、[正常にインストールした後、必要な場合は、システムを再起動します。]
が選択されています。インストール後にリブートしない場合は、このオプションの選択を
解除します。ただし、新しいProLiant Support Packを使用できるようにするには、システム
をリブートする必要があります。

11. 次へをクリックします。[Support Packの設定]ページが表示されます。

● ProLiant Support Pack 7.10以下を選択した場合は、Support Packのコンフィギュレー
ションが表示されます。次に例を示します。
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注記：7.10より前のProLiant Support Packを選択する場合は、以下の例のとおりではあ
りません。

7.10 Support Packを設定するには、次のように操作します。

a. Support Packの設定をクリックして、選択したSupport PackでHPバージョン コ
ントロール エージェントを設定します。バージョン コントロール エージェント
[セットアップ]ページが表示されます。

注記：バージョン コントロール エージェントが既に設定されている場合は、この
手順を省略できます。

b. [コンピュータ名]フィールドに、バージョン コントロール レポジトリ マネージャ
をインストールしたシステムの名前を入力します。

c. [管理者パスワード]フィールドに、指定したログイン名に対応したパスワードを入
力します。

d. 保存をクリックして設定を保存します。設定を破棄して[バージョン コントロール
エージェント セットアップ]ページを閉じる場合は、キャンセルをクリックしてく
ださい。

e. 次へをクリックします。[Support Packのダウンロード]ページが表示されます。

f. Support Packがダウンロードされたら、スケジュールをクリックして、実行する初
期ProLiant Support Packインストールに対するスケジュール済みタスクを作成する
か、すぐに実行をクリックしてタスクを直ちに実行します。

ProLiant Support Pack 7.20以上を選択した場合は、以下のオプションが表示されます。

❍ ターゲット システムに既にSupport Packがインストールされている場合、System
Management Homepageの設定をクリックして、Support PackがSystem
Management Homepageと信頼関係を確立するように設定します。

注記：Support Packが既に設定されている場合は、この手順を省略できます。

注記： 信頼関係の設定方法については、「信頼証明書」を参照してください。信頼
関係を確立したら、[最終更新日]をクリックし、信頼のステータスを更新します。

System Management Homepageを設定するには、次のように操作します。

a. [HPシステム マネジメント ホームページ コンポーネント設定ウィザードへよ
うこそ]ページから、次へをクリックします。[オペレーティング システム グ
ループ]ページが表示されます。

b. [グループ名]フィールドに、割り当てるオペレーティング システム グループの
名前を入力します。たとえばvcadminと入力します。

c. [操作レベル]フィールドで、新しいグループに適切なのレベルをドロップダウ
ン リストから選択します。

注記：デフォルトの管理者グループは、常に管理者アクセス権があります。

d. 追加をクリックしてグループを割り当てます。新しいグループが、割り当てら
れたオペレーティング システム グループの下に表示されます。

576

システムとイベントの管理



注記： オペレーティング システム グループ当たり最大5個のエントリを追加
することができます。

e. 次へをクリックします。保存をクリックしてこの時点までの変更内容を保存す
るか、キャンセルをクリックして変更内容を破棄し、ウィザードを終了しま
す。

f. ローカルおよび匿名アクセスによって、適切な設定を選択し、以下を含めるこ
とができます。

❑ 匿名アクセス  匿名アクセスは、デフォルトで無効になっています。匿名
アクセスを有効にすると、ユーザがログインせずにSystem Management
Homepageにアクセスできるようになります。匿名アクセスを許可するに
は、このオプションを選択します。

注意：匿名アクセスの使用はおすすめしません。

❑ ローカル アクセス  ローカル アクセスは、デフォルトで無効になってい
ます。これを有効にすると、認証を求められることなくSystem Management
Homepageにローカルでアクセスすることができます。すなわち、管理者が
選択されている場合は、ローカル コンソールにアクセスできるあらゆるユー
ザが、フル アクセスを許可されることになります。匿名が選択された場合
は、あらゆるローカル ユーザが、ユーザ名とパスワードを要求されること
なく、セキュリティ保護されていないページだけにアクセスを許可されま
す。ローカル アクセスを許可するには、このオプションを選択します。

注意：管理サーバ ソフトウェアが有効にしないかぎり、ローカル アクセス
の使用はおすすめしません。

g. 次へをクリックします。保存をクリックしてこの時点までの変更内容を保存す
るか、キャンセルをクリックして変更内容を破棄し、ウィザードを終了しま
す。

h. 信頼モードオプションを使用すると、システムが必要とするセキュリティを選
択することができます。他よりも高レベルのセキュリティが必要になる場合が
あります。したがって、以下のセキュリティ オプションが与えられています。

❑ 証明書による信頼  信頼証明書のあるHP Systems Insight Managerサーバか
らのみ設定変更を許可するには、System Management Homepageを設定し
ます。このモードでは、証明書による認証を提供する、提出されたサーバ
が必要です。このモードは最もセキュリティの高い方法になります。証明
書のデータを必要とし、デジタル署名を確認してからアクセスを許可する
からです。リモートでの設定変更を可能にしたくない場合は、[証明書によ
る信頼]を選択したままにし、さらにいずれの証明書もインポートしないよ
うにして信頼システムのリストを空のままにしておきます。

注記:

このオプションはより安全であるため、この
オプションを使用することを強くおすすめし
ます。
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証明書によって信頼するには、次のように操作します。

1. [証明書による信頼]を選択して、次へをクリックします。

2. [証明書名]フィールドで、一覧をクリックして証明書ファイルを選択し
ます。証明書ファイルが選択されたら、証明書データが画面に表示さ
れます。

3. 追加をクリックします。証明書が証明書ファイルの下に表示されます。
保存をクリックしてこの時点までの変更内容を保存するか、キャンセ
ルをクリックして変更内容を破棄し、ウィザードを終了します。

4. 次へをクリックします。[IPバインド]ページが表示されます。

❑ 名前による信頼  HP Systems Insight Managerの名前が[名前による信頼]
フィールドに指定されているサーバからの特定の設定変更だけを受け入れ
るようSystem Management Homepageが設定されます。名前による信頼オ
プションは、簡単に設定することができます。たとえば、2つの別々の部門
に2つの異なる管理者グループがある安全なネットワークの場合に名前によ
る信頼オプションを使用できます。これにより、あるグループが間違った
システムにソフトウェアをインストールすることを防止できます。このオ
プションは、提出されたHP Systems Insight Managerサーバ名だけを確認し
ます。

注記:

他のオプションより安全であるため、証明書
による信頼オプションを使用することを強く
おすすめします。

サーバ名オプションは、次の条件を満たす必要があります。

● 各サーバ名が64文字未満である

● サーバ名リスト全体の長さが1,024文字である

● サーバ名に、~ ' ! @ # $ % ^ & * ( ) + = \ " : ' < > ? , |のような特殊文
字が含まれていない

● サーバ名がセミコロンで区切られている

名前によって信頼するには、次のように操作します。

1. [名前による信頼]を選択して、次へをクリックします。

2. [信頼されたサーバ名]フィールドで、信頼するサーバ名を入力します。

3. 追加をクリックします。信頼済みシステム名が信頼されたサーバリス
トの下に表示されます。保存をクリックしてこの時点までの変更内容
を保存するか、キャンセルをクリックして変更内容を破棄し、ウィザー
ドを終了します。

4. 次へをクリックします。[IPバインド]ページが表示されます。
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❑ すべて信頼  あらゆるシステムからの特定の設定変更を受け入れるよう
System Management Homepageが設定されます。

注記:

他のオプションより安全であるため、証明書
による信頼オプションを使用することを強く
おすすめします。

すべてのサーバを信頼するには、次のように操作します。

1. [すべて信頼]を選択します。保存をクリックしてこの時点までの変更内
容を保存するか、キャンセルをクリックして変更内容を破棄し、ウィ
ザードを終了します。

2. 次へをクリックします。[IPバインド]ページが表示されます。

i. IPバインディングは、System Management Homepageが要求を受け入れるIPア
ドレスを指定し、処理されるネットおよびサブネット要求にについての制御を
行います。

管理者は、[IPバインド]ページに指定されたアドレスに対してのみバインドす
るようSystem Management Homepageを設定することができます。最大で5つ
のサブネットIPアドレスとネットマスクを定義することができます。

サーバのIPアドレスは、マスクの適用後に入力されたIPバインディング アドレ
スのいずれかに一致する場合に、バインドされます。

注記:

System Management Homepageは、常に、127.0.0.1
にバインドされます。IPバインディングが有効でサ
ブネット/マスク ペアが設定されていない場合は、
System Management Homepageは、127.0.0.1に対
してのみ使用可能です。IPバインディングが有効で
ない場合は、すべてのアドレスにバインドします。

IPバインディングを設定するには、次のように操作します。

1. [IPバインド]を選択します。[IPバインド]ページが表示されます。

2. IPアドレスを入力します。

3. ネットマスクを入力します。

4. 追加をクリックします。IPバインディングの設定が保存され、[IPバインド
リスト]の下に表示されます。
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5. 次へをクリックします。[IP限定ログイン]ページが表示されます。

j. IP限定ログインは、System Management HomepageがシステムのIPアドレスに
基づいてログイン アクセスを制限できるようにします。

アドレス制限は、インストール時に設定するか、管理者が[IP限定ログイン]ペー
ジから設定することができます。

❑ IPアドレスが除外されている場合は、内包ボックスにあっても除外されま
す。

❑ IPアドレスが包含リストに含まれる場合、それらのIPアドレスのみがログイ
ン アクセスを許可されます。ただし、localhostの場合を除きます。

❑ IPアドレスが包含リストにない場合、ログイン アクセスは、除外リストに
ないあらゆるIPアドレスに対して許可されます。

IPアドレスを含めたり除外したりするには、次のように操作します。

1. [開始]フィールドから、含めるまたは除外するIPアドレスを入力します。
[開始]フィールドに開始のIPアドレスを入力するか、[終了]フィールドに終
わりのIPアドレスを入力することによって、IPアドレス範囲を入力すること
ができます。

2. [種類]フィールドから、包括または除外を選択します。

3. 追加をクリックしてIPアドレスまたはIPアドレス範囲を下の[包括するリス
ト]または[除外リスト]に追加します。

4. 保存をクリックします。System Management Homepageシステムに対する
[HP System Management Homepageログイン]ページが表示されま
す。System Management Homepageの詳細については、
http://www.hp.com/jp/proliantessentials_manualにある『HP System
Management Homepage製品概要』を参照してください。

● バージョン コントロール エージェントの設定をクリックして、選択したSupport Pack
でHPバージョン コントロール エージェントを設定します。

注記：バージョン コントロール エージェントが既に設定されている場合は、この手順
を省略できます。

バージョン コントロール エージェントを設定するには、次のように操作します。

a. [コンピュータ名]フィールドに、バージョン コントロール レポジトリ マネージャ
をインストールしたシステムの名前を入力します。

b. [ログイン アカウント]フィールドに、指定したシステム上のバージョン コントロー
ル レポジトリ マネージャへの接続に使用するログイン名を入力します。

c. [ログイン パスワード]フィールドに、指定したログイン名に対応したパスワード
を入力します。
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d. 保存をクリックして設定を保存します。設定を破棄して[バージョン コントロール
エージェントセットアップ]ページを閉じる場合は、キャンセルをクリックしてく
ださい。

e. 次へをクリックします。

12. HP Systems Insight Managerに戻り、次へをクリックして、ProLiant Support Packのダウン
ロードを開始します。[Support Packのダウンロード]ページが表示されます。

13. Support Packがダウンロードされたら、スケジュールをクリックして、実行する初期ProLiant
Support Packインストールに対するスケジュール済みタスクを作成するか、すぐに実行を
クリックしてタスクを直ちに実行します。

LinuxシステムへのProLiantまたはIntegrity Support Packの初期イン
ストール

● Linuxシステムの場合は、Linux展開ユーティリティを使用して、ローカル システムを対象に
あらかじめ設定したコンポーネントを含む最新のサポート パックをインストールします。
Linux展開ユーティリティを使用した、サポート パックのインストールの詳細については、
http://www.hp.com/servers/psp（英語）を参照してください。

HP-UXシステムへの必要なソフトウェアのインストール
1. HP-UX用の基本管理対象システム ソフトウェアに関する理解

HP-UXの場合、HP Systems Insight Managerの最も重要な機能が動作するには、以下のソフ
トウェア（推奨最小バージョンが示されています）が必要です。このソフトウェアは、最
新のHP-UX 11i v2オペレーティング システムの一部としてデフォルトでインストールされ
ますが、HP-UX 11i v1または前のバージョンのHP-UX 11i v2のシステムではインストール
または更新しなければならない場合があります。

● T1471AA A.04.00 HP-UX Secure Shell

● B8465BA A.02.00.05 HP WBEM Services for HP-UX

このWBEM Servicesバンドルには、HP SIMプロパティ ページに表示される基本システム装
置と、HP SIMインベントリ機能による収集サポート機能およびレポート機能が含まれてい
ます。プロパティ、インベントリ、およびイベントに関してSIMを最大限に活用するには、
以下のソフトウェアをインストールして、HP-UX 11i v2サーバで利用できるようにする必
要があります。

● LVMProvider R11.23 CIM/WBEM Provider for LVM

● WBEMP-LAN-00 B.11.23 LAN Provider for Ethernet/LAN Interfaces

● SysFaultMgmt A.02.00 HP-UX System Fault Management

次のソフトウェア（HP-UX用のSystem Management Homepage）は、現在、Windowsおよ
びLinuxサーバで提供されるものと同じレベルの機能をサポートしていません。現時点で
は、最新バージョンのPartition Managerをサポートするためだけに必要です。

● SysMgmtWeb A.2.2 HP-UX Web Based System Management User Interfaces
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2. 管理対象システム ソフトウェアがインストールされていることの確認

最低限必要なソフトウェアがインストールされていることを確認するには、リモート シス
テムにログインして、次のコマンドを実行します。

$ swlist -l bundle T1471AA B8465AA

オプションのプロバイダとSystem Management Homepageがインストールされていること
を確認するには、次のようなコマンドを実行します。

$ swlist -l bundle LVMProvider WBEMP-LAN-00 SysFaultMgmt

3. 管理対象システム ソフトウェアの取得およびインストール

SecureShellおよびWBEMバンドルは、HP-UX Operating Environment and Application Release
メディアに収録されており、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/go/softwaredepot（英
語）（英語）からダウンロードできるHP Systems Insight Manager HP-UXデポにも含まれて
います。

WBEMプロバイダについては、いくつかのものがHP-UX Operating Environment and
Application Releaseメディアに収録されています。さらに、LVMproviderおよびSysFaultMgmt
は、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/go/softwaredepot（英語）において、「provider」
でキーワード検索することによって入手できます。

OnlineDiagバンドルがコンピュータにインストールされていることを確認してください。

OnlineDiagバンドルがインストールされていることを確認するには、次のコマンドを入力
します。

swlist | grep OnlineDiag

OnlineDiagバンドルは、オペレーティング環境にインストールされます。このため、最新
バージョンのオペレーティング環境を使用していれば、このバンドルはインストールされ
ています。インストールされていない場合、OnlineDiagnosticバンドルは、HPのWebサイ
トhttp://www.hp.com/go/softwaredepot（英語）において、「B6191AAE」でキーワード
検索することによって入手できます。

プロバイダに含まれているデポを入手できたら、次のコマンドを使用して管理対象システ
ムからインストールできます。

$ swinstall -s <depot_location> T1471AA B8465AA

$ swinstall -s <depot_location> LVMProvider WBEMP-LAN-00 SysFaultMgmt

4. Serviceguardプロバイダの設定

Serviceguard用のWBEMプロバイダは、オプションでHP Serviceguardクラスタにインス
トールできます。このプロバイダは、HP Systems Insight Managerがシステム リスト内で
クラスタとそのメンバを関連付けたり、HP Serviceguardクラスタのステータスを表示した
りする際に役立ちます。

HP Systems Insight Managerからファーストタイム ウィザードを使用する場合、rootユーザ
と非rootユーザがあらかじめWBEMのデフォルト ユーザに指定されています。また、この
システムについて、ユーザが特別に設定されている可能性もあります。

非rootユーザがWBEMユーザの場合、HP Systems Insight ManagerからServiceguardプロバ
イダにアクセスするには、非rootユーザにServiceguardへの管理アクセスを許可するように
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Serviceguardを設定する必要があります。ServiceGuardの詳細については、「HP Serviceguard
Managerの概要」を参照してください。

管理対象システム ソフトウェアの設定
HP Systems Insight Managerのエージェントの設定および修復機能を使用すると、管理対象シス
テムを迅速かつ簡単に設定することができますが、LinuxおよびHP-UXシステムについては手動
設定が可能です。

CMSからのエージェントの設定および修復機能の実行
複数のシステムに同時にリモートからエージェントの設定および修復を実行するには、エー
ジェントの設定および修復ツールを実行する権限を持っていなければなりません。

ノードのセキュリティ ファイルでのHP Systems Insight Managerのコミュニティ名を変更する
には、CMSのフル設定権限を持つ必要があります。また、ターゲット システムで、エージェン
ト設定を指定および修正するには、Windowsシステムの場合はadministrator権限、Linuxおよび
HP-UXシステムの場合はroot権限が必要です。

注記：管理対象システムの設定には同種のオペレーティング システムを使用することをおすす
めします。たとえば、Linux管理対象システムに対してはLinuxベースのCMSを使用してエージェ
ントの設定および修復を実行し、HP-UX管理対象システムに対してはHP-UX CMSを使用してエー
ジェントの設定および修復を実行してください。Windowsシステムは、Windows CMS以外か
らは設定できません。

エージェントをリモートから設定するには、次のように操作します。

1. メニューから、[設定]->[エージェントの設定および修復]の順に選択します。

注記：ツールを選択する前にターゲットを選択すると、[ターゲット システムの確認]ペー
ジが表示されます。

2. ターゲットを追加します。まず、ドロップダウン ボックスからグループを選択してくださ
い。選択したグループの内容が表示され、ターゲットとして選択できます。また、グルー
プ自体を選択するには、[“グループ”自体を選択] チェックボックスを選択します。

3. 適用をクリックします。[ターゲット システムの確認]セクションにターゲットが表示され
ます。

注記：選択したターゲットに、ツールとの互換性がない場合は、問題の簡潔な説明が[ツー
ル起動OK?]カラムに表示されます。ターゲットを削除するには、ターゲットを選択して、
ターゲットの削除をクリックします。

4. 次のいずれかのオプションを選択します。

● ターゲットの追加をクリックして、ターゲットを[ターゲット システム リスト]に追加
します。

● ターゲットを削除するには、ターゲットを選択して、ターゲットの削除をクリックし
ます。

● 次へをクリックして、ツール パラメータを指定し、タスクをスケジュールします。

5. [認証情報を入力]ページで、以下を実行します。
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a. [ユーザ名]フィールドに、ターゲット システムのシステム管理者のユーザ名を入力し
ます。

b. [パスワード]フィールドに、前の手順で入力したユーザ名のシステム管理者パスワー
ドを入力します。

c. [パスワード]フィールドに入力したものと同じシステム管理者パスワードを[パスワー
ド (確認)]フィールドに再び入力します。

d. Windows管理対象システムの場合のみ、[ドメイン]フィールドに、Windowsドメイン
を入力します。

注記：この手順で使用するログイン認証情報は、選択したすべてのターゲット システ
ムで有効なものでなければなりません。ドメインのadministratorまたはrootログイ
ン認証情報を使用することをおすすめします。

6. 次へをクリックします。戻るをクリックすると、前のページに戻ります。[構成または修復
設定]ページが表示されます。

使用できるオプションは次のとおりです。

● [SNMPの設定]。このオプションを選択して、SNMP設定を指定します。

このオプションを選択する場合は、次の各ステップを検討する必要があります。

1. [読み込みコミュニティ名の設定]を選択します。

注記：この時点でデフォルトSNMPインストレーションのHP-UXシステムだけを設
定する場合は、このオプションの選択を解除することができます。HP-UXは、デ
フォルトで読み取りを許可します（HP-UXシステムではGetコミュニティ名がデフォ
ルトでpublicに設定されています）。

注記：このオプションを選択した場合、[読み込み]コミュニティ名がターゲット
システムに追加されます。ターゲット システムがSuSE LinuxまたはMicrosoft
Windows 2003の場合、管理対象ノードは、それら自体とリモート ホストの間の
SNMP通信を常に許可しません。HP Systems Insight Managerシステムのインスタ
ンスがこれらのターゲット システムとSNMP通信することを可能にするには、こ
の設定を変更します。

注記： [読み込み書き込み]コミュニティ名が現在存在しない場合のみ、SNMP設定
を修正すると、このコミュニティ名がターゲット システムに追加されます。この
コミュニティ名は、システムごとに異なります。また、30文字を超える文字（数
字と文字）で構成され、そのシステムの管理者権限を持つユーザだけが表示でき
ます。[読み込み書き込み]コミュニティ名は、Webエージェントが特定のスレッ
ショルド設定機能を実行する際に必要です。このコミュニティ名は、ターゲット
システム上でローカルでのみ使用され、ネットワーク経由でHP Systems Insight
Managerが使用することはありません。

2. ターゲット システムの[SNMPトラップ送信先]で、[HP Systems Insight
Managerのこのインスタンスを参照するトラップを設定]を選択します。これに
より、ターゲット システムは、HP Systems Insight Managerのこのインスタンスに
SNMPトラップを送信できます。
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● 信頼関係"証明書による信頼"に設定。このオプションを選択して、システムがSystem
Management Homepageとの[証明書による信頼]信頼関係を使用するようにします。

ターゲット システム上のSystem Management Homepageの場合、このオプションは、
信頼モードを[証明書による信頼]に設定して、HP Systems Insight Managerのシステム
証明書をターゲット システムの信頼証明書ディレクトリにコピーします。これにより、
HP Systems Insight Managerユーザは、認証に証明書を使用してSystem Management
Homepageに接続できます。

注記：後でLinuxに信頼ステータスを設定する際に問題が発生した場合は、HP Systems
Insight Managerのオンライン ヘルプのトラブルシューティング ヘルプ ファイルを参
照して解決に役立ててください。

● Insightマネジメント エージェントバージョン7.1以前の管理者パスワードの設定。こ
のオプションを選択して、ターゲット システムにインストールされているすべての
Insightマネジメント エージェントの管理者パスワードを修正します（Windowsおよび
Linuxシステムについて該当する場合）。

注記：Insightマネジメント エージェント7.2以上がインストールされている場合、この
オプションの選択は解除してください。

注記：リモート システムがHP-UXを実行している場合、このオプションはHP-UXシステ
ム上では適用されないため、リモート システムでは実行されません。この時点でHP-UX
ターゲット システムだけを設定する場合は、このオプションの選択を解除することが
できます。

このオプションを選択する場合、次の各ステップで設定を行う必要があります。

1. [パスワード]フィールドに、新しい管理者パスワードを入力します。

2. [パスワードの確認]フィールドに、前の手順で入力した新しい管理者パスワードを
そのまま再入力します。

● セキュア シェル（SSH）アクセスの設定。

このオプションを選択する場合は、次のうちいずれかを選択する必要があります。

❍ SSHのホスト ベース認証 - SSHの詳細については、
http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html
（英語）にある『Secure Shell (SSH) in HP Systems Insight Manager white paper』を
参照してください。

❍ 各ユーザは、管理されたシステムで認証される必要があります。

注記：選択したシステムにLinuxまたはHP-UXオペレーティング システムが搭載され
ていて、SNMP設定、信頼関係、およびHP Insightマネジメント エージェント 7.1以
前の管理者パスワードのオプションが選択されている場合、SSH認証がまだ設定さ
れていなければ、この時点で選択してください。

注記：SSHは、OpenSSHサービスが管理対象システムで動作している場合にのみ設
定できます。OpenSSHは、Windowsシステムでは、[展開]->[ドライバ、ファーム
ウェアおよびエージェントのインストール]->[Open SSHのインストール]の順に選
択し、[Open SSHのインストール]ツールを実行することによってインストールで
きます。

585

システムとイベントの管理

http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html


● WBEMイベントのサブスクリプションを作成。

注記：このオプションは、LinuxおよびHP-UXシステムにのみ適用されます。このオプ
ションを選択すると、ターゲット システムが、HP Systems Insight ManagerにWBEMイ
ベントを送信するように設定されます。

注記：WBEMイベントのサブスクリプションは、管理対象システムにWBEMイベント
プロバイダがインストールされ、動作している場合にのみ作成できます。

7. すぐに実行をクリックします。このタスクを後で実行する場合はスケジュールをクリック
します。戻るをクリックすると、前のページに戻ります。[タスク結果]ページが表示され
ます。

注記：エージェントの設定および修復ツールは、複数のターゲット システムの更新に使用
できます。それぞれのシステムの結果が異なる可能性があります。この情報は、[標準出力]
の情報の表示に使用されます。結果は、修正の試みが成功したかどうかを示します。

注記：Linuxシステム上での、SNMP設定、信頼関係、Insightマネジメント エージェント
7.1以前の管理者パスワードの修正は、独立したタスクによって実行されます。このタス
クは、タスク ログ メニュー選択で表示できます。HP-UXシステム上での、SNMP設定、信
頼関係の修正は、独立したタスクによって実行されます。このタスクは、タスク ログ メ
ニュー選択で表示できます。LinuxシステムとHP-UXシステムが選択されている場合、Linux
システムとHP-UXシステム用に2つのタスクIDが存在します。

[タスク結果]ページに、次の情報が表示されます。

● [ステータス]。タスク インスタンス内の各ターゲット システムの詳細が表示されます。

● [終了コード]。実行可能プログラムが正常かエラーかを表します。戻り値がゼロか正で
ある場合、実行可能プログラムは正常に実行されました。負の値が返された場合、実
行可能プログラムはエラーです。

● [ターゲット名]。ターゲットの名前/IPアドレスが表示されます。

● [標準出力]タブ。出力テキスト情報が表示されます。

● [標準エラー]タブ。実行可能プログラムでエラーが発生したかどうかに関する情報が表
示されます。

● [コピー済みファイル]タブ。コピー中のファイル、またはターゲット システムにコピー
されたファイルが表示されます。

● 印刷可能なレポートの表示。現在選択しているターゲット システムのレポートまたは
タスク インスタンスに関連しているすべてのターゲット システムのレポートを印刷で
きます。

レポートを印刷するには、次のように操作します。

1. 印刷可能なレポートの表示をクリックします。

[オプション メッセージ]ボックスが表示され、現在選択しているターゲット シス
テムのみを含むレポート、またはタスク インスタンスに関連するすべてのターゲッ
ト システムを含むレポートを生成するかどうか、質問されます。

2. 印刷するレポートを選択します。
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3. レポートを印刷するには、OKをクリックします。[タスク結果の表示]ページに戻
るには、キャンセルをクリックします。

8. ターゲット システムに、マネジメントHTTPサーバがインストールされている場合、マネジ
メントHTTPサーバのパスワード ファイルで、ログイン認証情報が更新されます。

管理対象システムの手動セットアップ

HP Systems Insight Managerのエージェントの設定および修復を使用すると、最も簡単に管理対
象システムを設定することができます。ただし、LinuxおよびHP-UX管理対象システムの手動設
定手順がイベントに含まれている場合は、手動設定が必要です。

以下のセクションでは、管理対象システムの設定方法を詳しく説明します。

● 「HP-UX管理対象システムの手動セットアップ」

● 「Linux管理対象システムの手動セットアップ」

HP-UX管理対象システムの手動セットアップ
HP Systems Insight Managerのエージェントの設定および修復ツールを使用して複数のHP-UX管
理対象システムを同時に設定することもできますし、各管理対象システムを手動で設定するこ
ともできます。

HP-UXシステムの手動設定に役立つ次の一般手順を実行します。

1. SSH（バンドルT1471AA）をインストールします（インストールされていない場合）。

2. WBEM（バンドルB8465BA）をインストールします（インストールされていない場合）。

3. （省略可能）トラップをCMSに送信するようにSNMPを設定します。

4. （省略可能）HP-UX 11.11システムでDMIを設定します（WBEMがインストールされてい
る場合は不要）。

CMSで次の手順を実行します。

5. このシステムのSSHキーを設定します。

6. デフォルトのWBEMユーザ名およびパスワードを設定します（設定されていない場合）。

注記:

HP-UX 11.23システムには、SSHとWBEMがデフォルトでインストール
されています。11.11システムについては、インストールされているか
どうかを、次のコマンドで確認してください。

swlist B8465BA T1471AA

7. WBEMイベントを予約します。

各管理対象システムで次の手順を実行します。
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1. SSHを管理対象システムにインストールします（インストールされていない場合）。

swinstall -s /directory/depot T1471AA

ここで、directoryはデポ ファイルへのパス、depotはデポ ファイルのファイル名です。次
に例を示します。

swinstall -s /tmp/HPSIM_download.depot T1471AA

2. WBEMを管理対象システムにインストールします（インストールされていない場合）。

swinstall -s /directory/depot B8465BA

ここで、directoryはデポ ファイルへのパス、depotはデポ ファイルのファイル名です。次
に例を示します。

swinstall -s /tmp/HPSIM_download.depot B8465BA

3. トラップをCMSに送信するようにSNMPを設定します。

a. 次のファイル内に、trapdestという、CMSの完全ホスト名またはIPアドレスを追加しま
す。

/etc/SnmpAgent.d/snmpd.conf

trap-dest: hostname_or_ip_address

b. 次のコマンドを使用して、SNMPマスタ エージェントとすべてのサブエージェントを
停止します。

/sbin/init.d/SnmpMaster stop

c. 次のコマンドを使用して、SNMPマスタ エージェントとすべてのサブエージェントを
再起動します。

/usr/sbin/snmpd

4. 管理対象システムで、CMSのDNSホスト名を追加して、DMIを設定します。

注記:

DMIは、HP-UX 11.11についてのみ設定する必要があり、WBEMがイン
ストールされていない場合にのみ設定する必要があります。

a. 管理対象システムでDMIデーモンを停止させます。

/sbin/init.d/Dmisp stop

b. /var/dmi/dmiMachinesを編集して、このファイルの最後にCMSのホスト名を追加し
ます。ファイルを保存します。

c. DMIデーモンを起動します。
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/sbin/init.d/Dmisp start

5. CMSで、mxagentconfigを使用して、CMSから管理対象システムにSSH生成パブリック
キーをコピーします。

次のいずれかのコマンドを使用します。

● mxagentconfig -a -n <hostname> -u root -f <file_with_root_password>

または

● mxagentconfig -a -n <hostname> -u root -p <root_password>

注記：-pオプションを使用するとps出力によってパスワードが知られてしまいます。こ
のため、mxagentconfig -aを使用する際は、-fオプションを使用することを強くお
すすめします（ファイルは、rootだけが読み取れるように設定し、管理対象システムの
rootパスワードだけを含むようにしてください）。-pオプションを使用する場合、パス
ワードに「&」や「$」などの特殊記号が含まれていなければ、パスワードを一重引用
符で囲んでください。詳細およびオプションについては、man mxagentconfigを使
用してmxagentconfigのマンページを参照してください。

6. HP Systems Insight Manager GUIにログインします。この手順については、「ログイン」を
参照してください。GUIを使用して、デフォルトのWBEMユーザ名およびパスワードを[グ
ローバル プロトコル設定]ページに追加します。

注記：WBEMのユーザ名とパスワードを組み合わせた、最低1つのアカウントが、各管理
対象システムに必要です。

注記：この手順は、セットアップするすべての管理対象システムについて1度実行するこ
とができます。

a. [オプション]->[プロトコル設定]->[グローバル プロトコル設定]を選択します。

b. [デフォルトWBEM設定]セクションで、[WBEM有効]チェックボックスが選択されて
いることを確認し、デフォルトのWBEMユーザ名、パスワード、および確認パスワー
ドを追加します。

c. OKをクリックします。

注記:

WBEMのユーザ名とパスワードを組み合わせた、最低1つのアカウント
が、各管理対象システムに必要です。[グローバル プロトコル設定]のユー
ザが管理対象ノードに存在しない場合は、[システム プロトコル設定]
ページから、システムごとのWBEMユーザ名およびパスワードを設定す
ることができます。

7. 以下の手順を実行して、WBEMイベントを予約します。

注記：OnlineDiagnosticの詳細については、
http://h18013.www1.hp.com/products/servers/management/hpsim/infolibrary.html（英
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語）にある『WBEM Subscriptions in HP Systems Insight Manager white paper』を参照して
ください。

a. 管理対象システムから、WBEMがすでにインストールされていることを確認します。

注記：管理対象システムでのWBEMイベントの予約はオプションです。

b. SysFaultMgmtプロバイダがインストールされていることを確認します。

cimprovider -ls

「EMSWrapperProviderModule」と表示されるはずです。

CMSから、以下の手順を実行します。

1. WBEMがrootアクセスを持っていることを確認します。

mxnodesecurity -l -p wbem -n <systemname>

WBEMイベントを予約するには、rootアクセスが必要です。[グローバル プロトコル
設定]が管理対象システムと一致しない場合、または[グローバル プロトコル設定]に
rootアクセスが含まれていない場合は、WBEMイベントの予約ができません。次のコ
マンド ラインを実行すると、WBEMが持つアクセスのタイプを確認することができま
す。

mxnodesecurity -l -p wbem -n <systemname>

管理システムがrootアクセスを持っていない場合は、個々のシステムを変更すること
ができます。

注記：エージェントの設定および修復ツールを使用すると、rootパスワードを永久に
記録せずに、この手順を実行することができます。

個々のシステムを変更するには、次のように操作します。

a. [ツール]->[システム情報]->[システム ページ]を選択します。

b. [システム]ページから、[ツール&リンク]->[システム プロトコル設定]を選択しま
す。

2. CMSから、WBEMイベント コマンド ラインを実行します。

mxwbemsub -l -n <systemname>

詳細については、「WBEMイベントの予約」を参照してください。

Linux管理対象システムの手動セットアップ
HP Systems Insight Managerのエージェントの設定および修復ツールを使用して複数のLinux管理
対象システムを同時に設定することもできますし、各管理対象システムを手動で設定すること
もできます。

Linux管理対象システムを手動で設定するには、各管理対象システムで以下の手順を実行しま
す。
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1. SSHをインストールして設定します。

a. SSHが管理対象システムにインストールされていることを確認します。

rpm -qa | grep ssh

インストールされていない場合、SSHのインストールについては、Linuxプロバイダを
参照してください。

b. CMSで、CMSから管理対象システムにSSH生成パブリック キーをコピーして、キーを
実行可能ユーザ（rootまたはadministrator）の認証済みキー ファイルに保存します。

重要：英語版以外のCMSでは、administratorアカウント（administratorと正確に綴る）
がCMS上に存在すること、および作成されたadministratorアカウントに対して
mxagentconfigがCMSで実行されていることを確認してください。

i. CMSコマンド プロンプトから[SSHキーの管理]ダイアログ ボックスを開きます。

mxagentconfig -a -n hostname -u username -p Password

ii. 接続をクリックします。

2. SNMPトラップを送信できるように、システムを設定します。

注記：この手順は、Linuxのバージョンによって多少異なる場合があります。ファイル パス
とファイル名がシステムにない場合、詳細については、Linuxプロバイダを参照してくださ
い。

a. SNMPがインストールされていることを確認します。

rpm -qa | grep snmp

SNMPがインストールされていない場合、SNMPのインストール方法については、Linux
のプロバイダに問い合わせてください。

b. HPサーバ管理ドライバとエージェントをLinux用のProLiant Support Packからインストー
ルしていない場合は、この手順を省略してください。インストールしている場合は、
次のコマンドを使用して、HP Systems Insight Managerをインストールするプラット
フォームでHPサーバ管理ドライバとエージェント デーモンを停止させます。

/etc/init.d/hpasm stop

注記：HPサーバ管理ドライバとエージェント デーモンがインストールされていない
場合、この手順と手順Fは省略してください。

c. SNMPデーモンを停止させます。

/etc/init.d/snmpd stop

d. 任意のテキスト エディタを使用してsnmpd.confファイルを編集します。

Red Hat Linuxの場合、viエディタでこのファイルを開くコマンドは、次のとおりです。
vi /etc/snmp/snmpd.conf
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SuSE SLES 8の場合、viエディタでこのファイルを開くコマンドは、次のとおりです。
vi /usr/share/snmp/snmpd.conf

i. trapsink行からコメント記号（#）を削除して、CMSのIPアドレスを追加します。

trapsink IPaddress

ここで、IPaddressはCMSのIPアドレスです。

ii. 次の行を追加して、読み取り専用コミュニティにCMSを追加します。

rocommunity CommunityName IPaddress

CommunityNameはCMSによって使用されるSNMPコミュニティ名、IPaddressは
CMSのIPアドレスです。

iii. 変更内容をファイルに保存します。viエディタ使用して変更内容を保存し、ファ
イルを閉じる場合、Escキーを押し、:wq!と入力して、Enterキーを押します。

e. 次のようにSNMPデーモンを起動します。

/etc/init.d/snmpd start

f. HPサーバ管理ドライバとエージェントデーモンがインストールされている場合、シス
テム上で次のように起動します。

/etc/init.d/hpasm start

3. Linux ProLiant Support Packをインストールします。このソフトウェアをダウンロードして
インストール情報を参照するには、HPのWebサイトhttp://www.hp.com/jp/servers/swdrivers
にアクセスします。

4. HP Systems Insight Manager GUIにログインします。この手順については、「ログイン」を
参照してください。.

5. デフォルトのWBEMユーザ名およびパスワードを、HP Systems Insight Manager GUIの[グ
ローバル プロトコル設定]ページに追加します。

注記：各管理対象システムには、1つ以上のWBEMユーザ名とパスワードの組み合わせに
ついてのアカウントが存在している必要があります。

注記：この手順は、セットアップするすべての管理対象システムについて1度実行するこ
とができます。

a. [オプション]->[プロトコル設定]->[グローバル プロトコル設定]を選択します。

b. [デフォルトWBEM設定]セクションで、[WBEM有効]チェックボックスが選択されて
いることを確認し、デフォルトのWBEMユーザ名、パスワード、および確認パスワー
ドを追加します。

c. OKをクリックします。
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例

Windows管理対象システムのセットアップ
以下の例では、Windows CMSからリモートのWindowsシステムをセットアップする方法につ
いて説明します。

Windows CMSからリモートのWindowsシステムをセットアップするには、次のように操作し
ます。

1. CMSのフル設定権限で、Windows CMS上のHP Systems Insight Managerにログインしま
す。

2. 実行済みでない場合、ファーストタイム ウィザードを実行します。詳細については、「検
出タスクの実行」を参照してください。

3. 実行済みでない場合、検出を実行します。ファーストタイム ウィザードの実行について詳
しくは、「ファーストタイム ウィザード」を参照してください。

4. System Management Homepageおよびバージョン コントロールコンポーネントを事前設定
します。

5. リモート システムに、ProLiantまたはIntegrity Support Packをインストールします。

● 初期ProLiant Support Packインストールを実行して、Windowsシステムに最新のProLiant
Support Packをインストールします。詳細については、「WindowsシステムへのProLiant
Support Packの初期インストール」を参照してください。

6. エージェントの設定および修復機能を実行します。詳細については、「CMSからのエー
ジェントの設定および修復機能の実行」を参照してください。

Linux CMSからのリモートのLinuxシステムのセットアップ
以下の例では、Linux CMSからリモートのLinuxシステムをセットアップする方法について説明
します。

Linux CMSからリモートのLinuxシステムをセットアップするには、次のように操作します。

1. CMSのフル設定権限で、Linux CMS上のHP Systems Insight Managerにログインします。

2. 実行済みでない場合、ファーストタイム ウィザードを実行します。詳細については、「検
出タスクの実行」を参照してください。

3. 実行済みでない場合、検出を実行します。ファーストタイム ウィザードの実行について詳
しくは、「ファーストタイム ウィザード」を参照してください。

4. System Management Homepageおよびバージョン コントロールコンポーネントを事前設定
します。

5. リモート システムに、ProLiantまたはIntegrity Support Packをインストールします。

● Linux展開ユーティリティを実行して、LinuxおよびHP-UXシステムに最新のIntegrity Support
Packをインストールします。詳細については、HPのWebサイト
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http://www.hp.com/servers/psp（英語）にあるHP ProLiant Support Packおよび展開ユー
ティリティ ユーザ ガイドをダウンロードしてください。

6. エージェントの設定および修復機能を実行します。詳細については、「CMSからのエー
ジェントの設定および修復機能の実行」を参照してください。

HP-UX CMSからのリモートのHP-UXシステムのセットアップ
以下の例では、HP-UX CMSからリモートのHP-UXシステムをセットアップする方法について説
明します。

HP-UX CMSからリモートのHP-UXシステムをセットアップするには、次のように操作します。

1. CMSのフル設定権限で、HP-UX CMS上のHP Systems Insight Managerにログインします。

2. 実行済みでない場合、ファーストタイム ウィザードを実行します。詳細については、「検
出タスクの実行」を参照してください。

3. 実行済みでない場合、検出を実行します。ファーストタイム ウィザードの実行について詳
しくは、「ファーストタイム ウィザード」を参照してください。

4. 管理対象システム ソフトウェアがインストールされていることを確認します。詳細につい
ては、「HP-UXシステムへの必要なソフトウェアのインストール」を参照してください。

5. エージェントの設定および修復機能を実行して管理対象システムを設定します。詳細につ
いては、「CMSからのエージェントの設定および修復機能の実行」を参照してください。

関連トピック

● 信頼関係の設定
● バージョン コントロール

SSHキーの管理
[SSHキー]機能により、known_hostsファイルに保存されるパブリックSecure Shell（SSH）キー
を中央管理サーバ（CMS）から表示および管理することができます。SSHキーによって、CMS
と管理対象システムは、安全な接続を認証できます。

HP Systems Insight Managerには、次のSSHキー設定オプションがあります。

● Secure Shellパブリック キーのセキュリティ レベルの選択。  [オプション]->[セキュリ
ティ]->[SSHキー]を選択します。

● SSHキーのインポート。  [オプション]->[セキュリティ]->[SSHキー]を選択し、インポー
トするSSHキーを選びインポートをクリックします。

● SSHキーのエクスポート。  [オプション]->[セキュリティ]->[SSHキー]を選択し、エクス
ポートするSSHキーを選びエクスポートをクリックします。

● SSHキーの削除。  [オプション]->[セキュリティ]->[SSHキー]を選択し、削除するSSH
キーを選び削除をクリックします。
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関連プロシージャ

● SSHキーのインポート
● SSHキーのエクスポート
● SSHキーの削除
● SSHキー セキュリティの設定

SSHキー セキュリティの設定
Secure Shell（SSH）キー セキュリティ レベルを設定すると、中央管理サーバ（CMS）でのセ
キュリティ レベルを指定できます。

CMSで、SSHキー セキュリティ レベルを設定するには、次の操作を行います。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[SSHキー]を選択します。[SSHキー]ページが表示されま
す。

[管理システムSSHパブリック キー動作の選択]の下では、次のオプションを使用できま
す。

● 中央管理サーバは、SSH接続が最初に行われるとき送信されるキーを保存します。

● 中央管理サーバは、下のリストにない場合も含めて、任意のキーでSSH接続を受け入
れます。

このオプションは、デフォルトで選択されます。

このオプションにより、SSHキーが変更されても、ホストに対するすべての接続が受け
入れられます。known_hostsファイルが無効になり、新しいキーを反映して更新されま
す。

注記：このオプションは、man-in-middle攻撃に対して無防備です。

● 中央管理サーバは、キーが下のリストにある場合のみ、SSH接続を受け入れます。

このオプションでは、SSHキーが[管理システムSSHパブリック キー]リストになけれ
ば、接続が許可されません。

注記：このオプションが最も安全であるため、このオプションをおすすめします。

2. OKをクリックします。設定が保存されます。

関連プロシージャ

● SSHキーのインポート
● SSHキーのエクスポート
● SSHキーの削除

関連トピック

● SSHキーの管理
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SSHキーのインポート
Secure Shell（SSH）キー リストをインポートすると、中央管理サーバ（CMS）が、安全な接
続を認証した上 で、管理対象システム上でコマンドを実行できるようになります。1つのファ
イルから複数のSSHキーがインポートされます。インポートされた各SSHキーは、それぞれの
行に記載され、ホスト システムに関連付けられます。

CMS上でSSHキーをインポートするには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[SSHキー]を選択します。[SSHキー]ページが表示されま
す。

2. インポートをクリックします。[管理システムSSHパブリック キー]リストの下に、[SSH
キーのインポート]セクションが表示されます。

3. 参照をクリックして、インポートするSSHキーを含むファイルにナビゲートします。

4. ファイルを選択して、開くをクリックします。キーは[管理システムSSHパブリック キー]
リストに追加されます。操作を中止するには、キャンセルをクリックします。

関連プロシージャ

● SSHキーのエクスポート
● SSHキーの削除
● SSHキー セキュリティの設定

関連トピック

● SSHキーの管理

SSHキーのエクスポート
選択したSecure Shell（SSH）キーをエクスポートすると、SSHキーがファイルに保存されます。
このファイルは、他のシステムのSSHキー リストにSSHキーをインポートするために使用でき
ます。

中央管理サーバ（CMS）上でSSHキーをファイルにエクスポートするには、次のように操作し
ます。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[SSHキー]を選択します。[SSHキー]ページが表示されま
す。

2. [管理システムSSHパブリック キー]リストで、エクスポートするSSHキーを選択します。
[システム]を選択して、リストのすべてのSSHキーを選ぶこともできます。

3. エクスポートをクリックします。[SSHキーのエクスポート]セクションが表示されます。

4. 表示されるリンクを右クリックして、[対象をファイルに保存]を選択します。[名前を付け
て保存]ダイアログ ボックスが表示されます。

5. ファイルを保存するディレクトリまでナビゲートします。

6. 保存をクリックします。キーがエクスポートされます。

7. OKをクリックします。
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関連プロシージャ

● SSHキーのインポート
● SSHキーの削除
● SSHキー セキュリティの設定

関連トピック

● SSHキーの管理

SSHキーの削除
[管理システムSSHパブリック キー]リストから、Secure Shell（SSH）キーを削除すると、中央
管理サーバ（CMS）上の SSH信頼キーを削除できます。

CMSでSSHキーを削除するには、次のように操作します。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[SSHキー]を選択します。[SSHキー]ページが表示されま
す。

2. [管理システムSSHパブリック キー]リストで、削除するSSHキーを選択します。

3. 削除をクリックします。SSHキーを削除しようとしていることを示すメッセージが表示さ
れます。

4. OKをクリックします。[管理システムSSHパブリック キー]リストからキーが削除されま
す。

関連プロシージャ

● SSHキーのインポート
● SSHキーのエクスポート
● SSHキー セキュリティの設定

関連トピック

● SSHキーの管理

データベースのバックアップと復元
HP Systems Insight Managerをインストールしなおす際に、データベースに保存してある情報を
維持する場合は、データベースをバックアップする必要があります。HP Systems Insight Manager
をインストールしなおした後で、前のデータベースの情報をバックアップから復元できます。

関連プロシージャ

● HP-UX/Linux
● Windows

関連トピック

● リファレンス情報
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HP-UX/Linux
HP-UXオペレーティング システムとLinuxオペレーティング システムに
おけるデータベースのバックアップと復元

HP Systems Insight Manager関連のすべてのデータを保存するため、HP Systems Insight Manager
ではPostgreSQLサーバ データベースが使用されています。データベースは定期的にバックアッ
プしてください。復元が必要になった場合、HP Systems Insight Manager CMSは、復元プロセ
ス中に自動的に再起動されます。

データベースのバックアップと復元を行うには、次のように操作します。

1. データベースを保存するには、/opt/mx/bin/mxrepositorysave -f file_name/directoryと入力
します。

ディレクトリを省略すると、日時情報を含むファイル名でファイルが生成されます。この
機能は、自動バックアップで便利です。

ファイル名に.gz文字列 を含めると、gunzipフォーマットのファイルをバックアップする
こともできます。

2. データベースを復元するには、/opt/mx/bin/mxrepositoryrestore -f filenameと入力します。

CMSが再起動されます。

注記：現行データベースのすべてのデータは削除されます。

3. バックアップをスケジュールします。

[ツール]->[コマンド ライン ツール]->[PostgreSQL DBバックアップ]を選択し、CMSノー
ドをターゲットとして選択します。

注記：定期的に実行するようにバックアップをスケジュールする場合は、パラメータに
ディレクトリ名を指定できます。ファイルはgunzipフォーマットで保存され、日時情報が
ファイル名に含まれます。バックアップを1回だけ実行する場合は、ディレクトリかファ
イル名を指定できます。

HP Systems Insight Managerデータベース パスワードの変更

HP Systems Insight Manager設定中は、mxadminユーザがPostgreSQLで作成され、設定中にパ
スワードが生成されます。

1. パスワードMxDBUserPasswordの値を取得するには、/opt/mx/bin/mxpassword -lと入
力します。

2. HP Systems Insight Managerデータベース パスワードを変更するに
は、/opt/mx/bin/mxpassword –m –x MxDBUserPassword=newpasswordと入力します。

関連プロシージャ

● Windows
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関連トピック

● データベースのバックアップと復元

Windows
HP Systems Insight Managerでは、ネットワーク上のシステムに関して収集した、すべての情
報、およびすべての設定オプションの保存に、Microsoft SQL Serverデータベース（MSDE）が
使用されます。常に適切なバックアップ スケジュールを使用して、データベースをバックアッ
プしてください。深刻なデータベースの問題が発生した場合は、このバックアップを復元し
て、HP Systems Insight Managerを動作状態に戻すことができます。

データベースを復元する必要がある場合は、サービス アプレットからHP Systems Insight Manager
サービスを停止した後で復元する必要があります。復元が完了した後で、サービスを再起動し
てください。

HP Systems Insight Managerをインストールし直す際に、データベースに保存してある情報を維
持する場合は、データベースをバックアップする必要があります。HP Systems Insight Manager
をインストールしなおした後で、HP Systems Insight Managerのインストール中に作成された
データベースに、前のデータベース バックアップを復元できます。

SQLサーバ データベースのバックアップ
Microsoft SQL Enterprise Managerにはユーティリティが内蔵されており、データベースをバッ
クアップできるようになっています。必要な場合は、バックアップを自動的に実行できます。
この手順を完全に理解するには、SQL Enterprise Managerで提供されているヘルプを参照して
ください。

Microsoft SQL Enterprise Managerを使用してHP Systems Insight Managerデータベースをバック
アップするには、次のように操作します。

1. HP Systems Insight Managerからサイン アウトし、HP Systems Insight Managerサービスを
停止します。

2. HP Systems Insight Managerをインストールした設定サブディレクトリconfigをバックアッ
プします。

注記：このプロセスでは、使い慣れたツールを使用して、ディレクトリをバックアップし
てください。たとえば[エクスプローラ]を使用して、HP Systems Insight Managerインストー
ル ディレクトリのコピーを作成できます。

3. Windowsコンソールの[スタート]メニューを使用して、Microsoft SQL Enterprise Manager
を開きます。

4. 左側に表示されるツリーで、[Microsoft SQL Servers]ブランチと[SQLサーバ]グループ
を展開します。HP Systems Insight Managerデータベースがあるサーバがリストされない場
合は、右クリック メニューから[新しいSQLサーバ登録]を選択して追加します。

5. HP Systems Insight Managerデータベースがあるサーバを選択します。最上部の[[ツール]]
メニューから[データベースのバックアップ]を選択します。表示されるダイアログ ボック
スで、Insight_v*というデータベースを選択し、バックアップ オプションとして[データベー
ス全体]が選択されていることを確認します。
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6. 追加をクリックし、データベースのバックアップを取る場所を選択します。たとえば、
ディスクかテープを選択します。

7. バックアップを始めるには、OKをクリックします。

バックアップによるSQLサーバ データベースの復元
1. Windowsコンソールの[スタート]メニューを使用して、Microsoft SQL Enterprise Manager

を開きます。

2. 左側に表示されるツリーで、[Microsoft SQL Servers]ブランチと[SQLサーバ]グループ
を展開します。HP Systems Insight Managerデータベースがあるサーバがリストされない場
合は、右クリック メニューから[新しいSQLサーバ登録]を選択して追加します。

3. HP Systems Insight Managerデータベースがあるサーバを選択します。最上部の右クリック
メニューから、[すべてのタスク]->[データのインポート]を選択します。

DTSインポート/エクスポート ウィザードが起動されます。次へをクリックします。

4. [サーバ]フィールドで、エクスポートされたデータベースが存在するサーバを選択します。
認証のモードとして[Windows認証を使用]を選択します。

5. [データベース]ドロップダウン メニューから、復元するデータベースの名前を選択しま
す。たとえばInsight_v*を選択します。

6. 次へをクリックします。

7. [サーバ]ドロップダウン メニューからHP Systems Insight Managerシステムを選択します。
認証のモードとして[Windows認証を使用]を選択します。[データベース]ドロップダウン
メニューから[Insight_v*]を選択します。次へをクリックします。

8. [変換元データベースからテーブルとビューをコピー]を選択します。次へをクリックしま
す。

9. [選択した変換元テーブルとビュースクリーンのすべてのボタンを選択]を選択します。次
へをクリックします。

10. [今すぐ実行]を選択します。次へをクリックします。

11. 完了をクリックします。

12. 完了をクリックします。

13. HP Systems Insight Managerをインストールした設定サブディレクトリconfigを復元します。

14. HP Systems Insight Managerサービスを起動します。

MSDEデータベースのバックアップ
MSDEを使用すると、データ ファイルとトランザクション ログの両方をバックアップできま
す。障害が発生した場合は、最新データベース バックアップが復元されます。復元が完了した
ら、すべての後続トランザクション ログ ファイルに含まれる変更内容を適用し、最終夜間ト
ランザクション ログがバックアップされたときの状態にデータベースを戻すことができます。

Microsoft Access 2000がある場合は、Accessプロジェクトの[データベース ユーティリティ]メ
ニューでBACKUPコマンドを使用し、MSDEデータベースをバックアップできます。SQL Client
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Toolsをインストールした場合は、SQL Enterprise Managerを使用してMSDEデータベースをバッ
クアップできます。

SQL Client ToolsとAccess 2000は、Microsoft Data Engine（MSDE）インストールの一部ではあ
りません。このため、MSDEのみをインストールしている場合は、上記のプログラムに付随す
るオプションを実行することはできません。MSDEデータベースをバックアップするには、TSQL
BACKUP DATABASEコマンドを使用してOsql.exe（コマンド ライン クエリ ツール）で実
行できます。この手順は、Microsoft Data Engine（MSDE）1.0に当てはまります。以下のセク
ションのすべてのストアド プロシージャについては、SQL Books Onlineを参照してください。

MSDEデータベース コマンド ライン機能を使用したHP Systems Insight
Managerのバックアップ

1. HP Systems Insight Managerからサイン アウトし、HP Systems Insight Managerサービスを
停止します。

2. HP Systems Insight Managerをインストールした設定サブディレクトリconfigをバックアッ
プします。

注記：このプロセスでは、使い慣れたツールを使用して、ディレクトリをバックアップし
てください。たとえば[エクスプローラ]を使用して、HP Systems Insight Managerインストー
ル ディレクトリのコピーを作成できます。

3. 次のコードは、MSDEでさまざまなストアド プロシージャを使用してバックアップを実行
する例です。このコードでは、重要なデータベースが「そのまま」バックアップされない
ので、データベース名やサーバ名などを修正して環境に合わせて実行しなければならない
ことがあります。次のTSQLスクリプトを「メモ帳」に貼り付け、myBackup.sql というファ
イルに保存してください。

-- このTSQLスクリプトでは、バックアップ ジョブが作成され、
   sp_start_jobが呼び出されてジョブが実行されます。
-- ジョブを作成します。
-- Emailアドレス（コメントになっている部分）やポケベルなどを指定できます。
-- このオプションやその他のオプションの詳細については、SQL Books Onlineを 
   参照してください。

USE msdb
EXEC sp_add_job @job_name = 'mydbBackupJob',
@enabled = 1,
@description = 'mydbBackupJob',
@owner_login_name = 'sa',
@notify_level_eventlog = 2,
@notify_level_email = 2,
@notify_level_netsend =2,
@notify_level_page = 2
  
-- @notify_email_operator_name = 'email name'

go

-- ジョブ ステップを追加します（データのバックアップ）。
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USE msdb
EXEC sp_add_jobstep @job_name ='mydbBackupJob',
@step_name = 'Backup INSIGHT Data',
@subsystem = 'TSQL',
@command = 'BACKUP DATABASE "Insight_v*" TO DISK 
=''c:\INSIGHT.dat_bak''',
@on_success_action = 3,
@retry_attempts = 5,
@retry_interval = 5
   
go

-- ジョブ ステップを追加します（ログのバックアップ）。

USE msdb
EXEC sp_add_jobstep
@job_name ='mydbBackupJob',
@step_name = 'Backup INSIGHT Log',
@subsystem = 'TSQL',
@command =<command> 'BACKUP LOG "Insight_v*" TO DISK' = 
'c:\INSIGHT.log_bak''',
@on_success_action = 1,
@retry_attempts = 5,
@retry_interval = 5
   
go

--ターゲット サーバを追加します。

USE msdb
EXEC sp_add_jobserver @job_name = 'mydbBackupJob',
@server_name = N'(local)'
   
-- ジョブを実行します。ジョブをすぐに開始します。

USE msdb
EXEC sp_start_job @job_name ='mydbBackupJob'
   
-- ファイルを/mssql/binnフォルダの下にコピーする必要があります。

-- これを実行するコマンドは、OSQL -Smysqlserverです。

-U sa -Pパスワードが存在する場合は、パスワードを-i mybackup.sql -nに指定します。

関連プロシージャ

● HP-UX/Linux
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関連トピック

● データベースのバックアップと復元

SSHバイパス プロパティの設定
globalsettings.propsには、設定可能な多くのプロパティがあります。これらの設定は、お客様
の実行環境に合わせて、HP Systems Insight Managerの各種設定のパフォーマンスを細かくチュー
ニングするために使用されます。

SSHバイパスは、中央管理サーバ（CMS）がツールをCMSでローカルに実行する場合に、指定
されたユーザのSSH接続の設定のオーバーヘッドをバイパスすることによって、パフォーマン
スを向上させます。また、ローカルで適切に設定されていないSSHによる潜在的な問題を解決
します。SSHバイパスは、CMSで排他的に実行されるツールに適用されます。この機能は、HP
Systems Insight Manager 4.2 SP2 – Windowsで導入されており、HP-UXおよびLinuxについても
HP Systems Insight Manager 5.0に含まれています。この機能は、HP-UXおよびLinuxのrootユー
ザとWindowsのadministratorおよびinstallerアカウントについてはデフォルトで有効になってい
ます。

globalsettings.propsで、SSHバイパス プロパティを設定するには、次のように操作します。

1. 次の位置にある、globalsettings.propsファイルを開きます。

● Windowsの場合。  一般に、C:\Program Files\HP\Systems Insight
Manager\config\globalsettings.propsにあります。

● HP-UXおよびLinuxの場合。  /etc/opt/mx/config/globalsettings.propsにあります。

2. 次のプロパティを編集します。

● mx_dtf_ssh_bypass_user。   このプロパティを変更して、SSHバイパス機能の
ユーザ名を追加します。各ユーザ名はカンマで区切ってください。Windowsドメイン
アカウントについては、ドメイン名とユーザ名の間に2つの円マークが入っている必要
があります（mydomain\\mynameなど）。CMSについての完全な管理者権限を与えた
くないユーザ名は追加しないでください。

● mx_dtf_enable_ssh_bypass。   このプロパティをTrueに設定して、
mx_dtf_ssh_bypass_userにリストされているユーザについて、ほとんどのローカル ツー
ルのSSHの使用をバイパスします。または、Falseに設定して、常に、ローカルに実行
されるSSHツールを使用します。デフォルト設定はTrueです。

監査ログ
HP Systems Insight Managerでは、システム上のHP Systems Insight Managerユーザが実行する
タスクをすべてログに記録しています。情報は、中央管理サーバ（CMS）の監査ログ ファイル
に保存されます。HP Systems Insight Manager監査ログでは、複数の機能を設定できます。たと
えば、データをログに記録するツール、および最大監査ログ ファイル サイズを指定できます。
HP Systems Insight Manager監査ログは、log.propertiesファイルで設定し、ログに記録するツー
ルを有効または無効に設定する場合は、XMLツール定義ファイルで行います。
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HP Systems Insight Manager監査ログの設定
HP Systems Insight Manager監査ログの設定は、コマンド ライン インタフェース（CLI）から実
行します。rootまたはAdministratorとしてログオンしてください。

ツール定義ファイルの設定

XMLツール定義ファイルには、単一システム対応（SSA）コマンド ツールとマルチシステム対
応（MSA）コマンド ツールのログを無効にするオプションがあります。コマンド要素のログ属
性では、コマンドの結果をHP Systems Insight Managerログ ファイルに出力するかどうかを指
定します。コマンド出力はデフォルトでログに記録されます。

log.propertiesファイルの設定
log.propertiesファイルが次のディレクトリに存在しない場合は、ファイルを作成してlog.properties
という名前を付ける必要があります。このファイルが存在しない場合、またはファイル内で変
数が定義されていない場合、HP Systems Insight Managerはデフォルト値を使用します。詳細に
ついては、「監査ログ ファイルの設定」を参照してください。

関連トピック

● 監査ログの表示

監査ログの表示

HP Systems Insight Managerでは、システム上のHP Systems Insight Managerユーザが実行する
タスクをすべてログに記録しています。情報は、中央管理サーバ（CMS）の監査ログ ファイル
に保存されます。

注記:

監査ログ ファイルを直接読み取るには、rootまたはAdministrator、または完全な
設定権があるユーザとしてログインする必要があります。

HP Systems Insight Manager監査ログを表示して、CMSで記録された情報を確認するには、次の
ように操作します。

1. [タスク&ログ]->[HP Systems Insight Manager監査ログの表示]を選択します。[監査ロ
グ]ページが表示されます。

2. 次のうちいずれかのオプションを選択し、表示するログ エントリを選択します。

● [最新の40エントリ]。最新ログ エントリ数を選択して表示するには、これを選択しま
す。デフォルトは、40個の最新ログ エントリを表示するように設定されています。

● [検索開始エントリ " " 検索終了エントリ " "]。ログ エントリのうちインデックス付け
し た範囲を表示するには、このオプションを選択します。
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3. すぐに表示をクリックします。要求したログ エントリが表示されます。

ログの内容

HP Systems Insight Manager監査ログには、次の情報がこの順序で含まれます。監査ログ エン
トリでは、すべてのフィールドの前にログ エントリ キー@!@が付きます。

● タイム スタンプの日付、時刻、タイム ゾーン

● カテゴリ

● 結果

● アクション

● オブジェクト タイプ

● オブジェクト タイプ記述子

● レベル

● セッション ユーザ ログイン名

● セッションID（任意）

● トランザクションID（任意）

● セッション ユーザの完全ユーザ名（任意）

上のフィールドは1行に表示されます。ログ エントリに関するメッセージや追加情報が存在す
る場合は、次の行に表示されます。

HP Systems Insight Manager監査ログの例を以下に示します。

@!@,2003-07-11 18:21:50 MDT,CONFIG,SUCCESS,ADD,TASK,Default Automatic
Discovery,SUMMARY,mxadmin,0,11,

@!@,2003-07-11 18:22:06 MDT,CONFIG,SUCCESS,MODIFY,TASK,Initial Hardware Status
Polling,SUMMARY,mxadmin,0,12,

@!@,2003-07-11 18:51:01
MDT,CONFIG,SUCCESS,ADD,AUTHORI,MX_AUTH,SUMMARY,jsmith,590,1186800129,

John Smith Added authorization for user djones with a toolbox of Monitor Tools for All Managed
Systems.

@!@,2003-07-11 18:53:08 MDT,CONFIG,SUCCESS,MODIFY,TASK,Hardware Status Polling for
Servers,SUMMARY, mxadmin,0,88,

関連トピック

● 監査ログ

監査ログ ファイルの設定
監査ログ ファイルを、ユーザが指定したディレクトリに配置されるように設定してください。
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監査ログを設定するには、次のように操作します。

1. Windowsの場合は、path.propertiesという名前のファイルをC:\Program Files\HP\Systems
Insight Manager\configに作成します。

LinuxとHP-UXの場合は、path.propertiesという名前のファイルを/etc/opt/mx/configに作成
します。

2. path.propertiesというファイルに、LOG=\\Auditlog\\Logsまたは
LOG=C:/Auditlog/Logs というエントリを追加します。

注記： C:\\Auditlog\\Logは、例として挙げたものです。このパスは、ユーザによって定
義されます。

3. LinuxとHP-UXの場合は、HP Systems Insight Managerデーモンを再起動します（mxstopと
mxstart）。Windowsの場合は、HP Systems Insight Managerサービスを再起動します。
サービスを再起動すると、path.propertiesファイルで指定したディレクトリに、mx.logとい
う名前の新しいログ ファイルが常駐します。

log.propertiesファイルでは、次のように5つの変数を定義できます。

● MX_LOG_FILENAMEは、ファイル名を表します。デフォルトで
は、"MX_LOG_FILENAME=mx"です。

● MX_LOG_FILEEXTは、ファイル拡張子を表します。デフォルトでは、"MX_LOG_FILEEXT=log"で
す。

● MX_LOG_FILESIZEは、ファイルの最大サイズを表します。デフォルトで
は、"MX_LOG_FILESIZE=20"です。

● MX_LOG_ROLLFILEEXTは、ロール オーバ名のファイル拡張子を表します。デフォルトで
は、"MX_LOG_ROLLFILEEXT=old"です。

● MX_LOG_QUEUESIZEは、監査ログに書き込む項目をキューに入れるために割り当てるメモ
リ量を表します。デフォルトでは、"MX_LOG_QUEUESIZE=300"です。

ファイルの最大サイズは、メガバイト単位で設定されます。

監査ログ ファイルが最大サイズに達すると、ログ ファイルの拡張子がMX_LOGROLLFILEEXTに
変更されて、新しいファイルへの書き込みが開始されます。前バージョンのファイルがすでに
MX_LOG_ROLLFILEEXT拡張子に変更されていた場合は、そのファイルは、監査ログ ファイルの
自動ロール オーバになります。ロール オーバは、実行中のタスクの完了後に行われます。た
だし、最大ファイル サイズを超えてから1時間が経過してもタスクが完了しない場合は、監査
ログ ファイルは別のファイルにロール オーバされます。

注意:

キュー サイズの変更は慎重に行ってください。キュー サイズの設定値が大きす
ぎると、ログ マネージャにより大量のシステム メモリが消費される可能性があ
ります。

log.propertiesファイルに加えた変更は、ログ マネージャ デーモンを再起動するまでは有効に
なりません。Windowsの場合は、HP Systems Insight Managerサービスを再起動してください。
LinuxとHP-UXの場合は、ログ マネージャを再起動してください。
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注記:

デフォルトの場合、LinuxとHP-UXでは、ログ ファイルのパスが/var/opt/mx/logs
に設定されます。このパスは、/etc/opt/mx/config/path.propertiesファイルの
LOGの値を編集することにより、設定できます。このプロパティ ファイルがな
い場合は、作成する必要があります。Windowsの場合、デフォルトの場所は、製
品がインストールされているディレクトリのlogsサブディレクトリです。

関連トピック

● 監査ログ
● 監査ログの表示
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トラブルシューティング
CIMOMブラウザ認証

収集クラスタCLI

検出データベースカスタム コマンド

一般的な問題ファームウェア アップグレー
ド

イベント/SNMPトラップ

識別HTTPイベントHP Systems Insight Manager

IPアドレスインストールInternet Explorer

ポケベル通知オペレーティング システムOpenSSH

プロパティ ページ印刷機能ping

応答エージェント設定のレプリケー
ト

プロトコル

Serviceguard Managerセキュリティ検索

ソフトウェア ステータスSNMPエージェントサイン イン

システムスイッチストレージ システム

ツールタスクシステム ページ

WMIMapperWindows NTイベント ログVCRMカタログ

認証
HP Systems Insight Managerが正常に実行されていたが、認証やデータベースへのアクセ
スを行うと、コンソールに次のようなエラー メッセージが表示される。認証の失敗またはデー
タベース アクセス エラー

解決策：この問題を解決するには、DNSサーバで、HP Systems Insight Managerが使用するネッ
トワーク アドレスをCMSのホスト名と正しく関連付けられていることを確認します。DHCP
サーバを使用して中央管理サーバ（CMS）のIPアドレスを割り当てている場合は、IPアドレス
を静的に割り当てます。HP Systems Insight Managerのホスト名を変更することはできません。

ブラウザ
HP Systems Insight ManagerがインストールされたLinuxシステム上のSystem
Management Homepageにアクセスしようとすると、複数のブラウザ警告メッセージを受
け取る。

解決策：

1. ターミナル ウィンドウを開きます。

2. コマンド プロンプトで次のように入力します。

cp /etc/opt/hp/sslshare/* /opt/hp/sslshare

3. Enterキーを押します。

4. コマンド プロンプトで次のように入力します。
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"service hpsmhd restart"

5. Enterキーを押します。

HP Insightマネジメント エージェントがインストールされている、LinuxまたはHP-UX CMS
にアクセスして、Insightマネジメント エージェントをクリックすると、[セキュリティ アラー
ト]ダイアログ ボックスが表示される。

解決策：マネジメントHTTPサーバ証明書が、HP Systems Insight Manager証明書で上書きされて
いません。これは、OpenSSLが正しく設定されていないために発生します。Linuxでは、OpenSSL
は、必ず、/usr/bin/ディレクトリにインストールしてください。HP-UXでは、OpenSSLは、必
ず、/opt/apache/ssl/bin/ディレクトリにインストールしてください。OpenSSLを正しいディ
レクトリにインストールしたら、新しいHP Systems Insight Manager証明書を作成してこの問題
を解決します。

ログインしているHP Systems Insight Managerサーバ上に存在するInsightマネジメント
エージェントへのシステム リンクをクリックすると、システム ページにセキュリティ アラー
トが表示される。

解決策1：証明書の名前がサイトの名前と一致しないというセキュリティ アラートの場合は、
システムへのリンクがシステム証明書の名前と同じフォーマットを使用するように、HP Systems
Insight Managerの設定を変更できます。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[システム リンク設定]を選択します。[システム リンク設
定]ページが表示されます。

2. 使用可能ないずれかのオプションを選択します。システムの証明書を表示して、使用され
ている名前フォーマットを確認します。

3. OKをクリックします。

システムの証明書が、ネットワーク上で正しく解決されない名前フォーマットを使用している
場合は、正しく解決されるリンク フォーマットを選択する場合があります。このケースでは、
システムの証明書をブラウザの信頼済みリストにインポートしているかどうかに関わらず、こ
の名前の不一致の警告が表示されます。これを防止するには、Internet Explorerへのチェックイ
ンをオフにします。これを行うには、[ツール]->[インターネット オプション]を選択し、[詳細
設定]タブを選択します。[セキュリティ設定]で、[無効なサイト証明書について警告する]の選
択を解除します。ただし、これは推奨事項でなく、実際のセキュリティ ポリシーとガイドライ
ンに従って慎重に検討する必要があります。

ブラウザの[無効なサイト証明書について警告する]を無効にすると、アクセスしているHP Systems
Insight Managerサーバまたは管理対象システムを正しく識別する機能が低下するだけでなく、
Webベース管理製品と関係がない任意の外部または内部のインターネット サイトを正しく識別
する機能も低下します。

解決策2：信頼されていない証明書や無効な証明書のようなその他の理由でセキュリティ アラー
トが出る場合の詳細については、ブラウザ項 [609]を参照してください。

インストールが完了した後にHP Systems Insight Managerにアクセスすると、証明書のホ
スト名がURLと一致しないことを示すメッセージが表示される。

解決策：インストール後に、CNのIPアドレスで新しい証明書を作成します。詳細については、
サーバ証明書の作成 [admin_cert_server_create.html#CreateServerCert]を参照してください。新
しい証明書を作成したら、HP Systems Insight Managerサービスを再起動してください。

システムにアクセスすると、セキュリティ アラートが発行される。
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解決策：ブラウザにシステム サーバ証明書がインポートされ、証明書に指定されている名前を
使用してシステムにアクセスしていることを確認します。たとえば、[localhostへのブラウズ]
では、このセキュリティ アラートが発行されます。

HP Systems Insight Managerの別のページにアクセスすると、次のエラー メッセージが表
示される。

「このウィンドウはセキュアおよび非セキュア アイテムを含んでいます。」

解決策：いくつかの条件により、この警告メッセージが表示されます。

● 不適切なバージョンのInternet Explorer

Internet Explorer 6.0には既知の問題があるため、この警告メッセージが誤って表示されます。
HP Systems Insight Managerのホーム ページや[タスク結果]ページなどでこの問題が発生します
が、他のページでも発生する場合があります。

ブラウザでこの問題を解決するには、ブラウザの[バージョン情報]ボックスで[バージョン] 文
字列を調べて、バージョンが最低でも5.50.4522.1800になっていることを確認します。

注記:

IEの[バージョン情報]ボックスに表示される[更新バージョン]文字列を信頼しない
でください。サービス パックが正しく表示されないことがあります。たとえば
SP1となっていても、バージョンが5.50.4134.0600である場合は正しくないこ
とがあります。バージョンが5.50.4522.1800以上になっていることを確認して
ください。

Internet Explorerの問題について詳しくは、Microsoft Knowledge Baseのarticle Q269682を参照
してください。インストールされているブラウザのバージョンを確認するには、Microsoft
Knowledge Baseのarticle Q164539を参照してください。

● SSLをサポートしていないシステムへの移動

SSLをサポートしていないシステムへHP Systems Insight Managerの[システム ページ]を移動す
る場合、そのシステムに対するシステム リンクによって、HTTPSでなく、非セキュア プロトコ
ルであるHTTPが指定されます。HP Systems Insight Managerからの安全な項目とシステムからの
安全でない項目の両方が表示され、警告が指示されます。

SSLをサポートしているシステム用にHP Insightマネジメント エージェントの新しいバージョン
が存在する場合があります。新しいバージョンが存在しない場合や、今すぐシステムを表示す
る場合は、はいをクリックして安全でない項目を表示してください。そうしないと、システム
を表示できません。管理対象システムとブラウザとの間のすべてのデータはSSLを使用して暗号
化されたままです。また、ブラウザとシステム間のデータはSSLを使用して暗号化されません。
サイン イン証明書は、古いHP Insightマネジメント エージェントのサイン イン アプレットに
よって慎重にエンコードされるため、安全にサイン インできますが、その他のすべてのデータ
は暗号化されません。
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注記:

警告メッセージに対して、はいを選択すると、ウィンドウの部分が安全でないた
め、ブラウザからロック アイコンが削除されます。また、ブラウザを再起動す
るまでは、次回安全でないシステムにアクセスするときに警告メッセージが表示
されないことがあります。

注記:

SSLをサポートしないシステムでは、シングル ログインはサポートされないか、
試行できません。

● ブラウザにエラー ページが表示される

ブラウザがエラー ページを表示しようとし、この警告メッセージが表示されます。詳細につい
ては、Microsoft Knowledge Baseのarticle Q184960を参照してください。

HP Systems Insight Managerサーバ自体でInsightマネジメント エージェントにアクセス
すると、エージェントにアクセスしている間、複数のセキュリティ アラートが表示される。

解決策：これは、以下の条件で発生します。

● HP Systems Insight Managerサーバとして同じシステムのInsightマネジメント エージェント
にアクセスした場合。たとえば、HP Systems Insight Managerサーバの名前がDAMONで、
HP Systems Insight Managerにアクセスするとき、DAMONのシステム ページへ移動し、
System Management HomepageなどのWebベースの管理リンクを選択した場合です。

● Insightマネジメント エージェントとHP Systems Insight Managerの証明書が、ブラウザにイ
ンポートされていない。

HP Systems Insight ManagerとInsightマネジメント エージェントの両方を同じシステムで実行し
ている場合でも、同じSSL Webサーバではなく、同じ証明書を持っているわけではありません。

Windowsによるセキュリティ アラート ウィンドウの表示を停止するには、HP Systems Insight
ManagerとWebベースのマネジメント エージェントの証明書をブラウザにインポートします。
詳細については、「サーバ証明書のインポート」を参照してください。この情報は、Webベー
スのマネジメント エージェントの証明書をインポートする場合にも適用されます。

セキュリティ アラートが証明書の名前とアドレス上の名前の不一致による場合は、証明書をイ
ンポートしても、問題は解決されません。代わりに、証明書の名前を使用して、HP Systems
Insight Managerまたはマネジメント エージェントにアクセスします。あるいは、片方は証明書
の名前を使用してアクセスし、他方は証明書の名前を使用しないでアクセスします。たとえ
ば、IPアドレスを使用してHP Systems Insight Managerにアクセスし、システム名を使用してマ
ネジメント エージェントにアクセスします（あるいは、HP Systems Insight Managerにシステ
ム名、マネジメント エージェントにIPアドレスでアクセスします）。それぞれに異なる名前を
使用すると、ブラウザで2つのドメインが分離され、同じドメインに異なる証明書をもつ混乱
が防止されます。その他のセキュリティ問題の詳細については、以下を参照してください。
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HP Systems Insight Manager以降、HP Systems Insight Managerは、この問題を緩和するために、
その証明書とプライベート キーをInsightマネジメント エージェント用のローカルHTTPサーバ
と同期化しようと試みます。同期化が実行された場合、同期した証明書でHP Systems Insight
ManagerとHTTPサーバを再起動するために、システムを再起動する必要があります。詳細につ
いては、「証明書の同期」を参照してください。

CLI
コマンド ラインからmxmib -f SHIPPING CFGs not preloaded.txtを入力すると、次のエ
ラーが発生する。次の値は無効な引数値です：CFGs

解決策：コマンドmxmibは、空白文字を処理できません。ファイル名を、mxmib -f
"SHIPPING CFGs not preloaded.txt"のように引用符で囲みます。

コマンドmxagentconfig -a cms_name -p password  がエラーになり、次のメッセージ
が表示される。

Unknown hostname: 'cms_name' ..

解決策：確認の目的で、コマンドnslookup cms_name を使用し、管理対象システムでネッ
トワーク名解決をテストします。問題を解決するには、管理対象システムの/etc/hosts ファイ
ルにCMS情報を追加し、ネットワーク名解決を管理対象システムで適切に設定します。

コマンドmxnode -a system_name かmxnode -r system_name がエラーになり、次の
メッセージが表示される。 Unknown host: ‘system_name’  System ignored.

確認：コマンドnslookup system_name を使用し、CMSでネットワーク名解決をテストし
ます。

解決策：中央管理サーバでネットワーク名解決を適切に設定します。

次のメッセージを受け取りました。他のユーザが現在mxmibを使用しています。再度実行し
てください。この問題をどのように修正しますか。

解決策：これは、予期された動作です。mxmib -rを実行してインターロックを解除します。

MXMIBでは、別のファイル名を使用してMIBをコンパイルできるが、同じ内部モジュール名
がすでに存在し、そのモジュールがコンパイル済みMIBになっている。これが、データベース
の矛盾の原因になっている。

解決策：モジュール名とファイル名は一貫している必要があります。名前が一致していない
と、障害が発生する可能性があります。

データベースにすでに存在するMIBをコンパイルしようとすると、実際には更新しているにも
かかわらず、インポートしているというCLIメッセージが表示されます。

既存のHP Systems Insight Managerユーザ グループのメンバだが、CLIからコマンドを実
行しようとすると、次のようなエラー メッセージが表示される。There was a problem
connecting to the HP Systems Insight Manager server. Make sure that: （HP
Systems Insight Managerへの接続の際に問題が発生しました。以下を確認してください）

1. Your user name has been added to HP Systems Insight Manager（ユーザ名がHP Systems
Insight Managerに追加されている）Do this by signing into the HP Systems Insight Manager
GUI at least one time.（この操作を行うには、少なくとも一度はHP Systems Insight Manager
GUIにサイン インします。）
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2. Your username and password, if specified, are correctly spelled.（ユーザ名とパスワードの
綴りに間違いがない）

3. HP Systems Insight Manager is running.（HP Systems Insight Managerが実行されている）

4. You used '--' for any long options and double quotes if your username include s a domain.
（ユーザ名にドメインが含まれる場合、長い名前のオプションと二重引用符に対して'--'が
使われている）For example, <commandname> --user "mydomain\myusername" --pass
mypassword.（たとえば、<コマンド名> --user "mydomain\myusername" --pass mypassword
のように入力します）

Red Hat 4.0システム上で# /opt/mx/bin/mxrepositorysave -f /root/sql.logコマンド
を実行した後、バックアップ ファイルが空になる。

解決策：Red Hat 4.0システム上では、mxrepositoryコマンドは正しく機能しません。別のディ
レクトリを作成して、postgresqlデータベースをコピーしなければならない場合もあります。

mxnodesecurity -r -p protocol ?n <非フルDNS名>コマンドを実行したあと、システムが
削除されたという内容のメッセージは表示されるが、システムはmxnodesecurityリストに
残っている。

解決策：mxnodesecurity -r ?p protocol ?n <ホスト名>コマンドを使用して、システムを
mxnodesecurityリストから削除するには、<ホスト名>ではなく、完全修飾ドメイン名を使用す
る必要があります。

完全な設定権を持っていますが、CLIコマンドを実行使用とすると、例外を受け取る。

mxnodesecurityについての解決策：Linuxシステムでは、コマンドはrootユーザで実行する必
要があります。

すべてのCLIコマンドについての解決策： .

● HP Systems Insight Managerユーザ グループのメンバの場合、少なくとも1度は、HP Systems
Insight Manager GUIにサイン インする必要があります。サイン インが終わると、権限のあ
るユーザのリストに登録され、CLIからコマンドを実行できるようになります。

● WindowsシステムでCLIコマンドを実行するには、Windows Administratorグループのメンバ
でなければなりません。

CIMOM
検出されたネットワーク上にcommon information model object manager（CIMOM）
が存在するが、ポートからいかなる情報も受け取っていない。

解決策：次のいずれかの解決策を試してください。

● CIMOMがインストールされ、デフォルトのポート5989ではないSSL（Secure Sockets Layer）
ポートでリスンしている場合は、config/identification/wbemportlist.xmlファイルで新しい
ポート番号を指定する必要があります。次に例を示します。

<port id="5991" protocol="https">
<interopnamespace name="root" />
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<interopnamespace name="interop" />
</port>

● WBEMプロバイダのinterop namespaceが、config/identification/wbemportlist.xmlファイル
のport要素に存在するかどうかを確認します。存在しない場合は、port要素に、
interopnamespace要素として追加し、HP Systems Insight Managerを再起動してください。

注記:

新しいportまたはinterop namespaceを追加すると、HP Systems Insight Manager
が、検出範囲の各IPアドレス上の、port、interop namespace、ユーザ名/パスワー
ド ペアの可能な組み合わせをすべて検出対象にするため、検出時間が延びます。

クラスタ
クラスタがクラスタとして識別されない。

解決策：クラスタがクラスタとして定義されていないか、クラスタのノードが正しく識別され
ない場合は、すべてのクラスタ マネジメント エージェントがそのクラスタのすべてのクラス
タ ノードにインストールされていることを確認し、必要に応じて再インストールします。

システムをクラスタとして手動で追加した後で、システムがクラスタでない場合でも、システ
ム タイプが変更されない。

解決策：システムをクラスタとして手動で追加した後は、システムが最初からクラスタでない
場合でも、システム タイプは変更されないことがあります。システム タイプをリセットする
には、システムを削除し、検出を実行してください。

クラスタまたはクラスタ ノードが正しく識別されない。

解決策：クラスタまたはクラスタ ノードは、次の理由で見つからない場合があります。

● バージョン6.30以降のSmartStartでは、クラスタ エージェントのいずれかが正しくインス
トールされません。実行可能ファイルはクラスタ ノードにインストールされますが、Windows
レジストリが更新されないため、更新する必要があります。

1. Windowsレジストリにアクセスします。[スタート]メニューから、 [ファイル名を指定
して実行] を選択し、regeditと入力してください。

2. 次のキーを作成します。

キー：
HKEY_LOCAL_MACHINE,"SOFTWARE\Compaq\CompaqCommonClusterAgent\CurrentVersion"

値：Pathname,%REG_EXPAND_SZ%,"%SystemRoot%\System32\svrclu.dll"

SmartStart CD 7.4からは、このアップデートを利用できます。

● クラスタとクラスタ ノードが自動検出のIP範囲に含まれ、除外されていないことを確認し
ます。
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● クラスタやクラスタ ノードの名前を変更した場合、クラスタが使用しているDNSサーバと
HP Systems Insight Managerが新しい名前になっていることを確認します。

● クラスタ ノードが動作していない可能性があります。

● クラスタ ノードに、バージョン4.22より古いInsightエージェントがあります。

● Insightエージェントがクラスタ ノードで実行されていません。

● SNMPエージェントがクラスタ ノードで実行されていません。

● ネットワーク トラフィックの原因により、ネットワークが長時間渋滞しています。

● SNMPコミュニティ名が、HP Systems Insight Manager設定のコミュニティ名と一致してい
ない可能性があります。

次の前提条件が満たされているかどうかを確認してください。

● クラスタ マネジメント エージェントは、すべてのクラスタ ノードで実行する必要がありま
す。

● 検出の間にシステムに対してクラスタ識別を実行するには、システムはサーバまたはクラ
スタとして識別される必要があります。

クラスタまたはクラスタ ノードが、[クラスタ監視]クラスタまたはノード リソース設定に表示
されない。

解決策：この問題は、検出の実行時にクラスタ監視リソースが実行されていなかった、特定の
HP Insightマネジメント エージェントが原因で発生する可能性があります。解決策としては、
クラスタおよびクラスタ ノードで正しいエージェントが実行されていることを確認してから、
検出を再実行します。

クラスタ ノードが、検出によって正しく識別されない。

解決策：DHCPサーバのクラスタ ノード名が、そのWindows NT名と異なる可能性があります。
解決策としては、各クラスタ ノードのLMHOSTSファイルにWindows NTコンピュータ名を明
示的に設定してから、検出を再実行します。svrclu.dllのレジストリ キーが作成されているかど
うかも確認してください。レジストリ キーの詳細については、クラスタ項 [614]を参照してくだ
さい。

クラスタ監視が正しく表示されない。

解決策：ブラウザで[フォント サイズ]として[小さいフォント]を使用するように設定されてい
ることを確認します。

[設定]内のクラスタ監視の下にあるリスト ボックスが正しく動作しない。

解決策：下矢印がリスト ボックスに表示されるには2、3秒かかります。複数のリスト ボック
スがある場合は、最初のボックスで選択を行ってから2、3秒待って2番目のボックスで選択を
行う、といった方法で、後続の各ボックスでの選択を行う必要があります。選択が早すぎる
と、リスト ボックスは正しく動作しない場合があります。解決策としては、右ウィンドウを再
度配置してから、リスト ボックスに戻ります。

クラスタ エイリアスが手動検出のシステムとして使用された場合、クラスタ ノードが検出さ
れない。
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解決策：手動検出では、クラスタ エイリアスと各ノードを別々に追加して、これらが確実に
データベースに入力されるようにしてください。あるいは、クラスタ エイリアスとノードIPア
ドレスをIP範囲に含めてください。

クラスタでHP Systems Insight Managerを実行する場合の注意事項

解決策： HP Systems Insight Managerは、クラスタ対応アプリケーションではありません。ク
ラスタの各ノードにHP Systems Insight Managerのインスタンスをインストールして、証明書
サーバやその他の認証機関を使用して独自の証明書を作成しないと、各ノードはクラスタの名
前でなく、ノードの名前を持つ別々の証明書を持つことになります。クラスタにアクセスする
とき、ブラウザで[無効なサイト証明書について警告する]を設定していると、アクセスした名
前が証明書の名前と一致しないことを警告するセキュリティ アラートがブラウザに表示されま
す。証明書をブラウザにインポートしていない場合、または信頼できる認証機関から証明書が
発行されていない場合、証明書を信頼できないことを通知するセキュリティ アラートも表示さ
れます。証明書が正しいことを確認し、続行します。

フェールオーバ中、1つのノードが停止し、他方のノードがアクティブになります。HP Systems
Insight Managerはクラスタ対応でないため、HP Systems Insight Managerにアクセスしているブ
ラウザを閉じ、クラスタにアクセスし直す必要があります。上記のように、他のノードの証明
書を使用すると、別のセキュリティ アラートが表示される場合があります。その場合は、証明
書を確認し、続行します。

HP Systems Insight Managerサーバとの信頼関係を確立する任意の管理対象システム（たとえ
ば、単一ログインのサポート、レプリケート エージェント、ソフトウェアの更新など）は、任
意のノードがアクティブで、希望するコマンドをシステムへ発行する場合があるので、クラス
タのすべてのノードを信頼する必要があります。信頼関係の設定方法については、「信頼関係
の設定」を参照してください。

クラスタの識別に問題がある。

解決策：クラスタ名またはクラスタ メンバ名がシステムのIPアドレスで、ホスト名でないこと
がわかっている場合は、Windows 2000/Server 2003用の新しいHP Insightマネジメント エー
ジェントを、クラスタのそれぞれのクラスタ メンバにダウンロードしてください。

1. http://www.hp.comに移動し、[サポート & ドライバ]をクリックします。

2. [サポート ＆ ドライバ]ページの、[Compaqサポート カテゴリ]の下で、[Compqダウン
ロード]をクリックします。

3. ソフトウェアおよびドライバ ページで、サーバ カテゴリにある[ProLiant]をクリックし
ます。

4. [製品ファミリ]リスト ボックスから適切なProLiantシリーズ、たとえば、[ProLiant
DL380]を選択します。

5. [製品モデル]リスト ボックスから適切なモデル、たとえば[G3(2.4GHｚ+)]を選択します。

6. [オペレーティング システム]リストで、適切なオペレーティング システム、たとえば
[Microsoft Widows 2000]を選択します。

7. [ソフトウェアの検索>>]ボタンをクリックします。

8. [HP Insight マネジメント エージェント for Windows 2000/Server 2003]をクリッ
クします。
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9. [HP Insight マネジメント エージェント for Windows 2000/Server 2003]ページか
ら、[ダウンロード>>]をクリックしてソフトウェアをダウンロードします。

10. [HP Insightマネジメント エージェント for Windows 2000/Server 2003]をクリッ
クします。

エージェントがインストールされます。

収集
共有またはプライベート セクションに重複する収集名を作成しようとして、エラー メッセー
ジが生成された。

解決策：重複する収集名は、共有またはプライベート セクションでは使用できません。共有セ
クションでは、プライベート セクションと同様に同じ収集を使用できますが、1つのセクショ
ンで同じ名前を持つ2つの収集を使用することはできません。

システムを削除した後、製品名またはWebエージェント条件が削除されない。

解決策：製品名またはWebエージェントが検出されると、その検索条件は、データベースが再
インストールされるまでデータベース内に残ります。これにより、かつて存在していて今後も
存在する可能性がある条件に基づいて、検索を実行できます（たとえば、これらの条件を持つ
検索とは別にタスクを作成して、新しいシステムまたはイベントがこの検索条件に一致すると
きにそれが実行されるように設定できます）。

名前にスペースを含むマシン名が、収集でスペース文字のところで切り取られる。

解決策：HP Systems Insight ManagerがSQLデータベースに検出されたシステムを書き込む場
合、そのマシン名にスペースが含まれると、SQLはその名前を切り取ります。スペースを含ま
ないように、システムの名前を変更してください。

収集を並べ替える場合、列の並べ替えを行うために何回もクリックしなければならないことが
ある。

解決策：マウスの動作が速いと、アプレットはマウスのクリックを読み取れません。並べ替え
ようとする列をクリックするときは、マウスを動かさないようにしてください。

検索結果をIPアドレスによって並べ替える場合、アドレスが数字順にリストされない。

解決策：IPアドレスは、122.22.22.15、122.22.22.152、122.22.22.155、122.22.22.17、
122.22.22.171、122.22.22.18のような数字順にリストされます。HPでは、以降のリリース
での修正プログラムの提供を検討しています。

カスタム コマンド
カスタム コマンドがエラーになり、次のエラーが表示される。

C:\Program Files\OpenSSH\bin\switch.exe:*** can´t create title mutex ́ Global\cy
gwin1S3-2003-11-04 16:46.title_mutex.0´, Win32 error 0

解決策：カスタム コマンドを実行しようとしているユーザは、管理者グループに所属していま
せん。管理者グループにそのユーザを追加してください。

作成したカスタム コマンドが見つからない。
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解決策：新しいカスタム ツールは、[すべてのツール]ツールボックスに追加されます。[すべて
のツール]ツールボックスの、使用権限を持っていない可能性があります。[ツール]->[カスタム
コマンド]のツールを表示するには、[アプリケーション起動ツール]の下にあるそのボックスに
対する権限のあるツールボックスに、ツールを追加する必要があります。詳細については、
「ツールボックスの編集」を参照してください。

データベース
HP Systems Insight ManagerをアンインストールしたWindowsシステムでHP Systems
Insight Managerを再インストールしようとすると、Unable to Create Databaseという
メッセージが表示される。このエラーは、データベース作成プロセス中に発生する。

解決策：この問題は、HP Systems Insight Managerをアンインストールした後でMSDEかMicrosoft
SQL ServerからHP Systems Insight Managerデータベース ファイルの削除か名前変更を行わな
かった結果として発生します。データベース ファイルの削除か名前変更を手動で行ってから、
HP Systems Insight Managerインストールを再実行してください。

検出
HP Systems Insight Managerで、既存のシステムが新しいIPアドレスで更新される代わり
に、新しいIPアドレスを割り当てたシステムがHP Systems Insight Managerで新しいシス
テムとして検出される。元のシステムは、クリティカルなステータスになる。

解決策：原因は、DNSがネットワーク上で設定されていないことです。HP Systems Insight
Managerは、DNSのシステム名を使用して、以前検出されたシステムと同じ名前の新しいシス
テムを突き合わせようとします。HP Systems Insight ManagerサーバでDNSが設定され、DNS
サーバ自体で問題のシステムが正しく設定されていることを確認してください。正引きDNS検
索も逆引き検索も、同じシステムを解決する必要があります。Windows上では、nslookup<
アドレスまたは名前>を使用して問題を診断できます。

システム リスト ビューとピクチャー ビューが一致しない。

解決策：影響を受けるラック内のすべてのシステム（そのラック内のすべてのサーバ、iLO、エ
ンクロージャ、スイッチなど）を削除し、削除したシステムで検出を実行します。

注記:

サーバ、iLO、およびスイッチを削除する前に、これらのシステムのIPアドレス
をメモしてから、システムを削除して、検索を実行してください。

HP Systems Insight Manager 4.1からHP Systems Insight Manager 4.2にアップグ
レードした後、ProLiant BL40pサーバ ブレードとエンクロージャの関係が、「エンクロー
ジャ内のサーバ」ではなく「iLO内のサーバ」として表示される。

解決策：影響を受けるサーバ ブレードをデータベースから削除して、検索をもう一度実行しま
す。これにより、サーバ ブレードとエンクロージャの関係が適切に表示されるようになりま
す。

検出実行後、システムは検出されているが、WMI/WBEMデバイスとしては識別されていな
い。正しく検出されない理由は何ですか。
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解決策：システムが正しく検出されない理由として、次のようなことが考えられます。

● ユーザの認証情報が正しくない。

● プロバイダがWBEMリクエストに応答する際に、問題が発生した。

● システム名には、アルファベット（A～Z）、数字（0～9）、マイナス記号（-）、ピリオド
（.）を使用できます（これ以外は使用できません）が、システム名の先頭に数字を配置し
たり、末尾にマイナス記号（-）やピリオド（.）を配置することはできません。

● HP-UX またはLinux 中央管理サーバで、WMIMapperが指定されていない。このため、Windows
システムを、WBEM対応システムとして識別できない。

● ターゲットのHP-UXまたはLinuxシステム上に、プロバイダがインストールされていない。

Windowsの管理対象システムにWBEM予約を設定したあと、ログ ファイルのステータスが、
マイナーと表示される。WBEMの予約が失敗する理由は。

解決策：WBEMイベント プロバイダはHP-UX システムでのみ利用できます。WBEM予約が
Windowsシステムを対象に作成されたため、このようなステータス表示になります。

HP-UXシステムの削除を試みたが、管理プロセッサを搭載するHP-UXシステムを削除するこ
とはできないという内容のエラー メッセージが表示される。

解決策：HP Systems Insight Managerは、現時点では、システムがPA-RISCベースの場合、管理
プロセッサをサーバに関連付けることはできません。

イベント/SNMPトラップ
SNMP認証トラップを受信しても、通知を受信しない。

解決策：SNMP拡張機能のトラップ処理は、デフォルトでは無効（処理しない）になっていま
す。これは、通常、システムで正しくないコミュニティ名を設定でき、HP Systems Insight
Managerで正しくないコミュニティ名が設定されるからです。このため、システムに要求を送
信するたびに認証失敗トラップが管理サーバへ送信され、多くのトラップがログに記録されま
す。この設定を有効（処理する）に変更するには、以下の手順に従ってください。

1. HP Systems Insight Manager（http://machinename:280）を開きます。

2. 完全な設定権があるユーザとして、サイン インします。

3. [オプション]->[イベント]->[SNMPトラップの設定]を選択します。

4. [MIB名]フィールドで[rfc1215.mib]を選択します。

5. 選択されていない場合は、[トラップ名]フィールで、[authenticationFailure]を選択しま
す。

6. [トラップ処理有効]フィールドで、[はい]を選択します。

7. OKをクリックします。

この手順によって、[認証失敗トラップ]を処理するように設定され、すべての失敗が通知され
ます。
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トラップ通知タスクを作成し、宛先サーバを複数個指定してタスクを実行しているにもかかわ
らず、1つのサーバがすべてのトラップを受信する。

解決策：トラップを送信しているサーバもHP Systems Insight Managerにより検出されているこ
とを確認してください。検出されていない場合は、そのサーバ システムを検出してからタスク
を再実行してください。これによりすべての宛先サーバがトラップを受信するようになるはず
です。この問題は、Windows、HP-UX、またはLinuxの各サーバでみられます。

ファームウェア アップグレード
スイッチのファームウェアのアップグレード時に[タスク結果]ページの[成功] リンクをクリッ
クすると、ログ ファイルに次のエラー メッセージが記録される。

Processed command line:/v 1.1.1 /s /l c:\hpsim_switchfw_logs\
587_11a.wbem.com.log /c /i 170.50.2.3 /f /a swfwupgrade.ini

Usage: swfwupdate [/c SNMPcommunityString 
[/i IPaddr [- IPaddr] ... ]] 
[/v FWversion | /b BootVersion] [/m 1 | 2] [/t TFTPport] [/d] [/l logfile]

[/x IPaddr [IPaddr...]] [/s[ilent]] [/f[orce]]
The /s option requires that /i, /c, and /v also be specified and implies /f.

The /s option deletes all database entries prior to discovery.

解決策： [グローバル プロトコル設定]ページで、スイッチのSNMP書き込みコミュニティ名が
適切に設定されていることを確認します。

一般的な問題
キーボードが予期したとおりに応答しないことがある。

解決策：Windowsオペレーティング システムに慣れている場合、Tab、Enter、またはAltなど
の特定のキーの動作を予想できます。ただし、一般にJavaアプレットおよびWebアプリケー
ションでは、Windowsのスタイルが使用されていない場合があります。このため、目的のペー
ジにフォーカスを戻すには、マウスを使用する必要があります。たとえば、システムIPアドレ
スまたは時刻に無効なエントリを入力した場合、条件またはスケジュール ページが再フォーカ
スされますが、キーボード アクセスが最後の入力フィールドに復帰しないことがあります。こ
れは通常、試行を繰り返した後で発生します。フォーカスを戻すには、使用するページをク
リックしてください。

ユーザ名がアルファベット順にリストされない。

解決策：ユーザ名は、認証レベルごとにグループ分け（完全な設定権、制限付き設定権、設定
権なし）されます。このグループ内でユーザは、作成された順にリストされます。
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HP Systems Insight Manager
ブラウザを終了するときに、メモリ アドレスの違反に関するメッセージが表示される。

解決策：Windows NT 4.0 SP3のインストール後、SNMPエージェントを再インストールしなけ
ればならないことがあります。Windows NT 4.0 SP4をインストールした場合は、SNMPホット
フィックスをインストールする必要があります。SNMPサービスにはメモリ リークがあるの
で、SNMPホット フィックスをインストールしないと、システム リソースが浪費されます。

完全な設定権があるユーザを作成すると、SQL Analyzerから生成されるユーザ リストにユー
ザ名が表示される。ただし、UserIDファイルの編集後にHP Systems Insight Managerを終
了し、HP Systems Insight Managerを再起動すると、[オプション]->[セキュリティ]->[ユー
ザおよび認証]->[ユーザ]の順に選択しても、ユーザが表示されない。ただし、ユーザ名はデー
タベースにある。

解決策：UserIDファイル、またはユーザ情報ハッシュ ファイルを手動で修正しようとすると、
ユーザ アカウントがHP Systems Insight Managerから削除されます。このため、ユーザはHP
Systems Insight Managerにアクセスできなくなります。

MIBインストーラ ツール、コマンド ラインMIBマネージャ、またはコマンド ライン システム
タイプ管理の使用中にデータベースとの接続が失われるが、ツールは正常終了を表示する。

解決策：HP Systems Insight Managerの外でこれらのコマンド ライン ツールを実行する際にデー
タベースにアクセスできなくなる場合、おそらく実行中の処理が壊れている可能性があり、予
想される結果や復旧は保証されません。

[ホーム]および[サイン アウト]リンクがバナー領域に表示されない。

解決策：ブラウザ ウィンドウの最上部にある[更新]ボタンをクリックします。

バナーを更新したときに、JavaScriptエラーが起こる。

HP Systems Insight ManagerからPartition Managerを起動すると、HTTP 404エラーが
起きる。

解決策：HP Systems Insight Managerのセキュア ポートを再設定した場合
は、/var/opt/mx/tools/parmgr-web-tools.xmlファイルでポートを修正する必要があります。こ
れは次のように実行します。

1. /var/opt/mx/tools/parmgr-web-tools.xmlを編集します。

2. セキュア ポートに設定したものに、ポートを50000から修正します。

3. コマンド ラインから/opt/bin/mxtool -m -f
/var/opt/mx/tools/parmgr-web-tools.xmlを実行します。

Windowsベース オペレーティング システムでHP Systems Insight Managerサービスが
起動せず、NTアプリケーション ログにエラーが表示されるが、明示的なエラーは表示されな
い。

解決策： Programという名前のフォルダかファイルをルート ディレクトリで検索します。この
ファイルが存在する場合は削除します。このフォルダが存在する場合は、名前を変更するか、
そのフォルダが空である場合は削除します。
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HTTPイベント
新しいHTTPカテゴリを作成した後で、新しいイベント タイプを検索したときに、[高度な検索]
ページの[基準]ボックスに表示されない。

解決策：HTTPイベントによって作成された新しいイベント タイプを検索するには、イベント
カテゴリごとにイベントを選択し、[およびタイプ名が]リストからイベント タイプを選択する
必要があります。

識別
検出と識別を実行した後に、[システム ページ]の[識別]タブやデータ収集レポートにProLiant
BL p-Classおよびe-Classスイッチのシリアル番号が表示されない。

解決策：このスイッチのシリアル番号を取得するには、スイッチのファームウェアでのサポー
トが必要です。現時点では、このファームウェアは提供されていませんが、このサポートは、
ProLiant BL p-Classスイッチの将来のバージョンで予定されています。既存のスイッチについ
て、現在、ファームウェアのアップグレードは予定されていません。

Internet Explorer
TabやEnterなどのホット キーが、ブラウザで予期したとおりに動作しない。

解決策：マウスを使用して、予想どおりの結果を出してください。

インストール中にシステムが再起動すると、インストールによってブラウザが起動される。
Internet Explorerに、ローカル ホストとの接続を確立できなかったことを知らせるメッセー
ジが表示される。ブラウザがサービスの開始以前に起動される。

解決策：URLフィールドにカーソルを置いてEnterキーを押し、再度URLにアクセスしてくださ
い。アプリケーションがブラウザにロードされるまで続けてください。

ブラウザの戻るボタンを使用しても、前のウィンドウに戻らないことがある。

解決策：Internet Explorerの場合、フレームセットが変更されると、ブラウザの履歴が失われま
す。常に表示されているHP Systems Insight Managerのヘッダを使用して前に戻ってください。

収集の表示中、ブラウザの戻るボタンをクリックすると、該当する[システム]または[イベント
の概要]ページに戻る。

解決策：これは、正しい機能です。ブラウザの履歴は、フレームセットが更新されたために更
新されていません。[システム]または[イベント収集]をクリックして、テーブル ビュー ページ
に戻ってください。

リストをたどれないか、または[システム ページ]のエージェント リンクをたどることができな
い。

解決策：2つのブラウザが同じシステムで開いていて、それぞれが異なるHP Systems Insight
Managerの管理サーバにポイントされている場合、予期しない結果が生じることがあります。
一部の矛盾がある場合、収集を開くことができないか、エージェント（たとえば、設定履歴レ
ポート（Surveyユーティリティ））のリンクをたどることができません。
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ローカル システムのhttp://localhost:280/にあるHP Systems Insight Managerにアクセ
スできない。

解決策1：Internet Explorerのプロキシ サーバ設定を確認してください。プロキシ サーバのアド
レスが無効だと、Internet Explorerは、ローカル システムを含むどのアドレスもブラウズできま
せん。

解決策2：システムによっては、localhost名を解析できない場合があります。その場合は、
http://127.0.0.1:280/かhttp://machine_name:280を使用します。 machine_nameは、HP
Systems Insight Managerがインストールされているシステムです。

[すべてのシステム]ウィンドウを長時間アイドル状態にして新しいブラウザ ウィンドウを開く
と、[すべてのシステム]ウィンドウが白くなり、Internet Explorerがハングする。タスクの終
了を強制される。Internet Explorerのハングを回避する方法はありますか。

解決策： [すべてのシステム]収集を表示した状態で、Internet Explorerを長時間開いたままにし
ないでください。この問題を避けるだけでなく、セキュリティの理由もあるので、モニタから
離れる前にHP Systems Insight Managerからサイン アウトしてください。

Internet Explorerを使用してHP Systems Insight Managerにアクセスすると、異常な動
作が発生する。

解決策：サードパーティ製のブラウザ拡張が原因となっている可能性があります。これらの拡
張を無効にしてから、問題が解決されるかどうかを確認してください。Internet Explorerで、
[ツール]->[インターネット オプション]->[詳細設定]を選択して、[サードパーティ製のブラウザ
拡張を有効にする]を無効にし、Internet Explorerの実行中のすべてのコピーを再起動します。

インストール
Windows NT 3.51またはWindows NT 4.0でHP Systems Insight Managerをロードで
きない。

解決策：Windows NT 3.51およびWindows NT 4.0は、サポートされているプラットフォーム
ではありません。

HP Systems Insight ManagerインストールのJavaベース データベースのインストール中
に、エラー「データベース接続エラー」が表示される。

解決策：ターゲットのMicrosoft SQL Serverサービス（MSSQL）が実行されていることを確認し
てください（[コントロール パネル]->[サービス]->[MSSQLSERVER]）。

サーバでディスク イメージ ソフトウェアを使用すると、グローバル ユニーク識別子がすべて
のシステムで同じになる。

解決策1：ディスク イメージをまだ取っていない場合は、ソース マシンにHP Insightマネジメ
ント エージェントをインストールした後で以下を実行し、Insightマネジメント エージェントを
再起動する前にイメージを取ってください。

1. システムの1つから、すべてのInsightマネジメント エージェントをアンインストールしま
す。

2. ディスク イメージ ソフトウェアを使用して、Insightマネジメント エージェントをインス
トールしていないシステムから設定をコピーします。

3. 手順2で得られたディスク イメージを使用して、ターゲット システムにコピーします。
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4. すべてのシステムにHP Insightマネジメント エージェントを再インストールします。

解決策2：すでにディスク イメージを配備した場合は、以下を実行して各ターゲット システム
からイメージを削除します。以下の情報はネットワーク オペレーティング システム別になっ
ています。

● NetWareの場合：

グローバル ユニーク識別子情報は、NetWareサーバのsys:\systemサブディレクトリに16バイ
トのファイルとして保存されます。このファイルは、HP Systems Insight ManagerがNetWare
サーバに対してSNMP SETコマンドを実行すると作成されます。

グローバル ユニーク識別子を永久に削除するには、NetWare SYSボリュームから
\system\cpqbssa.cfgファイルを削除します。

ファイルを削除したら、Insightマネジメント エージェントを再起動します。システムが検出さ
れると、HP Systems Insight Managerによって新しいグローバル ユニーク識別子が割り当てら
れます。

● Windows NTの場合：

マネジメント エージェントが、Windows NTレジストリの項目にグローバル ユニーク識別子情
報を作成します。

グローバル ユニーク識別子を永久に削除するには、エントリを削除します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Compaq Insight Agent\hostGUID

エントリの削除後、Insightマネジメント エージェントサービスを再起動すると、新しいグロー
バル ユニーク識別子が自動的に生成されます。

● UnixWareの場合：

グローバル ユニーク識別子情報は、HP Systems Insight ManagerがUnixWareサーバに対して
SNMP SETコマンドを実行すると作成されるファイルに保存されます。

グローバル ユニーク識別子を永久に削除するには、UnixWareシステムから次のファイルを削
除します。

/var/spool/Compaq/foundation/registry/cpqhoguid.dat

このファイルを削除したら、マネジメント エージェントを再起動します。システムが検出され
ると、HP Systems Insight Managerによって新しいグローバル ユニーク識別子が割り当てられ
ます。

長いホスト名を持つLinuxまたはHP-UXシステムにHP Systems Insight Managerをインス
トールしようとすると、インストールに失敗する。

解決策： HP Systems Insight Manager 4.2は、LinuxおよびHP-UXについて、長いホスト名（最大
256文字）を持つシステムの検出と管理をサポートしていますが、長いホスト名を持つシステ
ムへのインストールはまだサポートしていません。

Windows XP SP2マシンで、エラー メッセージが表示され、インストールが完了しない。

解決策： 「簡易ファイルの共有」が有効になっている場合は、無効にする必要があります。

1. [スタート]->[マイ コンピュータ]->[ツール]->[フォルダ オプション]->[表示]を選択します。
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2. 詳細設定のリストを一番下までスクロールして、[簡易ファイルの共有を使用する（推奨）]
の選択を解除してください。

3. OKをクリックします。

HP-UXシステムで、mxinitconfig -aコマンドが、ステップ8で失敗し、
/var/opt/mx/logs/initconfig.logファイルに、次のエラー メッセージが表示される。...8.
Database Configuration Connecting to database...- Failed HP Systems Insight
Manager shutting down: Lost connection to database.
org.postgresql.util.PSQLException: Connection refused.Check that the hostname
and port are correct and that the postmaster is accepting TCP/IP connections. for
db loaded from database.props

解決策：以下の解決策を実行してください。

● semmniおよびsemmnsカーネル パラメータが、最小値（semmniでは1024、semmnsでは
2048）に設定されていることを確認します。

● PostgreSQL製品がインストールされていないか、インストール後、不正にアンインストール
されているため、 /var/opt/iexpress/postgresqlサブディレクトリが存在します。PostgreSQL
がインストールされている場合は、アンインストールして、/var/opt/iexpress/postgresql
ディレクトリを削除し、その後、PostgreSQLを再インストールしてください。

IPアドレス
システムがネットワーク上のIPアドレスを変更すると、データベース内の情報の信頼性がなく
なる。たとえば、システム名があるシステムからのものであり、その記述がそのアドレスをと
る新しいシステムからのものである。

解決策：システムが検出されると、「非検出」になることはありません。アクセス不能になっ
たシステムは、収集を介して削除する必要があります（完全な設定権があるユーザとしてサイ
ン イン）。HP Systems Insight Managerが通信しなくなったシステムは、クリティカルなステー
タスに変わります。システムは、収集内のシステムを選択して削除をクリックすることで削除
できます。

OpenSSH
管理対象システムにOpenSSHをインストールした後で、.sshディレクトリが見つからない。

解決策： .sshディレクトリは、SSHインストーラによって作成されません。CMSに戻って
mxagentconfigを実行し、hpsystemなどのターゲット システム名と証明書を入力する必要が
あります。

OpenSSHの実行時に、%1 is not a valid Win32 applicationのようなエラーが発生する。

解決策： Programという名前のフォルダかファイルをルート ディレクトリで検索します。この
ファイルが存在する場合は削除します。このフォルダが存在する場合は、名前を変更するか、
そのフォルダが空である場合は削除します。

オペレーティング システム
システムのオペレーティング システムを変更して、システム検出を再実行しても、HP Systems
Insight Managerが、古いオペレーティング システムを実行しているシステムのインスタン
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スを検出し、システム リンク セクションに項目がない。HP Systems Insight Managerは、
システム リンクが正しい、新しいオペレーティング システムを実行しているシステムも検出
する。

解決策：システムが検出されると、「非検出」になることはありません。アクティブでなく
なった（管理サーバがそのシステムと対話できなくなった）システムは、クリティカル ステー
タスに変更され、削除できるようになります。

Evo Workstation 6000でWindows XPを実行しているとき、正しいオペレーティング シ
ステムが表示されない。

解決策：根本的な問題は、SNMPエージェントが、このバージョンのWindowsを正しく認識し
ないことです。SNMPサービスを停止し、手動起動に設定し、HP Systems Insight Managerから
データ収集を再実行して、正しい情報を取得してください。

ポケベル通知
ポケベル通知機能を持つHP Systems Insight Managerのアップグレード バージョンで、
ユーザが存在しないというエラーが表示される。ただし、ユーザ ページには、ユーザが表示さ
れる。なぜか。

解決策：完全な設定権があるユーザが既存のポケベル通知先ユーザを削除し、元のポケベル通
知先ユーザと同じ詳細で新しいポケベル通知先ユーザを作成する必要があります。

解決するには以下の手順に従います。

1. [オプション]->[セキュリティ]->[ユーザおよび認証]->[ユーザ]を選択します。

2. [ポケベル設定済み]列でポケベル通知先ユーザを見つけます。ユーザがポケベル通知先ユー
ザの場合は、[はい]が表示されます。

3. 削除するユーザ アカウントを選択します。

4. 新規をクリックします。

5. 手順3で書き留めた情報を入力して、新しポケベル通知先ユーザ アカウントを作成します。

6. OKをクリックします。

ping
検出されたシステムにpingできない。

解決策：HP Systems Insight Managerで、1000台を超えるシステムを管理している場合
は、/etc/sysctl.confファイルを編集して、次のエントリを追加し、カーネル パラメータを変更
してください。

net.ipv4.neigh.default.gc_thresh3 = 4096

net.ipv6.neigh.default.gc_thresh3 = 4096

エントリの追加後、システムを再起動します。
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印刷機能
[ラック]表示を含むコンテナ ビュー ページを印刷するとき、表示が正しく印刷されない。

解決策：Internet Explorerで、[ツール]->[インターネット オプション]の順に選択し、[詳細設定]
タブを選択します。[印刷]を選択し、[背景の色とイメージを印刷する]を選択します。システム
の詳細ページに[ラック]表示が正しく印刷され、ラックのすべての詳細が印刷されるはずです。

Internet Explorerに印刷しようとすると、プリンタが設定されていないことを示すメッセー
ジが表示される。Mozillaでは、印刷ダイアログ ボックスが表示されてファイルを印刷しま
す。

解決策：Internet ExplorerとMozillaの両方で印刷する前に、プリンタをインストールする必要が
あります。

HP Systems Insight Managerでリストまたはレポートを印刷するときに、印刷の向きで[横]
を選択しても、横向きに変更されない。

解決策： [コントロール パネル]の[プリンタ]で、印刷の向きを横に設定します。

プロパティ ページ
プロパティページに、次のエラー メッセージが表示される。

エラー: WBEMを使用してターゲット システムに接続することができません。[オプション] -
[プロトコル設定] - [グローバル プロトコル設定]を使用して、このシステムのWBEMプロトコ
ル設定を確認してください

解決策：ターゲット システムは、WBEMに対応するように設定されていますが、ターゲット
システムに対する証明書が壊れています。証明書を確認して、ターゲット システムを再度識別
してください。

プロパティページに、次のエラー メッセージが表示される。

不明なWBEMエラー。

解決策：予想外のWBEMエラーが発生しています。ヘルプ デスクに問い合わせてください。

プロパティページに、次のエラー メッセージが表示される。

接続が切れました。ウィンドウを閉じて、このシステムのプロパティ ページを再起動してくだ
さい。

解決策： プロパティ ページは、Webサーバのデフォルト タイム アウト（20分）の制約を受
けます。プロパティ ページがタイムアウトすると、このメッセージが表示されます。ウィンド
ウを閉じて、ターゲット システムに対してプロパティ ページを再起動してください。

プロパティページに、次のエラー メッセージが表示される。

WBEM Storageプロパティがこのシステム上で動作しているため、プロパティ ページを利用
することができません。

解決策：ターゲット システムには、ストレージ プロキシCIMOMであるWBEMインストレー
ション（CIMOM）が存在します。ターゲット システムをモデル化するWBEM CIMOMは、あ
りません。このため、プロパティ ページは、エージェント収集システム固有情報を保持してい
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ません。サーバWBEM CIMOMをインストールして、ターゲット システムのWBEM管理を有効
にしてください。

プロトコル
クライアントをCMSに追加すると、WBEMプロトコルが管理プロトコルとして表示されず、
WBEMのどのプロパティもクライアントの[システム ページ]に表示されない。

解決策： [システム プロトコル設定]ページ（[オプション]->[プロトコル設定]->[グローバル プ
ロトコル設定]の順に選択）のパスワードが適切でない可能性があります。

「<<<空白のフィールドがあります。」というエラー メッセージが表示され、スケジュールボ
タンとすぐに実行ボタンが無効になる。

解決策： [システム プロトコル設定]ページのフィールドを空白のままにすると、このメッセー
ジが表示されます。空白のフィールドに入力すると、ボタンが有効になります。

エージェント設定のレプリケート
エージェント設定のレプリケート タスクを、[設定する前にターゲット システムを省電力モー
ドで起動する。]を選択して実行すると、[タスク結果]ページの[タスク詳細]セクションに「シ
ステムの起動に失敗」というエラー メッセージが表示されます。

解決策：この問題を解決するには、以下の手順を実行してください。

1. システムのIPアドレスを解放して更新します。

a. [スタート]->[設定]->[ネットワークとダイヤルアップ接続]の順に選択します。

b. [ローカル エリア接続]をダブルクリックします。[ローカル エリア接続状態]ウィンド
ウが表示されます。

c. プロパティをクリックします。[ローカル エリア接続状態]ウィンドウが表示されま
す。

d. [インターネット プロトコル（TCP/IP）]を選択して、プロパティをクリックします。
[インターネット プロトコル（TCP/IP）のプロパティ]ウィンドウが表示されます。

e. IPアドレスを適切に更新します。

2. データベースからシステムを削除し、システムを検出しなおします。検出の実行の詳細に
ついては、「自動検出の設定」を参照してください。

3. エージェント設定のレプリケート タスクを実行します。詳細については、「エージェント
設定のレプリケート タスクの作成」を参照してください。

応答
URLアドレスにhttps://を入力すると、ロードに5分以上かかる。

解決策：URLアドレスは、"S"のないhttp://で入力する必要があります。URLにhttps://と入力す
ると、SSLメッセージがサーバへ送信され、遅れが発生します。
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HP Systems Insight Managerからリモート システムのWebエージェントまたはSystem
Management Homepageにアクセスすると、ブラウザに「Page Note Found」というメッ
セージが表示される。

解決策：以下のように、いくつかの解決策が考えられます。

● WebエージェントまたはSystem Management Homepageがリモート システムで動作してい
ない可能性があります。それらを起動しないと、アクセスできません。

● リモート システムがブラウザからアクセスできない可能性があります。HP Systems Insight
Managerサーバが2つのネットワーク上のシステムを管理しており、ブラウザ クライアント
が一方のネットワーク上だけに存在していて、リモート システムがもう一方のネットワー
ク上に存在する場合は、リモート システムにアクセスできません。

● ターゲット システムのアドレスが適切なIPアドレスに正しく解決されていない可能性があ
ります。ネットワークのDNS設定に問題があります。この場合、DNS設定の問題を解決で
きないときは、リモート システム名と実際のIPアドレスをHP Systems Insight Managerサー
バやブラウザ システム、あるいはその両方のhostsファイルに追加することによって問題を
回避することができます。また、別の解決策として、HP Systems Insight Managerで、[オプ
ション]->[セキュリティ]->[システム リンク設定]の順に選択し、設定を変更して、[システ
ムのIPアドレスを使用]を選択することもできます。

検索
オペレーティング システムが単一バージョンのHP-UX 11i v1（B.11.11）であるシステム
を検索するとき、オペレーティング システム コレクションに2つの基準が表示される。
[HP/HP-UX 11.11]を選択すると、CMSが表示される。[HP-UX/HP-UX B.11.11 U]を選
択すると、CMSを除くすべてのHP-UXシステムが表示される。

解決策：比較選択ボックスで[次]を選択する代わりに[次の文字を含む]を選択し、HP-UX 11.11
と入力してください。

セキュリティ
管理対象システムのツールを実行すると、次のエラーが発生する。認証エラー：中央管理サー
バ（CMS）と管理対象システム タイム クロックは、同期されないか、通信時間制限を超える
場合があります。

解決策：CMSと管理対象システムでは、時間が同期化されていないと、認証エラーが発生しま
す。通信時間制限は20分であり、この制限を超えると、認証エラーが発生します。コマンド
xntpd(1m)を使用し、時間同期を設定します。

シングル ログインができないか、またはLinuxエージェントに信頼ステータスを設定できな
い。

解決策：この問題を解決するには、[システム リンク設定]の設定を、IPアドレスまたは完全修
飾DNS名に変更します。

[システム リンク設定]の設定を変更するには、次のように操作します。

1. HP Systems Insight Manager CMSで、[オプション]、[セキュリティ]、[システム リンク設
定]の順に選択します。[システム リンク設定]ページが表示されます。

2. 次のいずれかのオプションを選択します。
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● IPアドレスを指定する場合は、[システムのIPアドレスを使用]

● 完全修飾DNS名を指定する場合は、[システムのDNS名（フル）を使用]。

3. OKをクリックします。設定が保存されます。

Serviceguard Manager
Serviceguard ManagerがインストールされたSCM 3.0からHP Systems Insight Manager
4.1にアップグレードすると、Serviceguard Managerが動作しなくなる。

解決策：HP Systems Insight Managerをアップグレードすると、Serviceguard Managerがインス
トールした一部のファイルが置き換わります。このため、Serviceguard Managerがインストー
ルされていないようにみえます。Serviceguard Managerを再インストールしてください。

Serviceguard Managerを起動すると、jnlpファイルをダウンロードするように要求される。
Serviceguard Managerのインストール時に、次のシナリオとなることがある。

シナリオ1:Java Web startがインストールされていない。

解決策：Java Web startをダウンロードしてインストールしてください。

シナリオ2:Java Web startがインストール済みであるにもかかわらず、.jnlpファイルのダウ
ンロードを求められる。次に示すオペレーティング システムごとの解決策のいずれかを参照し
てください。

Windows 2003のIEブラウザの解決策:

1. .jnlpファイルをダウンロードします。

2. .jnlpファイルを右クリックします。

3. プログラムから開く…を選択します。

4. 参照をクリックします。

5. C:\Program Files\Java Web Start\javaws.exeを探して開きます。

6. この種類のファイルを開くときは、選択したプログラムをいつも使うを選択します。

7. OKをクリックします。

LinuxのMozillaブラウザの解決策：

1. Launch Serviceguard Managerをクリックします。

2. プログラムから開く…を選択します。

3. Chooseをクリックします。

4. /usr/java/j2re1.4.2/javaws/javawsを特定します。

5. Always perform this actionを選択します。

6. OKをクリックします。
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HP-UXのMozillaブラウザの解決策:

1. Launch Serviceguard Managerをクリックします。

2. プログラムから開く…を選択します。

3. Chooseをクリックします。

4. /opt/java1.4/jre/javaws/javawsを特定します。

注記:

このパスが存在しない場合は、T1456AAとJava Web Startをインストー
ルする必要があります。

5. Always perform this actionを選択します。

6. OKをクリックします。

Serviceguard Managerを起動しようとすると、HTTP 404エラーが起きる。

解決策：HP Systems Insight Managerをインストールした後、CMSプラットフォーム（Windows、
Linux、HP-UX）にServiceguard Managerをインストールする必要があります。このとき、SGM
がHP Systems Insight Managerで登録されます。後でServiceguard Managerをアンインストール
した場合、Serviceguard Managerを起動しようとすると、HTTP 404エラーが発生します。これ
は、Serviceguard Managerのアンインストール アプリケーションが、HP-UXおよびLinux環境で
は/opt/hpwebadmin/webappsに、Windows環境では\Program Files\HP\Systems Insight
Manager\hpwebadmin\webappsにあるHP Systems Insight Managerのwebappsディレクトリの
sgmgrディレクトリを削除するためです。

HTTP 404エラーが今後発生しないようにするには、次のコマンドを使用してHP Systems Insight
Managerからツールを削除してください。

mxtool -r -f sgmw-web-tools.xml

将来Serviceguard Managerを再インストールする場合は、次のコマンドを使用してHP Systems
Insight Managerにツールを追加してください。

mxtool -a -f sgmw-web-tools.xml

サイン イン
パスワードを入力せずに、Windows XPのHP Systems Insight Managerにサイン インで
きない。

解決策1：パスワードを設定してください。セキュリティが向上します。管理者に依頼して、
Windowsユーザ アカウントを変更し、空白以外のパスワードを指定してください。

解決策2：パスワードを空白にしなければならない場合は、Windows XPマシンでセキュリティ
ポリシー [アカウント：ローカル アカウントの空のパスワードの使用をコンソール ログオンの
みに制限する。]を無効にします。
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注記:

このポリシーを無効にすると、パスワードのないアカウントを使用してネット
ワーク経由でリモート ログインできます。

Windowsシステムで、ローカル アカウントを使用した、パスワードなしのサイン インをコン
ソールのみに制限するには、以下の手順に従ってください。

1. [プログラム]->[管理ツール]->[ローカル セキュリティ ポリシー]の順に選択して、[ローカ
ル セキュリティ設定MMCアプリケーション]を開きます。

2. [ローカル セキュリティ ポリシー]フォルダを開き、[セキュリティ オプション]サブフォル
ダを開きます。

3. ポリシーを無効にします。

Windows XPのHP Systems Insight Managerにサイン インできない。

解決策：パスワードを空白にする場合は、上記の問題を参照するか、Windows XPマシンでロー
カル セキュリティ ポリシー[ネットワーク アクセス：ローカル アカウントの共有とセキュリ
ティ モデル]を[Guestのみ]から[クラシック]に変更します。

注記:

この設定は、ドメイン アカウントを使ったリモート サイン インには影響しませ
ん。このセキュリティ ポリシーを変更すると、ゲスト アカウントだけでなく、
リモート サイン インを設定したローカル アカウントからネットワーク経由でリ
モート ログインできます。すべてのローカル アカウントが適切なパスワードを
持っていることを確認してください。

設定を変更するには、次のように操作します。

1. [プログラム]->[管理ツール]->[ローカル セキュリティ ポリシー]の順に選択して、[ローカ
ル セキュリティ設定MMCアプリケーション]を開きます。

2. [ローカル セキュリティ ポリシー]フォルダを開き、[セキュリティ オプション]サブフォル
ダを開きます。

3. 設定を[Guestのみ]から[クラシック]に変更します。

[Guestのみ]が好ましいポリシー設定である場合は、前の手順を実行してHP Systems Insight
Managerにサイン インし、ドメイン アカウント（ローカル アカウントではない）かローカル
ゲスト アカウントをHP Systems Insight Managerのアカウントとして追加します。終了したら、
ローカル ポリシー設定を[クラシック]に戻してください。

クラスタ システムで、シングル ログインが失敗する。

解決策：シングル ログインは、仮想クラスタ システムに対して動作しません。クラスタを構
成する物理システムで動作します。
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プロキシ サーバを使用すると、ユーザ用に設定されたIPアドレス ログイン制限を不注意か故
意にバイパスする場合がある。

解決策：プロキシ サーバを使用すると、プロキシ サーバのIPアドレスがIP除外範囲に含まれて
いない場合、[ログインIPアドレスの制限]ページの特定のIP除外をバイパスできる場合がありま
す。同様に、有効なプロキシ サーバがIP除外範囲に含まれていると、有効なユーザがそのプロ
キシ サーバ経由でサイン インできない場合があります。

有効なプロキシ サーバが有効な適用範囲にあることを確認し、含まれる範囲をできるだけ小さ
くしてください。含まれるIP範囲を使用すると、そこに指定されていないすべてのアドレスが
除外されるので、IP除外範囲を使用するより含まれるIP範囲を使用した方が効率的です。

Internet Explorer 6.0を使用して、HP Systems Insight Manager、またはHP Systems
Insight Managerからアクセスしている管理対象システムにサイン インできない。

解決策1：システム名にアンダースコアが入っていると、Internet Explorerで認証Cookieが正常
に動作しません。

解決策1A：HP Systems Insight Managerでは、Internet Explorer 6.0を使用していて、HP Systems
Insight Managerサーバの名前にアンダースコアが入っている場合は、Internet Explorerのアドレ
ス フィールドに入っている名前の代わりに、HP Systems Insight ManagerサーバのIPアドレスを
使用してください。

解決策1B：管理対象システムでは、システムの名前にアンダースコアが入っている場合は、シ
ステムのIPアドレスを使用してください。名前の代わりにIPアドレスを使用してシステムへのリ
ンクを作成するように、HP Systems Insight Managerを設定します。以下の手順に従ってくださ
い。

1. HP Systems Insight Managerにアクセスしてサイン インします。

2. [オプション]->[セキュリティ]->[システム リンク設定]を選択します。[システム リンク設
定]ページが表示されます。

3. [システムのIPアドレスを使用]を選択します。

4. OKをクリックします。

注記：名前の代わりにIPアドレスを使用すると、管理対象システム証明書の名前がリンク内の
名前と一致しない場合、セキュリティ アラートが表示される場合があります。管理対象システ
ムのデフォルト証明書では、IPアドレスでなく、システム名が使用されています。

解決策2：管理対象システムでは、Internet Explorer 6.0のプライバシー ポリシー設定によって、
管理対象システムからの認証Cookieがブロックされます。

解決策2A：ブラウザのプライバシー セキュリティ ポリシー設定を変更してください。Internet
Explorerブラウザのメニューで、[ツール]->[インターネット オプション]の順に選択し、[プラ
イバシー]タブを選択します。プライバシー設定は、次のいずれかの方法で変更できます。

● スライダ バーを一番下まで移動して、プライバシー設定を[すべてのCookieを受け入れる]
に設定します。この設定により、ブラウザは、ファーストパーティ サイトとサードパーティ
サイトのすべてのCookieを受け入れることができます。HP Systems Insight Managerにアク
セスしたり、管理対象システムに直接アクセスしたりするときは、ファーストパーティ サ
イトとみなされます。HP Systems Insight Manager経由で管理対象システムへ移動するとき
は、サードパーティー サイトとみなされます。

または
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● [詳細設定]をクリックし、[自動Cookie処理を上書きする]を有効にして、Cookie処理をカ
スタマイズします。次に、ファーストパーティーCookieとサードパーティーCookieについ
て、適当なラジオ ボタン（[受け入れる]または[ダイアログを表示する]）を選択します。[プ
ロンプトを表示する]を選択すると、Cookieを受信するたびにCookieを処理する方法に関す
るプロンプトが表示されます。各回または毎回Cookieをブロックするか、許可するかを選
択できます。WebエージェントはセッションCookieを使用しないので、[常にセッション
Cookieを許可する]を有効にしても問題は解決されません。

または

● システムごとにCookieの処理を個別に指定します。[Webサイト]セクションにある編集を
クリックし、指定したフィールドにシステムのアドレスを追加します。許可をクリックし
て、常にそのシステムへのCookieを許可します。すべてのシステムについて、これを繰り
返します。

解決策2B：インターネット ゾーンからシステムを削除します。プライバシー ポリシーは、ブ
ラウザのインターネット ゾーンにあるシステムだけに影響するので、インターネット ゾーン
からシステムを削除すると、プライバシー ポリシーがそのシステムに影響しなくなります。こ
れは、次のいずれかの方法で実行できます。

● 名前の代わりにIPアドレスでシステムにアクセスすると、ブラウザが、それらのシステムが
インターネット ゾーンにあるとみなす場合があります。代わりに、名前でアクセスしてく
ださい。HP Systems Insight Managerを設定して、[オプション]->[セキュリティ]->[システム
リンクの設定]の順に選択して[システム名を使用]を選択することでシステムへのリンクを
作成する際に、システム名を使用できます。

● プロキシ サーバを使用するようにブラウザを設定すると、特定のシステム用のプロキシ
サーバをバイパスするようにブラウザを設定できます。これによって、ブラウザの[インター
ネット ゾーン]からそのシステムが削除されます。ブラウザのメニューから[ツール]->[イン
ターネット オプション]を選択し、[接続]タブを選択します。[LAN設定]をクリックし、プ
ロキシ サーバを使用する場合、[詳細設定]をクリックします。[例外]リストで、プロキシ
サーバをバイパスするアドレスのリストを指定できます。このアドレスは、[インターネッ
ト ゾーン]に存在しなくなり、プライバシー設定ポリシーに影響されません。

新しいブラウザ ウィンドウを開くリンクを選択するために別のサイン インが必要になる。

解決策：Windowsエクスプローラの中から[Internet Explorer]リンクを使用してアクセスしてい
る場合、代わりに別のプロセスとしてInternet Explorerを開始する必要があります。Windowsの
[スタート]メニューから選択するか、デスクトップ アイコンを使用して、Internet Explorerを起
動します。

Windows NT、Windows 2000、またはWindows XPからHP Systems Insight Manager
にサイン インできない。

解決策：HP Systems Insight Managerへのアクセスに使うWindowsアカウントには、[ネットワー
ク経由でコンピュータへアクセス]権限が選択されていなければなりません。

Windows NT 4.0の場合、[スタート]->[プログラム]->[管理ツール]の順に選択して[ユーザ管理]
を開きます。[ポリシー]メニューから[ユーザ権限]を選択します。[権限]ドロップダウン リスト
から[ネットワーク経由でコンピュータへアクセス]を選択して、HP Systems Insight Manager
ユーザに完全な設定権が割り当てられていることを確認します。

Windows 2000およびWindows XPの場合、[スタート]->[プログラム]->[管理ツール]の順にク
リックし、[ローカル セキュリティ ポリシー]を開きます。[ローカル セキュリティ ポリシー]ツ
リーを展開し、[ユーザー権利の割り当て]を選択します。HP Systems Insight Managerユーザに
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[ネットワーク経由でコンピュータへアクセス]の権限があり、[ネットワーク経由でコンピュー
タへアクセスを拒否する]が選択されていないことを確認します。

HP Systems Insight Managerへのサイン イン中に、例外
org.apache.jasper.JasperExceptionが発生する。

解決策： workディレクトリのすべてのファイルを削除し、再度サイン インします。

● HP-UXおよびLinux：/opt/mx/jboss/server/hpsim/work

● Windowsの場合\jboss\server\hpsim\work

信頼済みシステムにアクセスするとき、サイン イン証明書を求められる。

解決策：HP Systems Insight Managerと管理対象システムの間で、有効な信頼関係を設定したこ
とを確認してください。目的のシステムで適切なツールの権限があることも確認してくださ
い。シングル ログインを有効にするツールには、管理者としてのSystem Management
Homepage、オペレータとしてのSystem Management Homepage、ユーザとしてのSystem
Management Homepage、エージェント設定のレプリケート、およびソフトウェアやファーム
ウェアのインストールがあります。信頼関係の設定方法については、「信頼関係の設定」を参
照してください。

Microsoft MS04-025: Cumulative Security Update for Internet Explorer (867801)
のインストール後、HP Systems Insight ManagerおよびSystem Management Homepage
にアクセスできなくなる。

解決策：この問題は、Windows XP Service Pack 2とすべてのバージョンのHP Systems Insight
ManagerおよびSystem Management Homepageを実行するシステム、またはWindows XP Service
Pack 2を実行し、サポートされているオペレーティング システム環境で動作するHP Systems
Insight Managerにアクセスするシステムに影響します。解決方法は、以下の3つの部分に分か
れます。

● System Management HomepageにアクセスできるようにWindows XP Service Pack 2のファ
イアウォールを設定する。

1. Windows XPシステムで、[スタート]->[コントロール パネル]->[Windowsファイア
ウォール]を選択して、ファイアウォールの設定を変更します。

2. [例外]タブを選択し、ポートの追加をクリックします。

3. ファイアウォール保護に、次の例外を追加します。製品名およびポート番号をそれぞ
れ入力してください。

プロトコルポート説明

HTTP2301HP SMH Webサーバ
*

HTTPS2381HP SMHセキュア
Webサーバ*

HTTP5988WBEM/WMI
Mapper

HTTPS5989WBEM/WMI
Mapperセキュア
ポート
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プロトコルポート説明

SSH22SSHポート

SNMP161SNMPエージェント

ICMP***Ping検索（ICMP）
**

HTTP80Ping検索（TCP）**

* システムがHP Systems Insight Managerから管理されていない場合は、ブラウザが
System Management Homepageにアクセスできるように、ポート2301および2381の
みを設定する必要があります。

** 使用方法はHP Systems Insight Managerで設定できます。

*** この設定は、[Windowsファイアウォール]ウィンドウの[詳細設定]タブで行いま
す。[ICMP設定]を選択し、[エコー要求の着信を許可する]を選択してください。

4. [ポートの追加]ウィンドウで、OKをクリックします。

5. [Windowsファイアウォール]ウィンドウで、OKをクリックします。

この設定により、Windows XP Service Pack 2のセキュリティ強化はそのままで、前の表に
示されたポートのトラフィックが許可されます。

注記： HP Systems Insight Managerは、他のポート上のWebサイトを検出します。

● 「ファイルとプリンタの共有」と「リモート管理の例外」を有効にする。

1. 以下の手順で、ファイルとプリンタの共有を有効にします。

a. [スタート]->[コントロール パネル]の順に選択します。

b. [Windowsファイアウォール]をクリックします。ファイアウォールの設定ウィン
ドウが開きます。

c. [例外]タブを選択します。

d. [ファイルとプリンタの共有]チェックボックスを選択します。

e. OKをクリックします。

2. 以下の手順で、リモート管理の例外を有効にします。

a. [コントロール パネル]で、[Group Policy]エディタを開きます。

b. [コンピュータの構成]を選択します。

c. [管理用テンプレート]を選択します。

d. [ネットワーク]を選択します。

e. [ネットワーク接続]を選択します。

f. [Windowsファイアウォール]を選択します。
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g. [ドメイン プロファイル]を選択します。

h. [Windowsファイアウォール: リモート管理の例外を許可する]を選択します。

● HP Systems Insight ManagerにアクセスできるようにWindows XP Service Pack 2のファイア
ウォールを設定する。

Windows XP Service Pack 2とHP Systems Insight Managerを実行するシステムで以下の手順
を実行します。

1. Windows XPシステムで、[スタート]->[コントロール パネル]->[Windowsファイア
ウォール]を選択して、ファイアウォールを設定を変更します。

2. [例外]タブを選択し、ポートの追加をクリックします。

3. ファイアウォール保護に、次の例外を追加します。製品名およびポート番号をそれぞ
れ入力してください。

プロトコルポート製品

SNMPトラップ
（UDP）

162SNMP Trap Listener

HTTP280HP Systems Insight
Manager Web
Server

RMI2367RMIレジストリ

TCP4444JBoss RMI/JRMP
Invoker**

TCP4445JBOss Pooled
Invoker**

TCP8083JBoss Web Service
ポート**

HTTPS50000HP Systems Insight
Manager Secure
Web Server

HTTPS50001HP Systems Insight
Manager SOAP *

HTTPS50002HP Systems Insight
Manager SOAP、ク
ライアント証明書認
証*

HTTPS50003HP Systems Insight
Manager SOAP *

HTTPS/HTTP*50004HP Systems Insight
Manager WBEM
Event Receiver*

TCP50005WBEMイベント

TCP50006PostgreSQL
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プロトコルポート製品

TCP50008JBoss Naming
Service RMIポート
**

TCP50009JBoss Naming
Serviceポート**

TCP50010HP Systems Insight
Manager VMM
Essentials v 1.1.2.0

TCP50013WebサービスRMIク
ラス ローダ

TCP50014JRMP invoker

TCP50015Pooled invoker

* HP Systems Insight Managerで設定できます。

** SIM/jboss/server/hpim/conf/jboss-service.xml記述子で設定できます。

4. [ポートの追加]ウィンドウで、OKをクリックします。

5. [Windowsファイアウォール]ウィンドウで、OKをクリックします。

この設定により、Windows XP Service Pack 2のセキュリティ強化はそのままで、この表に
示されたポートのトラフィックが許可されます。

HP Systems Insight Managerのインストール後、Windowsの管理者パスワードを変更す
ると、HP Systems Insight Managerにサイン インできなくなる。

解決策：SQL Serverをローカル インストールしている場合、SQL Serverが動作していることと、
ログオン証明書が選択されていないかどうかを確認してください。SQL Serverサービスが動作
していない場合は、サービス ログイン証明書が変更されたことが原因である可能性がありま
す。HP Systems Insight Managerサービスは、インストール時に使用された証明書のもとで動作
するように登録されています。この問題を解決するには、以下の手順を実行してください。

1. 以下の手順で、MSSQLサービスのパスワードを変更します。

a. Windowsで、[サービス]を開きます（[コントロール パネル]->[サービス]の順に選択）。

b. MSSQLサービスをクリックして、[プロパティ]を選択します。

c. [ログオン]タブを選択して、パスワードを変更します。

d. MSSQLサービスを再起動します。

2. 以下の手順で、HP Systems Insight Managerサービスのパスワードを変更します。

a. Windowsで、[サービス]を開きます（[コントロール パネル]->[サービス]の順に選択）。

b. HP Systems Insight Managerサービスをクリックして、[プロパティ]を選択します。

c. [ログオン]タブを選択して、パスワードを変更します。

d. HP Systems Insight Managerサービスを再起動します。
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3. Windows Server 2000または2003でOpenSSHを使用している場合は、以下の手順で、
OpenSSH Serverサービスのパスワードを変更します。

a. Windowsで、[サービス]を開きます（[コントロール パネル]->[サービス]の順に選択）。

b. OpenSSH Serverサービスをクリックして、[プロパティ]を選択します。

c. [ログオン]タブを選択して、パスワードを変更します。

d. HP Systems Insight Managerサービスを再起動します。

ダイヤルアップ接続からのサイン インに時間がかかる。

解決策：接続には、ユーザが制御できる範囲を超えた多数の要素が関わっています。たとえ
ば、モデムの速度が遅い、接続するサーバが最高の効率で動作していない、または電話回線の
ステータスが悪いことなどです。

HP Systems Insight Managerにサイン インできない。

解決策：この問題は、以下のいずれかの理由により発生します。

● [IPアドレス制限]フィールド（[新規ユーザ グループ]、[ユーザの編集]、[新規ユーザ]、ま
たは[ユーザ グループの編集]ページ）が設定されている場合、CMSのすべてのIPアドレスが
含まれていることを確認してください。localhostにアクセスする場合は、ループバック ア
ドレス127.0.0.1も含まれていることを確認してください。

● 情報が正しく入力されていません。パスワードでは、大文字と小文字が区別されます。

● 入力したアカウントは、HP Systems Insight Managerの有効なアカウントではありません。

● 入力したアカウントの削除、無効化、またはロックアウトが行われています。

● アカウントのパスワードを変更する必要があります。

● 指定されたアカウントに有効でないIPアドレスからサイン インしようとしました。

● ブラウザでCookieが有効になっていないか、またはCookieブロッカを使用しています。

Windows HP Systems Insight Managerにサイン インできない。

解決策：ドメイン アカウントではなく、CMSで作成したWindowsユーザ アカウントでサイン
インするとき、CMSホスト名が15文字を超えているのであれば、ドメイン フィールドにはCMS
名の最初の15文字を入力してください。たとえば、Windows CMSの名前が、
「SIMwin2003withsp2」でローカル アカウントが「bob」の場合、ユーザ名 = 「bob」、ドメ
イン = 「SIMwin2003withs」でサイン インしてください。新しく作成されたローカル ユーザ
アカウントは、ドメイン名フィールドに入力される、システム名の最初の15文字のみを使用し
て作成されたもので、その名前を使ってサイン インするのでなければ、サイン インできませ
ん。

SNMPエージェント
HP Systems Insight Managerのエージェント設定のレプリケート タスクを使用していると
き、SNMPエージェントが使用できる[エージェントを再起動する]オプションを有効または無
効にするにはどうしたらよいか。
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解決策：HP Systems Insight Managerのエージェント設定のレプリケート タスク内からオプショ
ンを変更する必要があります。

1. [設定]->[エージェント設定のレプリケート]を選択します。

2. ターゲット システムを選択し、次へをクリックします。ターゲット システムの選択の詳
細については、「タスクの作成」を参照してください。

注記:

ソース システムは、HP Systems Insight Managerサーバとの信頼関係が
なければなりません。詳細については、「信頼証明書の要求」を参照し
てください。

3. システムに関連する[設定]リンクを選択します。

4. [Insightマネジメント エージェント]ページで、[エージェントを再起動する]オプションの
下の、[有効にする]または[無効にする]ラジオ ボタンを選択します。

5. 適用をクリックして、[SNMP設定]ページを閉じます。

6. HP Systems Insight Managerに戻り、更新をクリックします。

7. 更新された設定が、エージェント設定のレプリケート タスクに表示されます。

8. 次へをクリックし、タスク名を定義し、収集を選択し、タスクのスケジュールを定義し
て、エージェント設定のレプリケート タスクのセットアップを完了します。保存をクリッ
クして設定を完了し、[タスク結果]ページに戻ります。

注記:

エージェント設定のレプリケート タスクが完了したら、変更を有効にするため、
ソース システムでエージェントを再起動する必要があります。

ソフトウェア ステータス
[SW]ステータス列で不明と表示される。ステータスが不明となる理由を知るには、どうしたら
よいか。

解決策： SWステータスが不明と表示される理由はいくつかあります。ステータスが不明な理
由を調べるには、カーソルを不明と表示されている[SW]ステータス カラムにおきます。ツー
ル チップが表示され、何が不明なのかを示すヒントが表示されます。以下のいずれかの情報が
表示される可能性があります。

● HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャがみつかりません。

● 考えられるバージョン コントロール エージェント信頼の問題

● システム上でソフトウェア ステータス ポーリング タスクが実行されていない。
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ステータスを判別できない場合は、ツール チップには、「クリックして詳細表示」と表示され
ます。

ストレージ システム
ストレージ システムの[識別]タブのセクションが表示されないか、またはNo data available
と表示される。

解決策：データが収集されていないか、またはデータ収集タスクが失敗しました。以下の解決
策を実行してください。

● HP Systems Insight Managerが、ストレージ システムからデータを検出および収集するよう
に設定されていることを確認します。詳細については、「ストレージ システムに対するHP
Systems Insight Managerの設定」を参照してください。

● データを収集したいシステムを対象に、新しいデータ収集タスクを作成して実行します。
詳細については、「データ収集タスクの作成」を参照してください。

HP Systems Insight Managerのストレージ システム収集から、1つまたは複数のストレー
ジ システムが消えている。

解決策： SMI CIMOM、またはSMI-Sプロバイダの設定に問題がある可能性があります。以下を
実行してください。

● HP Systems Insight Managerが、ストレージ システムを検出するように設定されていること
を確認します。詳細については、「ストレージ システムに対するHP Systems Insight Manager
の設定」を参照してください。

● SMI-Sプロバイダがインストールされ、SSLが有効になるように設定されていることを確認し
ます。SMI-Sプロバイダの入手とインストールについては、『HP Systems Insight Managerイ
ンストール/ユーザ ガイド』を参照してください。

● ネットワーク上で、WBEM SSLポートにアクセス可能かどうか確認します。CMSで、コマ
ンド ウィンドウを開いて、telnet <プロバイダのIPアドレス> 5989と入力します。

❍ ポートにアクセスできる場合は、空白行が表示されます。また、Connect failed、
Connection refusedなどのエラーは表示されません。Control-]キーを押して、quitとタ
イプし、Telnetを切断し終了します。

❍ SMI-Sプロバイダが正しくインストールおよび設定されているのに、ポートにアクセスで
きない場合は、CMSとSMI-Sプロバイダをインストールしているシステムの間にファイ
アウォールがないかどうか確認します。ファイアウォールがある場合は、ファイアウォー
ルを設定して、プロバイダが通信に使用するポート（通常、5989）を介したトラフィッ
クを許可します。

スイッチ
HP ProCurveスイッチを検出して識別した後、[システム ページ]の[リンク]タブにある[HP
ProCurve switch]リンクをクリックすると、スイッチ管理ページが表示されない。

解決策：システムの[システム リンクの設定]ページの設定を変更する必要があります。以下を
実行してください。
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1. [オプション]->[セキュリティ]->[システム リンクの設定]をクリックします。[システム リ
ンク設定]ページが表示されます。

2. [システムのDNS名（フル）を使用]を選択します。これにより、システム名の代わりにシ
ステムの完全DNS名が使用されるようになります。

3. 変更内容を保存して適用するには、OKをクリックします。

HP ProCurveスイッチの[システム ページ]に戻ると、リンクが正常に開きます。

システム
システム テーブル ビュー ページにクリティカルなステータスで表示されるシステムに、IP/IPX
アドレスが示されず、システム リンクがない。

解決策： HP Systems Insight Managerが、このシステムのアドレスを別のノードに割り当てて
います。このステータスは、システム構成でのDHCPなどの変更に伴ってアドレスが変更され
る場合に発生することがあります。次のような場合に、このステータスが発生します。

● システムが、ネットワークから一時的に削除されています。システムは、ネットワークに
戻ると、管理されたステータスに戻ります。これは、ラップトップ コンピュータがネット
ワークから長期間削除されて、DHCPがその以前のアドレスを再使用した場合に発生しま
す。

● システムの名前が変更されましたが、HP Systems Insight Managerによって検出されていま
せん。HP Systems Insight Managerは、その名前でシステムの検索を続けます。

hostsファイルでシステムを追加するとき、SNMPパラメータが保存されない。次のように、
ネットワークに存在しないファイルを作成した。例：

#$IMXE:Type="Server"

#$IMXE: SNMP_RET=4 SNMP_TIM=10 SNMP_MON=HP SNMP_CON=HP

1.1.1.1 myserver

SNMPパラメータを保存するには、どうしたらよいか。

解決策：この問題は、システムがオンラインになっていないときに限って発生します。HPで
は、次の回避策を推奨しています。

#$IMXE_DEFAULT: Type = Server SNMP_RET=4 SNMP_TIM=10 SNMP_MON=HP
SNMP_CON=HP

1.1.1.1 myserver

[すべてのシステム]ウィンドウを数分間アイドル状態にして新しいブラウザ ウィンドウを開く
と、[すべてのシステム]ウィンドウが白くなり、Internet Explorerがハングする。タスクの終
了を強制される。Internet Explorerのハングを回避する方法はありますか。

解決策：セキュリティの理由のため、常にHP Systems Insight Managerからサイン アウトした
後でInternet Explorerを閉じてください。サイン アウトしてからInternet Explorerを閉じると、こ
の問題は解決します。

mxnode -r -f コマンドを使用してシステムを削除しても、コンテナ システム（クラスタ、エ
ンクロージャ、ラックなど） が削除されない。
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解決策：コンテナは、個別に削除する必要があります。

現在、グローバル デフォルトを使用しているシステムの証明書を変更する方法を知りたい。

解決策：以下の手順を実行してください。

1. mxnodesecurityコマンドを実行して、証明書を変更または追加します。

2. CLIから、mxnodeを実行して、特定のシステムのXMLファイルを生成し、出力を外部ファ
イルにリダイレクトします。

mxnode -lf nodename >somefilename.xml

ここで、somefilename.xmlは、出力がリダイレクトされる外部ファイルの名前です。

以下に、mxnode XMLファイルの一部を示します。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<node-list> 
<node name="abc" guid="..." host-name="abc.mycompany.com"> 
<hw-attribute name="DeviceType">Workstation</hw-attribute> 
<hw-attribute name="DeviceSubType">HP9000</hw-attribute> 
<hw-attribute name="Model">9000/785</hw-attribute> 
<hw-attribute name="ProcessorFamily">pa-risc</hw-attribute> 
<sw-attribute name="OSName">HP-UX</sw-attribute> 
<sw-attribute name="OSVendor">HP</sw-attribute> 
<sw-attribute name="OSRevision">11.00</sw-attribute> 
<sw-attribute name="IPAddress">192.1.2.3</sw-attribute> 
<sw-attribute name="ProtocolSupport">SNMP:1.0</sw-attribute> 
<sw-attribute name="Description">HP-UX phoenix</sw-attribute> 
<sw-attribute name="SystemName">abc.mycompany.com</sw-attribute> 
<sw-attribute name="DefaultProtoSettings">true</sw-attribute> 
<sw-attribute name="DefaultAttributeSettings">true</sw-attribute> 
<sw-attribute name="DefaultSystemName">true</sw-attribute> 
</node> 
</node-list> 

3. 最後の3つのsw-attributeエレメントは、現在のデフォルト設定を示します（trueまたは
false）。ファイルを編集して、3つの値をすべてfalseに変更してファイルを保存します。

4. mxnodeコマンドを使用し、修正したXMLファイルを入力として用いて、同じシステムを
変更します。

mxnode -m -f somefilename.xml

システムは、新しい設定を使用するようになるはずです。
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システム ページ
システム ページで、[管理プロセッサ]リンクをクリックすると、HTTP 1.1依存エラーが表示
される。また、管理プロセッサのステータス アイコンは表示されない。

解決策：iLOとプロキシ サーバ（使用している場合）が、HTTP 1.1を使用するように設定する
必要があります。

● HTTP 1.1を使用するようにInternet Explorerを設定する 

1. Internet Explorerで、[ツール]->[インターネット オプション]->[詳細設定] を選択します。

2. [HTTP 1.1設定]の下で、[HTTP 1.1を使用する]を選択します。

3. OKをクリックします。

● HTTP 1.1を使用するようにMozillaを設定する 

1. [編集]->[設定]->[詳細]->[HTTPネットワーク]を選択します。

2. [直接接続オプション]で、[HTTP 1.1を使う]を選択します。

3. また、[直接接続オプション]で、[接続の持続（KeepAlive）を有効にする]も選択しま
す。

4. OKをクリックします。

● プロキシ サーバ経由で、iLOと通信する場合は、次のように操作します。 

1. Internet Explorerで、[ツール]->[インターネット オプション]->[詳細設定] を選択します。

2. [HTTP 1.1設定]の下で、[プロキシ接続でHTTP 1.1を使用する]を選択します。

3. OKをクリックします。

HTTP通信に関与するシステム ページのリンクが、エージェントの停止時に更新されない。

解決策：Webエージェント（http://machinename:2301）を持つ特定のシステムをブラウズす
る場合、ウィンドウ上の最初のリンク/GIF（通常は、InsightマネージャWebエージェント）
は、すべてのHTTPコマンドを送信するプロキシ エージェントです。「プロキシ」エージェント
ではないWebエージェントが停止していると、そのWebエージェントへのリンクを更新できる
ようにするHP Systems Insight Managerに、適切なHTTPコマンドが送信されません。システムへ
の正しいリンクがあることを確認するには、検出または日単位識別タスクを実行して、特定の
システムに対して実行されているすべてのWebエージェントを確認します。

システム ページのリンクをたどっていくとタイムアウトが発生する。

解決策：これは、HP Systems Insight Manager管理サーバが複数のサブネットを管理していると
きにしばしば起こります。しかし、ユーザがブラウジングしているシステムからは見ることが
できません。一部のリンク（マネジメント エージェントなど）をたどる場合、HP Systems Insight
Managerは、追加されたURL情報を使用して、http://systemIPaddress:2301に接続します。これ
により、そのシステムで実行されるエージェントに直接接続することになります。ユーザの参
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照元のマシンは、TCP/IPを介して対象のシステムと通信できなければなりません（たとえば、
そのシステムにpingできる）。

クリティカル システムをたどっていくと、HP Systems Insight Managerがシステムスに通
信できなくなる前に存在したすべてのリンクが、まだシステム ページに表示される。

解決策：これは、予期された動作です。問題のシステムが再起動中など処理の途中の状態にあ
る場合、リンクはもとのままです。システムがダウンしている場合、任意のエージェントまた
はWebサーバに接続すると、そのリンクはタイムアウトします。

タスク
タスクを作成しているときに、Backspaceキーを使用してテキスト ボックスのテキストを削
除できない。入力内容を編集するには、どうしたらよいか。

解決策：タスクを作成しているときに、マウスを使用して修正するテキストを選択するか、
Deleteキーを使用してテキスト ボックスからテキストを削除します。更新された情報を入力し
ます。

タスクの実行時に、メッセージUnknown OSが表示される。

解決策：次の手順を実行してください。

1. タスクを実行しようとしているシステムがWindowsシステムである場合は、SSHのインス
トール後にリブートしたことを確認します。リブートしないと、インストールは完了しま
せん。

2. オペレーティング システムのタイプを判断できるように、DMI、WBEM、SNMPのうちい
ずれかをシステムで有効にしてから、識別とデータ収集を実行してHP Systems Insight
Managerデータベースを更新します。

3. オペレーティング システムを判断するコマンドが動作することを確認します。

Windowsの場合：  ver

HP-UXおよびLinuxの場合：  uname

最初のProLiant Support Packインストール タスクの実行時にエラーになる。

解決策：Windows 2000システムかWindows 2003システムで最初のProLiant Support Packイン
ストール タスクを実行するときは、[ドメイン]フィールドにドメインを入力してください。シ
ステムがドメインの一部でない場合は、ターゲット システム名を代わりに入力します。

HP-UXシステムで、完全な設定権があるユーザがタスクを編集して、オーナーを設定権が制限
されているユーザに変更し、タスクを表示したところ、元のユーザがまだオーナーとして表示
されている。完全な設定権があるユーザが別のブラウザでタスクを表示させると、正しいオー
ナーが表示される。

解決策：時々起こるエラーであり、解決策はありません。

Windows 2000 Advanced Serverシステムでインストール ソフトウェア/ファームウェア
タスクを実行した後、[タスク結果]セクションでステータスが更新されない。ステータスは、
進行中と表示されたままであるが、インストール ソフトウェア/ファームウェア タスクが2時
間後にタイムアウトする。
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解決策：Linuxバージョン コントロール エージェントターゲット システムは、中央管理サーバ
のアドレスを解決できません。名前解決が正しく設定されているかどうか確認してください。
また、解決されている場合は、バージョン コントロール エージェントがインストールされた
Linuxシステムを設定して、hostsファイルにCMS名を含む必要があります。

Linuxシステムでhostsファイルを設定するには、次の操作を行います。

1. \etc ディレクトリのhostsファイルを編集します。

注記：このファイルは、テキスト エディタまたはviを使用して編集できます。

hostsファイルに次のエントリを追加します。

• <サーバのIPアドレス> <サーバの完全装飾DNS名> <サーバ名>

たとえば、IPアドレス170.50.1.201、完全修飾ドメイン名perf760g2.wbem.com、お
よび名前perf760g2のHP Systems Insight Managerシステムの場合、Linux バージョン
コントロール エージェントシステムの管理対象ノードのhostsファイルのエントリは、
次のとおりです。

170.50.1.201 perf760g2.wbem.com perf760g2

2. ファイルを保存します。

どの自動イベント処理タスクもエラーになり、[タスク結果]ページに「Send failed. class
Could not connect to SMTP host: ipaddress, port 25;java.net.SocketException:
Software caused connection abort:connect」というメッセージが表示される。

解決策：アンチウイルス ソフトウェアがインストールされており、ポート25をブロックする
ように設定されている場合は、アンチウィルス ソフトウェアがポート25をブロックしないよ
うにするか、アンチウイルス ソフトウェアを無効にすると、自動イベント処理タスク（Email）
が正常に動作するようになります。

ツール
ツールを起動したときに、HTTP - 404エラーが起きる。

解決策：このエラーは、使用する権限のないツールにアクセスしたときに起こります。

GUIかコマンド ライン インタフェース（CLI）からツールを実行するとき、
mxauthenticationexceptionが生成される。

解決策：以下を実行してください。

1. 実行しようとしているユーザに、システムでツールを実行する権限があることを確認しま
す。権限の確認と付与については、「ユーザと認証」を参照してください。

2. SSHデーモンがターゲット システムでアクセス可能であることを確認します。

a. CMSからシステムにSSHを手動でインストールしてみます。サイン インする必要はあ
りませんが、接続できることを確認してください。

b. Windowsシステムの場合管理ユーザとして、HP-UXシステムやLinuxシステムの場合root
としてログインします。
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c. HP-UX CMSかLinux CMSでは以下を実行します。

ssh root@<HP-UX/Linux node>

または

ssh Administrator@<Windows node>

Window CMSから以下を実行します。

<OpenSSHディレクトリ>\bin\ssh root@<HP-UX/Linuxノード>

<OpenSSHディレクトリ>\bin\ssh Administrator@<Windowsノード>

ホスト キーを受け入れるかパスワードを入力するように要求されたら、SSHデーモンはア
クセス可能です。

3. mxagentconfigを次のように再実行し、キーが転送されることを確認します。

mxagentconfig -a -n <ノード名、またはIPアドレス> -u <ユーザ名> -p <パスワード
>

4. ツールを実行しようとしているシステムで、一部のディレクトリの権限を確認します。

使用しているユーザ名のホーム ディレクトリの権限をチェックします。

● ホーム ディレクトリの権限は、次のようになっている必要があります。

drwxr-xr-x (755)

● ホーム ディレクトリ内の.sshディレクトリの権限は、次のようになっている必要があり
ます。

drwxr-xr-x (755)

● .sshディレクトリのauthorized_keys2ファイルの権限は、次のようになっている必要が
あります。

-rw-r--r--または-rwxr-xr-x（644か755）

a. 権限を確認するには、次のように操作します。

● Windowsの場合

<OpenSSHインストール ディレクトリ>\bin\ls -ld <ファイル、またはディレク
トリ名>を実行します。

● HP-UXまたはLinuxの場合

ls -ld <ファイル、またはディレクトリ名>を実行します。

b. 権限を変更するには、次のように操作します。

● Windowsの場合

<OpenSSHインストール ディレクトリ>\bin\chmod <パーミッション番号><
ファイル、またはディレクトリ名>を実行します。
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● HP-UXまたはLinuxの場合

chmod <パーミッション番号> <ファイル、またはディレクトリ名>を実行します
（権限番号は、644/755など、上記の番号です）。

5. コマンドの実行時には、実行ユーザがステータスにリストされます。これが、
mxagentconfigを実行する必要があるユーザです。

6. これまでは実行できていて今回実行できない場合は、ターゲット システムでSSHを再イン
ストールしたことを確認してください。SSHを再インストールすると、ホスト キーがシス
テムで変更されます。これにより、SSHは、通信しようとしているシステムを確認できる
ようになります。

● mxagentconfig -r -n システム名 を実行します。

または

GUIにアクセスして、システム ホスト キーを削除します。

● 実行するシステムを表す行を削除します。systemnameやsystemname.hp.comなど、シス
テムのすべての参照を削除してください。

● known_hostsファイル全体を削除することもできます。この場合は、SSHが、システム
と次回通信するとき、すべてのシステムのキーを再登録します。これは、それぞれの
システムと通信するまで、セキュリティの問題となることがあります。

7. 管理対象システムで、ユーザのホーム ディレクトリから.sshディレクトリを削除します。
mxagentconfigのエラーの原因となる、古いキーや古い権限がなくなります。

8. mxagentconfigを再び実行します。

HP Systems Insight ManagerによってOpenSSHがインストールされていないWindows
管理対象システムでユーザを認証しようとしたとき、mxagentconfigがエラーになる。

解決策：以下を実行してください。

1. 次を実行します。

sshuser ?u <ユーザ名> -d <ドメイン名> >> "c:\Progra~1\OpenSSH\etc\passwd"

2. mxagentconfigを再び実行します。

mxagentconfigがエラーになる場合は、上記の手順を実行し、SSHが動作していることを確
認します。

1. 管理対象システムで、ユーザのホーム ディレクトリから.sshディレクトリを削除します。
mxagentconfigのエラーの原因となる、古いキーや古い権限がなくなります。

2. これでも動作しない場合は、手動でキーをコピーします。管理対象システムにファイ
ル.dtfSshKey.pubを転送してください。このファイルは/etc/opt/mx/config/sshtools/にあ
ります。 HP-UXおよびLinuxの場合は、<HP SIM Install Directory>\config\sshtools にありま
す。

● Windowsの場合
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<.pubファイルのロケーション> >> <ユーザ ホーム ディレクトリ
>\.ssh\authorized_keys2と入力します。

注記： またはhpsimssh（sshuserの実行前に、ユーザのホーム ディレクトリがない場合）’

● HP-UXまたはLinuxの場合

.cat <.pubファイルのロケーション< >> ~/.ssh/authorized_keys2

WindowsシステムにHP Systems Insight Managerをインストールした後で、コマンド ラ
イン ツールを実行できない。次のエラーが発生する。%1はWin32アプリケーションではあり
ません。

解決策： Programという名前のフォルダかファイルをルート ディレクトリで検索します。この
ファイルが存在する場合は削除します。このフォルダが存在する場合は、名前を変更するか、
そのフォルダが空である場合は削除します。

HP-UXシステムで、mxnodesecurityコマンドを使用して別のドメインからシステムを追加
しても、コマンドが適切に動作しない。たとえば、mxnodesecurity -a -p wbem -c
openview\wmi:wmi -n testnode10と入力した場合、openviewとwmiの間でバックス
ラッシュが欠落する。

解決策：UNIXシェル環境では、バックスラッシュがエスケープ文字として認識されます。別の
ドメインからシステムを追加する場合は、バックスラッシュをもう1つ追加して認識させてく
ださい。たとえば、mxnodesecurity -a -p wbem -c openview\\wmi:wmi -n
testnode10のように入力します。

ツールを実行しようとすると、失敗する。この問題は、どのツールを選択しても発生する。

解決策：この問題は、HP Systems Insight ManagerをC:ドライブのないシステムにインストール
すると発生します。

ツールが新しいウィンドウを開いたときにブラウザの更新ボタンをクリックすると、ウィンド
ウが閉じる。

解決策：ブラウザの更新ボタンを使用して表示を手動で更新すると、すべてのウィンドウが閉
じます。これは、更新操作がウィンドウを閉じる操作と区別されず、どちらの操作でもウィン
ドウが閉じられるためです。

LinuxまたはHP-UXシステムで、完全な設定権を持っているが、mxnodesecurityコマンド
を実行しようとすると、例外を受け取る。

解決策：コマンドはrootユーザで実行する必要があります。

コマンド ラインからツールを実行しようとすると、SSH認証が失敗したというエラー メッセー
ジが表示される。

解決策：管理者アカウントの名前を変更した場合は、各ツールのTDEFファイルを編集し、
Execute-asユーザを変更してください。次に例を示します。

1. /System Insight Manager/toolsに移動して、mx-tool.xmlを開きます。

2. <execute-as-user>Administrator</execute-as-user>を、新しい管理者アカウント名に変更し
ます。

3. ファイルを保存します。
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4. DOSプロンプトで、command: mxtool -m -f mx-tool.xml -x forceを実行します。
ツールが実行されます。

この手順は、すべてのコマンド ライン ツールについて実行する必要があります。

VCRMカタログ
HP Systems Insight Managerで、HPバージョン コントロール レポジトリ マネージャのソ
フトウェア カタログのリストに、必要なソフトウェア コンポーネントがない。選択したバー
ジョン コントロール レポジトリ マネージャにそのコンポーネントが存在することは確認して
いるが、表示されるリストには含まれていない。

解決策：他のコンポーネントの1つのリビジョンとして、多少異なる名前で示されている可能
性があります。このような状況は、コンポーネントの名前が、前のバージョンから変更された
ときに発生する場合があります。それでもコンポーネントが見当たらない場合は、各システム
のHPバージョン コントロール エージェントにアクセスし、そこからコンポーネントをインス
トールしてください。

Windows NTイベント ログ
Windows NTイベントログにエラーメッセージDCOM was unable to communicate
communicate with computer<system> using any of the configured protocols.が記
録される場合は、WMIエラーのログを無効にしてください。このエラー メッセージは、
WMIMapperによって生成されません。Microsoft Windows Management
Instrumentation（WMI）サービスが、ターゲット システムとやり取りしてWMI情報を取得
できないとき、このエラー メッセージを生成します。一般的に、ターゲット システムは、
Windows以外のシステムです。

解決策：Windows NTイベント ログへのWMIエラーのログを無効にするには、WMIMapperが
インストールされているシステムで、次の手順を実行します。

1. Windows NTで[Pegasus WMI Mapper]サービスを停止します（[コントロール パネ
ル]->[管理ツール]->[サービス]）。

2. [マイ コンピュータ]を右クリックします。

3. [管理]を選択します。[コンピュータの管理]ページが表示されます。

4. [サービスとアプリケーション]を展開します。

5. [WMIコントロール]を選択してを選択して右クリックします。[WMI Control Properties]
ページが表示されます。

6. [ログの収集]タブを選択します。

7. [ログ レベル]セクションから[無効]を選択し、OKをクリックしてこのページを閉じます。

8. [コンピュータの管理]ウィンドウから[サービス]をダブルクリックし、[Windows
Management Instrumentation]サービスを選択します。サービスの停止と再起動を行
います。

9. [サービス]ページから[Pegasus WMI Mapper]サービスを起動します。
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WMIMapper
システムの[システム ページ]にWBEMプロトコルがリストされず、WBEMからのデータが表
示されない。

解決策：デフォルトの場合、WindowsプラットフォームにCMSをインストールすると、
WMIMapperサービスはc:\Program Files\The Open Group\WMIMapperにインストールされま
す。WMIMapperのインストールでは、ディレクトリc:\hp（小文字）も作成され、システムに
よって使用される証明書がサブフォルダに含まれます。c:\HP（大文字）というディレクトリ
を作成している場合、証明書はそのディレクトリにインストールされます。この場合、WBEM
とWMIMapperがやり取りしようとすると、WMIMapperはc:\hp（小文字）というディレクト
リを検索し、証明書が見つかりません。WMIMapperをインストールしたWindowsプラット
フォームでは、これと同じ問題が発生します。この問題を解決するには、Windowsプラット
フォームで、c:\HP（大文字）ディレクトリを削除してから、CMSかWMIMapperをインストー
ルします。そのディレクトリのデータを使用するアプリケーションを、新しいディレクトリに
リダイレクトしてください。

クライアント システムからWMI情報にアクセスできない。

解決策：WMIは、管理者グループのアカウントのリモート アクセスを許可するように設定さ
れています。リモート システム上で、権限がゲストになると、リモート システムからWMIに
接続できません。このため、クライアント システムのローカル セキュリティ ポリシーが問題
になることがあります。設定を修正してください。

1. [スタート]->[コントロール パネル]->[管理ツール]->[ローカル セキュリティ ポリシー]->[ロー
カル ポリシー]->[セキュリティ オプション]を選択し、[ネットワーク アクセス：ローカル
アカウントの共有とセキュリティ モデル]を選択します。

2. クラシック - ローカル ユーザーがローカル ユーザーとして認証するを選択します。
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リファレンス情報
HP Systems Insight Managerは、Microsoft SQL Server 2000 Service Pack 3、MSDE（Windows
インストール）、PostgreSQL SQL 7.4.x（HP-UX かLinuxインストール）データベースを使用し、
収集済みイベント データとシステム データを保存します。データベースは、管理アプリケー
ションと同じシステム、またはデータベース サーバにネットワークでアクセスできる別のシス
テムに配置できます。しかし、HP Systems Insight Managerデータベース テーブルの設定をリ
モート システムで実行することはできません。HP Systems Insight Managerでは、JDBC（Java
データベース接続性）とODBC（Open DataBase Connectivity）を使用してデータベースとやり
取りします。

インストール中に、必要なデータベース システムとトランザクション ログ システムが作成さ
れてから、データベースの作成と入力が行われます。

注意:

HP Systems Insight Managerアプリケーションのみで、テーブルの追加か削除を
行ってください。別の方法でテーブルを修正すると、アプリケーションでキャッ
シュの一貫性の問題が発生します。

データベースには以下が含まれます。

● イベント
● 検出済みシステム
● システム ステータス
● ユーザの優先順位
● 詳細システム情報
● 言語テキスト（英語のみ）

重要:

データベースを定期的にバックアップし、データベースのサイズを監視して、必
要に応じて拡大してください。詳細については、「HP-UX/Linux」および
「Windows」を参照してください。

!

レポートは、Microsoft Access、Excel、Crystal Reportsなど、データベースにアクセスできる、
標準的なレポート生成ツールで作成できます。データベース スキーマを公開すると、レポート
作成が簡単になります。

定義済みビュー
複数の定義済みビューがHP Systems Insight Managerに同梱されています。このビューを使用す
ると、データ収集情報、イベント データ、ライセンス データなど、さまざまな情報をデータ
ベースで検索できます。

[Notices_view]。システムのイベントとその説明をリストするために使用できます。イベン
トの詳細は含まれていませんが、簡単なレポートには便利です。システム名、イベントの深刻
度、クリア ステータス、受信時刻、クリア時刻、イベントの説明が返されます。
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[View_deviceAssociations]。検索の構築に使用します。主に内部で使用されます。

licenseCounts。ライセンス レポートにライセンス カウント データを表示するために使用し
ます。

deviceTypesEnum。デバイス テーブルの[productType]フィールドが、システム タイプを表
す、英語の文字列とリンクされます。

deviceSubTypesEnum。[nodeSubTypesEnum]テーブルの[enumOrd]フィールドが、システム
サブタイプを表す、英語の文字列とリンクされます。

注記:

HP Systems Insight Managerをアンインストールしても、データベースとビュー
は削除されません。

使用可能なレポート ビューを見るには、「レポート ビュー」を参照してください。

データベース テーブル
次のセクションでは、データベースの内容について説明します。この表では、HP Systems Insight
Managerによって収集された情報、および情報を保存するデータベース テーブル構造について
説明します。使用できるテーブルは次のとおりです。

CIM_ChassisテーブルCIM_ActiveConnectionテーブ
ル

AuthenticationMethods_values
テーブル

CIM_ComputerSystemテーブルCIM_ComputerSystemPackage
テーブル

CIM_ComponentCSテーブル

CIM_DeviceSoftwareIdentityテー
ブル

CIM_DeviceSAPImplementation
テーブル

CIM_ControlledByテーブル

CIM_IPProtocolEndpointテーブルCIM_HostedStoragePoolテーブ
ル

CIM_ElementCapabilitiesテーブ
ル

CIM_iSCSIConn_TCPProtoEnd
テーブル

CIM_iSCSICapabilitiesテーブルCIM_IPRouteテーブル

CIM_LogicalDeviceテーブルCIM_iSCSISessionテーブルCIM_iSCSIConnectionテーブル

CIM_MediaAccessDeviceテーブ
ル

CIM_LogicalPortGroupテーブルCIM_LogicalDiskテーブル

CIM_NetworkPortテーブルCIM_NetworkPipeComposition
テーブル

CIM_MemberOfCollectionテー
ブル。

CIM_PhysicalElementテーブルCIM_OperatingSystemテーブルCIM_NetworkAdapterテーブル

CIM_PhysicalPackageテーブルCIM_PhysicalMemoryテーブルCIM_PhysicalMediaテーブル

CIM_ProcessテーブルCIM_PowerSupplyテーブルCIM_PortControllerテーブル

CIM_ProtoControlAccessesUnit
テーブル

CIM_ProductテーブルCIM_Processorテーブル
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CIM_ProtocolEndpointテーブルCIM_ProtocolControllerForUnit
テーブル

CIM_ProtocolControllerForPort
テーブル

CIM_RemoteServiceAccessPoint
テーブル

CIM_RealizesテーブルCIM_Rackテーブル

CIM_SensorテーブルCIM_SCSIProtocolEndpointテー
ブル

CIM_SCSIProtocolController
テーブル

CIM_StoragePoolテーブルCIM_SoftwareIdentityテーブ
ル。

CIM_SoftwareElementテーブル

Classifications_valuesテーブルCIM_TCPProtocolEndpointテー
ブル

CIM_StorageVolumeテーブル

ComputerSys_NetworkPortテー
ブル

ComputerSys_LogicalPortGroup
テーブル

ComputerSys_HAPテーブル

ComputerSys_SCSIProtoContテー
ブル

ComputerSys_SAPテーブルComputerSys_PortControllerテー
ブル

ComputerSys_StorageVolテーブ
ル

ComputerSys_SoftwareIdent
テーブル

ComputerSys_SCSIProtoEndp
テーブル

DC_EnclosureテーブルDB_DeviceInfoExテーブルDB_DeviceInfoテーブル

DeviceNamesテーブルDedicated_valuesテーブルDC_ProliantHostテーブル

DeviceProtocolInfoテーブルDevicesテーブルDevice Extended Attributesデー
タベース テーブル

HP_ClusterテーブルDeviceSnmpSettingsテーブルExtentStatus_values table

HP_NParCellテーブルHP_NParCabinetテーブルHP_Nodeテーブル

HP_NPartitionテーブルHP_NParIOChassisSlotテーブ
ル

HP_NParIOChassisテーブル

HPUX_BundleテーブルHPUX_BaseKernelParameter
テーブル

HP_NParComplexテーブル

HPUX_HFSテーブルHPUX_FilesetテーブルHPUX_DNSServiceテーブル

HPUX_NTPServiceテーブルHPUX_NISServerServiceテーブ
ル

HPUX_LogicalVolumeテーブル

HPUX_VolumeGroupテーブルHPUX_ProductテーブルHPUX_PhysicalVolumeテーブル

IPXAddressテーブルIPProtocolEnd_NetworkPortテー
ブル

IPAddressテーブル

NodeTypesEnumテーブルNodeSnapshotテーブルNetworkAddresses_valuesテー
ブル

NoticeTypeテーブルNoticesテーブルNodeSubTypesEnumテーブル

operationalStatus_PCvaluesテー
ブル

OperationalStatus_NPvalues
テーブル

OperationalStatus_CSvalues
テーブル

SCSIProtoCont_SCSIProtoEnd
テーブル

PhysicalPackage_Productテーブ
ル

OperationalStatus_SVvalues
テーブル

SCSIProtoEnd_iSCSISessionテー
ブル

SCSIProtoEnd_SCSIProtoEnd
テーブル

SCSIProtocolCont_SoftwareId
テーブル

SPAllocatedFromStoragePoolテー
ブル

SnapshotテーブルSCSIProtoEnd_NetworkPortテー
ブル
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TCPProtoEnd_IPProtoEndテーブ
ル

SVAllocatedFromStoragePool
テーブル

AuthenticationMethods_valuesテーブル
説明 データ型  カラム名 
この行を一意に定義。BIGINTAuthenticationMethodsId

レポート生成用。SMALLINTAuthenticationMethodsValue

レポート生成用。SMALLINTAuthenticationMethodsPos

CIM_ActiveConnectionテーブル
説明 データ型  カラム名 
通信用に設定されており、依存SAPとアク
ティブに通信している、あるいはそのい
ずれかのServiceAccessPoint。単方向接続
では、送信中のSAP。

BIGINTAntecedent

Antecedent SAPと通信可能な2つ目の
SeriveAccessPoint。単方向接続では、通信
を受信中のSAP。

BIGINTDependent

CIM_Chassisテーブル
説明 データ型  カラム名 
この行を一意に定義するLUID。BIGINTChassis_LUID

CIM_Chassisを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_Chassisを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_Chassisを部分的に識別し、
CIM_Chassisに一致

NVARCHAR(256)CreationClassName

物理要素とサーバを一意に識別し、要素
のキーとして使用可能な、任意の文字列
であり、資産タグやシリアル番号データ
などの情報を含めることができる。

NVARCHAR(256)Tag

エンクロージャの製品ID文字列。エンク
ロージャがproductID文字列をレポートし
ない場合は空。

NVARCHAR(64)dc_ProductID

シャーシがラックの一部である場合、こ
の属性はCIM_Rackになる。シャーシがラッ
クの一部でない場合は、
CIM_ComputerSystemになる。

NVARCHAR(256)dc_SystemCreationClassName

シャーシがラックの一部である場合、こ
の属性は、CIM_Rack.Nameの値になる。
シャーシがラックの一部でない場合は、
所有するCIM_ComputerSystem.Nameの値
になる。

NVARCHAR(256)dc_SystemName
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説明 データ型  カラム名 
オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

オブジェクトのユーザが利用しやすい名
前。

NVARCHAR(256)ElementName

CIM_PhysicalPackage.Widthから継承。物
理パッケージのインチ単位の幅。

realWidth

CIM_PhysicalPackage.Heightから継承。物
理パッケージのインチ単位の高さ。

realHeight

CIM_PhysicalPackage.Depthから継承。物
理パッケージのインチ単位の奥行き。

realDepth

CIM_PhysicalElement.SerialNumberから継
承。メーカが割り当てた番号であり、物
理要素の識別に使用。

NVARCHAR(64)SerialNumber

CIM_PhysicalElement.PartNumberから継
承。物理要素の生産や製造を行った組織
が割り当てた部品番号。

NVARCHAR(256)PartNumber

CIM_PhysicalElement.SKUから継承。物理
要素のストック維持装置番号。

NVARCHAR(64)SKU

CIM_PhysicalElement.Modelから継承。物
理要素を一般的に認識する名前。

NVARCHAR(64)Model

コンポーネントのメーカの名前。NVARCHAR(256)Manufacturer

CIM_ChassisTypesの列挙値。（1 = その
他、2 = 不明、3 = デスクトップ、4 = 低
プロファイル デスクトップ、5 = ピザ
ボックス型、6 = ミニ タワー、7 = タ
ワー、8 = ポータブル、9 = ラップトッ
プ、10 = ノートブック、11 = ハンドヘル
ド、12 = ドッキング ステーション、13
= オール イン ワン、14 = サブ ノートブッ
ク、15 = 省スペース、16 = ランチボック
ス型、17 = メイン システム シャーシ、
18 = 拡張シャーシ、19 = サブシャーシ、
20 = バス拡張シャーシ、21 = 周辺機器
シャーシ、22 = ストレージ シャーシ、23
= ラック マウント シャーシ、24 = 封印
ケースPC）

SMALLINTChassisTypes

CIM_Chassis.ChassisTypesに関する追加情
報。

NVARCHAR(512)TypeDescriptions

CIM_PhysicalElement.Versionから継承。物
理要素のバージョンを表す文字列。

NVARCHAR(64)Version
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説明 データ型  カラム名 
CIM_PhysicalElement.OtherIdentifyingInfo
から継承。物理要素の識別に使用できる、
タグ情報以外の追加情報を取得（例とし
て、資産タグも含む要素に関連するバー
コード データを挙げることができる。バー
コード データのみが使用可能で、一意の
ものが要素キーとして使用されている場
合、このプロパティはNULLになり、バー
コード データが、タグ プロパティでクラ
ス キーとして使用される）。

NVARCHAR(512)OtherIdentifyingInfo

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_Model

CIM_ComponentCSテーブル
説明 データ型  カラム名 
他のシステムを含むか、まとめた、また
はその両方のComputerSystem。

BIGINTGroupComponent

含まれる（サブ）ComputerSystem。BIGINTPartComponent

CIM_ComputerSystemPackageテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成に使用されるフィールド。BIGINTAntecedent

レポート生成に使用されるフィールド。BIGINTDependent

CIM_ComputerSystemテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTComputerSystem_LUID

CIM_ComputerSystemを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_ComputerSystemを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

エンタープライズ環境のシステム インス
タンスのキーとして動作する、継承した
名前。

NVARCHAR(256)Name

CreationClassNameは、インスタンスの作
成に使用されるクラスまたはサブクラス
を示す（このクラスの他のキー プロパティ
とともに使用された場合は、このプロパ
ティによって、このクラスまたはサブク
ラスのインスタンスが一意に識別され
る）。

NVARCHAR(256)CreationClassName

テキストによるオブジェクトの説明。NVARCHAR(512)Description

テキストによるオブジェクトの簡潔な説
明（1行の文字列）。

NVARCHAR(64)Caption
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説明 データ型  カラム名 
CIM_ManagedSystemElement.Statusから継
承。オブジェクトの現行ステータスを表
す文字列。

NVARCHAR(10)Status

プライマリ システム所有者への連絡方法
についての情報を提供する文字列。

NVARCHAR(256)PrimaryOwnerContact

プライマリ システム所有者の名前。NameNVARCHAR(64)PrimaryOwnerName

非標準。CIM_Person.Pagerに基づく。プ
ライマリ所有者のポケットベル情報を含
む。

NVARCHAR(32)dc_PrimaryOwnerPager

非標準。このシステムの物理的な位置に
ついて説明する情報を含む。

NVARCHAR(256)dc_SystemLocation

非標準。システムのハードウェア機能（32
ビットと64ビット）

NVARCHAR(64)dc_HardwareCapability

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(50)R_OverallStatus

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_ProductType

このシステムのドメイン。NVARCHAR(256)Domain

このオブジェクトのユーザが利用しやす
い名前。

NVARCHAR(256)ElementName

名前の生成方法を定義する。NVARCHAR(64)NameFormat

無停止システムでは、システム リリース
の日付。

NVARCHAR(256)ReleaseDate

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_OperationalStatus

レポート生成に使用されるフィールド。INTR_PortCount

レポート生成に使用されるフィールド。INTR_PortUtilized

CIM_ControlledByテーブル
説明 データ型  カラム名 
制御対象デバイスBIGINTDependent

コントローラBIGINTAntecedent

CIM_DeviceSAPImplementationテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTdeviceSAPImplementation _LUID

CIM_DeviceSAPImplementationを部分的に
識別。

BIGINTNodeID

CIM_DeviceSAPImplementationを部分的に
識別。

BIGINTSnapshotID

LogicalDeviceを使用して実装された
ServiceAccessPoint。

BIGINTDependent

LogicalDeviceBIGINTAntecedent

658

リファレンス情報



説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。NVARCHAR(256)dc_PermanentAddress

CIM_DeviceSoftwareIdentityテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTSystem

レポート生成用。BIGINTInstalledSoftware

CIM_ElementCapabilitiesテーブル
説明 データ型  カラム名 
管理対象要素。BIGINTDependent

要素に関連しているCapabilitiesオブジェ
クト。

BIGINTAntecedent

CIM_HostedStoragePoolテーブル
説明 データ型  カラム名 
アソシエーション内の親システム。BIGINTGroupComponent

システムのコンポーネントである
StoragePool。

BIGINTPartComponent

CIM_IPProtocolEndpointテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTIPProtocolEndpoint _LUID

CIM_IPProtocolEndpointを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_IPProtocolEndpointを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(1024)Name

将来用。NVARCHAR(256)ServiceCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

レポート生成用。NVARCHAR(256)CreationClassName

このProtocolEndpointが表すIPv4アドレス。NVARCHAR(255)IPv4Address

CIM_IPRouteテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTIPRoute_LUID

CIM_IPRouteを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_IPRouteを部分的に識別。BIGINTSnapshotID
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説明 データ型  カラム名 
CIM_IPRouteと一致。NVARCHAR(256)CreationClassName

将来用。NVARCHAR(256)ServiceCreationClassName

将来用。NVARCHAR(256)ServiceName

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

NVARCHAR(256)IPDestinationAddress

トラフィックの宛先として使用するIPアド
レス。このクラスのAddressTypeプロパ
ティで定義されている、適切な表記法に
従ってフォーマットされている（このプ
ロパティの意味は、NextHopRoutingスー
パークラスから継承される
DestinationAddressと同じだが、プロパティ
名は異なる。その理由は、このプロパティ
とNラスが、NextHopRoutingより前に定義
され、主要プロパティであるため。削除
はできない。ModelCorrespondenceは、一
貫性を保って検索を簡単にするため、こ
れを等しい値に設定する必要があること
を示す）

NVARCHAR(256)IPDestinationMask

アドレス プロパティのフォーマットを表
す列挙値 ( IPv4形式でフォーマットできる
アドレスは、IPv4とIPv6の混合サポートを
確実にするため、この方法でフォーマッ
トする必要がある。AddressTypeはキーの
一部であるため、IPv4とIPv6では、ネット
ワーク番号が同一のIPサブネットにルート
付けされるが、v4とv6という、異なるバー
ジョンが共存できる。（0は不明、2は
IPv4、2はIPv6））

SMALLINTAddressType

真は、固定ルートであることを表す。偽
は、ダイナミックに取得したルートを表
す。

bitIsStatic

次ホップ ルータのアドレス、または宛先
に到達するために使用されるインタフェー
スを含む。

NVARCHAR(256)NextHop

非標準。ルート宛先のゲートウェイ（不
明、ローカル、リモート）。

NVARCHAR(32) 

非標準。/usr/sbin/routeコマンドの引数リ
スト。

NVARCHAR(1024)dc_RouteArgument

CIM_iSCSICapabilitiesテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTISCSICapabilities _LUID

660

リファレンス情報



説明 データ型  カラム名 
CIM_iSCSICapabilitiesを部分的に識別する
ために使用。

BIGINTNodeID

CIM_iSCSICapabilitiesを部分的に識別する
ために使用。

BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

レポート生成用。NVARCHAR(255)InstanceID

レポート生成用。BITMinimumSpecificationVersionS

レポート生成用。BITMaximumSpecificationVersionS

CIM_iSCSIConn_TCPProtoEndテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTAntecedent

レポート生成用。BIGINTDependent

CIM_iSCSIConnectionテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTISCSIConnection _LUID

CIM_iSCSIConnectionを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_iSCSISessionを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

レポート生成用。NVARCHAR(255)InstanceID

レポート生成用。INTConnectionID

レポート生成用。SMALLINTHeaderDigestMethod

レポート生成用。NVARCHAR(255)OtherheaderDigestMethod

レポート生成用。SMALLINTDataDigestMethod

レポート生成用。NVARCHAROtherDataDigestMethod

レポート生成用。BITActiveiSCSIVersion

CIM_iSCSISessionテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTISCSISession_LUID

CIM_iSCSISessionを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_iSCSISessionを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)InstanceID

レポート生成用。SMALLINTSessionType

レポート生成用。INTTSIH

レポート生成用。NVARCHAR(255)EndPointName
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説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。INTCurrentConnections

INTErrorRecoveryLevel

SCSIProtoEnd_iSCSISessionテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTAntecedent

レポート生成用。BIGINTDependent

SCSIProtoEnd_NetworkPortテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTAntecedent

レポート生成用。BIGINTDependent

CIM_LogicalDeviceテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTLogicalDevice_LUID

CIM_LogicalDeviceを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_LogicalDeviceを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

論理デバイスを一意に指定するアドレス
かその他の識別情報。

NVARCHAR(64)DeviceID

CIM_LogicalDeviceを部分的に識別。
CIM_LogicalDeviceに一致。

NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_LogicalDeviceを部分的に識別。
CIM_ComputerSystemに一致。

NVARCHAR(256)ServiceCreationClassName

CIM_LogicalDeviceを部分的に識別。
NodeIDが等しい
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

CIM_ManagedElement.Captionから継承。
簡潔なテキストによる、オブジェクトの
説明（1行の文字列）。

NVARCHAR(64)Caption

テキストによる、オブジェクトの説明。NVARCHAR(512)Description
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説明 データ型  カラム名 
システムの主要可用性とステータス。列
挙値。（1 = その他、2 = 不明、3 = 動作
中/フル電源、4 = 警告、5 = テスト中、
6 = 適用不能、7 = 電源オフ、8 = オフ ラ
イン、9 = 未使用、10 = 劣化、11 = 未イ
ンストール、12 = インストール エラー、
13 = 省電力、不明、14 = 省電力、停電源
モード、15 = 省電力、スタンバイ、16 =
電源切り替え、17 = 省電力、警告、18 =
一時停止、19 = 準備未完了、20 = 未設
定、21 = 休止）

SMALLINTAvailability

論理デバイスによって報告された最終エ
ラー コードを取得。

INTLastErrorCode

非標準。このシステムのハードウェア タ
イプ。

NVARCHAR(64)dc_HardwareType

論理デバイスの識別に使用できる、
DeviceID情報以外の追加情報を取得。例と
して、ユーザが利用しやすい、デバイス
のオペレーティング システム名をこのプ
ロパティに維持することが挙げられる。

NVARCHAR(256)OtherIdentifyingInfo

非標準。このシステムの関連ドライバ。NVARCHAR(64)dc_AssociatedDriver

CIM_LogicalDiskテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTLogicalDisk_LUID

CIM_LogicalDiskを部分的に識別。INTNodeID

CIM_LogicalDiskを部分的に識別。INTSnapshot

CIM_LogicalDevice.DeviceIDから継承。論
理デバイスを一意に指定するアドレスか
その他の識別情報。

NVARCHAR(256)DeviceID

CIM_LogicalDiskと一致。NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

Win32_LogicalDiskから派生。バイト単位
の合計空き容量。

BIGINTWin32_FreeSpace

Win32_LogicalDiskから派生。バイト単位
の合計サイズ。不明の場合は0。単位はバ
イト。

BIGINTWin32_Size

テキストによる、オブジェクトの説明。NVARCHAR(512)Description

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_SizeMB

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_UsedMB

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_UsedPercent
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説明 データ型  カラム名 
非標準。現在使用されているファイル シ
ステム スペース（バイト単位）。

BIGINTdc_SpaceUsed

非標準。現在使用されているファイル シ
ステム スペースの割合。

INTdc_PercentSpaceUsed

論理ディスクのブロックのサイズ。バイ
ト単位。

BIGINTBlockSize

論理ディスクのストレージ ブロック数。
バイト単位のサイズは、BlockSize *
NumberOfBlocksから算出可能。

BIGINTNumberOfBlocks

CIM_LogicalPortGroupテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTLogicalPortGroup_LUID

CIM_LogicalPortGroupを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_LogicalPortGroupを部分的に識別。BIGINTSnapshot

レポート生成用。NVARCHAR(255)InstanceID

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

レポート生成用。NVARCHAR(64)NameFormat

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

CIM_MediaAccessDeviceテーブル
Description データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTMediaAccessDevice_LUID

CIM_MediaAccessDeviceを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_MediaAccessDeviceを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_LogicalDevice.DeviceIDから継承。論
理デバイスを一意に指定するアドレスか
その他の識別情報。

NVARCHAR(64)DeviceID

CIM_MediaAccessDeviceと一致。NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

このNodeIDのCIM_ComputerSystem.Name
の値。

NVARCHAR(256)SystemName

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

テキストによる、オブジェクトの説明。NVARCHAR(512)Description

このシステムがサポートするメディアの
最大サイズ（KB単位）。（KBのバイト数
は、1000バイトではなく1024バイトとな
る）

BIGINTMaxMediaSize
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Description データ型  カラム名 
AccessDeviceの使用中単位を表す符号なし
整数。システムのクリーニングが必要で
あるときを示す場合に便利（単位の解釈
方法は、プロパティUnitsDescriptionによっ
て定義される）。

BIGINTUnitsUsed

バイト単位のデフォルト ブロック サイ
ズ。

BIGINTDefaultBlockSize

CIM_LogicalDevice.OtherIdentifyingInfoか
ら継承（論理デバイスの識別に使用でき
る、DeviceID情報以外の追加情報を取得。
例として、ユーザが利用しやすい、デバ
イスのオペレーティング システム名をこ
のプロパティに維持することが挙げられ
る）。

NVARCHAR(256)OtherIdentifyingInfo

CIM_LogicalDevice.TotalPowerOnHoursか
ら継承。デバイスに電源が入っている総
時間数。

BIGINTTotalPowerOnHours

プロパティMaxUnitsBeforeCleaningでの使
用に関連して単位を定義。
MediaAccessDeviceをクリーニングするタ
イミングの判断に使用する基準を説明。

NVARCHAR(256)UnitsDescription

MediaAccessDeviceのクリーニングが必要
であることを表す。

BITNeedsCleaning

CIM_ManagedSystemElement.Statusから継
承。オブジェクトの現行ステータスを表
す文字列。

NVARCHAR(10)Status

MediaAccessStatInfo_UnrecoverableWriteOperations
に対応。
CIM_MediaAccessStatInfo.UnrecoverableWriteOperations。
回復できない書き込み操作の数。

INTMAStatInf_UnrecoverableWriteOp

MediaAccessStatInfo_UnrecoverableReadOperations
に対応。
CIM_MediaAccessStatInfo.UnrecoverableReadOperations。
回復できない読み取り操作の数。

INTMAStatInf_UnrecoverableReadOp

RAIDコントローラ上の論理ドライブの
フォールト トレラントRAID設定を格納
（可能なステータスには、有効でない、
RAIDレベル0、RAIDレベル1、RAIDレベル
0 + 1、ミラーリング、データ ガード、分
散データ ガード（RAID 5）、アドバンス
ト データ がーディング、RAIDレベル4、
RAIDレベル5がある）。

NVARCHAR(64)dc_RaidLevel

非標準。システムへのアクセスに使用さ
れたメディアのタイプを表す文字列。

NVARCHAR(64)dc_Type
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Description データ型  カラム名 
非標準。Compaq ATAディスク転送モード
（othe、pioMode0、pioMode1、
pioMode2、pioMode3、pioMode4、
dmaMode0、dmaMode1、dmaMode2、
ultraDmaMode0、ultraDmaMode1、
ultraDmaMode2、ultraDmaMode3、
ultraDmaMode4、ultraDmaMode5）

NVARCHAR(64)dc_TransferMode

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_DrivePort

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(64)R_Type

CIM_NetworkAdapterテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNetworkAdapter_LUID

CIM_NetworkAdapterを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_NetworkAdapterを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_NetworkAdapterと一致。NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_LogicalDevice.DeviceIDから継承（論
理デバイスを一意に指定するアドレスか
その他の識別情報）。

NVARCHAR(64)DeviceID

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

このNodeIDのCIM_ComputerSystem.Name
の値。

NVARCHAR(256)SystemName

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

アダプタのネットワーク アドレスを表す
文字列の配列。カンマで区切られたリス
トで表現。

NVARCHAR(64)NetworkAddress
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説明 データ型  カラム名 
CIM_LogicalDevice.StatusInfoから継承。論
理デバイスが、有効（値 = 3）、無効（値
= 4）、その他（値 = 1）、不明（値 = 2）
のうちどれになっているかを表す。この
プロパティが論理デバイスに適用されな
い場合は、値5（適用不能）が使用され
る。デバイスが有効（値 = 3）である場合
は、電源が入っており、設定されて動作
状態になっている。可用性
（AdditionalAvailability）が、動作中/フル
電源（値=3）であるか、オフ ライン（値
=8）であるかにより、システムが機能す
るかどうかが決まる場合がある。有効で
あるがオフライン モードである場合、シ
ステムは、診断の実行中など、帯域外要
求を実行している可能性がある。\"無効
\"（値=4）である場合、デバイスは、\"有
効\"になっているだけか電源が入ってい
ない可能性がある。パーソナル コンピュー
タ環境の場合、\"無効\"は、システムの
ドライバがスタックで使用できないこと
を表す。その他の環境の場合、設定ファ
イルの削除により、システムは無効にな
ることがある。無効デバイスはシステム
に物理的に存在し、リソースを消費して
いるが、ドライバのロード、設定ファイ
ルのロード、その他の\"有効化\"アクティ
ビティが実行されるまでやり取りできな
い。CIM_LogicalDevice.StatusInfoの列挙
値。（1 = その他、2 = 不明、3 = 有効、
4 = 無効、5 = 適用不能）

SMALLINTStatusInfo

アダプタにハードコードされているネッ
トワーク アドレスを定義（ハードコード
されているアドレスは、ファームウェア
のアップグレードかソフトウェア設定で
変更できる。変更できる場合は、変更す
るときにこのフィールドを更新する必要
がある。ネットワーク アダプタにハード
コードされたアドレスがない場合は空白
になる）。

NVARCHAR(64)PermanentAddress

CIM_ManagedElement.Captionから継承。
簡潔なテキストによる、オブジェクトの
説明（1行の文字列）。

NVARCHAR(64)Caption
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説明 データ型  カラム名 
内部MACサブレイヤ受信エラーのため、
特定インタフェースの受信がエラーになっ
たフレーム数（FrameTooLongプロパティ、
AlignmentErrorsプロパティ、FCSErrorsプ
ロパティのいずれかの対応インスタンス
によって数えられない場合、フレームは
このオブジェクトのインスタンスによっ
て数えられる。このオブジェクトのイン
スタンスによって表現される数の正確な
意味は、実装によって異なる。特にこの
オブジェクトのインスタンスは、他の方
法では数えられないインタフェースの受
信エラー数を表現できる）。

INTEthernetAdp_InternalMACRcvErr

内部MACサブレイヤ受信エラーのため、
特定インタフェースの受信がエラーになっ
たフレーム数（LateCollisionsプロパティ、
Excessive Collisionsプロパティ、
CarrierSenseErrorsプロパティのいずれか
の対応インスタンスによって数えられな
い場合、フレームはこのオブジェクトの
インスタンスによって数えられる。この
オブジェクトのインスタンスによって表
現される数の正確な意味は、実装によっ
て異なる。特にこのオブジェクトのイン
スタンスは、他の方法では数えられない
インタフェースの転送エラー数を表現で
きる）。

INTEthernetAdp_InternalMACTranErr

アダプタが全二重モードで動作している
ことを表すブール値。

BITFullDuplex

フレーミング文字も含む、転送済みオク
テットの総数。

BIGINTOctetsTransmitted

フレーミング文字も含む、受信済みオク
テットの総数。

BIGINTOctetsReceived

ネットワーク アダプタの最高速度（1秒あ
たりのビット数）。

BIGINTMaxSpeed

CIM_IPProtocolEndpoint.SubnetMaskから派
生。このProtocolEndpointのIPアドレスの
マスクであり、このクラスのAddressType
プロパティで定義されている、適切な表
記法に従ってフォーマット。

NVARCHAR(64)IPProtocolEndpoint_SubnetMask

アダプタの管理ステータスを格納（Up、
Down、Testing、Dormant、Some
component missingなど）。

NVARCHAR(32)dc_AdminStatus

非標準。このインタフェースに割り当て
られたブロードキャスト アドレス（ドッ
ト表記フォーマット）。

NVARCHAR(64)dc_BroadcastAddress

非標準。DHCPが有効であるかどうかを表
す。

NVARCHAR(32)dc_DHCPEnabled

668

リファレンス情報



説明 データ型  カラム名 
アダプタの動作ステータスを格納（Up、
Down、Testingなど）。

NVARCHAR(32)dc_OperStatus

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_InputErrors

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_OutputErrors

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(25)R_Duplex

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(64)R_MacAddress

ポート上でアクティブなプロトコルを表
す整数。ValueMap { "0", "1", "2", "3",
"4", "5", "6", "7", "8", "9", "10", "11",
"12", "13", "14", "15", "16", "17", "18",
"19","20", "21", "22", "23", "24", "25",
"26", "27" }, Values {"Unknown", "Other",
"IPv4", "IPv6", "IPX", "AppleTalk",
"DECnet", "SNA", "CONP", "CLNP",
"VINES", "XNS", "ATM", "Frame Relay",
"Ethernet", "TokenRing", "FDDI",
"Infiniband", "Fibre Channel", "ISDN BRI
Endpoint", "ISDN B Channel Endpoint",
"ISDN D Channel Endpoint", "IPv4/v6",
"BGP", "OSPF", "MPLS", "UDP", "TCP" }

SMALLINTLANEndpoint_ProtocolType

このポートの動作ステータス値。nvarchar(255)LANEndpoint_OperationalStatus

Ethernetの場合のポート タイプの整数コー
ド。ValueMap {"0", "1", "50", "51", "52",
"53", 16000..65535"}, Values
{"Unknown", "Other", "10BaseT",
"10-100BaseT", "100BaseT",
"1000BaseT", "Vendor Reserved"}

SMALLINTEthernetPort_PortType

Ethernetパケットの最大データ サイズ。INTEthernetPort_MaxDataSize

CIM_MemberOfCollectionテーブル。
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTCollection

レポート生成用。BIGINTMember

CIM_NetworkPipeCompositionテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTAntecendent

レポート生成用。BIGINTDependent
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CIM_NetworkPortテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNetworkPort_LUID

CIM_NetworkPortを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_NetworkPortを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(1024)Name

レポート生成用。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

レポート生成用。NVARCHAR(256)CreationClassName

レポート生成用。BIGINTDeviceID

レポート生成用。BIGINTSpeed

レポート生成用。BIGINTMaxSpeed

レポート生成用。SMALLINTUsageRestriction

レポート生成用。SMALLINTPortType

レポート生成用。NVARCHAR(255)OtherPortType

レポート生成用。SMALLINTLinkTechnology

レポート生成用。NVARCHAR(255)OtherLinkTechnology

レポート生成用。NVARCHAR(64)PermanentAddress

レポート生成用。SMALLINTPortNumber

レポート生成用。NVARCHAR(256)R_OperationalStatus

レポート生成用。NVARCHAR(256)R_ParentName

レポート生成用。NVARCHAR(256)R_PortType

CIM_OperatingSystemテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTOperatingSystem_LUID

CIM_OperatingSystemを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_OperatingSystemを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)CSCreationClassName

このNodeIDのCIM_ComputerSystem.Name
の値。

NVARCHAR(256)CSName

CIM_OperatingSystemと一致。NVARCHAR(256)CreationClassName

継承された名前は、コンピュータ システ
ム内のオペレーティング システム インス
タンスのキーとして働く。

NVARCHAR(256)Name

オペレーティング システムが最後にブー
トされた時刻。

BIGINTLastBootupTime
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説明 データ型  カラム名 
オペレーティング システムのローカル日
時。

BIGINTLocalDateTime

オペレーティング システムのバージョン
番号を表す文字列（バージョン情報の
フォーマットは、<メジャー番号>..<マイ
ナー番号>.<リビジョン> または <メジャー
番号>.<マイナー番号>.<リビジョン文字>
である）。

NVARCHAR(64)Version

CIM_ManagedElement.Descriptionから継
承。テキストによる、オブジェクトの説
明。

NVARCHAR(512)Description

オペレーティング システムのタイプを表
す整数（CIM_OSTypeの列挙値。（0 = 不
明、1 = その他、2 = MACOS、3 =
ATTUNIX、4 = DGUX、5 = DECNT、6 =
Digital Unix、7 = OpenVMS、8 = HPUX、
9 = AIX、10 = MVS、11 = OS400、12 =
OS/2。13 = JavaVM、14 = MSDOS、15
= WIN3x、16 = WIN95、17 = WIN98、
18 = WINNT、19 = WINCE、20 =
NCR3000、21 = NetWare、22 =OSF、
23 = DC/OS、24 = Reliant UNIX、25 =
SCO UnixWare、26 = SCO OpenServer、
27 = Sequent、28 = IRIX、29 = Solaris、
30 = SunOS、31 = U6000、32 =
ASERIES、33 = TandemNSK、34 =
TandemNT、35 = BS2000、36 = LINUX、
37 = Lynx、38 = XENIX、39 = VM/ESA、
40 = Interactive UNIX、41 = BSDUNIX、
42 = FreeBSD、43 = NetBSD、44 = GNU
Hurd、45 = OS9、46 = MACH Kernel、
47 = Inferno、48 = QNX、49 = EPOC、
50 = IxWorks、51 = VxWorks、52 =
MiNT、53 = BeOS、54 = HP MPE、55 =
NextStep、56 = PalmPilot、57 =
Rhapsody、58 = Windows 2000、59 =
専用、60 = OS/390、61 = VSE、62 =
TPF、63 = Windows (R) Me、64 = Caldera
Open UNIX、65 = OpendBSD、66 = 適用
不能)

SMALLINTOSType

オペレーティング システムが状態情報を
現在保存しているユーザ セッションの数。

INTNumberOfUsers

オペレーティング システム上で現在ロー
ドされているか実行されているプロセス
コンテキストの数。

INTNumberOfProcesses

オペレーティング システムでサポートで
きるプロセス コンテキストの最大数。固
定値がない場合は0。

INTMaxNumberOfProcesses
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説明 データ型  カラム名 
オペレーティング システムがGMTからオ
フセットしている時間（分単位）。数値
は、プラスかマイナス、または0になる。

SMALLINTCurrentTimeZone

オペレーティング システムで使用できる
物理メモリ容量（キロバイト単位）。物
理メモリの正しい容量でなく、使用可能
としてオペレーティング システムにレポー
トされている容量であることがある。

BIGINTTotalVisibleMemorySize

キロバイト単位のスワップ総容量。スワッ
プ領域がページ ファイルと区別されてい
ない場合はNULL。

BIGINTTotalSwapSpaceSize

メーカとオペレーティング システム タイ
プを表す文字列。オペレーティング シス
テム プロパティOSTypeが1か59（その他
か専用）に設定されている場合に使用さ
れる（ OtherTypeDescriptionに挿入される
文字列のフォーマットは、OSType用に定
義された値の文字列のフォーマットと同
じ。OSTypeが1か59以外の値である場合、
OtherTypeDescriptionはNULLに設定され
る）

NVARCHAR(64)OtherTypeDescription

CIM_ManagedElement.Captionから継承。
簡潔なテキストによる、オブジェクトの
説明（1行の文字列）。

NVARCHAR(64)Caption

非標準。オペレーティング システムの機
能（32ビットか64ビット）。

NVARCHAR(64)dc_OperatingSystemCapability

非標準。オペレーティング システムを表
す文字列（解釈が含まれることがあり、
OCTypeの値を正確に反映しない）。

NVARCHAR(256)dc_OSType

非標準。CIM_InstalledOSBooleanから派生
し、このOSがコンピュータ システムのデ
フォルトであることを表す。

bitdc_PrimaryOS

非標準。WindowsシステムのOSのCSD
バージョン/サービス パック レベル。

NVARCHAR(256)Win32_CSDVersion

非標準。スワップ領域を識別する名前。NVARCHAR(256)dc_SwapSpaceName

非標準。スワップ領域のタイプの説明。NVARCHAR(64)dc_SwapType

非標準。スワップ領域の最小サイズ。BIGINTdc_SwapSpaceMinimumSize

非標準。スワップ領域の最大サイズ。BIGINTdc_SwapSpaceMaximumSize

非標準。スワップ領域の予約サイズ。BIGINTdc_SwapSpaceReservedSize

CIM_PhysicalElementテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTPhysicalElement_LUID

CIM_PhysicalElementを部分的に識別。BIGINTNodeID
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説明 データ型  カラム名 
CIM_PhysicalElementを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_PhysicalElementを部分的に識別。
CIM_PhyscialElementと一致。

NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_PhysicalElementを部分的に識別。物
理要素とサーバを一意に識別し、要素の
キーとして役立つ、任意の文字列であり、
資産タグやシリアル番号データなどの情
報を含めることができる。

NVARCHAR(256)Tag

CIM_ManagedElement.Captionから継承。
簡潔なテキストによる、オブジェクトの
説明（1行の文字列）。

NVARCHAR(64)Caption

CIM_ManagedElement.Descriptionから継
承。テキストによる、オブジェクトの説
明。

NVARCHAR(512)Description

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

CIM_ManagedSystemElement.InstallDateか
ら継承。オブジェクトがインストールさ
れたときを表す日時の値。値が欠落して
いても、オブジェクトがインストールさ
れていないことを表さない。

BIGINTInstallDateTime

CIM_ManagedSystemElement.Statusから継
承。オブジェクトの現行ステータスを表
す文字列。

NVARCHAR(10)Status

物理要素が製造された日付。BIGINTManufactureDate

物理要素の生産に責任のある組織の名前
（要素の購入相手先になるが、そうでな
いこともある。後半の情報は、
CIM_ProductのVendorプロパティに含まれ
る）。

NVARCHAR(256)Manufacturer

物理要素を一般的に認識する名前。NVARCHAR(64)Model

物理要素の識別に使用できる、タグ情報
以外の追加情報を取得（例として、資産
タグも含む要素に関連するバー コード
データを挙げることができる。バー コー
ド データのみが使用可能で、一意である
か要素キーとして使用可能な場合、この
プロパティはnullになり、バー コード デー
タが、タグ プロパティでクラス キーとし
て使用される）。

NVARCHAR(512)OtherIdentifyingInfo

物理要素の生産や製造を行った組織が割
り当てた部品番号。

NVARCHAR(256)PartNumber

物理要素の電源が入っているか（真）、
現在オフになっているか（偽）を表すブー
ル値。

bitPoweredOn

メーカが割り当てた番号であり、物理要
素の識別に使用。

NVARCHAR(64)SerialNumber
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説明 データ型  カラム名 
物理要素のストック維持単位番号。NVARCHAR(64)SKU

物理要素のバージョンを表す文字列。NVARCHAR(64)Version

システム スロット テーブルのインデック
スとして使用できる物理スロット番号を
表す。そのスロットが物理的に占有され
ているかどうかを示す。

SMALLINTSlot_Number

非標準。物理要素の場所を表す文字列。NVARCHAR(64)dc_Location

非標準。OK、劣化、障害など、物理要素
の状態を表す文字列。

NVARCHAR(64)dc_Condition

非標準。物理要素に関連するファームウェ
ア リビジョン。

NVARCHAR(64)dc_FirmwareRevision

非標準。複合多重SBBハードウェアのみ
で、要素のハードウェアの場所を表すテ
キスト。

NVARCHAR(256)dc_HWLocation

サーバ ブレードの製品ID文字列。NVARCHAR(64)dc_ProductID

CIM_PhysicalMediaテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTPhysicalMedia_LUID

CIM_PhysicalMediaを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_PhysicalMediaを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

PhysicalMediaを部分的に識別。
CIM_PhysicalMediaと一致。

NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_PhysicalElement.Tagから継承。物理
要素とサーバを一意に識別し、要素のキー
として役立つ、任意の文字列であり、資
産タグやシリアル番号データなどの情報
を含めることができる。

NVARCHAR(256)Tag
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説明 データ型  カラム名 
物理メディアのタイプを列挙型整数とし
て指定。メディア タイプの明示的な定義、
フォーマット済みかどうか、互換性機能
などの説明には、MediaDescriptionプロパ
ティが使用される。
CIM_PhysicalMedia.MediaTypeの列挙値。
0 = 不明、1 = その他、2 = テープ、3 =
QICカートリッジ、4 = AITカートリッジ、
5 = DTFカートリッジ、6 = DATカートリッ
ジ、7 = 8mmテープ カートリッジ、8 =
19mmテープ カートリッジ、9 = DLTカー
トリッジ、10 = ハーフインチ磁気テープ
カートリッジ、11 = カートリッジ ディス
ク、12 = JAZディスク、13 = ZIPディス
ク、14 = SyQuestディスク、15 =
Winchesterリムーバブル ディスク、16 =
CD_ROM、17 = CD_ROM/XA、18 = CD-I;
19、19 = Recordable、20 = WORM、21
= Magento-Optical、22 = DVD、23 =
DVD-RW+、24 = DVD-RAM、25 =
DVD-ROM、26 = DVD-Video、27 = Divx、
28 = フロッピー/ディスケット、29 =
ハード ディスク、30 = メモリ カード、
31 = ハード コピー、32 = Clikディスク、
33 = CD-RW、34 = CD-DA、35 = CD+、
36 = DVD Recordable、37 = DVD-RW、
38 = DVD-Audio、39 = DVD-5、40 =
DVD-9、41 = DVD-10、42 = DVD-18、43
= Magneto-Optical Rewriteable、44 =
Magneto-Optical Write Once、45 =
Magneto-Optical Rewriteable (LIMDOW)、
46 = Phase Change Write Once、47 =
Phase Change Rewriteable、48 = Phase
Change Dual Rewriteable、49 = Ablative
Write Once、50 = Near Field Recording、
51 = MiniQic、52 = Travan、53 = 8mm
Metal Particle、54 = 8mm Advanced Metal
Evaporate、55 = NCTP、56 = LTO
Ultrium、57 = LTO Accelis、58 = 9トラッ
ク テープ、59 = 18トラック テープ、60
= 36トラック テープ、61 = Magstar
3590、62 = Magstar MP、63 = D2テー
プ、64 = Tape、DST Small 、65 = Tape、
DST Medium、66 = Tape、DST Large)

SMALLINTMediaType

675

リファレンス情報



説明 データ型  カラム名 
メディアから読み取ったりメディアに書
き込んだりすることができるバイト数
（\"ハード コピー\"（文書）やクリーナ
メディアには適用できない。このプロパ
ティの値が上がってしまうため、データ
圧縮を想定しないこと。テープの場合は、
ファイルマークや空白領域がメディアに
記録されないことが仮定される）。

BIGINTCapacity

CIM_PhysicalComponent.Removableから継
承（パッケージ全体の機能を損なわず、
一般的に見られるように物理コンテナに
装填したり物理コンテナから取り外した
りするように設計されている場合、物理
コンポーネントはリムーバブルである。
電源をオフにして取り外す必要がある場
合も、コンポーネントはリムーバブルに
なる。電源を「オン」にしてコンポーネ
ントを取り外せる場合、その要素は、リ
ムーバブルでもあり、ホットスワップ可
能でもある。たとえば、アップグレード
可能プロセッサ チップはリムーバブルで
ある）。

bitRemovable

物理要素の識別に使用できる、タグ情報
以外の追加情報を取得（例として、資産
タグも含む要素に関連するバー コード
データを挙げることができる。バー コー
ド データのみが使用可能で、一意である
か要素キーとして使用可能な場合、この
プロパティはnullになり、バー コード デー
タが、タグ プロパティでクラス キーとし
て使用される）。

NVARCHAR(512)OtherIdentifyingInfo

CIM_ManagedElement.Descriptionから継
承。テキストによる、オブジェクトの説
明。

NVARCHAR(512)Description

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

CIM_PhysicalComponent.HotSwappableか
ら継承（コンテナ パッケージの電源が入っ
ている間に、物理的には異なるが同等の
ものに要素を置き換えることができる場
合は、ホットスワップ可能である）。

bitHotSwappable

物理要素の生産に責任のある組織の名前
（要素の購入相手先になるが、そうでな
いこともある。後半の情報は、
CIM_ProductのVendorプロパティに含まれ
る）。

NVARCHAR(256)Manufacturer

物理要素を一般的に認識する名前。NVARCHAR(64)Model

メーカが割り当てた番号であり、物理要
素の識別に使用。

NVARCHAR(64)SerialNumber
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説明 データ型  カラム名 
物理要素のバージョンを表す文字列。NVARCHAR(256)Version

CIM_PhysicalMemoryテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTPhysicalMemory_LUID

 BIGINTNodeID

 BIGINTSnapshotID

PhysicalMemoryを識別。
CIM_PhysicalMemoryと一致。

NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_PhysicalMemoryを部分的に識別。
CIM_PhysicalElement.Tagから継承。物理
要素とサーバを一意に識別し、要素のキー
として役立つ、任意の文字列であり、資
産タグやシリアル番号データなどの情報
を含めることができる。

NVARCHAR(256)Tag

物理メモリのタイプ
（CIM_PhysicalMemory.MemoryTypeの列
挙値。0 = 不明、1 = その他、2 = DRAM、
3 = 同期DRAM、4 = キャッシュDRAM、
5 = EDO、6 = EDRAM、7 = VRAM、8 =
SRAM、9 = RAM、10 = ROM、11 =
Flash、12 = EEPROM、13 = FEPROM、14
= EPROM、15 = CDRAM、16 = 3DRAM、
17 = SDRAM、18 = SGRAM、19 =
RDRAM、20 = DDR)

SMALLINTMemoryType

物理メモリの合計容量（バイト単位）。BIGINTCapacity

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_MemoryType

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_MemoryTech

CIM_Chipから派生（チップの実装形式係
数。CIM_PhysicalMemory.FormFactorの列
挙値。0 = 不明、1 = その他、2 = SIP、3
= DIP、4 = ZIP、5 = SOJ、6 =
Proprietary、7 = SIMM、8 = DIMM、9 =
TSOP、10 = PGA、11 = RIMM、12 =
SODIMM、13 = SRIMM、14 = SMD、15
= SSMP、16 = QFP、17 = TQFP、18 =
SOIC、19 = LCC、20 = PLCC、21 =
BGA、22 = FPBGA、23 = LGA)

SMALLINTFormFactor

物理要素の生産や製造を行った組織が割
り当てた部品番号。

NVARCHAR(256)PartNumber

メーカが割り当てた番号であり、物理要
素の識別に使用。

NVARCHAR(64)SerialNumber

非標準。メモリ コンポーネントによって
サポートされているメイン エラー訂正ス
キーム。

NVARCHAR(512)dc_ErrorMethodology
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説明 データ型  カラム名 
非標準。複合多重SBBハードウェアのみ
で、メモリ要素のハードウェアの場所を
表すテキスト。

NVARCHAR(256)dc_HWLocation

レポート生成に使用されるフィールド。SMALLINTR_Slot

要素の説明NVARCHAR(64)Description

メモリ バンク指名子。nvarchar(64)BankLabel

オンボード メモリの位置識別子。nvarchar(255)MemLoc_LocationIdentifiers

CIM_PhysicalPackageテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTPhysicalPackage _LUID

CIM_PhysicalPackageを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_PortControllerを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(1024)Name

レポート生成用。NVARCHAR(256)Tag

レポート生成用。NVARCHAR(256)CreationClassName

レポート生成用。NVARCHAR(64)Manufacturer

レポート生成用。NVARCHAR(256)Model

レポート生成用。NVARCHAR(256)PartNumber

CIM_PortControllerテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTPortController_LUID

CIM_PortControllerを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_PortControllerを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

レポート生成用。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

レポート生成用。NVARCHAR(256)CreationClassName

レポート生成用。NVARCHAR(64)DeviceID

レポート生成用。SMALLINTProtocolSupported

レポート生成用。NVARCHAR(256)R_OperationalStatus

INTINTR_PortCount

レポート生成用。INTR_PortUtilized

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_Condition

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_MaxCapacity

678

リファレンス情報



説明 データ型  カラム名 
非標準。電源装置の二重化状態。NVARCHAR(512)dc_RedundancyState

非標準。電源の容量や出力電源（ワット
単位）。

INTdc_CurrentOutputPower

CIM_PowerSupplyテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTPowerSupply_LUID

CIM_PowerSupplyを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_PowerSupplyを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_PowerSupplyを部分的に識別。
CIM_PowerSupplyと一致。

NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_PowerSupplyを部分的に識別。
CIM_LogicalDevice.DeviceIDから継承。論
理デバイスを一意に指定するアドレスか
その他の識別情報。

NVARCHAR(64)DeviceID

CIM_PowerSupplyを部分的に識別。関連
データがCIM_PhysicalElementにある場合、
このフィールドはCIM_PhysicalElementと
等しくなる。関連データが
CIM_PhysicalElementにない場合は、
CIM_ComputerSystemと等しくなる。

NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

ノードIDが同一である
CIM_PhysicalElement.Nameか
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name
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説明 データ型  カラム名 
システムの主要可用性とステータス
（AdditionalAvailability配列プロパティを
使用して、別のステータス情報を指定で
きる。たとえば、Availabilityプロパティで
は、システムが動作していてフル電源で
あること（値 = 3）、警告（値 = 4）、テ
スト（値 = 5）、劣化（値 = 10）、省電
力状態（13から15と17）であることが示
される。省電力状態に関しては、次のよ
うに定義されている。値13（\"省電力 -
不明\"）は、システムが省電力モードに
入っているが、このモードでの正確なス
テータスが不明であることを表す。値14
（\"省電力 - 低電源モード\"）は、システ
ムが省電力状態に入っているが機能して
おり、パフォーマンス劣化の可能性があ
ることを示す。値15（\"省電力 - スタン
バイ\"）は、システムが機能していない
が、すぐにフル電源に戻せることを表す。
値17（\"省電力 - 警告\"）は、システム
が警告状態になっているが、省電力モー
ドにもなっていることを示す。
CIM_LogicalDevice.Availabiltiyの列挙値。
（1 = その他、2 = 不明、3 = 動作中/フ
ル電源、4 = 警告、5 = テスト中、6 = 適
用不能、7 = 電源オフ、8 = オフ ライン、
9 = 未使用、10 = 劣化、11 = 未インス
トール、12 = インストール エラー、13
= 省電力、不明、14 = 省電力、停電源モー
ド、15 = 省電力、スタンバイ、16 = 電源
切り替え、17 = 省電力、警告、18 = 一時
停止、19 = 準備未完了、20 = 未設定、
21 = 休止）

SMALLINTAvailability

Availabilityプロパティで指定されているも
のを除く、デバイスのその他の可用性と
ステータス（Availabilityプロパティは、デ
バイスのプライマリ ステータスと可用性
を表す。一部のケースでは、このプロパ
ティのみでデバイスの完全なステータス
を表現できない。このような場合は、
AdditionalAvailabilityプロパティを使用し
て詳細情報を提供できる。たとえば、デ
バイスのプライマリ可用性が\"オフ ライ
ン\"（値 = 8）であるが、低電力状態
（AdditionalAvailabilityの値 = 14）になっ
ていたり、デバイスが診断を実行してい
たり（AdditionalAvailabilityの値 = 5、\"テ
スト中\"）することがある。
CIM_PowerSupply.Availabiltiyの列挙値を
参照）

SMALLINTAdditionalAvailability
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説明 データ型  カラム名 
PowerSupplyの総出力電源（ミリワット単
位）。0は不明を表す。単位はミリワッ
ト。

INTTotalOutput

電源装置を識別できる追加情報。NVARCHAR(256)OtherIdentifyingInfo

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_Status

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_Condition

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_MaxCapacity

非標準。電源がシャーシ内に存在するか
どうかを表す。

NVARCHAR(32)dc_PowerSupplyPresent

電源のステータス（noError（1）、
generalFailure（2）、bistFailure 32）、
fanFailure（4）、tempFailure（5）、
interlockOpen（6）、epromFailed（7）、
vrefFailed（8）、dacFailed（9）、
ramTestFailed（10）、
voltageChannelFailed（11）、
orringdiodeFailed（12）、brownOut
（13）、giveupOnStartup（14）、
nvramInvalid（15）、
calibrationTableInvalid（16））

NVARCHAR(64)dc_PowerSupplyStatus

非標準。電源装置の二重化状態。NVARCHAR(512)dc_RedundancyState

非標準。電源の容量や出力電源（ワット
単位）。

INTdc_CurrentOutputPower

CIM_Processテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTProcess_LUID

CIM_Processを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_ProcessM/paraを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)CSCreationClassName

NodeIDが同一である
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)CSName

CIM_Processを部分的に識別。
CIM_OperatingSystemと一致。

NVARCHAR(256)OSCreationClassName

CIM_Processを部分的に識別。ノードIDが
同一であるCIM_OperatingSystem.Nameの
値。

NVARCHAR(256)OSName

CIM_Processを部分的に識別。プロセスの
識別に使用する文字列。プロセスIDは、一
種のプロセス ハンドルである。

NVARCHAR(256)Handle

CIM_Processを部分的に識別。CIM_Process
と一致。

NVARCHAR(256)CreationClassName
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説明 データ型  カラム名 
CIM_Processを部分的に識別。プロセスの
名前。

NVARCHAR(256)Name

プロセスの現在の動作状態。
CIM_Process.ExecutionStateの列挙値（0 =
、不明、1 = その他、2 = 準備完了、3 =
実行中、4 = 保留ブロック、6 = 保留準備
完了、7 = 終了、8 = 停止、9 = 拡大）

SMALLINTExecutionState

プロセス実行の緊急度か重要度を示す。INTPriority

CIM_UnixProcess.ParentProcessIDから派
生。実行中プロセスの親プロセスID。

NVARCHAR(256)UnixProcess_ParentProcessID

CIM_UnixProcess.ProcessGroupIDから派
生。実行中プロセスのグループID。

BIGINTUnixProcess_ProcessGroupID

CIM_UnixProcess.RealUserIDから派生。現
在実行しているプロセスの実ユーザID。

BIGINTUnixProcess_RealUserID

CIM_UnixProcess.ProcessTTYから派生。こ
のプロセスに現在関連しているTTY。

NVARCHAR(32)UnixProcess_ProcessTTY

CIM_UnixProcess.ModulePathから派生。プ
ロセスの実行モジュールのファイル パス。

NVARCHAR(512)UnixProcess_ModulePath

CIM_UnixProcess.ModulePathから派生。実
行中プロセスのコマンド パス。

NVARCHAR(512)OtherExecutionDescription

状態を表す文字列。インスタンスの
ExecutionStateプロパティがOtherに設定さ
れている場合に使用。Other以外に設定さ
れている場合はNULL。

NVARCHAR(512)UnixProcess_Parameters

CIM_UnixProcess.Parametersから派生。実
行中プロセスに提供されたオペレーティ
ング システム パラメータ。

INTUnixProcess_ProcessNiceValue

CIM_UnixProcess.ProcessNiceValueから派
生。プロセスのナイス値。優先順位の算
出に使用。

BIGINTUxPrStatInf_RealStack

UnixProcessStatisticalInformation_RealStack。
CIM_UnixProcessStatisticalInformation.RealStack
から派生。プロセスによって使用される
実スタック スペースのキロバイト数。

BIGINTUxPrStatInf_VirText

UnixProcessStatisticalInformation_VirtualText。
CIM_UnixProcessStatisticalInformation.VirtualText
から派生。プロセスによって使用される
仮想テキスト スペースのキロバイト数。

BIGINTUxPrStatInf_VirData

UnixProcessStatisticalInformation_VirtualData。
CIM_UnixProcessStatisticalInformation.VirtualData
から派生。プロセスによって使用される
仮想データ スペースのキロバイト数。

BIGINTUxPrStatInf_VirStack

UnixProcessStatisticalInformation_VirtualStack。
CIM_UnixProcessStatisticalInformation.VirtualStack
から派生。プロセスによって使用される
仮想スタック スペースのキロバイト数。

BIGINTUxPrStatInf_VirSharedMem
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説明 データ型  カラム名 
UnixProcessStatisticalInformation_VirtualSharedMemory。
CIM_UnixProcessStatisticalInformation.VirtualSharedMemory
から派生。プロセスによって使用される
共有メモリのキロバイト数。

BIGINTUxPrStatInf_VirSharedMem

UnixProcessStatisticalInformation_VirtualMemoryMappedFileSize。
CIM_UnixProcessStatisticalInformation.VirtualMemoryMappedFileSize
から派生。プロセスによってメモリ マッ
プ ファイルに使用される仮想スペースの
キロバイト数。

BIGINTUxPrStatInf_VirMemMapFileSize

CIM_Processorテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTProcessor_LUID

CIM_Processorを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_Processorを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_Processorを部分的に識別。
CIM_Processorと一致。

NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_Processorを部分的に識別。
CIM_LogicalDevice.DeviceIDから継承。論
理デバイスを一意に指定するアドレスか
その他の識別情報。

NVARCHAR(64)DeviceID

CIM_Processorを部分的に識別。オブジェ
クトを認識するためのラベル。

NVARCHAR(256)Name

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが同一である
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName
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説明 データ型  カラム名 
SMALLINTFamily
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説明 データ型  カラム名 
プロセッサ ファミリ タイプ。
CIM_Processor.Familyの列挙値（1 = その
他、2 = 不明、3 = 8086、4 = 80286、5
= 80386、6 = 80486、7 = 8087、8 =
80287、9 = 80387、10= 80487、11 =
Intel® Pentium®ブランド、12 = Pentium®
Pro、13 =Pentium® II、14 = MMX™技術
を採用したPentium®プロセッサ、15 =
Celeron®、16 = Pentium® II Xeon™、17
= Pentium® III、18 = M1ファミリ、19 =
M2ファミリ、24 = K5ファミリ、25 = K6
ファミリ、26 = K6-2、27 = K6-3、28 =
AMD Athlonプロセッサ ファミリ、29 =
AMD Duronプロセッサ、30 = AMD29000
ファミリ、31 = K6-2+、32 = Power PC
ファミリ、33 = Power PC 601、34 =
Power PC 603、35 = Power PC 603+、36
= Power PC 604、37 = Power PC 620、
38 = Power PC X704、39 = Power PC
750、48 = Alphaファミリ、49 = Alpha
21064、50 = Alpha 21066、51 = Alpha
21164、52 = Alpha 21164PC、53 =
Alpha 21164a、54 = Alpha 21264、55
= Alpha 21364、64 = MIPSファミリ、65
= MIPS R4000、66 = MIPS R4200、67 =
MIPS R4400、68 = MIPS R4600、69 =
MIPS R10000、80 = SPARCファミリ、81
= SuperSPARC、82 = microSPARC、83 =
microSPARC IIep、84 = UltraSPARC、85
= UltraSPARC II、86 = UltraSPARC IIi、87
= UltraSPARC III、88 = UltraSPARC IIIi、96
= 68040、97 = 68xxxファミリ、98 =
68000、99 = 68010、100 = 68020、
101 = 68030、112 = Hobbitファミリ、
120 = Crusoe TM5000ファミリ、121 =
Crusoe TM3000ファミリ、128 = Weitek、
130 = Intel® Itanium®プロセッサ、144 =
PA-RISCファミリ、145 = PA-RISC 8500、
146 = PA-RISC 8000、147 = PA-RISC
7300LC、148 = PA-RISC 7200、149 =
PA-RISC 7100LC、150 = PA-RISC 7100、
160 = V30ファミリ、176 = Pentium® III
Xeon™、177 = Intel® SpeedStep技術を採
用したPentium® IIIプロセッサ、178 =
Pentium® 4、179 = Intel® Xeon™、180
= AS400ファミリ、181 = Intel Xeonプロ
セッサMP、190 = K7、200 = Intel®
Xeon™プロセッサMP、201 = G4、202 =
G5、250 = i860、251 = i960、260 =
SH-3、261 = SH-4、280 = ARM、281 =
StrongARM、300 = 6x86、301 =
MediaGX、302 = MII、320 = WinChip、

685

リファレンス情報



説明 データ型  カラム名 
350 = DSP、500 = ビデオ プロセッサ）

プロセッサの現行速度（MHz単位）。INTCurrentClockSpeed

プロセッサのグローバル ユニーク識別子
（この識別子は、プロセッサ ファミリ内
のみで一意であることがある）。

NVARCHAR(256)UniqueID

最後の1分間で平均した、このプロセッサ
の負荷（パーセント）。

SMALLINTLoadPercentage

プロセッサの現行ステータスを表す（た
とえば、ユーザがBIOSによって無効にし
たり（値 = 2）、POSTエラーによって無
効になったり（値 = 3）することがあ
る）。このプロパティの情報は、
SMBIOS、タイプ4構造体、Status属性から
入手可能。CIM_Processor.CPUStatusの列
挙値。（0 = 不明、1 = CPU,、2 = ユーザ
がBIOS設定によってCPUを無効化、3 =
BIOSによってCPUが無効（POSTエ
ラー）、CPUがアイドル状態、その他)

SMALLINTCPUStatus

CIM_LogicalDevice.OtherIdentifyingInfoか
ら継承。論理デバイスの識別に使用でき
る、DeviceID情報以外の追加情報を取得
（一例としては、このプロセッサのソケッ
トおよびスロット情報）。

NVARCHAR(64)OtherIdentifyingInfo

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_CPUType

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_CPUSpeed

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_CPUStatus

非標準。複合多重SBBハードウェアのみ
で、プロセッサのハードウェアの場所を
表すテキスト。

NVARCHAR(256)dc_HWLocation

プロセッサのアーキテクチャ リビジョン。SMALLINTArchitectureRevision

プロセッサのファームウェア リビジョン。NVARCHAR(255)FirmwareRevision

プロセッサのデータパスの幅（ビット単
位）。

SMALLINTDataWidth

このプロセッサを含む複合体のセル（セ
ルラー システムのみ）。

NVARCHAR(255)ProcessorLocation_CellNumber

   

CIM_Productテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTProduct_LUID

CIM_Productを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_Productを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName
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説明 データ型  カラム名 
オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

製品IDNVARCHAR(64)IdentifyingNumber

製品の供給元、または製品を販売する実
体の名前。

NVARCHAR(256)Vendor

製品バージョン情報。DMTF Solution
Exchange StandardのProductオブジェクト
のVersionプロパティに対応。

NVARCHAR(64)Version

CIM_RemoteServiceAccessPointテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTRemoteServiceAccessPoint_LUID

CIM_RemoteServiceAccessPointを部分的に
識別。

BIGINTNodeID

CIM_RemoteServiceAccessPointを部分的に
識別。

BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

レポート生成用。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

レポート生成用。NVARCHAR(255)AccessInfo

レポート生成用。NVARCHAR(256)CreationClassName

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(1024)Name

CIM_SCSIProtocolControllerテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTSCSIProtocolController _LUID

CIM_SCSIProtocolControllerを部分的に識
別

BIGINTNodeID

CIM_SCSIProtocolControllerを部分的に識
別

BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

レポート生成用。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

レポート生成用。NVARCHAR(256)CreationClassName

レポート生成用。NVARCHAR(256)DeviceID

レポート生成用。INTMaxUnitsControlled
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CIM_SCSIProtocolEndpointテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTSCSIProtocolEndpoint_LUID

CIM_SCSIProtocolEndpointを部分的に識別BIGINTNodeID

CIM_SCSIProtocolEndpointを部分的に識別BIGINTSnapshotID

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(1024)Name

レポート生成用。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

レポート生成用。NVARCHAR(256)CreationClassName

レポート生成用。SMALLINTConnectionType

CIM_ProtoControlAccessesUnitテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTProtoControlAccessUnit _LUID

レポート生成用。BIGINTProtoControlAccessUnit _LUID

CIM_ProtocolControllerForPortテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTDependent

CIM_ProtocolControllerForUnitを部分的に
識別。

BIGINTNodeID

CIM_ProtocolControllerForUnitを部分的に
識別。

BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)DeviceNumber

レポート生成用。BIGINTAntecedent

レポート生成用。BIGINTDependent

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(255)Name

CIM_ProtocolControllerForUnitテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTProtocolControllerForUnit_LUID

CIM_ProtocolControllerForUnitを部分的に
識別。

BIGINTNodeID

CIM_ProtocolControllerForUnitを部分的に
識別。

BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)DeviceNumber

レポート生成用。BIGINTAntecedent
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説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTDependent

CIM_ProtocolEndpointテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTprotocolEndpoint _LUID

CIM_ProtocolEndpointを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_ProtocolEndpointを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(1024)Name

レポート生成用。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

レポート生成用。NVARCHAR(256)CreationClassName

レポート生成用。NVARCHAR(256)ProtocolIFType

CIM_Rackテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTRack_LUID

CIM_Rackを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_Rackを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_Rackを部分的に識別。CIM_Rackと一
致。

NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_Rackを部分的に識別。
CIM_PhysicalElement.Tagから継承。物理
要素とサーバを一意に識別し、要素のキー
として役立つ、任意の文字列であり、資
産タグやシリアル番号データなどの情報
を含めることができる。

NVARCHAR(256)Tag

CIM_PhysicalElement.SerialNumberから継
承。メーカが割り当てた番号であり、物
理要素の識別に使用。

NVARCHAR(64)SerialNumber

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

CIM_Realizesテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTDependent

レポート生成用。BIGINTAntecedent
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CIM_Sensorテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTSensor_LUID

CIM_Sensorを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_Sensorを部分的に識別BIGINTSnapshotID

CIM_Sensorを部分的に識別。
CIM_LogicalDevice.DeviceIDから継承。論
理デバイスを一意に指定するアドレスか
その他の識別情報。

NVARCHAR(64)DeviceID

CIM_Sensorを部分的に識別。CIM_Sensor
と一致。

NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_Sensorを部分的に識別（センサが
シャーシによって所有される場合、この
フィールドはCIM_Chassisと等しくなる。
センサがシャーシによって所有されない
場合は、CIM_ComputerSystemと等しくな
る）。

NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

ノードIDが同一であるCIM_Sensor.Name
かCIM_ComputerSystem.Nameに一致。

NVARCHAR(256)SystemName

CIM_Sensorを部分的に識別。オブジェク
トを認識するためのラベル。

NVARCHAR(256)Name

CIM_ManagedSystemElement.Statusから継
承。オブジェクトの現行ステータスを表
す文字列。

NVARCHAR(10)Status

センサが示す現在の状態（Possible States
プロパティのいずれかになる）。

NVARCHAR(128)CurrentState

センサの文字列出力を列挙（たとえばス
イッチ センサは、状態オンかオフを出力
する。スイッチの別の実装では、状態オー
プンとクローズが出力される。別の例と
して、スレッショルドをサポートする
NumericSensorがある。このセンサは、正
常、上位重大、下位非クリティカルなど
の状態をレポートする。読み取りとスレッ
ショルドを公開しないが、このデータを
内部的に保存する数値センサは、状態を
レポートできる）。

NVARCHAR(512)PossibleStates

電源装置の排気部分の現在の気温（℃）。INTCurrentReading

電源装置の吸気部分の現在の気温（℃）。INTOtherCurrentReading

読み取りが使用するユニットのコード
（pull from CIM_NumericSensorから取
得）。

INTBaseUnit
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説明 データ型  カラム名 
センサーのタイプ。ValueMap { "0", "1",
"2", "3", "4", "5", "6", "7", "8", "9",
"10", "11", "12" }, Values { "Unknown",
"Other", "Temperature", "Voltage",
"Current", "Tachometer", "Counter",
"Switch", "Lock", "Humidity", "Smoke
Detection", "Presence", "Air Flow" }

SMALLINTSensorType

CIM_SoftwareElementテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTSoftwareElement_LUID

CIM_SoftwareElementを部分的に識別。BIGINTNodeID

CIM_SoftwareElementを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_SoftwareElementを部分的に識別（ソ
フトウェア要素の識別子であり、その他
のキーと併用して要素を一意に表現する
ように設計されている）。

NVARCHAR(256)SoftwareElementID

CIM_SoftwareElementを部分的に識別（こ
のモデルで定義され、ソフトウェア要素
のライフ サイクルのさまざまな状態を識
別する。展開可能状態になっているソフ
トウェア要素では、ソフトウェア要素を
正常に配布するために必要となる詳細、
およびインストール可能状態（次の状態）
にするために必要となる詳細（チェック
とアクション）が表現される。インストー
ル可能状態になっているソフトウェア要
素では、ソフトウェア要素を正常にイン
ストールするために必要となる詳細、お
よび実行可能状態（次の状態）にするた
めに必要となる詳細（チェックとアクショ
ン）が表現される。実行状態になってい
るソフトウェア要素では、開始した要素
を管理するために必要となる詳細が表現
される。
CIM_SoftwareElement.SoftwareElementState
の列挙値。0 = 展開可能、1 = インストー
ル可能、2 = 実行可能、3 = 実行中）

SMALLINTSoftwareElementState

CIM_SoftwareElementを部分的に識別。ソ
フトウェア バージョンは、<メジャー>.<
マイナー>.<リビジョン> または <メジャー
>.<マイナー><文字><リビジョン>の形式
でなければならない

NVARCHAR(64)Version

CIM_SoftwareElementを部分的に識別。ソ
フトウェア要素の識別に使用する名前。

NVARCHAR(256)Name
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説明 データ型  カラム名 
CIM_SoftwareElementを部分的に識別（要
素のオペレーティング システム環境を指
定する。このプロパティの値では、バイ
ナリの実行可能プログラムであることが
保証されない。この他に2つの情報が必要
になる。最初に、クラス
CIM_OSVersionCheckを使用してオペレー
ティング システムのバージョンを指定す
る必要がある。次に、オペレーティング
システムが動作するアーキテクチャの情
報が必要である。この情報は、
CIM_ArchitectureCheckを使用して確認す
る。この構造体の組み合わせにより、特
定ソフトウェア要素で必要となるオペレー
ティング システムのレベルが明確に識別
される。CIM_OperatingSystem.OSTypeの
列挙値を参照すること）。

SMALLINTTargetOperatingSystem

CIM_ManagedSystemElement.InstallDateか
ら継承。オブジェクトがインストールさ
れたときを表す日時の値。

BIGINTInstallDate

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_Date

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_Status

CIM_ManagedElement.Descriptionから継
承。テキストによる、オブジェクトの説
明。

NVARCHAR(512)Description

DeviceSoftware_Purpose。関連デバイスに
関して、ソフトウェアが果たす役割を示
す列挙型整数。
CIM_DeviceSoftware.Purposeの列挙値（0
= 不明、1 = その他、2 = ドライバ、3 =
設定ソフトウェア、4 = アプリケーション
ソフトウェア、5 = 装置、6 = ファーム
ウェア、7 = BIOS、8 = ブートROM）

SMALLINTDeviceSW_Purpose

DeviceSW Purposeプロパティの詳細情報
を提供する、自由形式の文字列。

NVARCHAR(512)DeviceSW_PurposeDescription

CIM_SoftwareElementの
swd_VersionWeight。ソフトウェア バー
ジョン ポーリングで使用されるフィール
ド。

INTswd_VersionWeight

非標準。この項目のバージョンを指定す
る文字列。

NVARCHAR(64)dc_OtherVersionInfo

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(64)R_Type

CIM_SoftwareIdentityテーブル。
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTSoftwareIdentity_LUID
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説明 データ型  カラム名 
CIM_SoftwareIdentityを部分的に識別する
ために使用。

BIGINTNodeID

CIM_SoftwareIdentityを部分的に識別する
ために使用。

BIGINTSnapshotID

InstanceID このクラスのインスタンスを不
明瞭かつ一意に識別する。NameSpace内
での一意性を確実にするため、InstanceID
の値は、以下の「推奨」アルゴリズムを
使用して作成される必要がある。

"<OrgID>:<LocalID>"。ここで、<0rgID>
と<LocalID>は、コロン':'によって区切ら
れる。<OrgID>は、著作権つき、商標つ
き、InstanceIDを作成/定義するビジネス主
体が所有するその他固有の名前、または、
認められている世界的権威によって当該
ビジネス主体に割り当てられた登録済みID
を含まなければならない（スキーマ クラ
ス名の<Schema Name>_<Class Name>の
構造と同様）。さらに、一意性を確実に
するため、<OrgID>にコロン（":"）を含
めないこと。このアルゴリズムを使用す
るときは、InstanceIDの最初のコロンは
<OrgID>と<LocalID>の間に置く必要があ
る。

<LocalID>は、ビジネス主体によって選択
される。別の下位（実世界）要素を識別
するために再使用しないこと。上記の「推
奨」アルゴリズムを使用しない場合は、
エンティティの定義の結果として生じる
InstanceIDが、このインスタンスの
NameSpaceへのプロバイダが作成する
InstanceIDのすべてににわたって、再使用
されないことを保証する必要がある。
DMTF定義のインスタンスについては、
<OrgID>をCIMに設定し、推奨アルゴリズ
ムを使用しなければならない。

例："HEWLETT-PACKARD:HPCPQASM.EXE:7.15.19.0"

NVARCHAR(255)InstanceID

完全なソフトウェア バージョン情報を表
す文字列（意味や表現の変化によって単
純な計算や比較ができなくなることがあ
るので、数値表現および文字列表現の両
方が用意されている。数値部分について
は、MajorVersion、MinorVersion、
RevisionNumber、BuildNumberを参照）。

NVARCHAR(255)VersionString

このソフトウェアのメーカ。NVARCHAR(255)Manufacturer

この要素の説明。NVARCHAR(512)Description

この要素のメジャー バージョン番号。SMALLINTMajorVersion
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説明 データ型  カラム名 
この要素のマイナー バージョン番号。SMALLINTMinorVersion

この要素のリビジョン番号。SMALLINTRevisionNumber

この要素のビルド番号。SMALLINTBuildNumber

関連デバイスに関して、ソフトウェアが
果たす役割を示す列挙型整数。
CIM_DeviceSoftware.Purposeの列挙値（0
= 不明、1 = その他、2 = ドライバ、3 =
設定ソフトウェア、4 = アプリケーション
ソフトウェア、5 = 装置、6 = ファーム
ウェア、7 = BIOS、8 = ブートROM）。

SMALLINTDeviceSW_Purpose

キー ファイル名。SoftwareIdentityのバー
ジョン間で変わらないアプリケーション
固有の不変識別子 （ソフトウェアID命名
構造に対するさらに大きな変更に対して
も、同じ値である。このパラメータの目
的は、特定のSoftwareInstallationServiceと
互換性のあるクライアントがソフトウェ
アIDを選択できるようにすることである。
クライアントは、このパラメータを使用
して、
SoftwareInstallationServiceCapabilitiesの
SupportedTargetTypesパラメータの内容と
比較し、候補ソフトウェアIDを選択す
る）。

NVARCHAR(256)TargetType

要素のオペレーティング システム環境を
指定する（このプロパティの値では、バ
イナリの実行可能プログラムであること
が保証されない。この他に2つの情報が必
要になる。最初に、クラス
CIM_OSVersionCheckを使用してオペレー
ティング システムのバージョンを指定す
る必要がある。次に、オペレーティング
システムが動作するアーキテクチャの情
報が必要である。この情報は、
CIM_ArchitectureCheckを使用して確認す
る。この構造体の組み合せにより、特定
ソフトウェア要素で必要となるオペレー
ティング システムのレベルが明確に識別
される。CIM_OperatingSystem.OSTypeの
列挙値を参照すること）。

SMALLINTTargetOperatingSystem

この要素のインストール日付は、CIM日時
フォーマットである。

NVARCHAR(256)InstallDate

CIM_SoftwareElementの
swd_VersionWeight。ソフトウェア ステー
タス ポーリングで使用されるフィールド。

INTswd_VersionWeight

非標準。この項目のバージョンを指定す
る文字列。

NVARCHAR(64)dc_OtherVersionInfo

レポート生成用。SMALLINTSoftwareElementState
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説明 データ型  カラム名 
DeviceSW_Purposeプロパティの詳細情報
を提供する、自由形式の文字列。

NVARCHAR(512)Device_SW_PurposeDescription

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(64)R_Type

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_Date

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_Status

CIM_StoragePoolテーブル
説明 データ型  カラム名 
CIM_StorageVolumeを一意に識別するため
に使用。

BIGINTStoragePool_LUID

CIM_StorageVolumeを部分的に識別するた
めに使用。

BIGINTNodeID

CIM_StorageVolumeを部分的に識別するた
めに使用。

BIGINTSnapshotID

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

レポート生成用。NVARCHAR(255)InstanceID

レポート生成用。NVARCHAR(255)PoolID

レポート生成用。BITPrimordial

レポート生成用。BIGINTTotalManagedSpace

レポート生成用。BIGINTRemainingManagedSpace

CIM_StorageVolumeテーブル
説明 データ型  カラム名 
CIM_StorageVolumeを一意に識別するため
に使用。

BIGINTStorageVolume_LUID

CIM_StorageVolumeを部分的に識別するた
めに使用。

BIGINTNodeID

CIM_StorageVolumeを部分的に識別するた
めに使用。

BIGINTSnapshotID

レポート生成用。SMALLINTDataRedundancy

レポート生成用。NVARCHAR(255)ElementName

レポート生成用。SMALLINTNameFormat

レポート生成用。BITNoSinglePointOfFailure

レポート生成用。SMALLINTPackageRedundancy

オブジェクトを認識するためのラベル。NARCHAR(1024)Name

レポート生成用。NARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NARCHAR(256)SystemName

レポート生成用。NARCHAR(256)CreationClassName
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説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。NARCHAR(64)DeviceID

レポート生成用。SMALLINTAvailability

レポート生成用。BIGINTBlockSize

レポート生成用。BIGINTNumberOfBlocks

レポート生成用。BIGINTConsumableBlocks

レポート生成用。BITIsBasedOnUnderlyingRedundancy

レポート生成用。BITSequentialAccess

レポート生成用。NARCHAR(256)R_OperationalStatus

レポート生成用。NARCHAR(256)R_ExtentStatus

レポート生成用。NARCHAR(256)R_RaidLevel

CIM_TCPProtocolEndpointテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTTCPProtocolEndpoint_LUID

レポート生成用。BIGINTNodeID

レポート生成用。BIGINTSnapshotID

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(1024)Name

レポート生成用。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが一致する
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)SystemName

レポート生成用。NVARCHAR(256)CreationClassName

レポート生成用。SMALLINTProtocolIFType

レポート生成用。NVARCHAR(256)PortNumber

Classifications_valuesテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTClassificationsId

レポート生成用。SMALLINTClassificationsValue

レポート生成用。INTClassificationsPos

ComputerSys_HAPテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTDependent

レポート生成用。BIGINTAntecedent
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ComputerSys_LogicalPortGroupテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTAntecedent

レポート生成用。BIGINTDependent

ComputerSys_NetworkPortテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTGroupComponent

レポート生成用。BIGINTPartComponent

ComputerSys_PortControllerテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTGroupComponent

レポート生成用。BIGINTPartComponent

ComputerSys_SAPテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTAvailableSAP

レポート生成用。BIGINTManagedElement

ComputerSys_SCSIProtoContテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTGroupComponent

レポート生成用。BIGINTPartComponent

ComputerSys_SCSIProtoEndpテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTDependent

レポート生成用。BIGINTAntecedent

ComputerSys_SoftwareIdentテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTSystem

レポート生成用。BIGINTInstalledSoftware
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ComputerSys_StorageVolテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTGroupComponent

レポート生成用。BIGINTPartComponent

DB_DeviceInfoテーブル
DB_DeviceInfoテーブルには、一般的なシステム情報が含まれます。SNMPをサポートするシス
テムでは、このテーブルに情報が入ります。DB_DeviceInfoのフィールドについて、次の表で説
明します。

説明 データ型  カラム名 
 INT*DeviceKey

データベース レコードが最後に更新され
た日時。

DATETIMEUpdateTime

システムの説明。CHAR(200)Description

物理的な場所（システムで入力されてい
る必要がある）。

CHAR(200)Location

このシステムの連絡先（システムで入力
されている必要がある）。

CHAR(200)Contact

注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

DB_DeviceInfoExテーブル
DB_DeviceInfoExテーブルには、HP Systems Insight Managerエージェントか標準的なデスクトッ
プ管理インタフェース（DMI）サービス レイヤを実行しているシステムの基本的な情報が含ま
れます。DB_DeviceInfoEXのフィールドについて、次の表で説明します。

説明 データ型  カラム名 
収集済みデータ セットにシステムを関連
付ける。システム情報は、DeviceKeyを使
用してデバイス テーブルにリンクされる。

INT*DeviceKey

データベース レコードが最後に更新され
た日時。

DATETIMEUpdateTime

システム メモリの総容量。INTTotalMemory

システムROMバージョン。CHAR(80)ROMVersion

システム シリアル番号。CHAR(80)SerialNumber
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説明 データ型  カラム名 
システム資産タグ（システムで入力され
ている必要がある）。

CHAR(100)AssetTag

オペレーティング システム名。 注記：
ツール定義ファイルのOSNameとは異な
る。mxnodeのOSNameStr値である。

CHAR(100)OSName

ツール定義のOSNameフィールドに使用
されるOSタイプ識別子。WINNT、HPUX、
LINUXのような値。

CHAR(100)OSType

オペレーティング システムのバージョン。CHAR(100)OSVersion

オペレーティング システムのベンダ名。CHAR(64)OSVendor

システムが属しているクラスタの名前（存
在する場合）。

CHAR(100)ClusterName

ホスト オペレーティング システムの説
明。

CHAR(100)OSDescription

HP Web対応エージェントのシステム信頼
状態。

IntTrustStatus

 

注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

DC_Enclosureテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTEnslosure_LUID

dc_Enclosureを部分的に識別。BIGINTNodeID

dc_Enclosureを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

タグは、dc_Enclosureを部分的に識別す
る。エンクロージャを一意に識別し要素
キーとして機能する任意の文字列。

NVARCHAR(256)Tag

エンクロージャのラック内の一意のアド
レス

INTdc_Address

エンクロージャが収容できるサーバ ブレー
ドの最大数。

INTdc_EnclosureMaxNumBladesX

エンクロージャが収容できるサーバ ブレー
ドの最大数。

INTdc_EnclosureMaxNumBladesY

説明されているヒューズがシステム内に
存在する場合に指定。その他（1）、なし
（2）、あり（3）

NVARCHAR(32)dc_FusePresent
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説明 データ型  カラム名 
ヒューズの状態（その他（1）、ヒューズ
ステータス検出がサポートされていない、
OK（2）、ヒューズが正しく動作してい
る、障害 （4）、ヒューズが遮断されてい
るか、正しく動作していない）。

NVARCHAR(32)dc_FuseCondition

DC_ProliantHostテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTProliantHost_LUID

この行のシステムIDを識別。BIGINTNodeID

この行のスナップショットIDを識別。BIGINTSnapshotID

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)dc_SystemCreationClassName

NodeIDが同一である
CIM_ComputerSystem.Nameの値。

NVARCHAR(256)dc_SystemName

このオブジェクトは、このMIBによって表
現されるサーバのホスト システムの全体
的なステータスを表す。

NVARCHAR(16)OverallCondition

MIBステータス構造の配列（それぞれの構
造は、4つのオクテットから構成される。
第1オクテットは、MIBの存在である。第
2オクテットは、MIBの状態である。第3オ
クテットは、MIBのメジャー リビジョン
である。第4オクテットは、MIBのマイナー
リビジョンである。4つのオクテットのブ
ロックは、それぞれHPエンタープライズ
の直後でMIB識別子によってインデックス
付けされる（たとえば、1.3.6.1.232.11
mibのインデックスは11）。第1ブロック
（ブロック0）の4つのオクテットは、シ
ステム管理用に予約されており、MIBの統
計として働く）。

NVARCHAR(512)MIBStatusArray

サーバのグローバル ユニーク識別子（オ
ペレーティング システムが一意のIDを判
断できない場合は、変数にすべて0がデ
フォルトで含まれる。この場合、管理ス
テーションはこの変数にSETを実行し、一
意のIDを提供する）。

NVARCHAR(64)GUID

HP Insightマネジメント エージェントに
よって使用されるポートを表す。

INTWebManagementPort
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説明 データ型  カラム名 
自動サーバ復元機能ステータス（このオ
ブジェクトの現行値がその他（1）か使用
不可（2）である場合、すべての設定操作
はエラーになる。管理ステーションでこ
のオブジェクトをその他（1）か使用不可
（2）に設定しようとしても、エラーにな
る。このオブジェクトを無効（3）に設定
すると、ASR機能は無効に、有効（4）に
設定すると有効になる）。

NVARCHAR(16)ASRStatus

HPシステムID。この値は、システムのシ
ステム ボードのHPシステムIDを表す（古
いマシンで使用されている製品ID
（cpqSiProductId）は、このIDで置き換わ
る。cpqSiProductIdの値が7Ehである場合
は、cpqSiSystemIdを使用してHPシステム
を識別する必要がある。値がゼロ（0）で
ある場合は、このマシンでシステムID機能
がサポートされていない。この場合は、
cpqSiProductIdを使用してシステムを識別
する必要がある）。

INTSystemID

システムの役割。リモート コンソールに
よって割り当てられる設定可能自由形式
テキスト フィールドであり、システムの
機能を簡潔に説明する。

NVARCHAR(64)ServerRole

システムの詳細説明。リモート コンソー
ルによって割り当てられる設定可能自由
形式テキスト フィールドであり、システ
ムの機能を詳細に説明する。

NVARCHAR(512)ServerRoleDetail

エージェントが最後にロードされた日時。BIGINTConfigChangeDate

システムがフルに動作していた、分単位
の総時間（サーバ健全性サポート ソフト
ウェアが動作している間）。

BIGINTSystemUptime

Dedicated_valuesテーブル
説明 データ型  カラム名 
この行を一意に識別するために使用。BIGINTDedicatedId

レポート生成用。SMALLINTDedicatedValue

レポート生成用。INTDedicatedPos
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注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

DeviceNamesテーブル
DeviceNamesテーブルには、このデバイスがサポートする、さまざまなプロトコルによって判
断されるデバイス名が含まれます。DeviceNamesのフィールドについて、次の表で説明しま
す。

説明 データ型  カラム名 
収集済みデータ セットにシステムを関連
付ける（システム情報は、デバイス テー
ブルからのDeviceKeyを使用してシステム
にリンクされる）。

INT*DeviceKey

SNMPによって取得したシステム名。CHAR(60)nameSNMP

ネーム サービス（WINSやDNSなど）か
hostsファイルから取得したシステム名。

CHAR(60)nameIPX

DMIによって取得したシステム名。CHAR(60)nameDMI

完全に限定したDNS名（使用可能な場
合）。

CHAR(90)NameFullDNS

現在は使用されない。CHAR(60)nameActiveDisc

 

注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

Device Extended Attributesデータベース テーブル
Device Extended Attributesフィールドについて、次の表で説明します。

説明 データ型  カラム名 
snoozeStartTimeに示された時刻からシス
テムが無効になる値（分）。

INTsnoozeTimeMin

システムが無効な状態になってからの最
初のタイムスタンプ

LongsnoozeStartTimeMs
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Devicesテーブル
Devicesテーブルには、検出されたシステム情報が含まれます。これは、システム関連データの
定義に使用する主要テーブルです。Devicesのフィールドについて、次の表で説明します。

説明 データ型  カラム名 
収集済みデータ セットにシステムを関連
付ける（システム情報は、DeviceKeyを使
用してデバイス テーブルにリンクされ
る）。

INTDeviceKey

システムの名前。CHAR(255)Name

グローバル ユニーク識別子。ネットワー
ク アドレスが変更された場合、ネットワー
ク上のシステムの識別に使用する一意の
キー（この値をここに保存するには、こ
の値の取得がシステムでサポートされて
いる必要がある）。

CHAR(128)GUID

システムが検出された日時。1970UTCか
ら経過したミリ秒で表現される。

BIGINTDiscovered

この項目の製品タイプ（詳細については、
nodeTypesEnumテーブルを参照。このテー
ブルは、deviceSubTypesEnumビューを使
用して最適に表示できる）。

INTProductType

製品タイプの文字列表現（詳細について
は、nodeTypesEnumテーブルを参照。この
テーブルは、deviceTypesEnumビューを使
用して最適に表示できる）。

Char(32)ProductTypeStr

サブタイプ（存在する場合）（マッピン
グの詳細については、NodeSubTypesEnum
テーブルを参照。このテーブルは、
deviceSubTypesEnumビューを使用して最
適に表示できる）。

CHAR(32)ProductSubType

ProLiant 1500などの製品名。CHAR(100)ProductName

システムの全体的なステータスを表す（0
= 不明、1 = 正常、2 = 警告、3 = マイ
ナー、4 = メジャー、5 = クリティカル、
10 = ステータスなし（新しいシステム
で、またはポーリング前の起動時に発
生））。

INTOverallStatus

検出で変更できないように、製品のタイ
プか名前、またはその両方がロックされ
ているかどうかを表す。

● 0 = ロックなし

INTLockFlags

予約済み（このテーブルだけではなく、
データベースで一部のシステム情報が最
後に更新された時刻）。

BIGINTTimestamp
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説明 データ型  カラム名 
システムのフルDNS名。VARCHAR (90)FullDNSName

HP Systems Insight Managerがこのシステ
ムに割り当てた、ユニーク識別子。

CHAR(32)MxGUID

DeviceProtocolInfoテーブル
デバイス プロトコル情報フィールドについて、次の表で説明します。

説明 データ型  カラム名 
デバイス テーブルのシステムにこのテー
ブルを関連付ける。

INTDeviceKey

このシステムにTCP/IPでアドレス付けでき
るかどうかを示すフラグ。

INTIPAddressable

このシステムにIPXでアドレス付けできる
かどうかを示すフラグ。

INTIPXAddressable

SNMPベースの管理がこのシステムでサ
ポートされているかどうかを示すフラグ。
値-1は、システムが識別されなかったこと
を表す。値0は、システムでSNMPがサポー
トされていないことを示す。値1から5は、
SNMPがシステムで見つかったことを表
す。

INTSNMP

検出されたSNMPのバージョンを表す文字
列（現在のところ、HP Systems Insight
Managerでは、「1.0」のみがサポートさ
れている）。

NVARCHAR(32)SNMPverStr

HTTPベースの管理がこのシステムでサポー
トされているかどうかを示すフラグ。値-1
は、システムが識別されなかったことを
表す。値0は、システムでHTTPがサポート
されていないことを示す。値1は、HTTPが
システムで見つかったことを表す。

INTHTTP

DMIベースの管理がこのシステムでサポー
トされているかどうかを示すフラグ。値-1
は、システムが識別されなかったことを
表す。値0は、システムでDMIがサポート
されていないことを示す。値1は、DMIが
システムで見つかったことを表す。

INTDMI

常に2.0。NCHAR(32)DMIVerStr

システムでWBEMが検出された場合は1に
設定される。検出されなかった場合は0。

INTWBEM

HP Systems Insight Managerがシステムで
検出したWBEMのバージョン。

NCHAR(32)WBEMverStr

システムでSSHが検出された場合は1に設
定される。検出されなかった場合は0。

INTSSH

SSH要求から返されたシステムID。NCHAR(64)SSHverStr
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説明 データ型  カラム名 
将来の拡張用。nchar(32)PrimaryAddress

このレコードのシステムのWMIプロキシ
に使用されるシステムのデバイス キー（す
なわちHP Systems Insight Managerは、
WMIProxyIDと同じデバイス キーを含むシ
ステムを使用し、その他のシステムで動
作しているWMI Mapperを通してWBEM
で要求する）。

INTWMIProxyID

ExtentStatus_values table
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTExtentStatusId

レポート生成用。SMALLINTExtentStatusValue

レポート生成用。INTExtentStatusPos

DeviceSnmpSettingsテーブル
DeviceSnmpSettingsテーブルには、システムで現在設定されているSNMP設定が含まれます。
DeviceSnmpSettingsのフィールドについて、次の表で説明します。

説明 データ型  カラム名 
収集済みデータ セットにシステムを関連
付ける（このシステム情報は、デバイス
テーブルからのDeviceKeyを使用してリン
クされる）。

INT*DeviceKey

秒単位のネットワーク タイムアウト値。INTnetworkTimeout

SNMP要求に使用される再試行回数。INTnetworkRetries

秒単位のICMP pingタイムアウト値。INTicmpTimeout

実行するICMP ping再試行回数。INTicmpRetries

このシステムで、一部のプロトコルかす
べてのプロトコルのデフォルト（グロー
バル プロトコル設定）を使用するか、個
別設定を使用するかを定義（ビットマス
ク フィールドであり、さまざまなビット
によって、使用されるデフォルトが定義
される。値は、論理的な順序になってい
る。1= デフォルトSNMP読み取りコミュ
ニティを使用、2 = デフォルトSNMP書き
込みコミュニティを使用、4 = デフォルト
SNMPタイムアウトを使用、8 = デフォル
トSNMP再試行回数を使用、16 = デフォ
ルトICMPタイムアウトを使用、32 = デ
フォルトICMP再試行回数を使用、64 = デ
フォルトWBEMユーザ名を使用、128 =
デフォルトWBEMパスワードを使用）

INTdefaultProtoMask
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注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

HP_Clusterテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTHPCluster _LUID

HP_NParCellを部分的に識別。BIGINTNodeID

HP_NParCellを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

クラスタ メンバシップを一意に識別する
整数値（クラスのメンバシップを変更す
ると、MembershipIncarnationが増加する。
したがって、このプロパティの値が大き
いと、一連のクラスタ メンバ（その次の
HP_ParticipatingCSアソシエーションにあ
る）がより新しいことを示す）。

BIGINTMembershipIncarnation

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

クラスタの相互接続メカニズムを説明す
る自由形式の文字列。

NVARCHAR(256)Interconnect

クラスタ タイプ（クラスタがフェールオー
バ用（値=2）か、性能用（3）かなどを指
定。指定可能な値は、相互に排他的では
ない。ValueMap { "0", "1", "2", "3", "4",
"5", "6" } Values { "Unknown", "Other",
"Failover", "Performance", "Distributed OS",
"Node Grouping", "SysPlex" })

NVARCHAR(256)dc_Types

HP_Nodeテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTHPNode _LUID

HP_Nodeを部分的に識別。BIGINTNodeID

HP_Nodeを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

オブジェクトを認識するためのラベル。NVARCHAR(256)Name

汎用HPクラスタ内のこのメンバの名前を
記述（継承されるNameの値は完全修飾
で、企業内で一意である必要がある。
MemberNameの値は、クラスタ内で一意
な短縮バージョンでもよい）。

NVARCHAR(256)Membername
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説明 データ型  カラム名 
汎用HPクラスタ内のこのクラスタ メンバ
を一意に識別する整数値。システムが最
初にクラスタに追加されたときに割り当
てられ、そのシステムがクラスタから削
除される（インスタンスが削除される）
までそのままの状態で残る（そのメンバ
が後で再び追加された場合は、新しいイ
ンスタンスが、別のMemberID値で作成さ
れる）。

INTMemberID

HP_NParCabinetテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNParCabinet _LUID

HP_NParCellを部分的に識別。BIGINTNodeID

HP_NParCellを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

値は以下のとおり。不明（0）、その他
（1）、8セル フルハイト キャビネット
（2）、4セル フルハイト キャビネット
（3）、4セル ハーフハイト キャビネット
（4）、2セル キャビネット（5）、I/O拡
張キャビネット（6）。これらのキャビ
ネット タイプの例は、以下のとおり。8セ
ル フルハイト キャビネット
（SD-32000）、4セル フルハイト キャビ
ネット（SD-16000）、4セル ハーフハイ
ト キャビネット（rp8620）、2セル キャ
ビネット（rx7620）

BIGINTCabinetType

キャビネット番号を含む文字列を表示。
例：cab0

NVARCHAR(256)Label

このキャビネット内のサービス プロセッ
サ数。

NVARCHAR(256)ServiceProcessorCount

このキャビネット内のサービス プロセッ
サの位置に対する長い表示名の配列（サー
ビス プロセッサがコアI/Oカード上にある
キャビネット上では、そのカードの指定
を含む。例：cab0, coreio0）

NVARCHAR(1024)ServiceProcessorLocation

このキャビネット内のあらゆるプロセッ
サのステータスの配列。
ServiceProcessorLocationと同じ順。値は次
のとおり。不明（0）、その他（1）、ア
クティブ（2）、バックアップ（3）

NVARCHAR(256)ServiceProcessorStatus

HP_NParCellテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNParCell_LUID
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説明 データ型  カラム名 
HP_NParCellを部分的に識別。BIGINTNodeID

HP_NParCellを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

NPar Cellが存在するスロットのID。INTSlotID

セルに取り付けられた合計メモリ
（MB）。

BIGINTTotalMemoryInstalled

このセル上のプロセッサの実数。SMALLINTCPUCount

セル上のプロセッサのクロック速度
（MHz）。

INTCPUSpeed

表示可能なファームウェア リビジョン文
字列

NVARCHAR(256)FirmwareRevision

DIMMスロット番号をインデックスとする
配列。スロットにDIMMが収容されている
かどうかを示す（注記：このプロパティ
は、セルの電源が切れていると使用でき
ない場合がある）。

NVARCHAR(256)DIMMSlotPopulated

このセルがIOシャーシに接続されていれ
ば真

BITConnectedToIOChassis

このセルでサポートされるプロセッサの
実数の最大数。プロセッサ モジュール ス
ロット数とこのプラットフォームでサポー
トされるモジュール当たりの最大プロセッ
サ数の両方を意味する（実際に取り付け
られるモジュール当たりのプロセッサ数
から考えて、この値は、このセルの最大
プロセッサ数を反映していないことがあ
る。このシステムでサポートされるモ
ジュール当たりの最大プロセッサ数は、
この値をCPUModuleSlotCountで除するこ
とで求められる）。

INTMaxCPUCount

プロセッサ スロット番号をインデックス
とする配列。プロセッサ スロットが埋まっ
ているときに真となる（プロセッサ スロッ
ト番号をCPUCountPerModuleで割ると、
プロセッサ モジュール番号になることに
注意。その値が同じであるすべてのプロ
セッサ スロットは、同じプロセッサ モ
ジュール内にある）。

NVARCHAR(256)CPUSlotPopulated

このセル上のプロセッサのアーキテク
チャ。値は、不明（0）、その他（1）、
PA-RISC（2）、Itanium®ベース（3）。

SMALLINTCellArchitecture
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説明 データ型  カラム名 
このコンポーネントのステータス。値は、
次のとおり。不明 （0）、その他（1）、
電源オフ（2）、電源オン（3）、非アク
ティブ（4）、アクティブ（5）（電源を
入れるとコンポーネントの電源もオンに
なるが、まだ電源投入時セルフテスト
（POST）を実行している。POSTが完了し
てもnPartitionに参加しないとコンポーネ
ントは非アクティブになる。その理由は、
コンポーネントがnPartitionに割り当てら
れていない、nPartitionに割り当てられて
いてそのnPartitionがアクティブでない、
nPartitionの起動中にコンポーネントに障
害が発生した、そのコンポーネントがア
クティブなnPartitionに割り当てられてい
てそのnPartitionの再構成のための再起動
やシャットダウンが完了していない、そ
のコンポーネントがnPartitionの起動時に
非アクティブのままになるように設定さ
れている、などがある。コンポーネント
は、起動中にnPartitionに参加してアクティ
ブになる。コンポーネントのステータス
からは、nPartition上のオペレーティング
システムの状態については何もわからな
いことに注意。たとえば、オペレーティ
ング システムがまだ起動プロセス中でも
コンポーネントはアクティブになる。こ
のコンポーネントのデータの取得中に障
害が発生すると、ステータスは不明にな
る）。

SMALLINTComponentStatus

セルの接続先のシャーシのI/OシャーシID
（ConnectedToIOChassisが偽の場合は、
このプロパティは存在しない）。

INTConnectedIOChasssId

HP_NParComplexテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNParComplex_LUID

HP_NParComplexlを部分的に識別。BIGINTNodeID

HP_NParComplexを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

NPar複合体のプロファイルID。INTProfileID

複合したコンピュート キャビネット数。INTdc_ComputeCabCount

複合したIOXキャビネット数。INTdc_IOXCabCount

NPar複合体の名前。NVARCHAR(256)ComplexName

表示可能なリビジョン文字列。NVARCHAR(256)RevisionString
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説明 データ型  カラム名 
この複合体がサポートできるnPartitionsの
最大数（たとえば、rp7410システムは2つ
までのnPartitionsをサポートする）。

SMALLINTMaxPartitionsSupported

元のメーカが割り当てた複合体のシリア
ル番号。

NVARCHAR(256)CreatorSerialNumber

OEMメーカが割り当てた製品の名前（こ
のプロパティは、Itanium®ベースのプラッ
トフォームでのみサポートされるが、そ
のすべてのプラットフォームに存在する
わけではない）。

NVARCHAR(256)CreatorProductName

OEMメーカが割り当てた製品の名前（こ
のプロパティは、Itanium®ベースのプラッ
トフォームでのみサポートされるが、そ
のすべてのプラットフォームに存在する
わけではない）。

NVARCHAR(256)OEMSerialNumber

OEMメーカが割り当てた複合体のシリア
ル番号（このプロパティは、すべてのプ
ラットフォームでサポートされるわけで
はない）。

NVARCHAR(256)OEMSerialNumber

OEMメーカが割り当てた製品の名前（こ
のプロパティは、Itanium®ベースのプラッ
トフォームでのみサポートされるが、そ
のすべてのプラットフォームに存在する
わけではない）。

NVARCHAR(256)OEMProductName

最初に配送されたときのこの複合体の製
品注文番号。例：AxxxxxA（複合体がアッ
プグレードされている場合は、アップグ
レード前の製品注文番号）

NVARCHAR(256)OriginalProductOrderNumber

現在存在するこの複合体の製品注文番号。
例：AxxxxxA（複合体がアップグレードさ
れている場合は、アップグレード後の製
品注文番号）

NVARCHAR(256)CurrentProductOrderNumber

ソフトウェアのライセンスに使用する16
バイト値（このプロパティは、すべての
プラットフォームでサポートされるわけ
ではない）。

NVARCHAR(128)UUID

セルIDをインデックスとする値の配列。こ
のセルが割り当てられる先のnPartitionの
nPartition ID。または、セルのタイプがFree
の場合は255。ユーザ設定が可能（iCOD
システム上では、修正にiCODソフトウェ
アの承認が必要）。

NVARCHAR(256)CellAssignments

HP_NParIOChassisテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNParIOChassis _LUID
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説明 データ型  カラム名 
HP_NParIOChassisを部分的に識別。BIGINTNodeID

HP_NParIOChassisを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

セルのIDINTConnectedCellID

このシャーシ内の埋まっているPCIスロッ
トの数。

SMALLINTPopulatedPCISlotCount

HP_NParIOChassisSlotテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNParIOChassisSlot_LUID

HP_NParChassisIOSlotを部分的に識別。BIGINTNodeID

HP_NParChassisIOSlotを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

NPar I/Oシャーシ スロットのID。INTID

I/Oシャーシ スロットの属するキャビネッ
トのID。

INTCabinetID

I/Oシャーシの存在するキャビネットのベ
イ番号。

INTIOBayNumber

ベイ全体で固有のI/Oシャーシ番号。INTNumber

HP_NPartitionテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNParPartition_LUID

HP_NParPartitionを部分的に識別。BIGINTNodeID

HP_NParPartitionを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

NParパーティションのID。INTPartitionID

NParパーティション内の合計CPU。INTdc_TotalCPU

NParパーティションにインストールされ
たセルの数。

INTdc_InstalledCells

NParパーティション内の電源の入ってい
るセルの数。

INTdc_PoweredOnCells

NParパーティションの名前。NVARCHAR(256)PartitionName

NParパーティション内のコア セル イン
デックス。

INTdc_CoreCell

NParパーティションのキャビネット内の
コア セル インデックス。

INTdc_CoreCellCabinet

Flag to indicate if the NParパーティション
にインタリーブ メモリが設定されている
かどうかを示すフラグ（1 = 設定されてい
る）。

INTdc_HasInterleaveMem

レポート生成に使用されるフィールド。NVARCHAR(256)R_dc_HasInterleaveMemory
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説明 データ型  カラム名 
Concatenation of the nPartition名とそのラ
ベルの結合。例："MyPartition (par2)"

NVARCHAR(256)PartitionNameLabel

このnPartition内のセルのタイプ。値は、
不明（0）、その他（1）、PA-RISC（2）、
Itanium®ベース（3）。

SMALLINTPartitionType

このパーティションが現在存在すれば（複
合体に設定されていれば）真、そうでな
い場合は偽。

BOOLEANPartitionIsDefined

このnPartitionに対するコア セルのセルID。
または、nPartitionが起動していない場合
は255。

INTCoreCellID

このnPartitionのプライマリ起動パス。
BootPathsAreAvailableが真の場合に、存
在、設定可能。ユーザ設定が可能。

NVARCHAR(256)PrimaryBootPath

このnPartitionの代替ブート パス。PA-RISC
プラットフォーム上のすべてのnPartition
に対して存在し設定可能。しかし、
Itanium®ベースのプラットフォーム上で
は、プロバイダが動作しているnPartition
に対してのみ存在し設定可能。ユーザ設
定が可能

NVARCHAR(256)AlternateBootPath

このnPartitionのHA代替ブート パス。
BootPathsAreAvailableが真の場合に、存
在、設定可能。ユーザ設定が可能。

NVARCHAR(256)HAAlternateBootPath

HPUX_BaseKernelParameterテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTBaseKernelParameter_LUID

HPUX_BaseKernelParameterを部分的に識
別。

BIGINTNodeID

HPUX_BaseKernelParameterを部分的に識
別。

BIGINTSnapshotID

HPUX_BaseKernelParameterを部分的に識
別。カーネル設定グループのインデック
ス。

INTBaseKernelParameterID

カーネル設定パラメータの名前。NVARCHAR(256)settingID

カーネル設定パラメータの値。NVARCHAR(256)CurrentValue

HPUX_Bundleテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTBundle_LUID

HPUX_Bundleを部分的に識別。BIGINTNodeID
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説明 データ型  カラム名 
HPUX_Bundleを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_Product.IdentifyingNumberから継承。
ソフトウェアのシリアル番号、ハードウェ
ア チップのチップ番号、プロジェクト番
号などの製品識別。

NVARCHAR(64)IdentifyingNumber

CIM_Product.Versionから継承。製品バー
ジョン情報。DMTF Solution Exchange
StandardのProductオブジェクトのVersion
プロパティに対応。

NVARCHAR(64)Version

CIM_Product.Vendorから継承。製品の供
給元、または製品を販売する実体（メー
カ、小売業者、OEM）のNameDMTF
Solution Exchange StandardのProductオブ
ジェクトのVendorプロパティに対応。

NVARCHAR(256)Vendor

CIM_Product.Nameから継承。一般的に使
用される製品名。

NVARCHAR(256)Name

HPUX_Bundleに固有。製品のバリエーショ
ンの区別に使用される、ベンダが定義し
た文字列（表示、およびソフトウェア仕
様の解決に使用される。リビジョン属性
とベンダ タグ属性が同一の製品において、
ターゲット アーキテクチャごとにソフト
ウェアのバージョンが異なるか、別のバ
リエーション（サポートされているロケー
ルなど）がある場合、アーキテクチャ属
性の値は、バージョンごとに異なる。こ
の値にその他の意味はない）。

NVARCHAR(64)Architecture

HPUX_Bundleの場所。HPUX_Bundleに固
有。インストール済みソフトウェアのソ
フトウェア仕様の解決に使用。特定製品
の場所は、その場所にインストールされ
ている、その製品のすべてのファイルセッ
トに関係する（製品のリロケータブル ファ
イルが保存されているパスである）。

NVARCHAR(256)Location

HPUX_Bundleに固有。ソフトウェアのイン
ストール時にユーザが指定し、論理名を
使用して製品（または製品バージョンの
セット）を識別するために使用する。

NVARCHAR(64)QualifierID

HPUX_Bundleに固有。実装によって設定さ
れる値。オブジェクトのカタログ情報が
初めて書き込まれた時刻。Epochから経過
したミリ秒として保存される。

BIGINTCreateTime

CIM_ManagedElement.Descriptionから継
承。テキストによる、オブジェクトの説
明。

NVARCHAR(512)Description
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説明 データ型  カラム名 
HPUX_Bundleに固有。実装によって設定さ
れる値。オブジェクトのカタログ情報が
最後に書き込まれた時刻。Epochから経過
したミリ秒として保存される。

BIGINTModificationTime

HPUX_Bundleに固有。 ソフトウェア オブ
ジェクト内に含まれる、すべてのファイ
ルとコントロール ファイルの合計サイズ
（バイト単位）（ファイルセット以外の
オブジェクトの場合、値は必要に応じて
ダイナミックに算出される）。

NVARCHAR(32)Size

CIM_ManagedElement.Captionから継承。
テキストによる、オブジェクトの簡潔な
説明。

NVARCHAR(64)Caption

HPUX_Bundleに固有。バンドルの著作権表
示。

NVARCHAR(256)Copyright

HPUX_Bundleに固有。製品に一般的に関連
する、ベンダが定義したディレクトリ（一
般的には、製品のすべての（またはほと
んどすべての）ファイルがインストール
されるディレクトリである。Is Locatable
属性が真になっているファイルセットを
含む製品の場合は、製品ディレクトリの
一部を製品の場所で置き換えて、パスの
先頭部分としてこのディレクトリを含む
すべてのファイルを、インストール中に
Location Directoryに移動できる）。

NVARCHAR(256)Directory

HPUX_Bundleに固有。同一タグを含む製品
（およびバンドル）のバージョンを区別
する、唯一の属性（バージョンを区別す
る属性の単純形式であり、エクスポート
されたカタログのコンテキスト内のみで
有効）。

NVARCHAR(16)InstanceIdentifier

HPUX_Bundleに固有。製品の任意のファイ
ルセットでIs Locatable属性が真に設定さ
れているかどうかを表すブール値。

bitIsLocatable

HPUX_Bundleに固有。この属性と値は、将
来使用するために組み込まれている。

NVARCHAR(64)LayoutVersion

HPUX_Bundleに固有。POSIX.1（2）、セ
クション4.4.1によって定義されている
uname構造の有効なマシン メンバを説明
するソフトウェア パターン マッチング文
字列（互換性の判断に使用）。

NVARCHAR(64)MachineType

CIM_Product.SKUNumberから継承。製品
SKU情報。

NVARCHAR(64)SKUNumber
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説明 データ型  カラム名 
HPUX_Bundleに固有。POSIX.1（2）、セ
クション4.4.1によって定義されている
uname構造の有効なsysnameメンバを説明
するソフトウェア パターン マッチング文
字列（互換性の判断に使用）。

NVARCHAR(256)OperatingSystemName

HPUX_Bundleに固有。POSIX.1（2）、セ
クション4.4.1によって定義されている
uname構造の有効なリリース メンバを説
明するソフトウェア パターン マッチング
文字列（互換性の判断に使用）。

NVARCHAR(256)OperatingSystemRelease

HPUX_Bundleに固有。POSIX.1（2）、セ
クション4.4.1によって定義されている
uname構造の有効なバージョン メンバを
説明するソフトウェア パターン マッチン
グ文字列（互換性の判断に使用）。

NVARCHAR(64)OperatingSystemVersion

HPUX_Bundleに固有。このソフトウェア
オブジェクトがパッチであるかどうかを
表すブール値。

bitISPatch

HPUX_Bundleに固有。ソフトウェアのイン
ストール元の場所。

NVARCHAR(256)InstallSource

HPUX_Bundleに固有。POSIX互換性のバー
ジョンに関する情報を提供。ソフトウェ
アのパッケージ化かインストールを行う
オペレーティング システム リリースに対
応。

Nvarchar(64)DataModelRevision

HPUX_Bundleに固有。ソフトウェアがシス
テムにインストールされた年月日と時刻
のタイムスタンプ。Epochから経過したミ
リ秒で保存される。

BIGINTInstallDate

HPUX_Bundleに固有。バンドルの内容の
ファイルセット ソフトウェア仕様。

NVARCHAR(256)Contents

HPUX_DNSServiceテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTDNSService_LUID

HPUX_DNSServiceを部分的に識別。BIGINTNodeID

HPUX_DNSServiceを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが同一である
CIM_ComputerSystem.Nameに等しい。

NVARCHAR(256)SystemName

CIM_ManagedSystemElement.Nameから継
承。オブジェクトを認識するラベルを定
義する。

NVARCHAR(256)Name
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説明 データ型  カラム名 
ホスト名検索の検索リストである。この
属性とドメイン名属性は、相互に排他的
である。

NVARCHAR(512)SearchList

リゾルバが検索するネーム サーバのIPア
ドレス（ドット表記）を指定する（9個ま
でのネーム サーバをリストできる。名前
は空白で区切られる）。

NVARCHAR(512)Addresses

HPUX_Filesetテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTFileset_LUID

HPUX_Filesetを部分的に識別。BIGINTNodeID

HPUX_Filesetを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_SoftwareElement.SoftwareElementIDか
ら継承。ソフトウェア要素の識別子であ
り、その他のキーと併用して要素を一意
に表現するように設計されている。

BIGINTSoftwareElementID

CIM_SoftwareElement.Nameから継承。ソ
フトウェア要素の識別に使用する名前。

NVARCHAR(256)Name

CIM_SoftwareElement.Versionから継承。
ソフトウェア バージョンは、<メジャー
>.<マイナー>.<リビジョン> または <メ
ジャー>.<マイナー><文字><リビジョン>
の形式でなければならない。

NVARCHAR(64)Version
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説明 データ型  カラム名 
CIM_SoftwareElement.TargetOperatingSystemName
から継承（CIM_OperatingSystem.OSType
の列挙値を使用する：0 = 不明、1 = その
他、2 = MACOS、3 = ATTUNIX、4 =
DGUX、5 = DECNT、6 = Digital Unix、7
= OpenVMS、8 = HPUX、9 = AIX、10 =
MVS、11 = OS400、12 = OS/2。13 =
JavaVM、14 = MSDOS、15 = WIN3x、
16 = WIN95、17 = WIN98、18 =
WINNT、19 = WINCE、20 = NCR3000、
21 = NetWare、22 =OSF、23 =
DC/OS、24 = Reliant UNIX、25 = SCO
UnixWare、26 = SCO OpenServer、27 =
Sequent、28 = IRIX、29 = Solaris、30 =
SunOS、31 = U6000、32 = ASERIES、33
= TandemNSK、34 = TandemNT、35 =
BS2000、36 = LINUX、37 = Lynx、38 =
XENIX、39 = VM/ESA、40 = Interactive
UNIX、41 = BSDUNIX、42 = FreeBSD、
43 = NetBSD、44 = GNU Hurd、45 =
OS9、46 = MACH Kernel、47 = Inferno、
48 = QNX、49 = EPOC、50 = IxWorks、
51 = VxWorks、52 = MiNT、53 = BeOS、
54 = HP MPE、55 = NextStep、56 =
PalmPilot、57 = Rhapsody、58 = Windows
2000、59 = 専用、60 = OS/390、61 =
VSE、62 = TPF、63 = Windows Me、64
= Caldera Open UNIX、65 = OpendBSD、
66 = 適用不能

SMALLINTTargetOperatingSystemName

実装によって設定される値。オブジェク
トのカタログ情報が初めて書き込まれた
時刻。Epochから経過したミリ秒として保
存される。

BIGINTCreateTime

CIM_ManagedElement.Descriptionから継
承。テキストによる、オブジェクトの説
明。

NVARCHAR(32)Description

実装によって設定される値。オブジェク
トのカタログ情報が最後に書き込まれた
時刻。Epochから経過したミリ秒として保
存される。

BIGINTModificationTime

ソフトウェア オブジェクト内に含まれる、
すべてのファイルとコントロール ファイ
ルの合計サイズ（バイト単位）（ファイ
ルセット以外のオブジェクトの場合、値
は必要に応じてダイナミックに算出され
る）。

NVARCHAR(32)Size

CIM_ManagedElement.Captionから継承。
テキストによる、オブジェクトの説明。

NVARCHAR(64)Caption
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説明 データ型  カラム名 
エクスポートされたカタログ内でファイ
ルセットのコントロール ファイルが保存
されたファイルセット コントロール ディ
レクトリの名前。

NVARCHAR(256)ControlDirectory

ファイルセットでカーネルの再構築が必
要であるかどうかを表すブール値。

bitISKernel

ファイルセットをインストール中に移動
できるかどうかを表すブール値。

bitISLocatable

ファイルセットを設定したホストをリブー
トする必要があるかどうかを表すブール
値。

bitISReboot

リロケータブル ファイルが保存されてい
る場所を指定（この属性は、インストー
ル済みソフトウェアのファイルセットの
みで有効。移動がインストール中に指定
された場合に限って、製品ディレクトリ
属性と異なる）。

NVARCHAR(256)Location

ファイルセットのファイルが存在するメ
ディアを識別する値のリスト。

NVARCHAR(256)MediaSequenceNumber

列挙値：0 = 展開可能、1 = インストール
可能、2 = 実行可能、3 = 実行中

SMALLINTSoftwareElementState

POSIX互換性のバージョンに関する情報を
提供。ソフトウェアのパッケージ化かイ
ンストールを行うオペレーティング シス
テム リリースに対応。

NVARCHAR(64)DataModelRevision

同一タグを含む製品（およびバンドルと
ファイルセット）のバージョンを区別す
る、唯一の属性（バージョンを区別する
属性の単純形式であり、エクスポートさ
れたカタログのコンテキスト内のみで有
効）。

NVARCHAR(16)InstanceIdentifier

ソフトウェアがシステムにインストール
された年月日と時刻のタイムスタンプ。
Epochから経過したミリ秒で保存される。

BIGINTInstallDate

製品のバリエーションの区別に使用され
る、ベンダが定義した文字列。表示、お
よびソフトウェア仕様の解決に使用され
る（リビジョン属性とベンダ タグ属性が
同一の製品において、ターゲット アーキ
テクチャごとにソフトウェアのバージョ
ンが異なるか、別のバリエーション（サ
ポートされているロケールなど）がある
場合、アーキテクチャ属性の値は、バー
ジョンごとに異なる。この値にその他の
意味はない）。

NVARCHAR(64)Architecture
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説明 データ型  カラム名 
POSIX.1（2）、セクション4.4.1によって
定義されているuname構造の有効なマシン
メンバを説明するソフトウェア パターン
マッチング文字列（互換性の判断に使
用）。

NVARCHAR(64)MachineType

POSIX.1（2）、セクション4.4.1によって
定義されているuname構造の有効な
sysnameメンバを説明するソフトウェア パ
ターン マッチング文字列（互換性の判断
に使用）。

NVARCHAR(64)OperatingSystemName

POSIX.1（2）、セクション4.4.1によって
定義されているuname構造の有効なリリー
ス メンバを説明するソフトウェア パター
ン マッチング文字列（互換性の判断に使
用）。

NVARCHAR(256)OperatingSystemRelease

POSIX.1（2）、セクション4.4.1によって
定義されているuname構造の有効なバー
ジョン メンバを説明するソフトウェア パ
ターン マッチング文字列（互換性の判断
に使用）。

NVARCHAR(64)OperatingSystemVersion

ソフトウェアのインストール元の場所。NVARCHAR(128)InstallSource

このソフトウェア オブジェクトがパッチ
であるかどうかを表すブール値。

bitISPatch

ファイルセットが完成していないことを
表すが、パッチではなく、更新として限
定される（散在しているファイルセット
で更新した結果、古いファイルセットの
カタログ情報が新しいファイルセットに
マージされて古いファイルセットが削除
され、すべてのファイルセットの更新後
もシステムが同じ状態になる。このオプ
ションは、先行属性と併用し、散在する
ファイルセットが更新できるソフトウェ
アのバージョンを正確に示す必要がある。
散在するファイルセットは、そのバージョ
ンとともにインストールする場合、また
はそのバージョンがすでにインストール
されている場合に限って便利である）。

bitISSparse

インストール済みパッチのみに適用され
る。インストール済みパッチの現在の状
態を表す。

NVARCHAR(16)PatchState

インストール済みパッチのみに適用され
る。このパッチ ファイルセットが適用さ
れているソフトウェアを指定する。

NVARCHAR(256)AppliedPatches

このパッチの前のパッチをリストする。NVARCHAR(256)SupercededBy
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説明 データ型  カラム名 
このパッチ ファイルセットのインストー
ル中にソフトウェアインストールによっ
て使用され、patch_save_filesがそのとき
に真に設定されている場合に、パッチ適
用済みファイルを保存する （ロール バッ
ク時、またはこのパッチの適用時に、こ
の属性が使用されて、保存されたファイ
ルにアクセスするディレクトリが判断さ
れる）。

NVARCHAR(256)SavedFileDirectory

HPUX_HFSテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTHFS_LUID

 BIGINTNodeID

 BIGINTSnapshotID

CIM_FileSystem.Nameから継承。コン
ピュータシステム内のファイルシステム
インスタンスのキーとして動作する、継
承した名前。

NVARCHAR(256)Name

HPUX_HFSに一致。NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)CSCreationClassName

NodeIDが同一である
CIM_ComputerSystem.Nameと一致。

NVARCHAR(256)CSName

CIM_FileSystem.Rootから継承。ファイル
システムのルートを定義するパス名かそ
の他の情報。

NVARCHAR(256)Root

CIM_FileSystem.ReadOnlyから継承。ファ
イルシステムが読み取り専用として指定
されていることを表す。

bitReadOnly

CIM_FileSystem.FileSystemTypeから継承。
ファイルシステムのタイプ、および規則
について説明する文字列（たとえば、
\"NTFS\"や\"S5\"、およびファイルシス
テムの実装に関する追加情報など。さま
ざまなファイルシステム（S5など）が存
在するので、このプロパティは文字列と
して定義される）。

NVARCHAR(256)FileSystemType

CIM_FileSystem.FileSystemSizeから継承。
ファイル システムの合計サイズ（バイト
単位）（不明の場合は0）。

BIGINTFileSystemSize

CIM_FileSystem.BlockSizeから継承。デー
タ ストレージと検索のファイルシステム
のブロック サイズ。

BIGINTBlockSize
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説明 データ型  カラム名 
CIM_FileSystem.AvailableSpaceから継承。
ファイルシステムの合計空き容量（バイ
ト単位）。

BIGINTAvailableSpace

CIM_ManagedSystemElement.Nameから継
承。オブジェクトを認識するためのラベ
ル。

NVARCHAR(256)RemoteFileSystem_Name

CIM_UnixLocalFileSystem.FreeINodesから
継承。ファイル システム内に存在する空
きIノード数。

BIGINTFreeInodes

CIM_UnixLocalFileSystem.TotalINodesから
継承。ファイル システムで使用できるI
ノードの総数。0は、このファイル システ
ムに事前設定されｽ制限がないことを示
す。

BIGINTTotaInodes

CIM_UnixLocalFileSystem.FSReservedCapacity
から継承。ファイル システムの予約デー
タ容量（バイト単位）。

BIGINTFSReservedCapacity

ファイル システムがブート可能であるか
どうかを表す。

bitBootable

このファイル システムで巨大ファイルが
サポートされていることを示す。

bitLargeFileSupported

許可されている空きディスク容量の最低
パーセンテージを示す。

bitMinimumFreespace

ファイル システムのフラグメント ブロッ
ク サイズを指定する。

INTFragmentSize

ファイル システムのIノードの密度を指定
する。

INTInodeSize

ディスク上のトラックごとのセクタ数。INTSectorsPerTrack

ディスク上のシリンダごとのトラック数
を指定。

INTTracksPerCylinder

シリンダ グループごとのディスク シリン
ダ数を指定。

INTDiskCylindersPerCylinderGroup

1秒間のディスク回転数を指定。INTDiskRevolutionsPerSecond

転送完了割り込みをかけてから、同じディ
スクで新しい転送を開始するまでの予想
時間（ミリ秒単位）を指定。

INTRotationalDelay

現在マウントされているファイル システ
ムの総数。

INTdc_MountedFileSystems

HPUX_LogicalVolumeテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTLogicalVolume_LUID

HPUX_LogicalVolumeを部分的に識別。BIGINTNodeID
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説明 データ型  カラム名 
HPUX_LogicalVolumeを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

システムの論理ボリュームの名前。NVARCHAR(256)Name

CIM_LogicalDevice.DeviceIDから継承。論
理デバイスを一意に指定するアドレスか
その他の識別情報。

NVARCHAR(64)DeviceID

CIM_StorageExtent.Accessから継承。メ
ディアが読み取り可能であるか書き込み
可能であるか、またはその両方であるか
を説明する（列挙値：0 = 不明、1 = 読み
取り可能、2 = 書き込み可能、3 = 読み取
りと書き込みを両方ともサポート、4 =
Write Once)

SMALLINTAccess

HPUX_LogicalVolume.BlockSizeに
HPUX_LogicalVolume.NumberOfBlocksをか
けて算出。

BIGINTLogicalExtentSize

論理拡張の数による、論理ボリュームの
容量。

BIGINTCapacity

論理ボリュームのミラー コピー数。INTMirrorCopyNumber

ミラー論理ボリュームの一貫性復元方法。
ミラーリングされていない論理ボリュー
ム（MWC、NOMWC、NONE）には値
がない。

NVARCHAR(64)ConsistencyRecovery

論理ボリュームのアクセス スケジュール
ポリシー。Striped、Sequential、Parallelの
うちいずれかの値になる。

NVARCHAR(64)SchedulePolicy

論理ボリュームのストライプ数。INTNumberOfStripes

論理ボリュームのストライプ サイズ。キ
ロバイト単位の値。

INTStripeSize

不良ブロック移動機能のスイッチ。オン
である場合は真。オフである場合は偽。

BITBadBlockRelocation

論理ボリュームの割り当てポリシー。
Non-Strict、Non-Strict/Contiguous、Strict、
Strict/Contiguous、PVG-Strict、
PVG-Strict/Contiguous、
PVG-Strict/Distributed、Unknownのうちい
ずれかの値。

NVARCHAR(64)AllocationPolicy

論理ボリュームの古い論理拡張のカウン
タ。論理ボリュームがミラーリングされ
ている場合に限って有効。

INTStaledLogicalExtent

論理ボリュームの読み取りアクセス数。INTNumberReadAccesses

論理ボリュームの書き込みアクセス数。INTNumberWriteAccesses

論理ボリュームの利用可能ステータス。
Available/State、Available/Syncd、
Available、Unavailableのうちいずれかの
値。

NVARCHAR(64)Status
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HPUX_NISServerServiceテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNISServerService_LUID

HPUX_NISServerServiceを部分的に識別。BIGINTNodeID

HPUX_NISServerServiceを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_ManagedSystemElement.Nameから継
承。オブジェクトを認識するラベルを定
義する。

NVARCHAR(256)Name

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが同一である
CIM_ComputerSystem.Nameと一致。

NVARCHAR(256)SystemName

HPUX_NISServerServiceに一致。NVARCHAR(256)CreationClassName

NISサーバ待機フラグ。ホストはNISサー
バの応答を待機する（列挙値：0 = 不明、
1 = その他、2 = 待機、3 = 待機なし）

SMALLINTServerWaitFlag

CIM_ManagedElement.Captionから継承。
テキストによる、オブジェクトの説明。

NVARCHAR(64)Caption

CIM_ManagedElement.Descriptionから継
承。テキストによる、オブジェクトの説
明。

NVARCHAR(512)Description

管理対象システムがどのタイプのNISサー
バであるかを返す。システムがNISサーバ
でない場合はNoneが返される（列挙値：
0 = 不明、1 = その他、2 = なし、3 = NIS
マスタ、4 = NISスレーブ

SMALLINTServerType

HPUX_NTPServiceテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTNTPService_LUID

HPUX_NTPServiceを部分的に識別。BIGINTNodeID

HPUX_NTPServiceを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_ComputerSystemと一致。NVARCHAR(256)SystemCreationClassName

NodeIDが同一である
CIM_ComputerSystem.Nameの値と一致。

NVARCHAR(256)SystemName

HPUX_NTPServiceに一致。NVARCHAR(256)CreationClassName

CIM_ManagedSystemElement.Nameから継
承。オブジェクトを認識するラベルを定
義する。

NVARCHAR(256)Name

CIM_ManagedElement.Captionから継承。
テキストによる、オブジェクトの説明。

NVARCHAR(64)Caption
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説明 データ型  カラム名 
ファイル/etc/hostsに出現するホスト名に
よって指定されるか、ドット表記のIPアド
レスである（複数のサーバは、カンマで
区切られて指定される）。

NVARCHAR(512)ServerAddress

CIM_ManagedElement.Descriptionから継
承。テキストによる、オブジェクトの説
明。

NVARCHAR(512)Description

HPUX_PhysicalVolumeテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTPhysicalVolume_LUID

HPUX_PhysicalVolumeを部分的に識別。BIGINTNodeID

HPUX_PhysicalVolumeを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

システムの物理ボリュームの名前。NVARCHAR(256)Name

CIM_LogicalDevice.DeviceIDから継承。論
理デバイスを一意に指定するアドレスか
その他の識別情報（物理ボリュームの名
前が返されることがある。たとえ
ば/dev/dsk/c0t0d0など）。

NVARCHAR(64)DeviceID

代替物理ボリューム パス名が返されるこ
とがある（たとえば、/dev/rdsk/c0t0d0
など。「dsk」を「rdsk」に置き換えた
DeviceIDが返される）。

NVARCHAR(256)AlternatePVName

物理ボリュームの利用可能ステータス。
AvailableかUnavailableが返される。

NVARCHAR(32)Status

バイト単位のサイズ。
HPUX_PhysicalVolume.BlockSizeに
HPUX_PhysicalVolume.NumberOfBlocksを
かけて算出。

BIGINTPhysicalExtentSize

物理拡張の数による、物理ボリューム全
体の容量。

BIGINTCapacity

物理拡張の数による、割り当て済み物理
ボリュームのサイズ。

INTAllocated

物理拡張の数による、空き物理ボリュー
ム スペースのサイズ。

INTFree

物理ボリュームの古い物理拡張のカウン
タ。

INTNumberStaledPEs

HPUX_Productテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTProduct_LUID

HPUX_Productを部分的に識別。BIGINTNodeID
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説明 データ型  カラム名 
HPUX_Productを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_Product.IdentifyingNumberから継承。
ソフトウェアのシリアル番号、ハードウェ
ア チップのチップ番号、プロジェクト番
号などの製品識別。

NVARCHAR(64)IdentifyingNumber

CIM_Product.Nameから継承。一般的に使
用される製品名。

NVARCHAR(256)Name

CIM_Product.Versionから継承。製品のリ
ビジョンについて説明する、ベンダが定
義した文字列。

NVARCHAR(64)Version

CIM_Product.Vendorから継承。製品の供
給元、または製品を販売する実体（メー
カ、小売業者、OEM）の名前。

NVARCHAR(256)Vendor

製品のバリエーションの区別に使用され
る、ベンダが定義した文字列（表示、お
よびソフトウェア仕様の解決に使用され
る。リビジョン属性とベンダ タグ属性が
同一の製品において、ターゲット アーキ
テクチャごとにソフトウェアのバージョ
ンが異なるか、別のバリエーション（サ
ポートされているロケールなど）がある
場合、アーキテクチャ属性の値は、バー
ジョンごとに異なる。この値にその他の
意味はない）。

NVARCHAR(64)Architecture

インストール済みソフトウェアのソフト
ウェア仕様の解決に使用（特定製品の場
所は、その場所にインストールされてい
る、その製品のすべてのファイルセット
に関係する。製品のリロケータブル ファ
イルが保存されているパスである）。

NVARCHAR(256)Location

ソフトウェアのインストール時にユーザ
が指定し、論理名を使用して製品（また
は製品バージョンのセット）を識別する
ために使用する。

NVARCHAR(64)QualifierID

実装によって設定される値。オブジェク
トのカタログ情報が初めて書き込まれた
時刻。Epochから経過したミリ秒として保
存される。

BIGINTCreateTime

CIM_ManagedElement.Descriptionから継
承。テキストによる、オブジェクトの説
明。

NVARCHAR(512)Description

実装によって設定される値。オブジェク
トのカタログ情報が最後に書き込まれた
時刻。Epochから経過したミリ秒として保
存される。

BIGINTModificationTime
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説明 データ型  カラム名 
ソフトウェア オブジェクト内に含まれる、
すべてのファイルとコントロール ファイ
ルの合計サイズ（バイト単位）（ファイ
ルセット以外のオブジェクトの場合、値
は必要に応じてダイナミックに算出され
る）。

NVARCHAR(32)Size

CIM_ManagedElement.Captionから継承。
テキストによる、オブジェクトの説明。

NVARCHAR(64)Caption

製品を構成する、実際のファイルセット
を含む（現在インストールされているも
のではなく、製品用に定義されている、
すべてのファイルセットのリスト。ファ
イルセット属性によって説明される）。
all_filesets属性は、別のソフトウェア オブ
ジェクトがこの製品に依存する場合、こ
の製品の完成度を判断するために使用す
る。製品の前提条件や共通条件をチェッ
クする場合、実際にはインストールされ
ていないか使用できない、all_filesetsの
fileset.tagが存在するということは、依存
できないことを表す。前提条件や共通条
件でテストしたすべての内容の代わりに、
事前条件では依存仕様の内容が存在する
かどうかがテストされるため、事前条件
には影響しない）。

NVARCHAR(256)AllFileSets

エクスポートされたカタログ内で製品の
コントロール ファイルが保存された製品
コントロール ディレクトリの名前。

NVARCHAR(256)ControlDirectory

製品の著作権表示。NVARCHAR(256)Copyright

製品に一般的に関連する、ベンダが定義
したディレクトリ（一般的には、製品の
すべての（またはほとんどすべての）ファ
イルがインストールされるディレクトリ
である）。Is Locatable属性が真になって
いるファイルセットを含む製品の場合は、
製品ディレクトリの一部を製品の場所で
置き換えて、パスの先頭部分としてこの
ディレクトリを含むすべてのファイルを、
インストール中にLocation Directoryに移動
できる）。

NVARCHAR(256)Directory

同一タグを含む製品（およびバンドル）
のバージョンを区別する、唯一の属性
（バージョンを区別する属性の単純形式
であり、エクスポートされたカタログの
コンテキスト内のみで有効）。

NVARCHAR(16)InstanceIdentifier

製品の任意のファイルセットでIs Locatable
属性が真に設定されているかどうかを表
すブール値。

bitISLocatable
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説明 データ型  カラム名 
カーネル ファイルセットのインストール
後に実行されるスクリプトのパス。カー
ネル ファイルセットを含む製品には、こ
のパスが含まれる必要がある（この属性
が提供される場合は、対応するスクリプ
トが実行される（インストール済みソフ
トウェアのルート ディレクトリの相対ディ
レクトリに存在する場合）。この属性が
提供されない場合は、実装によって定義
されたパス（属性のデフォルト値）が使
用される（インストール済みソフトウェ
アのルート ディレクトリの相対ディレク
トリに存在する場合）。代替ルート ディ
レクトリを使用すると、インストール済
みソフトウェアのルート ディレクトリの
相対ディレクトリにデフォルト パスが存
在することになる）。

NVARCHAR(256)PostKernelPath

この属性と値は、将来使用するために組
み込まれている。

NVARCHAR(64)LayoutVersion

POSIX.1（2）、セクション4.4.1によって
定義されているuname構造の有効なマシン
メンバを説明するソフトウェア パターン
マッチング文字列（互換性の判断に使
用）。

NVARCHAR(64)MachineType

この属性の値に関連する意味は定義され
ていない。部品番号、注文番号、シリア
ル番号など、ベンダが定義した値の保存
に使用できる。

NVARCHAR(64)SKUNumber

POSIX.1（2）、セクション4.4.1によって
定義されているuname構造の有効な
sysnameメンバを説明するソフトウェア パ
ターン マッチング文字列。互換性の判断
に使用。

NVARCHAR(256)OperatingSystemName

POSIX.1（2）、セクション4.4.1によって
定義されているuname構造の有効なリリー
ス メンバを説明するソフトウェア パター
ン マッチング文字列。互換性の判断に使
用。

NVARCHAR(256)OperatingSystemRelease

POSIX.1（2）、セクション4.4.1によって
定義されているuname構造の有効なバー
ジョン メンバを説明するソフトウェア パ
ターン マッチング文字列。互換性の判断
に使用。

NVARCHAR(64)OperatingSystemVersion

このソフトウェア オブジェクトがパッチ
であるかどうかを表すブール値。

bit)ISPatch

ソフトウェアのインストール元の場所。NVARCHAR(128)InstallSource
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説明 データ型  カラム名 
POSIX互換性のバージョンに関する情報を
提供。ソフトウェアのパッケージ化かイ
ンストールを行うオペレーティング シス
テム リリースに対応。

NVARCHAR(8)DataModelRevision

ソフトウェアがシステムにインストール
された年月日と時刻のタイムスタンプ。
Epochから経過したミリ秒で保存される。

BIGINTInstallDate

HPUX_VolumeGroupテーブル
説明 データ型  カラム名 
このテーブル行を一意に定義するLUID。BIGINTVolumeGroup_LUID

HPUX_VolumeGroupを部分的に識別。BIGINTNodeID

HPUX_VolumeGroupを部分的に識別。BIGINTSnapshotID

CIM_DiskGroup.CollectionIDから継承。収
集オブジェクトの識別。

NVARCHAR(64)CollectionID

システムのボリューム グループの名前。NVARCHAR(256)Name

システムのボリューム グループのアクセ
ス権。Read-Only、Read-Writeのどちらか
になる。

NVARCHAR(64)AccessPermission

システムのボリューム グループの利用可
能ステータス。AvailableかUnavailableの
どちらかになる。

NVARCHAR(32)Status

基礎的な物理拡張サイズ（バイト単位）。INTPhysicalExtentSize

物理拡張の数による、ボリューム グルー
プ全体の容量。

INTCapacity

物理拡張の数による、ボリューム グルー
プで割り当てられたスペース。

INTAllocated

ボリューム グループの空き物理拡張の数。INTFreeSpace

ボリューム グループで定義できる物理ボ
リュームの最大数。

INTMaxNumberOfPVs

物理ボリュームから割り当て可能な物理
拡張の最大数。

INTNumberOfDefinedPVs

ボリューム グループで現在定義されてい
る物理ボリュームの数。

INTNumberOfActivePVs

ボリューム グループで定義できる論理ボ
リュームの最大数。

INTMaxNumberOfLVs

ボリューム グループで現在定義されてい
る論理ボリュームの数。

INTNumberOfDefinedLVs

ボリューム グループで現在アクティブに
なっている論理ボリュームの数。

INTNumberOfActiveLVs

ボリューム グループの物理ボリューム グ
ループの総数。

INTNumberOfPVGroups
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IPAddressテーブル
IPAddressテーブルには、デバイスの認識済みIPアドレスが含まれる。IPAddressのフィールドに
ついて、次の表で説明します。

説明 データ型  カラム名 
収集済みデータ セットにシステムを関連
付ける。システム情報は、DeviceKeyを使
用してデバイス テーブルにリンクされる。

INT*DeviceKey

システムのアドレス インデックス。たと
えば、0は最初のIPアドレス、1は第2 IPア
ドレスということになる。

INT*ipindex

TCP/IPアドレス（x.x.x.x）。CHAR(16)*IPAddress

IPアドレスの数値表現。bigintIPAddressNumber 

システムのネットワーク カードのMACア
ドレス（および「:」や「-」などの区切り
文字）。

CHAR(12)MACaddr

TCP/IPサブネット マスク（x.x.x.x）。CHAR(16)IPsubnetMask

インタフェース タイプ。IFTypeIFType

注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

IPProtocolEnd_NetworkPortテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTDependent

レポート生成用。BIGINTAntecendent

注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

IPXAddressテーブル
IPXAddressテーブルには、システムの認識済みIPXアドレスが含まれます。IPXAddressのフィー
ルドについて、次の表で説明します。
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説明 データ型  カラム名 
収集済みデータ セットにシステムを関連
付ける。システム情報は、DeviceKeyを使
用してデバイス テーブルにリンクされる。

INT*DeviceKey

システムの一意のIPXインデックスであり、
1つのシステムに複数のIPXアドレスが存在
する場合におもに使用される。

INT*IpxIndex

このシステムのIPXアドレス。CHAR(25)*IPXAddress

注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

OperationalStatus_SVvaluesテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTOperationalStatusId

レポート生成用。BIGINTOperationalStatusValue

PhysicalPackage_Productテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTPartComponent

レポート生成用。BIGINTGroupComponent

SCSIProtoCont_SCSIProtoEndテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTAvailableSAP

レポート生成用。BIGINTMangedElement

SCSIProtocolCont_SoftwareIdテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTSystem

レポート生成用。BIGINTInstalledSoftware
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SCSIProtoEnd_SCSIProtoEndテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTDependent

レポート生成用。BIGINTAntecedent

NetworkAddresses_valuesテーブル
説明 データ型  カラム名 
この行を一意に識別するBIGINTNetworkAddressesId

レポート生成用。NVARCHAR(64)NetworkAddressesValue

レポート生成用。INTNetworkAddressesPos

NodeSnapshotテーブル
説明 データ型  カラム名 
NodeSnapshotを部分的に識別BIGINTSnapshot_LUID

NodeSnapshotを部分的に識別。BIGINTNodeID

ユーザが定義したタグを含む。NVARCHAR(256)Tag

ユーザが定義したタグの説明。NVARCHAR(512)Description

Epochから経過したミリ秒として保存され
る。

BIGINTCollectionDateTime

詳細な収集ステータス情報。NVARCHAR(512)DetailedInformation

バイナリ ステータス情報。ゼロはエラー
がないことを示す。

SMALLINTReturnCode

システムのスナップショットのステータ
ス。さまざまなレポートによって使用さ
れる。

NVARCHAR(256)Status

現在のところは未使用で、予約されてい
る。

INTDataAvailable

現在のところは未使用で、収集フィルタID
用に予約されている。

BIGINTFilterID

NodeTypesEnumテーブル
説明 データ型  カラム名 
このエントリの列挙型識別子
（deviceTypesEnumビューでリンクする場
合に使用できる。デバイス テーブルの
productTypeの値にも一致）。

INTenumOrd

製品タイプの識別に使用する、一意の文
字列（表示不可）（すべてのインストー
ルで一意であることが保証されている、
唯一の値）。

char(64)enumLabel
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NodeSubTypesEnumテーブル
説明 データ型  カラム名 
このエントリの列挙型識別子
（deviceSubTypesEnumビューでリンクす
る場合に使用できる）。

INTenumOrd

製品サブタイプの識別に使用する、一意
の文字列（表示不可）（すべてのインス
トールで一意であることが保証されてい
る、唯一の値。デバイス テーブルの
productSubTypeフィールドにリンクでき
る）。

char(64)enumLabel

Noticesテーブル
Noticesテーブルには、デバイス検出イベントやSNMPトラップなど、受信したか生成されたす
べてのイベントが含まれます。Noticesのフィールドについて、次の表で説明します。

説明 データ型  カラム名 
通知インスタンスのユニーク識別子INT*NoticeId
● 1=確認中
● 2=未確認（アクティブ）
● 5=確認済み

INTState

noticeTypeテーブルのインデックスINTNoticeType

1 = 正常、2 = 警告、3 = マイナー、4 =
メジャー、5 = クリティカル、100 = 情報

INTNoticeSeverity

予約済み。INTNoticePriority

デバイス テーブルのインデックス。INTDeviceKey

通知が生成されたか、通知を受信した日
時。1970 UTCから経過したミリ秒で表
現。

bigintGenerated

通知がクリアされた日時。1970 UTCから
経過したミリ秒で表現。

bigintCleared

予約済み。bigintCompleted

予約済み。bigintLastChecked

通知がクリアされた日時。1970 UTCから
経過したミリ秒で表現。

bigintLastModifed

この通知が、あるジョブに関連している
場合、そのジョブのジョブID。

char(128)JobID

予約済み。bigintTimestamp

イベントが割り当てられているユーザ名。VARCHAR (255)AssignedTo

1つ以上のイベントにユーザが入力したコ
メント。

VARCHAR (1000)Comments
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注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

NoticeTypeテーブル
NoticeTypeテーブルでは、処理できるすべてのイベント タイプが定義されます。NoticeTypeの
フィールドについて、次の表で説明します。

説明 データ型  カラム名 
システムが割り当てた識別子。INT*NoticeType

システムが割り当てた、ユニーク識別子。Char(32)GUID

イベントの一意の文字列識別。CHAR(255)TypeIdStr

イベント表示の内部ハンドラ。CHAR(255)dispHandler

イベント受信の内部ハンドラであり、一
般的には空白。

Char(255)rxHandler

イベントで使用するデフォルト深刻度。IntdefaultSeverity

イベント詳細の表示にユーザが必要とす
る内部権限レベル。

IntPrivilege

CRSMがインストールされている場合に使
用される。

INTServiceEnable

CRSMがインストールされている場合に使
用される。

INTServiceEnable

CRSMがインストールされている場合に使
用される。

INTProviderID

 

注記:

アスタリスク（*）は、フィールドがテーブルのプライマリ キーの一部であるこ
とを表します。同じテーブルの複数のフィールドにアスタリスクが表示されてい
る場合、プライマリ キーはそれぞれのフィールドに関連します。

OperationalStatus_CSvaluesテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTOperationalStatusId

レポート生成用。SMALLINTOperationalStatusValue

レポート生成用。INTOperationalStatusPos
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OperationalStatus_NPvaluesテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTOperationalStatusId

レポート生成用。SMALLINTOperationalStatusValue

レポート生成用。INTOperationalStatusPos

operationalStatus_PCvaluesテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTOperationalStatusId

レポート生成用。SMALLINTOperationalStatusValue

レポート生成用。INTOperationalStatusPos

Snapshotテーブル
説明 データ型  カラム名 
このスナップショットを一意に定義する
LUID。

BIGINTSnapshotID

スナップショットの全体的なステータス。
スナップショットが正常かどうかを表す
コード。

NVARCHAR(256)OverallStatus

ユーザが定義したタグを含む。NVARCHAR(256)SnapshotTag

Epochから経過したミリ秒として保存され
る。

BIGINTCollectionDateTime

SPAllocatedFromStoragePoolテーブル
説明 データ型  カラム名 
SPAllocFromStoragePoolを一意に定義する
LUID。

BIGINTSPAllocFromStoragePool_LUID

レポート生成用。BIGINTNodeID

レポート生成用。BIGINTSnapshotID

レポート生成用。BIGINTAntecedent

レポート生成用。BIGINTDependent

レポート生成用。BIGINTSpaceConsumed

SVAllocatedFromStoragePoolテーブル
説明 データ型  カラム名 
SVAllocFromStoragePoolを一意に定義する
LUID。

BIGINTSVAllocFromStoragePool_LUID
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説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTNodeID

レポート生成用。BIGINTSnapshotID

レポート生成用。BIGINTAntecedent

レポート生成用。BIGINTDependent

レポート生成用。BIGINTSpaceConsumed

TCPProtoEnd_IPProtoEndテーブル
説明 データ型  カラム名 
レポート生成用。BIGINTAntecedent

レポート生成用。BIGINTDependent

Windowsのイベント ログ
Windows NT/2000イベント

HP Systems Insight Managerでは、通常操作中に、次のイベントをNTイベント ログに書き込む
ことができます。

 イベント タイプ  イベントID 
エラー1

警告2

情報3

Windows NT/2000イベント ログ エラー メッセージ
説明メッセージ

無効なコマンドライン引数を指定してHP
Systems Insight Managerサービスを開始しよう
としました。

HP Systems Insight Manager error: NNNN
StartServiceCtrlDispatcher failed

HP Systems Insight Managerからステータスを
取得しようとしたとき、エラーが返されまし
た。

HP Systems Insight Manager error: NNNN
SetServiceStatus failed

HP Systems Insight Managerアプリケーション
が異常終了しました。

HP Systems Insight Manager Application Stopped
Abnormally

SNMPサービスがインストールされていないか
停止中であることをHP Systems Insight Manager
サービス プログラムが検出したので、HP
Systems Insight Managerアプリケーションが起
動されませんでした。サービス プログラムは、
自動的に終了します。

SNMP and Snmptrap services required by HP
Systems Insight Manager are not installed or not
running

HP Systems Insight Managerでデータベース
サーバを設定できませんでした。

Failed to set SQL Server 'show advanced options'
to 1
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説明メッセージ

HP Systems Insight Managerでデータベース
サーバを設定できませんでした。

Failed to set SQL Server 'min server memory' to
MemorySizeHere MB

HP Systems Insight Managerにより、ユーザが
指定したデータベース サーバ メモリ使用法が
設定されました。

The SQL Server 'min server memory' is set to
MemorySizeHere MB, which is less than the
recommended MemorySizeHere MB

HP Systems Insight Managerでデータベース
サーバを設定できませんでした。

Failed to set SQL Server 'show advanced options'
back to 0

HP Systems Insight Managerがセキュリティ通
知を受信しました。

NoticeDescriptionHere

HP Systems Insight Managerにより、ユーザが
指定したデータベース サーバ メモリ使用法が
設定されました。

Modified SQL Server 'min server memory' from
0 to MemorySizeHere MB

HP Systems Insight Managerサービス プログラ
ムの自動再起動機能が、HP Systems Insight
Managerアプリケーションを再起動しようとし
ています。

Attempting to Restart HP Systems Insight Manager
Application

HP Systems Insight Managerアプリケーション
が、HP Systems Insight Managerサービス プロ
グラムによって起動されました。

HP Systems Insight Manager Application Started

HP Systems Insight Managerアプリケーション
が正常終了しました。

HP Systems Insight Manager Application Stopped

HP Systems Insight Managerアプリケーション
が異常終了しました。

HP Systems Insight Manager Application stopped
Abnormally

HP Systems Insight Managerプログラムが正常
に作成され、HP Systems Insight Managerのイ
ンストールが完了しました。

HP Systems Insight Managerサービスがインス
トールされました

HP Systems Insight Managerサービス プログラ
ムの停止と削除が、正常に実行されました。

HP Systems Insight Managerサービスが削除さ
れました

HP Systems Insight Managerサービス プログラ
ムが、正常に起動しました。

HP Systems Insight Managerサービスが開始し
ました

HP Systems Insight Managerサービス プログラ
ムが、正常に停止しました。

HP Systems Insight Managerサービスが停止し
ました

接続の問題があるか、またはCPU利用率が定義
可能なスレッショルドを超えました。

CPU Cluster Monitor Resource

接続の問題があるか、またはディスク容量が定
義可能なスレッショルドを超えました。

Disk Cluster Monitor Resource

システムの情報を受信する接続の問題がありま
す。

System Cluster Monitor Resource

SNMPサービスがインストールされていないか
停止中であることをHP Systems Insight Manager
サービス プログラムが検出したので、HP
Systems Insight Managerアプリケーションが起
動されませんでした。サービス プログラムは、
正常に終了します。

SNMP and SNMP trap services required by HP
Systems Insight Manager are not installed or not
running
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説明メッセージ

WMIエラーのログが無効です。詳細について
は、「WMI Mapperプロキシ」を参照してくだ
さい。

DCOM was unable to communicate with
computer<system> using any of the configured
protocols

サービスとサポート

サービスおよびサポート

HP Systems Insight Managerに対するサポートは、基本となるハードウェアのサポートの補助と
して提供されています。HPサポート ページの目的は、各種の製品、サービス、およびサポー
ト関連リソースを提供することです。特に、以下の目的でこのページを使用できます。

● http://www.hp.com/servers/manage（英語）にアクセスしてください。このWebサイト
は、システム管理製品専用です。このサイトには、豊富な製品情報やサービス関連情報が
掲載されています。

● HPのサポート ホームページやWebサイトにアクセスしてください。電話番号、オンライン
ツール、および情報が掲載されています。

● HP製品についてのご質問は、HPサポート フォーラムにお問い合わせください。HPサポート
フォーラム（英語）は、次の場所にあります。http://forums.itrc.hp.com/（英語）

各自の設定を詳しく記録しておくと、トラブルシューティング プロセスを大幅にスピードアッ
プできます。HPのサービス窓口からサポートを受ける場合は、以下を参照してください。

● 管理サーバのメーカ、モデル、シリアル番号情報

● バージョン番号、適用されたすべてのService Packのリスト、HP PSPのバージョン、および
適用されたInsightエージェントの名前とバージョンなどの、オペレーティング システム情
報

● ハードウェア設定情報

❍ Surveyユーティリティの出力、またはHP Insight Diagnosticsからの出力、または[システ
ムの参照（Inspect）]の印刷出力

❍ システム コンフィギュレーション ユーティリティの印刷出力

❍ [システムの参照（Inspect）]ユーティリティまたはシステム コンフィギュレーション
ユーティリティの印刷出力に示されない、サードパーティ製の装置の説明
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用語解説
[すべてのツール]ツールボッ
クス

権限があるシステムかシステム グループのすべてのツールに
完全にアクセスできる、デフォルトのツールボックス。

[監視ツール]ツールボックス 管理対象システムの状態を表示するツールが含まれるが、管理
対象システムの状態を変更するツールが含まれないデフォルト
ツールボックス。

common information model
object manager (CIMOM)

CIMOMは、Webベース エンタープライズ管理（WBEM）プ
ロバイダと管理アプリケーション（HP Systems Insight Manager
など）の間の通信のインタフェースとして機能する。SMI-Sプ
ロバイダ用のインタフェースを提供す るCIMOMは、SMI
CIMOMと呼ばれることがある。

CPUポーリング率 監視対象システム上でHP Insightマネジメント エージェントが
レ ポートするCPUの利用率を、クラスタ監視CPUリソースが
チェックする頻度のこと。

DMI 参照 デスクトップ管理インタフェース

DMIを使用したシステム情報 DMI V2規格に準拠し、テストに合格したエージェント。DMI
V2に準拠したエージェントのリストについては、
http://www.dmtf.orgを参照。

Email通知 HP Systems Insight Managerの通知タスクの1つ。電子メールで
通知を送信する。

hostsファイル IPアドレスなど、HP Systems Insight Managerデータベースのク
リティカル システムの全情報が含まれるファイル。

HP Insightマネジメント エー
ジェント

ユーザの介在なしに、情報を定期的に収集したり、その他の
サービスを実行したりするプログラム。

HP ProLiant Essentials Virtual
Machine Management Pack
(VMM)

Microsoft Virtualサーバ、ならびにVMwareのGSXおよびESXで、
仮想マシンを1か所で集中的に管理および制御する。VMMは、
HP Systems Insight Managerに統合されることにより、HP
ProLiantホスト サーバと仮想マシンを統一的に管理できる。

HP ProLiant Essentials
Vulnerability and Patch
Management Pack

HP Systems Insight Managerに統合される、必要な機能をすべ
て備えた脆弱性評価およびパッチ管理ツール。サーバの可用性
に影響を及ぼす可能性のある問題の予防的識別と解決を簡素化
して、中央の単一コンソールに統合。

HP ProLiantおよびIntegrity
Support Pack

HPによってバンドルされたHP製ソフトウェア コンポーネント
のセット。特定のオペレーティング システムで動作すること
が確認されている。ProLiantおよびIntegrity Support Packには、
ドライバ コンポーネント、エージェント コンポーネント、な
らびにアプリケーションおよびユーティリティ コンポーネン
トが含まれる。これらは、すべて一緒にインストールしても問
題ないことが確認されている。

HP Systems Insight Manager
データベース (データベース)

ユーザ、システム、ツールボックスなど、HP Systems Insight
Managerに関する重要な情報を保存するデータベー ス。
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HPバージョン コントロール
エージェント (VCA)

サーバにインストールし、サーバにインストールされている
HP製ソフトウェアを確認するためのエージェント。バージョ
ン コントロール レポジトリ マネージャエージェ ントをポイ
ントするようにバージョン コントロール エージェントを設定
すると、バージョンを簡単に比較したり、レポジトリからソフ
トウェアを更新したりできるようになる。

HPバージョン コントロール
レポジトリ マネージャ
(VCRM)

ユーザ定義のレポジトリに保存されているHP製ソフトウェア
を管理するHPエージェント。

HyperText Transfer Protocol
(HTTP)

ワールド ワイド ウェブで使用される、基礎となるプロトコ
ル。

Internetwork Packet Exchange
(IPX)

Novell NetWareオペレーティング システムで使用されるネッ
トワーク プロトコル。また、コネクションレス通信で使用さ
れるデータグラム（パケット）プロトコル。

IP範囲 指定した範囲内のIPアドレスを持つシステム。

Javaデータベース接続性
(JDBC)

ODBCと同様に、アプリケーション プログラム インタフェー
ス（API）のこのセットはJavaアプレットのデータベース アク
セスを可能にする標準メカニズムを提供する。

Javaリモート メソッド呼び
出し (RMI)

Javaオブジェクトが、別のJavaオブジェクトとリモートでやり
取りできるようにするプロトコル セット。

Microsoftクラスタ サービス
ステータス ページ

Microsoftクラスタ サーバによって定義されたクラスタ ステー
タスを要約し、MSCS定義のクラスタ属性のステータスと値を
リストするページ。クラスタ監視は、色を使用してMSCSス
テータス値（正常、劣化、障害、その他）を基にステータスを
表示する。

Open Service Event Manager
(OSEM)

Insightマネジメント エージェントが動作している、サポートさ
れているシステム（ProLiantおよびIntegrity）の問題のレポート
を収集し、フィルタリングし、送信することができる。さら
に、システムで問題が検出されると、サービス イベント通知
を自動的に送信する。

Open Service Event Manager
(OSEM)

Insightマネジメント エージェントが動作している、サポートさ
れているシステム（ProLiantおよびIntegrity）の問題のレポート
を収集し、フィルタリングし、送信することができる。さら
に、システムで問題が検出されると、HP Systems Insight
Managerにサービス イベント通知を自動的に送信する。

Performance Management
Pack (PMP)

HP ProLiantサーバのハードウェア障害の検出、分析、説明を行
うソフトウェア ソリューション。PMPツールは、オンライン
分析、オフライン分析、CSVファイル生成レポート、システム
概要レポート、ステータス分析レポート、設定、ライセンス、
手動ログ パージから構成される。

ProLiant Essentialsライセンス
キー

HPがお客様に与える契約上の許可であり、ライセンスの特定
のインスタンスを示すライセンス コードの形式で具体化され
る。1つのライセンスは、1つのキーで表現されたり、キーの
集合によって表現されたりする。
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ProLiant Support Pack HPによってバンドルされたHP製ソフトウェア コンポーネント
のセット。特定のオペレーティング システムで動作すること
が確認されている。ProLiant Support Packには、ドライバ コン
ポーネント、エージェント コンポーネント、ならびにアプリ
ケーションおよびユーティリティ コンポーネントが含まれる。
これらは、すべて一緒にインストールしても問題ないことが確
認されている。

Red Hatパッケージ マネー
ジャ (RPM)

Red Hatパッケージ マネージャは、強力なパッケージ マネー
ジャで、個々のソフトウェア パッケージをビルド、インストー
ル、クエリ、確認、アップデート、およびアンインストールす
るために使用できる。パッケージは、ファイルのアーカイブ
と、名前、バージョン、および説明を含むパッケージ情報で構
成される。

Secure HTTP (HTTPS) HTTPプロトコルの拡張機能であり、Web上でデータを安全に
送信できる。

Secure Shell (SSH) ネットワークを通して別のシステムにログインし、そのシステ
ムでコマンドを実行するプログラム。あるシステムから別のシ
ステムにファイルを移動でき、安全でない経路でも安全な認証
と通信を提供する。

Secure Sockets Layer (SSL) HTTPとTCPの間にあって、クライアントとサーバの間でプライ
バシーやメッセージ整合性を提供する標準プロトコル層。一般
に、SSLは、クライアントが正しいサーバと通信していること
を保証するサーバ認証に使用される。アプリケーション プロ
トコルに依存しない。

Service Advertising Protocol
(SAP)

ネットワークに接続されているサーバのサービスとアドレスの
識別に使用されるNetWareのプロトコル。

Short Message Service (SMS) 簡潔なテキスト メッセージをワイヤレス電話に直接送信する
便利な方法。最大メッセージ長は140文字。

Simple Network Management
Protocol (SNMP)

HP Systems Insight Managerによってサポートされる管理プロ
トコルのうちの1つ。ネットワーク システムとほとんどのサー
バによって広く使用される、従来の管理プロトコル。MIB-2は、
すべてのベンダに一貫して提供されている標準情報である。

SMI CIMOM 参照 common information model object manager

SMI-Sプロバイダ ストレージ管理のための明確に定義されたインタフェースを実
装する業界標準WBEMプロバイダ。HBA、スイッチ、テープ
ライブラリ、およびストレージ アレイのメーカは、それらの
システムをSMI-Sプロバイダと統合するか、SMI-Sプロバイダを
個別のソフトウェア パッケージとして提供することができる。
参照 Webベース エンタープライズ管理

SNMPトラップ 障害を通信するのに使用するシステムで、SNMPエージェント
によって生成される非同期イベント。

SNMPを使用したシステム情
報

SNMP MIB-2規格に準拠するエージェント。
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SNMP通信設定 SNMP通信をサポートするシステムとの通信時に使用されるデ
フォルトのSNMPコミュニティ名。

Storage Management
Initiative Specification (SMI-S)

SNIA（Storage Networking Industry Association）によって策定
された標準管理インタフェース。SMI-Sによって、複数のベン
ダのストレージ デバイスを管理するための共通インタフェー
スが提供され、管理が容易になる。SMI-Sは、業界標準の共通
情報モデルとWebベース エンタープライズ管理技術を使用す
る。

Surveyユーティリティ ハードウェアとオペレーティング システムの設定情報を収集
および配信するエージェント（またはオンライン サービス
ツール）。この情報は、サーバがオンラインの間に収集され
る。

System Management
Homepage

HP Webベース システム マネジメント ソフトウェアのHPス
イートによって使用される統合されたソフトウェア。HTTPお
よびHTTPS上の通信用。HP Webベース システム マネジメント
ソフトウェアに対する機能とセキュリティの統一セットを提
供。

Tomcat WebサーバとしてHP Systems Insight Managerが使用する、Java
サーブレット技術とJavaサーバ ページ技術のオープンソース
実装。

Virtual Server Environment
(VSE)

HP Virtual Server Environmentは、HP-UX、Linux、およびWindows
サーバ用の統合サーバ仮想化製品で、サーバ リソースの利用
率を最適化する柔軟なコンピューティング環境を提供する。
VSEは、動的にサイズを変更できる仮想サーバのプールによっ
て構成される。各仮想サーバは、サービス レベル目標やビジ
ネス優先度に応じて拡張または縮小される。詳細については、
HPのWebサイトhttp://hp.com/go/vse（英語）を参照。

WBEMサービス HP WBEM Services for HP-UXは、WBEM標準とDMTF標準を使
用してHP-UXシステム リソースを管理するHP製品である。

Web-Based Enterprise
Services (WEBES)

システムのダウンタイムを防止または削減するためのツール
スイート。

Webベース エンタープライ
ズ管理 (WBEM)

システム、ネットワーク、ユーザ、およびアプリケーション
を、複数のベンダ環境にまたがって管理するための業界イニシ
アチブ。WBEMは、システム管理を簡素化し、WBEM準拠ア
プリケーションで読み出すことのできるソフトウェア データ
とハードウェア データへのアクセス性能を向上させる。

Web起動対応 (WLA) Webサーバを使用してWebブラウザで起動するツールの実行
タイプ。WLAツールは、複数のシステムに対処するように設
計できる。

Windows Management
Instrumentation (WMI)

ネットワーク、一般にはエンタープライズ ネットワーク内の
システムの管理と制御を可能にする、Windowsオペレーティ
ング システムのAPI。

X Windowシステム プラットフォーム間ウィンドウ システムであり、クライアン
ト/サーバモデルを使用して、ネットワーク経由でサービスを
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配布する。これにより、リモート コンピュータ上でアプリケー
ションやツールを実行できるようになる。

XML文書 XMLで表現されたデータの集合。

Xクライアント Xサーバ上に表示されるアプリケーションまたはツール。Xク
ライアントは、Xアプリケーションとも呼ばれる。

Xサーバ Xクライアントの要求を受け入れて、それに基づいて動作する
ローカル アプリケーション。

イベント 管理環境に何か変更があった場合に、特定ユーザに通知する情
報。イベントはSNMPトラップから生成され、このリリースで
は事前に設定されている。重要なイベントが発生すると、HP
Systems Insight Managerはトラップを受信する。イベントは次
のように定義される。

● 警告。  このタイプのイベントは、問題に発展する可能
性のある状態を示す。

● 情報。  このタイプのイベントに注意する必要はなく、
これらは、便利な情報として提供される。

● 正常。  このイベントは問題ではない。
● マイナー。  このタイプのイベントは、さらに深刻な問
題に発展する可能性のある警告ステータスを示す。

● メジャー。  このタイプのイベントは、差し迫った障害
を表す。

● クリティカル。  このタイプのイベントは、障害が発生
しており、すぐに対処する必要があることを示す。

イベントを確認済みに変更 未確認から確認済みにイベント ステータスを変更すること。

イベント概要 製品タイプごとに未確認イベントを要約する表。

インスタント サポート エン
タープライズ エディション
(ISEE)

データセンタ内の、HP-UX、Microsoft Windows、Linux、
OpenVMS、Tru64 Unix、NonStop、およびSun Solarisサーバ、
ならびにストレージ システム、ネットワーク システムの可用
性を向上させるために、予防的なリモート監視、診断、トラブ
ルシューティングを行う。

インストールされているバー
ジョン

バージョン コントロール エージェントがインストールされて
いるサーバにインストールされている、特定のHP製ソフトウェ
ア コンポーネント。

インターネット プロトコル
(IP)

ネットワーク上で送受信されるデータグラム（パケット）の
フォーマットとアドレス指定スキーマを指定する。ほとんどの
ネットワークは、送信先と送信元の仮想接続を確立するTCP
（Transmission Control Protocol）と、このIPを組み合わせてい
る。

エージェント ユーザの介在なしに、情報を定期的に収集したり、その他の
サービスを実行したりするプログラム。HP Systems Insight
Managerエージェントでは、ハードウェアとソフトウェアの詳
細情報、およびサブシステムのステータスが、HP Systems
Insight Managerと多数のサードパーティ製管理アプリケーショ
ンに提供される。

742

用語解説



参照 マネジメント エージェント

エージェントの設定および修
復

エージェントの設定および修復機能は、SNMP設定の認証情報
や、HP Systems Insight Managerとターゲット システムの間の
信頼関係を修正できるHP Systems Insight Managerのプラグイ
ン機能。7.1以前のエージェントがインストールされているター
ゲット システム上のWebエージェントパスワードを更新する
こともできる。

エージェント設定のレプリ
ケート

Webベース エージェント設定をシステムのグループにコピー
するツール。

エンクロージャ 1組のブレード サーバを収納する物理的なコンテナ。エンク
ロージャは、電源と信号を供給するバックプレーンと配線や温
度センサ用のその他のハードウェアから構成される。CPUの電
源やサーバの電源もホストする。

カスタム コマンド HP Systems Insight Managerを実行するサーバでアプリケーショ
ンを起動するタスク。

キー 暗号法で、単体または暗号デコーダ（対応するパブリックまた
はプライベート キー）と一緒に使用される値。従来のプライ
ベート キー暗号法では、お互いがメッセージを暗号化および
解読できるように、キーまたは暗号キーが通信者によって共有
されている。このシステムには、ある人がキーをなくすとシス
テムが破綻するというリスクがある。パブリック キー暗号法
では、プライベート キーはパブリック キーと関連するため、
システムの各人が共有されない自分独自のプライベート キー
を所有している。

キーストア キーのリストを保管するデータベース。キーストアには、自分
のプライベート キーを入れることができる。また、証明書に
公開されているパブリックキーのリストを入れることもでき
る。
参照 キー

クライアント HP製デスクトップ、ハンドヘルド、およびワークステーショ
ン システム。

クラスタ 複数の個別システムから構成される、並列または分散コン
ピューティング システムであり、単一で統合されたコンピュー
ティング リソースを形成する。機能、複雑さ、そして目的に
応じて、クラスタの最適な構成は異なる。

クラスタ システム識別 クラスタ システムに関する情報。この情報はデータベースに
格納される。

クラスタIPアドレス クラスタのIPアドレス。

クラスタ監視 HP Systems Insight Managerの中心的なコンポーネント。クラ
スタ監視では、マルチノード クラスタの監視と管理ができる。
また、クラスタ監視は、異機種環境で複数のクラスタ プラッ
トフォームを管理する。

クラスタ監視リソース クラスタ内でクラスタ化されたノードの監視または管理機能を
提供するプログラム。
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グラフィカル ユーザ インタ
フェース (GUI)

コンピュータのグラフィック機能を利用して、プログラムを簡
単に使用できるようにするプログラム インタフェース。HP
Systems Insight Manager GUIはWeb対応であり、Webブラウ
ザ内に表示される。

クリティカル ステータス HP Systems Insight Managerが管理対象システムとやり取りで
きないときに生成される状態。

コマンド ライン インタ
フェース (CLI)

コマンド ラインは、オペレーティン システム コマンド シェ
ルのコマンド シェルからコマンドを直接実行できるプログラ
ム インタフェース。

コンポーネント コンポーネントは、インストール可能な（対話式またはサイレ
ント）単一の自己記述バイナリ ファイルで、ファームウェア
イメージ、ドライバ、エージェント、ユーティリティなど、マ
ネジメント ツールやアップデート ツールでサポートされるソ
フトウェアを含む。

サーバ ブレード 一般には、マイクロプロセッサ、メモリ、ネットワーク カー
ドなどを搭載する超高密度サーバ システムのこと。ラックに
設置可能なエンクロージャに挿入して、電源、ファン、スイッ
チなどのコンポーネントを他のサーバ ブレードと共有できる。
サーバ ブレードは、従来のラックマウント型サーバやタワー
型サーバと比較して、一般に、コスト効率が高く、配備に時間
がかからず、成長や変化への対応が容易である。
参照 エンクロージャ, ラック

サーバ ブレードの図による
位置の特定

各エンクロージャおよびラック内の、ProLiant BL e-Classおよび
p-Classサーバを視覚的に表示する機能。
参照 エンクロージャ, ラック

サブネット TCP/IPネットワークで、IPアドレスのプレフィックスが同じシ
ステムの集まり。たとえば、10.10.10. で始まるIPアドレスを
持つすべてのシステムが、同じサブネットに含まれる。

システム TCP/IPまたはIPXを介して通信するネットワーク上のノード。
システムを管理するには、あるタイプの管理プロトコル
（SNMP、DMI、WBEMなど）がシステムに存在する必要があ
る。システムの例としては、サーバ、ワークステーション、デ
スクトップ、ハンドヘルド、ルーター、スイッチ、ハブ、およ
びゲートウェイがある。

システム グループ システム収集（システム グループが作成された時点でのソー
ス収集の静的なスナップショット）に基づくシステム グルー
プ。ユーザ認証に使用する。

システム ステータス パネル 画面の左側にあるGUIセクションで、ステータス情報とシステ
ムまたはイベント警告を表示する。

システム タイプ 12のタイプが提供されている。これらのタイプの1つをもとに
独自のタイプを追加できる。たとえば、Serverタイプを使用し
てMyServerタイプを作成する。このタイプは依然としてサー
バであり、同じ方法でレポートされるが、独自の指定を持って
いる。
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システム タイプ管理 (STM) 検出と識別のデフォルト動作を修正し、不明やシステムの別の
カテゴリに分類されたオブジェクトを、要求どおりに正確に検
出して識別できるようにするユーティリティ。HP Systems
Insight Managerでは、システムの検出と識別が行われ、プライ
マリ ルール セットとして指定したルール セットに、不明シス
テムが一致する場合、新しい情報が適用される。さらに、新
しいシステム タイプを作成すると、[システム リンク]ページ
が提供され、システム エージェントまたはSNMPやDMIの通信
プロトコルから戻される情報が表示される。

システム デフォルト検索 統計システム ヘルス ステータス、プロアクティブ サブシステ
ム ステータス、および詳細なコンポーネント情報（管理プロ
トコルに関係なく、サーバ、ワークステーション、デスクトッ
プ、およびハンドヘルドに含まれている）に関するデータ要
求。

システム ヘルス ステータス ターゲット システムでサポートされているプロトコル（DMI、
SNMP、WBEM、Insightマネジメント エージェントなど）から
収集される全体的なステータス。ステータスは、次のように定
義されている。

● クリティカル。  HP Systems Insight Managerがシステム
とやり取りできない。このシステムは以前検出されていた
が、現在はpingできない。システムが停止しているか、電
源が切れているか、ネットワークの問題のためにネットワー
ク経由でアクセスできない。

● メジャー。  このシステムに、重大な問題が発生してい
る。このステータスにはすぐに対処する必要がある。HP
Insightマネジメント エージェントを実行しているシステム
の場合は、一部のコンポーネントで障害が発生している。
システムが正常に動作しておらず、データが消失している
可能性がある。

● マイナー。  このシステムに、軽度の問題がある。Insight
マネジメント エージェントを実行しているシステムの場
合、一部のコンポーネントが故障しているがシステムはま
だ機能している。

● 警告。  システムに潜在的な問題が存在するか、問題が
発生する可能性のある状態になっている。

● 正常。  システムは正常に稼動している。
● 無効。  監視機能から見るとシステムは無効になってい
るが、必ずしも電源が切られているわけではない。

● 不明。  HP Systems Insight Managerが、システムに関す
る管理情報を取得できない。

● 情報。  システムの状態が変化しているところか、また
はエラーではない状態が発生している。

システム リンク マネジメント エージェントを持つ特定システムの要約情報ペー
ジ。

システム概要レポート HP Systems Insight Managerを初めて起動したときに取得され
るシステムのステータスを示すレポート。システム検索結果に
は、HP Systems Insight Managerデータベースに登録されてい
るシステム数が含まれる。システムは、それらのステータス条
件によってグループ化されている。列の各番号はシステムの詳
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細情報リストへのハイパーリンクで、概要における番号に対応
したシステムを表示する。

システム検索 HP Systems Insight Managerデータベース内の情報に基づいて
システムを論理グループに分類すること。検索を定義すると、
システム ビュー ページに結果を表示し、管理タスクに関連付
けることができる。

システム検索結果 システム検索の結果。

システム識別 システムに関する情報を識別すること。この情報はデータベー
スに格納される。以下の情報が識別される。

● システムの管理プロトコル タイプ（SNMP、DMI、WBEM、
HTTP、SSH）

● HP製システムの種類（サーバ、クライアント、スイッチ、
ルータなど）

● システムのネットワーク名

システム情報 [識別]タブの[システム ページ]ページに表示される情報。シス
テム情報には、以下が含まれる。

● ネットワーク アドレス
● ネットワーク名
● 説明
● 連絡先
● Location
● システム リンク

シングル ログイン HP Systems Insight Managerにアクセスする認証済みユーザが、
管理対象システムに再認証せずに、HP Systems Insight Manager
内から管理対象システムにアクセスするための権限。HP Systems
Insight Managerが、認証の初期ポイントとなり、別の管理対象
システムへのアクセスは、HP Systems Insight Manager内から
行う。

ステータス タイプ ステータス メッセージ（クリティカル、メジャー、マイナー、
正常、警告、および不明）の分類。

ステータス メッセージ リス
ト

クラスタ管理リソースが作成するリスト。[クラスタ監視]ペー
ジの左下の領域に、検出されたエントリが収集され、異常な状
態のクラスタ属性が通知される。

ステータス メッセージ概要
ヘッダ

リストヘッダでは、リスト内のステータス メッセージの総数、
および調査されなかったステータス メッセージの数が、括弧
に囲まれてまとめられている。

ストレージ システム SANに接続されたファイバ チャネル ディスク アレイ、スイッ
チ、テープ ライブラリ、またはホスト（ファイバ チャネル ホ
スト バス アダプタ搭載）。

スプーフィング 別のサイトを装うWebサイトの行為。機密情報の収集、デー
タ トランザクションの変更、不正データや誤解を招くデータ
の表示を行う。
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すべてのイベント 何らかのイベント タイプが発生しているシステム。

すべてのディスク スレッ
ショルドの削除

HP Systems Insight Managerによって提供されるタスクであり、
関連収集に載っているシステムのディスク スレッショルドを
削除する。このタスクでは、HP Systems Insight Managerによっ
て設定されるディスク スレッショルド、またはWebエージェ
ントの直接参照によって設定されるディスク スレッショルド
だけが削除される。ディスク スレッショルドを含むWindows
32用のHP Systems Insight Managerによって設定されたスレッ
ショルドは、このタスクでは削除されません。

スレッショルド その値に達したり、値を超えたりしたときにイベントを生成す
るあらかじめ設定された制限値。

セキュア タスク実行 (STE) 管理対象システムから安全にタスクを実行するHP Systems
Insight Managerの機能。STE機能では、タスクを要求するユー
ザに適切なタスク実行権があることが保証され、要求が暗号化
されてデータが保護される。

セキュリティ ロール 管理者が、ユーザごとかグループごとにシステム アクセスと
管理アクセスを制限できるようにする機能。システム管理者
は、この機能により、高度な機能や危険な機能にアクセスでき
ないようにして、スタッフにタスクを委任できる。システム管
理者は、別の組織や顧客が所有するシステムにアクセスできな
いようにして、特定の組織や顧客にシステムの管理を委任する
こともできる。

ソフトウェア インベントリ バージョン コントロール エージェントがインストールされて
いるシステムにインストールされているHP製ソフトウェアの
リスト。

ソフトウェアの全体的なス
テータス

このセクションは、バージョン コントロール エージェントが
インストールされているサーバ上のソフトウェアが監視するよ
うに設定されているレポジトリに、そのソフトウェアが利用で
きるアップデートがあるかどうかを示す。

ソフトウェア更新 リモート サイトからソフトウェアやファームウェアを更新す
るタスク。

タイプ 標準システム タイプとしてシステムを識別するシステムの分
類システム。システム タイプは、クライアント、クラスタ、
ハンドヘルド、プリンタ、リモート アクセス デバイス、リ
ピータ、ルータ、サーバ、スイッチ、不明、ワークステーショ
ン、およびその他がある。

タスク 特定セットの引数を使用して、1つ以上のシステムかシステム
グループにおいて実行される、HP Systems Insight Managerツー
ルのインスタンス。

タスク スケジューリング ポーリング タスク、コントロール タスク、および通知タスク
をスケジューリングするための主要スケジューリング ツール。

ツール HP Systems Insight Managerがタスクを行うために1つ以上のシ
ステムで実行するアプリケーション、コマンド、スクリプト。

747

用語解説



ツール カテゴリ ツールをグループ化する構造。ツールは、1つのみのカテゴリ
に属す。ツール カテゴリにはツールのみを含めることができ
る。その他のツール カテゴリを含めることはできない。

ツールボックス データベース管理やソフトウェア管理などの特定タスクにユー
ザが必要とするツールの定義済みセット。各HP Systems Insight
Managerツールボックスは、ツール セットに関連付けられて
いる。

ディスク スレッショルドの
設定

HP Systems Insight Managerによって提供されるタスクであり、
関連収集に載っているシステムのディスク スレッショルドを
設定する。このスレッショルドは、ターゲット システム上の
すべてのディスク ボリュームに設定される。

データ収集タスク 管理対象システム グループから情報を収集し、データベース
に格納する手順。HP Systems Insight Managerでは、ハードウェ
ア ステータス ポーリング タスクとデータ収集タスクが使用さ
れて、収集が行われる。

データ収集レポート データ収集レポートは、検出したシステムの情報を単一インス
タンスのレポートまたは時系列変動解析レポートに含む。HP
Systems Insight Managerでは、Insightマネージャ7で単一イン
スタンス データ収集タスクと呼ばれた[既存データセットを上
書き（詳細解析用）]、およびInsightマネージャ7でデータ履歴
収集タスクと呼ばれた[新規データセットを追加（時系列変動
解析用）]がサポートされる。 [既存データセットを上書き（詳
細解析用）]では、単一インスタンスでシステムからデータが
収集される。[新規データ セットを追加（時系列変動解析用）]
では、システムの履歴を詳述するデータが収集される。

デジタル署名 トランザクション送信者の確認に使用される技術。この技術で
は、プライベート キーが使用されてデータが電子的に署名さ
れ、パブリック キーが使用されて送信者が確認される。

デスクトップ管理インタ
フェース (DMI)

DMTFによって確立された、主にクライアント管理で使用され
る業界標準プロトコル。DMIは、クライアント システムにつ
いての問題レポートを効率的な方法で提供する。DMI準拠のコ
ンピュータは、ネットワーク上の中央管理システムにステータ
ス情報を送信できる。

デスクトップ管理タスク
フォース (DMTF)

業界のDMIおよびWBEM標準を定義する業界標準組織。HPは
DMTFの積極的なスポンサおよびメンバである。

ドメイン ネーム サービス
(DNS)

ドメイン名をIPアドレスに変換するサービス。

トラップ イベントが発生したことを示すマネジメント エージェントに
よって生成される非要求メッセージ。たとえば、監視項目は設
定スレッショルドまたは変更されたステータスを超えているこ
となど。以前は、アラームと呼ばれていた。
参照 イベント

トラップ カテゴリ イベント タイプによって検出されるイベント収集システム。
HP Systems Insight Managerが、機能に従って論理グループに
分類したSNMPトラップ。
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トラップ通知アドレス HP Systems Insight Managerシステムによって通知されるトラッ
プ通知を受信するために指定されたシステムのIPアドレス。

バージョン コントロール WindowsシステムおよびLinux ProLiantシステムにインストール
されている場合はバージョン コントロール レポジトリ マネー
ジャと呼ばれ、HP-UX オペレーティング システムでは、
Software Distributorと呼ばれる。管理対象のすべてのProLiantま
たはIntegrityシステムのソフトウェア ステータスの概要を提供
し、それらのシステム上であらかじめ設定された条件に基づい
て自動的にシステム ソフトウェアとファームウェアのアップ
デートを行うことができる。バージョン コントロールは、古
いシステム ソフトウェアを実行しているシステムを識別して、
アップグレードを利用できるかどうかを示し、アップグレード
の理由を提供する。HP-UXシステムでは、1台または複数のイ
ンストール済みHP-UXシステムに対して、Software Distributor
を、HP Systems Insight Manager CMSから起動できる。

バージョン コントロール
エージェント ログ

バージョン コントロール エージェントによって実行されたす
べてのソフトウェア メンテナンス タスクとそのタスクの結果
生成されたレポートのリスト。

バナー 画面最上部に表示されるGUIの一部分。ユーザ名が表示され、
ホームページにアクセスしたり、サイン アウトしたりするた
めのリンクがある。

マイナー ステータス システムから収集された統計ステータス情報であり、監視対象
サブシステムの1つ以上が正しく動作せず、システムに影響を
与えていることを示す。これ以上のエラーが発生することを回
避するために、できるだけ早く対処する必要がある。

マネジメント エージェント 管理対象システムで動作するデーモンかプロセス。管理対象シ
ステムにおいて、CMSから要求を受信して実行する。

マネジメントHTTPサーバ HP Webベース システム マネジメント ソフトウェアのHPス
イートによって使用される統合されたソフトウェア。HTTPお
よびHTTPS上の通信用。HP Webベース システム マネジメント
ソフトウェアに対する機能とセキュリティの統一セットを提
供。このバージョンは、ProLiant Support Pack 7.10以前で利用
できる。

マルチシステム対応 (MSA) 多重システム操作をサポートする実行タイプ。この実行タイプ
のツールは、分散タスク ファシリティを使用する代わりに、
内部メカニズムを使用して、ターゲット システムで動作する。
MSA実行タイプでは、分散タスク ファシリティが使用されて、
1つのシステムでツールが起動されてから、その他の管理対象
システムと関連するツールが起動される。

メジャー ステータス システムから収集された統計ステータス情報であり、監視対象
サブシステムの1つ以上が正しく動作せず、システムに影響を
与えていることを示す。このステータスにはすぐに対処する必
要がある。

ユーザ HP Systems Insight Managerに追加されているCMSで有効なロ
グインがあるネットワーク ユーザ。
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ユーザ アカウント HP Systems Insight Managerへのログインに使用するアカウン
ト。このアカウントには、ローカルWindowsユーザ アカウン
トかドメイン アカウントが関連し、HP Systems Insight Manager
内の認証レベルとポケベル属性が含まれる。

ユーザ グループ HP Systems Insight Managerに追加されている、CMSオペレー
ティング システム上で定義されているユーザ グループ。オペ
レーティング システムのユーザ グループのメンバは、HP
Systems Insight Managerにサイン インできる。

ユーザ設定ページ HP Systems Insight Managerのページ。管理アプリケーション
へのアクセスと関連するアクセス権を持つユーザを作成および
定義する機能を提供する。

ユーザ認証 ユーザ名とパスワードに基づいて、個人を識別するプロセス。
ユーザ認証は、ログインしたユーザが実際にその人物であるか
どうかを確認するプロセスであり、「認証」とは異なる。

ラック 相互に通信するために配線されたコンポーネントのセット。
ラックはエンクロージャのためのコンテナである。

リソース パーティション OSインスタンスが所有するリソースのサブセット。これらの
リソースの使用は、Fair-Share Scheduler、pSet、メモリ リソー
ス グループなどの技術によって制御される。

また、リソース パーティションに関連付けられる一連のプロ
セスがあり、これらのプロセスは、リソース パーティション
内のリソースを排他的に使用できる。PRM（Process Resource
Manager）、WLM（Workload Manager）、gWLM（Global
Workload Manager）などのツールによって確立されるポリ
シーは、OSインスタンス内の一連のリソース パーティション
へのリソースの割り当て方法を制御する。

リファレンス サポート パッ
ク

HP製ソフトウェア コンポーネントのベースライン バンドル。
バージョン コントロール エージェントがレポジトリでポイン
トするように設定できる。この設定を行うことにより、ユーザ
は所有するすべてのソフトウェアについて、特定のサポート
パック レベルを維持するように指定できる。

リモート ウェイクアップ Wake-On-LAN（WOL）と呼ばれることもある。常駐WOLネッ
トワーク カードによって、リモート サイトからシステムの電
源を入れること。その場合、ROMまたはF10キー（セットアッ
プ）からのシステムの「ウェイクアップ」が有効になっている
必要がある。

HP Systems Insight Managerは、この機能に依存して、スケ
ジュールされたソフトウェア更新やエージェント設定のレプリ
ケートのシステムをオンに切り替える。

ルール セット システム情報に適用するステータス、ポリシー、または条件
で、どのようなシステムかを決定する。

レポジトリ ProLiant Support PackまたはIntegrity Support Pack、およびSmart
コンポーネントを含むディレクトリ。

外部サイト サードパーティ アプリケーションのURL。
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確認済みステータス システムがクリアされたことを示すステータス状態。

完全な設定権があるユーザ CMSを含むすべてのシステムの[すべてのツール]ツールボック
スの権限が自動的に与えられるユーザ。このタイプのユーザに
は、HP Systems Insight Managerソフトウェアを管理する、特
別な権限が与えられる。

管理LAN システム管理に必要な通信専用のLAN。一般的に、帯域は中程
度（10/100 BaseT）であり、アクセス制限によって安全になっ
ている。

管理サービス 自動検出、データ収集、システムとイベント情報の中央レポジ
トリ、イベント管理、基本通知、およびセキュア アクセスな
どの機能のコアセットを提供する。この機能は、HP、マネジ
メント ソリューション パートナー、およびHP Systems Insight
Managerユーザからのアドインによって使用される。

管理スコープ HP Systems Insight Managerが管理する、検出されたすべての
システムのセット内にあるシステムセット。

管理タスク システムまたはイベントの検索を設定する手続き。

管理ドメイン 管理対象システムと呼ばれるリソースの集合であり、HP Systems
Insight Managerの制御下に置かれる。それぞれの中央管理サー
バが、管理ドメインを制御する。管理対象システムは、複数の
管理ドメインに属すことができる。

管理プロトコル 検出されたシステムとの通信を確立するWBEM、HTTP、
SNMP、またはDMIなどのようなプロトコルのセット。

管理機器 システムで動作し、HTTP、DMI、またはSNMPプロトコルの管
理情報を提供するエージェント。

管理情報フォーマット (MIB) 管理可能な製品の機能と属性を記述する、DMIアーキテクチャ
のASCIIテキスト ファイル。DMIは、この情報をMIFデータベー
スに保持し、オペレーティング システムと管理アプリケーショ
ンで使用できるようにする。DMTFは、さまざまなシステム タ
イプと周辺システムに対するMIFフォーマットを指定してい
る。

管理情報ベース (MIB) SNMPプロトコルを使用して情報を送信するためのデータ仕
様。また、MIBはネットワーク管理プロトコルによってアクセ
スされる管理オブジェクトのデータベースである。

管理対象システム サーバ、デスクトップ、リモートInsightボード（RIB）など、
HP Systems Insight Managerによって管理されるシステム。

共通情報モデル (CIM) Desktop Management Task Force（DMTF）によって定義された
オブジェクト指向スキーマ。CIMは、エンタプライズ ワイド
で管理情報を説明および共有する情報モデル ガイドである。
CIMは、それが使用される管理環境単位で拡張できるように設
計されている。

共有リソース ドメイン (SRD) システム リソースを共有するコンパートメント（すべて同タ
イプ）の収集。——コンパートメントには、nPartition、仮想
パーティション、プロセッサ セット（pSet）、またはFair Share
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Scheduler（FSS）グループなどがある。nPartitionを含むサーバ
は、nPartitionの要件が満たされていれば、SRDになる可能性が
ある。—仮想パーティションに分割されたサーバやnPartition
は、その仮想パーティション コンパートメントのSRDになる可
能性がある。同様に、pSetを含む、サーバ、nPartition、または
仮想パーティションは、そのpSetコンパートメントのSRDにな
る可能性がある。さらに、FSSグループを含む、サーバ、
nPartition、または仮想パーティションは、そのFSSグループ コ
ンパートメントのSRDになる可能性がある。

nPartitionを含む複合体は、複数のSRDを保持する可能性があ
る。たとえば、複合体がPar1およびPar2という名前のnPartition
に分割されている場合、Par1のコンパートメントが仮想パー
ティションである可能性があり、Par2のコンパートメントが
pSetである可能性がある。

各コンパートメントが負荷を持つ。gWLMは、コンパートメン
トのリソース割り当てを調整して負荷を管理する。

警告 特定イベントが発生したとき、HP Systems Insight Managerの
[System Status]パネルに表示される、ユーザが設定可能 な
通知。たとえば、監視されている項目が変更された場合、ア
ラームはユーザに変更が発生したことを通知する。
参照 トラップ, イベント

検索条件 すべての情報のセットから情報のサブセットを定義するために
使用する変数（情報）のセット。フィルタできる情報セットに
は、アクション情報、いくつかのシステム情報などがある。
フィルタは、包含フィルタに続き除外フィルタで構成される。
これら2つのフィルタリング処理の結果は、グループと呼ばれ
る。フィルタの例として、表示可能な情報を作成したり、管理
操作を実行したりするSQL文が挙げられる。

検出 ネットワーク オブジェクトを検索および識別する管理アプリ
ケーションの機能。HPの管理アプリケーションでは、検出に
より、指定したネットワーク範囲にあるすべてのHP製システ
ムが検索および識別される。

検出テンプレート 検出テンプレートは、自動検出によって使用されるファイルで
あり、[自動検出- 一般設定]ページの[包括範囲をping]フィー
ルドや[除外範囲]フィールドにアドレスを直接入力する代わり
となる。また、自動検出の範囲を迅速に変更するための方法と
して設計されている。

検出フィルタ 完全な設定権があるユーザが、特定システム タイプのデータ
ベースへの追加を許可したり禁止したりできるようにする。

権限 ユーザ、ツールボックス、システム、システム グループ間の
関係のマップ。

作業領域 ツールが表示されるGUIの一部分。

使用できるソフトウェア バージョン コントロール エージェントがポイントするように
設定されているレポジトリ内の使用できるソフトウェア コン
ポーネントのリスト。バージョン コントロール エージェント
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に直接アクセスするとき、これらの追加コンポーネントを選択
してインストールできる。

時間制限付きイベント 必要なイベントのスケジュールを設定する処理。バックアッ
プ、ディスク ストレージのクリーンアップなどのイベントが
例。ユーザは、このカテゴリのツールを定義する。

自己署名証明書 記載者と認証機関が同じであるなど、認証機関を証明する証明
書。
参照 証明書, 認証機関

自動検出 HP Systems Insight Managerが、ネットワーク上のシステムを
検出および識別し、その情報を使ってデータベースを作成する
プロセス。データの収集およびシステム ヘルス ステータスの
追跡を行うには、最初にシステムを検出する必要がある。

識別 管理プロトコルとシステムのタイプを識別する検出プロセスの
状況。

手動検出方法 次のタスクの完全検出を省略できるようにするプロセス。

● 1つのシステムの追加
● システムの編集
● HP Systems Insight Managerデータベースhostsファイルの作
成またはインポート

● 一般hostsファイルの作成かインポート

収集 システムのグループを作成するためやイベント検索するための
方法。

収集の編集 既存の収集を修正し、検索条件の追加や削除を行うこと。

証明書 記載者のパブリックキーと識別情報を含む電子文書。証明書
は、認定機関（CA）の署名入りで、キーと識別の関係を保証
する。
参照 認証機関

制限付き設定権があるユーザ CMSを設定する機能が制限されているユーザ。設定権が制限
されるユーザには、すべてのレポートと自分自身のツールの作
成、修正、削除を行う権限がある。

制御タスク イベントの削除、ディスク スレッショルドの削除、ディスク
スレッショルドの設定、およびデバイス アクセス コミュニ
ティ名の設定など、検索やイベントに関連する命令のシーケン
ス。

設定権がないユーザ CMSを設定できないユーザ。ただし、ユーザは、CMSとすべ
ての管理対象システムに関する定義済みレポートの表示と実行
ができる。

設定履歴レポート サーバの設定を表示するレポートを含み、設定履歴ファイルを
比較して差異を発見する調査ユーティリティ。

属性 管理情報フォーマット（MIF）ファイルの属性。属性は、管理
可能な製品またはコンポーネントの1つの特性を説明する。関
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連する属性の組み合わせは、グループを構成する。たとえば、
プロセッサ チップのクロック速度は、そのチップを説明する
グループの属性である。
参照 管理情報フォーマット

対称鍵 メッセージの送信側と受信側が共有し、メッセージの暗号化と
解読に使用する共通のキー。

単一システム対応 (SSA) 多重システム操作をサポートしない実行タイプ。この実行タイ
プのツールでは、ツールが動作しているノードのみが認識され
る。

中央管理サーバ (CMS) HP Systems Insight Managerソフトウェアを実行する、管理ド
メイン内のシステム。HP Systems Insight Manager内のすべて
の集中操作は、このシステムから開始される。

注意 その指示に従わなければ、装置の損傷や情報の消失を引き起こ
す恐れがある注意事項を示す。

通信プロトコル 参照 管理プロトコル

認証機関 (CA) 信頼された第三機関であり、デジタル署名、およびパブリック
キーとプライベート キーのペアの作成に使用するデジタル証
明書を発行する。このプロセスでの認証機関の役割は、証明書
の所有者が本人であることを保証することにある。

標準エラー (stderr) システムがエラー メッセージを書き出す、デフォルトの場所。
デフォルトは、端末ディスプレイ。

標準出力 (stdout) プログラムが出力を書き出す、デフォルトの場所。デフォルト
は、端末ディスプレイ。

不明ステータス HP Systems Insight Managerが、SNMPまたはDMIを使用して、
システムに関する管理情報を取得できない。管理関連情報は取
得できないが、システムに対してpingを実行できる。コミュニ
ティ名またはセキュリティの設定が間違っている可能性があ
る。

分散タスク ファシリティ
(DTF)

管理対象システムにおける、タスクのリモート実行を管理する
管理アプリケーション。

分散型コンポーネント オブ
ジェクト モデル (DCOM)

コンポーネント オブジェクト モデル（COM）の拡張機能であ
り、COMコンポーネントが、同一ネットワーク上のクライア
ントとサーバ間でやり取りできるようにする。

未確認イベント ステータス 深刻度が、クリティカル、メジャー、マイナー、正常、または
情報になっているイベント。

● クリティカル。  障害が発生し、すぐに対応する必要が
ある。

● メジャー。  近いうちに障害が発生する。
● マイナー。  さらに深刻な問題に発展する可能性のある
警告ステータス。

● 正常。  このイベントは問題ではない。
● 情報。  注意する必要はない。これは便利な情報として
提供される。
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役割 参照 ツールボックス
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